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近年の行政評価への取組の推進に伴い，社会教育行政においても，地域の関係者に対する説明責
任を十分に果たしていく上で，評価を生かした社会教育計画の策定や施策・事務事業の展開，社会
教育施設の運営が求められています。
社会教育の施策や事務事業の成果はすぐには現れてこないことも多く，また，地域の実情によっ
て様々な取組もあることから，これまで以上に評価の視点や手法の研究開発が求められてきています。
これからの社会教育行政には，様々な地域の課題に応じて，関連する行政部局やNPO等の民間
団体，企業，そして学校等との連携協働を進めていくネットワーク型行政が期待されています。社
会教育行政がそうしたプロジェクトの核として積極的に関係者に働きかけ，具体的な施策や事務事
業として積極的に展開するとともに，その成果を適切に評価し，その結果を各方面に示していくこ
とが必要となってきています。
一方，国は，平成 18年 12 月の教育基本法の改正を受け，平成 20年に初めての教育に関する
総合的な計画である「教育振興基本計画」を策定し，さらに，平成 25年 6月に策定された第 2期
の「教育振興基本計画」では，「『どのような成果を目指すのか』『どのような力の修得を目指すの
か』といった明確な目標が設定され，その取組の成果について，データに基づく客観的な検証を行
い，そこで明らかになった課題等をフィードバックし，新たな取組に反映させる検証改善サイクル
（PDCAサイクル）が，教育行政，学校，学習者等の各レベルにおいて，必ずしも十分に機能し
ていなかった」と教育に関する諸課題に対する評価の重要性を指摘しています。
これまで，社会教育実践研究センターでは平成 19年・20年度に「地方公共団体における社会
教育計画等の策定及び評価に関する調査研究」（委員長：山本恒夫筑波大学名誉教授）を実施し，
社会教育分野の教育計画の策定方法や評価の観点，評価指標の開発などについて，検討を行いました。
また，平成 22年度「社会教育事業等の評価を前提とした計画立案に関する調査研究」（委員長：
浅井経子八洲学園大学教授），平成 23年度「社会教育指導者のための研修資料の開発及び作成に
関する調査研究」（委員長：浅井経子八洲学園大学教授）を実施し，『社会教育計画策定ハンドブッ
ク（計画と評価の実際）』をまとめました。
これらの成果を基に，今回，改めて都道府県や人口 20万人以上の市（政令指定都市を含む）等
における教育振興基本計画や生涯学習推進計画等の策定状況を調査するとともに，施策や事務事業
の評価項目の傾向を分析しました。そして，都道府県や市区町村の計画策定に生かしていただける
よう，今回は，代表的な成人教育事業について，モデルとなる評価指標例を試案として作成しました。
本調査研究報告書が，地方公共団体における社会教育計画等の立案及び評価の際の参考となり，
社会教育の一層の水準向上の一助となれば幸いです。
おわりに，本調査研究の実施に当たり，熱心に御指導いただきました浅井経子委員長をはじめ委
員各位，並びにモデル事業等を作成していただきました協力者の方々に改めて厚く御礼申し上げます。
平成 27年 3月
国立教育政策研究所　　　　　　　　　　　
社会教育実践研究センター長　　渡部　徹
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評価指標の在り方について
第１章

１　社会教育計画における評価指標の在り方について
（１）計画と評価と評価指標の関係 
　　…　評価指標とは評価する際に基準や手掛かりとする尺度のことである。評価は目標の達成度を
測定し価値判断することなので，目標達成度を表す尺度が必要になる。その尺度になるものが
評価指標で，一般には定量化できるものを設定することが多い。
　　…　近年ではP（計画）→Ｄ（実行）→Ｃ（評価）→A（改善）を繰り返すマネジメント・サイ
クルの導入は社会教育行政にあっても当たり前になってきており，C（評価）についても自己
評価，庁内の担当者による評価，第三者による評価等の方法で取り組まれている。ここでは，
PDCAの中のP（計画），C（評価）と評価指標の関係について考えてみよう。
　　…　P（計画）段階で目標を設定し，C（評価）段階でその目標がどれほど達成されたかを価値
判断することになるが，できるだけ客観的に評価できるようにP（計画）段階で目標値（数値
目標）を定め，C（評価）段階ではその目標値と結果や成果とのギャップから価値判断する。
その目標値（数値目標）は評価指標に基づき設定することになる。もちろん，設定する評価指
標は一つとは限らない。それを表したのが図１である。
　　…　図１を見ても分かるように，PDCAサイクルの中のP（計画）とC（評価）には評価指標の
面でも相互に関係がある。P（計画）段階では目標を検討し設定するが，成果や評価結果をあ
る程度見込んで目標値（数値目標）を設定する。達成できない目標値を掲げてもそれは非現実
的なものに過ぎず，逆にレベルの低い目標を設定してもそれは目指すところ（目標）とはなり
えないからである。
図１ 計画，評価と評価指標の関係
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（２）評価指標設定の意義 
　　　評価指標を設定する主な意義としては，次のことが挙げられる。
　ⅰ　目標値を設定できるので，目指すところを常に確認することができる。
　ⅱ　目標値を示すことで説得力を持たせることができるので，住民の支持が得やすい。
　ⅲ　目標値を示すことで説得力を持たせることができるので，予算を獲得しやすい。
　ⅳ　目標値を設定することになるので，評価がしやすくなる。
　ⅴ…　評価結果について住民が理解しやすくなり，説明責任（アカウンタビリティ）を果たす上で
有効である。
（３）評価指標設定の際の検討事項 
　　…　上述したように，評価指標の設定は目標値（数値目標）の設定に深く関わっている。そのた
め，評価指標設定の際の重要な検討事項としては評価指標の選定と数値目標の決め方を挙げる
ことができる。
　　ア　評価指標の選定
　　　…　いきなり評価指標を設定しようとしても目標達成度を表す指標を見つけるのはそう容易な
ことではない。目標との整合性が問われることは当然としても，実際にデータが得られるか
どうかも評価指標設定の条件になるからである。そのため，できるだけ多くの評価指標の候
補を挙げることから始め，その中から妥当で，かつデータを収集できる指標を選ぶようにす
るのが良いように思われる。そこで，ここでは評価指標を見つけるための一つの枠組みを紹
介することにしよう。
　　　…　次の①と②をもとにしてマトリックスをつくり，それぞれのセルにどのような評価指標が
当てはまるかを検討する。
　　　①…　評価は目標の達成度を測定し価値判断することなので，掲げた目標をいくつかに分解し
それを表側に位置付ける。
　　　②…　評価はアウトプットに関わる評価とアウトカムに関わる評価に分けられ，評価指標もそ
れにしたがってアウトプット指標とアウトカム指標に分けられる。さらに社会教育におけ
るアウトカムを考えた場合，いろいろなレベルでそれを捉えることはできるが，教育であ
るので人間変容の面での効果を問うことが重要であろう。そのように考えると，アウトカ
ムを人間変容と人間変容がもたらす社会の変化で捉えることが考えられる。そこでここで
は，評価をアウトプットの評価，人間変容に関わるアウトカムの評価，社会の変化に関わ
るアウトカムの評価の３段階の評価に分け，その分類を表頭に置く。なお，評価を何段階
に分けるかについても，いろいろな考え方がある。
　　…　そのようにしてできた各セルの中に評価指標を可能な限り挙げ，目標との整合性や評価指標
としての妥当性，データの有無等の観点から取り上げるべき評価指標を検討することになる。
－2－
　　…　次に一つの例を挙げてみよう。表１は高齢者による家庭教育・家庭生活相談事業の例である。
この場合は目標を「高齢者の知恵等を役立てる」「高齢者が社会参加できる」「異世代が協力し
合う」に分け，評価をアウトプット，人間変容に関わるアウトカム，社会の変化に関わるアウ
トカムに分けてマトリックスを作り，評価指標の例をセルの中に挙げた。このようにして挙げ
た評価指標候補のうち，データが存在すればよいがそうではない場合には，アンケートや追跡
調査の実施も検討しなくてはならなくなる。
【事業の目標】
高齢者グループによる家庭教育・家庭生活相談窓口を開設することを通して、高齢者の持つ子育
てや家庭生活に関する知恵や工夫を次世代に伝え役立ててもらうとともに、高齢者が学習成果や
経験を生かして社会参加し、異世代が協力し合う社会を形成する。（国立教育政策研究所社会教
育実践研究センター『社会教育計画策定ハンドブック』128頁を参考に作成）
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表１ 評価指標の探し方
　　　なお，評価項目を選ぶときには次の条件を満たしているかどうかで判断することが望まれる。
　　・施策や事業の目的－目標－評価項目の整合性が図られている。
　　・現状を把握し，測定することが可能である。
　　・目標に到達することが可能である。
　　・効果が分かる。そのことは財政投入の意味を住民に説明できるということである。
　　・改善することが可能である。
　　イ　数値目標の設定の仕方
　　　…　上述したように，P（計画）段階では目標値（数値目標）を決める必要がある。多くの場
合，目標値（数値目標）の決め方は過去の経験に頼って主観的に決める傾向が見られるため，
その値がなぜ目標になるのかが不明確な場合が多い。目標値（数値目標）が主観的な判断で
設定されているということは，測定が客観的な手法で行われているとしても，評価は主観的
なものになってしまうということなのである。
－3－
　　　…　それにもかかわらず，目標値（数値目標）の設定の仕方についての開発はほとんど行われ
ていないというのが実情であろう。ここではいくつかの方法を挙げておくことにするが，本
格的な検討は今後の課題である。
　　　①　回帰分析等を使って算出する。
　　　　…　例えば，５年後の中期計画の目標値（数値目標）を設定する場合には，過去のデータを
使って回帰分析を行い，５年後の予測値を算出する。予算との関わりで予測値を算出する
ことも考えられる。
　　　②　モデルとなる他の自治体や条件が似た自治体を参考にする。
　　　　…　モデルとなる自治体や条件が似た自治体を目標に掲げたりする場合，その自治体の実態
を目標値（数値目標）とする。ただし，単に条件が似ているだけでは目標にはならないの
で注意する必要がある。
　　　③　指数を算出する。指数は参照基準を100とした時の数値である。
　　　　　指数＝（実数／参照基準）×100
　　　　　目標値とは100を掲げるなどが考えられる。
　　　　◆…過去にとてもよくできていた時期があった時にはその年度のデータを参照基準にして指
数を算出する。
　　　　◆…モデルとなる自治体や条件が同じ自治体グループの平均値を参照基準として算出する。
条件が同じ自治体グループの平均値を参照基準とし，それを目標値とする場合は，当該
自治体が平均より遅れており，平均値を目指す場合である。
　　　④　シミュレーションを行う。
　　　　…　これからはビッグデータ等の活用が可能になるため，今まで捉えることができなかった
面の実態把握のみならず，様々な予測が可能になろう。それに伴って評価指標も多様なも
のが考えられるようになるに違いない。そのためにはデータの収集と蓄積が不可欠なので，
社会教育領域の評価にあってはどのようなデータが必要か等についての検討を行い，それ
を収集できるように条件を整備する必要がある。
（４）評価指標設定の際に自覚しておきたいこと　
　　…　社会教育を含めて社会的な事象にあっては，厳密に因果関係を解明することは不可能で，因
果関係と考えられることも傾向性を示しているにすぎない場合が多い。
　　…　人間の営みはやり直しが効かないため実験することはできず，また全ての外的要因の影響を
排除することはできない。しかも，過去のデータで要因間の因果関係を定式化しても，定式化
したとたんに，その定式を見込んだ計画が立てられるため，その定式は次の時点では成り立た
なくなることもあり得る。評価にあっても，そのような限界を認識した上で，より客観的な手
法を開発していくことが大事なように思われる。
… （浅井　経子）
－4－
２　社会教育事業の評価と評価指標について
ここでは，社会教育事業の事業評価とその方法，手順等についてまとめることにする。
（１）社会教育事業の事業評価と方法 
　　ア　事業評価
　　　…　一般に事業評価とは，「事業活動の実態や成果を分析・測定し，実施機関・施設・団体等
の当該事業目標に照らして解釈・価値判断を加えること」※１…を言う。これは，事業終了時，
あるいは事業の終了後に行われる評価のことである。この事業評価は，社会教育に関わる行
政，施設，団体等が行う社会教育事業の評価にも当てはまる。例えば，英会話講座や郷土料
理教室のような個別事業の事業評価や，年間の事業の全体を評価する年間事業評価，さらに
は，複数年にわたって実施される事業の事業評価などが含まれる。
　　　…　事業評価において，基本的，かつ重要なことは，定義にもある通り，評価は事業目標に照
らして行われるということがある。例えば，ゴミの分別や減量化を目指す事業であれば，事
業の実施後，分別のルールが守られているかを調査し，参加した受講者のうちでルールを守
る人が増えたとすれば評価結果はよいことになる。同様に，事業の実施後，講座受講者の出
すゴミの量に減少が見られれば事業の実施効果があったと判断される。もちろん，このよう
な事業実施後の受講者の変容は，当該事業のみの効果とは言えない部分があるので，評価の
時は外部要因を考慮した解釈が必要である。
図１　社会教育事業の評価
社会教育事業の
事業目標
事業活動の
実態・成果
解釈・価値判断
　　　…　従来，事業評価の指標では，事業への参加者数，出席者数などが取り上げられてきた。事
業への参加や出席の状況は事業活動の結果や活動実績を示すもので，直接的に事業目標の達
成状況を示すものではない。ゴミ減量のための事業では，参加者数は事業活動の結果である
が，それによってゴミの分別の状況を示すことはできない。しかし，事業への参加状況を事
業評価の判断材料の一つにするのは，事業に参加することが，そこでの学習を通じたゴミ分
別の意識の向上と，その後の行動の変容につながるプロセスの一過程として捉えられている
からである。
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　　イ　事業評価の方法
　　　　社会教育事業の事業評価は，おおよそ次の手順で行われる。
　　　手順１：評価項目の抽出
　　　手順２：評価指標の作成
　　　手順３：評価の観点の作成
　　　手順４：目標値の作成
　　　手順５：分析，測定，価値判断
　　　手順6：総合判定
　　　…　これらの事業評価の手順のうち，手順１から４までは事業実施の前にあらかじめ行ってお
く作業である。ここでは評価項目，評価指標，評価の視点及び評価の観点について簡潔に説
明する。
　　　…　評価項目とは，事業目標やそれが含意する内容のうち，事業評価で評価の対象とする具体
的な項目のことである。評価項目は，事業目標の中から，「〜〜の実施状況」，「〜〜の向上
の状況」のように抽出される。また，評価項目は，一つの事業の事業目標から複数の評価項
目が抽出されることがある。いうまでもなく，このとき，事業目標があいまいであると評価
項目の抽出が困難となる。事業計画時の事業目標の作成は，事業評価や評価項目を想定して
行うことが必要である。
　　　…　評価指標は，評価項目の内容を測定する時に用いる指標のことで，定量的な指標と定性的
な指標がある。今般の事業評価では可能な限り定量的な指標によって分析することが求めら
れるが，社会教育事業の評価項目は定量的に把握できるものだけではないため，定性的な指
標も用いられる。ただし，その場合でもできるだけ客観的に捉えられる指標であることが望
まれる。
　　　…　また，事業目標の達成状況を評価する評価指標は，多くの場合，有効性の視点から作成さ
れる。有効性とは，事業の実施によって，どのような，又はどの程度の効果があったかとい
う点に基づいて事業を評価する視点である。また，このような事業による効果に対してどれ
くらいの費用，人，時間等を費やしているかを見る効率性の視点もある。このうち，費用の
面から見た効率性の視点は費用対効果と言われる。
　　　…　評価項目ごとに有効性などの視点に基づいて評価指標を作成する際には，一つの評価項目
について二つ以上の評価指標を作成するとよい。このようにすることで，より多面的な事業
評価を行えるようになる。
　　　…　なお，評価指標の作成に当たっては，その評価指標が評価項目の状況を的確に表すものに
なっているかどうか（整合性），また，評価指標を用いて実際に測定ができるかどうか（測
定可能性）などの点において留意する必要がある。
　　　…　最後に，評価の観点とは，評価項目をどのような面，あるいはどのような点に着目して評
価を行うかを示すものである。評価項目に関わるより具体的な実施状況や取組状況の評価に
関する内容を記載する。
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（２）社会教育事業の評価指標の作成手順 
　　…　ここでは，地域学習グループリーダーの資質向上を図る事業を例に評価指標の作成手順を示
すことにする。この事業は，地域の学習グループリーダーを対象とする研修を中心とした事業
で，事業目標は次のようになっている。
　　
　地域学習グループリーダーを対象に，リーダーやボランティアの役割，学習集団の課題
分析手法等の研修を行い，Ａ学習グループの活性化を支援する。さらに，学習グループがそ
の特徴を生かしてＢ地域課題の解決やまちづくりに積極的に貢献できるようにする。
　　ア　評価項目の抽出
　　　…　まず，この事業目標から評価項目を抽出する。評価項目は，事業目標，又はそれが含意す
る内容から取り出す。この事業の事業目標の核となるのは下線部分で，地域学習グループ
リーダーの研修を通じた，「学習グループの活性化の支援」や「地域課題の解決への貢献」，
「まちづくりへの積極的な貢献」と言える。そこで，上の事業目標から次の評価項目Ａ，Ｂ
を抽出することができる（表１）。
　　　
表１　評価項目と評価指標
評価項目 評価指標
A:学習グループの
　活性化の状況
A-1:従来よりも月間の学習活動の回数が増加した学習グループ数
A-2:学習グループ相互で新たな連携，協力，共同の活動がみられた数
A-3:事業後に新会員の加入のあった学習グループの比率
B:地域課題の解決や
　まちづくりへの貢献の状況
B-1：地域課題の解決やまちづくり支援に関わる新たな活動を始めた
学習グループ数
B-2：学習グループの地域課題の解決やまちづくり支援の活動で，行
政の施策の実現に貢献した活動事例数
　　イ　評価指標の作成
　　　…　次に，評価指標の作成を行う。評価項目Ａについては，主として有効性の視点から三つの
評価指標を作成した（表１）。
　　　…　評価指標Ａ-１「従来よりも月間の学習活動の回数が増加した学習グループ数」は，学習
グループの活性化を表す一側面として活動回数の増加に着目した評価指標である。
　　　…　同Ａ-２「学習グループ相互で新たな連携，協力，共同の活動が見られた数」は，学習グ
ループ間の連携等による活性化を捉える評価指標である。
　　　…　同Ａ-３「事業後に新会員の加入のあった学習グループの比率」は，会員数の増加という
学習グループの活性化に着目した評価指標である。
　　　…　さらに，評価項目Bについて，評価指標B- １「地域課題の解決やまちづくり支援に関わ
る新たな活動を始めた学習グループ数」は，地域課題の解決やまちづくりへの貢献の状況と
して，学習グループがまちづくり支援等の新たな活動を開始することを事業の有効性と捉え
て作成したものである。
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　　　…　また，同B- ２「学習グループの地域課題の解決やまちづくり支援の活動で，行政の施策
の実現に貢献した活動事例数」は，学習グループのこれらの活動が行政の施策の実現に寄与
することで，本事業の有効性を示すことを意図した評価指標である。
　　ウ　目標値の設定
　　　…　さらに，それぞれの評価指標には目標値を設定する。目標値は，事業の成果がどれだけ目
標に近づいたかを分析するための基準となる。事業の実施期間が３年であれば，３年後の目
標値とともに，それまでの１年ごとの目標値を設定するとよい。目標値の設定は，過去の類
似事業の実績，同種の事業を行っている他の自治体，施設等の状況などを参考にして行う。
（３）事業評価の課題（評価の視点に限定して） 
　　…　事業評価の課題は多いが，ここでは評価の視点に関することに限定して触れておきたい。
　　…　政策評価や行政評価では，有効性や効率性のほかに，必要性，公平性，優先性などの点から
の評価が行われている。評価には，その意義や価値を認めるという意味があるので，必要性，
公平性，優先性の視点からの評価とは，このような意味に基づいていると考えられる。この点
において，これらの評価は，事業目標の達成状況を評価するというこれまで述べてきた評価と
は異なる部分があり，ここで示した手順や方法をこれらの評価に用いることは難しい。このよ
うな視点に基づく事業評価手法の向上についても検討を進める必要がある。
… （原　義彦）
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※１：山本恒夫，浅井経子，椎廣行編『生涯学習[自己点検・評価]ハンドブック』，文憲堂，2004，p.10.を一部修正した。
参考：…文部科学省政策評価基本計画（平成25〜29年度）（平成26年３月31日改定）における「政
策評価の観点」
　　　（http://www.mext.go.jp/a_menu/hyouka/seido/1332496.htm　平成27年２月19日）
１.必要性
　…　政策効果からみて，対象とする政策に係る行政目的が国民や社会のニーズ又はより
上位の行政目的に照らして妥当性を有しているか，行政関与の在り方からみて当該政
策を行政が担う必要があるかなどを明らかにすることにより評価を行う。
２.効率性
　…　政策効果と当該政策に基づく活動の費用等との関係を明らかにすることにより評価
を行う。ただし，文部科学省の所管する教育，科学技術・学術，スポーツ及び文化の
各分野は，効果及び便益を経済価値に換算することが困難な政策が多く，効率性の観
点からの評価を行う場合は，把握された効果が，政策効果全体を表現する上で適切か
どうか，十分に検討する必要がある。
３.有効性
　…　得ようとする政策効果と当該政策に基づく活動により実際に得られている，又は得
られると見込まれる政策効果との関係を明らかにすることにより評価を行う。
４.公平性
　…　行政目的に照らして政策効果や費用の負担が公平に分配されているか，あるいは分
配されるものとなっているかを明らかにすることにより評価を行う。その際、政策の
特性に応じて，男女共同参画の視点から，男女それぞれの状況にも留意する。
５.優先性
　　当該政策を他の政策よりも優先すべきかを明らかにすることにより評価を行う。
　…　例えば，法律の制定、社会的状況等に起因する当該政策の緊急性，他の政策への波
及効果の大きさ，事業の即効性等を明らかにすることにより，当該政策の優先性を示
す。
6.相当性
　…　租税特別措置に関する評価にあっては，１．〜５．の観点に加え，補助金，規制等
の他の政策手段ではなく，租税特別措置等によることが最適であるか，また，他の政
策手段と併せて租税特別措置等を講じようとする場合には，適切な役割分担となって
いるかを明らかにすることにより評価を行う。
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３　教育振興基本計画や生涯学習推進計画等の策定状況について
（１）調査方法 
　　…　平成26年４月から6月にかけて都道府県及び人口20万人以上の市等の187自治体の公式
ウェブサイトにアクセスし，公開されている社会教育分野の施策・事業が掲載されている教育
計画を中心に収集した。調査時点で策定されていない計画及び期間を終了していた計画は含ま
れていない。
　　…　計画の種類については，「教育振興基本計画」，「生涯学習推進計画」，「社会教育計画」，「そ
の他」及び「該当計画なし」に分類した。判断は，計画の名称及び計画本文中の説明により
行った。
　　…　「その他」とは，教育振興基本計画等としての位置付けは明示されてはいないが，教育を中
心とした計画や，既存の総合計画における教育に関する記述を持って教育振興基本計画と見な
すものとした。
　　…　「該当計画なし」とは，本調査の対象である計画が策定されていない場合（策定中及び期間
終了を含む）を指している。
（２）策定状況 
　　…　「教育振興基本計画」，「生涯学習推
進計画」，「社会教育計画」及び「その
他」のいずれかがあるのは図１のとおり
である。
　　…　ほとんどの自治体で，何らかの教育に
関する計画は策定されていることが確認
できた。
　　…　計画ごとに見てみると，都道府県で
は，教育振興基本計画や生涯学習推進計
画がほとんどで，社会教育計画を単独で
策定しているところはなく，これらの計
画の中に社会教育に関する内容が含まれ
て策定されていた。
　　…　同様の傾向は人口の大きな政令指定都
市や市区にも見られ，社会教育計画を単
独で策定していたのは，20万人以上30
万人未満の市で１件，30万人以上50万
人未満の市で３件あった。（図２）
　　　　　　　　　　　　　（内河　大和）
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（１）アウトプット，アウトカム記述のフレーム 
　　…　人工知能研究の分野に，人間が世界を認識する仕方をどのように表現できるか研究する分野
が発達してきている。その中に，意味フレームと呼ばれる知識表現の枠組みがある。フレーム
は，一般的な事物を表す枠組みであり，事物の名称，それらが持つ属性（slot），及び属性の
値によって構成される。例えば，人間という事物には，性別，年齢，居住地などの属性があり，
性別には男，女，年齢には何歳といった属性値がある。人間が，事象を認識するということは，
事象に関連するフレームを想起し，同フレームに含まれる属性に属性値を埋め込むことだと考
えられている。事象を認識するのが困難な状況とは，事象に当てはめるフレームが想起できな
い時，属性値を埋めることができない時に対応する。
　　…　アウトプットとアウトカムを記述する指標を設定することが難しいと感じる理由は，それら
を記述するフレームが明確になっていないことに大きな原因があるように考えられる。そこで，
試みとして，今回収集した生涯学習計画書に見られる評価指標を素材にして，アウトプットと
アウトカムを記述するフレームを整理してみた。
　　…　計画が，目的手段の体系であることを考えると，アウトプットとアウトカムはともに「目標
対象」「目標対象の状態」の組として認識されると考えられる。そこで，計画書に記載されて
いる情報から，目標対象と対象状態の組を抽出すると，目標対象は，大きく「人」「組織・団
体」「地域・社会」の３カテゴリーに分類できること，また，各カテゴリーに対応した目標対
象の状態表現があることがある程度浮かび上がってきた。
　　
表１　目標対象の分類
分類１　人（最終目標者又は支援者）
分類２　組織・団体（最終目標団体又は支援団体）
分類３　地域・社会
（２）人を目標対象とした場合のアウトプット記述枠組み 
　　…　社会教育・生涯学習の最終的な目標対象は，市民であるため，最も多くの指標がこのタイプ
に該当していた。このタイプのアウトプットは，事業と事業参加者数の組で記述されている。
事業参加者数がアウトプット指標に該当する。このタイプの最も典型的なものは，講座と同講
座の受講者数の組で記述されるものであった。次に多かったのは，芸術文化鑑賞会などのイベ
ントとイベントへの参加者数の組で記述されるものであった。市民センターや博物館など施設
単位で，利用者数を表示するのも，このタイプのアウトプット指標と考えてもよいだろう。ま
た，ボランティア登録，伝統芸能者登録のような登録事業の登録者数もアウトプットと考えて
良いだろう。この形で記述されていた事業の例を表２にまとめた。
４　地方公共団体の評価指標から見えてきたことについて
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表２（事業，事業参加者数）の形で記述されていた事業の例
（事業類型，事業参加者数） 事業の例示
（講座名，講座受講者数）
現代的・社会的課題講座，青少年の自立講座，社
会参加講座，家庭教育研修，社会教育関連講座，
人権啓発講座
（イベント名，イベント参加者数）
文化芸術鑑賞，発掘調査現地説明会，文化事業，
スポーツ行事，競技会
（施設名，施設利用者数）
市民センター，文化施設，博物館，歴史民俗館，
図書館，児童科学館
（登録制度名，登録者数） ボランティア登録，伝統芸能者登録
　　…　人が対象の事業の中には，社会教育・生涯学習の支援者の養成や登録及び支援者による支援
活動の実施を目的とする事業も含まれていた。支援者の養成，登録を目的とする場合には，表
２のフレームを用いることができる。しかし，支援活動を目的とする場合には，（事業，支援
者数，支援活動状況）と活動頻度などの支援活動状況指標を加えることでより的確にアウト
プットを補足できるようになることがわかる。（表３）
　　
表３（事業、支援者数、支援活動状況）の形で記述されていた事業の例
（事業類型，支援者数，支援活動状況） 例　示
（支援活動名，支援者数，支援活動回数）
（青少年指導，青少年指導員数，巡回回数）
（少年指導，少年指導員数，地域活動回数）
（講習会名，事業参加者数）
（登録制度名，登録者数）
（支援者講習会，参加者数）
（指導者講習会，参加者数）
（青少年指導者中級認定者，認定者数）
（音訳・点訳ボランティア，登録者数）
（学校支援ボランティア，登録者数）
（登録制度名，登録者数）
（スポーツリーダーバンク，登録者数）
（３）人を対象とした場合のアウトカム記述枠組み 
　　…　人が目標対象の場合，社会教育・生涯学習事業のアウトカムは，対象者の四つの属性によっ
て記述できると考えられる。行動，意欲，能力，心的反応の四つである。事業の実施によって，
意欲と能力が高まり，行動変容が生じ，その経験を通して生きがいや満足感といった心的充実
感が高まることでアウトカムは評価できる。意欲，能力，行動は密接に関わっている。意欲は，
行動を行おうとする意欲であるし，能力は行動を遂行する力であるから，アウトカムを定義す
る時に大切なことは，どのような行動をする人を増やそうとしているのかを明確にすることだ
と考えられる。
　　…　アウトカムについては，指標を掲げている社会教育計画，生涯学習推進計画は余りないのが
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現状である。ただし，指標化はされていないものの，施策目標には，行動に着目した記述は多
く見受けられる。表４は，その例示である。行動変容の対象者は，多くの場合，全市民だと考
えられるが，対象者を高齢者，子育て世代，児童などと限定し，アウトカム指標を定めること
も重要と考えられる。（対象者，行動，意欲，能力）の組合せで記述することが，標準的なア
ウトカムの記述枠組みになると考えられる。
　　
注：…表３では，登録制度のアウトプットとして，「登録者数」を挙げたが，例えば，ボランティア養成講座の場合は，養成講座受
講者（アウトプット）が，ボランティア登録を行い，実際にボランティア活動を行うという一連の流れが考えられるので，
「ボランティアバンクへの登録」はアウトカムになる（P22を参照）。
表４　アウトカムに関連する行動の例
芸術に親しむ市民，学習活動している人，教え学び合う人
挨拶する人，学習成果を発表する人，学習成果を生かす人
　　…　心的反応を指標とする計画は，いくつかあった。分類すると，政策や個別事業を対象として，
それへの満足度を用いているもの，地域ごとの伝統や文化を対象にして，それらへの誇りやア
イデンティティを用いるもの，楽しく学習するなどのように行動とそれに付随する感情を用い
ているものがあった。これらは，いずれも，市民意識調査などで計測されているものと思われ
る。
　　…　対象者，行動，意欲，能力，心的反応は，直接観測できないため，これらを計測するために
は，独自の調査を行う必要がでてくる。教育プログラムの評価方法については，教育心理学の
分野で蓄積があるので，これらの知見を活用することが望まれる。また，講座履修者に対する
アンケート等を設計する際に，アウトカム評価の視点を入れることで，調査コストを削減する
ことも可能だと考えられる。（表５）
　　
表５　アウトカムに関連する心的反応の例
（対象，心的反応） 心的反応の対象の例
（政策，満足度） 社会教育，生涯学習，青少年健全育成，文化芸術
（事業，満足度） 社会参加講座，人権啓発講座，スポーツ大会，博物館，図書館
（対象，誇り） 文化，伝統，祭り
（行動，心の状態） 希望を持ち暮らす，心豊かに，いきいきと暮らす，楽しく学習する
　　…　支援者の養成や登録及び支援者による支援活動の実施を目的とする事業のアウトカムは，被
支援者の状態変化を見なければならない。養成された支援者が，実際に行動し，被支援者の状
況を改善できて初めて，本来の目的は達成されたことになるからである。したがって，一般的
には，（支援活動，支援対象者の状態変化）の組でアウトカムは記述されることになる。ここ
では，支援対象者の状態変化がアウトカム指標になる。しかし，今回当たった諸計画において
この形式で掲載されていた事例は，（青少年指導回数，問題行動発見数）のみであった。被支
援者の状態変化を定量的に補足することは必ずしも容易ではない。そういった場合には，関係
者の集まる事例会議等の場で，複数の評価者による意見交換を通じ，問題状況についての評価
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を陽表化し，例えば，青少年の問題行動は増えているのか，減少しているのかといった判断を
記録することも，重要である。
（４）団体・組織が目標対象の場合 
　　…　団体・組織を目標対象とする場合，アウトプットは，対象団体・組織の数，規模などを外形
的に示す属性を用いて記述されていることが多い。（表6）
　　
表6　（団体・組織，活動状況）の形で記述される事業の例
（団体・組織，活動状況） 事業の例示
（団体・組織，団体数）
（スポーツクラブ，数）
（民俗芸能連絡協議会，加盟団体数）
（団体・組織，規模） （スポーツクラブ，会員数）
　　…　団体・組織を目標対象とする場合，アウトカムは，対象団体の活動が活発になるとともに，
社会教育・生涯学習環境がどの程度改善したか，その結果，市民が行う社会教育・生涯学習活
動がどの程度活発になるかを見なければならない。市民対象の社会教育活動数，市民一人当た
りの加入団体数や団体主催の活動への一人当たり参加回数などが候補として考えられるが，今
回の諸計画の中にはこれに該当するアウトカム指標は，余りみられなかった。
（５）地域・社会が目標対象の場合 
　　…　地域・社会を目標対象にした評価指標も，諸計画にはほとんど記載がなかった。地域・社会
を社会教育・生涯学習計画の目標対象に置いた場合には，当該地域・社会で利用可能な学習資
源，文化財等の豊富さが一つの指標になると考えられる。表７は，その例示である。
　　
表７　（学習資源，豊富さ）の形で記述される事業の例
（学習資源，豊富さ） 事業の例
（施設・モノ，資源量） （指定文化財，数）
（施設・モノ，利用量） （古文書，閲覧数）
（施設・モノ，資源量，利用量）
（図書館，蔵書数，貸出し冊数）
（公民館，開設講座数，講座参加者数）
　　…　地域・社会に関しても，アウトカム指標の掲載はなかった。成熟した市民社会をどのように
計測するのかについて決定的な回答はないものの，社会関係資本が豊富で，効力感の高い市民
が自発的に行動し問題解決する社会をヒントに，指標の検討を行うことも可能かと思われる。
… （坂野　達郎）
－14－
　ここでは，都道府県・市区町村による役割に着目し，評価指標の実態について取り上げたい。そ
もそも，社会教育推進における都道府県と市区町村に求められている役割は異なっている。周知の
とおり，社会教育法には，市町村教育委員会の事務（第５条），都道府県教育委員会の事務（第6
条）がそれぞれ示されている。都道府県教育委員会は，市町村教育委員会の事務として示されて
いる事務（公民館の設置・管理に関すること以外）の他，「公民館及び図書館の設置及び管理に関
し，必要な指導及び調査を行うこと」，「社会教育を行う者の研修に必要な施設の設置及び運営，講
習会の開催，資料の配布等に関すること」，「社会教育施設の設置及び運営に必要な物資の提供及び
そのあっせんに関すること」，「市町村の教育委員会との連絡に関すること」，「その他法令によりそ
の職務権限に属する事項」が固有の事務として規定されている。さらに，両者の役割分担について
は，社会教育に関わる諸答申においても明確に示されてきた。
　例えば，昭和46年の社会教育審議会から出された「急激な社会構造の変化に対処する社会教育
の在り方について」の答申では，社会教育行政の役割として，市町村と都道府県の役割を以下のよ
うに示している。
　また，平成25年に中央教育審議会生涯学習分科会がまとめた「第6期中央教育審議会生涯学習
分科会における議論の整理」においては，都道府県に期待される役割として，以下のように示され
ている。
５　都道府県，市区町村の役割に着目した評価指標について
（市町村の役割）　
　社会教育行政における市町村の役割は，みずから社会教育施設を設置・運営し，民間団体や
民間指導者の自発活動を促進する上での指導・助言を行い，学校開放講座，青年学級をはじめ
とする各種の学級・講座，各種集会，運動会などを開催し及び奨励し，社会教育資料を配付
し，設備・器材を提供する等のこととされている。
（都道府県の役割）　
　社会教育行政における都道府県の役割としては，まず，自ら広域的な社会教育施設を設置運
営し，また，都道府県のレベルで，民間団体や民間指導者の自発活動を促進する上での指導・
助言を行うことである。と同時に，市町村を包括する広域地方公共団体として都道府県内の社
会教育水準の向上を図るため，市町村に対し，管内の教育機関の管理・運営の基本的事項につ
いて必要な基準を定めたり，各種の資料を提供したりして社会教育の振興に関し指導・助言・
援助を行うとともに，管内の市町村との連絡を行うという役割を持っている。
（都道府県の役割）
○…地域住民が行う社会教育の支援については，地域住民に最も身近な基礎自治体である市町村
が第一義的な役割を担っている。都道府県は，市町村の自主性・自立性に配慮しつつ，広域
的自治体としての立場から，市町村事業の支援，都道府県立施設等における事業の実施，広
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　つまり，地域住民が行う社会教育を直接的に支援する役割は市区町村が担い，都道府県は，市区
町村に対する支援や市区町村間の調整，市町村では対応が難しい専門的な人材・地域人材の育成，
社会教育関係職員の研修を行うなど，いわゆる広域的自治体としての役割を担うことが期待されて
いるのである。
　こうした役割の違いは，実際に策定された計画における評価指標にも反映されている。以下，調
査結果を紹介していきたい。
（１）都道府県，市区町村に共通する事項 
　　…　本調査によって抽出することができた評価指標のうち，都道府県，市区町村に共通する事項
は以下の３点である。
　　①実施効果に関する評価指標より，活動実績に関する評価指標を主に設定している。
　　②…活動実績に関する評価指標では，内容を問わず，事業の実施数，講座の参加者数，施設の利
用者数が主に設定されている。
　　③…実施効果に関する評価指標では，生涯学習，スポーツやボランティア活動，読書などの実施
者数，学習成果を何らかの活動に生かしている人数，活動に対する満足度や認知度，学習状
況等に対して印象が改善した人の割合が主に設定されている。
　　…　前述①②にあるように，実施効果よりも比較的測定しやすいと思われる活動実績に関する評
価指標を設定している傾向が見て取れ，かつ，数値として表しやすい事業数，参加者数などが
具体的な評価指標として設定される傾向にある。
　　…　③からは，実施効果に関する評価指標については，実施者数，人数等の実数だけでなく，満
足度や認知度など，なんらかの調査によって測定するものも含まれていることが分かる。
（２）都道府県の特徴的な事項 
　　…　社会教育主事を設置した市町村数など，市町村数を評価指標としているのは，都道府県のみ
である。言い換えれば，市区町村は当該住民の事業などへの参加や参加による意識の変容など，
直接，住民を対象とした評価を行っていると考えられる。このことは，前述した期待される役
割を反映したものと言えよう。
　　…　さらに，評価指標の内容についてみると，市区町村における事業の実施，社会教育主事の設
置，計画の策定が主となっている。
　　　以下，評価指標の具体例として，北海道の例を示す。
域にわたる情報提供の仕組みづくり，市町村間の連絡調整等を行っていくことが必要である。
○…また，各市町村では対応が困難な専門人材や地域人材の育成，社会教育関係職員に対する専
門性の高い研修事業の実施など広域的な対応が必要な事業について積極的に対応することに
よって，「社会教育行政の再構築」に取り組む市町村を支援していくことが求められる。
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　【北海道の例（一部省略）】
　　・ブックスタート事業を実施している市町村数
　　・…放課後子供プランにおける「放課後子供教室」及びこれに相当する事業の実施により，安
全・安心な子供の活動拠点が整備されている市町村の割合
　　・学校支援地域本部事業及びこれに相当する取組を実施する市町村の割合
　　・地域住民のボランティアによる補充的な学習サポートを行っている市町村の割合
　　・…まちづくりや住民参加につながる市民意識・社会連帯意識に関する学級・講座を実施してい
る市町村の割合
　　・社会教育主事を配置している市町村の割合
　　・市町村立図書館等に対する協力貸出数及び道立図書館のインターネット予約貸出数
　　・総合型地域スポーツクラブを設置している市町村数
… （宮地　孝宜）
（３）市区町村の特徴的な事項 
　　…　今回調査した教育振興基本計画や生涯学習推進計画，社会教育計画を見ると，市区町村は，
地域住民が行う社会教育の支援が大きな役割であり，（２）で述べたように，当該住民の事業
などへの参加など，直接，住民を対象とした評価を事業の評価指標としている。ただし，今回
の調査した諸計画では，評価指標として挙げられているものは，地域住民の事業への参加者数
などの活動実績がほとんどであり，参加者の理解度，満足度といった意識の変容などを評価指
標の中に含んでいる例がある計画は，全体の４割であった。
　　　以下，住民の規模別の評価指標の具体例を示す。
　【政令指定都市の例】
　　・リーダー養成等地域活動を促す学習機会提供による年間学習者数
　　・博物館企画展入館者数
　　・地域，保護者による学校支援ボランティアを活用している小・中学校の割合
　　・ビジネス支援調査の相談件数
　【50万人以上〜100万人未満の自治体の例】
　　・全生涯学習センターにおける講座等の延べ参加人数
　　・青少年活動を支援する指導者数
　　・子供会加入率
　【30万人以上〜50万人未満の自治体の例】
　　・世代間交流事業参加者数
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　　・市民一人当たりの図書貸出冊数
　　・生涯学習リーダーバンク登録者数，登録団体数
　　・リーフレット発行部数
　【20万人以上〜30万人未満の自治体の例】
　　・公民館利用者数
　　・地域人材を活用した公民館事業の数
　　・図書館利用者貸出数　
　　・スポーツイベントの参加率
　　…　数量で表す評価指標としては，前述の例のようなものが設定しやすい。しかしながら，参加
者数を増やすことが事業の本来の目標ではないはずである。地域の実態から地域課題を見つけ，
その課題を解決するために施策を打つわけである。評価指標の設定については，施策や事業の
目標を達成したかどうかを何で測るかをきちんと考えて設定することが望ましい。また，施策
を考える時には，住民の意見を十分に取り入れたものを考えることが望ましい。
　　…　今回20万人以上の自治体の諸計画をホームページで確認する調査方法であるため，20万人
未満の市町村では，具体的にどのように計画や施策を策定しているか分からないが，例えば愛
知県東海市では，市民だけで構成する「市民参画推進委員会」が，各種団体や市民グループな
どにインタビューし，生活課題を洗い出して，それをグループ分けしてまちづくりの方向性を
考え，市民の生活実感に基づく「目指すまちの姿」を設定している。また，市民のアンケート
を基に，優先付けし，絞り込みを行う。そして，絞り込まれた生活課題（めざすまちの姿）の
実現度を客観的に数値で測るために，指標を設定するということを行っている。市民によって
選ばれたものは，基本的にすべて，総合計画で掲げることとし，それに足りない部分だけを行
政が追加することで，網羅的な計画となっている。
　　…　このような計画を市民とともに策定することでより住民の意見を反映した評価指標を設定す
ることも可能となるのではないかと考える。
… （内河　大和）
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評価指標を考える上での
モデルとなる指標例
第2章

１　社会教育事業の評価指標を作成するためのモデル指標
（１）社会教育事業の事業種例の分類について 
　　…　社会教育事業は目標，内容，実施形態等が多岐にわたるため，本調査研究では，社会教育事
業の種類を表１の七つに分類し，それぞれの事業種ごとにより適した事業評価のモデル指標例
の作成を試みた。
　　…　簡単にこの分類を述べておくことにする。①学習機会の提供事業とは，主として，趣味，教
養，健康，スポーツ，仕事等に関する学習機会，現代的課題や地域課題とその解決支援等に関
する学習機会である。②人材（リーダー）育成事業は，主に各種専門的な内容に関わる指導者，
リーダー，学習団体やグループの指導者，リーダー等を育成，研修する事業である。③団体支
援事業は，各種の団体，グループ等を対象とし，構成員の資質向上や活動支援に資する事業等
である。④情報収集・提供事業は，生涯学習情報の収集と提供を中心とした事業で，インター
ネットを活用した事業のほか，印刷メディアによる情報提供事業などもある。⑤相談事業は，
生涯学習に関わる各種の相談事業で，学習成果の活用に関わる相談やボランティア活動に関わ
る相談事業なども含まれる。⑥普及・啓発事業は，モデル事業や先進的な学習プログラムの普
及事業，人々の意識啓発に関わる各種の事業がある。⑦交流事業は，主に参加者や地域の人々
の学習や様々な活動の交流，情報の交流などを内容とする事業である。これらの分類はそれぞ
れの社会教育事業により適したモデル指標を提示するために設定したものであり，これとは異
なる分類も考えられる。
（２）社会教育事業の目標の分類 
　　…　社会教育事業の評価指標は，それぞれの事業目標から抽出する評価項目に対応させて作成す
るが，社会教育事業の事業目標にみられる具体的な内容は表２のように分類できる。例えば，
地域の歴史を内容とする学習機会の提供事業であれば，歴史についての「知識（・技術）の習
得」が主たる事業目標となるだろう。また，事業目標は一つであるとは限らず，歴史を学ぶ事
業でも，受講者同士の「仲間づくり」をもねらいとしている場合がある。このように，表２に
示した内容は，事業目標の具体的な内容を示したものである。これらは事業目標から抽出する
評価項目になりうるものであり，これに基づいて作成するモデル指標は，個々の社会教育事業
の評価指標を検討する時の参考になると考えられる。
表１　社会教育事業の分類
①　学習機会の提供事業　　　　　　　　⑤　相談事業
②　人材（リーダー）養成事業　　　　　⑥　普及・啓発事業
③　団体支援事業　　　　　　　　　　　⑦　交流事業
④　情報収集・提供事業
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（３）事業のアウトプット，アウトカムの捉え方 
　　…　社会教育事業の評価では，事業目標に照らして事業のアウトプットとアウトカムを分析す
る。事業のアウトプットとは，事業の実施状況や活動の実績，あるいはその結果をいう。アウ
トプットとして頻繁に取り上げられる内容には事業への参加者状況や，利用状況などがあるが，
アウトプットの内容は評価項目によって異なる。さらに，事業のアウトカムとは，アウトプッ
トに続いて現れる事業の成果や効果のことで，これは事業目標の達成状況を示すものである。
また，事業のアウトカムは事業の成果や効果の全体を指すものである。
　　…　このような考え方に基づき，本調査研究では社会教育事業のアウトプットとアウトカム及び
その流れを図１のように捉えることにした。「活動・事業実績」が事業のアウトプットであり，
アウトカムはそれが現れる順序を設けて，「事業の直接的効果・理解度」と最終アウトカムを
設定した。最終アウトカムは，事業目標の達成状況を表す。
社会教育事業
活動・事業実績
事業の直接的効
果・理解度
最終アウトカム
（アウトプット）
（アウトカム）
図１ 社会教育事業のアウトプットとアウトカム
表2　事業目標の分類（例）
A　知識・技術の習得　　　　　　　　F　市民講師の育成
B　仲間づくり　　　　　　　　　　　G　リーダー層の発掘・養成
C　地域課題の解決　　　　　　　　　H　ボランティアの発掘・養成
D　学習の仕方の習得　　　　　　　　I　…団体の活性化
E　普及・啓発　　　　　　　　　　　J　他機関・団体との連携
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（４）事業評価フロー図とその活用方法 
　　…　事業の評価指標の作成は，社会教育事業の事業目標から抽出される評価項目に基づいて，
「活動・事業実績」を表す指標，「事業の直接的効果・理解度」及び「最終アウトカム」を表
す指標を作成することによって行われる。この時，事業の実施後に期待できるアウトプットと
アウトカムをあらかじめ予測することが重要であり，その時の検討作業に有効な方法が事業評
価フロー図の作成である（事業評価フロー図の例は第２章第３節を参照されたい）。事業評価
フロー図は，事業目標から抽出した評価項目ごとに，「活動・事業実績」とその後の「事業の
直接的効果・理解度」「最終アウトカム」の具体的内容とその流れを予測して時間順に図示す
るものである。この流れは，一直線で進む場合もあれば，二つ以上に分かれたり，二つ以上の
流れが合流したりする場合もある。事業評価フロー図を作成する意義は，計画した事業を実施
した時に事業目標の達成が可能かどうかを検討できる点にある。そのため，この作成，検討に
当たっては，事業のアウトプットとアウトカムとして予測した具体的内容が事業の実施によっ
て生じる（実現する）可能性が高い内容となっているか，また，その流れが無理のない適切な
ものとなっているかを確認することが重要である。事業の評価指標は，このようにして作成し
た事業評価フロー図を基に作成する。
… （原　義彦）
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２　事業分類例及び評価項目
（１）事業分類例及び評価項目 
　　…　これまでに都道府県や市区町村で実施されている社会教育事業を大まかに次の７事業に分類
した。
　　
①　学習機会の提供事業　　　　　　　　⑤　相談事業　
②　人材（リーダー）養成事業　　　　　⑥　普及・啓発事業
③　団体支援事業　　　　　　　　　　　⑦　交流事業
④　情報収集・提供事業
　　…　次に，これらの事業の効果について検討する上での参考となるよう，事業に共通する評価項
目を10項目に整理して，それぞれ代表的なアウトプット及びアウトカムを例示した。
個別評価項目 アウトプット（活動・事業実績）
アウトカム
（事業の直接的な効果・理解度）
Ａ　…知識・技術の
習得
・講座修了者数
・知識の習得にかけた時間数
・講座内容の理解度
・受講者の学習の継続率
Ｂ　仲間づくり ・講座で知り合った人の数 ・参加者の満足度
・団体・グループへの加入率
Ｃ　地域課題の
　　解決
・…地域課題に気付くことにかけた時
間数
・受講者の意識・行動の変容度
・受講者の自主的な事業企画・実施度
Ｄ　…学習の仕方の
習得
・講座修了者数
・学習相談件数
・講座内容の理解度
・学習の継続率
Ｅ　普及・啓発 ・資料の配付部数
・アクセス数
・地元紙等での報道数
・住民の意識の変容度
・資料の認知度
Ｆ　市民講師の
　　発掘・養成
・養成講座修了者数 ・講座等での指導回数
・講師バンクの登録人数
Ｇ　リーダー層の
　　発掘・養成
・講座修了者数
・リーダー養成にかけた時間数
・講座等での指導・活動回数
・参加者の満足度
Ｈ　ボランティア
　　の発掘・養成
・講座修了者数
・ボランティアについての情報提供数
・ボランティアとしての活動回数
・ボランティアバンクの登録人数
Ｉ…　団体の活性化 ・活動参加者数 ・活動参加の満足度
Ｊ　他機関・団体
　　との連携
・連携団体数
・連携者数
・新たに活動を開始した事業数
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（２）事業分類例及び評価項目の活用について 
　　…　各自治体において社会教育事業計画を策定するときに，前ページの事業と評価項目を組み合
わせることで，個別の事業の大まかな評価指標を設定することが可能となる。
　　…　例えば，家庭教育を支援するアドバイザーを養成する事業を行うとする。その事業の目標と
して，「アドバイザーの養成」や「家庭教育に関する知識や技能の習得」，「アドバイザー間の
交流の促進」を掲げたとする。
　　　組み合わせると，次のようになる。
事業分類
②人材（リーダー）養成事業
事業の目標
家庭教育に関する知識や技能を習得した，地域で家庭教育についてアドバイスできる人材を養成
するとともに，アドバイザーに対する研究の機会を設け，資質向上を図り，相互の交流を促進す
る。
個別評価項目 アウトプット（活動・事業実績） アウトカム
（事業の直接的な効果・理解度）
Ａ　知識・技術の
　　習得
・講座修了者数
・知識の習得にかけた時間数
・講座内容の理解度
・受講者の学習の継続率
Ｂ　仲間づくり ・講座で知り合った人の数 ・参加者の満足度
・団体，グループへの加入率
Ｇ　リーダー層の
　　発掘・養成
・講座修了者数
・リーダー養成にかけた時間数
・講座，交流会での指導・活動回数
　　…　つまり，この事業の評価としては，アウトプットとアウトカムに掲げている評価指標で測る
ことが考えられる。
　　…　このように，事業と目標に沿った評価項目を選ぶことで，代表的な事業の評価指標を簡単に
見ることができる。そして，各地域の実情に応じて，より事業の効果を測定する上で適切な評
価指標に容易にアレンジすることも可能となる。
　　…　実際にこの組合せで都道府県と市区町村における「成人教育一般」の社会教育事業のモデル
評価指標例を第２章第３節で例示しているので，事業計画作成の参考としていただきたい。
… （内河　大和）
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都道府県及び市区町村における
「成人教育一般」の社会教育事業
モデル評価指標例
第2章
３
１　モデル社会教育事業と評価指標例について 
　…　ここに掲載している都道府県及び市区町村の社会教育事業は，第２章第２節で説明した事業種
類ごとに実際に都道府県や市区町村で実施されている事業を基に作成している。
　…　評価指標については，事業の目標から評価できる項目を決め，それぞれの評価項目にあわせて
事業を実施した時に得られる効果や成果を想定し，時系列に並べて標記している。
２　各ページの見方 
　　各ページでは，見開きで，一つのモデル事業を説明している。
　　個々の項目については，次ページで説明する。
１　モデル事業名　　課題解決支援講座「コミュニティ・ビジネス編」
２　事業の概要
　　○対象：成人一般（市町村行政職員，社会教育施設職員，地域課題の解決に関心のある団体
のリーダーなど）
　　○内容：コミュニティ・ビジネス（CB）の手法を用いて，地域課題の解決を図るために求め
られる基本的な視点や具体的な取組について学ぶ。
　　○期間：6月～８月（月2回の６回講座）
３　目標　
　　　行政や企業では解決が困難な地域課題に対して，地域資源を生かしながら「ビジネス」の
手法を用いた地域ニーズへの対応の仕方や支援の方法を学び，地域課題に関心を持つ住民相
互の交流や，中核となる人材（キーマン）を発掘するなど住民の自立的な取組を基盤とする
地域の活性化を図る。
４　評価項目　
　　○知識・技術の習得
　　○仲間づくり
　　○地域課題の解決
　　○リーダー層の発掘・養成
５　プログラム展開例　※CB＝コミュニティ・ビジネスの略
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１
『コミュニティ・
　ビジネスとは何か』
（総論）
［講義］
　CBを専門とする研究者等を講師として以下のようなトピックについて
理解を深める。
　・CBとは何か？　　・CBの基本的な視点は？
　・具体的な取組について
・CB研究者
２
CBを理解するための
基本的なポイントに
ついて
［ワークショップ］
　CB起業のためのワークショップを行い以下のようなトピックについて
理解を深める。
　・各地のCBの事例研究　・CB起業のポイント
　・個人事業企画書の作成　他
・CB起業支援に取り
組んでいる企業指導
者
３
団塊世代の地域参画
によるコミュニティ
の活性化
［講義］
　地域の問題解決を図る手段として地域密着型ビジネスの事業企画を行
い，行政（公）とともに地域の問題に取り組む担い手の育成を目指す。
新たな時代に向けたCBの展望と課題について学ぶ。
・大学教員
４
CB活動団体による活
動報告
［事例発表］
　既に起業し，CBに本格的に取り組んでいる企業・NPO関係者等から
活動内容等について話を聞く機会とする。
・CBに取り組んでい
るNPO等関係者
５ 事業企画を作ろう ［演習］学習者が事業企画書を作成事務局によるフォローアップ及びプレゼンテーションの準備
・社会教育主事
６ 事業企画発表会 ［発表］個人によるCB事業企画の発表会　意見交換・講師の講評
・CB研究者
コミュニティ・ビジネス（CB）：地域住民が主体となって，地域が抱える課題を地域資源を生かしながら，ビジネスの手法によって解
決しようとする事業（取り組み）のことである。さらに，地域の人材や施設，資金等を活用することにより，地域における新たな創業
や雇用の創出，働きがい，生きがいを生み出し，地域の活性化に寄与するものと期待されている。
　コミュニティ・ビジネスにおけるコミュニティとは，地域の課題にかかわる特定の地域であり，ビジネスとは，事業の管理，運営の
ためにビジネスの手法を活用することを表す。したがって，事業を安定的・継続的に行うために，必要な対価も徴収できる。
　具体例としては，「まちづくり」，「地域情報の発信」，「商店街活性化」，「環境・資源の保全」，「高齢者支援」，「子育て支援」，「子ど
もの健全育成」などがあげられる。（社研『中高年等の地域への参画を促す学習プログラム集』ｐ41より）
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モデル事業１－①　学習機会の提供事業：都道府県
施策 生涯にわたる多様な学びの推進
施策の柱 多様な課題に対応した学習機会の充実　（学習機会の提供）
事業名 課題解決支援講座「コミュニティ・ビジネス編」
事業
の目標
行政や企業では解決が困難な地域課題に対して，地域資源を生かしながら「ビジネス」の手法を用いた地
域ニーズへの対応の仕方や支援の方法を学び，地域課題に関心を持つ住民相互の交流や，中核となる人材
（キーマン）を発掘するなど住民の自立的な取組を基盤とする地域の活性化を図る。
事業
の概要
対象：成人一般（市町村行政職員，社会教育施設職員，地域課題の解決に関心のある団体のリーダーなど）
内容：コミュニティ・ビジネス(CB)の手法を用いて，地域課題の解決を図るために求められる基本的な視点
や具体的な取組について学ぶ。
期間：6月～8月（月2回,6回講座）
年次計画
1 2 3 4 5
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知識・技術の
習得
仲間づくり 地域課題の解決
リーダー層の発掘
・養成
講
座
内
容
理
解
度
興
味
持
受
講
者
数
講
座
知
人
数
地
域
課
題
興
味
持
受
講
者
率
講
座
修
了
者
数
地
域
活
躍
人
数
受
講
者
学
習
継
続
率
形
成
人
数
等
団
体
発
足
数
受
講
者
意
識
行
動
変
容
度
講
座
等
指
導
活
動
回
数
地域課題の解決数
市町村がコミュニティ・ビジネスの
事業に取り組んだ数
知
識
習
得
時
間
数
地
域
課
題
気
付
時
間
数
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モデル事業１ー①　学習機会の提供事業：都道府県
事業の評価指標例を掲載している。モデル事業の概要を掲載している。
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　…　見開きの左側は，モデル事業の概要が記
載されている。
　　「１　モデル事業名」は，事業の名称。
　…　「２　事業の概要」は，事業の対象，内
容，実施期間が簡単に書かれている。
　…　「３　目標」は，この事業のねらってい
る事柄が書かれている。
　…　「４　評価項目」は，第２章第２節で洗
い出した評価項目のうち，目標が達成した
かどうかを測る項目である。
　…　「５　プログラム展開例」は，事業の主
なプログラムの流れを示している。
　…　見開きの右側は，モデル事業の評価項目
を時系列で表したフロー図が書かれている。
　…　「①施策」，「②施策の柱」，「③事業名」
は，成人教育の社会教育計画を策定したと
仮定した際の事業の位置づけを示している。
　…　「④事業の目標」，「⑤事業の概要」は，
左側で記載しているものと同様である。
　…　「⑥年次計画」中期計画（５年間）の中
で，事業を実施する年次に○を付けてある。
　…　「⑦評価項目」は，この事業の目標が達
成したかどうかを測る項目である。
　…　「⑧活動・事業実績」は，この事業を実
施してすぐに効果が分かる評価指標を掲載
している。
　…　「⑨事業の直接的な効果・理解度」は，
事業を中期計画の期間実施して，事業の目
標として望むべき姿を表す指標を示してい
る。
　…　「⑩最終アウトカム」は，他の施策や事
業等の効果とも相
あい
俟
ま
って最終的に目指すこ
とが期待できる姿を示している。
１　モデル事業名　　課題解決支援講座「コミュニティ・ビジネス編」
２　事業の概要
　　○対象：成人一般（市町村行政職員，社会教育施設職員，地域課題の解決に関心のある団体
のリーダーなど）
　　○内容：コミュニティ・ビジネス（CB）の手法を用いて，地域課題の解決を図るために求め
られる基本的な視点や具体的な取組について学ぶ。
　　○期間：6月～８月（月2回の６回講座）
３　目標　
　　　行政や企業では解決が困難な地域課題に対して，地域資源を生かしながら「ビジネス」の
手法を用いた地域ニーズへの対応の仕方や支援の方法を学び，地域課題に関心を持つ住民相
互の交流や，中核となる人材（キーマン）を発掘するなど住民の自立的な取組を基盤とする
地域の活性化を図る。
４　評価項目　
　　○知識・技術の習得
　　○仲間づくり
　　○地域課題の解決
　　○リーダー層の発掘・養成
５　プログラム展開例　※CB＝コミュニティ・ビジネスの略
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１
『コミュニティ・
　ビジネスとは何か』
（総論）
［講義］
　CBを専門とする研究者等を講師として以下のようなトピックについて
理解を深める。
　・CBとは何か？　　・CBの基本的な視点は？
　・具体的な取組について
・CB研究者
２
CBを理解するための
基本的なポイントに
ついて
［ワークショップ］
　CB起業のためのワークショップを行い以下のようなトピックについて
理解を深める。
　・各地のCBの事例研究　・CB起業のポイント
　・個人事業企画書の作成　他
・CB起業支援に取り
組んでいる企業指導
者
３
団塊世代の地域参画
によるコミュニティ
の活性化
［講義］
　地域の問題解決を図る手段として地域密着型ビジネスの事業企画を行
い，行政（公）とともに地域の問題に取り組む担い手の育成を目指す。
新たな時代に向けたCBの展望と課題について学ぶ。
・大学教員
４
CB活動団体による活
動報告
［事例発表］
　既に起業し，CBに本格的に取り組んでいる企業・NPO関係者等から
活動内容等について話を聞く機会とする。
・CBに取り組んでい
るNPO等関係者
５ 事業企画を作ろう ［演習］学習者が事業企画書を作成事務局によるフォローアップ及びプレゼンテーションの準備
・社会教育主事
６ 事業企画発表会 ［発表］個人によるCB事業企画の発表会　意見交換・講師の講評
・CB研究者
コミュニティ・ビジネス（CB）：地域住民が主体となって，地域が抱える課題を地域資源を生かしながら，ビジネスの手法によって解
決しようとする事業（取り組み）のことである。さらに，地域の人材や施設，資金等を活用することにより，地域における新たな創業
や雇用の創出，働きがい，生きがいを生み出し，地域の活性化に寄与するものと期待されている。
　コミュニティ・ビジネスにおけるコミュニティとは，地域の課題にかかわる特定の地域であり，ビジネスとは，事業の管理，運営の
ためにビジネスの手法を活用することを表す。したがって，事業を安定的・継続的に行うために，必要な対価も徴収できる。
　具体例としては，「まちづくり」，「地域情報の発信」，「商店街活性化」，「環境・資源の保全」，「高齢者支援」，「子育て支援」，「子ど
もの健全育成」などがあげられる。（社研『中高年等の地域への参画を促す学習プログラム集』ｐ41より）
－6－
モデル事業１－①　学習機会の提供事業：都道府県
施策 生涯にわたる多様な学びの推進
施策の柱 多様な課題に対応した学習機会の充実　（学習機会の提供）
事業名 課題解決支援講座「コミュニティ・ビジネス編」
事業
の目標
行政や企業では解決が困難な地域課題に対して，地域資源を生かしながら「ビジネス」の手法を用いた地
域ニーズへの対応の仕方や支援の方法を学び，地域課題に関心を持つ住民相互の交流や，中核となる人材
（キーマン）を発掘するなど住民の自立的な取組を基盤とする地域の活性化を図る。
事業
の概要
対象：成人一般（市町村行政職員，社会教育施設職員，地域課題の解決に関心のある団体のリーダーなど）
内容：コミュニティ・ビジネス(CB)の手法を用いて，地域課題の解決を図るために求められる基本的な視点
や具体的な取組について学ぶ。
期間：6月～8月（月2回,6回講座）
年次計画
1 2 3 4 5
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知識・技術の
習得
仲間づくり 地域課題の解決
リーダー層の発掘
・養成
講
座
内
容
理
解
度
興
味
持
受
講
者
数
講
座
知
人
数
地
域
課
題
興
味
持
受
講
者
率
講
座
修
了
者
数
地
域
活
躍
人
数
受
講
者
学
習
継
続
率
形
成
人
数
等
団
体
発
足
数
受
講
者
意
識
行
動
変
容
度
講
座
等
指
導
活
動
回
数
地域課題の解決数
市町村がコミュニティ・ビジネスの
事業に取り組んだ数
知
識
習
得
時
間
数
地
域
課
題
気
付
時
間
数
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モデル事業１ー①　学習機会の提供事業：都道府県
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
－27－

事業種類 モデル事業名
①学習機会の提供事業 課題解決支援講座「コミュニティ・ビジネス編」
②人材（リーダー）養成事業 男女共同参画指導者研修事業
③団体支援事業 社会教育委員連絡協議会を中心とした地域活性化促進事業
④情報収集・提供事業 生涯学習情報発信事業（生涯学習情報サイト）
⑤相談事業 学習相談・教育相談事業
⑥普及・啓発事業 ESD推進セミナー（普及資料作成・配布）
⑦交流事業 生涯学習推進事業連絡会議
(1)　モデル事業及び評価指標例
（都道府県）
１　モデル事業名　　課題解決支援講座「コミュニティ・ビジネス編」
２　事業の概要
　　○対象：…成人一般（市町村行政職員，社会教育施設職員，地域課題の解決に関心のある団体
のリーダーなど）
　　○内容：…コミュニティ・ビジネス（CB）の手法を用いて，地域課題の解決を図るために求め
られる基本的な視点や具体的な取組について学ぶ。
　　○期間：6月〜８月（月２回の6回講座）
３　目標　
　　…　行政や企業では解決が困難な地域課題に対して，地域資源を生かしながら「ビジネス」の
手法を用いた地域ニーズへの対応の仕方や支援の方法を学び，地域課題に関心を持つ住民相
互の交流や，中核となる人材（キーマン）を発掘するなど住民の自立的な取組を基盤とする
地域の活性化を図る。
４　評価項目　
　　○知識・技術の習得
　　○仲間づくり
　　○地域課題の解決
　　○リーダー層の発掘・養成
５　プログラム展開例　※CB＝…コミュニティ・ビジネスの略
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１
『コミュニティ・
　ビジネスとは何か』
（総論）
［講義］
　CBを専門とする研究者等を講師として以下のようなトピックについて
理解を深める。
　・CBとは何か？　　・CBの基本的な視点は？
　・具体的な取組について
・CB研究者
２
CBを理解するための
基本的なポイントに
ついて
［ワークショップ］
　CB起業のためのワークショップを行い以下のようなトピックについて
理解を深める。
　・各地のCBの事例研究　・CB起業のポイント
　・個人事業企画書の作成　他
・…CB起業支援に取り
組んでいる企業指導
者
３
団塊世代の地域参画
によるコミュニティ
の活性化
［講義］
　地域の問題解決を図る手段として地域密着型ビジネスの事業企画を行
い，行政（公）とともに地域の問題に取り組む担い手の育成を目指す。
新たな時代に向けたCBの展望と課題について学ぶ。
・大学教員
４
CB活動団体による活
動報告
［事例発表］
　既に起業し，CBに本格的に取り組んでいる企業・NPO関係者等から
活動内容等について話を聞く機会とする。
・…CBに取り組んでい
るNPO等関係者
５ 事業企画を作ろう ［演習］学習者が事業企画書を作成…事務局によるフォローアップ及びプレゼンテーションの準備
・社会教育主事
6 事業企画発表会 ［発表］個人によるCB事業企画の発表会　意見交換・講師の講評
・CB研究者
コミュニティ・ビジネス（CB）：地域住民が主体となって，地域が抱える課題を地域資源を生かしながら，ビジネスの手法によって解
決しようとする事業（取り組み）のことである。さらに，地域の人材や施設，資金等を活用することにより，地域における新たな創業
や雇用の創出，働きがい，生きがいを生み出し，地域の活性化に寄与するものと期待されている。
　コミュニティ・ビジネスにおけるコミュニティとは，地域の課題にかかわる特定の地域であり，ビジネスとは，事業の管理，運営の
ためにビジネスの手法を活用することを表す。したがって，事業を安定的・継続的に行うために，必要な対価も徴収できる。
　具体例としては，「まちづくり」，「地域情報の発信」，「商店街活性化」，「環境・資源の保全」，「高齢者支援」，「子育て支援」，「子ど
もの健全育成」などがあげられる。（社研『中高年等の地域への参画を促す学習プログラム集』ｐ41より）
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モデル事業(1)－①　学習機会の提供事業：都道府県
施策 生涯にわたる多様な学びの推進
施策の柱 多様な課題に対応した学習機会の充実　（学習機会の提供）
事業名 課題解決支援講座「コミュニティ・ビジネス編」
事業
の目標
行政や企業では解決が困難な地域課題に対して，地域資源を生かしながら「ビジネス」の手法を用いた地
域ニーズへの対応の仕方や支援の方法を学び，地域課題に関心を持つ住民相互の交流や，中核となる人材
（キーマン）を発掘するなど住民の自立的な取組を基盤とする地域の活性化を図る。
事業
の概要
対象：成人一般（市町村行政職員，社会教育施設職員，地域課題の解決に関心のある団体のリーダーなど）
内容：コミュニティ・ビジネス（CB）の手法を用いて，地域課題の解決を図るために求められる基本的な視
点や具体的な取組について学ぶ。
期間：６月～８月（月２回, ６回講座）
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知識・技術の
習得
仲間づくり 地域課題の解決
リーダー層の発掘
・養成
講
座
内
容
理
解
度
興
味
持
受
講
者
数
講
座
知
人
数
地
域
課
題
興
味
持
受
講
者
率
講
座
修
了
者
数
地
域
活
躍
人
数
受
講
者
学
習
継
続
率
形
成
人
数
等
団
体
発
足
数
受
講
者
意
識
行
動
変
容
度
講
座
等
指
導
活
動
回
数
地域課題の解決数
市町村がコミュニティ・ビジネスの
事業に取り組んだ数
知
識
習
得
時
間
数
地
域
課
題
気
付
時
間
数
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モデル事業(1) ー①　学習機会の提供事業：都道府県
１　モデル事業名　　男女共同参画指導者研修事業
２　事業の概要
　　■　男女共同参画アドバイザー養成講座
　　　○対象：市町村職員，教員，団体・グループ，企業の担当者等
　　　○内容：…男女共同参画に関する講義やワークショップ等を通して，アドバイザーとして必
要な知識や技能を身に付け，地域や職場等における活動を支援する男女共同参画
アドバイザーを養成する。
　　　○期間：７月〜８月（４日間）
　　■　男女共同参画アドバイザーフォローアップ研修
　　　○対象：男女共同参画アドバイザー
　　　○内容：…男女共同参画アドバイザーとしての資質の向上を図るとともに，アドバイザー同
士の交流を深める。
　　　○期間：１月（１日間）
３　目標　
　　…　地域における男女共同参画の推進を図るため，男女共同参画の視点をもって，地域や職場
等での活動を支援する男女共同参画アドバイザーを養成するとともに，アドバイザーに対す
る研修の機会を設け，アドバイザーとしての資質向上を図り，交流を促進する。
４　評価項目　
　　○リーダー層の発掘・養成
　　○知識・技術の習得
　　○仲間づくり
５　プログラム展開例　
　　○男女共同参画アドバイザー養成講座
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１
オリエンテーション ・講座の趣旨や流れ等の概要説明・学習者同士の自己紹介 ・社会教育主事
国の動向，推進体制 ［講義］・男女共同参画の概要から，国の動向や推進体制について学ぶ。 ・男女共同参画行政担当者
○○県の現状と課題 ［講義］・○○県の男女共同参画基本計画や課題について学ぶ。 ・男女共同参画行政担当者
２
地域における
男女共同参画の推進
［講義］・地域における男女共同参画の現状と課題や各地域での活動事例について学ぶ。 ・女性関連施設職員
［グループ協議］・課題別グループごとに，課題解決に向けた方策や取組について協議する。 ・女性関連施設職員
・社会教育主事
３
ＤＶの現状と課題 ［講義］・ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）に関する法規や現状と課題について学ぶ。 ・大学教員
地域等における
ＤＶに関する取組
［パネル・ディスカッション］・地域，行政，学校等での実践を報告し，ＤＶ防止に向けた取
組について討論する。
・地域における活動実践者
・行政担当者
・学校教員
４
男女共同参画の視点に立っ
た防災対策
［講義・ワークショップ］・男女共同参画の視点に立った災害時の対応等について学ぶ。・避難
所運営に関するワークショップ等を行う。
・女性関連施設職員
・フォロ アーップ講座修了者
アドバイザーとしての取組と
可能性
［実践報告］・現役アドバイザーから，アドバイザーとしての取組や実際の活動等について学ぶ。 ・男女共同参画アドバイザー
　　○男女共同参画アドバイザーフォローアップ研修
　　 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
午
前
オリエンテーション ・講座の趣旨等の概要説明・学習者同士の自己紹介 ・社会教育主事
男女共同参画に関わるワー
クショップの進め方
［講義］・ファシリテーターとしての心構えやワークショップの進め方等について学ぶ。 ・女性関連施設職員
・社会教育主事
午
後
［実習］・教材を用いて，グループごとにワークショップを行う。
情報交換 ［ワールドカフェによる情報交換］・活動状況等に関する情報交換 ・社会教育主事
　　　※修了者を次年度養成講座のファシリテーターとして活用する
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モデル事業(1)―②　人材（リーダー）養成事業：都道府県
施策 男女共同参画社会の推進
施策の柱 男女共同参画の視点に立った教育・学習の充実
事業名 男女共同参画指導者研修事業
事業
の目標
地域における男女共同参画の推進を図るため，男女共同参画の視点をもって，地域や職場等での活動を支援
する男女共同参画アドバイザーを養成するとともに，アドバイザーに対する研修の機会を設け，アドバイ
ザーとしての資質向上を図り，交流を促進する。
事業
の概要
○男女共同参画アドバイザー養成講座
　対象：市町村職員，教員，団体・グループ，企業の担当者等
　内容：男女共同参画に関する講義やワークショップ等を通して，アドバイザーとして必要な知識や技能を
身に付け，地域や職場等における活動を支援する男女共同参画アドバイザーを養成する。
　期間：７月～８月（４日間）
○男女共同参画アドバイザーフォローアップ研修
　対象：男女共同参画アドバイザー
　内容：男女共同参画アドバイザーとしての資質の向上を図るとともに，アドバイザー同士の交流を深める。
　期間：１月（１日間）
　展開：講義・ワークショップ
　※修了者を次年度養成講座のファシリテーターとして活用する
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○ ○ ○
評価項目
活動・事業
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最終
アウトカム
事業の
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了
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修
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績
数
活
動
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件
数
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主
的
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動
件
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学
習
継
続
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修
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加
率
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絡
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男
女
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新
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体
立
上
数
アドバイザーの活動による男女共同参画社会の推進
アドバイザーが委員と
なっている審議会等の数
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モデル事業(1) ー②　人材（リーダー）養成事業：都道府県
１　モデル事業名　　社会教育委員連絡協議会を中心とした地域活性化促進事業
２　事業の概要
　　○対象：市町村の社会教育委員
　　○内容：社会教育委員の役割や活動内容に関わる研修会を実施し，地域の活性化を図る。
　　○期間：6月〜２月（３回）
３　目標　
　　…　研修会等を通じて社会教育委員の役割について理解を深めるとともに，市町村間の交流な
どを通して，積極的に地域に関わることで，地域課題に自ら対応する能力を育成し，住民の
自立的な取組を支援することにより地域の活性化を図る。
４　評価項目　
　　○知識・技術の習得
　　○地域課題の解決
　　○リーダー層の発掘・養成
　　○団体の活性化
５　プログラム展開例
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１ 第１回研修会・知る
講義
「社会教育委員としての役割」
都道府県行政職員
大学教員
２ 第２回研修会・つながる
演習（ワークショップ）
「他市町村の社会教育委員とつながろう！〜ワールドカフェ〜」
社会教育主事
３ 第３回研修会・実践する
演習
「私たちのまちでできること！社会教育委員としての実践を考える」
社会教育主事
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モデル事業(1)―③　団体支援事業：都道府県
施策 地域の教育力の向上
施策の柱 社会教育団体の支援
事業名 社会教育委員連絡協議会を中心とした地域活性化促進事業
事業
の目標
研修会等を通じて社会教育委員の役割について理解を深めるとともに，市町村間の交流などを通して，積極
的に地域に関わることで，地域課題に自ら対応する能力を育成し，住民の自立的な取組を支援することによ
り地域の活性化を図る。
事業
の概要
対象：市町村の社会教育委員
内容：社会教育委員の役割や活動内容に係る研修会を実施し，地域の活性化を図る。
期間：６月～２月（３回）
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
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知識・技術の習得 団体の活性化地域課題の解決
リーダー層の発掘
・養成
地域課題を理解し
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知
識
習
得
時
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数
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モデル事業(1) ー③　団体支援：都道府県
１　モデル事業名　　生涯学習情報発信事業（生涯学習情報サイト）
２　事業の概要
　　○対象：県民
　　○内容：…県内におけるイベントや講座等の学習機会の情報，指導者等の登録・紹介，生涯学
習に関する資料等，インターネットを通じて県民に提供する。
　　○期間：通年
３　目標　
　　…　講師等の指導者を発掘して登録者を増やすとともに，指導者やイベント，講座等の生涯学
習に関する情報を提供し，県民の学習活動を支援する。
４　評価項目　
　　○市民講師の発掘・養成
　　○普及・啓発　
５　提供情報　
　　 内　　容 コ　ン　テ　ン　ツ
学習の機会の情報 イベントカレンダー，出前講座，大学等の公開講座，
県立社会教育施設の情報，ボランティア情報等
指導者等の情報
登録，紹介
分野別の指導者情報，芸術文化ふれあい事業バンクメニュー，伝統芸
能カルチャーバンク等
生涯学習に関する
資料
調査・統計，生涯学習・社会教育資料一覧（国，都道府県，市町村，
大学，団体，民間企業等）
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モデル事業(1)－④　情報収集・提供事業：都道府県
施策 学び合い共に支える社会を目指す生涯学習の推進
施策の柱 学びを支える体制づくり
事業名 生涯学習情報発信事業（生涯学習情報サイト）
事業
の目標
講師等の指導者を発掘して登録者を増やすとともに，指導者やイベント，講座等の生涯学習に関する情報を
提供し，県民の生涯学習活動を支援する。
事業
の概要
対象：県民
内容：県内におけるイベントや講座等の学習機会の情報，指導者等の登録・紹介，生涯学習に関する資料
等，インターネットを通じて県民に提供する。
期間：通年
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○ ○ ○
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活動・事業
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合
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モデル事業(1) ー④　情報収集・提供事業：都道府県
１　モデル事業名　　生涯学習相談事業
２　事業の概要
　　○対象：成人一般
　　○内容：…生涯学習図書資料コーナー等において県民への学習情報提供を行うとともに，電話
等で学習相談や教育相談を行う。
　　○期間：通年
３　目標　
　　…　県民の多様な学習活動を支援するため，電話及び面談等を通して，各種サークル活動や講
師等の情報提供を行い，広く生涯学習における学習相談を行うとともにボランティア等によ
り学習成果の活用を図る。
４　評価項目　
　　○学習の仕方の習得
　　○市民講師の発掘・養成
　　○ボランティアの発掘・養成
　※相談事業のため，プログラム展開例はなし。
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モデル事業(1)―⑤　相談事業：都道府県
施策 学習支援体制の整備・充実
施策の柱 学習情報の提供や学習相談の支援・相談運営
事業名 生涯学習相談事業
事業
の目標
県民の多様な学習活動を支援するため，電話及び面談等を通して，各種サークル活動や講師等の情報提供を
行い，広く生涯学習における学習相談を行うとともにボランティア等により学習成果の活用を図る。
事業
の概要
対象：成人一般
内容：生涯学習図書資料コーナー等において県民への学習情報提供を行うとともに，電話等で学習相談や教
育相談を行う。
期間：通年
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○ ○ ○
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数
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モデル事業(1) ー⑤　相談事業：都道府県
１　モデル事業名　　ESD推進セミナー（普及資料作成・配布）
２　事業の概要
　　○対象：成人一般
　　○内容：…ESD[持続可能な開発のための教育]の視点で考える持続可能な地域づくり・人づく
りについて学ぶセミナーを開設するとともに，成果物を配布する。
　　○期間：6月（月２回）・10月（月２回）･･････年４回講座
３　目標　
　　…　持続可能な社会づくりの担い手となるために必要な基礎的知識や方策について学ぶ機会を
提供し，社会の変化に適切に対応できる自立した地域住民を育成することで，ESD[持続可能
な開発のための教育]の普及・啓発を図る。
４　評価項目
　　○知識・技術の習得
　　○地域課題の解決
　　○普及・啓発
５　プログラム展開例
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１
ESD推進セミナー
（入門編）
『持続可能な
　地域づくり・人づくり』
〈講演会〉
ESD（持続可能な開発のための教育）を研究テーマとしている，大学
教員を講師として招へいし，ESDの基本的な視点や活動事例等につい
て学ぶ機会を提供する。
・大学教員
２
〈シンポジウム〉
県内各地より，顕著な市民活動をしている団体の代表者及び個人をシ
ンポジストとして招へいし，ESDの視点でそれぞれの活動について説
明して頂く。また，それぞれが抱える課題や課題解決のための方策に
ついてコーディネーターの進行の下で議論を深めていく。
・県内市民活動団体
　及び個人
３
ESD推進セミナー
（実践編）
『…大人も子供も元気になる
持続可能な社会への学び』
〈講演会〉
ESD（持続可能な開発のための教育）について，大学から講師を招へ
いし，ESDの基本的な視点や活動事例等を学ぶ機会とする。
・ESD研究者
・ESD指導者
４
〈事例研究〉
県内外よりESDの推進に取り組んでいる自治体の担当者及び代表者を
招へいし，それぞれの施策や取組の内容について事例発表を聞く機会
とする。
・…ESD先進地域の代
表者
ＥＳＤ：Education…for…Sustainable…Developmentの略で「持続可能な開発のための教育」と訳されている。ESDとは，現代社会の
課題を自らの問題として捉え，身近なところから取り組むことにより，それらの課題の解決につながる新たな価値観や行動を生み出す
こと，そしてそれによって持続可能な社会を創造していくことを目指す学習や活動のこと。つまり，ESDは持続可能な社会づくりの担
い手を育む教育である。
（出所：文部科学省　日本ユネスコ国内委員会のホームページより）
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モデル事業(1)―⑥　普及・啓発事業：都道府県
施策 現代的課題に対応する学習支援
施策の柱 普及・啓発
事業名 ESD推進セミナー（普及資料作成･配布）
事業
の目標
持続可能な社会づくりの担い手となるために必要な基礎的知識や方策について学ぶ機会を提供し，社会の変
化に適切に対応できる自立した地域住民を育成することで，ESD［持続可能な開発のための教育］の普及・
啓発を図る。
事業
の概要
対象：成人一般
内容：ESD[持続可能な開発のための教育]の視点で考える持続可能な地域づくり・人づくりについて学ぶセ
ミナーを開設するとともに，成果物を配布する。
期間：６月（月２回連続講座）・10月（月２回連続講座）･････年４回講座
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
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事業の
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数
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モデル事業(1)―⑥　普及・啓発事業：都道府県
１　モデル事業名　　生涯学習推進事業連絡会議
２　事業の概要
　　○対象：生涯学習関連施設，首長部局，市町村，大学，民間団体，企業，ＮＰＯの関係職員
　　○内容：…生涯学習活動の推進のため，県内各団体間のネットワーク構築，事業等の連絡・調
整，協働事業の企画立案，研修会等を開催する。
　　○期間：年２回（合同会議，その他（各地区別会議））
３　目標　
　　…　社会教育・生涯学習等の事業に係る施設の関係者が，それぞれの施設の活性化を図る。ま
た，施設間の連携や連絡調整を活発にするとともに，協働事業創出のための会議を行い，新
たな生涯学習事業の推進を図る。
４　評価項目　
　　○仲間づくり
　　○地域課題の解決
　　○団体の活性化
　　○他機関・団体との連携
５　プログラム展開例　
　　 回 テーマ（サブテーマ） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１
第１回生涯学習推進
事業連絡会議（発足
会）
○合同会議
・連絡会議の趣旨について
・組織体制等について
○研修会
・マトリックス法を活用して，連携事業の可能性を考える。
社会教育主事
２ 地区別生涯学習推進事業連絡会議
○地区別会議
・各地区の各団体が連携してできる協働事業を考える。
社会教育主事
３
第２回生涯学習推進
事業連絡会議
○合同会議
・今年度の振り返り
・次年度に向けての連携について
社会教育主事
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モデル事業(1)―⑦　交流事業：都道府県
施策 生涯にわたって学べる環境づくり
施策の柱 生涯学習推進体制の構築
事業名 生涯学習推進事業連絡会議
事業
の目標
社会教育・生涯学習等の事業に係る施設の関係者が，それぞれの施設の活性化を図る。また，施設間の連携
や連絡調整を活発にするとともに，協働事業創出のための会議を行い，新たな生涯学習事業の推進を図る。
事業
の概要
対象：生涯学習関連施設，首長部局，市町村，大学，民間団体，企業，ＮＰＯの関係職員
内容：生涯学習活動の推進のため，県内各団体間のネットワーク構築，事業等の連絡・調整，協働事業の企
画立案，研修会等を開催する。
期間：年２回（合同会議，その他（各地区別会議））
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
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モデル事業(1) ー⑦　交流事業：都道府県

事業種類 モデル事業名
①学習機会の提供事業 地域づくり市民大学
②人材（リーダー）養成事業 地域づくりのリーダー養成講座
③団体支援事業 家庭教育支援団体活性化事業
④情報収集・提供事業 生涯学習情報提供事業
⑤相談事業 生涯学習相談事業
⑥普及・啓発事業 社会保障制度活用促進事業
⑦交流事業 まちづくり交流カフェ
(2)　モデル事業及び評価指標例
（市区町村）
１　モデル事業名　　地域づくり市民大学
２　事業の概要
　　○対象：地域活動をしている又は地域活動に興味のある成人
　　○内容：…各地の特色ある取組から地域づくりの事例を学ぶとともに，地域活動のコーディ
ネーターとして必要な能力を身に付ける。
　　○期間：月２回，隔週，９月〜11月（全５回）
３　目標　
　　…　地域活動のコーディネーターとして地域課題解決に必要な知識・技能を習得するととも
に，他地域のコーディネーターとの交流・情報交換の機会を提供する。
４　評価項目　
　　○知識・技能の習得
　　○地域の課題解決
　　○仲間づくり
５　プログラム展開例
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師
１ 地域づくりを学ぶ 講演会「地域自治によるまちづくりの必要性」
大学教員
２ 事例研究① 事例から地域課題解決の取組を考える①地域による自主運営「福祉村を通じた異世代地域交流」
市内福祉村運営委員
３ 事例研究② 事例から地域課題解決の取組を考える②行政・地域・公民館の連携「地域活性化協議会」
市内協議会メンバー
４ コーディネーターの役割を学ぶ
地域コーディネーターの役割と会議運営のノウハウを学ぶ ＮＰＯ法人職員
５ 意見交換会 協議「地域づくりの担い手を増やすためには」
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モデル事業(2)―①　学習機会の提供事業：市区町村
施策 成人に対する学習機会の提供
施策の柱 学習機会の提供
事業名 地域づくり市民大学
事業
の目標
地域活動のコーディネーターとして地域課題解決に必要な知識・技能を習得するとともに，他地域のコー
ディネーターとの交流・情報交換の機会を提供する。
事業
の概要
対象：地域活動をしている又は地域活動に興味のある成人
内容：各地の特色ある取組から地域づくりの事例を学ぶとともに，地域活動のコーディネーターとして必要
な能力を身に付ける。
期間：月２回，隔週，９月～11月（全５回）
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知識・技術の習得 仲間づくり地域課題の解決
講
座
修
了
後
登
録
受
講
者
数
講
座
通
地
域
課
題
把
握
受
講
者
数
講
座
通
他
地
域
受
講
者
数
活
用
件
数
学
地
域
活
動
実
践
受
講
者
数
地
域
課
題
解
決
自
分
学
機
会
作
団
体
数
地
域
課
題
対
新
団
体
発
足
数
地域の社会教育推
進に対する住民の
満足度
新たな課題解決に
取り組んだ団体数
地域活動にやりが
いを感じるように
なった市民の数
地
域
課
題
気
付
時
間
数
知
識
習
得
時
間
数
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モデル事業(2) ー①　学習機会の提供事業：市区町村
１　モデル事業名　　地域づくりのリーダー養成講座
２　事業の概要
　　○対象：成人一般
　　○内容：…自分の生活する地域について調べ，地域課題を把握する。その地域課題に対して，
受講者と協力しながら，地域社会をよりよくする活動を実施する。
　　○期間：５月〜12月（月１回，８回講座）
３　目標　
　　…　自分の生活する地域に愛着を感じ，その地域課題の解決に向けた活動を通して，地域をよ
りよくしようとする人材の育成を行う。
４　評価項目
　　○知識・技術の習得
　　○地域課題の解決
　　○リーダー層の発掘・養成
５　プログラム展開例
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１ 基調講演会ガイダンス
・地域を知り，地域をよりよくすることの大切さを学ぶ。
・事業の展開についての説明
大学教員
社会教育主事
２ 現地学習
（計３回）
① 地域を調査する視点・方法についての研修
② 地域探索（歴史・食文化面を中心にそのよさを視察・調査する。）
③ 地域探索（自然・生活文化面を中心にそのよさを視察・調査する。）
　 学習成果をまとめる。
大学教員
社会教育主事
社会教育主事３
４
５ 活動づくり
（計３回）
① 学習成果の発信方法を考える。
　 （例：地域のお宝＆防災マップを作ろう）
② お宝＆防災マップの作成１
③ お宝＆防災マップの作成２・発表練習
社会教育主事
社会教育主事
社会教育主事
6
７
８ 地域への発信 ・地元生涯学習フェスティバル等での発表・自治会内への周知
社会教育主事
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モデル事業(2)―②　人材（リーダー）養成事業：市区町村
施策 成人への学習支援の充実
施策の柱 地域づくりを推進する人材育成
事業名 地域づくりのリーダー養成講座
事業
の目標
自分の生活する地域に愛着を感じ，その地域課題の解決に向けた活動を通して，地域をよりよくしようとす
る人材の育成を行う。
事業
の概要
対象：成人一般
内容：自分の生活する地域について調べ，地域課題を把握する。その地域課題に対して，受講者と協力しな
がら，地域社会をよりよくする活動を実施する。
期間：５月～12月（月１回の８回講座）
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知識・技術の習得 地域課題の解決
リーダー層の発
掘
講
座
内
容
理
解
度
地
域
課
題
興
味
持
受
講
者
数
地
域
課
題
解
決
思
受
講
者
数 地
域
課
題
解
決
向
活
動
参
画
考
人
数
地
域
課
題
継
続
学
習
人
割
合
地
域
課
題
解
決
向
活
動
実
施
数
地
域
課
題
解
決
向
活
動
対
参
画
者
満
足
度
自
主
設
立
数
地域への愛着度の向上
地域を知るための学習会
や，地域課題に関する学
習会・活動に参加した地
域住民の割合
地域課題解決に向けて
継続的に取り組む個人・
団体数
知
識
習
得
時
間
数
地
域
課
題
気
付
時
間
数
養
成
時
間
数
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モデル事業(2) ー②　人材（リーダー）養成事業：市区町村
１　モデル事業名　　家庭教育支援団体活性化事業
２　事業の概要
　　○対象：成人一般（家庭教育支援団体）
　　○内容：…家庭教育への支援を目的とする団体に対して，家庭教育の相談・援助に関するスキ
ルアップ研修を実施するとともに，団体の会員が講師となる家庭教育学級・講座の
場を設定する。
　　○期間：通年（スキルアップ研修３回：４〜6月　家庭教育学級・講座　随時：6〜３月）
　
３　目標　
　　…　家庭教育への支援を目的とする団体に対して，研修や活動の場を提供し，活動の活性化を
図ることにより，家庭教育を支援する機会を充実させる。
　
４　評価項目　
　　○知識・技術の習得…
　　○リーダー層の発掘・養成
　　○団体活性化
　
５　プログラム展開例
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１研修
家庭教育スキルアップ
研修（１）
① 説明「市で推進する家庭教育支援事業」
② 事例発表「家庭教育支援者の役割と活動」
市生涯学習課職員
大学教員
家庭教育スキルアップ
研修（２）
① 講話・演習１「カウンセリングマインドを生かした相談のあり方」
② 演習２「家庭教育支援講座を企画しよう」
大学教員
社会教育主事
家庭教育スキルアップ
研修（３）
① 演習３「企画した講座を発表しよう」
② 講話「家庭教育支援者への期待」
社会教育主事
大学教員
２学級講座家庭教育学級・講座（１）
（公民館での実施）
① 家庭教育相談サロンの実施
② 体を使って楽しく子育て講座
家庭教育支援団体
リーダー等
家庭教育学級・講座（２）
（学校での実施）
① 家庭教育体験談お話会
② 家庭教育お話会（相談を含む）
家庭教育支援団体
リーダー等
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モデル事業(2)―③　団体支援事業：市区町村
施策 成人への学習支援の充実
施策の柱 団体の支援
事業名 家庭教育支援団体活性化事業
事業
の目標
家庭教育への支援を目的とする団体に対して，研修や活動の場を提供し，活動の活性化を図ることにより，
家庭教育を支援する機会を充実させる。
事業
の概要
対象：成人一般（家庭教育支援団体）
内容：家庭教育への支援を目的とする団体に対して，家庭教育の相談・援助に関するスキルアップ研修を実
施するとともに，団体の会員が講師となる家庭教育学級・講座の場を設定する。
期間：通年
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知識・技術の習得 団体活性化
リーダー層の発掘
・養成
研
修
内
容
理
解
度
講
師
経
験
団
体
会
員
数
講
師
活
動
家
庭
教
育
学
級
講
座
実
施
数
団
体
自
主
的
実
施
家
庭
教
育
支
援
活
動
数
学
級
講
座
参
加
者
満
足
度
新
規
会
員
増
加
数
家
庭
教
育
支
援
増
加
数
身近な場所で家庭教育に関して
悩みや不安を相談する機会の増
加数
家庭教育支援をする団体・グルー
プ数の増加数
研
修
実
施
数知
識
習
得
時
間
数
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モデル事業(2) ー③　団体支援：市区町村
１　モデル事業名　　生涯学習情報提供事業
２　事業の概要
　　○対象：成人一般
　　○内容：インターネット上で，講座や市内で活動している団体・講師等の情報を掲載する。
　　○期間：通年
３　目標　
　　…　市内で活動する団体，講師の情報や講座情報等，生涯学習に関する情報を収集し提供する
ことで，市民の学習活動の充実を図る。
４　評価項目　
　　○市民講師の発掘・養成
　　○団体の活性化
　　○普及・啓発
５　提供情報
　　 内　　容 コ　ン　テ　ン　ツ
学習の機会の情報 イベントカレンダー，出前講座，大学等の公開講座，
市立社会教育施設の情報，ボランティア情報など
指導者等の情報
登録，紹介
分野別の指導者情報，ボランティアバンクなど
生涯学習に関する
資料
調査・統計，生涯学習・社会教育資料一覧（国，都道府県，市町村，
大学，団体，民間企業等）
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モデル事業(2)―④　情報収集・提供事業：市区町村
施策 成人への学習支援の充実
施策の柱 学びを支える体制づくり
事業名 生涯学習情報提供事業
事業
の目標
市内で活動する団体，講師の情報や講座情報等，生涯学習に関する情報を収集し提供することで，市民の学
習活動の充実を図る。
事業
の概要
対象：成人一般
内容：インターネット上で，講座や市内で活動している団体・講師等の情報を掲載する。
期間：通年
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
市民講師の発掘・養成 団体の活性化 普及・啓発
数
市
民
講
師
登
録
者
数
登
録
者
講
師
講
座
開
催
れ
回
数
数
掲
載
講
座
数
掲
載
情
報
見
講
座
参
加
人
数
団
体
登
録
数
掲
載
情
報
見
団
体
加
入
人
数
団
体
登
録
数
団
体
認
知
度
上
昇
団
体
会
員
数
増
加
講座の参加者や団体人数の増加
他団体との連携等新たな取組を行っ
た数
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モデル事業(2) ー④　情報収集・提供事業：市区町村
１　モデル事業名　　生涯学習相談事業
２　事業の概要
　　○対象：成人一般
　　○内容：…電話や窓口等において，市民からの学習に関する相談（講座や団体，講師等）に対
し，学習情報を提供する。
○期間：通年
３　目標　
　　…　多様な情報提供や学習相談を行うことにより，市民の学習活動を支援するとともに，市
民・団体同士のつながりを創出する。
４　評価項目　
　　○知識・技術の習得
　　○仲間づくり
　　○市民講師の発掘・養成
　※相談事業のため，プログラム展開例はなし。
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モデル事業(2)―⑤　相談事業：市区町村
施策 成人への学習支援の充実
施策の柱 学習情報の提供や学習相談の支援・相談運営
事業名 生涯学習相談事業
事業
の目標
多様な情報提供や学習相談を行うことにより，市民の学習活動を支援するとともに，市民・団体同士のつな
がりを創出する。
事業
の概要
対象：成人一般
内容：電話や窓口等において，市民からの学習に関する相談（講座や団体，講師等）に対し，学習情報を提
供する。
期間：通年
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知識・技術の習得 仲間づくり
市民講師の発掘
・養成
相
談
件
数
相
談
相
手
対
相
談
者
満
足
度
相
談
者
実
際
講
座
受
講
数
相
談
件
数
相
談
相
手
対
相
談
者
満
足
度
相
談
者
実
際
団
体
加
入
数
市
民
講
師
対
象
講
座
参
加
者
数
市民講師を活用して開催された講座数
継続的な学習につながった人数
市民・団体同士が連携して新た
な取組を行った数
市
民
講
師
関
相
談
件
数
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モデル事業(2)－⑤　相談事業：市区町村
１　モデル事業名　　社会保障制度活用促進事業　
２　事業の概要
　　○対象：成人一般
　　○内容：…一人暮らしで遭遇する様々な事例を基に，現在の社会保障制度や市が提供するサー
ビス等を学び，自分らしい生き方について考える。
　　○期間：７月〜８月（隔週，全５回）
３　目標　
　　…　現在の社会保障制度や市が提供するサービス等を学び，それらを適切に活用することで，
市民が住みよい街づくりを目指す。また，地域団体と協力・連携により市が提供するサービ
スの普及・啓発に努める。
４　評価項目　
　　○知識・技能の習得
　　○地域の課題解決
　　○普及・啓発
　　○他機関・団体との連携
５　プログラム展開例　
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１ 介護制度等の理解 介護保険制度，介護スタイル（在宅・施設），成年後見制度の紹介 市介護保険課福祉総務課職員
２ 市の現状と取組の理解
本市の高齢化の現状，高齢者向け市主催講座（転倒骨折予防，等）の紹
介
市高齢福祉課職員
３ 講習会① 認知症が心配になったら①認知症サポーター講習
高齢者よろず
相談センター職員
４ 講習会② 認知症が心配になったら②ケアシステムを賢く利用する
５ 交流会 交流会・意見交換会（お悩みよろず相談）※公開講座とし，市民に広く参加を呼びかける
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モデル事業(2)―⑥　普及・啓発事業：市区町村
施策 現代的課題に対する学習支援
施策の柱 市が提供する福祉サービス・相談窓口の活用促進
事業名 社会保障制度活用促進事業
事業
の目標
現在の社会保障制度や市が提供するサービス等を学び，それらを適切に活用することで，市民が住みよい街
づくりを目指す。また，地域団体と協力・連携により市が提供するサービスの普及・啓発の推進に努める。
事業
の概要
対象：成人一般
内容：一人暮らしで遭遇する様々な事例を基に，現在の社会保障制度や市が提供するサービス等を学び，自
分らしい生き方について考える。
期間：７月～８月（隔週，全５回）
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知
人
家
族
同
様
講
座
れ
受
講
勧
思
受
講
者
数
講
座
紹
介
等
活
用
希
望
受
講
者
割
合
知識・技術の習得 普及・啓発地域課題の解決 他機関・団体との
連携
市
提
供
数
受
講
者
同
士
意
見
交
換
参
考
情
報
得
れ
感
受
講
者
数
講
座
内
紹
介
他
課
市
民
団
体
主
催
講
座
参
加
受
講
者
数
市
提
供
数
市
発
行
物
関
心
情
報
独
自
収
集
市
民
数 講
座
修
了
後
同
分
野
別
講
座
自
主
的
参
加
受
講
者
数
講
師
依
頼
他
課
市
民
団
体
数
講
座
知
合
団
体
数
学習内容から知人・家族等
の悩みに対してアドバイス
を行えた市民の割合
自身が必要とする情報を得
る方法が分かると回答した
市民の割合
他課・市民団体との情報交
換からヒントを得て実施した
後継講座の数
知
識
習
得
時
間
数
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モデル事業(2) ー⑥　普及・啓発事業：市区町村
１　モデル事業名　　まちづくり交流カフェ
２　事業の概要
　　○対象：成人一般
　　○内容：…市民が気軽にお茶を飲みながら交流できる場を設け，毎回公民館職員がファシリ
テーター役となってまちづくりに関するテーマについて話し合う。
　　○期間：通年（月１回）
３　目標　
　　…　市民が気軽に話し合うことができる場を提供することにより，市民同士の交流を深めると
ともに，自分たちの地域について理解し，地域課題の解決に向けたきっかけとなる場とする。
４　評価項目　
　　○知識・技術の習得
　　○仲間づくり
　　○地域課題の解決
５　プログラム展開例　
　　 回 テーマ（サブタイトル） 学習内容及び方法 講師・学習支援者
１ 地域課題の共有 参加者同士の自己紹介，自分が感じている地域の課題の発表・共有 講座スタッフ（公民館職員）
２
〜
９
地域課題の現状 参加者から出された地域課題から，毎回テーマを一つ絞り，話合いや意
見共有をする。
講座スタッフ
（公民館職員）
10
11
発表準備 グループごとにテーマを決めて，課題の解決策等についての発表会準備 講座スタッフ
（公民館職員）
12 発表会 グループごとの発表会 講座スタッフ（公民館職員）
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モデル事業(2)―⑦　交流事業：市区町村
施策 地域課題解決支援
施策の柱 成人への学習支援の充実
事業名 まちづくり交流カフェ
事業
の目標
市民が気軽に話し合うことができる場を提供することにより，市民同士の交流を深めるとともに，自分たち
の地域について理解し，地域課題の解決に向けたきっかけとなる場とする。
事業
の概要
対象：成人一般
内容：市民が気軽にお茶を飲みながら交流できる場を設け，毎回公民館職員がファシリテーター役となって
まちづくりに関するテーマについて話し合う。
期間：通年（月１回）
年次計画
１ ２ ３ ４ ５
○ ○ ○
評価項目
活動・事業
実績
最終
アウトカム
事業の
直接的な
効果・理解度
知識・技術の習得 仲間づくり 地域課題の解決
各
理
解
度
参
加
者
自
主
的
学
習
継
続
率 継
続
事
業
参
加
人
数
事
業
知
合
人
数
地
域
課
題
関
心
持
人
数
話
合
数
団
体
加
入
率
地
域
活
動
参
加
人
数
参
加
者
自
主
事
業
企
画
実
施
回
数
地域課題に対する取組数 サークルの発足数
知
識
習
得
時
間
数 地
域
課
題
気
付
時
間
数
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モデル事業(2) ー⑦　交流事業：市区町村

調査研究の概要
第３章

平成25・26年度　社会教育活動の実態に関する基本調査事業
「社会教育推進のPDCAサイクルを確立するために必要とされる評価指標の在り方に関する調査研
究」実施要項
… 平 成 2 5 年 ５ 月 2 9 日
… 国立教育政策研究所長決定
１　趣旨
　…　社会教育指導者の資質向上に資するため，社会教育推進のPDCAサイクルを確立するために必
要とされる評価指標の在り方に関する調査研究を行う。
２　調査研究事項
（１）社会教育推進のPDCAサイクルを確立するために必要とされる評価指標例の収集等について
（２）評価指標作成の普及のための資料開発による研修支援について…
３　実施方法
（１）…別紙「社会教育推進のPDCAサイクルを確立するために必要とされる評価指標の在り方に関
する調査研究委員会」を設置し，調査研究を行う。
（２）必要に応じ，別紙以外の学識経験者等の協力を得ることができる。
４　実施期間
　　平成25年５月29日から平成27年３月31日までとする。
５　その他
　　この調査研究に係る庶務は，社会教育実践研究センターが処理する。
１　調査研究の概要
－61－
平成25・26年度　社会教育活動の実態に関する基本調査事業　　　　　　　　　　
社会教育推進のPDCAサイクルを確立するために必要とされる評価指標の在り方に関する調査研究
委員会
浅　井　経　子　　八洲学園大学生涯学習学部教授
稲　葉　　　隆　　東京都教育庁地域教育支援部生涯学習課計画係長（課長補佐）・社会教育主事
坂　野　達　郎　　東京工業大学大学院社会理工学研究科教授
原　　　義　彦　　秋田大学教育文化学部准教授
宮　地　孝　宜　　東京家政大学人文学部専任講師
… （以上，五十音順，○は委員長）
＜ワーキンググループ＞（平成26年度）
（都道府県）
稲　葉　　　隆　　東京都教育庁地域教育支援部生涯学習課計画係長（課長補佐）・社会教育主事
鈴　木　昭　博　　茨城県教育庁生涯学習課社会教育主事
茂　木　良　文　　群馬県生涯学習センター社会教育主事
市　川　重　彦　　埼玉県教育局市町村支援部生涯学習文化財課社会教育主事
（市町村）
鶴　田　晶　子　　神奈川県平塚市中央公民館主任兼社会教育主事
武　田　昌　佳　　日光市教育委員会生涯学習課主幹兼社会教育主事
木　村　享　平　　千葉県浦安市教育委員会生涯学習部生涯学習課生涯学習係主事
＜事務局＞
（平成25年度）
山　本　裕　一　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター長
波　塚　章　生　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター社会教育調査官
濱　中　昌　志　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター社会教育調査官
弓　削　暢　彦　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター専門調査員
加　藤　由　以　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター専門調査員
松　橋　義　樹　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター研究補助者
○
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（平成26年度）
山　本　裕　一　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター長［平成26年12月31日まで］
渡　部　　　徹　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター長［平成27年１月１日から］
波　塚　章　生　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター社会教育調査官
井　上　昌　幸　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター社会教育調査官
内　河　大　和　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター専門調査員
山　﨑　浩　之　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター社会教育特別調査員
仲　村　拓　真　　国立教育政策研究所社会教育実践研究センター研究補助者
　　　　　　…　なお，国立教育政策研究所社会教育実践研究センターでは，鳥越留美子（専門職）
が庶務を担当した。
… （委員等の所属は平成27年3月現在）
－63－

参考資料

１　答申・報告等
●第６期中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理（平成25年１月中央教育審議会生涯
学習分科会）　（抜粋）
第２章…今後の生涯学習・社会教育の振興の具体的方策について
○…　第２章は，今後期待される生涯学習・社会教育の振興に関する国の具体的方策について取りま
とめたものである。同時に，これらの方策の多くは，地方公共団体・大学等・民間団体・企業等
においても主体的に取り組むこと，あるいは国と連携して取り組むことが期待されるものとなっ
ている。
○…　具体的な構成としては，第５期検討状況の３つの柱，すなわち「（１）学習活動を通じた地域
の「絆」の再構築と地域課題の解決」，「（２）ライフステージ等に応じて求められる学習環境の
整備」，「（３）学習の質の保証と学習成果の評価・活用」の３つの柱の各検討課題等を第6期の
審議の出発点としているが，第１章で言及されている事項や計画部会の審議項目・内容との整合
性等も踏まえ，以下の５つの柱に整理し直して，取りまとめた。
１．絆づくりと活力あるコミュニティの形成に向けた学習活動や体制づくりの推進
２．現代的・社会的課題に対応した学習機会及びライフステージに応じた学習機会の充実
３．社会生活を円滑に営む上で困難を有する者への学習機会の充実
４．学習の質保証・向上と学習成果の評価・活用の推進
５．生涯学習・社会教育の推進を支える基盤の整備
○…　また，生涯学習・社会教育の振興に関する具体的方策の検討に先だち，計画部会からの要請を
受けて，生涯学習・社会教育分野における成果目標・成果指標の設定に関して審議を行った。そ
の結果，①…生涯学習・社会教育分野については，社会教育関係団体，民間教育事業者，ＮＰＯ
等の民間団体の自立的な取組が拡大しており，学校教育分野に比べて行政の影響が小さいこと，
さらに，生涯学習振興・社会教育行政は，市町村の自主的な取組によるものが大きく，国の制度
や予算等による関与は小さいことから，ある生涯学習振興・社会教育行政の成果を，国の取組の
成果であるとするには慎重な検討が必要とされたこと，②…社会教育行政が「自前主義」から脱
却し，ネットワーク型行政を一層推進することにより顕在化した課題として，社会教育行政の成
果の範囲が，社会教育行政が自ら行った取組のみを指すのか，あるいは，社会教育行政と首長部
局・大学等・民間団体・企業等とのネットワークが発揮された取組全体を指すのか，社会教育
行政の寄与度と成果の関係について整理が必要とされたこと（「社会教育行政のガバナンス（責
任）の範囲が不明確」），③…学習機会の増加といったアウトプットに係る目標を超えて，学習に
よる個人の習得状況（「〜を身につける」）や「学習格差」の是正を目標とするためには，個人の
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自主的な意思を尊重する生涯学習振興・社会教育行政の基本的な考え方との整理が必要とされた
ことなどから，現時点でのアウトカムによる成果目標・成果指標の設定は困難であった。
○…　しかしながら，生涯学習振興・社会教育政策の意義・ねらいが，個人の自立や絆づくり（社会
関係資本の構築）・地域づくりであることを国民一般や関係者等にわかりやすく，そして説得力
を持って伝えられるようにすることは大切なことである。また，政策として，目標を明確に設定
し，成果を客観的に検証し，そこで明らかになった課題をフィードバックし，新たな取組に反映
させる検証改善サイクル（ＰＤＣＡサイクル）を実現するためには，成果目標・成果指標の設定
は重要である。引き続き，上述①〜③の課題への対応を含め関係研究機関等との連携協力による
検討が期待される。
５．生涯学習・社会教育の推進を支える基盤の整備
（１）様々な主体との連携・協働を進めるための社会教育行政の体制の確立
○…　社会教育行政が，本来の役割を十分に果たしていくためには，「社会教育行政の再構築」を確
実に実施していくことが強く求められる。
○…　このため，地方公共団体が，様々な主体との連携・協働を円滑に構築できるよう，①社会教育
行政の再構築に関する基本的な理念・考え方の提示，②地域課題の解決に先進的に取り組む地方
公共団体を支援し，優れた成果を全国に普及するモデル的な事業の推進，③社会教育の実態把握
や質的向上のための実践的調査研究の実施，④社会教育行政の再構築を推進するために必要とな
る制度の改善等の環境整備等を行うことが期待される。
（２）地域の学びを支える人材の育成・活用の推進
○…　地域住民主体の地域づくりを円滑に進めていくためには，それを支える多様な人材の育成・活
用が重要となる。
○…　このため，社会教育主事など行政における専門的職員の役割・専門性についての考え方を提示
するとともに，地域の多様な人材をコーディネートしていく高い専門性を持った社会教育主事等
の専門的職員の役割や配置の見直し，資質・能力の向上について検討を進めていくことが求めら
れる。
○…　さらに、地域人材の質の保証の仕組みの構築や地域人材のネットワークの構築など、社会教育
に関わる人材全体の在り方についても検討していくことが重要である。
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（３）社会教育施設の運営の質の向上
○…　平成20年の社会教育法等の改正により，公民館，図書館，博物館の運営の状況に関する評価
の実施と情報提供についての努力義務が規定された。現在，公民館，図書館，博物館において，
運営の状況に関する評価を実施している施設は約７割，運営に関する情報の提供を実施している
施設は約6割にとどまっているが，社会教育行政推進の基盤である社会教育施設をより質の高い
ものにしていくためには，評価・情報提供の取組の推進は重要である。
○…　このため、全ての社会教育施設において自己評価・情報公開が行われるよう促すほか、公民館、
図書館・博物館等におけるＩＣＴ環境の整備やＩＣＴの利活用を促進するなど、社会教育施設の
質の向上に向けた取組を着実に進めていくことが求められる。
（４）生涯学習・社会教育分野における調査・研究の推進
○…　生涯学習・社会教育の推進方策を検討するに当たっては，学習者の学習ニーズや学習状況，学
習に当たっての課題等の実態を調査し，分析して，その結果を具体的な政策形成に反映させるこ
とが重要である。
○…　このため、例えば、学習者の視点から「学び」に関する意識の在り様に焦点を当てた意識調査
を実施するとともに、学校教育段階から就職活動に至るまでのライフコース全般を的確に捉える
統計について、他省庁、大学等との協力・連携を含め、調査手法、調査内容等の検討を行うほか、
社会の変化に対応して「社会教育調査」の調査項目の見直しも求められる。
○…　加えて，平成25年には，成人（16歳以上65歳以下）が日常生活や職場で必要とされる技能
（「成人力」）を測定する国際成人力調査（PIAAC）の国際比較等の結果が公表されるため，そ
れを用いた分析が行われることが重要である。また，これまでの研究成果や国際的な検討状況も
踏まえ，生涯学習・社会教育分野におけるＰＤＣＡサイクルの確立を念頭に置いた成果目標・成
果指標等の研究・開発が行われることが期待される。さらに，国内施策の立案に資するため，職
業教育を含む生涯学習分野の国際的動向を積極的に把握するとともに，必要に応じて国際機関等
における調査研究プロジェクト等に参画することも期待される。
○…　なお，文部科学省においては，エビデンスに基づく教育政策の立案を一層強化するため，教育
政策の企画立案機能と調査分析機能を有機的に統合するとともに国立教育政策研究所28との一
層の連携強化等を図ることが求められる。
－67－
おわりに
○…　この「議論の整理」は，「はじめに」でも述べたように，第５期検討状況の検討内容等を受け，
今後期待される生涯学習・社会教育の振興に関する具体的方策について審議を行い，取りまとめ
たものである（第２章）。同時に、計画部会において、今後の我が国社会が「生涯学習社会の構
築」を目指す必要があるとの方向性を打ち出したことから、生涯学習分科会として、生涯学習社
会の構築の中心的な役割を担う社会教育行政の今後の取組の方向性をネットワーク型行政の推進
を通じた「社会教育行政の再構築」として取りまとめたものである（第１章）。
○…　ネットワーク型行政が初めて提言されたのは，平成10年の生涯学習審議会答申であるが，当
時は，社会教育の関係予算・職員等が今と比べて充実しており，ネットワーク型行政の必要性に
ついては認識されつつも十分に広がっていかなかった。しかしながら、行財政改革の進展によっ
て、地方公共団体の社会教育の関係予算・職員等が全体として減少する傾向にある中、平成10
年の「特定非営利活動促進法」の成立により、ＮＰＯ活動が急速に拡大し、これまで以上に多
様な主体による社会教育事業が質・量ともに広がりを見せて展開されるようになった。さらに，
人々の学習ニーズの多様化・高度化も進み，もはや，社会教育行政のみで適切に対応していくこ
とに限界を来すようになった。
○…　その後も，平成20年答申において，ネットワーク型行政が取り上げられ，特に学校教育等と
の連携や支援体制の強化については具体的な振興施策とともに提言されたが，それらの連携・協
働は相当に進んだものの，それら以外の多様な主体との連携・協働は，必ずしも十分に進んでい
ないのが現状である。こうした状況を受け，学校教育以外の主体との更なる連携・協働を推進し
ていくため，今期の生涯学習分科会においては，改めて「ネットワーク型行政の推進」の重要性
を強調した。
○…　今後の社会教育行政が、社会教育施設等において講座等を自らで全てを行おうとする「自前主
義」から脱し、特に首長部局等と積極的に効果的な連携を仕掛け、地域住民も一体となって協働
して地域住民の絆の構築、地域コミュニティの形成、地域課題の解決といった地域の総合的な課
題に対応できるよう、地域の多様な主体との連携・協働によるネットワーク型行政を一層推進し
ていくことを改めて強く求めたい。
○…　特に、近年、教育委員会制度の在り方について関係各方面から様々な意見が出される中にあっ
て、社会教育の役割を各地域において目に見える形で示していくためには、社会教育行政の首長
部局等との連携・協働を通じた「社会教育行政の再構築」をはじめとする、この「議論の整理」
の内容を実行していくことが重要になる。
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○…　このため，国は，第２期教育振興基本計画の実施期間（平成25年度から平成29年度まで）の
中で，第２章の生涯学習・社会教育の振興の具体的方策を計画的かつ着実に実施・推進してい
くためのロードマップ等の策定により，方策の実施・進捗状況を把握し，方策の効果の検証等，
フォローアップしていくことが必要である。
○…　最後に、第6期生涯学習分科会では必ずしも十分な検討や整理がなされなかった課題、例えば、
専門的職員や地域人材の在り方、成果目標・成果指標の設定、学習者の学習成果の評価・活用の
ための仕組みの構築、キャリア形成のための新たな学習・評価システムの構築等について、第７
期生涯学習分科会等の検討の場において、積極的な議論が行われることを期待する。
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●教育振興基本計画（平成25年６月14日閣議決定）　（抜粋）
第１部　我が国における今後の教育の全体像
Ⅱ　我が国の教育の現状と課題
（１）第１期計画の成果と課題
③生涯学習に関する現状と課題
○…　グローバル化の進展などにより，社会の変化が激しく，多様化が一層進行する状況を踏まえれ
ば，生涯を通じて一人一人の潜在能力を最大限伸ばしていくことが必要である。例えば，学校教
育を一旦離れた社会人等にとっては，学び直しや知識の更新を通じたスキルアップが絶えず求め
られる。若年無業者・フリーターやひきこもりの状態にある者に対しては，社会的自立・職業的
自立につながるような能力の向上が求められる。
○…　このような状況の下，各大学や専修学校等における社会人受入れの実施促進や，履修証明制度
の創設などの取組が図られているものの，大学等への社会人入学者の割合は依然として低く，ま
た，卒業後３年以内の離職率が高等学校卒で約４割，大学卒約３割で推移するなど，教育から雇
用への円滑な接続には現在も課題が見られ，学校教育と職業の往還する関係の構築をはじめとし
て，学習成果が社会生活に活用される仕組みがより重要となっている。
○…　また，学習機会の提供の観点からは，これまでも国・地方双方において幅広く施策を展開し，
また，民間においても，多種多様な教育サービスが提供されてきたが，提供される学習機会の質
を保証・向上させるための取組等については，必ずしも十分ではなかった。
○…　このような状況を踏まえ，今後は，生涯学習社会の構築という理念の実現に向けて，より一層，
大学等における社会人等の受入れを推進するとともに，学習サービスの質の向上・保証，学習成
果の評価・活用，現代的・社会的課題への対応や困難を抱える者に対する学習機会の提供，学習
活動を通じた地域活動の推進など，行政として対応すべき課題をより焦点化して，施策を集中的
に実施することが必要である。
○…　一方で，前述のとおり，社会が多様化していることに伴い，地域社会の抱える課題が多様さと
複雑さを増している中，これらの課題に対して，全国での統一的・画一的な基準の運用や，市場
による解決だけでなく，それぞれの地域コミュニティにおいて解決を図ることが一層重要になっ
ている。本来，社会教育は，このような地域社会における課題解決の担い手を育てるため，中心
的な役割を担っていくべきであるが，多くの地方自治体において，地域コミュニティの変質や，
社会教育担当部局以外の関係部局，ＮＰＯ，大学，民間事業者等の多様な主体による社会教育事
業の展開などに対して十分に対応できておらず，その役割を必ずしも果たせていないという課題
を抱えている。
○…　また，超高齢社会の到来や少子化の進展の中にあって，定年退職時期を迎え，人生の第２ス
テージを歩もうとする人々が，これまでの人生での豊かな経験や知識・技能を社会貢献に生かし
ていくことで，持続可能で活力ある社会を構築していく必要がある。
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○…　さらに，保護者は子の教育に第一義的責任を有しており，教育の原点である家庭教育は，「生
きる力」を身に付けていく基礎をつくる重要なものである。これまで地域の多様な人材の力を活
用した家庭教育支援などに取り組んできたところであるが，家庭環境や地域環境が変化する中，
子育てについての不安や孤立を感じ，社会性や自立心等の子どもの育ちや基本的生活習慣などに
課題を抱える家庭は多く，家庭教育が困難な社会となっている。このため，文部科学省において
開催した家庭教育支援の推進に関する検討委員会において平成24年３月に報告書を取りまとめ
たところであり，今後は，家庭と地域や社会とのつながりをつくるとともに，教育分野と保健福
祉分野の取組の連携・協力により，親子の育ちを一層支援していくことが必要となっている。
（２）第１期計画の総括と今後の方向性
（第１期計画の総括）
○…　以上のような状況を踏まえれば，第１期計画において掲げる「10年間を通じて目指すべき教
育の姿」の達成はいまだ途上にあると考えられ，また，教育格差の問題，コミュニティとの協働
やＩＣＴの活用の重要性，イノベーション創出の必要性など新たな課題も浮かび上がっている。
この姿は平成29年度を想定するものであるため，第２期計画期間中に達成すべき目標であるが，
現在が大きな時代の転換点にあり，先般の東日本大震災の教訓を生かす必要があることを踏まえ
れば，これまでの教育政策の在り方全体を検証しつつ，より未来志向の視点に立った改善方策を
本計画に位置付けることが必要である。
（これまでの教育改革）
○…　これまでの教育改革の多くは，４次にわたる「臨時教育審議会答申」にも見られるように，欧
米への「追い付き追い越せ」を目標とした社会の終焉や経済社会の成熟化など21世紀の社会を
見据えて進められてきた。特に第１期計画は，主要先進国の多くが，成果目標などを盛り込んだ
中長期計画を策定するなど，戦略的に教育政策を進めている状況にあって，初めて策定した総合
的な計画であった。このような様々な改革努力により教育諸条件は向上したが，例えば，学校外
での学習時間について，義務教育段階では減少傾向は底を打ち伸びに転じているが，高等学校段
階では減少傾向にあり，高等教育段階においても学修時間は十分でないことを示す調査結果も見
られるなど，繰り返し指摘されてきた諸課題は依然として未解決のものも多く，より複雑化・顕
在化している。また，急速な社会変化により近年新たに生じた課題についても，必ずしも全てに
十分に対応できているとは言えない。
（教育課題が依然として指摘される要因の例）
○　その要因として，例えば，以下の点が挙げられ，改善が不可欠である。
・…高度経済成長期における我が国社会では，価値観や人材の同質性・共通性に基軸が置かれてきた
が，それらが重視されてきた結果，個々人の多様な強みを引き出すという視点が不足していたこ
と
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・…生涯学習社会の理念の共有が道半ばであり，教育に対する社会全体の連携の強化や各学校段階間
や学校・社会生活間において円滑に接続ができていないこと，ともすれば縦割り的な視点に陥っ
ていたこと
・ …「どのような成果を目指すのか」「どのような力の修得を目指すのか」といった明確な目標が設
定され，その取組の成果について，データに基づく客観的な検証を行い，そこで明らかになった
課題等をフィードバックし，新たな取組に反映させる検証改善サイクル（ＰＤＣＡサイクル）が，
教育行政，学校，学習者等の各レベルにおいて，必ずしも十分に機能していなかったこと
Ⅲ…四つの基本的方向性
（１）社会を生き抜く力の養成　〜多様で変化の激しい社会での個人の自立と協働〜
（初等中等教育段階修了までに身につける力とその方策）
○…　新学習指導要領の目指す「生きる力」は，生涯にわたる学習の基礎となり，あらゆる人々に共
通して求められるものである。一方で，前述のとおり，その育成に向けては様々な課題が存在し
ている。小学校就学前の教育，義務教育段階，高等学校段階において，学校と家庭や地域社会と
の連携・協力を推進し，教育内容・方法，教育環境，教育システムの改善を図るとともに，客観
的なデータに基づいた検証改善（ＰＤＣＡサイクルの確立）を行うなど各種方策を通じて，全て
の児童生徒に「生きる力」を確実に育成することを目指す。
（４）絆づくりと活力あるコミュニティの形成
　　　〜社会が人を育み，人が社会をつくる好循環〜
（人のつながりや支え合いの重要性）
○…　持続可能で活力ある社会は，個々人の能力を高めることのみならず，多様なコミュニティにお
ける様々な人々のつながりや支え合い（社会関係資本）を形成することにより実現されるもので
ある。また，様々な人々との関わりの中で，個人の社会性などが培われ，様々なアイデアが創出
される。そして，その支え合いの営みがより高次の社会への発展を促す。
○…　東日本大震災の被災地においては，学校と地域住民が連携した取組を進めている地域では避難
所運営が円滑に進められるなど，日頃より存在するコミュニティにおけるつながりや支え合いの
重要性が際立ったところであり，学校と地域住民の連携・協力をはじめとして，学びを通じたコ
ミュニティの形成をより積極的に進めていく必要がある。
○…　なお，地域コミュニティの実情については，都市部と地方部など，地域によって大きく異なる
と考えられることから，これらの多様な状況を十分踏まえ，諸般の施策を進める必要がある。
（自立したコミュニティによる地域の課題解決の重要性）
○…　地域社会の抱える課題を，その地域のコミュニティにおいて解決していくためには，現役世代
から高齢者に至るまで，コミュニティを構成するあらゆる者が「互助・共助」の理念の下で協働
して課題に取り組んでいくことが重要となる。
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○…　その際，超高齢社会の到来を踏まえれば，特に，人生の第２ステージを歩もうとする人々が，
その経験や知識・技能を，コミュニティへの積極的な参画により，次世代育成支援や地域課題の
解決等の社会貢献に生かしていくことが重要である。
○…　また，多様化する家庭が様々な課題を抱え孤立しがちな社会状況や，生活の有りようが変化し
生活の中で自然に行われる教育的な営みが難しくなっている状況を踏まえ，多様な主体や世代が
関わりあう社会を実現し，子どもの育ちや子育て家庭を支える人間関係とシステムを持つ地域づ
くりが求められている。
（「社会が人を育み，人が社会をつくる」好循環システム）
○…　このような視点に立ち，学習活動を通じて「社会が人を育み，人が社会をつくる」という好循
環に向けたシステムを目指す。
○…　すなわち，世代や立場などが異なる様々な人が集まる地域コミュニティが教育の基盤であるこ
とはもとより，教育の営み自体が地域コミュニティを形成・活性化し，各地域の抱える課題を適
切な形で解決する基盤となること，その拠点として学校や公民館等がより重要な役割を果たして
いくべきことを踏まえ，例えば，以下の点を重視することとする。
・…学校や公民館等を地域コミュニティの拠点として位置付け，保護者や地域住民などの多様な人々
が集い，学習することなどを通じ多様な主体によるネットワークを構築し，絆をつくり上げてい
くこと。また，このような観点から，社会教育行政の再構築を図ること
・…学校教育のみでは培うことが難しい「社会を生き抜く力」を養い，当事者意識を持った地域づく
りの担い手を育成する観点から，コミュニティの人々が現代的・社会的課題などについて共に学
習し，その成果を実践につなげていけるような機会を提供すること
（多様なコミュニティへの配慮）
○…　さらに，いわゆる地縁組織などによるコミュニティだけではなく，地域外のＮＰＯ・企業・大
学なども含めた様々な主体との関わりを深めていくことも重要である。これを通じて，多様な
バックグラウンドを有する人々の協働が促進され，新たな価値の創造につながるものと考えられ
る。
Ⅳ…今後の教育政策の遂行に当たって特に留意すべき視点
（１）教育政策の意義
（教育の社会的効果）
○…　教育は，個人の社会的自立の基礎を築き幸福を実現するもの（例：知識技能や社会性などの獲
得を通じて失業リスクの軽減，所得向上，健康増進など）であると同時に，教育の成果が，教育
を受けた本人のみならず広く社会全体に還元され社会の活力増進の原動力となること（例：社会
全体の知的ストックの増大による経済活性化，所得分配の公平化による格差是正，社会の安定性
確保，社会的課題の解決，税収の増大，公的支出の抑制，更なる知的活動の増進など）を踏まえ
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れば，「未来への投資」であるとともに，社会参加を保障する「セーフティネット」として公的
な性格を持つ営みである。
（教育政策の目的）
○…　厳しい社会情勢の中，このような公的性格が一層増大していることを踏まえれば，教育を受け
る者の私的な選択・負担や市場原理のみに委ねるのではなく，一定程度の公的な関与や費用負担
によって，教育の社会的効果が最大限に発現されるようにすることが必要である。このための条
件整備として「教育の機会均等」及び「教育水準の維持向上」を図ることが教育政策の最大の目
的であり，この点はいつの時代にあってもその本質は変わるものではない。
○…　ただし，その具体的内容は，社会の変化，時代の要請に応じて適切に変わるべきものであり，
不断の見直しが求められる。特に現下のような変化の激しい状況においては，学習に対する需要
も，社会及び個人双方において極めて多様であり，地域によってもその条件が異なるため，画一
的な対応による解決は困難であると考えられ，現場重視の個別的な対応が求められる。この点に
留意して，民間（家庭，地域，企業等）と行政，さらには行政のうち国と地方の役割分担をそれ
ぞれ明確にしつつ，今後の教育のあるべき姿を共有した上で，相互に連携・協働しながら社会全
体の教育力の向上を図る必要がある。
○…　以上の点を踏まえ，第２期計画においては，「自立」「協働」「創造」の達成に向けた四つの基
本的方向性を実現するために，教育の現状や各学習機会の特質にも留意しつつ，国として行うべ
き具体的方策を整理することとした。
（２）四つの基本的方向性を実現するための共通理念
　四つの基本的方向性を実現するための共通理念として，以下の考え方をより一層深化させ，具体
的方策を講じることが必要である。
①教育における多様性の尊重
○…　多様な価値観・生き方が存在する成熟社会にあっては，履き違えた「個人主義」に陥ることの
ないよう，規範意識や公共の精神を前提としながら，多様な人々が相互に関わり合いながら社会
に参画すること，そのためにも生涯にわたって個人の多様な能力・個性を最大限伸長させること
が重要である。このため，教育の機会均等や水準の維持向上などに当たって共通して対応すべき
事項があることに留意しつつも，受ける教育や条件整備の手段等に選択の自由があるなど教育の
在り方自体が画一でなく多様であること，さらには関連する制度が柔軟であり，かつ全体が調和
していることが求められる。
○…　例えば，価値観，性別，世代，国籍などの差違を超えて全ての人々が協働するための教育，ま
た，個人によって個性・能力・進路や，家庭状況などの社会的環境等が異なることを踏まえた教
育の内容・方法や学習の場・時期の設定，さらには，地域によって経済・財政・文化等の状況が
異なることを踏まえた教育条件の整備が一層重要となる。具体的方策の展開に当たっては，この
ことを大前提としつつ，以下の②〜④の視点を重視することとする。
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②生涯学習社会の実現に向けた「縦」の接続
○…　多様性を基調とする「自立」「協働」「創造」を前提とした生涯学習社会の実現に向けては，各
学校段階・年齢段階ごとの教育を独立した別個の存在として考えるのではなく，Ⅲに記載した四
つの基本的方向性を基軸とした連続性の中で捉え，各関係者が互いに連携しながら，それぞれの
機能・役割をしっかりと果たしていくことが求められる。
○…　このため，家庭教育と幼児教育，各学校間，さらには学校教育と職業生活等の円滑な接続に十
分意を用い，教育体系の多様化を含め，地域・学校の実情に柔軟に対応した教育を可能とする環
境整備などを図っていくことが必要である。また，親の学びを応援する観点や退職後の学習機会
の確保の観点からも，例えば，子育て世代にとっては家庭教育に関する学習が，高齢者にとって
は高齢期の生活を安心で充実したものとするための学習が重要となるように，ライフステージに
応じた学習機会の確保が必要になることから，学習者の特性に応じた学習システムを体系的に整
備していくことが重要である。
○…　このように，個人の発達段階やその時々に置かれている状況等を踏まえつつ，誰もが若年期か
ら高齢期まで生涯を通じて，自らに適した手段や方法を選択しながら質の高い教育や学習に取り
組み，必要とする知識・技術を習得できる社会の実現を目指す必要がある。
③各セクターの役割分担を踏まえた社会全体の「横」の連携・協働
○…　社会生活の最も重要な基盤であり他者との協働の場である地域などコミュニティにおける教育，
様々な学習ニーズに対応するために，民間事業者，ＮＰＯ等が持つ自由で創意工夫ある教育サー
ビス，企業の教育面におけるＣＳＲ活動など，民間セクターの役割がますます重要となる。この
ため，国としてもそのような自律的な活動を支援することとする。
○…　一方，国民一般を対象とする基礎教育や高度の知識能力の養成など，市場メカニズムに委ねて
は必ずしも十分な教育機会を得られないおそれがある等の公共的な要請の強い教育については，
基本的には公教育としての学校教育や社会教育施設における教育等が担うものであり，国として
も一層の機能強化を促進することとする。
○…　総じて言えば，国・地方公共団体のみならず，学校，保護者，地域住民，企業など社会の構成
員全てが教育の当事者であり，それぞれの立場において連携・協力し，社会全体の教育力を強化
するための環境を整備することが必要である。
○…　その際，個々人の様々なニーズに応じた多様な取組を進めるため，ネットワークの構築やマネ
ジメントの強化など，必要な環境整備を図ることが重要である。
（行政の役割）
○　以上を踏まえた行政の役割としては，以下のとおりである。
　・教育の機会均等や教育水準の向上に向けた諸制度の整備，財政支援等
　・学校や社会教育施設における教育など行政自らによる学習機会の提供，その機能強化
　・教育統計の整備・充実，教育に関する情報の収集・分析・発信，教育内容
　・手法の開発・普及等
　・多様な学習成果の社会的通用性の向上
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　・行政と民間各層との連携・協働を図るコーディネート，ネットワーク構築
　・社会全般にわたる教育に係る普及啓発，考え方の共有に向けた環境整備
　など
（他の政策分野との連携）
○…　また，教育政策は様々な他の政策分野と密接に関連するものであって，Ⅰ（２）に掲げた様々
な社会的課題についても，教育政策のみで解決できるものは少なく，むしろ，教育政策はこれら
の課題解決の基盤として重要な役割を担うものであると考えられる。このことから，各政策分野
間の相互の整合性も図りつつ，国においても関係府省が一体となって展開していくことが重要で
ある。
　　なお，関連する政策としては，例えば，以下のものが考えられる。
　・子ども・若者政策（青少年の健全育成の関連など）
　・高齢者・障害者福祉政策（高齢者・障害者の生きがいづくりや社会保障の関連など）
　・環境政策（環境保全に関する理解増進の関連など）
　・消費者政策（自立した消費者育成の関連など）
　・租税政策（租税に関する理解増進の関連など）
　・労働政策（学校・職業生活間の接続の関連など）
　・産業政策（新しい産業を担う人材養成の関連など）
　・科学技術・学術政策（大学等における教育研究の関連など）
　・地域防災政策（学校等を中心とした地域防災拠点形成の関連など）
　・まちづくり政策（学校・公民館等を中心とした地域づくりの関連など）
④教育現場の活性化に向けた国・地方の連携・協働
○…　教育行政を推進するに当たっては，全国的な教育の機会均等や教育水準の維持向上などを図り
つつ，各地域において異なる実情やニーズに応じて最適な対応がなされるよう，教育現場におけ
る主体性を引き出し，創意工夫を一層促すための環境を整備することが重要である。
○　このため，本計画においては，
（ⅰ）国はナショナルスタンダードとして明確な戦略目標を示し基盤整備を行う
（ⅱ…）教育の実施はできる限り，学校など教育施設，設置者である市町村等に委ねるとともに，地
域の多様な人材も教育活動に関与できるようにする。ただし，市町村等の規模などにより，そ
の役割を十分に果たすことが困難である場合には，国や都道府県が一部補完的役割を担うこと
も含め，必要な支援を行う
（ⅲ…）教育の成果を国・地方・学校等でそれぞれ検証・共有し，更なる改善に生かせるようにする
といったシステムの構築を目指す。この視点に立って，国と地方公共団体とが，適切な役割分
担の下に互いに連携・協力しながら，各般の政策に取り組んでいくことが重要である。本計画
においては，国として実施する施策を中心に第２部において整理するものとする。
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（国の役割）
○…　国は，全国的な教育の機会均等や教育水準の維持向上について最終的な責任を負うものである。
本計画においても，以下の役割を確実に果たすための措置を講じることとする。
　
・教育に関する基本的制度の枠組みの設定
・全国的な基準の設定
（学校等の設置基準，学習指導要領，学級編制と教職員定数の標準など）
・教育条件整備に関する支援
（全国データの収集・分析・発信，教職員給与，施設整備への国庫補助など）
・教育の適正な実施のための支援措置
（指導，助言，援助，教育手法等の開発，研修など）
・大学の設置認可，財政支援等
・教育振興に向けた社会全体への旗振り
（各関係者間のネットワークの構築や社会全体への普及啓発など）
（地方の役割）
○…　一方，地方公共団体は，団体自治，住民自治の基本原則に根ざし，広域的な調整，学校等の設
置者として教育の実施について直接的な責任を負うものである。以下の役割を十分に果たすこと
ができるよう，国としては，これまでも権限移譲等の推進を図ってきたが，特に，今後一層，地
域コミュニティとの協働関係を重視し，地方の創意工夫を促すための環境整備を図ることとする。
　
【都道府県】
・広域的な処理を必要とする教育事業の実施及び大学・高等学校等の設置管理
・市町村における教育条件整備に対する支援
・市町村における教育事業への支援措置（指導，助言，援助）
【市町村】
・学校等の設置管理
・教育事業の実施（学校運営の支援等）
第２部　今後５年間に実施すべき教育上の方策
〜四つの基本的方向性に基づく，８の成果目標と30の基本施策〜
（基本的な考え方）
○…　国が行う教育政策の意義・狙いを国民一般，関係者等に分かりやすく伝え，共有するととも
に，政策を効果的かつ着実に実施するためには，目標を明確に設定し，成果を客観的に検証し，
そこで明らかになった課題等をフィードバックし，新たな取組に反映させる検証改善サイクル
（PDCAサイクル）の実践が重要である。
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○…　この点を踏まえ，本計画においては，第１部に示した四つの基本的方向性の実現に向けて，平
成25年度から平成29年度までの５年間における，①成果目標，②成果指標，③その目標を達成
するために必要な具体的施策を示すこととする。
○…　なお，本計画に掲げる成果目標等は，教育の実施の多くを民間や地方公共団体が自律的に担う
ものであることに留意し，国全体において目指すべき水準，国自身が行う施策を整理したもので
ある。各実情に即した具体的な教育の在り方，目標については，国全体の方向性も参考にしつつ，
各関係者が自主的に設定することが望ましく，そのような自発的取組を国として促すこととする。
（注…１:…成果目標の考え方）
○…　成果目標は，政策の事業の量ではなく，教育政策の受益者（学習者，社会全体）に対していか
なる成果（アウトカム）を目指すかといった観点に基づく目標である。
○…　その内容として，最終的には，経済指標の向上など社会全体への波及効果を目指すべきである
が，これらの効果の発現に当たっては長期間を要し教育政策以外の様々な要因が介在するため，
教育政策との因果関係の立証は必ずしも容易ではない。このため，本計画では，社会全体への波
及効果を目指しつつ「どのような知識・能力が身に付くことを目指すのか」，あるいは「どの程
度教育を受ける機会を確保するのか」といったような教育政策による寄与が比較的大きいと考え
られる成果目標を設定。
○…　また，教育政策のアウトカムによる目標設定が困難である場合には，例えば，全国的な取組数
の増加など教育政策の実施により直接的に発現する結果（アウトプット）に係る目標を設定。
（注…２:…成果指標の考え方）
○…　成果指標は，成果目標の内容を補足するとともに目標達成度を直接的又は間接的に測定するた
めの指標として，本計画においては，特に重要と考える指標を例示。その際，客観性の確保のた
めには数値による指標設定が望ましいが，数値化が困難である指標については経年において増減
を把握できる内容とする。
○…　また，達成度の評価に当たっては，本計画に記載しなかった様々な指標の活用や新たな指標の
開発，様々な事例の収集等も考慮することが重要。
（注…３:…基本施策の考え方）
○…　施策は，本計画に定める成果目標の達成に向けて，５年聞において実施する取組（インプッ
ト）であり，いつどのように行うのかといった工程（インプット目標）を極力明記。
４.……絆（きずな）づくりと活力あるコミュニティの形成
＜５年間における具体的方策＞
　…基本施策20　絆（きずな）づくりと活力あるコミュニティの形成に向けた学習環境・協働体制
の整備推進
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【主な取組】
20…－…１　社会全体で子どもたちの学びを支援する取組の推進
・…　「学校支援地域本部」，「放課後子ども教室」などの取組を充実させ，保護者はもとより，地域
住民の参画により子どもたちの学びを支援するための体制を，平成29年度までに全国の小・中
学校区に構築する。また，このような取組を地域コミュニティの形成につなげていく活動を支援
する。
20…－２　地域とともにある学校づくりの推進
・…　保護者や地域住民のカを学校運営に生かす「地域とともにある学校づくり」により，子どもが
抱える課題を地域ぐるみで解決する仕組みづくりや，質の高い学校教育の実現を図る。このため，
コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）の拡大や実効性ある学校関係者評価の実施の促
進，学校裁量権限拡大の促進などの取組を推進する。
　…　あわせて，「地域とともにある学校づくり」に必要な学校マネジメントカの強化を図るため，
マネジメントカをもった管理職・教職員の育成と配置，地域連携のためのコーディネート機能や
事務機能の強化等を促進する。
・…　学校と地域・社会や産業界等とが連携・協働した教育活動の充実が図られるよう，「学校が望
む支援」と「地域・社会や産業界等が提供できる支援」とのマッチングの促進などの取組を推進
する。
20…－３　学びの場を拠点にした地域コミュニティ形成の推進
・…　公民館等の社会教育施設を拠点に，関係部局や関係機関が連携・協働しつつ，地域の課題解決
に向けた講座等の学習や地域活動の支援等を地域コミュニティの形成につなげていく取組を推進
する。
　…　あわせて，学校施設と社会教育施設等との複合化や余裕教室の活用を促進する。さらに，地域
コミュニティ形成の核となる，劇場，音楽堂等が行う活動への支援や，スポーツ基本計画に基づ
く地域のスポーツクラブの育成に取り組む。
20…－…４…　地域における学び宜しに向けた学習機能の強化
・…　大学等の高等教育機関は，本来，地域における生涯学習の拠点としての機能を有しており，そ
の自主的な判断の下，生涯学習センター等も活用しながら，地域支援人材等を養成する人材認証
制度の整備や学び直しの場としての公開講座の充実等，機能強化を促進する。
・…　また，テレビ・ラジオ放送による授業を実施し，各都道府県に学習センターを設置している等
の特性を有する放送大学が，地方公共団体や他大学等と連携した授業科目や公開講演会等の充実
を図り，社会人等が学びやすい学習環境を整備することを促進する。
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基本施策21　地域社会の中核となる高等教育機構（COC構想）の推進
【主な取組】
21…－１　COC構想を推進する高等教育機関への支援
・…　大学等は，教育研究を行うとともに，これらの成果を基にした公開講座の開催や産学官連携に
よる産業振興，スポーツの推進，防災や環境保全，地域医療・公衆衛生，健康増進，過疎対策な
ど，社会や地域における様々な課題解決に取り組んでおり，地域の再生・活性化に貢献している。
　…　今後，地域の実情に応じて，学部学科や専門分野の枠を越えて，地域の高等教育機関が全学的
に連携し，様々な資源を活用しながら地域を志向した教育・研究・社会貢献活動を行うことを支
援することで，解決困難な地域の諸課題に対して，学生が課題解決に参画したりするなど，地域
との相互交流を促進し，地域から信頼される地域コミュニティの中核的存在（COC，Center…of…
Community）としての機能強化を図る。
基本施策22　豊かなつながりの中での家庭教育支援の充実
【主な取組】
22…－１　コミュニティの協働による家庭教育支援の推進
・…　家庭教育の担い手である親の学びを応援するため，子育て経験者などの地域人材を生かし，小
学校等の地域の身近な場において，親が交流・相談できる拠点機能を整備するなど，家庭教育支
援体制の強化に向けた取組を促進する。
　…　また，親の学びの充実に向けて，子どもの発達段階に応じた体験学習プログラムの開発・普及
を促進する。
　…　さらに，公民館，図書館等の社会教育施設における学習機会の提供のみならず，PTA等とも
連携し，親とつながりやすい学校という場や，子育て広場，職場等の多様な場を活用した学習機
会の拡大に向けて取組手法の普及等を行う。
　…　加えて，乳幼児との触れ合いを含む将来親になる中高生の子育て理解学習を推進する。
・…　家庭教育支援に係る地域人材の養成を進めるとともに，その人材を中心として，保健師等の専
門的人材が連携するなど，きめ細かな活動を行う「家庭教育支援チーム」型の支援を，地域の特
性に応じて促進する。
　…　また，教育・福祉関係機関・団体等とのネットワークを構築しつつ，課題を抱える家庭への訪
問や相談対応などを生徒指導等と連携して行う仕組みづくりを支援する。
22…－２…子どもから大人までの生活習慣づくりの推進
・…　働く親が子どもや地域との関わりを持つ時間を十分持つことができるよう，企業に対して子ど
もの生活習慣づくりの重要性についての啓発やワーク・ライフ・バランスの理念を踏まえた具体
的な取組等の情報提供を行うとともに，地方公共団体に対して企業との協力を促すことにより，
子どもの生活習慣づくりを推進する。また，生活の自己管理が可能になってくる中高生以上の世
代向けの普及啓発を実施する。
－80－
２　地方自治体の主な計画における施策と施策の柱，評価指標一覧
（１）概要
　…　地方自治体で策定された教育計画に見られる社会教育分野の評価指標について調査したもので
ある。
（２）対象
　…　都道府県，人口が20万人以上の市及び20万人以下の県庁所在地及び特別区における教育計画
とした。
（３）方法
　…　各自治体の公式ウェブサイトにアクセスし，公開されている社会教育分野の教育計画を収集し
た。
（４）期間
　　2014年４月から2014年6月にかけて収集した。
（５）自治体数内訳
　　
（１）都道府県 47
市
　
区
（２）政令指定都市 20
（３）50〜100万人 15
（４）30〜50万人 49
（５）20〜30万人 50
（6）20万人未満の県庁所在地及び特別区 6
計 187
（6）記載について
　…　各計画は，教育振興基本計画，生涯学習推進計画，社会教育計画，その他，該当計画なしに分
類した。判断は，計画の名称及び計画本文中の説明に拠った。「その他」とは，教育振興基本計
画等としての位置づけは明示されていないが，教育を中心とした計画や，既存の総合計画におけ
る教育に関する記述をもって教育振興基本計画とみなすものを指す。「該当計画なし」とは，本
調査の対象である計画が策定されていない場合（調査時点で策定中及び期間終了を含む）を指す。
　…　記載されている事項は，各計画からそのまま抜き書きした。ただし，社会教育と関わりが希薄
であると判断される事項等については，必要に応じて，省略を行っている。個別事業について
は，指標がある計画のみ抜き書きすることとした。
－81－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
身
近
な
地
域
の
自
然
や
歴
史
，
伝
統
，
文
化
，
産
業
等
の
理
解
の
促
進
‐
‐
‐
○
　
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
歴
史
や
文
化
等
に
関
す
る
教
育
の
充
実
‐
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
の
歴
史
・文
化
等
に
関
す
る
調
べ
学
習
に
お
い
て
，
資
料
等
を
活
用
し
て
調
べ
学
習
を
行
っ
て
い
る
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
29
年
度
）
○
　
北
方
領
土
に
関
す
る
教
育
の
充
実
‐
北
方
領
土
に
関
す
る
学
習
に
お
い
て
，
資
料
等
を
活
用
し
て
調
べ
学
習
を
行
っ
て
い
る
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
29
年
度
）
‐
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
準
じ
た
事
業
を
含
む
）を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
数
17
9市
町
村
（平
成
29
年
度
）
‐
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「朝
の
読
書
」
等
の
一
斉
読
書
の
時
間
を
設
け
て
い
る
と
回
答
し
た
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
29
年
度
）
‐
公
立
図
書
館
・図
書
室
に
お
い
て
，
幼
児
・児
童
1人
が
，
1年
間
に
借
り
た
児
童
書
の
冊
数
24
冊
（平
成
29
年
度
）
‐
公
立
図
書
館
等
の
児
童
書
貸
出
冊
数
‐
○
　
学
校
に
お
け
る
多
様
な
体
験
活
動
の
推
進
‐
地
域
の
人
材
や
施
設
等
を
活
用
し
，
地
域
の
自
然
・文
化
・歴
史
等
を
理
解
す
る
体
験
活
動
を
指
導
計
画
に
位
置
付
け
て
全
て
の
学
年
で
実
施
し
た
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
29
年
度
）
○
　
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
体
力
・運
動
能
力
の
向
上
○
　
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
運
動
・外
遊
び
の
促
進
‐
‐
‐
食
育
の
推
進
○
　
食
に
関
す
る
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
育
成
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
へ
の
支
援
の
充
実
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
○
　
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
充
実
○
　
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
相
談
体
制
の
充
実
‐
「北
海
道
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
等
制
度
」に
登
録
し
て
い
る
企
業
数
2,
50
0社
（平
成
29
年
度
）
‐
放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
に
お
け
る
「放
課
後
子
供
教
室
」
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
事
業
の
実
施
に
よ
り
，
安
全
・
安
心
な
子
供
の
活
動
拠
点
が
整
備
さ
れ
て
い
る
市
町
村
の
割
合
10
0％
（平
成
29
年
度
）
‐
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
及
び
こ
れ
に
相
当
す
る
取
組
を
実
施
す
る
市
町
村
の
割
合
10
0％
（平
成
29
年
度
）
‐
地
域
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
補
充
的
な
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
の
割
合
50
％
（平
成
29
年
度
）
‐
大
学
，
市
町
村
，
民
間
事
業
者
等
が
連
携
し
て
提
供
す
る
道
民
カ
レ
ッ
ジ
の
連
携
講
座
数
5,
50
0講
座
（平
成
29
年
度
）
‐
道
民
カ
レ
ッ
ジ
の
主
催
講
座
・連
携
講
座
の
受
講
者
数
13
2,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
道
民
1人
が
1年
間
に
公
立
図
書
館
か
ら
借
り
た
図
書
の
冊
数
7冊
（平
成
29
年
度
）
生
涯
学
習
活
動
の
促
進
豊
か
な
人
間
性
と
感
性
を
育
む
教
育
の
推
進
心
身
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
教
育
の
推
進
社
会
で
活
き
る
実
践
的
な
力
の
育
成
○
　
学
習
機
会
の
充
実
○
　
学
習
情
報
提
供
と
相
談
機
能
の
充
実
地
域
で
の
子
供
た
ち
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
地
域
の
教
育
力
の
向
上
○
　
子
供
の
活
動
拠
点
づ
く
り
の
促
進
○
　
地
域
の
教
育
力
向
上
に
向
け
た
取
組
の
充
実
読
書
活
動
の
推
進
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
○
　
読
書
環
境
の
整
備
・充
実
体
験
的
な
活
動
の
充
実
ふ
る
さ
と
教
育
の
充
実
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
を
守
り
育
て
る
体
制
づ
く
り
の
推
進
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
「当
て
は
ま
ら
な
い
」と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「読
書
は
好
き
で
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「家
や
図
書
館
で
，
普
段
（月
～
金
曜
日
），
1日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
，
読
書
を
し
ま
す
か
」の
設
問
に
対
し
，
「1
0分
以
上
」と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
青
少
年
教
育
施
設
に
お
け
る
，
子
供
た
ち
を
巡
る
課
題
の
解
決
を
テ
ー
マ
と
し
た
主
催
事
業
（パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
）の
内
容
に
関
し
て
参
加
者
の
「非
常
に
満
足
」と
回
答
し
た
者
の
割
合
○
　
「全
国
体
力
・運
動
能
力
，
運
動
習
慣
等
調
査
」に
お
い
て
，
週
1日
以
上
体
育
の
授
業
以
外
で
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
回
答
し
た
小
学
5年
生
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か
」の
設
問
に
対
し
て
，
「食
べ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
（再
掲
）
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
，
普
段
（月
～
金
曜
日
），
1日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
，
勉
強
を
し
ま
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
，
「全
く
し
な
い
」と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
北
海
道
高
等
学
校
学
習
状
況
調
査
等
に
お
い
て
，
「長
期
休
業
中
を
除
く
，
授
業
等
が
行
わ
れ
た
期
間
に
，
家
庭
学
習
（宿
題
や
資
格
取
得
の
た
め
の
学
習
を
含
む
。
）を
一
度
も
し
な
い
週
が
あ
り
ま
す
か
」に
つ
い
て
，
「し
な
い
週
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
生
徒
の
割
合
（再
掲
）
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「学
校
や
塾
の
先
生
や
家
の
人
以
外
の
地
域
の
大
人
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
，
勉
強
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合 ○
　
地
域
に
お
い
て
，
自
ら
学
習
に
取
り
組
も
う
と
す
る
気
運
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
住
民
の
割
合
○
　
学
習
し
た
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
生
か
し
て
い
る
地
域
住
民
の
割
合
○
　
青
少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
修
了
者
の
う
ち
，
地
域
（自
分
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
又
は
通
学
し
て
い
る
市
町
村
等
）の
様
々
な
体
験
活
動
の
機
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
へ
参
画
し
た
者
の
割
合
○
　
週
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
い
る
成
人
の
割
合
北
海
道
教
育
推
進
計
画
（改
訂
版
）
平
成
20
年
度
～
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
北
海
道
ら
し
い
生
涯
学
習
の
実
現
学
ん
だ
成
果
を
活
か
す
生
涯
学
習
の
推
進社
会
の
変
化
に
対
応
し
，
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
力
を
育
む
教
育
の
推
進
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
北
海
道
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
・充
実
○
　
学
習
成
果
の
適
切
な
評
価
と
活
用
の
た
め
の
環
境
の
整
備
・充
実
○
　
広
域
性
に
対
応
し
た
学
習
環
境
の
充
実
‐
道
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
研
修
事
業
に
お
け
る
社
会
教
育
関
係
職
員
以
外
の
参
加
者
の
割
合
50
％
（平
成
29
年
度
）
社
会
教
育
活
動
の
推
進
○
　
生
涯
各
期
に
お
け
る
学
習
活
動
の
促
進
○
　
住
民
の
参
画
や
協
働
に
よ
る
社
会
教
育
活
動
の
推
進
‐
ま
ち
づ
く
り
や
住
民
参
加
に
つ
な
が
る
市
民
意
識
・社
会
連
帯
意
識
に
関
す
る
学
級
・講
座
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
の
割
合
50
％
（平
成
29
年
度
）
‐
社
会
教
育
主
事
を
配
置
し
て
い
る
市
町
村
の
割
合
10
0％
（平
成
29
年
度
）
‐
市
町
村
立
図
書
館
等
に
対
す
る
協
力
貸
出
数
及
び
道
立
図
書
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
貸
出
数
50
,0
00
冊
（平
成
29
年
度
）
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
設
置
し
て
い
る
市
町
村
数
17
9全
市
町
村
（平
成
29
年
度
）
青
少
年
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
成
人
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
多
様
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
‐
‐
‐
‐
指
導
者
の
養
成
・確
保
‐
‐
‐
‐
民
間
指
導
者
の
養
成
・活
用
‐
‐
‐
‐
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
‐
‐
‐
‐
団
体
活
動
の
振
興
‐
‐
‐
‐
民
間
教
育
事
業
の
振
興
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
を
総
合
的
に
推
進
す
る
拠
点
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
‐
夢
や
志
を
持
ち
，
想
像
力
豊
か
な
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
た
社
会
全
体
で
取
り
組
む
「生
き
る
力
」の
育
成
‐
‐
‐
‐
‐
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
人
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
学
び
と
社
会
参
加
活
動
の
拡
大
‐
‐
‐
‐
‐
あ
お
も
り
の
今
と
未
来
を
つ
く
る
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
社
会
教
育
推
進
の
た
め
の
基
盤
整
備
○
　
社
会
教
育
指
導
者
の
養
成
○
　
社
会
教
育
施
設
の
機
能
充
実
潤
い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
社
会
教
育
の
推
進
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
「当
て
は
ま
ら
な
い
」と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「読
書
は
好
き
で
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「家
や
図
書
館
で
，
普
段
（月
～
金
曜
日
），
1日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
，
読
書
を
し
ま
す
か
」の
設
問
に
対
し
，
「1
0分
以
上
」と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
青
少
年
教
育
施
設
に
お
け
る
，
子
供
た
ち
を
巡
る
課
題
の
解
決
を
テ
ー
マ
と
し
た
主
催
事
業
（パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
）の
内
容
に
関
し
て
参
加
者
の
「非
常
に
満
足
」と
回
答
し
た
者
の
割
合
○
　
「全
国
体
力
・運
動
能
力
，
運
動
習
慣
等
調
査
」に
お
い
て
，
週
1日
以
上
体
育
の
授
業
以
外
で
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
と
回
答
し
た
小
学
5年
生
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か
」の
設
問
に
対
し
て
，
「食
べ
て
い
る
」
と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
（再
掲
）
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
，
普
段
（月
～
金
曜
日
），
1日
当
た
り
ど
れ
く
ら
い
の
時
間
，
勉
強
を
し
ま
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
，
「全
く
し
な
い
」と
回
答
し
た
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
北
海
道
高
等
学
校
学
習
状
況
調
査
等
に
お
い
て
，
「長
期
休
業
中
を
除
く
，
授
業
等
が
行
わ
れ
た
期
間
に
，
家
庭
学
習
（宿
題
や
資
格
取
得
の
た
め
の
学
習
を
含
む
。
）を
一
度
も
し
な
い
週
が
あ
り
ま
す
か
」に
つ
い
て
，
「し
な
い
週
が
あ
る
」
と
回
答
し
た
生
徒
の
割
合
（再
掲
）
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「学
校
や
塾
の
先
生
や
家
の
人
以
外
の
地
域
の
大
人
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
，
勉
強
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合 ○
　
地
域
に
お
い
て
，
自
ら
学
習
に
取
り
組
も
う
と
す
る
気
運
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
る
住
民
の
割
合
○
　
学
習
し
た
成
果
を
ま
ち
づ
く
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
生
か
し
て
い
る
地
域
住
民
の
割
合
○
　
青
少
年
活
動
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
修
了
者
の
う
ち
，
地
域
（自
分
の
住
ん
で
い
る
市
町
村
又
は
通
学
し
て
い
る
市
町
村
等
）の
様
々
な
体
験
活
動
の
機
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
活
動
へ
参
画
し
た
者
の
割
合
○
　
週
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
い
る
成
人
の
割
合
第
２
次
北
海
道
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
平
成
18
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
明
日
の
北
海
道
を
支
え
る
人
づ
く
り
社
会
教
育
の
充
実
北
の
大
地
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
健
康
づ
く
り
，
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
北
海
道
教
育
推
進
計
画
（改
訂
版
）
平
成
20
年
度
～
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
北
海
道
ら
し
い
生
涯
学
習
の
実
現
生
涯
学
習
に
お
け
る
北
海
道
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
構
築
指
導
者
（学
習
支
援
者
）の
養
成
・活
用
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
・充
実
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
団
体
活
動
と
民
間
教
育
事
業
の
振
興
学
ん
だ
成
果
を
活
か
す
生
涯
学
習
の
推
進 文
化
・芸
術
活
動
の
推
進
青
森
県
青
森
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
あ
お
も
り
の
未
来
を
つ
く
る
人
財
の
育
成
あ
お
も
り
の
今
を
つ
く
る
人
財
の
育
成
北
海
道
－83－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標 豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
道
徳
教
育
，
体
験
活
動
・読
書
活
動
等
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
多
様
な
体
験
活
動
の
充
実
（学
習
機
会
の
充
実
）
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
課
題
の
解
決
・家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
に
わ
た
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
人
々
の
広
が
り
‐
‐
‐
‐
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
場
の
広
が
り
‐
‐
‐
‐
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
，
健
や
か
な
体
の
育
成
健
康
な
体
づ
く
り
と
体
力
・運
動
能
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
と
学
校
と
の
協
働
に
よ
る
学
校
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
子
供
た
ち
の
体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
を
つ
く
る
生
涯
学
習
・文
化
芸
術
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け
た
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
ふ
る
さ
と
教
育
の
全
体
計
画
等
を
作
成
し
て
い
る
学
校
の
割
合
小
学
校
：1
00
％
　
中
学
校
：1
00
％
（平
成
26
年
度
）
‐
少
年
自
然
の
家
等
に
お
け
る
長
期
宿
泊
(3
泊
以
上
)を
伴
う
主
催
事
業
数
8事
業
（平
成
26
年
度
）
地
域
と
学
校
が
支
え
合
う
取
組
の
推
進
○
　
児
童
・生
徒
を
支
え
る
人
材
の
養
成
と
発
掘
‐
中
学
校
区
に
お
け
る
学
校
支
援
地
域
本
部
ま
た
は
放
課
後
子
供
教
室
の
実
施
率
83
.5
％
（平
成
26
年
度
）
○
　
秋
田
県
家
庭
教
育
支
援
制
度
「我
が
社
は
家
庭
教
育
応
援
団
」の
拡
充
‐
「我
が
社
は
家
庭
教
育
応
援
団
」登
録
企
業
数
10
0社
（平
成
26
年
度
）
○
　
有
害
情
報
に
関
す
る
意
識
啓
発
活
動
の
充
実
‐
有
害
情
報
対
策
に
か
か
る
講
座
・研
修
会
の
実
施
市
町
村
数
25
市
町
村
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学
力
と
高
い
志
を
育
て
る
教
育
の
充
実
心
を
育
み
自
立
を
支
え
る
教
育
の
推
進
地
域
と
と
も
に
取
り
組
む
多
様
な
教
育
の
展
開
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
み
ま
す
広
が
り
と
深
ま
り
の
あ
る
生
涯
学
習
の
振
興 生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
宮
城
県
宮
城
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
夢
と
志
を
持
ち
，
そ
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
考
え
行
動
し
，
社
会
を
生
き
抜
く
人
間
を
育
む
次
代
を
支
え
る
社
会
の
一
員
と
し
て
，
歴
史
が
培
っ
て
き
た
文
化
や
規
範
を
尊
重
し
，
思
い
や
り
の
心
に
富
ん
だ
人
間
を
育
む
学
校
・家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
充
実
と
連
携
の
強
化
を
図
り
，
宮
城
の
豊
か
な
教
育
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
，
社
会
全
体
で
子
供
を
守
り
育
て
る
環
境
を
つ
く
る 生
涯
に
わ
た
り
学
び
，
互
い
に
高
め
合
い
，
充
実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
家
庭
・地
域
・学
校
が
協
働
し
て
子
供
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
岩
手
県
岩
手
の
教
育
振
興
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
秋
田
県
あ
き
た
の
教
育
振
興
に
関
す
る
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
・文
化
～
「人
材
・文
化
芸
術
の
宝
庫
い
わ
て
」
の
実
現
～
ふ
る
さ
と
教
育
の
趣
旨
の
具
体
化
を
図
る
教
育
の
充
実
・発
展
○
　
多
様
で
魅
力
あ
る
体
験
活
動
の
推
進
○
　
教
育
施
設
の
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
的
利
用
の
推
進
○
　
体
験
活
動
を
通
し
た
ふ
る
さ
と
教
育
・キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
○
　
子
供
の
読
書
環
境
の
整
備
及
び
関
係
組
織
の
連
携
強
化
の
推
進
○
　
体
験
を
重
視
し
た
環
境
学
習
の
充
実
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
・協
力
に
よ
り
子
供
た
ち
を
育
み
ま
す
N
P
O
や
企
業
な
ど
民
間
と
の
協
働
に
よ
る
教
育
活
動
の
展
開
生
涯
に
わ
た
る
学
習
・文
化
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
教
育
振
興
運
動
を
基
盤
と
し
た
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
教
育
の
推
進
－84－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
学
ん
だ
成
果
を
生
か
す
環
境
づ
く
り
○
　
「元
気
な
秋
田
」を
つ
く
る
行
動
人
の
紹
介
○
　
「元
気
な
秋
田
」を
つ
く
る
学
習
機
会
の
提
供
○
　
「元
気
な
秋
田
」を
つ
く
る
た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
強
化
‐
県
民
に
紹
介
す
る
行
動
人
の
人
数
(累
計
)
40
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
‐
住
民
の
課
題
解
決
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
を
実
施
す
る
公
立
図
書
館
・公
民
館
図
書
室
の
割
合
50
％
（平
成
26
年
度
）
‐
郷
土
理
解
や
人
（※
行
動
人
）づ
く
り
の
取
組
を
実
施
す
る
公
民
館
の
割
合
10
0％
（平
成
26
年
度
）
秋
田
県
生
涯
学
習
ビ
ジ
ョ
ン
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
す
べ
て
の
県
民
が
行
動
人
に
な
る
‐
‐
‐
‐
‐
‐
施
策
体
系
等
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
自
分
や
他
人
の
生
命
を
尊
重
し
守
る
教
育
の
充
実
を
図
る
○
　
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
○
　
家
庭
教
育
の
悩
み
を
抱
え
る
親
へ
の
支
援
の
推
進 ○
　
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
‐
家
庭
教
育
講
座
等
を
実
施
し
て
い
る
市
町
村
数
全
35
市
町
村
（平
成
27
年
度
）
読
書
を
通
じ
て
人
間
性
を
高
め
る
○
　
読
書
活
動
の
総
合
的
な
推
進
○
　
学
校
に
お
け
る
読
書
活
動
の
充
実
○
　
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
学
校
図
書
館
の
充
実 ○
　
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
読
書
活
動
の
推
進
○
　
県
民
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
環
境
整
備
‐
‐
‐
「ま
な
び
」を
通
し
て
，
自
立
を
め
ざ
す
関
心
と
意
欲
を
高
め
，
能
力
を
伸
ば
す
郷
土
に
ま
な
び
，
郷
土
を
大
切
に
す
る
○
　
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
教
育
の
充
実
○
　
学
校
を
軸
に
し
た
地
域
と
の
連
携
推
進
‐
‐
‐
「か
か
わ
り
」を
通
し
て
社
会
力
を
育
成
す
る
○
　
大
人
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
と
，
子
供
と
か
か
わ
る
機
会
の
充
実
○
　
青
少
年
の
社
会
力
の
育
成
‐
Ｙ
Ｙ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者
数
2,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
社
会
力
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
環
境
を
整
え
る
○
　
学
校
・地
域
の
住
民
・市
町
村
職
員
の
共
通
理
解
と
人
材
育
成
○
　
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
・融
合
の
推
進
○
　
学
校
と
青
少
年
教
育
施
設
と
の
連
携
推
進
○
　
社
会
力
を
は
ぐ
く
む
拠
点
施
設
の
機
能
強
化
‐
体
験
活
動
指
導
者
が
，
学
校
や
公
民
館
等
に
お
い
て
，
子
供
と
共
に
活
動
す
る
回
数
40
0回
／
年
間
（平
成
27
年
度
）
地
域
文
化
が
活
き
る
人
間
性
豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
生
涯
学
習
社
会
を
形
成
す
る
○
　
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
○
　
学
習
成
果
の
活
用
支
援
○
　
新
た
な
山
形
県
生
涯
学
習
振
興
計
画
の
策
定
‐
や
ま
が
た
マ
ナ
ビ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
事
業
で
情
報
提
供
し
た
生
涯
学
習
講
座
の
受
講
者
数
17
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
活
力
あ
る
健
全
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る
誰
に
で
も
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
○
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
安
定
経
営
に
向
け
た
支
援
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
の
養
成
・確
保
と
活
用
○
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
交
流
機
会
の
拡
大
‐
県
内
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
24
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
家
庭
で
の
学
び
‐
‐
‐
‐
‐
幼
児
期
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
て
る
広
い
「か
か
わ
り
」の
中
で
，
社
会
を
つ
く
る
人
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
社
会
力
を
育
成
す
る
第
4次
山
形
県
生
涯
学
習
振
興
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
自
立
す
る
力
と
協
働
す
る
力
を
培
う
学
習
機
会
の
充
実
第
5次
山
形
県
教
育
振
興
計
画
後
期
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
「い
の
ち
」を
大
切
に
し
，
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
て
る
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
べ
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
図
書
館
や
博
物
館
，
公
民
館
等
の
機
能
を
生
か
し
た
身
近
な
知
の
拠
点
づ
く
り
○
　
県
民
の
知
と
行
動
を
結
ぶ
拠
点
と
し
て
の
県
立
図
書
館
，
県
立
博
物
館
の
機
能
の
充
実
○
　
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
知
と
行
動
の
拠
点
と
し
て
の
市
町
村
社
会
教
育
施
設
に
対
す
る
支
援
の
充
実
社
会
で
の
学
び
山
形
県
秋
田
県
あ
き
た
の
教
育
振
興
に
関
す
る
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
学
力
と
高
い
志
を
育
て
る
教
育
の
充
実
心
を
育
み
自
立
を
支
え
る
教
育
の
推
進
地
域
と
と
も
に
取
り
組
む
多
様
な
教
育
の
展
開
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
読
書
が
好
き
な
児
童
生
徒
の
割
合
（全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
）
○
　
今
，
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
（全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
）
－85－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
少
年
期
‐
‐
‐
‐
青
年
期
・地
域
活
動
‐
‐
‐
‐
成
人
期
・少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
‐
‐
‐
‐
高
齢
期
・地
域
参
画
・社
会
貢
献
‐
‐
‐
‐
高
齢
期
・健
康
・介
護
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
親
し
む
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
全
体
で
の
学
校
教
育
支
援
‐
‐
‐
‐
安
全
な
居
場
所
づ
く
り
と
体
験
活
動
‐
‐
‐
‐
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
山
形
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
山
形
県
青
少
年
教
育
施
設
・「
青
年
の
家
」の
機
能
の
強
化
‐
‐
‐
‐
山
形
県
青
少
年
教
育
施
設
・「
少
年
自
然
の
家
」の
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
山
形
県
立
図
書
館
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
・相
談
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
‐
市
町
村
に
お
け
る
「子
供
読
書
活
動
推
進
計
画
」の
策
定
状
況
（％
）
60
.0
％
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
‐
‐
体
験
活
動
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
実
施
状
況
（時
間
）
（公
立
小
学
校
）
増
加
（平
成
26
年
度
）
○
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
対
す
る
活
動
支
援
‐
‐
‐
○
　
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
よ
る
学
校
へ
の
協
力
・
支
援
体
制
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
人
口
1人
当
た
り
の
年
間
貸
出
冊
数
（公
共
図
書
館
，
公
民
館
図
書
室
）
4.
3冊
以
上
（平
成
26
年
度
）
‐
各
学
校
及
び
公
民
館
・図
書
館
に
お
い
て
活
動
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
べ
人
数
（公
立
小
・中
・高
・特
別
支
援
学
校
）
増
加
（平
成
26
年
度
）
‐
市
町
村
に
お
け
る
「子
供
読
書
活
動
推
進
計
画
」の
策
定
状
況
（％
）
60
.0
％
以
上
（平
成
26
年
度
）
‐
家
庭
教
育
支
援
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
（月
平
均
）
（福
島
県
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
50
0以
上
（平
成
26
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
本
を
1か
月
に
一
冊
以
上
読
ん
だ
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
成
人
の
週
2回
以
上
の
運
動
実
施
率
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
体
を
は
ぐ
く
み
ま
す
第
6次
福
島
県
総
合
教
育
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
"ふ
く
し
ま
の
和
"で
奏
で
る
，
こ
こ
ろ
豊
か
な
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
山
形
県
豊
か
さ
を
創
造
で
き
る
生
涯
学
習
の
推
進
連
携
・協
働
と
学
習
環
境
の
整
備
福
島
県
○
　
体
験
活
動
の
推
進
○
　
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
○
　
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
学
校
支
援
の
促
進
○
　
放
課
後
等
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
の
支
援
○
　
地
域
の
社
会
教
育
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
支
援
○
　
読
書
活
動
の
推
進
○
　
子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
等
の
充
実
○
　
情
報
提
供
や
相
談
体
制
な
ど
き
め
細
や
か
な
支
援
体
制
の
充
実
○
　
学
校
と
家
庭
の
連
携
の
促
進
知
・徳
・体
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
，
社
会
に
貢
献
す
る
自
立
し
た
人
間
の
育
成
子
供
た
ち
の
豊
か
な
こ
こ
ろ
を
は
ぐ
く
み
ま
す
社
会
で
の
学
び
第
4次
山
形
県
生
涯
学
習
振
興
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
自
立
す
る
力
と
協
働
す
る
力
を
培
う
学
習
機
会
の
充
実
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
協
力
社
会
教
育
施
設
に
よ
る
支
援
学
校
，
家
庭
，
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
実
現
地
域
全
体
で
子
供
た
ち
を
教
え
育
て
る
取
組
み
を
支
援
し
ま
す
家
庭
に
お
け
る
教
育
を
支
援
し
ま
す
－86－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
た
家
庭
教
育
事
業
の
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
‐
十
七
字
の
ふ
れ
あ
い
事
業
の
応
募
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
‐
県
民
カ
レ
ッ
ジ
（夢
ま
な
び
と
）受
講
者
数
40
,0
00
人
以
上
（平
成
26
年
度
）
‐
県
立
美
術
館
，
県
立
博
物
館
，
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
，
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
，
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
の
入
館
者
数
及
び
県
立
図
書
館
の
貸
出
冊
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
‐
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
た
生
涯
学
習
・社
会
教
育
関
連
事
業
へ
の
参
加
者
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
自
然
に
親
し
み
，
自
然
を
尊
重
す
る
こ
こ
ろ
を
は
ぐ
く
み
ま
す
○
　
豊
か
な
自
然
に
親
し
む
体
験
活
動
の
推
進
‐
「せ
せ
ら
ぎ
ス
ク
ー
ル
」へ
の
延
べ
参
加
者
数
（公
私
立
小
・中
・高
等
学
校
）
増
加
（平
成
26
年
度
）
豊
か
な
教
育
環
境
の
形
成
地
域
に
お
け
る
身
近
な
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
環
境
を
整
備
し
ま
す
○
　
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
‐
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
率
21
.0
％
以
上
（平
成
26
年
度
）
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
生
涯
学
習
の
推
進
地
域
の
課
題
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
学
習
成
果
を
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
団
塊
の
世
代
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
促
進
○
　
学
ぶ
力
の
育
成
○
　
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
○
　
登
録
制
度
の
充
実
○
　
交
流
機
会
の
創
出
○
　
地
域
活
動
へ
の
働
き
か
け
○
　
活
動
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
た
家
庭
教
育
事
業
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
‐
各
学
校
及
び
公
民
館
・図
書
館
に
お
い
て
活
動
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
べ
人
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
○
　
成
果
発
表
の
場
と
機
会
の
充
実
‐
○
　
学
習
成
果
の
活
用
の
場
と
機
会
の
確
保
‐
○
　
表
彰
制
度
等
の
創
設
の
検
討
‐ ‐
県
民
カ
レ
ッ
ジ
受
講
者
数
40
,0
00
人
以
上
（平
成
26
年
度
）
‐
「夢
ま
な
ひ
と
」ア
ク
セ
ス
数
15
2,
00
0件
以
上
（平
成
26
年
度
）
‐
県
立
美
術
館
，
県
立
博
物
館
，
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー
，
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
，
文
化
財
セ
ン
タ
ー
白
河
館
の
入
館
者
数
及
び
県
立
図
書
館
の
貸
出
冊
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
本
を
1か
月
に
一
冊
以
上
読
ん
だ
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
成
人
の
週
2回
以
上
の
運
動
実
施
率
○
　
安
全
・安
心
な
活
動
拠
点
の
整
備
○
　
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
子
供
の
育
成
の
支
援
○
　
子
育
て
に
関
わ
る
人
材
の
育
成
と
家
庭
へ
の
支
援 ○
　
読
書
に
親
し
む
活
動
と
健
康
づ
く
り
の
推
進
○
　
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
果
継
承
○
　
学
習
情
報
提
供
の
充
実
○
　
仕
事
と
生
活
の
調
和
（ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
）の
推
進
○
　
様
々
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
機
会
の
充
実 ○
　
e-
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
学
習
用
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
施
設
の
機
能
強
化
○
　
生
涯
学
習
推
進
拠
点
機
能
の
強
化
○
　
生
涯
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
○
　
生
涯
学
習
施
設
間
の
連
携
強
化
学
習
成
果
の
発
表
と
活
用
の
場
の
提
供
表
彰
制
度
等
の
創
設
県
内
各
地
で
実
施
さ
れ
た
学
習
成
果
の
発
表
事
業
へ
の
参
加
者
数
前
年
比
5％
以
上
の
増
加
（平
成
26
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
と
回
答
し
た
県
民
の
割
合
（支
援
を
含
む
）
第
6次
福
島
県
総
合
教
育
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
"ふ
く
し
ま
の
和
"で
奏
で
る
，
こ
こ
ろ
豊
か
な
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
福
島
県
福
島
県
生
涯
学
習
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
○
　
子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
等
の
充
実
○
　
情
報
提
供
や
相
談
体
制
な
ど
き
め
細
や
か
な
支
援
体
制
の
充
実
○
　
学
校
と
家
庭
の
連
携
の
促
進
○
　
県
民
の
学
習
機
会
の
充
実
と
学
習
成
果
を
活
か
し
た
社
会
参
加
の
促
進
○
　
生
涯
学
習
施
設
等
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
○
　
生
涯
学
習
推
進
拠
点
機
能
の
強
化
学
び
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
推
進
生
涯
学
習
の
普
及
啓
発
学
習
機
会
の
提
供
学
習
情
報
の
提
供
関
係
機
関
等
の
連
携
・強
化
生
涯
学
習
に
お
け
る
学
習
活
動
の
評
価
と
活
用
機
会
の
確
保
生
涯
学
習
社
会
ふ
く
し
ま
の
実
現
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
校
・家
庭
・地
域
が
一
体
と
な
っ
た
子
供
た
ち
を
は
ぐ
く
む
取
組
み
の
推
進
学
校
，
家
庭
，
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
実
現
家
庭
に
お
け
る
教
育
を
支
援
し
ま
す
生
涯
を
通
し
て
学
習
し
，
そ
の
成
果
が
活
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
「生
き
る
力
」の
形
成
－87－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
先
進
的
な
取
組
み
や
学
習
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
情
報
活
用
‐
○
　
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
‐
○
　
社
会
教
育
主
事
等
専
門
職
員
へ
の
支
援
‐
○
　
家
庭
の
教
育
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
○
　
い
き
い
き
子
育
て
地
域
連
携
実
践
講
座
開
設
事
業 ○
　
教
育
・子
育
て
電
話
相
談
事
業
○
　
茨
城
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者
地
区
別
研
修
会
の
開
催
‐
‐
‐
○
　
「早
寝
・早
起
き
・朝
ご
飯
」運
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
「お
手
伝
い
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
奨
励
事
業
」の
実
施
‐
‐
‐
○
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
氾
濫
す
る
有
害
情
報
か
ら
子
供
た
ち
を
守
る
「茨
城
県
メ
デ
ィ
ア
教
育
指
導
員
」に
よ
る
研
修
会
等
の
実
施
‐
‐
‐
○
　
「地
域
に
生
き
る
ヤ
ン
グ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
」の
推
進
‐
‐
‐
○
　
「体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）」
の
活
用
促
進
‐
‐
‐
○
　
「元
気
い
ば
ら
き
っ
子
育
成
事
業
」の
推
進
‐
‐
‐
学
校
教
育
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
○
　
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
研
修
会
（全
体
会
・地
区
別
研
修
会
）
‐
‐
‐
○
　
多
様
な
広
報
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
連
絡
会
議
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
活
用
の
促
進
‐
‐
‐
○
　
学
習
相
談
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
県
民
大
学
講
座
開
設
事
業
‐
‐
‐
○
　
茨
城
県
弘
道
館
ア
カ
デ
ミ
ー
推
進
事
業
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
講
演
会
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
指
導
者
研
修
‐
‐
‐
○
　
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
事
業
‐
‐
‐
○
　
愛
宕
塾
○
　
茨
城
県
弘
道
館
ア
カ
デ
ミ
ー
推
進
事
業
○
　
県
民
大
学
講
座
開
設
事
業
○
　
地
域
の
担
い
手
育
成
講
座
（意
識
の
高
揚
）
○
　
社
会
教
育
施
設
・学
校
等
の
連
携
促
進
講
座
（仕
組
み
づ
く
り
）
○
　
社
会
貢
献
活
動
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
（知
識
・技
能
の
向
上
）
○
　
学
校
図
書
館
支
援
活
動
の
強
化
（団
体
貸
出
，
業
務
に
対
す
る
助
言
・相
談
）
‐
○
　
公
立
図
書
館
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
（図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
‐
茨
城
県
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
生
涯
に
わ
た
っ
て
質
の
高
い
学
び
を
進
め
る
環
境
づ
く
り
県
民
の
読
書
活
動
へ
の
支
援
学
校
図
書
館
等
へ
の
団
体
貸
出
冊
数
42
,0
00
冊
（平
成
27
年
度
）
家
庭
教
育
支
援
資
料
「家
庭
教
育
ブ
ッ
ク
ひ
よ
こ
」を
活
用
し
た
研
修
会
を
全
幼
稚
園
，
保
育
所
で
実
施
す
る
家
庭
教
育
支
援
資
料
「家
庭
教
育
ブ
ッ
ク
ひ
よ
こ
」を
活
用
し
た
研
修
会
の
実
施
箇
所
数
と
そ
の
割
合
85
6園
（1
00
％
）全
て
で
実
施
（平
成
27
年
度
）
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た
子
育
て
支
援
い
ば
ら
き
っ
子
の
多
様
な
体
験
活
動
充
実
の
た
め
の
支
援
生
涯
学
習
の
普
及
・啓
発
の
推
進
多
様
な
学
習
機
会
や
場
の
提
供
学
習
成
果
の
活
用
と
体
制
の
整
備
「新
し
い
公
共
」に
係
る
社
会
貢
献
活
動
の
普
及
促
進
を
図
る
「新
し
い
公
共
」社
会
貢
献
活
動
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
の
参
加
率
60
.0
％
（平
成
27
年
度
）
調
査
・研
究
人
材
育
成
市
町
村
公
民
館
主
事
等
の
研
修
等
の
参
加
者
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
地
域
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
と
回
答
し
た
県
民
の
割
合
（支
援
を
含
む
）
家
庭
教
育
の
充
実
福
島
県
福
島
県
生
涯
学
習
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
社
会
ふ
く
し
ま
の
実
現
調
査
・研
究
及
び
人
材
育
成
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
茨
城
県
社
会
全
体
で
の
教
育
力
の
向
上
地
域
の
教
育
力
の
向
上
－88－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
（課
題
解
決
支
援
コ
ー
ナ
ー
〔ビ
ジ
ネ
ス
支
援
，
医
療
情
報
支
援
，
子
育
て
支
援
等
〕の
拡
充
，
相
談
・情
報
提
供
）
‐
県
の
生
涯
学
習
推
進
体
制
‐
‐
‐
‐
市
町
村
の
生
涯
学
習
推
進
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
高
等
教
育
機
関
，
民
間
教
育
事
業
者
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
学
習
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
施
設
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
活
用
の
促
進
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
普
及
・啓
発
活
動
の
推
進
生
涯
学
習
の
情
報
発
信
の
充
実
‐
‐
‐
‐
読
書
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
及
び
活
用
‐
‐
‐
‐
地
域
や
県
民
の
課
題
解
決
に
向
け
た
支
援
‐
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
個
人
の
資
質
・能
力
の
向
上
を
支
援
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
知
識
・技
能
の
継
承
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
体
験
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
社
会
参
加
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
学
習
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
た
子
育
て
支
援
‐
‐
‐
‐
い
ば
ら
き
っ
子
の
多
様
な
体
験
活
動
充
実
の
た
め
の
支
援
‐
‐
‐
‐
社
会
全
体
で
学
校
教
育
を
支
援
す
る
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進
‐
‐
‐
‐
学
び
を
紡
ぐ
連
携
と
協
働
の
推
進
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
関
係
団
体
等
へ
の
支
援
社
会
教
育
関
係
団
体
及
び
学
習
団
体
等
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
活
用
促
進
県
生
涯
学
習
施
設
間
の
連
携
促
進
‐
‐
‐
‐
市
町
村
生
涯
学
習
関
連
施
設
と
の
連
携
促
進
県
生
涯
学
習
施
設
と
市
町
村
生
涯
学
習
関
連
施
設
等
と
の
連
携
促
進
‐
‐
‐
‐
民
間
教
育
事
業
者
と
の
連
携
促
進
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
民
間
教
育
事
業
者
と
の
連
携
促
進
‐
‐
‐
‐
体
験
活
動
の
充
実
‐
‐
自
然
の
中
に
お
け
る
集
団
宿
泊
活
動
を
2泊
3日
以
上
で
行
っ
て
い
る
学
校
の
割
合
小
10
0％
中
80
％
（平
成
27
年
度
）
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
1か
月
の
平
均
読
書
量
小
5　
6.
5冊
以
上
，
中
3冊
以
上
，
高
2冊
以
上
（平
成
27
年
度
）
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
茨
城
県
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
生
涯
に
わ
た
っ
て
質
の
高
い
学
び
を
進
め
る
環
境
づ
く
り
県
民
の
読
書
活
動
へ
の
支
援
学
校
図
書
館
等
へ
の
団
体
貸
出
冊
数
42
,0
00
冊
（平
成
27
年
度
）
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
家
庭
教
育
へ
の
支
援
社
会
全
体
で
取
り
組
む
教
育
の
推
進
地
域
の
教
育
力
の
向
上
学
び
の
環
境
の
充
実
県
民
の
読
書
活
動
へ
の
支
援
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
児
童
生
徒
の
割
合
（小
・中
・高
）
○
　
1週
間
に
1日
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
成
人
の
割
合
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
習
成
果
を
生
か
し
た
社
会
参
加
・参
画
の
促
進
生
涯
学
習
指
導
者
の
養
成
茨
城
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
・相
談
体
制
の
充
実 青
少
年
の
体
験
活
動
の
推
進
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
生
涯
学
習
施
設
の
活
用
栃
木
県
と
ち
ぎ
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（三
期
計
画
）
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
心
身
と
も
に
健
康
な
子
供
主
体
的
に
考
え
表
現
で
き
る
子
供
ね
ば
り
強
く
頑
張
る
子
供
自
他
の
存
在
を
尊
重
し
協
同
す
る
子
供
す
す
ん
で
社
会
と
か
か
わ
り
行
動
す
る
子
供
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
第
4次
茨
城
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
－89－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
ふ
れ
あ
い
学
習
の
充
実
‐
‐
ふ
れ
あ
い
学
習
推
進
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
会
へ
の
参
加
者
数
（累
計
）
16
,7
00
人
（平
成
27
年
度
）
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
‐
‐
家
庭
教
育
支
援
者
養
成
者
数
（累
計
）
2,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
地
域
教
育
力
活
性
化
指
導
者
研
修
修
了
者
数
（累
計
）
34
0人
（平
成
27
年
度
）
青
少
年
教
育
の
充
実
‐
‐
体
験
活
動
・交
流
活
動
を
と
お
し
た
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
者
数
（累
計
）
60
0人
（平
成
27
年
度
）
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
‐
‐
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
数
（個
人
・団
体
）
個
人
85
0人
　
団
体
41
0団
体
（平
成
27
年
度
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
○
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
の
整
備
検
討
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
大
学
等
高
等
教
育
機
関
生
涯
学
習
連
絡
会
議
‐
‐
‐
○
　
ア
カ
デ
ミ
ア
と
ち
ぎ
推
進
事
業
（学
校
開
放
講
座
）
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
‐
‐
‐
○
　
な
か
が
わ
水
遊
園
‐
‐
‐
○
　
「ふ
る
さ
と
学
習
」
‐
○
　
「と
ち
ぎ
の
学
び
」
‐
○
　
と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
‐
学
習
情
報
提
供
・学
習
相
談
の
充
実
○
　
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
運
営
‐
栃
木
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「と
ち
ぎ
レ
イ
ン
ボ
ー
ネ
ッ
ト
」ア
ク
セ
ス
件
数
30
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
○
　
栃
木
県
民
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
‐
‐
‐
○
　
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
‐
‐
‐
○
　
社
会
教
育
主
事
有
資
格
教
員
の
養
成
と
配
置
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
‐
‐
‐
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
○
　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
‐
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
数
個
人
85
0人
　
団
体
41
0団
体
（平
成
27
年
度
）
地
域
活
動
の
環
境
づ
く
り
○
　
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
構
想
‐
‐
‐
‐
ふ
れ
あ
い
学
習
推
進
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
会
へ
の
参
加
者
数
（累
計
）
16
,7
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
地
域
教
育
活
性
化
指
導
者
研
修
修
了
者
数
（累
計
）
34
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
地
域
参
画
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
‐
‐
‐
○
　
高
齢
者
へ
の
取
組
‐
‐
‐
社
会
参
画
を
促
す
取
組
の
推
進
○
　
わ
が
ま
ち
協
働
推
進
事
業
‐
‐
‐
○
　
シ
ル
バ
ー
大
学
校
‐
‐
‐
○
　
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
‐
‐
‐
社
会
参
画
の
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
活
気
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
関
係
機
関
・団
体
等
と
の
連
携
・協
力
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
べ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
ふ
れ
あ
い
学
習
の
推
進
活
動
・発
表
・交
流
に
よ
る
学
習
成
果
の
活
用
生
涯
学
習
関
係
指
導
者
の
養
成
と
活
動
支
援
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
児
童
生
徒
の
割
合
（小
・中
・高
）
○
　
1週
間
に
1日
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
成
人
の
割
合
○
　
ふ
れ
あ
い
学
習
地
域
活
動
指
導
者
の
養
成
と
活
動
支
援
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
1週
間
に
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
成
人
の
割
合
生
涯
を
通
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
と
ち
ぎ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
受
講
者
数
11
6,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
を
ひ
ろ
げ
る
学
び
の
機
会
と
情
報
提
供
を
充
実
し
ま
す 学
び
を
と
お
し
た
人
と
人
と
の
出
会
い
を
支
援
し
ま
す
地
域
活
動
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
地
域
を
つ
く
る
地
域
の
課
題
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
栃
木
県
と
ち
ぎ
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（三
期
計
画
）
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
心
身
と
も
に
健
康
な
子
供
主
体
的
に
考
え
表
現
で
き
る
子
供
ね
ば
り
強
く
頑
張
る
子
供
自
他
の
存
在
を
尊
重
し
協
同
す
る
子
供
す
す
ん
で
社
会
と
か
か
わ
り
行
動
す
る
子
供
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
取
組
の
推
進
生
涯
学
習
の
推
進
と
文
化
，
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
栃
木
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
四
期
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
－90－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
県
政
課
題
等
に
関
す
る
広
報
・啓
発
の
推
進
○
　
「と
ち
ぎ
の
子
供
育
成
憲
章
」普
及
広
報
事
業
‐
‐
‐
○
　
子
育
て
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
‐
‐
‐
○
　
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
事
業
‐
‐
‐
○
　
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
普
及
・定
着
事
業
‐
‐
‐
○
　
と
ち
ぎ
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（三
期
計
画
）
‐
○
　
「家
読
（う
ち
ど
く
）」
の
推
進
‐
子
供
や
青
年
の
体
験
活
動
・社
会
参
加
活
動
の
充
実
○
　
学
童
・生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
‐
‐
‐
○
　
次
世
代
人
材
づ
く
り
事
業
‐
体
験
活
動
・交
流
活
動
を
と
お
し
た
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
者
数
（累
計
）
60
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
‐
家
庭
教
育
支
援
者
養
成
者
数
2,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
自
他
を
大
切
に
す
る
心
や
自
己
肯
定
感
を
育
み
，
規
範
意
識
を
高
め
る
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
体
験
的
な
活
動
の
充
実
‐
「自
然
体
験
活
動
」「
社
会
体
験
活
動
」に
係
る
事
業
へ
の
参
加
者
数
（県
立
青
少
年
自
然
の
家
　
3施
設
合
計
）
2,
80
0人
（平
成
30
年
度
）
児
童
生
徒
の
体
力
向
上
を
図
る
○
　
体
力
や
運
動
能
力
向
上
を
目
指
す
体
育
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
児
童
生
徒
の
心
身
の
健
康
を
保
持
増
進
す
る
○
　
健
康
な
体
づ
く
り
を
目
指
す
健
康
教
育
・食
育
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
幼
児
期
の
成
長
と
子
育
て
を
支
援
す
る
社
会
づ
く
り
‐
幼
児
教
育
推
進
の
た
め
の
指
導
資
料
の
活
用
割
合
公
立
10
0％
（平
成
30
年
度
）
○
　
市
町
村
や
民
間
団
体
と
連
携
し
た
家
庭
教
育
支
援
の
推
進
‐
家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
専
門
講
座
修
了
者
の
計
画
推
進
期
間
中
の
累
計
数
30
0人
（平
成
26
～
30
年
度
）
○
　
地
域
の
学
び
を
支
え
る
人
材
づ
く
り
‐
「ま
な
び
ね
っ
と
ぐ
ん
ま
」講
師
・人
材
情
報
登
録
数
30
0人
（平
成
30
年
度
）
‐
県
立
青
少
年
教
育
施
設
の
利
用
者
数
（青
少
年
自
然
の
家
・群
馬
県
青
少
年
会
館
　
4施
設
合
計
）
12
0,
00
0人
（平
成
30
年
度
）
‐
「自
然
体
験
活
動
」「
社
会
体
験
活
動
」に
係
る
事
業
へ
の
参
加
者
数
（県
立
青
少
年
自
然
の
家
　
3施
設
合
計
）（
取
組
13
再
掲
）
2,
80
0人
（平
成
30
年
度
）
‐
「少
年
の
日
」，
「家
庭
の
日
」普
及
啓
発
応
募
作
品
数
標
語
10
,0
00
点
,絵
画
・ポ
ス
タ
ー
3,
00
0点
（平
成
30
年
度
）
‐
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
が
機
能
し
て
い
る
と
答
え
た
小
・
中
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
30
年
度
）
‐
年
間
の
学
習
計
画
に
地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
た
学
習
を
位
置
付
け
て
い
る
小
・中
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
30
年
度
）
‐
児
童
生
徒
を
地
域
行
事
等
に
参
加
さ
せ
て
い
る
小
・中
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
30
年
度
）
‐
公
立
図
書
館
と
連
携
し
て
い
る
小
・中
学
生
の
割
合
＊
調
査
は
隔
年
実
施
小
60
％
,中
50
％
（平
成
30
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
件
数
（事
柄
や
事
実
調
査
，
文
献
，
調
査
等
の
専
門
的
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
件
数
。
利
用
相
談
（書
架
案
内
や
所
蔵
調
査
は
除
く
。
））
9,
60
0件
（平
成
30
年
度
）
‐
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
入
学
者
累
計
（平
成
12
年
度
～
）
7,
00
0人
（平
成
30
年
度
）
‐
ぐ
ん
ま
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
機
関
数
60
0機
関
（平
成
30
年
度
）
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
未
来
へ
つ
な
ぐ
学
び
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
1か
月
の
平
均
読
書
量
小
5　
6.
5冊
以
上
,中
3冊
以
上
,高
2冊
以
上
（平
成
27
年
度
）
未
来
へ
つ
な
ぐ
指
導
者
や
後
継
者
の
要
請
未
来
へ
つ
な
ぐ
環
境
づ
く
り
子
供
た
ち
を
は
ぐ
く
む
学
習
機
会
の
提
供
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
家
庭
等
で
の
学
習
時
間
が
1日
当
た
り
平
均
1時
間
以
上
の
小
・中
学
生
の
割
合
○
　
毎
朝
，
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に
起
き
て
い
る
小
・中
学
生
の
割
合
○
　
県
立
高
校
に
お
け
る
欠
席
率
○
　
1日
の
運
動
時
間
が
2時
間
以
上
の
小
・中
学
生
の
割
合
（体
育
の
授
業
時
間
を
除
く
）
○
　
朝
食
を
全
く
食
べ
な
い
小
・中
学
生
の
割
合
○
　
1日
当
た
り
30
分
以
上
の
読
書
を
し
て
い
る
小
・中
学
生
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
1週
間
に
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
成
人
の
割
合
生
涯
学
習
推
進
計
画
未
来
へ
つ
な
ぐ
未
来
へ
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
栃
木
県
栃
木
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
四
期
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
群
馬
県
第
2期
群
馬
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
～
自
ら
学
び
，
自
ら
考
え
る
力
を
～
確
か
な
学
力
の
育
成
基
礎
的
・基
本
的
な
学
習
内
容
の
定
着
を
図
る
と
と
も
に
学
習
意
欲
を
高
め
る
○
　
し
っ
か
り
と
し
た
学
習
習
慣
・生
活
習
慣
の
確
立
健
や
か
な
体
の
育
成
地
域
の
教
育
力
の
向
上
と
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
家
庭
教
育
や
子
育
て
の
支
援
を
推
進
す
る
社
会
教
育
を
推
進
し
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
○
　
青
少
年
教
育
の
推
進
○
　
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
充
実
生
涯
に
わ
た
る
多
様
な
学
び
を
推
進
す
る
○
　
読
書
活
動
の
充
実
と
県
立
図
書
館
の
機
能
強
化
○
　
多
様
な
課
題
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実
－91－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
学
び
の
き
っ
か
け
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
び
を
深
め
る
仕
掛
け
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
び
直
し
の
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
び
合
い
を
支
え
る
人
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
共
に
学
び
合
う
仲
間
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
ん
だ
成
果
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
成
果
が
見
え
る
機
会
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
○
　
子
育
て
支
援
に
お
け
る
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
‐
○
　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「親
力
い
き
い
き
子
育
て
広
場
」の
活
用
‐
○
　
地
域
に
お
け
る
読
書
の
啓
発
‐
○
　
子
供
用
資
料
の
充
実
と
市
町
村
支
援
‐
‐
‐
○
　
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
読
書
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
青
少
年
教
育
施
設
に
お
け
る
体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
通
学
合
宿
の
促
進
‐
‐
‐
○
　
体
験
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
活
用
し
た
体
験
活
動
‐
‐
‐
○
　
県
立
博
物
館
を
活
用
し
た
体
験
活
動
‐
‐
‐
○
　
「教
育
の
森
」を
活
用
し
た
体
験
活
動
‐
‐
‐
○
　
生
産
者
と
の
触
れ
合
い
や
都
市
と
農
山
漁
村
の
顔
が
見
え
る
交
流
‐
‐
‐
○
　
「豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
実
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
更
な
る
効
果
的
な
活
用
‐
‐
‐
○
　
通
学
合
宿
の
促
進
‐
‐
‐
○
　
学
校
に
お
け
る
指
導
体
制
と
指
導
内
容
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
学
校
給
食
を
活
用
し
た
食
育
の
充
実
と
千
産
千
消
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
生
産
者
と
の
触
れ
合
い
や
都
市
と
農
山
漁
村
の
顔
が
見
え
る
交
流
と
体
験
を
通
じ
て
学
ぶ
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
地
域
の
優
れ
た
食
文
化
や
食
習
慣
の
継
承
‐
‐
‐
○
　
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
‐
‐
‐
○
　
千
葉
県
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
県
立
学
校
体
育
施
設
の
開
放
‐
‐
‐
体
験
活
動
を
通
し
た
心
の
教
育
の
推
進
学
び
の
成
果
の
活
用
を
支
え
る
新
た
な
学
び
の
機
会
づ
く
り
図
書
館
に
お
け
る
読
書
活
動
の
充
実
道
徳
性
を
高
め
る
実
践
的
人
間
教
育
を
推
進
す
る
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
ち
ば
の
自
然
や
恵
み
を
生
か
し
た
食
育
の
推
進
ち
ば
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
（潜
在
能
力
）を
生
か
し
た
教
育
立
県
の
土
台
づ
く
り
～
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
を
育
て
る
ス
ポ
ー
ツ
，
健
康
・体
力
づ
く
り
と
食
育
を
推
進
す
る
「み
る
ス
ポ
ー
ツ
」・
「す
る
ス
ポ
ー
ツ
」の
推
進
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
子
供
の
読
書
活
動
の
支
援
公
立
図
書
館
等
の
児
童
書
貸
出
冊
数
88
5万
冊
（平
成
26
年
度
）
ち
ば
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た
体
験
活
動
等
の
推
進
教
育
振
興
基
本
計
画
（生
き
る
力
と
絆
の
埼
玉
教
育
プ
ラ
ン
）は
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
第
2期
教
育
振
興
基
本
計
画
は
平
成
26
年
10
月
に
策
定
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
「読
書
は
好
き
」と
答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
「近
所
の
人
に
会
っ
た
と
き
は
，
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
」と
答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
「家
の
人
と
学
校
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
」と
答
え
た
生
徒
（中
学
生
）の
割
合
埼
玉
県
埼
玉
県
生
涯
学
習
推
進
指
針
平
成
25
年
度
～
平
成
34
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
合
い
，
共
に
支
え
る
社
会
学
び
を
支
え
る
学
び
合
い
を
支
え
る
千
葉
県
み
ん
な
で
取
り
組
む
「教
育
立
県
ち
ば
」プ
ラ
ン
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
多
様
な
自
然
，
産
業
，
人
材
な
ど
を
生
か
し
た
体
験
活
動
を
推
進
す
る
読
書
県
「ち
ば
」を
推
進
す
る
－92－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
携
帯
サ
イ
ト
な
ど
を
利
用
し
た
家
庭
教
育
情
報
の
提
供
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
に
か
か
わ
る
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
学
校
・地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
の
普
及
○
　
親
と
し
て
の
心
構
え
や
子
育
て
の
基
本
と
し
て
の
「親
学
」な
ど
，
親
と
し
て
の
学
び
の
啓
発
○
　
「学
校
を
核
と
し
た
県
内
10
00
か
所
ミ
ニ
集
会
」を
活
用
し
た
家
庭
教
育
の
支
援
○
　
学
校
か
ら
発
信
す
る
家
庭
教
育
支
援
の
推
進
○
　
企
業
と
連
携
し
て
取
り
組
む
家
庭
教
育
支
援
○
　
親
の
働
く
姿
に
接
す
る
「子
供
参
観
日
」の
推
進
‐
家
庭
教
育
の
推
進
に
係
る
協
力
企
業
数
等
の
数
増
加
（平
成
26
年
度
）
思
春
期
の
児
童
生
徒
や
家
庭
へ
の
支
援
○
　
思
春
期
保
健
事
業
‐
‐
‐
‐
「学
校
を
核
と
し
た
県
内
10
00
か
所
ミ
ニ
集
会
」を
地
域
と
と
も
に
企
画
運
営
し
て
い
る
学
校
の
割
合
60
％
（平
成
26
年
度
）
‐
放
課
後
子
供
教
室
の
実
施
箇
所
数
増
加
を
目
指
し
ま
す
（平
成
26
年
度
）
○
　
学
ぶ
場
と
学
ぶ
た
め
の
情
報
提
供
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
学
ん
だ
成
果
が
適
切
に
評
価
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
‐
‐
‐
○
　
学
ん
だ
成
果
や
キ
ャ
リ
ア
を
地
域
や
学
校
教
育
に
生
か
す
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
県
教
育
委
員
会
と
市
町
村
，
私
学
等
と
の
連
携
強
化
‐
‐
‐
‐
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
子
供
と
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
取
組
を
強
化
し
，
教
育
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
確
保
す
る
家
庭
や
生
活
に
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
る
子
供
た
ち
へ
の
対
応
○
　
地
域
連
携
ア
ク
テ
ィ
ブ
ス
ク
ー
ル
の
設
置
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
向
上
を
図
る
家
庭
教
育
を
担
う
保
護
者
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
等
の
外
部
人
材
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
多
様
な
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
子
供
・子
育
て
を
支
え
る
地
域
社
会
の
基
盤
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
へ
の
支
援
の
推
進
‐
‐
‐
‐
企
業
な
ど
の
子
供
・子
育
て
支
援
活
動
の
促
進
‐
‐
‐
‐
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
情
報
提
供
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
県
立
社
会
教
育
施
設
な
ど
の
生
涯
学
習
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
深
化
と
成
果
を
活
用
す
る
場
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
伝
統
的
な
文
化
芸
術
の
振
興
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
存
と
活
用
‐
‐
‐
‐
県
民
の
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
支
援
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
の
創
造
と
鑑
賞
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
を
振
興
す
る
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
か
な
が
わ
の
自
然
や
歴
史
文
化
な
ど
を
理
解
す
る
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
へ
の
支
援
社
会
教
育
機
能
の
連
携
強
化
な
ど
，
生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
た
取
組
の
支
援
地
域
の
力
を
結
集
し
た
地
域
教
育
力
の
向
上
○
　
「学
校
を
核
と
し
た
県
内
10
00
か
所
ミ
ニ
集
会
」の
充
実
○
　
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
の
推
進
○
　
放
課
後
子
供
教
室
の
推
進
○
　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
「読
書
は
好
き
」と
答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
「近
所
の
人
に
会
っ
た
と
き
は
，
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
」と
答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
「家
の
人
と
学
校
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
し
て
い
る
」と
答
え
た
生
徒
（中
学
生
）の
割
合
地
域
・社
会
の
教
育
力
向
上
を
図
る
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
み
の
推
進
東
京
都
東
京
都
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（第
3次
）
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
校
，
家
庭
，
地
域
・社
会
が
相
互
に
連
携
・協
力
し
て
子
供
を
育
て
る
地
域
や
社
会
の
方
々
が
，
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
に
積
極
的
に
参
加
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
共
有
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
県
民
一
人
ひ
と
り
が
，
生
き
が
い
を
も
ち
，
自
己
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
生
涯
学
習
・文
化
芸
術
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
神
奈
川
県
か
な
が
わ
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
千
葉
県
み
ん
な
で
取
り
組
む
「教
育
立
県
ち
ば
」プ
ラ
ン
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
の
原
点
と
し
て
の
家
庭
の
力
を
高
め
，
人
づ
く
り
の
た
め
に
力
を
つ
な
げ
る
～
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
平
成
19
年
度
～
平
成
38
年
度
「親
学
」の
導
入
な
ど
，
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
学
校
教
育
と
社
会
教
育
，
国
公
立
教
育
と
私
学
教
育
，
産
・学
・官
，
公
と
民
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
教
育
振
興
基
本
計
画
－93－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
子
供
の
遊
び
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
競
技
力
向
上
の
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
多
様
な
場
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
心
，
倫
理
観
，
規
範
意
識
な
ど
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
○
　
体
験
活
動
，
情
操
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
望
ま
し
い
生
活
習
慣
づ
く
り
の
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
体
力
向
上
の
取
組
の
充
実
‐
‐
‐
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
魅
力
と
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
○
　
地
域
の
特
色
を
生
か
し
，
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
一
人
一
人
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
特
別
支
援
教
育
の
推
進
○
　
学
校
や
地
域
に
お
け
る
「交
流
及
び
共
同
学
習
」
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
親
の
学
び
の
支
援
‐
学
習
講
座
等
の
受
講
者
数
1,
40
0千
日
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
親
子
で
学
ぶ
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
す
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
様
々
な
学
習
成
果
の
効
果
的
な
活
用
促
進
‐
‐
‐
○
　
地
域
と
学
校
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
‐
‐
‐
○
　
学
校
に
お
け
る
地
域
と
の
連
携
体
制
の
強
化
‐
‐
‐
○
　
地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
た
学
校
支
援
‐
‐
‐
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
‐
○
　
児
童
生
徒
の
郷
土
を
学
ぶ
機
会
の
充
実
‐
○
　
魅
力
あ
る
新
潟
の
地
域
資
源
を
学
ぶ
機
会
の
提
供
‐
○
　
新
潟
の
魅
力
を
学
ぶ
学
習
情
報
の
発
信
‐
○
　
多
様
な
主
体
の
連
携
・協
働
の
促
進
‐
‐
‐
○
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
団
体
と
の
連
携
・協
働
に
よ
る
学
習
成
果
を
活
用
す
る
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
支
援
事
業
企
画
力
向
上
研
修
参
加
者
数
増
加
（平
成
28
年
度
）
‐
家
庭
教
育
支
援
リ
ー
ダ
ー
資
質
向
上
研
修
修
了
者
数
累
計
50
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
「生
き
る
力
」を
育
む
青
少
年
教
育
‐
県
立
青
少
年
教
育
施
設
利
用
者
数
増
加
（平
成
28
年
度
）
○
　
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
指
導
者
養
成
事
業
参
加
者
数
増
加
（平
成
28
年
度
）
○
　
学
ぶ
意
欲
を
促
す
高
齢
者
の
学
習
活
動
‐
‐
‐
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
促
す
学
習
活
動
‐
‐
‐
○
　
健
康
づ
く
り
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
‐
「地
域
づ
く
り
」を
支
え
る
学
習
機
会
の
拡
充
‐
‐
学
童
等
の
体
験
活
動
参
加
者
数
（中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
山
漁
村
体
験
）
24
万
人
程
度
（平
成
28
年
度
）
学
習
成
果
の
活
用
機
会
の
拡
充
に
よ
る
地
域
づ
く
り
‐
‐
家
庭
教
育
支
援
者
養
成
研
修
会
修
了
者
，
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
修
了
者
数
20
0人
（平
成
28
年
度
）
健
康
で
た
く
ま
し
い
心
身
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実
「少
子
高
齢
社
会
へ
の
対
応
」を
踏
ま
え
た
支
え
合
う
ひ
と
づ
く
り
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
「地
域
社
会
と
学
校
の
連
携
」の
促
進
社
会
の
要
請
と
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
活
動
の
充
実
個
を
伸
ば
す
教
育
～
一
人
一
人
の
個
性
を
尊
重
し
，
伸
ば
し
て
い
く
教
育
の
推
進
～
学
び
続
け
る
生
涯
学
習
環
境
づ
く
り
「多
様
な
主
体
の
連
携
・協
働
」に
よ
る
生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
少
子
高
齢
社
会
を
生
き
る
活
力
あ
る
人
づ
く
り
○
　
育
ち
合
い
，
支
え
合
う
家
庭
教
育
「将
来
に
希
望
の
持
て
る
魅
力
あ
る
新
潟
県
の
実
現
」
に
向
け
た
学
び
の
場
の
充
実
県
立
図
書
館
の
入
館
者
数
47
0,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
成
人
の
週
1日
以
上
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率 ○
　
「に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
評
価
で
，
「大
変
良
い
」と
「良
い
」の
評
価
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「生
涯
学
習
の
成
果
を
地
域
社
会
で
役
立
て
て
い
る
」学
習
者
の
割
合
未
来
を
拓
く
子
供
の
育
成
学
ぶ
意
欲
を
高
め
確
か
な
学
力
等
を
育
成
す
る
教
育
の
推
進
県
民
一
人
ひ
と
り
が
，
生
き
が
い
を
も
ち
，
自
己
を
高
め
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
生
涯
学
習
・文
化
芸
術
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
神
奈
川
県
か
な
が
わ
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
第
2次
新
潟
県
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
（改
訂
版
）
平
成
19
年
度
～
平
成
38
年
度
新
潟
県
学
習
成
果
を
生
か
し
た
豊
か
な
地
域
づ
く
り
新
潟
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
28
年
度
平
成
25
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
持
続
可
能
な
未
来
を
実
現
す
る
循
環
型
生
涯
学
習
社
会
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
－94－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
生
涯
学
習
推
進
組
織
の
整
備
充
実
‐
‐
市
町
村
の
生
涯
学
習
推
進
組
織
設
置
状
況
向
上
（平
成
28
年
度
）
「学
び
の
場
」を
総
合
的
に
提
供
・支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
‐
‐
県
立
図
書
館
入
館
者
数
47
0,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
研
修
会
参
加
者
数
増
加
（平
成
28
年
度
‐
‐
ラ
・ラ
・ネ
ッ
ト
指
導
者
登
録
数
増
加
（平
成
28
年
度
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
及
び
機
能
の
充
実
と
連
携
の
促
進
‐
‐
‐
‐
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
元
気
を
創
造
す
る
教
育
の
推
進
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
‐
‐
‐
‐
‐
‐
子
供
の
地
域
活
動
体
験
率
小
79
％
以
上
　
中
49
％
以
上
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
放
課
後
子
供
教
室
等
を
実
施
し
て
い
る
小
学
校
区
の
割
合
99
％
以
上
（平
成
29
年
度
）
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
活
動
の
支
援
‐
‐
生
涯
学
習
の
人
口
10
万
人
当
た
り
年
間
開
催
講
座
数
（う
ち
民
間
講
座
数
）
1,
10
0講
座
（7
00
講
座
）
（平
成
29
年
度
）
県
民
の
学
習
を
支
え
る
基
盤
整
備
‐
‐
‐
‐
県
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
‐
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
者
数
45
,0
00
人
以
上
（平
成
29
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
材
の
養
成
と
活
用
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
数
2,
60
0人
以
上
（平
成
29
年
度
）
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
教
育
の
新
し
い
展
開
‐
‐
‐
‐
明
日
を
担
う
青
少
年
の
育
成
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
の
学
習
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
在
宅
に
よ
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
社
会
に
お
け
る
学
習
の
場
の
充
実
‐
‐
‐
‐
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
と
学
校
開
放
の
推
進
‐
‐
‐
‐
職
業
能
力
開
発
の
充
実
‐
‐
‐
‐
民
間
教
育
事
業
者
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
民
間
団
体
・グ
ル
ー
プ
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
健
康
づ
く
り
，
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
‐
‐
‐
‐
芸
術
，
文
化
活
動
‐
‐
‐
‐
情
報
化
に
対
す
る
学
習
活
動
‐
‐
‐
‐
国
際
化
に
対
す
る
学
習
活
動
‐
‐
‐
‐
環
境
に
関
す
る
学
習
活
動
‐
‐
‐
‐
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
学
習
活
動
‐
‐
‐
‐
消
費
生
活
・安
全
に
関
す
る
学
習
活
動
‐
‐
‐
‐
人
権
・福
祉
に
関
す
る
学
習
活
動
‐
‐
‐
‐
人
間
と
し
て
の
在
り
方
・生
き
方
に
関
す
る
学
習
活
動
‐
‐
‐
‐
指
導
者
・学
習
支
援
者
等
の
養
成
と
人
材
の
確
保
子
供
の
健
全
な
育
成
と
地
域
の
教
育
力
の
充
実
元
気
を
創
造
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
学
校
，
家
庭
，
地
域
で
取
り
組
む
子
供
の
成
長
支
援
生
涯
を
と
お
し
た
学
び
の
推
進
富
山
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
富
山
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
き
，
未
来
を
切
り
拓
く
人
材
の
養
成
－
真
の
人
間
力
を
育
む
教
育
の
推
進
－
富
山
県
富
山
県
生
涯
学
習
新
世
紀
構
想
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
を
通
じ
た
学
習
機
会
・学
習
の
場
の
充
実
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
学
習
活
動
の
展
開
あ
ら
ゆ
る
教
育
・学
習
機
能
の
活
性
化
学
習
機
会
及
び
学
習
の
場
の
充
実
健
や
か
な
身
体
と
豊
か
な
心
を
育
む
活
動
の
展
開
新
た
な
課
題
に
対
応
し
た
学
習
活
動
の
展
開
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
成
人
の
週
1日
以
上
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率 ○
　
「に
い
が
た
連
携
公
開
講
座
」の
ア
ン
ケ
ー
ト
評
価
で
，
「大
変
良
い
」と
「良
い
」の
評
価
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
児
童
生
徒
の
朝
食
欠
食
割
合
○
　
家
や
図
書
館
で
1日
10
分
以
上
読
書
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
子
供
の
教
育
に
お
い
て
，
家
庭
が
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
1年
間
に
生
涯
学
習
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
の
割
合
○
　
運
動
に
取
り
組
む
児
童
の
割
合
第
2次
新
潟
県
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
（改
訂
版
）
新
潟
県
生
涯
学
習
社
会
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
平
成
25
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
持
続
可
能
な
未
来
を
実
現
す
る
循
環
型
生
涯
学
習
社
会
－95－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
よ
る
地
域
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
普
及
啓
発
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
の
提
供
及
び
学
習
相
談
体
制
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
‐
指
導
者
・リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
活
動
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
適
切
な
評
価
‐
‐
‐
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
習
圏
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
‐
市
町
村
学
習
圏
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
‐
広
域
学
習
圏
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
‐
県
域
学
習
圏
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
‐
石
川
の
文
化
や
風
土
を
生
か
し
な
が
ら
，
世
界
に
通
じ
る
人
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
石
川
の
文
化
や
風
土
を
生
か
し
た
体
験
学
習
の
推
進
○
　
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
の
推
進
‐
「い
し
か
わ
子
供
自
然
体
験
」参
加
者
数
5,
40
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
‐
○
　
体
験
活
動
の
充
実
‐
○
　
健
康
教
育
・健
康
学
習
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
体
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実
‐
運
動
部
・地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
る
生
徒
の
割
合
中
学
校
80
％
　
高
等
学
校
60
％
（平
成
27
年
度
）
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
し
た
学
校
教
育
の
推
進
○
　
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
活
用
と
連
携
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
相
談
体
制
の
充
実
‐
○
　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
の
提
供
‐
○
　
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
等
の
機
会
の
提
供
‐
○
　
子
供
の
生
活
リ
ズ
ム
向
上
へ
の
普
及
・啓
発
‐
○
　
地
域
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
公
民
館
の
充
実
‐
‐
‐
‐
石
川
県
民
大
学
校
修
了
者
数
（累
計
）
15
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
に
お
け
る
貸
出
冊
数
19
0,
00
0冊
（平
成
27
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
，
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
調
査
・研
究
の
充
実
‐
‐
‐
‐
「あ
い
あ
い
ネ
ッ
ト
」（
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
）年
間
ア
ク
セ
ス
件
数
50
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
‐
県
内
公
共
図
書
館
蔵
書
情
報
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
年
間
ア
ク
セ
ス
件
数
24
2,
00
0件
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
職
員
の
研
修
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
へ
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
発
表
・交
流
の
場
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
学
習
成
果
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
の
指
導
者
の
養
成
・確
保
‐
‐
‐
青
少
年
教
育
施
設
を
活
用
す
る
小
・中
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
27
年
度
）
親
子
の
架
け
橋
一
筆
啓
上
「親
子
の
手
紙
」応
募
数
28
,0
00
点
（平
成
27
年
度
）
家
庭
の
教
育
力
向
上
「げ
ん
き
い
っ
ぱ
い
カ
ー
ド
」目
標
達
成
者
数
7,
50
0人
（平
成
27
年
度
）
健
康
や
体
力
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
・協
力
し
，
社
会
全
体
で
教
育
力
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
地
域
の
教
育
力
向
上
社
会
教
育
の
奨
励
・振
興
学
習
成
果
を
生
か
し
た
社
会
参
加
の
促
進
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
と
と
も
に
，
健
康
や
体
力
の
増
進
に
努
め
る
，
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
豊
か
な
社
会
性
の
育
成
一
人
一
人
の
生
涯
に
わ
た
る
学
習
へ
の
支
援
石
川
の
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
，
広
い
視
野
に
た
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
間
生
涯
学
び
続
け
る
意
欲
に
満
ち
，
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
，
個
性
や
創
造
性
に
富
む
人
間
責
任
と
モ
ラ
ル
を
重
ん
じ
，
人
を
思
い
や
る
心
豊
か
な
人
間
健
康
や
体
力
の
増
進
に
努
め
る
，
活
力
あ
る
人
間
富
山
県
富
山
県
生
涯
学
習
新
世
紀
構
想
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
確
立
す
る
学
習
活
動
の
展
開 学
習
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
学
習
成
果
を
生
か
し
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
活
動
の
展
開
学
習
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
充
実
多
層
的
な
学
習
圏
と
学
習
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
○
　
県
民
が
心
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
の
向
上
・バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
石
川
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
（石
川
県
生
涯
学
習
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
）は
，
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
小
・中
学
校
児
童
生
徒
の
割
合
学
び
の
機
運
に
満
ち
た
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
評
価
シ
ス
テ
ム
の
研
究
‐
‐
‐
○
　
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
活
動
支
援
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
創
設
市
町
村
数
全
市
町
（1
9市
町
）（
平
成
27
年
度
）
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
る
人
材
の
養
成
と
確
保
‐
有
資
格
指
導
者
数
2,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
提
供
‐
「ス
ポ
ナ
ビ
い
し
か
わ
」（
県
ス
ポ
ー
ツ
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）へ
の
参
加
団
体
の
割
合
75
％
（平
成
27
年
度
）
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
「石
川
県
民
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
」参
加
者
数
（累
計
）
35
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
豊
か
な
体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
健
や
か
な
体
の
育
成
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
学
校
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革
の
推
進
学
校
・家
庭
・地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
振
興
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
○
　
体
験
を
重
視
し
た
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
地
域
の
優
れ
た
指
導
者
等
と
の
連
携
‐
‐
‐
○
　
読
書
活
動
を
取
り
入
れ
た
授
業
等
の
実
施
‐
○
　
読
書
活
動
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
の
取
組
‐
○
　
学
校
図
書
館
の
計
画
的
な
整
備
‐
○
　
学
校
図
書
館
相
互
や
公
立
図
書
館
と
の
連
携
，
交
流
‐
○
　
県
立
図
書
館
の
活
用
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
‐
○
　
学
校
体
育
の
充
実
‐
○
　
学
校
保
健
及
び
食
育
の
推
進
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
よ
る
事
故
等
の
防
止
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
意
識
の
啓
発
‐
‐
‐
○
　
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
参
画
す
る
た
め
の
取
組
‐
‐
‐
○
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
‐
‐
‐
○
　
指
導
者
の
育
成
，
施
設
や
情
報
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
機
運
の
醸
成
‐
‐
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
好
循
環
の
仕
組
み
の
創
出
‐
‐
‐
健
や
か
な
体
の
育
成
男
子
　
小
学
6年
95
％
　
中
学
3年
　
90
％
　
高
校
3年
（全
日
制
）8
5％
（平
成
30
年
度
）
女
子
　
小
学
6年
95
％
　
中
学
3年
90
％
　
高
校
3年
（全
日
制
）8
8％
豊
か
な
体
験
活
動
の
推
進
「国
語
力
・読
解
力
育
成
の
取
組
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」に
お
け
る
児
童
生
徒
1人
あ
た
り
の
学
校
図
書
館
か
ら
の
貸
出
冊
数
（1
ヶ
月
平
均
）
小
中
7.
0冊
（平
成
30
年
度
）
子
供
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
学
習
成
果
を
生
か
し
た
社
会
参
加
の
促
進
読
書
活
動
の
充
実
豊
か
な
心
の
育
成
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
充
実
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
「や
ま
な
し
ス
ポ
ー
ツ
」を
創
出
し
ま
す
住
民
が
主
体
的
に
参
画
す
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
石
川
の
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
，
広
い
視
野
に
た
っ
て
社
会
に
貢
献
す
る
人
間
生
涯
学
び
続
け
る
意
欲
に
満
ち
，
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
，
個
性
や
創
造
性
に
富
む
人
間
責
任
と
モ
ラ
ル
を
重
ん
じ
，
人
を
思
い
や
る
心
豊
か
な
人
間
健
康
や
体
力
の
増
進
に
努
め
る
，
活
力
あ
る
人
間
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
石
川
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
（石
川
県
生
涯
学
習
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
）は
，
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
小
・中
学
校
児
童
生
徒
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「山
梨
県
新
体
力
テ
ス
ト
・健
康
実
態
調
査
」に
お
け
る
授
業
以
外
で
ほ
と
ん
ど
毎
日
（週
3回
以
上
），
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
い
る
小
学
生
（4
・5
・6
年
生
）の
割
合
○
　
「山
梨
県
新
体
力
テ
ス
ト
・健
康
実
態
調
査
」に
お
け
る
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
子
供
の
割
合
○
　
1年
間
に
一
度
も
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
者
の
割
合
豊
か
な
心
と
自
己
実
現
を
図
る
力
を
育
成
し
ま
す
山
梨
県
新
や
ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
自
ら
学
び
，
考
え
，
行
動
す
る
「た
く
ま
し
い
力
」を
育
て
る
他
者
を
思
い
や
り
，
社
会
の
絆
を
深
め
る
「し
な
や
か
な
心
」を
育
む
福
井
県
福
井
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
び
の
機
運
に
満
ち
た
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
の
育
成
－97－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
き
め
細
か
い
指
導
の
充
実
‐
○
　
幼
児
教
育
と
小
学
校
教
育
と
の
円
滑
な
接
続
に
向
け
た
取
組
の
推
進
‐
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
○
　
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
‐
子
育
て
支
援
リ
ー
ダ
ー
・ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
等
の
修
了
者
数
35
0人
（平
成
30
年
度
）
○
　
地
域
活
動
や
体
験
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
指
導
者
の
養
成
‐
‐
‐
○
　
社
会
教
育
の
振
興
の
た
め
の
取
組
‐
‐
‐
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
性
化
‐
‐
‐
○
　
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
‐
‐
‐
○
　
指
導
者
の
質
の
向
上
‐
‐
‐
○
　
青
少
年
教
育
施
設
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
読
書
を
進
め
て
い
く
た
め
の
指
導
者
的
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
○
　
「家
読
」運
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
図
書
館
に
よ
る
読
書
活
動
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
○
　
山
梨
県
子
供
読
書
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
‐
○
　
県
立
図
書
館
の
機
能
充
実
‐
○
　
県
立
科
学
館
の
機
能
充
実
‐
○
　
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
‐
○
　
図
書
館
資
料
の
相
互
利
用
に
よ
る
読
書
環
境
の
充
実
‐
○
　
高
齢
者
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
環
境
の
充
実
‐
学
習
成
果
の
活
用
支
援
○
　
学
習
成
果
の
活
用
支
援
‐
‐
‐
○
　
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
自
然
体
験
学
習
，
環
境
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
身
体
の
育
成
健
康
づ
く
り
・体
力
の
向
上
○
　
健
康
保
持
増
進
，
食
育
推
進
‐
‐
‐
○
　
学
校
運
営
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
向
上
‐
○
　
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
‐ ‐
公
民
館
に
お
け
る
学
級
・講
座
の
学
習
内
容
の
う
ち
「家
庭
教
育
・家
庭
生
活
」「
市
民
意
識
・社
会
連
絡
意
識
」「
指
導
者
養
成
」の
参
加
者
数
21
0,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
研
修
講
座
利
用
者
数
1,
40
0人
（平
成
29
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
」と
答
え
る
児
童
生
徒
（小
6，
中
3）
の
割
合
○
　
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
（週
1回
以
上
運
動
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
成
人
の
割
合
）
5,
22
3,
00
0件
（平
成
30
年
度
）
保
育
所
や
幼
稚
園
等
と
の
子
供
同
士
の
交
流
活
動
と
教
職
員
の
交
流
を
行
っ
た
小
学
校
の
割
合
95
％
（平
成
30
年
度
）
地
域
の
教
育
力
の
向
上
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
幼
児
教
育
の
充
実
青
少
年
体
験
活
動
の
充
実
家
庭
・地
域
・学
校
が
連
携
し
た
教
育
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
子
供
の
読
書
活
動
支
援
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
及
び
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
社
会
教
育
の
環
境
整
備
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
17
,0
00
人
（平
成
30
年
度
）
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
山
梨
県
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
デ
ー
タ
件
数
学
び
が
循
環
す
る
社
会
の
創
造
○
　
生
涯
学
習
の
基
盤
づ
く
り
○
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
○
　
学
校
・地
域
社
会
と
高
等
教
育
機
関
の
連
携
長
野
県
・地
域
を
学
ぶ
体
験
学
習
地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
保
護
者
・地
域
に
よ
る
学
校
支
援
や
学
校
運
営
参
画
の
仕
組
み
が
で
き
て
い
る
小
・中
学
校
（信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
）の
割
合
10
0％
（平
成
29
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「山
梨
県
新
体
力
テ
ス
ト
・健
康
実
態
調
査
」に
お
け
る
授
業
以
外
で
ほ
と
ん
ど
毎
日
（週
3回
以
上
），
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
い
る
小
学
生
（4
・5
・6
年
生
）の
割
合
○
　
「山
梨
県
新
体
力
テ
ス
ト
・健
康
実
態
調
査
」に
お
け
る
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
子
供
の
割
合
○
　
1年
間
に
一
度
も
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
い
者
の
割
合
山
梨
県
新
や
ま
な
し
の
教
育
振
興
プ
ラ
ン
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
長
野
県
信
州
に
根
ざ
し
た
世
界
に
通
じ
る
人
材
の
育
成
安
全
・安
心
・信
頼
の
学
校
づ
く
り
知
・徳
・体
が
調
和
し
，
社
会
的
に
自
立
し
た
人
間
の
育
成
第
2次
長
野
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
社
会
全
体
で
共
に
育
み
共
に
学
ぶ
教
育
の
推
進
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
自
ら
学
び
，
考
え
，
行
動
す
る
「た
く
ま
し
い
力
」を
育
て
る
他
者
を
思
い
や
り
，
社
会
の
絆
を
深
め
る
「し
な
や
か
な
心
」を
育
む
学
び
の
成
果
が
生
き
る
生
涯
学
習
の
振
興
－98－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
数
18
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
‐
放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
（児
童
ク
ラ
ブ
・子
供
教
室
）登
録
児
童
数
30
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
界
に
お
け
る
好
循
環
の
創
出
‐
‐
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
の
多
面
的
な
役
割
の
活
用
‐
‐
‐
長
野
県
生
涯
学
習
基
本
構
想
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
う
る
お
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
人
生
と
活
力
の
あ
る
社
会
の
実
現
1　
あ
ら
ゆ
る
学
習
の
機
会
が
用
意
さ
れ
て
い
る
社
会
2　
多
様
な
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
3　
だ
れ
も
が
生
き
が
い
の
あ
る
社
会
‐
‐
‐
‐
‐
‐
具
体
的
な
施
策
は
，
単
年
度
ご
と
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
，
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
確
か
な
学
力
の
育
成
と
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進
確
か
な
学
力
の
育
成
‐
‐
‐
‐
心
の
教
育
の
充
実
と
望
ま
し
い
人
間
関
係
を
築
く
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
ふ
る
さ
と
教
育
・環
境
教
育
・体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
「地
域
づ
く
り
型
生
涯
学
習
」の
推
進
を
支
え
る
人
材
の
養
成
‐
‐
‐
‐
‐
「地
域
づ
く
り
型
生
涯
学
習
」に
踏
み
出
す
き
っ
か
け
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
課
題
を
学
ぶ
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
の
成
果
を
生
か
す
場
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
「地
域
づ
く
り
型
生
涯
学
習
」に
関
わ
る
広
域
的
な
情
報
の
提
供
‐
‐
‐
‐
‐
「地
域
づ
く
り
型
生
涯
学
習
」を
推
進
す
る
環
境
整
備
‐
‐
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
体
制
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
‐
‐
し
ず
お
か
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
数
6,
25
0（
平
成
29
年
度
）
○
　
社
会
教
育
関
係
施
設
の
整
備
‐
‐
県
立
中
央
図
書
館
の
年
間
利
用
者
数
25
万
人
／
年
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
市
町
の
公
民
館
等
で
行
わ
れ
て
い
る
事
業
，
活
動
に
参
加
し
た
人
の
割
合
35
％
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
社
会
教
育
主
事
等
研
修
参
加
者
数
46
0（
平
成
29
年
度
）
‐
‐
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝
食
を
と
っ
て
い
る
幼
児
児
童
生
徒
の
割
合
60
％
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
幼
稚
園
・保
育
園
等
・小
学
校
・中
学
校
で
家
庭
教
育
に
関
す
る
交
流
会
を
実
施
し
た
園
・学
校
数
23
0か
所
（平
成
29
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
円
滑
な
接
続
に
よ
る
人
づ
く
り
の
推
進
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
と
教
育
施
設
の
整
備
生
涯
学
習
社
会
を
支
え
る
指
導
者
の
養
成 幼
児
期
の
教
育
の
充
実
○
　
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
充
実
○
　
社
会
教
育
関
係
指
導
者
の
養
成
と
活
用
静
岡
県
「地
域
づ
く
り
型
生
涯
学
習
」の
推
進
「地
域
で
活
躍
す
る
人
づ
く
り
の
推
進
」と
「地
域
・社
会
へ
の
参
画
の
推
進
」
「地
域
づ
く
り
型
生
涯
学
習
」に
よ
る
地
域
の
「絆
」と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
第
2次
岐
阜
県
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
「ぎ
ふ
の
人
間
像
」の
実
現
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
生
涯
に
わ
た
る
学
習
・文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
静
岡
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
29
年
度
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
岐
阜
県
生
涯
学
習
振
興
指
針
学
び
の
成
果
が
生
き
る
生
涯
学
習
の
振
興
岐
阜
県
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
推
進
長
野
県
第
2次
長
野
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
社
会
全
体
で
共
に
育
み
共
に
学
ぶ
教
育
の
推
進
潤
い
と
感
動
を
も
た
ら
す
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
生
涯
学
習
推
進
計
画
（第
2次
静
岡
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
）は
，
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
学
ぶ
人
が
増
え
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
「身
近
な
と
こ
ろ
に
，
社
会
教
育
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
「青
少
年
の
健
や
か
な
育
成
の
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」と
感
じ
る
人
の
割
合
○
　
「そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
，
学
習
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
が
さ
れ
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
「自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
が
子
供
を
生
み
，
育
て
や
す
い
と
こ
ろ
」と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
○
　
「ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
」と
答
え
る
県
民
の
割
合
○
　
学
校
や
社
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
，
他
の
学
習
や
生
活
に
十
分
に
活
用
し
て
い
る
人
の
割
合
子
供
の
未
来
づ
く
り
○
　
学
校
，
家
庭
，
地
域
の
連
携
を
支
援
○
　
豊
か
な
交
流
，
体
験
活
動
の
推
進
○
　
家
庭
教
育
の
支
援
○
　
青
少
年
健
全
育
成
，
健
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
」と
答
え
る
児
童
生
徒
（小
6，
中
3）
の
割
合
○
　
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
（週
1回
以
上
運
動
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
成
人
の
割
合
）
－99－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標 青
少
年
期
の
教
育
の
充
実
○
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
向
け
た
環
境
整
備
‐
‐
地
域
の
青
少
年
声
掛
け
運
動
参
加
者
数
累
計
38
5,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
成
年
期
以
降
の
教
育
の
充
実
○
　
学
習
環
境
や
学
習
内
容
の
充
実
‐
‐
1年
間
に
図
書
館
を
利
用
し
た
人
の
割
合
53
％
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
外
部
人
材
（Ｎ
Ｐ
Ｏ
，
企
業
は
除
く
）を
教
育
活
動
で
活
用
し
た
学
校
の
割
合
小
10
0％
,中
10
0％
,高
81
％
,特
10
0％
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
「通
学
合
宿
」の
実
施
箇
所
数
19
0か
所
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
「し
ず
お
か
子
育
て
優
待
カ
ー
ド
事
業
」協
賛
店
舗
数
7,
50
0店
舗
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
ふ
じ
さ
ん
っ
こ
応
援
隊
の
参
加
団
体
数
1,
00
0団
体
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
地
域
で
子
供
を
育
む
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
人
の
割
合
20
％
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
人
の
割
合
25
％
（平
成
29
年
度
）
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
競
技
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
者
数
水
泳
場
27
万
人
以
上
,武
道
場
27
万
人
以
上
（平
成
29
年
度
）
知
識
基
盤
社
会
と
科
学
・技
術
の
発
展
へ
の
対
応
○
　
知
識
を
体
系
化
し
活
用
す
る
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
‐
県
民
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
83
％
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
修
了
者
数
1,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
り
確
か
な
学
力
を
育
成
し
ま
す
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
振
興
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
‐
‐
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
充
実
と
子
育
て
支
援
‐
‐
‐
‐
○
　
あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
開
催
‐
○
　
あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
修
了
者
に
対
す
る
支
援
‐
○
　
公
民
館
活
動
の
活
性
化
支
援
‐
○
　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
‐
○
　
「ま
ち
の
達
人
」の
地
域
活
動
に
対
す
る
支
援
‐
○
　
親
に
対
す
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
○
　
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
者
の
養
成
と
活
用
‐
○
　
悩
み
を
も
つ
家
庭
に
対
す
る
相
談
活
動
の
充
実
‐
○
　
父
親
の
育
児
参
加
の
促
進
‐
○
　
家
庭
教
育
を
支
え
る
地
域
活
動
の
推
進
‐
○
　
家
庭
教
育
の
普
及
啓
発
・情
報
発
信
‐
○
　
地
域
に
よ
る
学
校
教
育
へ
の
支
援
‐
○
　
保
護
者
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
○
　
地
域
の
教
育
を
支
え
る
指
導
者
等
研
修
会
の
実
施
‐
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
推
進
本
部
等
の
開
催
‐
生
涯
学
習
推
進
本
部
会
議
の
開
催
回
数
1回
以
上
開
催
（平
成
29
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
「学
び
ネ
ッ
ト
あ
い
ち
」
の
充
実
‐
高
齢
期
の
学
び
と
社
会
参
加
活
動
の
促
進
あ
い
ち
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
の
年
間
受
講
者
数
54
0人
（平
成
29
年
度
）
家
庭
教
育
の
充
実
と
子
育
て
支
援
「親
の
学
び
」学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
用
講
座
（家
庭
教
育
研
修
会
）参
加
人
数
2,
00
0人
以
上
（平
成
29
年
度
）
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
生
涯
学
習
地
域
の
教
育
力
の
向
上
学
校
支
援
地
域
本
部
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
前
年
度
を
上
回
る
（平
成
29
年
度
）
あ
い
ち
の
教
育
に
関
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
Ⅱ
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
（第
2次
静
岡
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
）は
，
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
学
ぶ
人
が
増
え
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
「身
近
な
と
こ
ろ
に
，
社
会
教
育
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
「青
少
年
の
健
や
か
な
育
成
の
た
め
の
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
」と
感
じ
る
人
の
割
合
○
　
「そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
，
学
習
へ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
が
さ
れ
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
「自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
が
子
供
を
生
み
，
育
て
や
す
い
と
こ
ろ
」と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
○
　
「ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
」と
答
え
る
県
民
の
割
合
○
　
学
校
や
社
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
，
他
の
学
習
や
生
活
に
十
分
に
活
用
し
て
い
る
人
の
割
合
静
岡
県
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
の
推
進
静
岡
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
29
年
度
「自
ら
高
め
る
こ
と
」と
「社
会
に
役
立
つ
こ
と
」を
基
本
的
視
点
と
し
た
「あ
い
ち
の
人
間
像
」の
実
現
教
育
振
興
基
本
計
画
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
円
滑
な
接
続
に
よ
る
人
づ
く
り
の
推
進
社
会
総
が
か
り
で
取
り
組
む
人
づ
く
り
の
推
進
生
き
が
い
や
潤
い
を
も
た
ら
す
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興 現
代
の
重
要
課
題
に
対
応
し
た
教
育
の
推
進
愛
知
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
○
　
様
々
な
活
動
を
通
し
た
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
○
　
学
校
と
家
庭
・地
域
と
の
連
携
・協
働
の
充
実
○
　
家
庭
・地
域
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携
・協
働
の
充
実
○
　
家
庭
・地
域
と
行
政
と
の
連
携
・協
働
の
充
実
連
携
・協
働
に
よ
る
学
校
教
育
の
充
実
連
携
・協
働
に
よ
る
家
庭
教
育
・社
会
教
育
の
充
実
人
と
人
と
を
結
ぶ
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
長
寿
社
会
を
豊
か
に
生
き
る
生
涯
学
習
生
涯
学
習
推
進
体
制
づ
く
り
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
生
涯
学
習
を
充
実
し
ま
す
教
育
振
興
基
本
計
画
学
習
情
報
の
提
供
と
相
談
体
制
の
充
実
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
「学
び
ネ
ッ
ト
あ
い
ち
」ア
ク
セ
ス
件
数
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
関
数
前
年
度
を
10
％
上
回
る
／
1,
80
0機
関
以
上
（平
成
29
年
度
）
愛
知
県
自
己
を
高
め
，
地
域
と
の
つ
な
が
り
，
未
来
を
築
く
生
涯
学
習
社
会
－100－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
情
報
誌
「ま
な
び
ぃ
あ
い
ち
」の
作
成
・配
布
‐
○
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
相
談
体
制
の
充
実
‐
○
　
生
涯
学
習
に
携
わ
る
職
員
の
専
門
性
向
上
‐
○
　
生
涯
学
習
コ
ー
デ
イ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
‐
○
　
地
域
活
動
に
関
す
る
講
座
の
開
催
‐
○
　
公
民
館
活
動
等
に
関
す
る
支
援
‐
○
　
地
域
で
活
動
す
る
団
体
に
対
す
る
支
援
‐
○
　
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
‐
○
　
調
査
・研
究
の
推
進
‐
○
　
愛
知
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
充
実
‐
○
　
愛
知
県
図
書
館
の
充
実
‐
○
　
愛
知
県
美
術
館
の
充
実
‐
○
　
愛
知
県
陶
磁
資
料
館
の
充
実
‐
○
　
愛
知
県
青
年
の
家
，
美
浜
少
年
自
然
の
家
，
旭
高
原
少
年
自
然
の
家
の
充
実
‐
○
　
愛
知
県
清
洲
貝
殻
山
貝
塚
資
料
館
の
充
実
‐
豊
か
な
感
性
や
情
操
を
育
む
教
育
の
重
要
性
‐
‐
‐
読
書
活
動
の
意
義
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
食
育
の
意
義
と
目
的
‐
‐
‐
食
育
の
取
組
方
向
‐
‐
‐
豊
か
な
心
の
育
成
に
つ
な
が
る
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
運
動
を
「楽
し
む
」気
持
ち
の
育
成
‐
‐
‐
運
動
で
「認
め
ら
れ
る
」機
会
の
創
出
‐
‐
‐
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り
の
重
要
性
‐
地
域
の
意
見
を
受
け
止
め
た
学
校
の
改
善
‐
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
‐
地
域
の
教
育
力
の
活
用
‐
地
域
に
根
ざ
し
た
「学
び
の
拠
点
」と
し
て
の
学
校
の
活
用
‐
子
供
た
ち
の
教
育
に
お
け
る
家
庭
の
役
割
‐
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
必
要
性
‐
家
庭
教
育
に
対
す
る
働
き
か
け
・支
援
の
推
進
‐
社
会
全
体
で
家
庭
教
育
を
支
え
る
気
運
の
醸
成
・仕
組
み
づ
く
り
‐
学
校
等
の
子
育
て
相
談
機
能
の
発
揮
‐
子
供
た
ち
を
通
じ
た
保
護
者
啓
発
・支
援
の
推
進
‐
家
庭
教
育
の
充
実
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
等
の
発
信
‐
地
域
指
導
者
の
養
成
数
25
0人
以
上
（平
成
29
年
度
）
健
や
か
な
体
の
育
成
体
力
の
向
上
○
　
運
動
環
境
の
整
備
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
小
学
生
の
割
合
20
教
委
　
全
30
教
委
の
66
.7
％
（平
成
27
年
度
）
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
等
の
連
携
の
推
進
○
　
交
流
・相
談
機
会
の
充
実
に
向
け
た
支
援
○
　
親
支
援
に
か
か
る
取
組
方
向
の
検
討
・実
施
○
　
家
庭
教
育
の
充
実
の
た
め
の
啓
発
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
○
　
地
域
に
開
か
れ
た
次
世
代
育
成
の
拠
点
づ
く
り
の
推
進
○
　
社
会
全
体
の
理
解
促
進
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
，
子
育
て
に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
設
け
て
い
る
小
中
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
27
年
度
）
多
様
な
主
体
で
教
育
に
取
り
組
む
社
会
づ
く
り
人
材
・団
体
の
育
成
と
調
査
・研
究
の
推
進
愛
知
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
○
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
等
の
活
用
○
　
地
域
の
教
育
力
の
活
用
○
　
教
育
資
源
の
地
域
へ
の
還
元
○
　
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
浸
透
文
化
芸
術
活
動
・読
書
活
動
の
推
進
○
　
読
書
活
動
の
充
実
○
　
学
校
図
書
館
の
効
果
的
な
活
動
食
育
の
推
進
○
　
食
に
関
す
る
指
導
の
充
実
○
　
家
庭
へ
の
啓
発
○
　
県
全
体
で
の
食
育
推
進
生
涯
学
習
推
進
体
制
づ
く
り
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
学
習
情
報
の
提
供
と
相
談
体
制
の
充
実
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
「学
び
ネ
ッ
ト
あ
い
ち
」ア
ク
セ
ス
件
数
／
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
関
数
前
年
度
を
10
％
上
回
る
／
1,
80
0機
関
以
上
（平
成
29
年
度
）
生
涯
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
数
40
0人
以
上
（平
成
29
年
度
）
三
重
県
豊
か
な
心
の
育
成
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
三
重
県
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
教
育
委
員
会
数
・割
合
愛
知
県
自
己
を
高
め
，
地
域
と
の
つ
な
が
り
，
未
来
を
築
く
生
涯
学
習
社
会
－101－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
「子
供
た
ち
の
成
長
」と
い
う
視
点
か
ら
見
た
地
域
の
役
割
‐
地
域
の
教
育
力
向
上
の
必
要
性
‐
「地
域
全
体
で
子
供
た
ち
を
守
り
育
て
る
」状
況
の
創
出
‐
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
の
推
進
‐
学
校
の
教
育
資
源
の
地
域
へ
の
還
元
‐
「子
供
た
ち
の
成
長
」と
い
う
視
点
か
ら
見
た
社
会
教
育
の
意
義
‐
「子
供
た
ち
の
成
長
」に
資
す
る
社
会
教
育
の
方
向
性
‐
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
，
融
合
‐
新
県
立
博
物
館
の
活
用
‐
地
域
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
実
現
の
必
要
性
‐
「子
供
た
ち
の
成
長
」に
か
か
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
地
域
が
支
え
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
学
び
あ
う
し
く
み
づ
く
り
○
　
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
情
報
提
供
・相
談
体
制
の
充
実
○
　
市
町
に
お
け
る
生
涯
学
習
振
興
の
環
境
づ
く
り
○
　
調
査
・研
究
の
充
実
‐
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
数
23
0,
00
0件
（平
成
26
年
度
）
○
　
健
康
づ
く
り
・生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
23
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
○
　
福
祉
活
動
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
‐
市
民
活
動
団
体
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
団
体
数
2,
70
5団
体
（平
成
26
年
度
）
○
　
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
学
習
活
動
の
推
進
‐
社
会
参
加
に
関
す
る
研
修
会
参
加
者
数
70
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
科
学
技
術
進
展
に
対
応
し
た
学
習
活
動
の
推
進
‐
一
般
公
開
講
座
へ
の
参
加
者
数
13
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
○
　
読
書
活
動
の
推
進
‐
県
教
育
委
員
会
が
開
催
し
た
読
書
活
動
推
進
の
た
め
の
講
演
会
へ
の
参
加
者
数
1,
10
0人
（平
成
26
年
度
）
社
会
教
育
の
推
進
‐
‐
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
・協
働
の
推
進
‐
‐
学
習
成
果
が
活
か
さ
れ
る
場
づ
く
り
‐
‐
学
習
成
果
が
活
か
さ
れ
る
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
県
立
の
文
化
・生
涯
学
習
施
設
の
充
実
‐
‐
住
民
に
身
近
な
学
習
拠
点
で
あ
る
公
民
館
や
図
書
館
な
ど
の
充
実
‐
‐
「豊
か
な
心
」を
育
む
○
　
社
会
性
や
思
い
や
り
の
心
の
育
成
○
　
人
と
人
と
の
絆
を
深
め
る
豊
か
な
人
間
関
係
の
育
成
‐
‐
‐
「健
や
か
な
体
」を
育
む
○
　
体
力
向
上
と
健
康
の
保
持
増
進
○
　
健
全
な
心
身
を
育
む
食
育
の
推
進
と
生
活
習
慣
の
向
上
‐
‐
‐
子
育
て
環
境
支
援
の
充
実
を
図
る
○
　
子
育
て
，
家
庭
教
育
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
の
推
進 ○
　
子
供
が
健
や
か
に
育
つ
環
境
づ
く
り
○
　
企
業
・事
業
所
等
と
連
携
し
た
家
庭
教
育
支
援
活
動
の
推
進
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
向
け
た
職
場
づ
く
り
に
，
経
営
者
・従
業
員
を
あ
げ
て
自
主
的
に
取
組
を
推
進
す
る
目
的
で
県
と
協
定
を
結
ん
だ
企
業
・事
業
所
数
家
庭
教
育
協
力
企
業
協
定
（し
が
ふ
ぁ
み
）の
締
結
企
業
・事
業
所
数
1,
34
5社
（平
成
30
年
度
）
56
0人
（平
成
27
年
度
）
社
会
教
育
の
推
進
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
小
学
生
の
割
合
○
　
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
学
校
教
育
と
の
連
携
講
座
等
の
開
催
○
　
人
材
育
成
や
情
報
共
有
等
を
行
う
交
流
の
場
づ
く
り ○
　
社
会
教
育
の
取
組
に
対
す
る
表
彰
○
　
社
会
教
育
施
設
の
充
実
○
　
地
域
人
材
の
学
習
成
果
の
活
用
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
支
援
社
会
教
育
関
係
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
へ
の
参
加
者
数
多
様
な
主
体
で
教
育
に
取
り
組
む
社
会
づ
く
り
地
域
の
教
育
力
の
向
上
○
　
地
域
住
民
の
参
画
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
向
上 ○
　
放
課
後
や
休
日
等
に
お
け
る
子
供
た
ち
の
活
動
の
場
づ
く
り
の
推
進
と
支
援
○
　
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
の
推
進
○
　
教
育
資
源
の
地
域
へ
の
還
元
社
会
教
育
指
導
者
の
養
成
講
座
へ
の
参
加
者
数
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
○
　
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
○
　
機
会
の
提
供
○
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
運
営
県
立
生
涯
学
習
施
設
の
年
間
利
用
者
数
93
0,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
子
供
の
た
く
ま
し
い
生
き
る
力
を
育
む
子
供
の
育
ち
を
支
え
る
環
境
を
つ
く
る
生
涯
学
習
施
設
等
の
充
実
と
活
用
「学
び
あ
う
場
づ
く
り
」
21
0人
（平
成
27
年
度
）
三
重
県
第
3次
三
重
県
生
涯
学
習
振
興
基
本
計
画
社
会
教
育
指
導
者
の
育
成
講
座
へ
の
参
加
者
数
55
0人
（平
成
26
年
度
）
三
重
県
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
社
会
教
育
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
23
,2
50
人
（平
成
27
年
度
）
「文
化
力
」を
活
か
し
た
学
習
機
会
の
提
供
お
よ
び
整
備
・充
実
地
域
・家
庭
の
教
育
力
の
向
上
「学
び
の
絆
に
よ
る
人
づ
く
り
」
学
習
成
果
の
活
用
「学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
あ
う
地
域
づ
く
り
」
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
講
師
登
録
件
数
40
0人
（平
成
26
年
度
）
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
「学
び
あ
う
み
え
の
絆
づ
く
り
」
学
習
機
会
提
供
の
充
実
「学
び
あ
う
環
境
づ
く
り
」
第
2期
滋
賀
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
「未
来
を
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
～
学
び
合
い
支
え
合
う
『共
に
育
つ
』滋
賀
の
教
育
～
」
滋
賀
県
－102－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
学
校
支
援
地
域
本
部
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
等
で
，
学
校
と
地
域
の
連
携
体
制
を
構
築
し
た
学
校
の
割
合
全
て
の
小
・中
学
校
区
に
お
い
て
，
学
校
支
援
地
域
本
部
な
ど
学
校
と
地
域
が
組
織
的
に
連
携
・協
働
す
る
体
制
を
持
つ
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
30
年
度
）
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
持
つ
地
域
や
企
業
・団
体
等
の
人
々
と
の
連
携
を
図
る
た
め
，
学
校
支
援
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
，
連
携
授
業
を
実
施
し
た
学
校
の
割
合
学
校
支
援
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
，
「学
校
支
援
メ
ニ
ュ
ー
」に
係
る
連
携
授
業
を
実
施
し
た
学
校
の
割
合
60
％
（平
成
30
年
度
）
健
康
づ
く
り
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
○
　
誰
も
が
親
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
○
　
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
・充
実
県
民
が
身
近
に
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
場
で
あ
り
，
住
民
の
交
流
の
場
で
あ
る
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
指
導
者
や
運
営
者
が
，
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
公
認
資
格
な
ど
を
有
す
る
こ
と
で
，
活
動
の
質
を
向
上
さ
せ
，
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
，
指
標
と
し
て
設
定
し
た
県
内
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
指
導
す
る
有
資
格
者
数
（累
計
）
87
1人
（平
成
30
年
度
）
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
，
県
民
へ
の
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
指
標
と
し
て
設
定
し
た
「に
お
ね
っ
と
」の
講
座
情
報
登
録
数
2,
10
0件
以
上
（平
成
30
年
度
）
「来
館
者
数
」は
JI
S
（日
本
工
業
規
格
）の
「図
書
館
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
指
標
」の
中
で
，
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
を
計
る
た
め
の
重
要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
り
，
図
書
館
が
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
指
標
と
し
て
設
定
し
た
県
立
図
書
館
来
館
者
数
26
6,
50
0人
（平
成
30
年
度
）
健
康
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動
○
　
健
康
づ
く
り
の
推
進
○
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
‐
‐
‐
‐
し
が
こ
ど
も
体
験
学
校
参
加
団
体
数
10
0団
体
（平
成
27
年
度
）
‐
家
庭
教
育
協
力
企
業
協
定
の
締
結
企
業
数
1,
30
0事
業
所
（平
成
27
年
度
）
‐
学
校
支
援
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
，
連
携
授
業
を
実
施
し
た
学
校
数
60
校
（平
成
27
年
度
）
‐
通
学
合
宿
開
催
数
55
箇
所
（平
成
27
年
度
）
特
色
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
N
P
O
活
動
の
推
進
○
　
だ
れ
も
が
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
・学
習
相
談
の
充
実
‐
‐
交
流
と
情
報
交
換
の
場
づ
く
り
‐
‐
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
人
材
の
育
成
‐
‐
質
の
高
い
学
力
を
は
ぐ
く
む
○
　
基
礎
・基
本
の
定
着
○
　
活
用
す
る
力
の
育
成
○
　
学
習
意
欲
の
向
上
‐
‐
‐
規
範
意
識
や
人
を
思
い
や
り
尊
重
す
る
心
な
ど
，
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
○
　
人
を
思
い
や
り
，
尊
重
す
る
心
の
育
成
○
　
豊
か
な
感
性
，
情
緒
の
育
成
○
　
規
範
意
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
等
を
高
め
る
こ
と
に
よ
る
社
会
性
の
育
成
○
　
京
都
の
伝
統
と
文
化
を
守
り
，
受
け
つ
ぎ
，
新
た
な
文
化
を
創
造
す
る
心
と
技
の
育
成
‐
‐
‐
た
く
ま
し
く
健
や
か
な
身
体
を
は
ぐ
く
む
○
　
体
力
の
向
上
○
　
健
や
か
な
身
体
の
育
成
‐
‐
‐
第
2期
滋
賀
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
「未
来
を
拓
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
～
学
び
合
い
支
え
合
う
『共
に
育
つ
』滋
賀
の
教
育
～
」
滋
賀
県
つ
な
が
り
で
未
来
を
拓
く
－
滋
賀
の
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
基
本
構
想
－
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
○
　
社
会
教
育
体
制
等
の
整
備
推
進
○
　
学
習
情
報
提
供
・学
習
相
談
の
充
実
と
地
域
で
の
実
践
す
る
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
○
　
読
書
環
境
の
整
備
と
読
書
活
動
の
推
進
子
供
の
育
ち
を
支
え
る
社
会
づ
く
り
○
　
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
○
　
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実
○
　
「生
き
る
力
」を
育
む
学
校
教
育
の
推
進
子
供
の
育
ち
を
支
え
る
環
境
を
つ
く
る
社
会
全
体
で
子
供
を
育
て
る
環
境
を
つ
く
る
○
　
地
域
の
力
を
学
校
に
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
○
　
社
会
全
体
で
子
供
の
育
ち
を
支
援
す
る
取
組
の
推
進
と
情
報
の
発
信
す
べ
て
の
人
が
共
に
育
ち
，
社
会
を
創
る
生
涯
学
習
を
振
興
す
る
生
涯
学
習
の
場
の
充
実
京
都
の
未
来
を
創
造
す
る
人
づ
く
り
に
向
け
た
教
育
の
推
進
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
県
民
の
割
合
（週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
校
の
授
業
時
間
以
外
の
勉
強
時
間
が
平
日
1日
当
た
り
30
分
に
満
た
な
い
子
供
の
割
合
○
　
地
域
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
子
供
の
割
合
（「
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
す
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
の
計
）
○
　
学
校
や
体
育
の
授
業
以
外
で
週
1
日
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
子
供
の
割
合
○
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
「早
寝
，
早
起
き
，
朝
ご
は
ん
」が
身
に
就
い
て
い
る
子
供
の
割
合
①
12
時
ま
で
に
就
寝
す
る
子
供
の
割
合
②
7時
ま
で
に
起
床
す
る
子
供
の
割
合
③
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
子
供
の
割
合
○
　
週
1回
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
成
人
の
割
合
2,
10
0講
座
（平
成
27
年
度
）
つ
な
が
り
で
未
来
を
拓
く
滋
賀
の
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り
～
ま
な
ぶ
　
い
か
す
つ
な
が
る
～
ま
な
ぶ
～
個
人
と
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
の
充
実
～
い
か
す
～
学
び
の
成
果
を
生
か
す
機
会
の
設
定
と
拡
充
～
つ
な
が
る
～
学
び
を
通
し
た
人
と
人
，
人
と
社
会
の
つ
な
が
り
の
推
進
～
滋
賀
県
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「に
お
ね
っ
と
」に
お
け
る
講
座
情
報
数
京
都
府
京
都
府
教
育
振
興
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
歴
史
と
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
京
都
の
知
恵
を
つ
な
ぎ
，
自
然
，
人
，
社
会
と
つ
な
が
る
人
積
み
重
ね
ら
れ
た
知
恵
を
活
用
し
，
新
し
い
価
値
を
創
り
出
し
て
世
界
に
発
信
す
る
人
－103－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
一
人
一
人
を
大
切
に
し
，
個
性
や
能
力
を
最
大
限
に
伸
ば
す
○
　
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
す
べ
て
の
教
育
の
出
発
点
で
あ
る
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
○
　
親
の
た
め
の
学
習
活
動
支
援
の
充
実
○
　
家
庭
教
育
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
‐
子
育
て
・親
育
ち
講
座
等
の
開
催
回
数
（年
間
）
10
0回
以
上
（平
成
32
年
度
）
‐
京
都
府
教
育
委
員
会
が
「京
の
ま
な
び
教
室
」の
特
別
講
師
を
「ま
な
び
教
室
」や
学
校
等
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
件
数
（年
間
）
50
件
以
上
（平
成
32
年
度
）
‐
地
域
住
民
及
び
企
業
や
N
P
O
等
と
連
携
し
て
学
校
支
援
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
32
年
度
）
‐
子
供
の
健
全
育
成
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
32
年
度
）
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
て
学
習
環
境
を
充
実
さ
せ
る
○
　
京
都
の
力
を
活
か
し
た
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
施
設
と
の
連
携
及
び
指
導
者
の
養
成
‐
府
立
図
書
館
の
連
絡
協
力
車
で
市
町
村
へ
搬
送
し
た
図
書
の
数
（年
間
）
5万
冊
以
上
（平
成
32
年
度
）
運
動
機
会
の
充
実
に
よ
る
体
力
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
生
活
習
慣
の
定
着
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
活
動
を
支
え
る
た
め
の
条
件
整
備
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
つ
な
が
り
の
中
で
の
家
庭
教
育
支
援
‐
‐
‐
‐
人
格
形
成
の
基
礎
を
担
う
幼
児
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
自
立
し
て
未
来
に
挑
戦
す
る
態
度
の
育
成
兵
庫
型
「体
験
教
育
」の
推
進
‐
‐
‐
‐
「生
き
る
力
」を
育
む
教
育
の
推
進
「豊
か
な
心
」の
育
成
「健
や
か
な
体
」の
育
成
幼
児
期
の
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
全
体
で
子
供
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
機
会
・場
の
充
実
‐
‐
‐
‐
「ス
ポ
ー
ツ
立
県
ひ
ょ
う
ご
」の
実
現
‐
‐
‐
‐
奈
良
県
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
健
や
か
な
体
の
育
成
○
　
体
育
・保
健
体
育
授
業
の
充
実
と
運
動
機
会
の
拡
充 ○
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
確
立
○
　
食
育
の
推
進
‐
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
○
　
学
校
に
お
け
る
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
○
　
博
物
館
施
設
を
活
用
し
た
体
験
学
習
の
充
実
‐
‐
‐
学
校
と
地
域
等
と
の
連
携
・協
働
○
　
学
校
と
地
域
等
と
の
連
携
・協
働
‐
‐
‐
子
供
の
自
立
を
育
む
学
校
教
育
の
推
進
子
供
た
ち
の
健
や
か
な
体
を
は
ぐ
く
み
ま
す 地
域
の
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
大
阪
府
大
阪
府
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
34
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
自
ら
の
力
や
個
性
を
発
揮
し
て
夢
や
志
を
持
ち
，
粘
り
強
く
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
づ
く
り
大
き
く
変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢
や
国
際
社
会
の
中
で
，
自
立
し
て
力
強
く
生
き
る
人
づ
く
り
自
他
の
生
命
を
尊
重
し
，
違
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
，
自
律
し
て
社
会
を
支
え
る
人
づ
く
り
和
歌
山
県
第
2期
和
歌
山
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
未
来
を
拓
く
ひ
た
む
き
な
人
間
力
を
育
む
和
歌
山
京
都
の
力
を
活
か
し
て
一
人
一
人
の
学
び
を
支
え
る
教
育
環
境
づ
く
り
地
域
社
会
の
力
を
活
か
し
て
子
供
を
は
ぐ
く
む
環
境
を
つ
く
る
○
　
地
域
社
会
の
力
を
活
か
し
た
活
動
の
充
実
○
　
地
域
社
会
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
の
充
実
○
　
子
供
健
全
育
成
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
京
都
の
未
来
を
創
造
す
る
人
づ
く
り
に
向
け
た
教
育
の
推
進
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
校
の
授
業
時
間
以
外
の
勉
強
時
間
が
平
日
1日
当
た
り
30
分
に
満
た
な
い
子
供
の
割
合
○
　
地
域
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
関
心
が
あ
る
子
供
の
割
合
（「
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
歴
史
や
自
然
に
つ
い
て
関
心
が
あ
り
ま
す
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
の
計
）
○
　
学
校
や
体
育
の
授
業
以
外
で
週
1
日
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
る
子
供
の
割
合
○
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
「早
寝
，
早
起
き
，
朝
ご
は
ん
」が
身
に
就
い
て
い
る
子
供
の
割
合
①
12
時
ま
で
に
就
寝
す
る
子
供
の
割
合
②
7時
ま
で
に
起
床
す
る
子
供
の
割
合
③
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
子
供
の
割
合
○
　
週
1回
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
成
人
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
子
供
の
朝
食
欠
食
率
子
供
た
ち
の
学
び
を
支
え
る
仕
組
み
の
確
立
兵
庫
県
第
2期
ひ
ょ
う
ご
教
育
創
造
プ
ラ
ン
（兵
庫
県
教
育
基
本
計
画
）
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
兵
庫
が
育
む
　
こ
こ
ろ
豊
か
で
自
立
し
た
人
づ
く
り
－
学
び
，
育
て
，
支
え
る
ひ
ょ
う
ご
の
教
育
－
す
べ
て
の
県
民
が
学
ぶ
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
京
都
府
京
都
府
教
育
振
興
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
歴
史
と
伝
統
に
は
ぐ
く
ま
れ
た
京
都
の
知
恵
を
つ
な
ぎ
，
自
然
，
人
，
社
会
と
つ
な
が
る
人
積
み
重
ね
ら
れ
た
知
恵
を
活
用
し
，
新
し
い
価
値
を
創
り
出
し
て
世
界
に
発
信
す
る
人
－104－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標 地
域
の
活
力
を
育
む
人
づ
く
り
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
，
青
少
年
の
健
全
育
成
○
　
家
庭
の
教
育
力
向
上
○
　
地
域
の
教
育
力
向
上
○
　
青
少
年
の
健
全
育
成
‐
‐
‐
‐
「き
の
く
に
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」年
間
講
座
登
録
数
1,
05
0講
座
（平
成
30
年
度
）
‐
「き
の
く
に
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」入
学
者
数
6,
60
0人
（平
成
30
年
度
）
県
民
の
元
気
を
出
す
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
30
市
町
村
70
ク
ラ
ブ
（平
成
30
年
度
）
誰
も
が
主
体
的
に
参
画
で
き
る
社
会
づ
く
り
「地
域
共
有
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
形
成
に
向
け
た
社
会
教
育
活
動
の
推
進
○
　
「地
域
共
有
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」の
形
成
に
向
け
た
社
会
教
育
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
「鳥
取
県
家
庭
教
育
推
進
協
力
企
業
」協
定
締
結
企
業
数
70
0社
（平
成
30
年
度
）
‐
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
7,
00
0人
（平
成
30
年
度
）
家
庭
教
育
の
充
実
○
　
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
○
　
社
会
全
体
に
よ
る
家
庭
教
育
の
支
援
○
　
学
校
と
家
庭
が
協
働
し
た
学
力
向
上
‐
「鳥
取
県
家
庭
教
育
推
進
協
力
企
業
」協
定
締
結
企
業
数
70
0社
（平
成
30
年
度
）
‐
「と
っ
と
り
マ
ス
タ
ー
」認
定
者
数
20
人
（平
成
30
年
度
）
‐
公
立
図
書
館
の
個
人
貸
出
冊
数
（人
口
一
人
当
た
り
）
6冊
（平
成
30
年
度
）
学
力
の
向
上
○
　
学
校
と
地
域
が
協
働
し
た
学
力
向
上
○
　
基
礎
学
力
の
確
実
な
定
着
と
さ
ら
な
る
伸
長
‐
「地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
」児
童
生
徒
の
増
加
向
上
（平
成
30
年
度
）
豊
か
な
人
間
性
，
社
会
性
を
育
む
教
育
の
推
進
○
　
読
書
活
動
の
推
進
○
　
体
験
活
動
，
文
化
芸
術
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
健
や
か
な
心
と
体
づ
く
り
の
推
進
○
　
子
供
の
体
力
・運
動
能
力
の
向
上
○
　
健
康
教
育
の
充
実
○
　
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
生
涯
に
わ
た
っ
て
運
動
，
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
運
動
，
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
○
　
幼
児
期
に
お
け
る
運
動
，
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
づ
く
り ○
　
少
年
期
（小
学
校
～
高
等
学
校
）の
適
正
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
○
　
成
年
期
か
ら
の
運
動
，
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
島
根
県
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
教
育
振
興
基
本
計
画
は
平
成
23
年
度
を
も
っ
て
期
間
終
了
。
第
2期
し
ま
ね
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
は
平
成
26
年
度
7月
に
策
定
。
確
か
な
学
力
の
向
上
○
　
学
力
向
上
策
の
推
進
‐
‐
‐
豊
か
な
心
の
育
成
○
　
体
験
活
動
・文
化
活
動
等
の
充
実
‐
様
々
な
体
験
活
動
に
参
加
し
た
青
少
年
の
数
13
3,
00
0人
／
年
（平
成
26
年
度
）
信
頼
あ
ふ
れ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
○
　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
子
供
の
朝
食
欠
食
率
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
望
ま
し
い
生
活
習
慣
が
大
切
だ
と
思
う
保
護
者
の
割
合
○
　
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
定
着
に
取
り
組
ん
で
い
る
割
合
○
　
「読
書
が
好
き
で
あ
る
」児
童
生
徒
の
増
加
○
　
小
学
校
に
お
い
て
，
体
育
の
授
業
を
除
く
1日
の
運
動
時
間
が
1時
間
以
上
の
児
童
の
割
合
○
　
成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
（週
1回
以
上
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
公
立
中
学
校
1年
生
の
う
ち
，
学
校
の
授
業
時
間
以
外
で
，
普
段
（月
～
金
曜
日
），
1日
当
た
り
1時
間
以
上
学
習
す
る
生
徒
の
割
合
○
　
公
立
中
学
校
1年
生
の
う
ち
，
家
や
図
書
館
で
，
普
段
（月
～
金
曜
日
），
1日
当
た
り
10
分
以
上
読
書
す
る
生
徒
の
割
合
鳥
取
県
鳥
取
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
自
立
し
て
心
豊
か
に
生
き
る
　
未
来
を
創
造
す
る
　
鳥
取
県
の
人
づ
く
り
和
歌
山
県
第
2期
和
歌
山
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
未
来
を
拓
く
ひ
た
む
き
な
人
間
力
を
育
む
和
歌
山
社
会
全
体
で
取
り
組
む
教
育
の
推
進
○
　
地
域
の
教
育
力
の
向
上
○
　
社
会
全
体
に
よ
る
学
校
支
援
○
　
社
会
教
育
を
推
進
す
る
人
材
の
育
成
と
団
体
支
援
生
涯
学
習
の
環
境
整
備
と
活
動
支
援
○
　
生
涯
学
習
の
推
進
○
　
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
○
　
社
会
教
育
施
設
の
機
能
の
強
化
と
利
用
促
進
○
　
図
書
館
機
能
の
充
実
生
き
が
い
を
も
ち
，
自
己
実
現
を
め
ざ
せ
る
社
会
づ
く
り
一
人
一
人
の
学
び
を
実
現
す
る
生
涯
学
習
の
振
興
○
　
「き
の
く
に
県
民
カ
レ
ッ
ジ
」の
推
進
○
　
学
習
成
果
を
生
か
す
シ
ス
テ
ム
の
構
築
○
　
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
専
門
的
人
材
の
資
質
向
上
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
○
　
社
会
教
育
施
設
の
充
実
・活
用
学
ぶ
意
欲
を
高
め
る
学
校
教
育
の
推
進
確
か
な
学
力
，
豊
か
な
心
，
健
や
か
な
体
な
ど
，
子
供
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
基
本
と
な
る
資
質
能
力
を
は
ぐ
く
む
社
会
全
体
で
学
び
続
け
る
環
境
づ
く
り
岡
山
県
岡
山
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
心
豊
か
に
　
た
く
ま
し
く
未
来
を
拓
く
　
岡
山
の
人
づ
く
り
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
放
課
後
子
供
教
室
の
設
置
箇
所
数
（累
計
）
20
0箇
所
（平
成
26
年
度
）
‐
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
箇
所
数
（累
計
）
40
6箇
所
（平
成
26
年
度
）
○
　
読
書
活
動
の
充
実
‐
公
立
図
書
館
に
お
け
る
児
童
書
の
年
間
貸
出
冊
数
33
6万
冊
／
年
（平
成
26
年
度
）
‐
家
庭
教
育
相
談
員
の
養
成
数
（累
計
）
87
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
数
（累
計
）
11
0箇
所
（平
成
26
年
度
）
郷
土
に
学
ぶ
教
育
の
推
進
○
　
郷
土
に
学
ぶ
教
育
の
推
進
‐
地
域
の
人
材
を
学
校
で
活
用
し
て
い
る
公
立
小
・中
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
26
年
度
）
○
　
郷
土
の
発
展
を
支
え
る
学
び
の
促
進
‐
社
会
教
育
主
事
講
習
を
受
講
す
る
教
職
員
の
数
（累
計
）
50
人
（平
成
26
年
度
）
○
　
社
会
人
と
し
て
自
立
を
目
指
す
学
び
の
促
進
‐
公
民
館
等
に
お
い
て
職
業
等
に
関
す
る
学
習
を
実
施
し
て
い
る
時
間
数
1,
62
0時
間
／
年
（平
成
26
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
充
実
‐
県
民
が
公
立
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
の
数
1,
30
0万
冊
／
年
○
　
様
々
な
機
関
・団
体
と
の
協
働
の
推
進
‐
企
業
，
団
体
等
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
（出
前
講
座
等
）の
件
数
（累
計
）
10
0件
（平
成
26
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
○
　
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
（累
計
）
10
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
地
域
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
学
習
機
会
の
充
実
○
　
自
分
の
地
域
を
学
習
す
る
機
会
の
充
実
○
　
「岡
山
ら
し
さ
」を
学
習
す
る
機
会
の
充
実
‐
地
域
理
解
に
つ
な
が
る
学
習
を
実
施
し
て
い
る
公
民
館
等
の
割
合
10
0％
（平
成
26
年
度
）
‐
地
域
の
人
材
を
学
校
で
活
用
し
て
い
る
公
立
小
・中
学
校
の
割
合
放
課
後
子
供
教
室
・児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
箇
所
数
10
0％
（平
成
26
年
度
）
‐
放
課
後
子
供
教
室
の
設
置
箇
所
数
20
0（
平
成
26
年
度
）
‐
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
箇
所
数
40
5（
平
成
26
年
度
）
‐
家
庭
教
育
相
談
員
の
養
成
数
10
0人
（平
成
26
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
公
立
中
学
校
1年
生
の
う
ち
，
学
校
の
授
業
時
間
以
外
で
，
普
段
（月
～
金
曜
日
），
1日
当
た
り
1時
間
以
上
学
習
す
る
生
徒
の
割
合
○
　
公
立
中
学
校
1年
生
の
う
ち
，
家
や
図
書
館
で
，
普
段
（月
～
金
曜
日
），
1日
当
た
り
10
分
以
上
読
書
す
る
生
徒
の
割
合
社
会
全
体
で
子
供
た
ち
の
教
育
に
取
り
組
み
，
家
庭
や
地
域
社
会
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
た
教
育
の
推
進
○
　
地
域
社
会
の
教
育
力
の
向
上
家
庭
教
育
へ
の
支
援
○
　
家
庭
教
育
へ
の
支
援
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
の
振
興
を
図
る
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
学
習
活
動
の
推
進
社
会
全
体
で
学
習
活
動
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
人
が
つ
な
が
り
地
域
社
会
に
生
か
す
「学
び
」の
推
進
地
域
社
会
に
お
け
る
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
を
創
り
出
す
場
・組
織
の
充
実
○
　
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り
の
推
進
○
　
家
庭
教
育
の
支
援
○
　
民
間
団
体
等
に
よ
る
主
体
的
な
取
組
の
促
進
○
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
の
構
築
の
支
援
○
　
公
民
館
等
社
会
教
育
施
設
の
機
能
充
実
の
支
援
○
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
活
性
化
第
3次
岡
山
県
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
豊
か
な
学
び
と
「地
域
力
」
の
形
成
が
循
環
す
る
「生
涯
学
習
社
会
☆
お
か
や
ま
」の
実
現
岡
山
県
岡
山
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
心
豊
か
に
　
た
く
ま
し
く
未
来
を
拓
く
　
岡
山
の
人
づ
く
り
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
地
域
社
会
に
参
加
・参
画
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
○
　
「地
域
デ
ビ
ュ
ー
」の
支
援
○
　
様
々
な
活
動
を
通
じ
た
地
域
社
会
へ
の
参
加
・参
画
の
促
進
○
　
文
化
活
動
を
通
じ
た
地
域
社
会
へ
の
つ
な
が
り
の
構
築
の
支
援
○
　
E
S
D
の
取
組
の
支
援
○
　
地
域
社
会
へ
の
参
加
・参
画
す
る
こ
と
を
支
え
る
人
材
育
成
の
推
進
○
　
参
加
体
験
型
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
の
支
援
‐
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者
数
10
0人
（平
成
26
年
度
）
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
○
　
学
校
と
地
域
社
会
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
○
　
専
門
性
を
有
す
る
職
員
等
へ
の
研
修
機
会
の
充
実
‐
今
後
5年
間
で
社
会
教
育
主
事
講
習
を
受
講
す
る
教
職
員
数
50
人
（平
成
26
年
度
）
‐
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
提
供
を
行
う
公
民
館
数
20
0（
平
成
26
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
登
録
事
例
数
4,
80
0（
平
成
26
年
度
）
‐
「子
供
参
観
日
」実
施
事
業
所
数
50
（平
成
26
年
度
）
‐
様
々
な
体
験
活
動
に
参
加
し
た
青
少
年
の
数
13
3,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・再
チ
ャ
レ
ン
ジ
等
生
涯
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
支
援
○
　
学
び
続
け
る
環
境
の
整
備
・充
実
○
　
高
齢
者
へ
の
支
援
の
充
実
‐
公
民
館
等
に
お
い
て
職
業
等
に
関
す
る
学
習
を
実
施
し
て
い
る
時
間
数
1,
62
0時
間
（平
成
26
年
度
）
‐
県
生
涯
学
習
大
学
連
携
講
座
数
65
0（
平
成
26
年
度
）
‐
社
会
教
育
施
設
，
団
体
等
に
よ
る
出
前
型
（ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
）講
座
数
10
0（
平
成
26
年
度
）
‐
県
民
が
1年
間
に
公
立
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
の
数
1,
30
0万
冊
（平
成
26
年
度
）
‐
公
的
な
生
涯
学
習
講
座
へ
の
参
加
者
数
1,
30
0,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
数
10
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
‐
企
業
，
団
体
等
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
数
10
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者
数
10
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
今
後
5年
間
で
社
会
教
育
主
事
講
習
を
受
講
す
る
人
数
12
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
市
町
村
に
お
い
て
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
基
本
計
画
等
を
策
定
し
て
い
る
市
町
村
の
割
合
50
.0
％
（平
成
26
年
度
）
人
が
つ
な
が
り
地
域
社
会
に
生
か
す
「学
び
」の
推
進
学
習
機
会
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
の
推
進
○
　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
学
習
支
援
の
充
実
○
　
情
報
通
信
技
術
等
を
活
用
し
た
学
習
機
会
・情
報
提
供
の
充
実
多
様
な
個
性
・能
力
の
伸
長
の
支
援
○
　
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
，
学
習
活
動
実
践
の
支
援
○
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
○
　
健
康
づ
く
り
の
推
進
個
々
が
輝
く
「学
び
」の
推
進
学
習
相
談
・情
報
提
供
機
能
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
情
報
提
供
の
一
層
の
充
実
○
　
情
報
提
供
体
制
の
充
実
○
　
企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
取
組
の
推
進
た
く
ま
し
く
未
来
を
切
り
拓
く
「学
び
」の
推
進
青
少
年
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
へ
の
支
援
○
　
社
会
全
体
で
勤
労
観
・職
業
観
を
育
成
す
る
取
組
の
充
実
○
　
社
会
性
を
は
ぐ
く
む
様
々
な
取
組
の
充
実
多
様
な
主
体
の
連
携
・協
働
が
創
り
出
す
「学
び
」の
推
進
多
様
な
主
体
と
の
連
携
・協
働
に
よ
る
取
組
の
推
進
○
　
企
業
等
と
の
連
携
・協
働
に
よ
る
取
組
の
推
進
○
　
公
益
法
人
や
N
P
O
等
民
間
団
体
と
の
連
携
・協
働
に
よ
る
取
組
の
推
進
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
一
層
の
充
実
第
3次
岡
山
県
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
豊
か
な
学
び
と
「地
域
力
」
の
形
成
が
循
環
す
る
「生
涯
学
習
社
会
☆
お
か
や
ま
」の
実
現
岡
山
県
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
施
設
利
用
者
数
12
5,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
今
後
5年
間
の
指
導
者
研
修
事
業
へ
の
参
加
者
数
3,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
に
お
け
る
児
童
書
の
蔵
書
冊
数
16
0,
00
0冊
（平
成
26
年
度
）
学
習
意
欲
の
高
揚
　
～
明
日
へ
ふ
み
だ
す
学
び
の
一
歩
～
‐
‐
‐
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
の
場
の
充
実
‐
‐
‐
‐
現
代
的
課
題
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
と
運
営
の
弾
力
化
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
参
加
促
進
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
支
援
者
の
養
成
・確
保
‐
‐
‐
‐
団
体
・グ
ル
ー
プ
の
育
成
・支
援
‐
‐
‐
‐
情
報
提
供
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
評
価
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
活
用
‐
‐
‐
‐
‐
交
流
活
動
の
促
進
　
～
学
び
が
育
む
心
の
ふ
れ
あ
い
～
‐
‐
‐
‐
‐
‐
多
元
的
な
学
習
圏
の
構
築
‐
‐
‐
‐
‐
推
進
組
織
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
指
導
の
改
善
・充
実
○
　
学
習
習
慣
の
確
立
‐
‐
‐
読
書
活
動
の
充
実
○
　
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
子
供
の
読
書
活
動
の
充
実 ○
　
山
口
県
子
供
読
書
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
体
力
向
上
の
推
進
○
　
「子
供
元
気
調
査
」等
を
踏
ま
え
た
組
織
的
な
取
組
の
推
進
○
　
家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
食
育
の
推
進
○
　
学
校
で
の
組
織
的
・計
画
的
な
食
育
の
推
進
及
び
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
促
進
‐
‐
‐
健
康
教
育
の
推
進
○
　
現
代
的
な
健
康
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
の
充
実
‐
‐
‐
少
人
数
教
育
の
推
進
○
　
学
力
向
上
推
進
リ
ー
ダ
ー
・推
進
教
員
に
よ
る
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
広
島
県
広
島
県
生
涯
学
習
推
進
構
想
推
進
体
制
の
充
実
　
～
学
び
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
～
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
指
導
者
の
養
成
と
団
体
の
育
成
総
合
計
画
（ひ
ろ
し
ま
未
来
チ
ャ
レ
ン
ジ
ビ
ジ
ョ
ン
）と
委
員
会
方
針
を
合
わ
せ
て
，
教
育
振
興
基
本
計
画
と
し
て
い
る
が
，
平
成
26
年
3月
を
も
っ
て
終
了
し
た
と
み
ら
れ
る
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
勉
強
が
「好
き
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き
」で
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
読
書
が
好
き
と
感
じ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
学
校
以
外
で
月
に
1冊
も
本
を
読
ま
な
い
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
体
育
の
授
業
以
外
に
運
動
や
外
遊
び
を
ほ
と
ん
ど
毎
日
（週
3日
以
上
）行
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
朝
食
を
毎
日
摂
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
朝
食
を
毎
日
摂
り
，
排
便
が
毎
日
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
平
成
11
年
度
～
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
支
援
の
充
実
　
～
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
び
の
応
援
～
学
習
成
果
の
評
価
・活
用
～
学
び
で
輝
く
ひ
と
と
ま
ち
～
多
様
な
主
体
の
連
携
・協
働
が
創
り
出
す
「学
び
」の
推
進
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
充
実
○
　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
○
　
県
立
図
書
館
○
　
社
会
教
育
施
設
（公
民
館
，
図
書
館
，
博
物
館
等
）
第
3次
岡
山
県
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
豊
か
な
学
び
と
「地
域
力
」
の
形
成
が
循
環
す
る
「生
涯
学
習
社
会
☆
お
か
や
ま
」の
実
現
岡
山
県
山
口
県
山
口
県
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い
「や
ま
ぐ
ち
っ
子
」の
育
成
知
・徳
・体
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
の
推
進
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
A
FP
Y
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
登
録
者
数
10
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
博
物
館
の
出
前
授
業
，
館
内
授
業
の
年
間
利
用
者
数
20
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
質
の
高
い
教
育
環
境
づ
く
り
の
推
進
学
校
運
営
の
活
性
化
○
　
目
標
管
理
型
の
学
校
評
価
の
充
実
○
　
学
校
運
営
の
改
善
に
向
け
た
取
組
の
推
進
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
（学
校
運
営
協
議
会
設
置
校
）
指
定
校
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
80
％
（平
成
29
年
度
）
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
○
　
意
識
啓
発
・情
報
提
供
の
推
進
○
　
保
護
者
等
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
○
　
地
域
に
お
け
る
相
談
・支
援
体
制
の
充
実
○
　
専
門
機
関
に
よ
る
相
談
・支
援
の
充
実
‐
家
庭
教
育
出
前
講
座
の
受
講
者
数
（累
計
）
8,
30
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
（学
校
運
営
協
議
会
設
置
校
）
指
定
校
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）（
再
掲
）
80
％
以
上
（平
成
29
年
度
）
‐
「地
域
協
育
ネ
ッ
ト
」コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講
者
数
（累
計
）
87
5人
（平
成
29
年
度
）
生
涯
学
習
の
推
進
○
　
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
体
制
の
充
実
○
　
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
や
活
用
促
進
○
　
学
習
成
果
を
生
か
す
活
動
の
促
進
‐
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
「か
が
や
き
ネ
ッ
ト
や
ま
ぐ
ち
」閲
覧
件
数
（H
P
ア
ク
セ
ス
数
／
年
）
16
5,
00
0件
（平
成
29
年
度
）
‐
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
（平
成
34
年
度
）
‐
「我
が
ま
ち
ス
ポ
ー
ツ
」の
取
組
へ
の
参
加
者
数
10
0,
00
0人
（平
成
34
年
度
）
新
た
な
価
値
を
創
り
出
し
，
未
来
へ
飛
躍
す
る
人
を
育
て
る
教
育
の
実
現
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
創
造
○
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
幸
福
で
豊
か
な
生
活
の
創
造
県
民
の
誰
も
が
，
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
い
つ
ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
‐
‐
確
か
な
学
力
の
育
成
○
　
学
力
向
上
策
の
推
進
「阿
波
っ
子
　
学
び
の
ス
ス
メ
10
か
条
」を
活
用
し
た
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
，
「自
ら
考
え
，
判
断
し
，
表
現
で
き
る
子
供
」の
育
成
に
向
け
た
取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
‐
‐
健
や
か
に
生
き
る
力
の
育
成
○
　
学
校
体
育
の
充
実
と
運
動
習
慣
の
確
立
‐
‐
‐
全
小
学
校
区
で
の
放
課
後
や
休
日
に
お
け
る
体
験
活
動
等
の
実
施
率
90
％
（平
成
29
年
度
）
読
書
活
動
を
推
進
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
数
（累
計
）
13
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
講
座
数
（累
計
）
10
0回
（平
成
29
年
度
）
「早
寝
　
早
起
き
　
朝
ご
は
ん
　
エ
コ
活
」表
彰
者
（団
体
含
む
）数
（実
計
）
28
人
（平
成
29
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ふ
だ
ん
一
日
10
分
以
上
読
書
を
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
勉
強
が
「好
き
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
好
き
」で
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
読
書
が
好
き
と
感
じ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
学
校
以
外
で
月
に
1冊
も
本
を
読
ま
な
い
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
体
育
の
授
業
以
外
に
運
動
や
外
遊
び
を
ほ
と
ん
ど
毎
日
（週
3日
以
上
）行
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
朝
食
を
毎
日
摂
っ
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
○
　
朝
食
を
毎
日
摂
り
，
排
便
が
毎
日
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
（公
立
小
・中
学
校
）
徳
島
県
徳
島
県
教
育
振
興
計
画
（第
2期
）
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
と
く
し
ま
の
教
育
力
を
結
集
し
，
未
来
を
創
造
す
る
，
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
～
県
民
と
と
も
に
考
え
，
と
も
に
育
む
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
の
実
現
～
社
会
教
育
施
設
等
を
利
用
し
た
教
育
の
充
実
○
　
学
校
と
青
少
年
施
設
・地
域
が
連
携
し
た
体
験
活
動
の
充
実
○
　
図
書
館
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
○
　
博
物
館
，
文
書
館
等
に
お
け
る
教
育
の
充
実
生
涯
に
わ
た
る
県
民
総
参
加
の
教
育
の
推
進
地
域
と
学
校
が
連
携
し
た
子
供
の
育
成
○
　
「地
域
協
育
ネ
ッ
ト
」の
全
県
普
及
○
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
の
推
進
○
　
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の
人
材
の
育
成
○
　
多
様
な
人
材
の
参
画
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
の
推
進
○
　
放
課
後
子
供
教
室
の
充
実
と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
の
連
携
○
　
「や
ま
ぐ
ち
教
育
応
援
団
」制
度
の
活
用
促
進
「輝
く
，
夢
あ
ふ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
元
気
県
や
ま
ぐ
ち
」の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
○
　
「人
財
」の
育
成
○
　
地
域
の
活
性
化
知
・徳
・体
の
調
和
が
と
れ
，
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
て
る
教
育
の
実
現
人
権
を
尊
重
し
，
社
会
全
体
で
取
り
組
む
教
育
の
実
現
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
の
推
進
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
山
口
県
山
口
県
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い
「や
ま
ぐ
ち
っ
子
」の
育
成
知
・徳
・体
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
の
推
進
学
校
・家
庭
・地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
上
の
総
合
的
な
取
組
が
推
進
さ
れ
，
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た
教
育
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
○
　
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
を
活
用
し
，
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
は
じ
め
と
し
た
家
庭
教
育
の
重
要
性
が
よ
り
一
層
理
解
さ
れ
る
と
と
も
に
，
家
庭
教
育
支
援
者
を
中
心
に
家
庭
教
育
支
援
の
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
－109－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
学
校
の
応
援
団
づ
く
り
学
校
支
援
地
域
本
部
・学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
取
組
や
，
学
校
・家
庭
・地
域
連
携
支
援
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
等
の
活
動
に
よ
り
，
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
協
力
が
推
進
さ
れ
，
地
域
の
教
育
力
の
向
上
が
進
ん
で
い
ま
す
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
設
置
市
町
村
数
53
市
町
村
（平
成
29
年
度
）
○
　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
の
改
善
・充
実
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入
，
県
立
学
校
の
特
色
を
活
か
し
た
地
域
開
放
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
，
地
域
に
開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
モ
デ
ル
校
数
（累
計
）
20
校
（平
成
29
年
度
）
地
域
の
教
育
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
○
　
ス
キ
ル
を
社
会
に
還
元
す
る
機
会
の
充
実
こ
れ
ま
で
の
学
習
成
果
を
活
か
し
た
「学
校
・家
庭
・地
域
連
携
推
進
支
援
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」の
「新
し
い
公
共
」を
担
う
活
動
に
よ
り
，
地
域
の
絆
を
強
め
，
地
域
の
教
育
力
が
向
上
し
て
い
ま
す
学
校
・家
庭
・地
域
連
携
支
援
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
認
定
数
（累
計
）
48
人
（平
成
29
年
度
）
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
提
供
○
　
学
習
支
援
体
制
の
充
実
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
多
様
な
学
習
情
報
が
県
民
に
提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
，
マ
ナ
ビ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
は
，
生
涯
学
習
関
係
の
各
種
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
学
習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
マ
ナ
ビ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
（累
計
）
52
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
学
び
の
環
境
の
充
実
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等
に
応
じ
た
学
習
環
境
の
充
実
公
民
館
等
に
お
い
て
，
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
講
座
や
催
し
物
の
充
実
が
図
ら
れ
，
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
地
域
住
民
の
学
習
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等
に
応
じ
た
講
座
や
催
し
物
の
提
供
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
（平
成
29
年
度
）
郷
土
と
く
し
ま
か
ら
学
ぶ
機
会
の
充
実
○
　
郷
土
と
く
し
ま
に
気
づ
き
学
ぶ
機
会
の
充
実
子
供
た
ち
が
，
郷
土
の
自
然
や
文
化
に
対
し
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
，
学
校
で
の
文
化
の
森
の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
と
と
も
に
，
所
蔵
資
料
の
貸
出
や
職
員
の
講
師
派
遣
が
進
ん
で
い
ま
す
博
物
館
，
近
代
美
術
館
，
文
書
館
，
鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
の
学
校
へ
の
講
師
派
遣
回
数
毎
年
50
回
以
上
（平
成
29
年
度
）
○
　
各
種
団
体
の
活
性
化
・人
材
育
成
生
涯
学
習
・社
会
教
育
関
係
職
員
な
ど
を
対
象
と
し
た
研
修
会
が
実
施
さ
れ
，
人
材
育
成
が
進
ん
で
い
ま
す
生
涯
学
習
・社
会
教
育
関
係
職
員
対
象
の
研
修
2回
（平
成
29
年
度
）
○
　
学
習
成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
機
会
の
充
実
総
合
大
学
校
の
受
講
生
や
各
種
生
涯
学
習
講
座
の
修
了
生
が
ま
な
び
ー
あ
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
，
指
導
者
と
し
て
学
習
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
ま
す
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
の
団
体
・人
材
新
規
登
録
者
数
（累
計
）
15
0件
（平
成
29
年
度
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
競
技
力
向
上
の
活
動
拠
点
と
し
て
，
ま
た
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
や
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
数
12
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ふ
だ
ん
一
日
10
分
以
上
読
書
を
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
徳
島
県
徳
島
県
教
育
振
興
計
画
（第
2期
）
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
と
く
し
ま
の
教
育
力
を
結
集
し
，
未
来
を
創
造
す
る
，
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
～
県
民
と
と
も
に
考
え
，
と
も
に
育
む
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
教
育
の
実
現
～
人
権
を
尊
重
し
，
社
会
全
体
で
取
り
組
む
教
育
の
実
現
と
く
し
ま
の
教
育
力
の
活
用
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
学
び
続
け
る
教
育
の
実
現
学
び
続
け
る
場
と
機
会
の
充
実
－110－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
確
か
な
学
力
の
育
成
と
個
に
応
じ
た
教
育
の
推
進
○
　
確
か
な
学
力
の
育
成
○
　
幼
児
期
の
教
育
の
推
進
‐
「一
斉
の
読
書
活
動
」を
週
1回
以
上
実
施
し
て
い
る
学
校
の
割
合
小
学
校
10
0％
,中
学
校
10
0％
（平
成
27
年
度
）
‐
「一
斉
の
読
書
活
動
」を
週
1回
以
上
実
施
し
て
い
る
学
校
の
割
合
小
学
校
10
0％
,中
学
校
10
0％
（平
成
27
年
度
）
‐
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
を
得
て
読
書
活
動
を
し
て
い
る
小
学
校
の
割
合
90
％
（平
成
27
年
度
）
‐
「学
校
図
書
館
図
書
標
準
」達
成
学
校
の
割
合
小
学
校
70
％
,中
学
校
70
％
（平
成
27
年
度
）
す
こ
や
か
な
体
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
○
　
体
力
づ
く
り
の
推
進
○
　
健
康
教
育
の
推
進
○
　
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
支
援
の
た
め
の
人
材
の
育
成
数
（累
計
）
15
0人
（5
年
間
累
計
）（
平
成
27
年
度
）
‐
お
や
じ
の
会
設
立
数
40
団
体
（平
成
27
年
度
）
‐
放
課
後
子
供
教
室
の
数
90
教
室
（平
成
27
年
度
）
‐
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の
人
々
が
学
校
の
諸
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「よ
く
参
加
し
て
く
れ
る
」と
答
え
た
学
校
の
割
合
小
学
校
57
％
，
中
学
校
48
％
（平
成
27
年
度
）
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
数
35
ク
ラ
ブ
（平
成
27
年
度
）
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
講
座
修
了
者
数
（累
計
）
75
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
県
民
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
参
加
種
目
27
種
目
，
参
加
者
12
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
県
民
10
0人
当
た
り
の
年
間
公
立
体
育
施
設
利
用
回
数
51
0回
（平
成
27
年
度
）
‐
市
町
主
催
講
座
受
講
者
数
（人
口
千
人
当
た
り
）
13
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
「か
が
わ
学
び
プ
ラ
ザ
」の
年
間
学
習
情
報
登
録
件
数
（累
計
）
6,
20
0件
（平
成
27
年
度
）
‐
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
「か
が
わ
学
び
プ
ラ
ザ
」の
年
間
利
用
数
28
6,
00
0件
（平
成
27
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
の
県
民
一
人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
1冊
（平
成
27
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「家
で
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉
強
を
し
て
い
ま
す
か
」と
の
質
問
に
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
「学
校
の
宿
題
を
し
て
い
ま
す
か
」と
の
質
問
に
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
「近
所
の
人
に
会
っ
た
と
き
は
，
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
ま
す
か
」と
の
質
問
に
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
児
童
生
徒
の
割
合 ○
　
家
で
，
読
み
聞
か
せ
，
ま
た
は
読
書
を
週
1回
以
上
行
っ
て
い
る
子
供
の
割
合
○
　
「運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
好
き
」と
答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
肥
満
傾
向
児
童
生
徒
の
出
現
率
（小
学
校
1年
～
高
校
3年
の
平
均
）
○
　
「朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
る
」児
童
生
徒
の
割
合
豊
か
で
た
く
ま
し
い
心
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
○
　
体
験
活
動
等
の
推
進
○
　
豊
か
な
感
性
や
情
操
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
推
進
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
○
　
家
庭
教
育
の
充
実
○
　
地
域
社
会
で
子
供
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
○
　
学
校
，
家
庭
，
地
域
社
会
の
連
携
の
推
進
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
の
基
礎
づ
く
り
生
涯
に
わ
た
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
づ
く
り
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
実
践
で
き
る
環
境
づ
く
り
○
　
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
生
涯
に
わ
た
り
学
び
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
○
　
生
涯
に
わ
た
り
学
び
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
香
川
県
香
川
県
教
育
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
づ
く
り
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
幼
児
期
の
学
び
の
支
援
○
　
図
書
館
，
博
物
館
等
社
会
教
育
施
設
で
の
学
び
の
支
援
‐
県
立
図
書
館
，
総
合
科
学
博
物
館
，
歴
史
文
化
博
物
館
等
各
施
設
ご
と
の
開
催
回
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
婦
人
会
，
愛
護
班
，
公
民
館
，
各
団
体
ご
と
の
実
施
総
数
各
団
体
総
数
（平
成
27
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
，
総
合
科
学
博
物
館
，
歴
史
文
化
博
物
館
等
各
施
設
ご
と
の
開
催
回
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
「え
ひ
め
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
」で
の
実
施
回
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
成
年
期
の
学
び
の
支
援
○
　
学
校
外
で
の
子
供
た
ち
の
学
び
の
場
の
構
築
‐
県
立
図
書
館
，
総
合
科
学
博
物
館
，
歴
史
文
化
博
物
館
等
各
施
設
ご
と
の
開
催
回
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
講
師
派
遣
回
数
50
回
（平
成
27
年
度
）
‐
学
習
会
の
開
催
回
数
年
25
0回
（平
成
27
年
度
）
‐
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
活
動
研
修
会
の
開
催
年
3回
（平
成
27
年
度
）
‐
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
設
置
数
90
箇
所
（平
成
26
年
度
）
○
　
関
係
機
関
と
の
連
携
‐
え
ひ
め
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
連
携
事
業
協
定
締
結
企
業
数
75
社
（平
成
27
年
度
）
‐
受
講
者
の
数
前
年
調
査
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
公
民
館
主
催
事
業
へ
の
参
加
延
べ
人
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
地
域
づ
く
り
団
体
数
前
年
調
査
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
ふ
る
さ
と
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
回
数
年
5回
（平
成
27
年
度
）
‐
県
社
会
教
育
主
事
等
研
修
会
の
参
加
人
数
年
70
人
（平
成
27
年
度
）
‐
公
民
館
活
動
活
性
化
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
人
数
年
45
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
放
課
後
子
供
教
室
の
設
置
数
70
教
室
（平
成
27
年
度
）
‐
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
数
前
年
度
よ
り
増
加
（平
成
27
年
度
）
○
　
人
材
の
確
保
‐
え
ひ
め
マ
ナ
ビ
ィ
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
の
登
録
者
数
前
年
度
よ
り
増
加
（平
成
27
年
度
）
‐
県
連
合
婦
人
会
研
修
会
へ
の
参
加
者
数
年
1,
20
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
愛
媛
の
お
や
じ
井
戸
端
会
議
実
施
回
数
年
1回
（東
・中
・南
予
定
地
域
で
の
輪
番
開
催
）（
平
成
27
年
度
）
‐
愛
媛
の
お
や
じ
井
戸
端
会
議
参
加
人
数
年
70
人
（平
成
27
年
度
）
‐
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
85
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
受
講
者
数
年
60
人
（平
成
27
年
度
）
‐
森
の
学
校
参
加
者
数
30
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
子
供
文
化
体
験
教
室
参
加
者
満
足
度
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
一
人
当
た
り
の
交
流
体
験
回
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
○
　
体
験
活
動
を
支
え
る
体
制
整
備
‐
公
民
館
主
催
事
業
の
中
の
体
験
活
動
事
業
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
○
　
自
然
体
験
活
動
を
は
じ
め
各
種
体
験
活
動
を
支
え
る
人
材
の
確
保
‐
え
ひ
め
マ
ナ
ビ
ィ
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
の
登
録
者
数
前
年
度
よ
り
増
加
（平
成
27
年
度
）
‐
県
社
会
教
育
主
事
等
研
修
会
へ
の
参
加
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
愛
媛
県
愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
豊
か
な
人
間
性
と
「生
き
る
力
」を
培
う
自
律
的
学
び
の
促
進
未
来
を
ひ
ら
く
子
供
た
ち
の
豊
か
な
人
間
性
と
「生
き
る
力
」の
育
成
学
童
期
の
学
び
の
支
援
○
　
学
校
外
で
の
子
供
た
ち
の
学
び
の
場
の
構
築
自
己
実
現
を
も
た
ら
す
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
重
点
化
教
育
・子
育
て
に
つ
い
て
の
学
び
○
　
講
座
や
学
習
会
の
実
施
○
　
情
報
交
換
の
場
の
提
供
○
　
学
び
を
生
か
し
た
住
民
参
画
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
人
材
を
育
成
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
学
社
融
合
を
担
う
人
材
の
養
成
○
　
指
導
者
の
養
成
○
　
学
社
融
合
を
推
進
す
る
人
材
の
養
成
地
域
活
動
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
○
　
地
域
活
動
を
行
う
団
体
等
へ
の
支
援
○
　
地
域
活
動
等
を
行
う
人
材
の
養
成
地
域
活
動
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
の
学
び
○
　
多
様
な
学
習
の
場
の
提
供
社
会
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
学
習
環
境
・体
制
の
整
備
子
供
の
体
験
学
習
の
機
会
の
充
実
○
　
体
験
活
動
の
促
進
生
涯
学
習
・社
会
教
育
に
つ
い
て
の
教
員
研
修
○
　
学
校
教
育
関
係
者
と
社
会
教
育
関
係
者
の
連
携
・
協
力
の
推
進
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
教
員
向
け
研
修
事
業
の
実
施
回
数
年
2回
（平
成
27
年
度
）
‐
講
座
開
設
数
年
29
講
座
（平
成
27
年
度
）
‐
出
前
講
座
の
回
数
年
25
回
（平
成
27
年
度
）
‐
お
は
な
し
会
等
開
催
回
数
年
54
回
（平
成
27
年
度
）
‐
参
加
人
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
来
館
者
数
年
10
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
講
座
数
年
6講
座
（平
成
27
年
度
）
‐
開
催
回
数
年
3回
（平
成
27
年
度
）
‐
参
加
延
べ
人
数
年
1,
50
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
参
加
者
数
年
50
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
体
験
活
動
を
実
施
す
る
学
校
数
全
学
校
（平
成
27
年
度
）
‐
放
課
後
子
供
教
室
の
設
置
数
70
教
室
（平
成
27
年
度
）
‐
公
民
館
利
用
度
年
3回
（平
成
27
年
度
）
‐
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
へ
の
情
報
登
録
件
数
年
5,
00
0件
（平
成
27
年
度
）
‐
教
室
等
へ
の
参
加
者
数
（青
年
・女
性
・成
人
・家
庭
教
育
・高
齢
者
）
年
22
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
公
民
館
活
動
活
性
化
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
人
数
年
45
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
利
用
回
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
利
用
延
べ
人
数
及
び
連
携
し
て
行
っ
た
事
業
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
連
携
し
て
実
施
し
た
学
校
数
80
％
（平
成
27
年
度
）
‐
配
置
人
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
参
加
人
数
年
5,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
や
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
向
上
‐
参
加
人
数
年
40
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
1校
当
た
り
の
研
修
回
数
（サ
ン
プ
ル
調
査
）
年
1回
以
上
（平
成
27
年
度
）
‐
中
学
校
区
域
数
（サ
ン
プ
ル
調
査
）
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
参
加
人
数
年
5,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
活
動
実
施
校
数
全
学
校
（平
成
27
年
度
）
‐
小
・中
学
校
団
体
来
館
件
数
年
15
0校
（平
成
27
年
度
）
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
・協
力
の
理
解
促
進
‐
広
報
誌
の
発
行
数
年
3回
以
上
（平
成
27
年
度
）
‐
愛
媛
の
お
や
じ
井
戸
端
会
議
活
動
回
数
年
1回
（東
・中
・南
予
定
地
域
で
の
輪
番
開
催
）（
平
成
27
年
度
）
‐
愛
媛
の
お
や
じ
井
戸
端
会
議
活
動
参
加
人
数
年
70
人
（平
成
27
年
度
）
‐
放
課
後
子
供
教
室
の
設
置
数
70
教
室
（平
成
27
年
度
）
‐
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
数
18
4箇
所
（平
成
27
年
度
）
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携
の
促
進
‐
全
小
中
学
校
地
域
学
校
安
全
委
員
会
の
設
置
率
10
0％
（平
成
27
年
度
）
○
　
指
導
者
の
養
成
‐
指
導
者
研
修
会
へ
の
参
加
者
数
20
0人
（平
成
28
年
度
）
愛
媛
県
愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
豊
か
な
人
間
性
と
「生
き
る
力
」を
培
う
自
律
的
学
び
の
促
進
○
　
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を
支
え
る
連
携
・協
力
体
制
の
構
築
○
　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
学
校
の
教
育
活
動
へ
の
支
援
・参
画
○
　
家
庭
や
地
域
等
の
支
援
・参
画
に
よ
る
子
供
た
ち
の
学
び
の
場
の
構
築
愛
護
班
，
婦
人
会
，
お
や
じ
の
会
，
子
供
見
守
り
隊
等
の
活
動
の
活
性
化
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
等
に
お
け
る
研
修
の
充
実
多
様
な
主
体
が
連
携
・協
働
す
る
社
会
基
盤
の
整
備
地
域
社
会
全
体
の
教
育
力
向
上
の
た
め
の
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
重
点
化
学
校
・家
庭
・地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
○
　
体
験
を
通
し
た
活
動
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
施
設
間
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
地
域
の
教
育
資
源
の
活
用
○
　
地
域
の
人
材
の
確
保
と
養
成
○
　
社
会
教
育
施
設
，
企
業
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
連
携
と
活
用
学
校
支
援
体
制
の
基
盤
整
備
学
校
支
援
組
織
の
体
制
づ
く
り
放
課
後
の
子
供
を
見
守
る
体
制
づ
く
り
○
　
生
涯
学
習
拠
点
に
お
け
る
講
座
等
の
充
実
○
　
そ
の
他
県
立
施
設
に
お
け
る
生
涯
学
習
講
座
等
の
充
実
社
会
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
学
習
環
境
・体
制
の
整
備
生
涯
学
習
・社
会
教
育
に
つ
い
て
の
教
員
研
修
○
　
学
校
教
育
関
係
者
と
社
会
教
育
関
係
者
の
連
携
・
協
力
の
推
進
生
涯
学
習
関
連
施
設
で
の
講
座
等
の
充
実
○
　
安
全
・安
心
な
居
場
所
づ
く
り
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
え
ひ
め
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
締
結
数
75
社
（平
成
27
年
度
）
‐
え
ひ
め
子
育
て
応
援
企
業
認
証
企
業
数
20
0社
（平
成
27
年
度
）
‐
「え
ひ
め
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
」協
定
締
結
企
業
に
よ
る
企
業
見
学
及
び
体
験
学
習
へ
の
取
組
数
75
社
（平
成
27
年
度
）
‐
「え
ひ
め
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
企
業
」協
定
締
結
企
業
に
よ
る
子
供
の
キ
ャ
リ
ア
体
験
の
取
組
数
75
社
（平
成
27
年
度
）
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
と
の
連
携
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
の
登
録
者
数
3,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
情
報
提
供
や
学
習
シ
ス
テ
ム
の
整
備
‐
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
70
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
‐
蔵
書
数
63
5,
00
0冊
（平
成
27
年
度
）
‐
利
用
者
数
18
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
と
課
題
解
決
支
援
機
能
の
充
実
‐
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数
22
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
○
　
子
供
の
読
書
活
動
の
推
進
‐
貸
出
冊
数
40
,0
00
冊
（平
成
27
年
度
）
‐
公
民
館
利
用
度
年
3回
（平
成
27
年
度
）
‐
掲
載
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
○
　
指
導
者
養
成
の
充
実
‐
社
会
教
育
関
係
団
体
の
研
修
会
・大
会
へ
の
参
加
者
数
19
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
参
加
団
体
数
50
団
体
（平
成
27
年
度
）
‐
参
加
者
数
12
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
活
動
機
会
の
広
が
り
‐
え
ひ
め
マ
ナ
ビ
ィ
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク
へ
の
登
録
者
数
前
年
度
よ
り
増
加
（平
成
27
年
度
）
‐
全
評
価
項
目
の
中
の
高
評
価
で
あ
る
評
価
項
目
数
の
割
合
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
実
施
学
校
数
全
学
校
（平
成
27
年
度
）
○
　
学
校
と
地
域
の
交
流
・連
携
の
促
進
‐
実
施
学
校
数
全
学
校
（平
成
27
年
度
）
○
　
地
域
の
学
習
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
発
揮
‐
公
民
館
主
催
事
業
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
県
及
び
県
公
連
主
催
事
業
の
う
ち
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
研
修
会
の
実
施
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
公
民
館
延
利
用
人
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
‐
登
録
件
数
年
5,
00
0件
（平
成
27
年
度
）
‐
開
催
回
数
年
2回
（平
成
27
年
度
）
‐
講
座
開
設
数
年
29
講
座
（平
成
27
年
度
）
‐
お
は
な
し
会
等
開
催
回
数
年
54
回
（平
成
27
年
度
）
‐
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数
年
22
,0
00
件
程
度
（平
成
27
年
度
）
‐
蔵
書
数
63
5,
00
0冊
（平
成
27
年
度
）
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
の
整
備
，
充
実
○
　
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
講
座
情
報
の
提
供
‐
講
座
登
録
数
前
年
度
よ
り
向
上
（平
成
27
年
度
）
○
　
豊
か
な
体
験
活
動
推
進
事
業
‐
仲
間
と
学
ぶ
宿
泊
体
験
推
進
校
累
計
28
校
（平
成
25
年
度
）
○
　
幼
少
期
に
お
け
る
感
動
体
験
モ
デ
ル
事
業
‐
8つ
の
試
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
親
子
が
参
加
延
べ
10
00
組
の
親
子
が
参
加
（平
成
25
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
朝
食
を
必
ず
食
べ
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
授
業
以
外
に
全
く
勉
強
し
な
い
生
徒
○
　
家
で
宿
題
を
し
な
い
生
徒
○
　
朝
食
摂
取
率
○
　
就
寝
11
時
以
降
○
　
睡
眠
6時
間
以
下
○
　
学
習
時
間
が
30
分
よ
り
少
な
い
中
学
生
の
割
合
愛
媛
県
愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
多
様
な
主
体
が
連
携
・協
働
す
る
社
会
基
盤
の
整
備
図
書
館
，
公
民
館
等
，
社
会
教
育
施
設
の
質
の
向
上
と
活
用
の
促
進
図
書
館
の
機
能
強
化
と
利
用
促
進
○
　
県
立
図
書
館
資
料
の
整
備
と
「え
ひ
め
資
料
室
」
の
機
能
強
化
公
民
館
活
動
の
活
性
化
と
利
用
促
進
○
　
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
運
営
生
涯
学
習
・社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
活
動
支
援
○
　
生
涯
学
習
・社
会
教
育
関
係
団
体
等
の
交
流
の
促
進
企
業
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
，
大
学
等
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
へ
の
参
画
体
制
の
整
備
企
業
と
の
連
携
○
　
企
業
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
○
　
企
業
見
学
に
対
す
る
支
援
な
ど
，
子
供
の
学
習
活
動
や
人
材
育
成
へ
の
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と
の
連
携
個
と
社
会
の
学
び
が
循
環
す
る
「知
の
循
環
型
社
会
え
ひ
め
」の
構
築
学
校
，
社
会
教
育
施
設
の
連
携
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
化
と
地
域
学
習
拠
点
の
構
築
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
○
　
学
校
開
放
の
促
進
公
民
館
の
地
域
学
習
拠
点
と
し
て
の
再
構
築
○
　
住
民
参
画
と
連
携
の
促
進
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
，
博
物
館
等
の
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
再
構
築
○
　
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
○
　
県
立
図
書
館
の
機
能
充
実
高
知
県
高
知
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
明
る
い
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
心
身
と
も
に
健
や
か
で
「夢
」と
「希
望
」
に
あ
ふ
れ
た
土
佐
人
を
育
て
よ
う
道
徳
教
育
や
総
合
的
な
学
習
，
体
験
活
動
等
の
充
実
と
推
進
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
を
す
す
め
る
産
業
振
興
食
育
推
進
事
業
○
　
生
活
習
慣
改
善
指
導
事
業
（食
育
連
絡
会
の
開
催
）
‐
‐
小
学
生
95
％
以
上
，
中
学
生
90
％
以
上
，
高
校
生
85
％
以
上
（平
成
25
年
度
）
学
校
と
公
立
図
書
館
等
の
連
携
強
化
○
　
学
校
と
公
立
図
書
館
等
の
連
携
強
化
‐
公
立
図
書
館
と
の
連
携
を
実
施
し
て
い
る
学
校
割
合
県
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
1年
に
1回
以
上
，
公
立
図
書
館
と
連
携
し
た
読
書
活
動
の
実
施
（平
成
25
年
度
）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
○
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
‐
設
立
市
町
村
数
各
市
町
村
に
少
な
く
と
も
一
つ
は
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る
（平
成
25
年
度
）
子
供
の
学
び
を
保
障
す
る
教
育
費
負
担
等
の
軽
減
○
　
放
課
後
学
習
支
援
員
配
置
事
業
‐
‐
‐
子
供
の
生
活
リ
ズ
ム
向
上
推
進
事
業
○
　
基
本
的
生
活
習
慣
定
着
へ
の
理
解
・促
進
（「
早
ね
　
早
お
き
　
朝
ご
は
ん
」運
動
の
状
況
）
‐
‐
‐
健
や
か
で
豊
か
な
放
課
後
を
保
障
す
る
放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
の
推
進
○
　
放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
推
進
事
業
‐
児
童
ク
ラ
ブ
，
子
供
教
室
設
置
学
校
数
全
て
の
小
学
校
区
で
高
知
版
「放
課
後
子
供
プ
ラ
ン
」
を
実
施
（平
成
25
年
度
）
地
域
社
会
全
体
で
学
校
を
支
え
る
学
校
支
援
地
域
本
部
の
設
置
○
　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
‐
15
市
町
村
18
学
校
支
援
地
域
本
部
を
設
置
す
べ
て
の
市
町
村
に
お
い
て
，
学
校
や
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
学
校
を
支
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
（平
成
25
年
度
）
子
供
の
学
力
の
向
上
や
個
性
・能
力
の
伸
長
確
か
な
学
力
向
上
の
た
め
の
取
組
の
推
進
○
　
福
岡
県
学
力
向
上
新
戦
略
に
基
づ
く
学
力
向
上
総
合
推
進
事
業
の
実
施
‐
‐
‐
子
供
の
体
力
の
向
上
体
力
向
上
の
た
め
の
取
組
の
推
進
○
　
ふ
く
お
か
体
力
ア
ッ
プ
推
進
事
業
の
実
施
‐
小
学
校
に
お
い
て
，
体
育
の
授
業
以
外
の
時
間
に
継
続
的
な
体
力
向
上
の
取
組
を
行
っ
て
い
る
割
合
全
国
平
均
以
上
（平
成
26
年
度
）
学
校
・家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
教
育
力
向
上
福
岡
県
民
運
動
の
推
進
○
　
ふ
く
お
か
家
庭
教
育
支
援
事
業
の
実
施
○
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
「‘
‘新
‘‘
家
庭
教
育
宣
言
」へ
の
支
援
‐
‐
‐
実
体
験
を
重
視
し
た
教
育
の
推
進
○
　
教
育
力
向
上
福
岡
県
民
運
動
推
進
事
業
に
お
け
る
通
学
合
宿
の
実
施
‐
通
学
合
宿
を
実
施
し
て
い
る
小
学
校
区
数
37
5校
／
74
9校
（平
成
26
年
度
）
読
書
活
動
の
充
実
○
　
市
町
村
子
供
読
書
推
進
計
画
の
策
定
支
援
‐
子
供
読
書
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
る
市
町
村
数
60
市
町
村
／
60
市
町
村
（平
成
28
年
度
）
健
康
教
育
の
充
実
○
　
食
に
関
す
る
指
導
に
つ
い
て
の
研
修
の
充
実
‐
‐
‐
社
会
教
育
活
動
の
推
進
○
　
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
等
で
の
学
習
情
報
の
提
供
及
び
学
習
相
談
の
充
実
‐
ふ
く
お
か
社
会
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
30
0,
00
0件
（平
成
28
年
度
）
‐
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
，
英
彦
山
青
年
の
家
，
少
年
自
然
の
家
「玄
海
の
家
」な
ど
の
研
修
者
数
１
　
27
0,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
の
図
書
貸
出
冊
数
45
0,
00
0冊
（平
成
28
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
の
入
館
者
数
52
8,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
朝
食
を
必
ず
食
べ
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
授
業
以
外
に
全
く
勉
強
し
な
い
生
徒
○
　
家
で
宿
題
を
し
な
い
生
徒
○
　
朝
食
摂
取
率
○
　
就
寝
11
時
以
降
○
　
睡
眠
6時
間
以
下
○
　
学
習
時
間
が
30
分
よ
り
少
な
い
中
学
生
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
，
平
日
，
勉
強
を
全
く
し
な
い
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
学
校
の
体
育
の
授
業
以
外
で
，
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
児
童
の
定
着
○
　
夜
9時
ま
で
に
寝
る
こ
と
が
で
き
た
子
供
（5
・6
・7
歳
児
）の
割
合
○
　
食
事
の
時
に
テ
レ
ビ
を
消
す
こ
と
が
で
き
た
子
供
（5
・6
・7
歳
児
）の
割
合
○
　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
児
童
の
割
合
福
岡
県
福
岡
県
教
育
施
策
実
施
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
・社
会
教
育
の
活
動
を
盛
ん
に
す
る
社
会
教
育
の
推
進
個
性
や
能
力
に
富
み
，
学
力
・体
力
を
備
え
た
子
供
を
育
て
る
高
知
県
高
知
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
明
る
い
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
放
課
後
や
週
末
な
ど
に
積
極
的
に
学
校
に
か
か
わ
り
，
地
域
全
体
で
教
育
を
支
え
よ
う
心
身
と
も
に
健
や
か
で
「夢
」と
「希
望
」
に
あ
ふ
れ
た
土
佐
人
を
育
て
よ
う
生
涯
を
通
し
学
び
に
満
ち
た
教
育
的
な
風
土
づ
く
り
を
進
め
よ
う
社
会
教
育
施
設
の
充
実
○
　
県
立
社
会
教
育
施
設
の
機
能
充
実
○
　
県
立
社
会
教
育
施
設
の
利
用
促
進
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
よ
う
豊
か
な
人
間
性
や
志
を
持
ち
，
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
供
・若
者
を
育
て
る
豊
か
な
心
を
持
っ
た
子
供
・若
者
の
育
成
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
青
少
年
科
学
館
の
入
館
者
数
32
2,
50
0人
（平
成
28
年
度
）
確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
の
推
進
学
習
環
境
の
整
備
・充
実
○
　
読
書
活
動
の
充
実
○
　
土
曜
日
等
を
活
用
し
た
教
育
活
動
の
充
実
○
　
放
課
後
等
を
活
用
し
た
補
充
学
習
の
充
実
‐
‐
‐
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
発
達
段
階
に
応
じ
た
心
の
教
育
や
体
験
活
動
の
推
進
○
　
体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
学
校
体
育
や
運
動
部
活
動
の
振
興
○
　
体
力
向
上
へ
向
け
た
総
合
的
な
取
組
の
充
実
‐
‐
‐
食
育
の
充
実
○
　
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
未
来
を
切
り
拓
く
確
か
な
学
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
，
一
人
一
人
の
可
能
性
を
伸
ば
し
ま
す
確
か
な
学
力
の
育
成
○
　
学
校
に
お
け
る
土
曜
日
の
活
用
に
関
す
る
研
究
‐
‐
‐
子
供
た
ち
の
体
験
活
動
の
推
進
○
　
「し
ま
」の
よ
さ
を
生
か
し
た
体
験
活
動
の
推
進
と
ふ
る
さ
と
長
崎
県
の
再
認
識
○
　
学
校
に
お
け
る
体
験
活
動
の
充
実
○
　
県
立
青
少
年
教
育
施
設
の
活
動
促
進
○
　
子
供
体
験
活
動
指
導
者
の
資
質
と
体
験
活
動
に
係
る
情
報
提
供
の
充
実
○
　
放
課
後
の
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
‐
子
供
の
交
流
や
体
験
活
動
等
の
充
実
に
役
立
っ
て
い
る
と
自
己
評
価
す
る
「放
課
後
子
供
教
室
」の
割
合
90
％
（平
成
30
年
度
）
子
供
読
書
活
動
の
推
進
○
　
学
校
に
お
け
る
子
供
読
書
活
動
の
推
進
○
　
地
域
に
お
け
る
子
供
読
書
活
動
の
推
進
○
　
家
庭
に
お
け
る
子
供
読
書
活
動
の
推
進
○
　
民
間
団
体
へ
の
支
援
‐
‐
‐
安
全
確
保
や
修
学
支
援
に
努
め
，
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
を
整
備
し
ま
す
子
供
の
安
全
確
保
対
策
の
推
進
○
　
放
課
後
の
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
‐
子
供
の
交
流
や
体
験
活
動
等
の
充
実
に
役
立
っ
て
い
る
と
自
己
評
価
す
る
「放
課
後
子
供
教
室
」の
割
合
90
％
（平
成
30
年
度
）
県
民
の
生
涯
学
習
を
支
え
る
環
境
の
整
備
○
　
「な
が
さ
き
県
民
大
学
」の
充
実
○
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
情
報
の
充
実
○
　
県
立
学
校
を
活
用
し
た
地
域
へ
の
開
放
講
座
の
促
進
○
　
県
立
図
書
館
の
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
社
会
教
育
の
充
実
・活
性
化
○
　
社
会
教
育
専
門
職
員
の
必
要
性
の
周
知
啓
発
と
資
格
取
得
の
促
進
○
　
公
民
館
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
○
　
社
会
教
育
関
係
者
の
資
質
向
上
の
推
進
○
　
社
会
教
育
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
支
援
会
議
等
の
取
組
が
，
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
役
立
っ
て
い
る
と
自
己
評
価
す
る
学
校
区
の
割
合
10
0％
（平
成
30
年
度
）
‐
子
供
の
交
流
や
体
験
活
動
等
の
充
実
に
役
立
っ
て
い
る
と
自
己
評
価
す
る
「放
課
後
子
供
教
室
」の
割
合
90
％
（平
成
30
年
度
）
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
○
　
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
の
推
進
○
　
「早
寝
・早
起
き
・朝
ご
は
ん
」運
動
の
推
進
○
　
親
と
し
て
の
学
び
の
機
会
の
充
実
○
　
訪
問
型
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
た
家
庭
教
育
支
援
の
推
進
‐
「な
が
さ
き
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
地
域
で
実
施
す
る
市
町
の
数
21
市
町
（平
成
30
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
校
の
授
業
時
間
以
外
に
，
平
日
，
勉
強
を
全
く
し
な
い
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
学
校
の
体
育
の
授
業
以
外
で
，
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
児
童
の
定
着
○
　
夜
9時
ま
で
に
寝
る
こ
と
が
で
き
た
子
供
（5
・6
・7
歳
児
）の
割
合
○
　
食
事
の
時
に
テ
レ
ビ
を
消
す
こ
と
が
で
き
た
子
供
（5
・6
・7
歳
児
）の
割
合
○
　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
児
童
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「し
ま
」の
体
験
活
動
参
加
者
の
満
足
度
の
割
合
○
　
児
童
生
徒
の
不
読
者
率
（1
か
月
に
本
を
1冊
も
読
ま
な
か
っ
た
者
の
割
合
）
○
　
な
が
さ
き
県
民
大
学
（主
催
講
座
）
に
お
け
る
受
講
者
の
満
足
度
○
　
県
立
学
校
地
域
開
放
講
座
に
お
け
る
受
講
者
の
満
足
度
○
　
県
立
図
書
館
が
行
う
市
町
立
図
書
館
支
援
に
対
す
る
市
町
立
図
書
館
の
満
足
度
○
　
公
民
館
職
員
等
研
修
会
及
び
県
公
民
館
大
会
，
県
社
会
教
育
研
究
大
会
参
加
者
に
お
け
る
満
足
度
○
　
週
に
1日
以
上
ス
ポ
ー
ツ
す
る
県
民
の
割
合
‐
福
岡
県
福
岡
県
教
育
施
策
実
施
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
・社
会
教
育
の
活
動
を
盛
ん
に
す
る
社
会
教
育
の
推
進
社
会
教
育
施
設
の
充
実
○
　
県
立
社
会
教
育
施
設
の
機
能
充
実
○
　
県
立
社
会
教
育
施
設
の
利
用
促
進
我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
心
や
豊
か
な
人
間
性
，
社
会
性
を
育
み
ま
す
学
び
合
い
，
高
め
合
い
，
支
え
合
う
生
涯
学
習
・社
会
教
育
を
推
進
し
ま
す
長
崎
県
第
二
期
長
崎
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
長
崎
の
明
日
を
拓
く
人
・学
校
・地
域
づ
く
り
「地
域
み
ん
な
で
子
供
を
育
み
，
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
」風
土
を
つ
く
り
ま
す
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
向
上
佐
賀
県
佐
賀
県
教
育
の
基
本
方
針
○
　
学
校
支
援
会
議
の
活
動
の
充
実
・強
化
○
　
放
課
後
の
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
○
　
コ
コ
ロ
ね
っ
こ
運
動
の
推
進
○
　
「家
庭
の
日
」の
推
進
○
　
「長
崎
っ
子
の
心
を
見
つ
め
る
教
育
週
間
」等
の
実
施
教
育
振
興
基
本
計
画
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
推
進
平
成
26
年
度
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標 喜
び
や
感
動
，
潤
い
や
活
力
を
も
た
ら
す
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
ま
す
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
○
　
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
機
会
の
充
実
○
　
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
活
動
の
推
進
○
　
地
域
密
着
型
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
等
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
○
　
県
外
か
ら
「人
を
呼
び
込
む
戦
略
」に
よ
る
地
域
活
性
化
○
　
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
の
重
要
性
の
啓
発
‐
‐
‐
○
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
育
成
‐
‐
‐
○
　
体
験
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
児
童
生
徒
の
体
づ
く
り
，
健
康
づ
く
り
，
食
育
の
推
進
○
　
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
の
数
60
校
（平
成
30
年
度
）
‐
‐
学
校
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
76
,0
00
人
（平
成
30
年
度
）
○
　
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
の
提
供
‐
く
ま
も
と
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
機
関
数
20
0機
関
（平
成
30
年
度
）
‐
県
立
図
書
館
利
用
者
数
33
0,
00
0人
（平
成
30
年
度
）
‐
青
少
年
教
育
施
設
利
用
者
数
16
6,
00
0人
（平
成
30
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
を
つ
く
る
県
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
‐
‐
子
供
の
体
力
の
向
上
○
　
学
校
生
活
や
家
庭
生
活
に
お
け
る
運
動
の
習
慣
化
‐
‐
‐
子
供
の
健
康
づ
く
り
○
　
健
康
教
育
の
推
進
○
　
食
育
の
推
進
と
学
校
給
食
の
充
実
‐
‐
‐
‐
読
書
活
動
を
週
1回
以
上
実
施
し
て
い
る
学
校
の
割
合
小
学
校
10
0％
，
中
学
校
10
0％
（平
成
27
年
度
）
‐
体
験
活
動
を
年
間
35
時
間
以
上
実
施
し
て
い
る
学
校
の
割
合
小
学
校
10
0％
，
中
学
校
10
0％
（平
成
27
年
度
）
‐
公
立
図
書
館
に
お
け
る
中
学
生
以
下
の
子
供
1人
当
た
り
の
児
童
書
貸
出
冊
数
14
.6
冊
（平
成
27
年
度
）
‐
公
立
図
書
館
に
お
け
る
県
民
一
人
あ
た
り
の
図
書
貸
出
冊
数
4.
5冊
（平
成
27
年
度
）
‐
公
立
図
書
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
受
付
件
数
62
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
‐
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
（ま
な
び
の
広
場
お
お
い
た
）へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
44
3,
00
0件
（平
成
27
年
度
）
社
会
教
育
の
推
進
○
　
今
日
的
な
課
題
な
ど
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実
○
　
市
町
村
の
社
会
教
育
活
動
へ
の
支
援
○
　
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
県
・市
町
村
教
育
委
員
会
が
実
施
す
る
社
会
教
育
関
連
講
座
受
講
者
の
人
口
に
対
す
る
割
合
30
％
（平
成
27
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「し
ま
」の
体
験
活
動
参
加
者
の
満
足
度
の
割
合
○
　
児
童
生
徒
の
不
読
者
率
（1
か
月
に
本
を
1冊
も
読
ま
な
か
っ
た
者
の
割
合
）
○
　
な
が
さ
き
県
民
大
学
（主
催
講
座
）
に
お
け
る
受
講
者
の
満
足
度
○
　
県
立
学
校
地
域
開
放
講
座
に
お
け
る
受
講
者
の
満
足
度
○
　
県
立
図
書
館
が
行
う
市
町
立
図
書
館
支
援
に
対
す
る
市
町
立
図
書
館
の
満
足
度
○
　
公
民
館
職
員
等
研
修
会
及
び
県
公
民
館
大
会
，
県
社
会
教
育
研
究
大
会
参
加
者
に
お
け
る
満
足
度
○
　
週
に
1日
以
上
ス
ポ
ー
ツ
す
る
県
民
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「く
ま
も
と
家
庭
教
育
支
援
条
例
」の
認
知
率
○
　
夜
10
時
前
ま
で
に
就
寝
す
る
子
供
の
割
合
○
　
1か
月
に
1冊
以
上
読
書
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
毎
日
朝
食
を
摂
る
児
童
生
徒
の
割
合 ○
　
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
（週
1回
30
分
以
上
運
動
す
る
割
合
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
小
学
生
の
割
合
（学
校
の
体
育
の
授
業
を
除
く
）
○
　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
確
か
な
学
力
，
豊
か
な
心
，
健
や
か
な
体
な
ど
「生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
む
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
教
育
の
充
実
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
つ
く
る
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
第
2期
く
ま
も
と
「夢
へ
の
架
け
橋
」教
育
プ
ラ
ン
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
，
夢
の
実
現
を
目
指
す
熊
本
の
人
づ
く
り
家
庭
や
地
域
の
絆
の
中
で
，
「生
き
る
力
」の
基
礎
を
は
ぐ
く
む
長
崎
県
第
二
期
長
崎
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
長
崎
の
明
日
を
拓
く
人
・学
校
・地
域
づ
く
り
学
習
機
会
の
提
供
生
涯
学
習
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
と
社
会
教
育
の
推
進
県
民
の
生
涯
学
習
を
支
え
る
た
め
の
基
盤
の
整
備
○
　
地
域
人
材
の
育
成
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
の
充
実
○
　
県
民
の
知
恵
や
経
験
，
学
習
成
果
を
生
か
せ
る
場
の
充
実
○
　
社
会
教
育
施
設
の
利
用
大
分
県
新
大
分
県
総
合
教
育
計
画
（改
訂
版
）
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
子
供
の
挑
戦
や
自
己
実
現
を
支
え
る
学
校
教
育
の
推
進
「生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
む
学
校
教
育
の
推
進
豊
か
な
心
の
育
成
○
　
道
徳
教
育
の
充
実
と
体
験
活
動
の
推
進
○
　
読
書
活
動
の
推
進
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
熊
本
県
－117－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
数
75
ク
ラ
ブ
（平
成
27
年
度
）
‐
県
民
す
こ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
祭
の
参
加
者
数
14
,0
81
人
（平
成
27
年
年
度
）
学
校
・家
庭
・地
域
や
企
業
・市
民
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
教
育
の
推
進
○
　
教
育
に
関
す
る
県
民
意
識
の
醸
成
○
　
教
育
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
‐
学
校
・家
庭
・地
域
や
企
業
・市
民
団
体
等
に
よ
る
，
学
校
支
援
の
た
め
の
組
織
が
整
備
さ
れ
，
子
供
の
教
育
支
援
が
な
さ
れ
て
い
る
小
・中
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
32
年
度
）
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
○
　
家
庭
の
教
育
力
向
上
に
向
け
た
取
組
の
充
実
○
　
地
域
の
教
育
力
向
上
に
向
け
た
取
組
の
充
実
‐
‐
‐
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
○
　
学
校
運
営
の
工
夫
・改
善
と
地
域
住
民
と
の
連
携
・協
働
の
推
進
‐
保
護
者
や
地
域
住
民
に
よ
る
「学
校
関
係
者
評
価
」を
実
施
・公
表
し
，
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
む
学
校
の
割
合
10
0％
（平
成
32
年
度
）
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
○
　
体
験
活
動
の
推
進
○
　
文
化
・芸
術
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
推
進
○
　
体
力
向
上
の
推
進
○
　
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
自
立
し
た
社
会
人
・職
業
人
を
育
む
教
育
の
推
進
地
域
課
題
解
決
に
参
画
す
る
意
識
や
態
度
を
育
む
教
育
の
推
進
○
　
地
域
活
動
等
へ
の
子
供
た
ち
の
積
極
的
参
画
の
推
進
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
振
興
○
　
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
○
　
社
会
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
○
　
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
体
力
向
上
の
推
進
○
　
県
民
総
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
体
験
活
動
の
充
実
‐
‐
県
立
の
青
少
年
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
年
間
利
用
者
数
年
間
19
万
5千
人
以
上
（平
成
30
年
度
）
子
供
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
体
力
・運
動
能
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
住
民
が
支
援
す
る
「地
域
の
中
の
学
校
」づ
く
り
の
推
進
‐
‐
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
数
18
,0
00
人
（平
成
30
年
度
）
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
供
の
育
成
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
家
庭
教
育
学
級
の
参
加
者
数
10
0％
（平
成
30
年
度
）
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
‐
‐
か
ご
し
ま
県
民
大
学
中
央
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
現
代
的
課
題
等
に
対
応
し
た
講
座
の
開
催
30
市
町
村
以
上
（平
成
30
年
度
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
市
町
村
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
率
10
0％
（平
成
30
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
平
成
19
年
度
45
％
か
ら
順
次
上
昇
し
て
お
り
，
今
後
も
同
程
度
の
増
加
を
見
込
み
，
組
織
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
生
涯
学
習
推
進
体
制
組
織
の
設
置
率
65
％
（平
成
28
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
指
導
者
等
養
成
事
業
社
会
教
育
主
事
の
設
置
が
促
進
さ
れ
，
市
町
村
の
生
涯
学
習
の
推
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。
市
町
村
に
お
け
る
社
会
教
育
主
事
設
置
率
50
％
（平
成
28
年
度
）
○
　
お
き
な
わ
県
民
カ
レ
ッ
ジ
生
涯
学
習
に
対
す
る
興
味
関
心
が
高
ま
り
，
生
涯
学
習
の
実
践
者
が
増
加
し
て
い
る
。
県
・市
町
村
の
講
座
の
修
了
者
数
11
5,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
沖
縄
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
（宮
崎
県
生
涯
学
習
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
）は
平
成
22
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
子
供
の
生
活
習
慣
づ
く
り
の
取
組
（早
寝
・早
起
き
・朝
ご
は
ん
，
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
・デ
ー
，
家
読
等
）を
通
し
て
，
子
供
と
の
会
話
が
増
え
た
り
，
子
供
が
規
則
正
し
く
生
活
で
き
て
い
る
と
感
じ
る
保
護
者
の
割
合
○
　
「本
，
芸
術
，
自
然
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
感
動
す
る
こ
と
が
あ
る
」と
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
全
国
体
力
・運
動
能
力
，
運
動
習
慣
等
調
査
に
お
い
て
，
全
国
平
均
を
上
回
る
項
目
の
割
合
○
　
地
域
の
一
員
と
し
て
自
ら
地
域
に
関
わ
ろ
う
と
す
る
自
覚
を
持
ち
，
地
域
の
活
動
（ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
含
む
）に
積
極
的
に
参
加
す
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
日
頃
か
ら
生
涯
学
習
（自
分
の
生
活
の
充
実
や
仕
事
の
技
能
の
向
上
，
自
己
啓
発
等
の
た
め
の
学
習
）に
取
り
組
ん
で
い
る
県
民
の
割
合
○
　
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
を
週
1回
以
上
行
っ
て
い
る
県
民
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
高
等
学
校
段
階
で
の
不
読
率
○
　
朝
食
又
は
夕
食
を
家
族
と
一
緒
に
食
べ
る
「共
食
」の
週
当
た
り
の
回
数
（小
中
）
○
　
運
動
習
慣
等
調
査
に
お
け
る
1日
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
時
間
が
1時
間
以
上
の
児
童
生
徒
の
割
合
（小
中
）
○
　
成
人
が
週
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
児
童
生
徒
数
○
　
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
を
ほ
と
ん
ど
し
な
い
小
学
生
の
割
合
（学
校
の
体
育
の
授
業
を
除
く
）
○
　
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
割
合
生
涯
学
習
と
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
県
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
基
盤
の
整
備
○
　
総
合
的
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
創
設
・育
成
○
　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
・確
保
と
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
組
織
強
化
○
　
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
○
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
大
分
県
新
大
分
県
総
合
教
育
計
画
（改
訂
版
）
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
教
育
の
推
進
生
き
る
基
盤
を
育
む
教
育
の
推
進
生
涯
を
通
じ
て
学
び
，
挑
戦
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
推
進
鹿
児
島
県
鹿
児
島
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
あ
し
た
を
ひ
ら
く
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
規
範
意
識
を
養
い
，
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
育
む
教
育
の
推
進
宮
崎
県
第
二
次
宮
崎
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
未
来
を
切
り
拓
く
　
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
　
宮
崎
の
人
づ
く
り
地
域
全
体
で
子
供
を
守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
生
涯
学
習
社
会
へ
向
け
た
環
境
づ
く
り
と
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
の
振
興
沖
縄
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
育
て
，
学
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
，
豊
か
な
表
現
力
と
ね
ば
り
強
さ
を
も
つ
幼
児
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
。
平
和
で
安
ら
ぎ
と
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
者
と
し
て
，
郷
土
文
化
の
継
承
・発
展
に
寄
与
し
，
国
際
社
会
・情
報
社
会
等
で
活
躍
す
る
心
身
と
も
に
健
全
な
県
民
を
育
成
す
る
。
学
校
・家
庭
・地
域
社
会
の
相
互
の
連
携
及
び
協
力
の
も
と
に
，
時
代
の
変
化
に
対
応
し
得
る
教
育
の
方
法
を
追
究
し
，
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
図
る
。
潤
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
〔生
涯
学
習
の
充
実
〕
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
実
現
県
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
機
会
の
充
実
－118－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
政
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
（1
）都
道
府
県
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
沖
縄
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
ス
シ
テ
ム
（生
涯
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
）
県
民
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
興
味
関
心
が
高
ま
り
，
そ
の
情
報
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
が
増
加
し
て
い
る
。
情
報
プ
ラ
ザ
の
ア
ク
セ
ス
数
42
,0
00
件
（平
成
28
年
度
）
た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
む
教
育
の
充
実
○
　
体
力
つ
く
り
推
進
事
業
‐
‐
‐
食
育
の
推
進
○
　
学
校
給
食
指
導
事
業
‐
‐
‐
健
や
か
な
青
少
年
を
育
む
地
域
活
動
・体
験
活
動
の
充
実
○
　
次
代
を
担
う
青
少
年
育
成
推
進
事
業
○
　
御
万
人
す
り
て
ぃ
ク
リ
ー
ン
・グ
リ
ー
ン
・グ
レ
イ
シ
ャ
ス
（Ｃ
Ｇ
Ｇ
）運
動
○
　
「お
き
な
わ
地
域
協
育
の
日
」の
広
報
・啓
発
児
童
・生
徒
数
は
減
少
傾
向
と
な
る
も
の
の
，
取
組
の
強
化
に
よ
り
参
加
者
は
増
加
し
て
い
る
。
県
及
び
市
町
村
の
体
験
活
動
事
業
参
加
者
数
20
5,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
ユ
イ
マ
ー
ル
の
心
で
つ
な
ぐ
学
校
・家
庭
・地
域
社
会
の
相
互
の
連
携
及
び
協
力
○
　
放
課
後
子
供
教
室
推
進
事
業
（子
供
の
居
場
所
づ
く
り
推
進
事
業
）
○
　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
特
別
な
場
合
を
除
き
，
県
内
全
小
・中
・高
等
学
校
で
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
導
入
し
て
い
る
学
校
数
（小
・中
・高
等
学
校
）
98
.5
％
（平
成
28
年
度
）
生
き
生
き
し
た
活
動
を
支
え
る
社
会
教
育
基
盤
の
整
備
・充
実
○
　
県
立
図
書
館
の
充
実
事
業
○
　
子
供
の
読
書
活
動
推
進
事
業
○
　
離
島
読
書
活
動
支
援
事
業
○
　
青
少
年
教
育
施
設
職
員
等
の
研
修
○
　
社
会
教
育
指
導
者
等
研
修
事
業
学
校
図
書
館
と
公
立
図
書
館
の
連
携
に
よ
り
，
全
市
町
村
で
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
，
子
供
の
読
書
活
動
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ
て
い
る
。
子
供
の
読
書
活
動
推
進
計
画
の
策
定
37
市
町
村
（平
成
28
年
度
）
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
社
会
教
育
活
動
の
充
実
○
　
沖
縄
県
社
会
教
育
研
究
大
会
等
の
開
催
○
　
公
民
館
研
究
大
会
等
の
開
催
地
域
で
社
会
教
育
を
推
進
す
る
人
材
が
増
え
，
研
修
会
へ
の
積
極
的
参
加
が
な
さ
れ
て
い
る
。
社
会
教
育
指
導
者
研
修
会
へ
の
参
加
数
者
18
0人
（平
成
28
年
度
）
心
の
触
れ
あ
い
の
あ
る
家
庭
教
育
機
能
の
充
実
○
　
家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
研
修
○
　
家
庭
教
育
支
援
事
業
○
　
親
子
電
話
相
談
事
業
核
家
族
化
や
地
域
で
相
談
す
る
相
手
が
い
な
い
な
ど
，
家
庭
教
育
や
子
育
て
に
悩
む
保
護
者
を
，
地
域
全
体
で
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
が
進
ん
で
い
る
。
家
庭
教
育
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
地
域
設
置
率
10
市
町
村
（平
成
28
年
度
）
県
民
一
人
一
人
が
輝
く
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
○
　
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
づ
く
り
の
推
進
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
強
化
‐
‐
‐
社
会
体
育
施
設
の
整
備
・充
実
○
　
体
育
施
設
整
備
事
業
○
　
社
会
体
育
施
設
管
理
運
営
事
業
‐
年
間
利
用
者
数
の
増
加
90
万
人
（平
成
28
年
度
）
　
「学
校
支
援
」を
足
が
か
り
と
し
た
「地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
を
核
と
し
た
連
携
に
よ
る
「地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
」の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
づ
く
り
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
沖
縄
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
充
実
‐
‐
‐
‐
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
‐
‐
‐
‐
読
書
活
動
及
び
図
書
館
の
充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
教
育
施
設
と
体
験
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
公
民
館
等
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
‐
沖
縄
県
第
三
次
沖
縄
県
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
実
施
機
関
の
充
実
生
涯
学
習
期
間
に
お
け
る
「学
び
」の
あ
り
方
学
校
支
援
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
県
の
生
涯
学
習
の
推
進
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
毎
日
朝
食
を
食
べ
る
児
童
生
徒
数
○
　
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
沖
縄
県
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
育
て
，
学
力
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
，
豊
か
な
表
現
力
と
ね
ば
り
強
さ
を
も
つ
幼
児
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
。
平
和
で
安
ら
ぎ
と
活
力
あ
る
社
会
の
形
成
者
と
し
て
，
郷
土
文
化
の
継
承
・発
展
に
寄
与
し
，
国
際
社
会
・情
報
社
会
等
で
活
躍
す
る
心
身
と
も
に
健
全
な
県
民
を
育
成
す
る
。
学
校
・家
庭
・地
域
社
会
の
相
互
の
連
携
及
び
協
力
の
も
と
に
，
時
代
の
変
化
に
対
応
し
得
る
教
育
の
方
法
を
追
究
し
，
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
図
る
。
潤
い
と
生
き
が
い
の
あ
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
〔生
涯
学
習
の
充
実
〕
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
充
実
県
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
機
会
の
充
実
自
ら
学
ぶ
意
欲
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
〔学
校
教
育
の
充
実
〕
地
域
を
大
切
に
し
，
誇
り
に
思
う
健
全
な
青
少
年
の
育
成
〔青
少
年
の
健
全
育
成
〕
家
庭
・地
域
の
教
育
機
能
の
充
実
〔社
会
教
育
の
充
実
〕
健
康
な
体
を
つ
く
り
県
民
が
輝
く
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
生
涯
学
習
推
進
の
具
体
的
取
組
－119－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
総
合
的
・体
系
的
な
学
習
機
会
の
提
供
と
自
発
的
な
学
習
活
動
の
推
進
○
　
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
○
　
さ
っ
ぽ
ろ
市
民
カ
レ
ッ
ジ
の
充
実
○
　
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る
人
材
登
録
制
度
の
構
築
‐
‐
‐
図
書
館
に
お
け
る
読
書
・学
習
環
境
の
充
実
○
　
分
か
り
や
す
く
，
使
い
や
す
い
情
報
の
提
供
○
　
新
た
な
文
化
と
の
出
会
い
の
場
の
提
供
○
　
子
ど
も
が
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
の
充
実
‐
‐
‐
異
校
種
体
験
・異
年
齢
間
交
流
の
充
実
○
　
幼
保
小
連
携
な
か
よ
し
キ
ャ
ン
プ
の
推
進
○
　
小
中
学
校
体
験
の
推
進
○
　
市
立
高
等
学
校
体
験
の
推
進
○
　
高
大
連
携
の
推
進
○
　
学
社
融
合
の
推
進
校
種
間
の
連
携
に
よ
る
連
続
性
の
あ
る
教
育
活
動
の
充
実
○
　
幼
保
小
連
携
の
推
進
○
　
幼
小
研
究
モ
デ
ル
研
究
開
発
○
　
小
中
連
携
モ
デ
ル
研
究
開
発
○
　
中
高
連
携
モ
デ
ル
に
関
す
る
実
践
研
究
の
推
進
○
　
異
校
種
理
解
促
進
を
図
る
研
修
の
充
実
○
　
異
校
種
間
の
人
事
交
流
の
促
進
○
　
個
別
の
教
育
支
援
計
画
作
成
に
よ
る
支
援
の
推
進
市
民
の
自
発
的
な
学
習
活
動
を
支
え
る
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
○
　
各
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
管
理
・運
営
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
を
活
用
し
た
体
験
学
習
の
充
実
‐
‐
‐
図
書
館
に
お
け
る
読
書
・学
習
環
境
の
整
備
○
　
情
報
化
の
時
代
に
対
応
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
○
　
（仮
称
）絵
本
図
書
館
及
び
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
図
書
館
の
設
置
‐
‐
‐
学
校
図
書
館
の
機
能
強
化
○
　
学
校
図
書
館
の
「学
習
・情
報
セ
ン
タ
ー
」機
能
の
充
実
○
　
学
校
図
書
館
の
地
域
開
放
の
推
進
○
　
図
書
館
と
学
校
図
書
館
の
連
携
○
　
読
書
チ
ャ
レ
ン
ジ
・図
書
資
源
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
‐
‐
‐
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
○
　
サ
ッ
ポ
ロ
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
事
業
の
実
施
○
　
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る
人
材
登
録
制
度
の
構
築
○
　
学
校
情
報
等
へ
の
地
域
へ
の
発
信
○
　
緊
急
時
に
お
け
る
家
庭
へ
の
迅
速
な
連
絡
シ
ス
テ
ム
の
構
築
○
　
学
校
施
設
の
複
合
化
○
　
学
校
図
書
館
の
地
域
開
放
の
推
進
○
　
特
別
支
援
学
校
で
の
地
域
連
携
の
充
実
○
　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と
な
い
子
ど
も
と
の
交
流
及
び
共
同
学
習
の
推
進
○
　
市
立
札
幌
大
通
高
等
学
校
の
支
援
学
校
に
お
け
る
地
域
教
育
力
活
用
○
　
学
校
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
○
　
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
を
支
援
す
る
人
材
登
録
制
度
の
構
築
○
　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
○
　
学
校
図
書
館
の
「学
習
・情
報
セ
ン
タ
ー
」機
能
の
充
実
○
　
学
校
図
書
館
の
地
域
開
放
の
推
進
○
　
小
中
学
校
に
お
け
る
進
路
探
究
学
習
の
充
実
○
　
市
立
高
等
学
校
に
お
け
る
進
路
探
究
学
習
の
充
実 ○
　
特
別
支
援
学
級
等
に
お
け
る
進
路
探
究
学
習
の
充
実
○
　
市
立
札
幌
大
通
高
等
学
校
の
支
援
○
　
登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
等
の
推
進
小
学
校
95
％
中
学
校
88
％
（平
成
30
年
度
）
小
学
校
10
0％
中
学
校
10
0％
高
校
10
0％
（平
成
30
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
市
民
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講
に
満
足
し
て
い
る
受
講
者
の
割
合
○
　
図
書
館
の
利
用
に
満
足
し
て
い
る
利
用
者
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
利
用
に
満
足
し
て
い
る
利
用
者
の
割
合
○
　
家
で
人
と
学
校
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
す
る
子
供
の
割
合
継
続
的
・自
発
的
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
総
合
的
な
生
涯
学
習
の
推
進
子
供
が
異
校
種
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
状
況
を
示
す
指
標
子
供
が
参
加
す
る
校
種
間
連
携
を
実
施
し
て
い
る
学
校
の
割
合
学
び
の
場
の
連
携
の
推
進
札
幌
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
学
校
が
地
域
人
材
等
を
教
育
水
準
の
向
上
に
効
果
的
に
活
用
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
を
示
す
指
標
保
護
者
や
地
域
の
人
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
学
校
の
教
育
水
準
の
向
上
に
効
果
的
に
活
用
し
て
い
る
学
校
の
割
合
平
成
26
年
度
～
平
成
35
年
度
札
幌
市
自
ら
学
び
，
共
に
生
き
る
力
を
培
う
学
び
の
推
進
多
様
な
学
び
を
支
え
る
環
境
の
充
実
市
民
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
地
域
と
学
校
が
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り
多
種
多
様
な
学
習
環
境
の
整
備
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(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
仕
組
み
づ
く
り
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
と
親
子
で
の
学
び
の
促
進
支
援
○
　
家
庭
教
育
学
級
の
推
進
○
　
親
育
ち
応
援
団
の
充
実
○
　
幼
児
期
の
学
校
教
育
の
保
護
者
等
へ
の
啓
発
・
支
援
の
推
進
○
　
市
立
幼
稚
園
に
お
け
る
預
か
り
保
育
の
推
進
と
保
護
者
へ
の
啓
発
○
　
子
供
が
読
書
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
の
充
実
‐
‐
‐
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
全
て
の
人
が
参
加
で
き
る
学
習
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
社
会
的
な
課
題
と
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
支
援
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
活
か
し
た
社
会
参
画
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
活
用
‐
‐
‐
‐
活
力
あ
る
札
幌
の
ま
ち
の
創
造
‐
‐
‐
‐
学
び
を
結
ぶ
人
材
育
成
と
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
連
携
強
化
‐
‐
‐
‐
多
様
な
主
体
と
の
連
携
に
よ
る
生
涯
学
習
の
展
開
‐
‐
‐
‐
地
域
と
と
も
に
歩
む
学
校
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
心
の
育
成
‐
‐
‐
‐
仙
台
自
分
づ
く
り
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
親
が
学
ぶ
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
基
本
的
な
生
活
習
慣
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
親
子
が
一
緒
に
学
び
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
を
応
援
す
る
地
域
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
子
供
の
教
育
に
関
す
る
相
談
支
援
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
の
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
文
化
・芸
術
に
親
し
み
活
動
す
る
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
の
歴
史
と
文
化
の
継
承
と
発
信
‐
‐
‐
‐
現
代
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
広
げ
る
‐
‐
‐
‐
学
び
直
し
や
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
多
様
な
連
携
に
よ
る
多
彩
な
学
び
の
創
出
‐
‐
‐
‐
多
世
代
の
つ
な
が
り
や
様
々
な
体
験
を
通
し
た
学
び
の
充
実
‐
‐
‐
‐
身
近
な
学
校
を
活
用
し
た
地
域
の
学
び
の
輪
の
創
出
‐
‐
‐
‐
子
供
の
育
ち
を
支
え
る
地
域
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
社
会
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
び
の
成
果
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
び
に
関
す
る
情
報
の
提
供
‐
‐
‐
‐
学
び
を
支
え
る
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
市
民
カ
レ
ッ
ジ
の
受
講
に
満
足
し
て
い
る
受
講
者
の
割
合
○
　
図
書
館
の
利
用
に
満
足
し
て
い
る
利
用
者
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
利
用
に
満
足
し
て
い
る
利
用
者
の
割
合
○
　
家
で
人
と
学
校
で
の
出
来
事
に
つ
い
て
話
を
す
る
子
供
の
割
合
平
成
19
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
‐
家
庭
で
の
親
と
子
の
学
び
を
応
援
す
る
市
民
一
人
ひ
と
り
の
学
び
の
機
会
と
活
動
を
広
げ
る
人
と
社
会
を
つ
な
ぐ
豊
か
な
学
び
を
創
出
す
る
学
び
の
ま
ち
を
支
え
る
基
盤
を
充
実
さ
せ
る
札
幌
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
仙
台
市
仙
台
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
35
年
度
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
札
幌
市
第
２
次
札
幌
市
生
涯
学
習
推
進
構
想
い
き
い
き
と
学
ぶ
成
果
を
活
か
す
学
び
を
つ
な
ぐ
市
民
ぐ
る
み
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り ‐
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
る
学
校
教
育
を
実
現
す
る
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(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
び
の
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
教
育
機
会
の
均
等
の
確
保
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
社
会
資
源
を
効
果
的
に
活
用
し
，
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
地
域
全
体
で
役
割
を
担
い
，
相
互
に
連
携
・協
力
し
な
が
ら
，
子
ど
も
の
成
長
を
助
け
ま
す
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
資
源
や
教
育
力
を
積
極
的
に
生
か
し
，
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
地
域
の
中
の
連
携
・協
力
関
係
を
深
め
，
地
域
の
教
育
力
を
高
め
て
い
き
ま
す
‐
‐
‐
‐
社
会
の
一
員
と
し
て
の
意
識
を
高
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
を
育
み
ま
す
‐
‐
‐
‐
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
環
境
づ
く
り
や
，
交
流
の
場
を
充
実
さ
せ
ま
す
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
を
充
実
さ
せ
ま
す
‐
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
人
権
教
育
を
推
進
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
や
人
材
活
用
の
仕
組
み
を
整
備
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
団
体
学
習
活
動
及
び
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
環
境
を
充
実
さ
せ
ま
す
‐
‐
‐
‐
学
び
は
じ
め
の
支
援
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
の
拡
充
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
学
習
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
評
価
‐
‐
‐
地
域
活
動
の
た
め
の
人
材
育
成
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
活
用
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
人
材
活
用
制
度
の
充
実
‐
‐
‐
学
び
の
仲
間
づ
く
り
‐
‐
‐
地
域
が
支
え
る
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
ま
ち
づ
く
り
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
学
び
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
団
体
活
動
を
支
援
す
る
‐
‐
一
人
ひ
と
り
の
知
識
や
経
験
が
生
き
る
地
域
活
動
を
支
援
す
る
‐
‐
学
習
事
業
を
生
か
し
た
地
域
活
動
を
進
め
る
‐
‐
施
設
運
営
に
市
民
参
加
を
進
め
る
‐
‐
‐
‐
施
設
の
事
業
を
市
民
と
協
働
で
企
画
運
営
す
る
‐
‐
‐
‐
80
3,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
年
間
に
生
涯
学
習
を
行
っ
た
人
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
を
活
か
し
て
い
る
人
の
割
合 ○
　
生
涯
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域
活
動
に
活
か
し
て
い
る
人
の
割
合
○
　
生
涯
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
の
活
か
し
方
に
つ
い
て
，
他
の
人
の
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
，
文
化
活
動
な
ど
の
指
導
に
活
か
し
て
い
る
人
の
割
合
参
考
：千
葉
市
学
校
教
育
推
進
計
画
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
習
成
果
を
生
か
し
て
地
域
で
活
動
す
る
年
間
延
活
動
者
数
○
　
学
習
成
果
を
生
か
し
て
施
設
で
活
動
す
る
年
間
延
活
動
者
数
○
　
学
習
支
援
施
設
や
地
域
で
学
習
成
果
を
発
表
し
た
年
間
延
活
動
者
数
地
域
づ
く
り
・ま
ち
づ
く
り
生
涯
学
習
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
知
識
や
技
能
を
活
か
し
て
い
る
人
を
増
や
し
ま
す
生
涯
学
習
を
行
っ
て
い
る
人
を
増
や
す
生
涯
学
習
を
通
じ
て
地
域
や
社
会
と
つ
な
が
っ
て
い
る
人
を
増
や
し
ま
す
だ
れ
も
が
『学
べ
る
・活
か
せ
る
・つ
な
が
る
』新
た
な
生
涯
学
習
環
境
の
構
築
地
域
は
，
連
携
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
ま
す
地
域
は
，
協
力
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
助
け
ま
す
地
域
は
，
活
動
の
場
や
機
会
を
提
供
し
，
青
少
年
の
成
長
を
助
け
ま
す
だ
れ
も
が
，
い
つ
で
も
学
べ
る
学
習
環
境
の
創
造
市
民
一
人
ひ
と
り
へ
の
学
習
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
学
習
成
果
や
人
材
の
活
用
促
進
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
学
び
の
ま
ち
を
支
え
る
基
盤
を
充
実
さ
せ
る 学
習
活
動
の
き
っ
か
け
づ
く
り
さ
い
た
ま
市
教
育
総
合
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
輝
く
個
性
を
育
む
第
４
次
千
葉
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
成
果
が
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
千
葉
市
団
体
活
動
の
支
援
に
よ
る
年
間
延
学
習
者
数
参
加
と
協
働
に
よ
り
学
習
支
援
施
設
で
の
事
業
を
進
め
る
学
び
で
つ
な
が
る
多
様
な
学
習
機
会
の
拡
充
人
材
の
育
成
成
果
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
地
域
で
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
仙
台
市
仙
台
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
‐
さ
い
た
ま
市
第
２
次
さ
い
た
ま
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
32
年
度
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
－122－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
習
支
援
施
設
で
の
発
表
機
会
を
つ
く
る
‐
‐
‐
‐
地
域
で
の
発
表
機
会
を
つ
く
る
‐
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
学
習
支
援
施
設
で
の
活
動
に
つ
な
が
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
学
校
教
育
外
で
子
ど
も
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
を
推
進
す
る
‐
‐
健
康
に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
安
全
と
安
心
に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
環
境
に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
職
業
に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
「ち
ば
を
学
ぶ
」学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
「ち
ば
を
創
る
」学
習
機
会
を
提
供
す
る
‐
‐
学
習
関
連
情
報
を
発
信
す
る
‐
‐
学
習
活
動
の
相
談
体
制
を
整
備
す
る
‐
‐
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
‐
‐
学
習
支
援
施
設
の
有
効
利
用
を
進
め
る
‐
‐
学
習
資
源
の
収
集
整
備
と
有
効
利
用
を
進
め
る
‐
‐
学
習
活
動
を
支
援
す
る
職
員
の
研
修
を
行
う
‐
‐
市
民
の
学
習
活
動
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
‐
‐
親
の
学
び
の
支
援
‐
‐
‐
‐
相
談
・サ
ポ
ー
ト
体
制
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
を
生
か
し
た
学
校
運
営
の
支
援
‐
‐
１
　
学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
２
　
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
３
　
地
域
交
流
室
の
設
置
１
　
12
0校
に
設
置
（平
成
26
年
度
）
２
　
14
8校
に
配
置
（平
成
26
年
度
）
３
　
35
1校
に
設
置
（平
成
26
年
度
）
地
域
に
お
け
る
幼
稚
園
・保
育
所
・小
学
校
の
連
携
‐
‐
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
の
歴
史
に
関
す
る
学
習
の
場
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
教
育
資
源
の
活
用
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
・保
護
者
・地
域
住
民
の
学
校
運
営
へ
の
参
加
促
進
‐
‐
‐
‐
学
校
施
設
の
整
備
と
充
実
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
の
学
校
の
整
備
‐
‐
‐
‐
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
地
域
づ
く
り
地
域
の
安
全
性
の
確
保
‐
‐
‐
‐
子
育
て
の
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
19
9,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
56
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
１
　
53
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
２
　
35
1,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
83
9,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
参
考
：千
葉
市
学
校
教
育
推
進
計
画
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
習
成
果
を
生
か
し
て
地
域
で
活
動
す
る
年
間
延
活
動
者
数
○
　
学
習
成
果
を
生
か
し
て
施
設
で
活
動
す
る
年
間
延
活
動
者
数
○
　
学
習
支
援
施
設
や
地
域
で
学
習
成
果
を
発
表
し
た
年
間
延
活
動
者
数
１
　
1,
64
4,
00
0件
（平
成
27
年
度
）
２
　
39
7,
50
0部
（平
成
27
年
度
）
３
　
92
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
４
　
2,
00
0件
（平
成
27
年
度
）
１
　
6,
35
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
２
　
5,
99
0,
00
0冊
（平
成
27
年
度
）
３
　
41
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
38
0人
（平
成
27
年
度
）
家
庭
・地
域
・学
校
が
連
携
し
，
子
ど
も
の
成
長
を
支
え
合
い
ま
す
学
習
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
つ
く
る
「ち
ば
を
学
び
創
る
」学
習
機
会
を
提
供
す
る
か
わ
さ
き
教
育
プ
ラ
ン
教
育
振
興
基
本
計
画
第
４
次
千
葉
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
成
果
が
生
き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
地
域
と
学
校
と
の
連
携
市
民
生
活
や
地
域
社
会
の
課
題
を
学
ぶ
機
会
を
提
供
す
る
子
ど
も
の
教
育
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
，
市
民
の
学
習
活
動
を
支
援
し
ま
す
幼
児
・学
校
教
育
家
庭
・地
域
に
お
け
る
教
育
リ
ー
ダ
ー
養
成
等
地
域
活
動
を
促
す
学
習
機
会
提
供
に
よ
る
年
間
延
学
習
者
数
子
ど
も
を
守
り
は
ぐ
く
む
学
習
機
会
を
提
供
す
る
１
　
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
学
習
機
会
提
供
に
よ
る
年
間
延
学
習
者
数
２
　
学
校
教
育
外
で
の
子
ど
も
の
学
習
機
会
に
よ
る
年
間
延
学
習
者
数
今
日
的
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
今
日
的
課
題
の
学
習
機
会
提
供
に
よ
る
年
間
延
学
習
者
数
「ち
ば
を
学
び
創
る
」学
習
機
会
提
供
に
よ
る
年
間
延
学
習
者
数
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
家
庭
教
育
の
充
実
と
子
育
て
の
支
援
学
び
を
支
え
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
学
習
活
動
に
関
す
る
情
報
発
信
と
相
談
を
進
め
る
１
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
件
数
２
　
情
報
誌
発
行
部
数
３
　
相
談
件
数
４
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
斡
旋
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
件
数
学
習
支
援
施
設
を
運
営
す
る
１
　
学
習
支
援
施
設
入
館
者
数
２
　
図
書
貸
出
冊
数
３
　
博
物
館
企
画
展
入
館
者
数
学
習
活
動
に
関
す
る
調
査
研
究
を
進
め
る
職
員
研
修
参
加
者
数
千
葉
市
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
平
成
17
年
度
～
平
成
26
年
度
地
域
づ
く
り
に
か
か
わ
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
市
民
の
学
習
活
動
の
支
援
家
庭
教
育
へ
の
支
援
横
浜
市
横
浜
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
川
崎
市
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
－123－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
家
庭
教
育
・子
育
て
に
関
す
る
相
談
機
能
の
強
化
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
・子
育
て
に
関
す
る
意
識
啓
発
‐
‐
‐
‐
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
居
場
所
・遊
び
場
の
確
保
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
様
々
な
学
習
・体
験
の
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
健
全
な
育
成
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
の
主
体
的
な
学
習
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
の
充
実
‐
‐
‐
‐
行
政
区
を
中
心
と
し
た
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
教
育
の
推
進
と
地
域
人
材
の
豊
か
な
経
験
・能
力
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
や
市
民
の
学
習
活
動
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
‐
‐
‐
‐
社
会
的
自
立
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
学
習
シ
ス
テ
ム
の
構
築
‐
‐
‐
‐
市
民
文
化
・芸
術
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
護
・活
用
‐
‐
‐
‐
魅
力
あ
る
博
物
館
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
人
権
教
育
・啓
発
の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
供
の
権
利
保
障
の
推
進
‐
‐
‐
‐
共
生
社
会
の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
学
び
を
支
え
る
学
校
教
育
環
境
を
整
備
・充
実
し
ま
す
‐
体
験
活
動
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
指
標
。
地
域
で
の
協
力
者
に
よ
る
活
動
内
容
の
充
実
を
図
る
た
め
目
標
を
設
定
ふ
る
さ
と
自
然
体
験
教
室
の
活
動
協
力
者
の
数
45
人
（平
成
31
年
度
）
地
域
に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
運
営
を
め
ざ
し
ま
す
‐
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
測
る
指
標
。
全
小
・中
学
校
で
の
実
施
を
目
標
に
目
標
設
定
地
域
，
保
護
者
に
よ
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い
る
小
・中
学
校
の
割
合
10
0%
（平
成
31
年
度
）
‐
公
民
館
に
お
い
て
市
民
の
自
発
的
な
学
習
活
動
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
か
を
測
る
指
標
。
市
民
の
自
主
性
，
自
発
性
へ
の
依
存
度
が
高
い
指
標
だ
が
，
生
涯
学
習
を
促
進
す
る
こ
と
か
ら
，
増
加
目
標
を
設
定
公
民
館
の
施
設
利
用
率
67
.5
%（
平
成
31
年
度
）
‐
市
民
が
求
め
る
資
料
に
対
し
て
，
図
書
館
が
ど
の
程
度
応
え
て
い
る
か
を
測
る
指
標
。
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
に
よ
り
増
加
目
標
を
設
定
市
民
１
人
当
た
り
の
図
書
の
貸
出
冊
数
5.
3冊
（平
成
31
年
度
）
‐
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
，
知
的
欲
求
等
に
博
物
館
が
ど
の
程
度
応
え
て
い
る
か
を
測
る
指
標
。
博
物
館
事
業
の
充
実
等
に
よ
り
増
加
目
標
を
設
定
博
物
館
入
館
者
数
13
5,
00
0人
（平
成
31
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ス
ポ
ー
ツ
を
定
期
的
に
行
う
市
民
の
割
合
（指
標
１
）
教
育
振
興
基
本
計
画
家
族
や
郷
土
を
愛
し
　
広
く
世
界
に
目
を
向
け
　
自
ら
学
び
　
心
豊
か
に
生
き
る
人
多
様
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
・社
会
教
育
の
機
会
や
施
設
を
充
実
し
ま
す
か
わ
さ
き
教
育
プ
ラ
ン
教
育
振
興
基
本
計
画
家
庭
・地
域
に
お
け
る
教
育 社
会
教
育
・文
化
・ス
ポ
ー
ツ
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
，
い
き
い
き
と
暮
ら
す
生
涯
学
習
社
会
を
創
造
し
ま
す
家
庭
教
育
の
充
実
と
子
育
て
の
支
援
相
模
原
市
教
育
振
興
計
画
相
模
原
市
子
供
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
づ
く
り
市
民
が
自
ら
学
び
い
き
い
き
と
活
動
す
る
地
域
づ
く
り
文
化
・芸
術
活
動
の
推
進
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
共
に
支
え
生
き
る
社
会
の
創
造
平
成
17
年
度
～
平
成
26
年
度
広
く
世
界
に
目
を
向
け
，
自
ら
学
び
，
と
も
に
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
を
育
成
し
ま
す
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
川
崎
市
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(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
‐
市
民
の
学
習
成
果
が
ど
の
程
度
生
か
さ
れ
て
い
る
か
を
測
る
指
標
。
過
去
５
年
間
は
概
ね
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
る
が
，
循
環
型
の
学
習
活
動
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
増
加
目
標
を
設
定
公
民
館
に
お
け
る
発
表
・展
示
及
び
つ
ど
い
の
開
催
回
数
34
0件
（平
成
31
年
度
）
‐
市
民
に
よ
る
地
域
づ
く
り
，
と
も
に
学
ぶ
場
づ
く
り
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
て
い
る
か
を
測
る
指
標
。
実
施
回
数
は
年
に
よ
り
変
動
し
て
い
る
が
，
市
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
増
加
目
標
を
設
定
生
涯
学
習
ま
ち
か
ど
講
座
の
実
施
件
数
13
5件
（平
成
31
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
支
援
し
，
施
設
を
充
実
し
ま
す
‐
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
ん
で
い
る
か
，
施
設
が
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
指
標
。
指
標
１
の
伸
び
率
を
参
考
に
目
標
設
定
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
者
数
4,
32
0,
00
0人
（平
成
31
年
度
）
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
家
庭
教
育
力
の
向
上
を
促
進
し
ま
す
‐
家
庭
教
育
・子
育
て
に
関
す
る
講
座
の
参
加
者
数
に
よ
り
，
家
庭
教
育
力
の
向
上
が
ど
の
程
度
促
進
さ
れ
た
か
を
推
し
測
る
指
標
。
家
庭
教
育
力
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
増
加
目
標
を
設
定
公
民
館
の
家
庭
教
育
・子
育
て
学
習
講
座
の
参
加
者
数
1,
00
0人
（平
成
31
年
度
）
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
を
取
り
巻
く
教
育
環
境
の
状
況
を
見
る
指
標
。
「社
会
生
活
基
本
調
査
」（
総
務
省
実
施
）の
「子
ど
も
を
対
象
と
し
た
活
動
」の
結
果
を
も
と
に
，
ア
ン
ケ
ー
ト
値
の
毎
年
の
伸
び
率
を
参
考
に
目
標
設
定
地
域
の
子
ど
も
へ
の
育
成
活
動
に
参
加
し
た
市
民
の
割
合
19
.8
%（
平
成
31
年
度
）
地
域
と
一
体
に
な
っ
た
教
育
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
測
る
指
標
。
全
小
・中
学
校
で
の
実
施
を
目
標
に
設
定
地
域
，
保
護
者
に
よ
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
い
る
小
・中
学
校
の
割
合
10
0%
（平
成
31
年
度
）
主
体
的
な
学
習
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
‐
‐
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・公
民
館
事
業
の
参
加
者
数
30
0,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
に
い
が
た
市
民
大
学
の
受
講
者
数
50
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
公
共
図
書
館
に
お
け
る
児
童
書
の
貸
出
冊
数
1,
22
0,
00
0冊
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
公
共
図
書
館
で
実
施
す
る
子
ど
も
・親
子
対
象
事
業
の
参
加
者
数
20
,9
00
人
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
調
査
の
相
談
件
数
39
0件
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
地
域
学
関
連
事
業
の
参
加
者
数
5,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
公
民
館
と
連
携
事
業
を
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
か
所
数
36
か
所
（平
成
26
年
度
）
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
‐
本
県
の
国
体
出
場
選
手
の
う
ち
本
市
の
選
手
の
割
合
50
.0
%（
平
成
26
年
度
）
‐
‐
国
際
大
会
・交
流
大
会
の
開
催
数
7回
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
ふ
れ
あ
い
事
業
の
参
加
者
数
10
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
国
際
大
会
・交
流
大
会
の
開
催
数
7回
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
事
業
の
実
施
数
40
0事
業
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
事
業
の
参
加
者
数
60
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
校
数
17
1校
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
事
業
の
実
施
校
数
60
校
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
公
民
館
出
前
型
事
業
の
実
施
校
数
40
校
（平
成
26
年
度
）
広
報
広
聴
活
動
の
推
進
‐
‐
広
報
紙
で
紹
介
し
た
実
践
数
12
0校
園
及
び
地
域
数
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
地
域
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
校
数
17
1校
（平
成
26
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
週
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
の
割
合
新
潟
市
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ス
ポ
ー
ツ
を
定
期
的
に
行
う
市
民
の
割
合
（指
標
１
）
教
育
振
興
基
本
計
画
家
族
や
郷
土
を
愛
し
　
広
く
世
界
に
目
を
向
け
　
自
ら
学
び
　
心
豊
か
に
生
き
る
人
家
族
や
郷
土
を
愛
し
，
と
も
に
心
豊
か
に
暮
ら
す
地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
，
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
高
め
ま
す
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
り
，
育
て
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
‐
市
民
主
体
の
生
涯
学
習
・社
会
教
育
活
動
を
支
援
し
ま
す
‐
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
学
･社
･民
の
融
合
に
よ
る
人
づ
く
り
，
地
域
づ
く
り
，
学
校
づ
く
り
学
び
育
つ
各
世
代
へ
の
支
援
学
校
・地
域
・N
P
O
等
の
協
働
の
推
進
市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
，
い
き
い
き
と
暮
ら
す
生
涯
学
習
社
会
を
創
造
し
ま
す
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
へ
の
支
援
競
技
力
の
向
上
み
る
機
会
・交
流
機
会
の
拡
大
住
民
主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
組
織
の
構
築
地
域
と
共
に
歩
む
学
校
づ
く
り
の
推
進
生
涯
を
通
じ
て
学
び
育
つ
学
習
機
会
の
充
実
相
模
原
市
教
育
振
興
計
画
相
模
原
市
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
平
成
18
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
新
潟
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
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(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
‐
‐
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
事
業
の
実
施
校
数
60
校
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
公
民
館
出
前
型
事
業
の
実
施
校
数
40
校
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
公
民
館
と
連
携
事
業
を
実
施
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
か
所
数
36
か
所
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
理
数
系
教
員
（C
S
T
）の
養
成
数
10
人
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
に
い
が
た
市
民
大
学
の
受
講
者
数
50
0人
（平
成
26
年
度
）
子
ど
も
・保
護
者
・地
域
住
民
の
学
校
運
営
へ
の
参
画
‐
‐
学
校
関
係
者
評
価
の
結
果
を
公
表
し
た
学
校
の
割
合
10
0%
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
公
民
館
活
動
協
力
員
と
の
協
働
に
よ
る
事
業
数
14
0本
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
者
数
1,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
区
単
位
で
の
教
育
支
援
体
制
の
整
備
‐
‐
区
担
当
指
導
主
事
が
学
校
を
支
援
し
た
回
数
1,
10
0回
（平
成
26
年
度
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
と
し
て
の
学
校
整
備
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
を
整
備
し
た
小
・中
学
校
34
校
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
図
書
貸
出
総
数
4,
80
0,
00
0冊
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
図
書
の
予
約
件
数
56
3,
00
0件
（平
成
26
年
度
）
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
済
か
所
数
8か
所
（平
成
26
年
度
）
学
習
成
果
を
活
用
す
る
施
策
の
展
開
‐
‐
‐
‐
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
活
用
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
要
求
課
題
の
整
理
と
効
果
的
な
実
施
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
，
青
少
年
の
育
成
に
力
を
入
れ
た
学
習
の
展
開
‐
‐
‐
‐
国
際
社
会
，
情
報
社
会
に
対
応
し
た
学
習
‐
‐
‐
‐
市
民
意
識
の
啓
発
‐
‐
‐
‐
社
会
に
貢
献
す
る
市
民
の
育
成
‐
‐
‐
‐
活
躍
す
る
人
材
の
発
掘
‐
‐
‐
‐
人
と
人
と
の
連
携
作
り
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
，
公
民
館
，
図
書
館
の
整
備
・機
能
の
い
っ
そ
う
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
学
・地
元
学
の
さ
ら
な
る
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
放
課
後
・休
日
に
お
け
る
体
験
・交
流
活
動
等
の
場
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
家
庭
の
教
育
力
向
上
に
向
け
た
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
地
域
に
お
け
る
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
視
点
か
ら
の
図
書
館
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
力
を
育
む
学
習
支
援
‐
‐
‐
‐
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
社
会
的
自
立
が
困
難
な
立
場
に
あ
る
人
へ
の
学
習
支
援
の
強
化
‐
‐
‐
‐
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
週
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
の
割
合
新
潟
市
「と
も
に
学
び
，
育
ち
，
創
る
」　
～
ゆ
た
か
な
新
潟
を
め
ざ
し
て
～
学
習
成
果
を
生
か
す
循
環
型
生
涯
学
習
の
推
進
現
代
的
課
題
を
中
心
と
し
た
学
習
の
重
点
化
学
・社
・民
の
融
合
に
よ
る
人
づ
く
り
，
地
域
づ
く
り
地
域
づ
く
り
を
担
う
生
涯
学
習
支
援
体
制
の
充
実
‐
学
･社
･民
の
融
合
に
よ
る
人
づ
く
り
，
地
域
づ
く
り
，
学
校
づ
く
り
社
会
全
体
の
教
育
力
を
高
め
，
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
体
制
を
築
く
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
環
境
の
整
備
高
等
教
育
機
関
及
び
企
業
等
と
の
連
携
促
進
市
民
の
生
涯
学
習
施
設
運
営
へ
の
参
画
公
民
館
・図
書
館
を
核
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
学
校
・地
域
・N
P
O
等
の
協
働
の
推
進
学
び
あ
い
，
援
け
あ
い
，
つ
な
が
り
あ
う
社
会
社
会
的
自
立
を
促
す
生
涯
学
習
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
生
涯
学
習
静
岡
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
静
岡
市
生
涯
学
習
推
進
大
綱
静
岡
市
学
校
・家
庭
・地
域
等
に
お
け
る
連
携
の
推
進
平
成
17
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
18
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
新
潟
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
新
潟
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
成
果
指
標
は
，
「充
実
」な
ど
の
表
現
が
な
さ
れ
て
お
り
，
数
的
な
指
標
は
な
い
－126－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
地
域
に
お
け
る
援
け
あ
い
の
心
の
醸
成
‐
‐
‐
‐
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
尊
重
す
る
豊
か
な
人
間
関
係
の
醸
成
‐
‐
‐
‐
身
近
な
地
域
課
題
へ
の
意
識
啓
発
‐
‐
‐
‐
既
存
の
学
習
成
果
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
‐
‐
‐
‐
「協
働
」に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
促
進
‐
‐
‐
‐
地
域
組
織
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
地
域
施
設
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
施
設
の
整
備
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
と
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
環
境
の
向
上
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
発
揮
す
る
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
‐
郷
土
に
対
す
る
愛
着
と
理
解
を
深
め
，
国
際
化
に
対
応
し
，
未
来
に
目
を
向
け
る
素
養
を
育
み
ま
す
‐
郷
土
が
大
好
き
で
，
郷
土
を
も
っ
と
よ
く
し
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
育
ま
れ
世
界
と
未
来
に
目
を
向
け
て
い
る
環
境
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
取
組
み
を
継
続
的
に
行
っ
た
学
校
の
割
合
90
％
（平
成
26
年
度
）
人
権
を
大
切
に
し
，
お
互
い
を
認
め
合
う
心
と
，
社
会
の
一
員
と
し
て
生
き
る
た
め
の
規
範
意
識
や
自
覚
を
育
み
ま
す
‐
‐
‐
‐
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
，
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
に
過
ご
す
た
め
の
心
身
を
育
み
ま
す
‐
‐
‐
‐
夢
や
目
標
の
実
現
の
た
め
に
，
生
涯
に
わ
た
り
，
あ
ら
ゆ
る
機
会
と
場
所
で
学
び
続
け
る
意
欲
と
習
慣
を
育
み
ま
す
‐
未
来
へ
の
夢
を
抱
き
，
生
涯
を
通
じ
て
学
び
成
長
し
続
け
る
機
会
や
場
所
が
提
供
さ
れ
て
い
る
博
物
館
・美
術
館
・科
学
館
に
お
け
る
子
供
向
け
事
業
の
参
加
者
数
12
6,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
地
域
に
開
か
れ
，
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
‐
保
護
者
や
地
域
か
ら
の
意
見
が
反
映
さ
れ
た
学
校
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
学
校
関
係
者
評
価
を
活
か
し
た
学
校
改
善
の
実
施
率
80
％
（平
成
26
年
度
）
子
供
と
向
き
合
う
時
間
を
確
保
し
，
教
育
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
‐
教
員
の
多
忙
化
を
軽
減
し
，
教
員
が
子
供
と
触
れ
合
う
時
間
が
確
保
で
き
て
い
る
会
議
の
精
選
や
校
務
の
効
率
化
な
ど
で
生
み
出
さ
れ
た
時
間
１
週
間
あ
た
り
１
時
間
（平
成
26
年
度
）
親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
，
地
域
全
体
で
子
供
を
見
守
り
，
育
み
ま
す
‐
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
，
子
供
の
見
守
り
活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
１
　
子
供
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
数
２
　
市
立
幼
稚
園
親
と
子
の
育
ち
の
場
支
援
事
業
補
助
対
象
園
数
１
　
80
,0
00
人
２
　
補
助
を
希
望
す
る
全
園 （平
成
26
年
度
）
生
涯
学
習
の
機
会
と
場
を
提
供
し
，
学
ぶ
楽
し
さ
や
意
欲
を
高
め
る
‐
多
様
化
す
る
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
，
生
涯
学
習
の
機
会
や
場
所
が
提
供
で
き
て
い
る
図
書
館
に
お
け
る
市
民
1人
当
た
り
の
貸
出
点
数
5.
41
点
（平
成
26
年
度
）
学
び
の
成
果
を
社
会
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
根
ざ
し
た
魅
力
を
大
切
に
し
，
発
信
し
ま
す
‐
地
域
の
歴
史
や
文
化
が
大
切
に
さ
れ
る
と
と
も
に
，
そ
の
魅
力
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
博
物
館
，
記
念
館
，
美
術
館
の
入
場
者
数
1,
20
0,
00
0人
（平
成
24
～
26
年
度
平
均
）
家
庭
や
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
「楽
し
み
」や
「生
き
が
い
」
が
見
つ
か
る
ま
ち
・浜
松
夢
と
希
望
を
も
っ
て
学
び
続
け
る
「世
界
に
は
ば
た
く
市
民
」の
育
成
学
び
あ
い
，
援
け
あ
い
，
つ
な
が
り
あ
う
社
会
豊
か
な
人
間
関
係
を
育
む
生
涯
学
習
地
域
課
題
に
対
応
で
き
る
市
民
力
を
育
む
生
涯
学
習
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
支
援
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
だ
れ
で
も
，
学
べ
る
学
習
環
境
づ
く
り
学
習
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
静
岡
市
生
涯
学
習
推
進
大
綱
静
岡
市
平
成
17
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
浜
松
市
第
２
次
浜
松
市
教
育
総
合
計
画
浜
松
市
生
涯
学
習
推
進
大
綱
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
17
年
度
～
不
明
「○
○
っ
子
」と
し
て
の
資
質
を
育
む
“学
び
”の
提
供
教
育
環
境
の
整
備
と
教
員
の
意
欲
・資
質
の
向
上
名
古
屋
市
名
古
屋
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
計
画
全
体
で
い
く
つ
か
の
指
標
が
設
定
さ
れ
て
お
り
，
子
ど
も
の
学
力
等
に
関
す
る
指
標
し
か
な
い
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
郷
土
の
こ
と
が
好
き
な
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
学
校
生
活
に
お
い
て
友
達
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
子
供
の
割
合
○
　
子
供
の
体
力
・運
動
能
力
に
お
け
る
平
均
値
○
　
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
を
感
じ
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
社
会
教
育
施
設
に
お
け
る
接
遇
の
利
用
者
満
足
度
○
　
生
涯
学
習
の
成
果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
る
市
民
の
割
合
－127－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
す
べ
て
の
ひ
と
の
人
権
を
尊
重
す
る
人
権
文
化
の
構
築
‐
‐
‐
‐
‐
人
権
尊
重
の
理
念
を
自
主
的
な
行
動
に
つ
な
げ
る
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
す
べ
て
の
市
民
が
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
（仕
事
と
生
活
の
調
和
）の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
女
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
‐
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
生
き
方
デ
ザ
イ
ン
（自
分
づ
く
り
）の
支
援
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
社
会
参
画
・社
会
形
成
活
動
の
促
進
‐
‐
‐
‐
課
題
に
直
面
す
る
青
少
年
の
総
合
的
支
援
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
成
長
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
い
き
い
き
と
活
動
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
す
べ
て
の
市
民
活
動
団
体
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
市
と
の
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
‐
‐
‐
‐
‐
犯
罪
の
芽
を
摘
み
取
る
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
の
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
関
係
機
関
の
連
携
の
強
化
‐
‐
‐
‐
消
費
者
被
害
の
救
済
及
び
防
止
‐
‐
‐
‐
消
費
者
の
自
立
支
援
‐
‐
‐
‐
多
彩
な
文
化
芸
術
に
親
し
み
，
創
造
的
な
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
優
れ
た
文
化
芸
術
を
通
じ
た
子
供
た
ち
の
感
性
と
表
現
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
に
よ
る
魅
力
あ
る
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
伝
統
的
な
文
化
芸
術
の
保
存
と
継
承
‐
‐
‐
‐
新
た
な
文
化
芸
術
を
創
出
す
る
場
づ
く
り
と
ひ
と
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
の
交
流
の
促
進
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
環
境
の
向
上
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
護
，
活
用
‐
‐
‐
‐
文
化
財
に
か
か
わ
る
多
様
な
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
‐
施
設
の
効
果
的
・効
率
的
な
整
備
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
を
み
ず
か
ら
楽
し
む
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
支
え
る
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
‐
か
け
が
え
の
な
い
文
化
財
の
保
護
，
活
用
と
伝
承
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
や
個
性
，
環
境
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で
い
る
ま
ち
づ
く
り
（「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」）
青
少
年
の
自
主
的
な
活
動
の
推
進
生
活
安
全
（防
犯
・事
故
防
止
）の
推
進
世
界
的
な
交
流
を
視
野
に
入
れ
た
文
化
芸
術
環
境
の
向
上
消
費
生
活
の
安
心
・安
全
の
推
進
及
び
消
費
者
の
自
立
支
援
京
都
市
は
ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
そ
の
他
す
べ
て
の
市
民
が
ま
ち
を
支
え
，
か
つ
誇
り
に
で
き
る
文
化
芸
術
創
造
の
ま
ち
づ
く
り
歴
史
に
培
わ
れ
た
和
の
文
化
の
継
承
と
新
た
な
創
造
活
動
の
支
援
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
京
都
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「京
都
市
に
お
い
て
は
，
徹
底
し
た
市
民
参
加
に
よ
る
議
論
の
下
，
平
成
22
年
12
月
に
本
市
の
都
市
経
営
の
基
本
計
画
で
あ
る
「は
ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
」を
策
定
…
…
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
，
…
…
当
該
計
画
の
教
育
施
策
事
業
を
本
市
の
教
育
振
興
基
本
計
画
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
」と
あ
る
。
－128－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
競
技
環
境
と
観
戦
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
総
合
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
‐
‐
‐
‐
競
技
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
支
援
と
そ
の
魅
力
の
活
用
‐
‐
‐
‐
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
施
設
の
提
供
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
組
織
の
人
材
の
確
保
・育
成
‐
‐
‐
‐
「子
供
を
共
に
育
む
市
民
憲
章
」の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
‐
‐
‐
‐
児
童
虐
待
対
策
の
推
進
‐
‐
‐
‐
被
虐
待
児
を
は
じ
め
と
し
た
養
護
等
が
必
要
な
子
供
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
生
涯
や
疾
病
等
で
支
援
が
必
要
な
子
供
の
福
祉
‐
‐
‐
‐
子
育
て
に
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
家
庭
・職
場
・地
域
社
会
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
子
供
の
生
活
環
境
の
整
備
と
安
全
な
生
活
が
確
保
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
子
育
て
家
庭
へ
の
経
済
的
支
援
‐
‐
‐
‐
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
等
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
促
進
‐
‐
‐
‐
安
心
し
て
妊
娠
・出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
乳
幼
児
の
健
や
か
な
発
育
・発
達
と
育
児
不
安
を
軽
減
す
る
た
め
の
支
援
‐
‐
‐
‐
子
供
の
病
気
や
事
故
に
的
確
に
対
応
で
き
る
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
子
供
の
健
全
育
成
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
，
放
課
後
の
子
供
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
個
人
の
尊
厳
を
重
ん
じ
る
市
民
意
識
の
向
上
と
権
利
擁
護
の
推
進
‐
‐
‐
‐
積
極
的
に
社
会
参
加
で
き
る
社
会
環
境
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
情
報
・コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
と
相
談
支
援
の
強
化
‐
‐
‐
‐
安
心
し
て
地
域
で
く
ら
す
た
め
の
保
健
医
療
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
生
活
へ
の
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
就
労
支
援
の
推
進
‐
‐
‐
‐
雇
用
促
進
の
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
生
活
し
や
す
い
社
会
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
‐
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
‐
‐
‐
‐
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
切
な
運
用
‐
‐
‐
‐
担
い
手
の
育
成
‐
‐
‐
‐
住
民
主
体
の
取
組
の
拡
大
‐
‐
‐
‐
「大
学
の
ま
ち
」な
ら
で
は
の
地
域
福
祉
の
展
開
‐
‐
‐
‐
住
民
の
権
利
保
障
・擁
護
の
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
災
害
時
に
お
け
る
取
組
の
支
援
‐
‐
‐
‐
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
に
身
近
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
（「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」）
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
合
っ
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
（「
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」）
京
都
市
は
ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
そ
の
他
次
世
代
を
育
む
す
べ
て
の
家
庭
を
支
援
し
支
え
合
え
る
ま
ち
づ
く
り
子
供
を
安
心
し
て
生
み
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
お
互
い
に
認
め
合
い
支
え
合
っ
て
く
ら
す
ま
ち
づ
く
り
地
域
福
祉
を
通
じ
た
安
心
･安
全
の
ま
ち
づ
く
り
関
係
者
の
連
携
・協
働
の
推
進
市
民
ぐ
る
み
・地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
支
え
合
う
子
育
て
支
援
の
風
土
づ
く
り
子
供
の
い
の
ち
と
人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
自
立
し
た
地
域
生
活
へ
の
移
行
促
進
生
き
が
い
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
把
握
地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り
の
構
築
京
都
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「京
都
市
に
お
い
て
は
，
徹
底
し
た
市
民
参
加
に
よ
る
議
論
の
下
，
平
成
22
年
12
月
に
本
市
の
都
市
経
営
の
基
本
計
画
で
あ
る
「は
ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
」を
策
定
…
…
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
，
…
…
当
該
計
画
の
教
育
施
策
事
業
を
本
市
の
教
育
振
興
基
本
計
画
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
」と
あ
る
。
－129－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
円
滑
な
地
域
福
祉
活
動
の
た
め
の
支
援
‐
‐
‐
‐
世
代
を
超
え
て
支
え
合
う
意
識
の
共
有
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
に
対
す
る
権
利
擁
護
の
推
進
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
及
び
就
労
の
推
進
‐
‐
‐
‐
自
主
的
な
介
護
予
防
の
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
を
地
域
で
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
‐
‐
‐
‐
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ
る
豊
か
な
生
活
の
実
現
‐
‐
‐
‐
‐
魅
力
あ
る
介
護
現
場
の
実
現
‐
‐
‐
‐
‐
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
‐
‐
‐
‐
大
学
，
産
業
界
，
N
P
O
等
の
幅
広
い
参
画
を
得
た
学
校
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
「確
か
な
学
力
」，
「豊
か
な
心
」，
「健
や
か
な
体
」の
調
和
を
図
る
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
規
範
意
識
の
醸
成
と
人
権
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
心
身
の
健
康
と
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け
た
取
組
の
充
実
‐
‐
‐
‐
「環
境
モ
デ
ル
都
市
」を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
‐
‐
‐
‐
総
合
育
成
支
援
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
新
し
い
学
習
環
境
づ
く
り
自
然
と
ふ
れ
あ
え
る
野
外
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ひ
と
り
ひ
と
り
が
学
び
続
け
る
ま
ち
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
こ
の
ま
ち
な
ら
で
は
の
学
び
の
発
掘
・発
信
‐
‐
‐
‐
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
役
立
つ
図
書
館
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
び
の
拠
点
と
し
て
の
学
校
施
設
を
は
じ
め
，
多
彩
な
生
涯
学
習
機
関
の
活
用
‐
‐
‐
‐
学
び
で
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
び
で
深
め
る
地
域
の
絆
‐
‐
‐
‐
「子
供
を
共
に
育
む
市
民
憲
章
」の
推
進
‐
‐
‐
‐
ま
ち
全
体
を
ま
な
び
や
に
，
大
人
み
ん
な
が
先
生
に
‐
‐
‐
‐
す
べ
て
の
家
庭
に
し
っ
か
り
届
け
る
家
庭
教
育
支
援
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
推
進
‐
‐
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
の
「P
T
A
や
地
域
の
人
が
学
校
の
諸
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
ま
す
か
」の
項
目
に
つ
い
て
，
「よ
く
参
加
し
て
く
れ
る
（参
加
し
て
く
れ
る
）」
と
答
え
る
学
校
の
割
合
全
国
平
均
以
上
（平
成
27
年
度
）
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
情
報
の
提
供
・相
談
，
人
材
養
成
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
権
課
題
と
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
「生
き
る
力
」の
育
成
‐
‐
‐
‐
N
P
O
，
高
等
教
育
機
関
，
企
業
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
大
阪
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
‐
大
阪
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
‐
京
都
市
は
ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
そ
の
他
市
民
が
協
働
す
る
仕
組
み
づ
く
り
と
生
涯
学
習
の
支
援
地
域
福
祉
を
通
じ
た
安
心
･安
全
の
ま
ち
づ
く
り
高
齢
者
の
尊
厳
を
保
つ
社
会
の
構
築
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
実
現
高
齢
者
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
市
民
ぐ
る
み
の
教
育
の
推
進
子
供
た
ち
に
「生
き
る
力
」を
育
む
教
育
の
推
進
市
民
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
「学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」の
拡
充
平
成
18
年
度
～
平
成
27
年
度
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
「市
民
力
」を
育
む
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り学
び
が
社
会
に
還
元
さ
れ
る
し
く
み
づ
く
り 子
供
を
共
に
育
む
気
運
づ
く
り
生
涯
学
習
大
阪
計
画
京
都
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
「京
都
市
に
お
い
て
は
，
徹
底
し
た
市
民
参
加
に
よ
る
議
論
の
下
，
平
成
22
年
12
月
に
本
市
の
都
市
経
営
の
基
本
計
画
で
あ
る
「は
ば
た
け
未
来
へ
！
京
プ
ラ
ン
」を
策
定
…
…
し
て
お
り
ま
す
。
教
育
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
，
…
…
当
該
計
画
の
教
育
施
策
事
業
を
本
市
の
教
育
振
興
基
本
計
画
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
」と
あ
る
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
一
年
間
の
う
ち
に
生
涯
学
習
活
動
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
市
民
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
活
動
で
身
に
付
け
た
知
識
・技
術
等
の
成
果
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
，
他
人
へ
の
学
習
へ
の
指
導
等
に
活
用
し
て
い
る
と
答
え
る
市
民
の
割
合
－130－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
地
域
社
会
で
実
施
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
・活
動
の
連
携
・協
働
‐
‐
‐
‐
学
校
を
拠
点
に
子
ど
も
と
お
と
な
が
と
も
に
ま
な
び
活
動
す
る
場
の
充
実
‐
‐
‐
‐
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
通
じ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・キ
ャ
ピ
タ
ル
の
向
上
‐
‐
‐
‐
「教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」づ
く
り
を
支
え
る
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
歴
史
・文
化
資
源
や
自
然
環
境
・生
活
文
化
の
再
発
見
と
発
信
‐
‐
‐
‐
大
阪
の
歴
史
・文
化
資
源
や
自
然
環
境
な
ど
に
気
づ
き
，
活
か
す
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
「ま
な
び
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
「総
合
的
な
学
力
」の
育
成
学
校
図
書
館
教
育
推
進
事
業
‐
‐
‐
‐
地
域
資
源
を
活
用
し
た
堺
を
知
る
教
育
の
推
進
子
ど
も
堺
学
‐
‐
‐
‐
堺
・地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
校
推
進
事
業
‐
‐
１
　
全
て
の
小
中
学
校
で
学
校
運
営
委
員
会
の
設
置
に
向
け
た
準
備
を
完
了
さ
せ
る
２
　
地
域
貢
献
に
向
け
た
取
組
を
実
施
し
て
い
る
と
回
答
し
た
学
校
の
割
合
２
　
10
0%
地
域
人
材
活
用
事
業
‐
‐
各
学
校
園
へ
の
配
当
回
数
に
対
す
る
活
用
率
1
0
0
%
子
ど
も
健
全
育
成
に
係
る
諸
活
動
の
支
援
‐
‐
子
ど
も
会
に
係
る
大
阪
府
下
平
均
加
入
率
に
対
す
る
指
数
1
.4
3
放
課
後
等
の
健
全
育
成
事
業
‐
‐
待
機
児
童
０
人
を
め
ざ
し
，
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
放
課
後
等
の
居
場
所
づ
く
り
を
効
果
的
に
推
進
す
る
‐
家
庭
教
育
支
援
事
業
‐
‐
家
庭
教
育
サ
ポ
ー
ト
講
座
を
全
区
で
実
施
‐
絵
本
か
ら
広
が
る
家
庭
で
の
親
子
ふ
れ
あ
い
事
業
‐
‐
児
童
資
料
貸
出
点
数
17
4万
点
地
域
の
知
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
の
充
実
‐
‐
１
　
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
図
書
館
機
能
の
充
実
年
間
個
人
貸
出
点
数
２
　
年
間
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数
１
　
48
0万
点
２
　
11
万
件
活
動
し
て
い
る
市
民
や
団
体
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
大
学
・N
P
O
・企
業
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
参
加
か
ら
参
画
，
協
働
へ
の
意
識
改
革
‐
‐
‐
‐
地
域
活
動
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
発
展
‐
‐
‐
‐
人
権
尊
重
に
つ
な
が
る
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
習
環
境
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
‐
‐
‐
‐
IT
学
習
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
と
学
習
相
談
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「１
日
30
分
以
上
読
書
を
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
「今
住
ん
で
い
る
地
域
に
関
心
が
あ
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
「今
住
ん
で
い
る
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
「市
民
力
」を
育
む
生
涯
学
習
社
会
づ
く
り 「ま
な
び
」を
基
本
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
～
小
学
校
区
を
中
心
に
～
生
涯
学
習
大
阪
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
大
阪
の
歴
史
・文
化
・自
然
環
境
を
活
か
し
た
「ま
な
び
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
平
成
18
年
度
～
平
成
27
年
度
循
環
型
生
涯
学
習
の
し
く
み
づ
く
り
だ
れ
も
が
学
べ
る
学
習
の
環
境
づ
く
り
家
庭
・地
域
力
を
生
か
し
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
家
庭
・地
域
と
の
協
働
に
よ
る
ひ
ろ
が
る
教
育
の
推
進
家
庭
・地
域
で
の
学
び
や
活
動
の
支
援
大
阪
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
‐
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
「総
合
的
な
学
力
」を
確
か
に
育
て
ま
す
堺
市
堺
市
第
3期
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
堺
の
ま
な
び
の
“わ
”を
つ
く
ろ
う
！
　
～
「循
環
型
生
涯
学
習
社
会
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
～
未
来
を
つ
く
る
堺
教
育
プ
ラ
ン
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
（改
訂
版
）
－131－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
習
や
活
動
の
場
の
確
保
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
学
校
で
の
外
部
人
材
の
活
用
‐
‐
‐
‐
学
習
や
活
動
の
発
表
機
会
の
設
定
‐
‐
‐
‐
国
際
・文
化
・世
代
間
の
交
流
‐
‐
‐
‐
同
和
問
題
の
解
決
・男
女
共
同
参
画
な
ど
の
視
点
に
よ
る
人
権
学
習
‐
‐
‐
‐
歴
史
文
化
資
源
の
活
用
‐
‐
‐
‐
堺
人
気
風
の
醸
成
‐
‐
‐
‐
伝
統
産
業
の
活
用
‐
‐
‐
‐
環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・健
康
に
関
す
る
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
子
供
た
ち
が
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
学
校
生
活
の
実
現
‐
‐
１
　
い
じ
め
認
知
事
案
に
つ
い
て
の
解
消
状
況
２
　
不
登
校
児
童
生
徒
数
の
推
移
‐
安
心
・安
全
な
学
校
づ
く
り
に
向
け
た
環
境
整
備
‐
‐
１
　
学
校
園
施
設
の
整
備
状
況
２
　
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
等
の
健
全
育
成
活
動
状
況
‐
生
き
る
力
の
基
礎
と
な
る
「言
葉
の
力
」の
充
実
‐
‐
１
　
「（
仮
称
）言
葉
の
力
検
定
」
２
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
（学
力
の
状
況
，
規
範
意
識
等
）
３
　
市
学
力
定
着
度
調
査
（学
力
の
状
況
，
規
範
意
識
等
）
‐
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
し
た
英
語
教
育
，
国
際
理
解
・多
文
化
共
生
教
育
，
国
際
交
流
の
充
実
‐
‐
１
　
小
学
校
に
お
け
る
英
語
の
授
業
に
関
す
る
児
童
の
意
識
２
　
リ
ス
ニ
ン
グ
等
中
学
生
の
英
語
力
の
状
況
３
　
英
語
に
お
け
る
小
中
の
連
携
状
況
４
　
日
本
語
指
導
が
必
要
な
幼
児
・児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
状
況
５
　
国
際
交
流
の
状
況
‐
こ
の
地
域
ら
し
い
教
育
（防
災
，
キ
ャ
リ
ア
・体
験
，
環
境
・福
祉
，
人
権
，
伝
統
文
化
，
芸
術
に
関
す
る
教
育
）
の
充
実
‐
‐
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン
等
実
施
状
況
調
査
‐
教
育
を
支
え
る
主
体
（家
庭
，
地
域
，
P
T
A
，
学
校
園
等
，
大
学
，
企
業
，
N
P
O
，
区
役
所
を
含
む
行
政
）間
の
連
携
と
協
働
‐
‐
１
　
各
主
体
と
の
連
携
状
況
２
　
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り
等
の
健
全
育
成
活
動
状
況
‐
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
‐
‐
１
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
（規
範
意
識
等
）
２
　
市
学
力
定
着
度
調
査
（規
範
意
識
等
）
３
　
各
種
講
座
等
の
実
施
状
況
‐
生
涯
を
通
じ
て
市
民
が
自
ら
「学
ぶ
」「
活
か
す
」「
つ
な
が
る
」学
習
環
境
づ
く
り
‐
‐
１
　
各
主
体
の
連
携
状
況
２
　
社
会
教
育
関
連
施
設
の
入
館
者
数
，
講
座
等
の
参
加
者
数
の
推
移
３
　
市
民
が
学
習
す
る
機
会
に
つ
い
て
の
満
足
度
調
査
‐
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
市
民
の
運
動
，
ス
ポ
ー
ツ
の
状
況
に
関
す
る
調
査
‐
生
き
る
力
を
育
成
す
る
た
め
の
特
色
あ
る
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
学
び
を
支
え
る
学
校
図
書
館
の
充
実
‐
‐
‐
‐
自
ら
の
価
値
観
な
ど
を
磨
き
，
文
化
へ
の
幅
広
い
理
解
を
育
む
た
め
の
文
化
体
験
の
充
実
‐
‐
‐
‐
堺
市
堺
市
第
3期
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
堺
の
ま
な
び
の
“わ
”を
つ
く
ろ
う
！
　
～
「循
環
型
生
涯
学
習
社
会
」の
実
現
を
め
ざ
し
て
～
だ
れ
も
が
学
べ
る
学
習
の
環
境
づ
く
り
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
潜
在
力
を
磨
く
生
涯
学
習
ま
ち
の
特
性
を
活
か
し
た
生
涯
学
習
神
戸
市
第
２
期
神
戸
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
岡
山
市
岡
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
平
成
25
年
度
～
平
成
32
年
度
主
体
的
に
学
び
続
け
る
子
ど
も
の
育
成
豊
か
な
学
習
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
個
性
の
伸
長
教
職
員
・学
校
の
魅
力
と
実
力
を
磨
き
高
め
る
特
色
あ
る
教
育
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
市
民
が
自
ら
学
び
子
供
の
育
ち
を
共
に
支
え
る
参
考
：神
戸
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（平
成
23
年
度
～
平
成
25
年
度
に
つ
き
，
終
了
済
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
習
資
源
を
活
用
し
，
力
を
伸
ば
し
た
子
ど
も
の
割
合
の
上
昇
（学
校
内
外
の
人
材
の
活
用
や
様
々
な
体
験
活
動
の
充
実
に
よ
り
子
ど
も
の
総
合
的
な
学
力
が
伸
び
て
き
て
い
る
と
答
え
た
保
護
者
の
割
合
）
○
　
運
動
習
慣
の
定
着
度
の
上
昇
（１
週
間
の
総
運
動
時
間
が
６
０
分
以
上
の
子
ど
も
の
割
合
）
○
　
家
庭
教
育
力
の
充
実
度
の
上
昇
（家
族
で
地
域
行
事
に
参
加
し
て
い
る
と
答
え
た
保
護
者
の
割
合
）
○
　
地
域
教
育
力
の
充
実
度
の
上
昇
（各
種
民
間
団
体
か
ら
家
族
で
参
加
で
き
る
体
験
活
動
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
答
え
た
保
護
者
の
割
合
）
－132－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
市
民
協
働
に
よ
る
人
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
地
域
人
材
活
用
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
や
か
な
体
で
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
健
や
か
な
体
の
育
成
体
力
・運
動
能
力
の
向
上
を
目
指
し
た
運
動
習
慣
の
確
立
と
健
康
の
保
持
増
進
‐
‐
‐
‐
保
護
者
を
対
象
と
し
た
人
権
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
，
子
育
て
を
啓
発
・支
援
す
る
事
業
・講
座
情
報
の
提
供
‐
‐
‐
‐
子
育
て
に
生
か
す
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
様
々
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
講
座
・事
業
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
社
会
で
の
健
全
な
子
ど
も
の
育
成
と
そ
の
推
進
の
た
め
の
指
導
者
育
成
の
充
実
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
促
す
た
め
の
安
全
・安
心
な
環
境
づ
く
り
の
充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
・非
行
防
止
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
‐
‐
‐
‐
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
機
会
や
場
の
提
供
と
そ
の
成
果
の
活
用
促
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
市
民
の
参
画
状
況
を
測
る
参
考
指
標
。
学
校
と
地
域
の
連
携
状
況
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
延
べ
人
数
12
0,
00
0人
程
度
（平
成
30
年
度
）
‐
学
校
，
教
育
委
員
会
の
情
報
発
信
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
活
動
件
数
25
0件
（平
成
30
年
度
）
‐
学
校
と
地
域
の
連
携
状
況
学
校
支
援
地
域
本
部
設
置
中
学
校
区
数
全
中
学
校
区
（平
成
30
年
度
）
‐
学
校
と
企
業
の
連
携
状
況
小
学
校
応
援
団
に
よ
る
支
援
対
象
校
数
全
小
学
校
（平
成
30
年
度
）
‐
学
校
と
大
学
の
連
携
状
況
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
連
携
協
定
の
締
結
大
学
数
17
大
学
（平
成
30
年
度
）
‐
地
域
に
よ
る
教
育
活
動
の
成
果
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
子
ど
も
交
流
事
業
や
体
験
活
動
事
業
へ
の
参
加
者
数
70
,0
00
人
（平
成
30
年
度
）
‐
地
域
に
よ
る
教
育
活
動
の
成
果
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
と
い
う
児
童
生
徒
の
割
合
小
65
.0
%
中
40
.0
%
（平
成
30
年
度
）
‐
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
る
体
制
の
構
築
保
護
者
が
参
加
す
る
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
研
修
の
実
施
数
10
0%
（平
成
30
年
度
）
‐
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
る
体
制
の
構
築
非
行
者
率
減
少
（平
成
30
年
度
）
‐
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
る
体
制
の
構
築
再
犯
率
減
少
（平
成
30
年
度
）
学
び
の
意
欲
・意
識
の
醸
成
‐
‐
学
習
情
報
の
提
供
の
充
実
‐
‐
学
習
相
談
体
制
の
整
備
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
，
充
実
‐
‐
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
地
域
に
お
け
る
学
習
活
動
，
交
流
活
動
の
促
進
‐
‐
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
地
域
文
化
の
振
興
‐
‐
地
域
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
‐
‐
学
習
成
果
の
活
用
及
び
機
会
の
提
供
‐
‐
市
民
の
自
発
的
な
活
動
の
支
援
‐
‐
広
島
市
広
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
岡
山
市
岡
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
北
九
州
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
32
年
度
北
九
州
市
子
ど
も
の
未
来
を
ひ
ら
く
教
育
プ
ラ
ン
北
九
州
市
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
32
年
度
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
地
域
社
会
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
主
体
的
に
学
び
続
け
る
子
ど
も
の
育
成
豊
か
な
学
習
資
源
を
活
用
し
た
多
様
な
個
性
の
伸
長
学
習
機
運
の
醸
成
・情
報
提
供
と
相
談
体
制
の
整
備
市
民
が
い
き
い
き
と
学
び
合
え
る
環
境
の
整
備
地
域
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
学
校
，
家
庭
，
地
域
と
の
連
携
強
化
１
　
17
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
２
　
35
0人
（平
成
27
年
度
）
家
庭
，
学
校
園
，
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
教
育
環
境
の
充
実
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
地
域
と
連
携
し
た
学
校
運
営
の
実
現
地
域
に
お
け
る
教
育
力
活
動
の
充
実
活
力
あ
る
青
少
年
の
育
成
生
涯
学
習
の
推
進
思
い
や
り
の
心
を
も
つ
，
自
立
し
た
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
１
　
生
涯
学
習
情
報
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
数 ２
　
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
数
市
民
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
生
涯
学
習
市
民
講
座
参
加
者
数
地
域
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
・
学
び
の
成
果
の
活
用
１
　
市
民
カ
レ
ッ
ジ
受
講
者
延
べ
人
数
２
　
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
数
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
の
認
知
度
に
関
し
て
「言
葉
も
意
味
も
知
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
割
合
○
　
生
涯
学
習
活
動
に
関
す
る
満
足
度
に
対
し
て
「満
足
」と
回
答
し
た
割
合
○
　
「地
域
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
人
材
が
増
加
し
て
い
る
と
感
じ
る
」に
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
割
合
○
　
学
習
成
果
を
活
か
し
た
社
会
貢
献
の
意
向
に
関
し
て
「既
に
活
か
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
割
合
○
　
生
涯
学
習
環
境
に
関
す
る
満
足
度
に
対
し
て
「そ
う
感
じ
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
感
じ
る
」と
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
割
合
○
　
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
と
い
う
児
童
生
徒
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
習
資
源
を
活
用
し
，
力
を
伸
ば
し
た
子
ど
も
の
割
合
の
上
昇
（学
校
内
外
の
人
材
の
活
用
や
様
々
な
体
験
活
動
の
充
実
に
よ
り
子
ど
も
の
総
合
的
な
学
力
が
伸
び
て
き
て
い
る
と
答
え
た
保
護
者
の
割
合
）
○
　
運
動
習
慣
の
定
着
度
の
上
昇
（１
週
間
の
総
運
動
時
間
が
６
０
分
以
上
の
子
ど
も
の
割
合
）
○
　
家
庭
教
育
力
の
充
実
度
の
上
昇
（家
族
で
地
域
行
事
に
参
加
し
て
い
る
と
答
え
た
保
護
者
の
割
合
）
○
　
地
域
教
育
力
の
充
実
度
の
上
昇
（各
種
民
間
団
体
か
ら
家
族
で
参
加
で
き
る
体
験
活
動
が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
答
え
た
保
護
者
の
割
合
）
１
　
75
0人
（平
成
27
年
度
）
２
　
1,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
10
6,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
－133－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
市
民
の
学
び
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
‐
‐
高
等
教
育
機
関
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
‐
‐
生
涯
学
習
を
支
え
る
体
制
の
あ
り
方
の
検
討
‐
‐
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
‐
‐
学
校
と
の
連
携
促
進
‐
‐
地
域
で
の
体
験
活
動
の
促
進
‐
‐
豊
か
な
心
の
育
成
‐
‐
‐
‐
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
教
育
と
国
際
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
権
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
学
校
と
家
庭
・地
域
の
連
携
の
強
化
‐
‐
‐
‐
福
岡
市
新
し
い
ふ
く
お
か
の
教
育
計
画
後
期
実
施
計
画
～
「改
革
」と
「共
育
創
造
」～
教
育
振
興
基
本
計
画
北
九
州
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
北
九
州
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
学
習
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
と
環
境
整
備
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
利
用
者
数
（合
計
）（
生
涯
学
習
（総
合
）セ
ン
タ
ー
，
図
書
館
，
美
術
館
，
自
然
史
・
歴
史
博
物
館
，
松
本
清
張
記
念
館
，
文
学
館
）
学
校
教
育
，
家
庭
教
育
へ
の
支
援
や
学
校
，
家
庭
，
地
域
の
連
携
強
化
１
　
家
庭
教
育
学
級
参
加
者
数
２
　
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
延
べ
活
動
人
数
３
　
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
子
ど
も
交
流
事
業
や
体
験
活
動
事
業
へ
の
参
加
者
数
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
市
民
が
い
き
い
き
と
学
び
合
え
る
環
境
の
整
備
地
域
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
の
育
成
学
校
，
家
庭
，
地
域
と
の
連
携
強
化
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
の
認
知
度
に
関
し
て
「言
葉
も
意
味
も
知
っ
て
い
る
」と
回
答
し
た
割
合
○
　
生
涯
学
習
活
動
に
関
す
る
満
足
度
に
対
し
て
「満
足
」と
回
答
し
た
割
合
○
　
「地
域
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
材
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
人
材
が
増
加
し
て
い
る
と
感
じ
る
」に
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
割
合
○
　
学
習
成
果
を
活
か
し
た
社
会
貢
献
の
意
向
に
関
し
て
「既
に
活
か
し
て
い
る
」と
回
答
し
た
割
合
○
　
生
涯
学
習
環
境
に
関
す
る
満
足
度
に
対
し
て
「そ
う
感
じ
て
い
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
そ
う
感
じ
る
」と
肯
定
的
な
回
答
を
し
た
割
合
○
　
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
と
い
う
児
童
生
徒
の
割
合
平
成
10
年
度
に
「福
岡
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
」を
策
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
，
計
画
期
間
は
終
了
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
新
は
確
認
で
き
な
い
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「人
の
気
持
ち
が
分
か
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「学
校
の
き
ま
り
を
守
っ
て
い
る
」
と
い
う
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「地
域
の
人
材
や
施
設
な
ど
を
生
か
し
た
教
育
を
工
夫
し
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「と
て
も
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
，
保
護
者
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「自
分
に
は
，
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
」と
い
う
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
生
活
習
慣
・学
習
定
着
度
調
査
に
お
い
て
，
「友
達
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
助
け
て
い
ま
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
，
「は
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
は
い
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
あ
な
た
の
学
校
で
は
，
「人
権
教
育
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
「と
て
も
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
学
校
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「と
て
も
よ
く
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
，
保
護
者
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「P
T
A
活
動
が
積
極
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「と
て
も
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
，
保
護
者
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「保
護
者
か
ら
意
見
や
要
望
を
聞
く
た
め
に
，
学
校
と
し
て
懇
談
会
の
開
催
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
前
年
度
に
ど
の
く
ら
い
実
施
し
ま
し
た
か
」の
設
問
に
対
し
，
「年
間
に
3回
以
上
実
施
し
た
」と
回
答
し
た
校
長
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「地
域
の
人
た
ち
は
，
子
供
た
ち
の
登
下
校
時
や
道
で
あ
っ
た
と
き
に
声
か
け
を
し
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」
「ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
，
保
護
者
，
市
民
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「家
庭
で
子
供
に
対
し
て
，
早
寝
早
起
き
な
ど
の
規
則
正
し
い
生
活
を
さ
せ
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
保
護
者
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
域
の
人
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
，
「地
域
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
」の
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」
「ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
市
民
の
割
合
１
　
43
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
２
　
11
5,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
３
　
62
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
供
の
育
成
2,
48
6,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
－134－
(2
)政
令
指
定
都
市
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
子
供
の
安
全
確
保
に
向
け
た
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
・地
域
に
お
け
る
教
育
の
強
化
‐
‐
‐
‐
学
び
を
求
め
る
人
づ
く
り
生
涯
を
通
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
一
人
ひ
と
り
の
「向
上
心
」「
探
求
心
」に
応
え
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
教
育
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
住
民
の
自
治
意
識
の
高
揚
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
の
推
進
‐
‐
地
域
社
会
が
連
携
し
，
教
育
資
源
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
新
し
い
公
共
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
学
習
情
報
の
収
集
と
提
供
‐
‐
‐
‐
関
係
機
関
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
現
代
的
・社
会
的
な
課
題
と
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
支
援
‐
‐
‐
‐
多
様
で
高
度
な
学
習
活
動
を
支
え
る
拠
点
施
設
の
機
能
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
生
か
す
場
の
創
出
‐
‐
‐
‐
人
材
の
活
用
‐
‐
‐
‐
市
民
参
画
の
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
福
岡
市
新
し
い
ふ
く
お
か
の
教
育
計
画
後
期
実
施
計
画
～
「改
革
」と
「共
育
創
造
」～
教
育
振
興
基
本
計
画
学
び
を
活
か
す
人
づ
く
り
１
　
小
中
学
校
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
お
け
る
延
べ
活
動
者
数
２
　
過
去
１
年
間
に
地
域
活
動
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
わ
っ
た
市
民
の
割
合
学
び
で
つ
な
ぐ
人
づ
く
り
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
数
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
熊
本
市
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
学
び
　
わ
く
わ
く
　
く
ま
も
と
の
人
づ
く
り
～
徳
・知
・体
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
都
市
く
ま
も
と
を
目
指
し
て
～
学
び
を
深
め
る
人
づ
く
り
熊
本
市
熊
本
市
生
涯
学
習
指
針
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
「わ
く
わ
く
学
習
都
市
く
ま
も
と
」の
実
現
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
学
習
機
会
の
充
実
学
習
成
果
を
生
か
す
環
境
づ
く
り
平
成
10
年
度
に
「福
岡
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
」を
策
定
し
て
い
る
よ
う
だ
が
，
計
画
期
間
は
終
了
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
更
新
は
確
認
で
き
な
い
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「人
の
気
持
ち
が
分
か
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「学
校
の
き
ま
り
を
守
っ
て
い
る
」
と
い
う
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「地
域
の
人
材
や
施
設
な
ど
を
生
か
し
た
教
育
を
工
夫
し
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「と
て
も
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
，
保
護
者
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「自
分
に
は
，
良
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
」と
い
う
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
生
活
習
慣
・学
習
定
着
度
調
査
に
お
い
て
，
「友
達
が
困
っ
て
い
る
と
き
に
助
け
て
い
ま
す
か
」と
い
う
設
問
に
対
し
，
「は
い
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
は
い
」と
回
答
し
た
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
あ
な
た
の
学
校
で
は
，
「人
権
教
育
の
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
」と
い
う
設
問
に
対
し
て
「と
て
も
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
学
校
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「と
て
も
よ
く
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
，
保
護
者
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「P
T
A
活
動
が
積
極
的
に
な
さ
れ
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「と
て
も
当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
，
保
護
者
の
割
合
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「保
護
者
か
ら
意
見
や
要
望
を
聞
く
た
め
に
，
学
校
と
し
て
懇
談
会
の
開
催
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
前
年
度
に
ど
の
く
ら
い
実
施
し
ま
し
た
か
」の
設
問
に
対
し
，
「年
間
に
3回
以
上
実
施
し
た
」と
回
答
し
た
校
長
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「地
域
の
人
た
ち
は
，
子
供
た
ち
の
登
下
校
時
や
道
で
あ
っ
た
と
き
に
声
か
け
を
し
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」
「ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
教
員
，
保
護
者
，
市
民
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
「家
庭
で
子
供
に
対
し
て
，
早
寝
早
起
き
な
ど
の
規
則
正
し
い
生
活
を
さ
せ
て
い
る
か
」の
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
保
護
者
の
割
合
○
　
教
育
意
識
調
査
に
お
い
て
，
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
域
の
人
た
ち
の
行
動
に
つ
い
て
，
「地
域
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
」の
設
問
に
対
し
，
「当
て
は
ま
る
」
「ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当
て
は
ま
る
」と
回
答
し
た
市
民
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
教
育
環
境
（学
校
教
育
，
生
涯
学
習
，
ス
ポ
ー
ツ
，
歴
史
文
化
）に
満
足
し
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
過
去
１
年
間
に
生
涯
学
習
を
行
っ
た
市
民
の
割
合
○
　
市
民
公
益
活
動
に
参
加
し
て
い
る
市
民
の
割
合
‐
１
　
40
,0
00
人
（平
成
30
年
度
）
２
　
40
%（
平
成
30
年
度
）
7,
50
0人
（平
成
30
年
度
）
社
会
全
体
で
の
子
供
た
ち
の
育
成
－135－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
主
体
的
な
学
習
活
動
へ
の
支
援
○
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
参
加
促
進
‐
全
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
講
座
等
の
延
べ
参
加
人
数
24
,6
70
人
（平
成
29
年
度
）
個
人
の
自
立
に
向
け
た
学
習
の
推
進
○
　
生
活
課
題
解
決
型
講
座
の
充
実
‐
全
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
生
活
課
題
解
決
型
講
座
数
80
講
座
（平
成
29
年
度
）
成
人
教
育
の
充
実
○
　
大
人
に
対
す
る
人
づ
く
り
啓
発
事
業
の
実
施
‐
人
づ
く
り
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
来
場
者
数
10
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
学
習
活
動
を
支
え
る
人
々
の
育
成
○
　
社
会
教
育
主
事
の
養
成
・活
用
促
進
‐
社
会
教
育
主
事
有
資
格
者
数
70
人
（平
成
29
年
度
）
社
会
の
要
請
に
対
応
し
た
学
習
の
充
実
○
　
社
会
の
要
請
に
対
応
し
た
講
座
の
実
施
‐
ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス
の
理
解
に
向
け
た
講
座
等
へ
の
延
べ
参
加
人
数
43
0名
（平
成
29
年
度
）
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
○
　
「親
学
」の
推
進
‐
親
学
出
前
講
座
の
実
施
回
数
実
施
回
数
（1
02
回
）維
持
（平
成
29
年
度
）
学
校
教
育
支
援
の
充
実
○
　
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
地
域
協
議
会
活
動
へ
の
支
援
‐
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
地
域
協
議
会
に
よ
る
学
校
教
育
支
援
活
動
数
93
0回
（平
成
29
年
度
）
地
域
で
の
育
ち
・育
て
を
高
め
る
環
境
づ
く
り
○
　
宮
っ
子
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
充
実
‐
宮
っ
子
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
校
区
数
66
校
区
（平
成
29
年
度
）
○
　
人
材
バ
ン
ク
の
構
築
‐
人
材
バ
ン
ク
の
登
録
者
数
72
8人
（平
成
29
年
度
）
○
　
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
‐
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
繋
が
る
講
座
等
の
延
べ
参
加
人
数
50
0人
（平
成
29
年
度
）
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
の
推
進
○
　
地
域
学
講
座
の
実
施
‐
地
域
学
講
座
を
実
施
す
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
数
18
セ
ン
タ
ー
（平
成
29
年
度
）
郷
土
愛
を
育
む
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
川
口
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
参
考
：川
口
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
生
涯
学
習
基
本
構
想
・推
進
計
画
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
芸
術
・文
化
の
振
興
‐
‐
‐
‐
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
支
援
‐
‐
‐
‐
学
校
と
地
域
社
会
の
情
報
交
流
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
た
ち
の
体
験
・交
流
活
動
な
ど
の
推
進
‐
‐
‐
‐
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
‐
‐
‐
‐
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
諸
団
体
と
の
連
携
強
化
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
支
援
体
制
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
と
場
の
提
供
‐
‐
‐
‐
幼
児
期
の
教
育
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
を
保
持
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
自
然
と
の
共
生
を
育
む
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
国
際
人
を
養
成
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
力
を
高
め
る
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
現
代
的
課
題
に
対
応
し
た
消
費
者
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
人
材
育
成
と
仲
間
づ
く
り
を
目
指
す
総
合
的
な
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
世
代
間
交
流
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
‐
‐
‐
‐
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
(3
)5
0
万
人
以
上
～
1
0
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
家
庭
・地
域
に
お
け
る
教
育
活
動
へ
の
支
援
人
間
力
を
高
め
る
学
習
環
境
の
充
実
宇
都
宮
市
第
２
次
宇
都
宮
市
地
域
教
育
推
進
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
そ
の
他
一
人
ひ
と
り
が
人
間
力
を
高
め
る
た
め
，
主
体
的
に
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
市
民
が
家
庭
や
地
域
な
ど
身
近
な
場
所
で
，
積
極
的
に
子
ど
も
の
育
ち
な
ど
の
教
育
活
動
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
学
び
を
通
じ
て
，
多
様
な
主
体
が
つ
な
が
り
，
様
々
な
場
面
で
地
域
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
多
様
な
活
動
主
体
間
の
連
携
促
進
船
橋
市
船
橋
の
教
育
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
の
教
育
力
向
上
を
図
り
ま
す
第
二
次
船
橋
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
・推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
を
通
し
て
自
分
ら
し
く
学
び
続
け
よ
う
学
び
で
得
た
成
果
を
地
域
に
生
か
し
て
つ
な
が
ろ
う
生
涯
学
習
の
推
進
学
校
，
家
庭
，
地
域
の
連
携
を
強
化
し
，
地
域
の
子
ど
も
を
地
域
で
守
り
育
て
る
体
制
の
構
築
子
育
て
支
援
と
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
学
習
成
果
を
地
域
活
動
に
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
社
会
の
状
況
に
対
応
し
た
自
分
探
し
の
学
び
を
応
援
し
ま
す
参
考
：宇
都
宮
学
校
教
育
推
進
計
画
‐ ‐
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(3
)5
0
万
人
以
上
～
1
0
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
学
校
外
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
を
地
域
全
体
で
支
援
し
て
い
く
体
制
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
や
異
年
齢
集
団
と
か
か
わ
る
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
学
校
施
設
の
あ
り
方
‐
‐
‐
‐
学
校
を
め
ぐ
る
現
代
的
課
題
に
向
け
て
の
取
り
組
み
‐
‐
‐
‐
大
学
や
高
等
学
校
等
と
の
連
携
協
力
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
の
一
元
化
と
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
‐
‐
‐
‐
多
様
な
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
情
報
提
供
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
体
制
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
公
民
館
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
網
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
設
間
等
の
連
携
・充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
防
災
機
能
強
化
‐
‐
‐
‐
総
合
的
な
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
の
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ふ
る
さ
と
船
橋
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
材
の
養
成
・活
用
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
た
め
の
市
職
員
派
遣
制
度
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
防
災
学
習
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
住
民
や
保
護
者
の
参
画
に
よ
る
学
校
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
・協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
体
験
・交
流
活
動
等
の
場
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
習
に
取
り
組
む
意
欲
を
支
え
る
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
仲
間
と
ふ
れ
あ
い
健
全
な
心
身
を
育
む
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
‐
‐
郷
土
八
王
子
の
理
解
を
深
め
る
文
化
の
保
存
・継
承
‐
‐
‐
‐
個
性
を
い
か
し
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
身
近
な
学
習
拠
点
の
有
効
活
用
と
連
携
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
活
動
へ
の
支
援
と
協
働
に
よ
る
学
習
活
動
‐
‐
‐
‐
成
果
を
実
践
す
る
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
船
橋
市
第
二
次
船
橋
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
・推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
を
通
し
て
自
分
ら
し
く
学
び
続
け
よ
う
学
び
で
得
た
成
果
を
地
域
に
生
か
し
て
つ
な
が
ろ
う
八
王
子
市
ゆ
め
お
り
プ
ラ
ン
（八
王
子
市
教
育
振
興
基
本
計
画
）
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
人
権
尊
重
の
精
神
の
育
成
　
社
会
貢
献
精
神
の
育
成 豊
か
な
個
性
の
伸
長
　
創
造
力
の
伸
長
市
民
の
教
育
参
加
の
推
進
　
学
校
経
営
の
改
革
の
推
進
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
　
文
化
の
保
存
・継
承
八
王
子
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
市
民
と
地
域
が
主
役
の
生
涯
学
習
　
～
こ
の
街
で
ま
な
ぶ
　
い
か
す
　
つ
な
が
る
～
ま
な
ぶ
　
～
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
だ
れ
で
も
学
べ
る
街
～
い
か
す
　
～
学
習
成
果
を
実
践
し
，
い
か
す
街
～
つ
な
が
る
　
～
人
と
人
が
つ
な
が
る
街
～
社
会
の
状
況
に
対
応
し
た
自
分
探
し
の
学
び
を
応
援
し
ま
す
地
域
の
み
ん
な
で
学
校
を
応
援
し
ま
す
充
実
し
た
生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
学
校
・家
庭
・地
域
の
協
働
に
よ
り
社
会
全
体
の
教
育
力
を
高
め
る
‐ ‐ ‐
自
ら
学
び
体
験
す
る
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(3
)5
0
万
人
以
上
～
1
0
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
社
会
的
条
件
の
整
備
‐
‐
‐
‐
情
報
収
集
と
提
供
の
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
と
学
習
相
談
‐
‐
‐
‐
学
習
施
設
の
整
備
と
活
用
‐
‐
‐
‐
学
習
支
援
の
体
制
整
備
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
個
人
の
目
的
に
応
じ
た
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
人
材
の
発
掘
と
育
成
‐
‐
‐
‐
テ
ー
マ
別
の
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
学
習
の
評
価
と
活
用
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
強
化
‐
運
営
委
員
会
の
会
議
の
回
数
（１
地
域
教
育
協
議
会
あ
た
り
の
回
数
）
14
回
（平
成
32
年
度
）
青
少
年
の
健
全
育
成
○
　
青
少
年
活
動
を
支
援
す
る
関
係
団
体
・指
導
者
の
育
成
○
　
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
推
進
○
　
青
少
年
活
動
の
充
実
と
参
加
機
会
の
拡
充
‐
１
　
青
少
年
活
動
を
支
援
す
る
指
導
者
数
２
　
子
ど
も
会
加
入
率
３
　
留
守
家
庭
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
全
５
２
ク
ラ
ブ
の
う
ち
，
土
曜
日
に
開
設
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
の
割
合
４
　
成
人
祭
事
業
参
加
率
１
　
55
0人
（平
成
32
年
度
）
２
　
39
.0
%（
平
成
32
年
度
）
３
　
10
0.
0%
（平
成
32
年
度
）
４
　
65
.0
%（
平
成
32
年
度
）
い
つ
で
も
学
べ
る
環
境
づ
く
り
○
　
社
会
教
育
施
設
の
整
備
，
充
実
○
　
社
会
教
育
施
設
を
使
っ
た
生
涯
学
習
の
推
進
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
○
　
図
書
館
の
運
営
と
充
実
○
　
文
化
財
の
整
備
・調
査
・活
用
・保
存
‐
１
　
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
（日
帰
り
利
用
者
数
含
む
）
２
　
公
民
館
・公
民
分
館
・公
民
分
館
室
の
利
用
者
数
３
　
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
基
づ
く
講
座
・イ
ベ
ン
ト
実
施
件
数
４
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
・東
公
民
館
・中
公
民
館
各
公
民
分
館
・分
室
　
講
座
実
施
数
５
　
図
書
館
の
市
民
１
人
あ
た
り
の
貸
出
冊
数
６
　
図
書
館
の
年
間
貸
出
冊
数
１
　
12
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
２
　
70
0,
00
0人
（平
成
32
年
度
）
３
　
42
5件
（平
成
32
年
度
）
４
　
10
0講
座
，
延
べ
15
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
５
　
4.
27
冊
（平
成
32
年
度
）
６
　
2,
10
0,
00
0冊
（平
成
32
年
度
）
地
域
力
を
高
め
る
学
校
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
‐
‐
‐
‐
人
間
力
を
高
め
る
次
世
代
市
民
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
‐
‐
‐
‐
魅
力
あ
る
豊
か
な
地
域
づ
く
り
に
活
か
せ
る
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
・芸
術
の
振
興
‐
‐
‐
‐
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
が
一
体
と
な
っ
た
青
少
年
の
健
全
育
成
‐
‐
‐
‐
児
童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
八
王
子
市
八
王
子
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
市
民
と
地
域
が
主
役
の
生
涯
学
習
　
～
こ
の
街
で
ま
な
ぶ
　
い
か
す
　
つ
な
が
る
～
東
大
阪
市
第
三
次
東
大
阪
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
「ま
な
び
に
ト
ラ
イ
！
 ひ
と
を
は
ぐ
く
み
 ま
ち
を
つ
く
る
大
好
き
な
ま
ち
東
大
阪
」を
実
現
す
る
た
め
に
，
ま
な
び
の
循
環
型
サ
イ
ク
ル
を
す
す
め
ま
す
東
大
阪
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
家
庭
・地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
子
ど
も
の
道
徳
心
・協
調
性
を
育
て
る
子
ど
も
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
地
域
連
携
型
の
教
育
を
進
め
る
姫
路
市
魅
力
あ
る
姫
路
の
教
育
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
平
成
24
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
社
会
が
学
校
を
支
え
る
仕
組
み
を
再
構
築
し
，
教
育
責
任
を
共
有
し
な
が
ら
，
心
身
と
も
に
健
全
な
次
代
の
担
い
手
を
育
て
る
市
民
意
識
を
醸
成
す
る
松
山
市
第
3次
ま
つ
や
ま
教
育
プ
ラ
ン
21
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
き
る
喜
び
が
実
感
で
き
る
人
づ
く
り
市
民
の
誰
も
が
健
康
で
心
豊
か
な
暮
ら
し
や
充
実
し
た
人
生
が
送
れ
る
生
涯
学
習ま
な
ぶ
　
～
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
だ
れ
で
も
学
べ
る
街
～
い
か
す
　
～
学
習
成
果
を
実
践
し
，
い
か
す
街
～
つ
な
が
る
　
～
人
と
人
が
つ
な
が
る
街
～
「集
い
・学
び
・支
え
合
う
」た
め
の
生
涯
学
習
の
推
進
心
豊
か
で
，
健
や
か
な
子
ど
も
を
社
会
全
体
で
育
む
市
民
の
誰
も
が
自
分
の
ま
ち
に
誇
り
と
愛
着
が
も
て
る
生
涯
学
習
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
社
会
で
取
り
組
む
教
育
の
推
進
‐ ‐ ‐ ‐ ‐
市
民
の
誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
楽
し
く
学
べ
る
生
涯
学
習
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(3
)5
0
万
人
以
上
～
1
0
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
青
少
年
教
育
と
体
験
活
動
の
充
実
‐
あ
い
ご
会
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
，
校
区
あ
い
ご
会
単
位
で
開
催
し
て
い
る
あ
い
ご
講
座
へ
の
参
加
者
数
あ
い
ご
講
座
参
加
者
数
4,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
‐
小
・中
学
校
に
お
け
る
毎
年
10
月
（1
か
月
間
）の
1人
あ
た
り
の
読
書
量
１
か
月
の
読
書
量
小
学
校
　
19
冊
／
中
学
校
6冊
（平
成
27
年
度
）
「確
か
な
学
力
」を
持
ち
，
個
性
あ
ふ
れ
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
郷
土
教
育
の
推
進
‐
郷
土
教
育
に
関
す
る
体
験
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い
る
学
校
の
割
合
郷
土
教
育
に
係
る
体
験
活
動
の
実
施
率
10
0%
（平
成
27
年
度
）
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学
校
教
育
を
推
進
す
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
‐
小
・中
学
校
に
対
す
る
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
実
施
校
の
割
合
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
実
施
率
10
0%
（平
成
27
年
度
）
家
庭
教
育
の
充
実
‐
家
庭
教
育
学
級
を
実
施
し
て
い
る
小
中
学
校
家
庭
教
育
学
級
実
施
校
数
11
7校
（平
成
27
年
度
）
地
域
で
学
校
を
支
援
す
る
体
制
の
確
立
‐
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
て
い
る
人
数
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
6,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
校
区
公
民
館
活
動
の
充
実
‐
校
区
公
民
館
の
1館
当
た
り
の
年
間
平
均
利
用
者
数
校
区
公
民
館
年
間
平
均
利
用
者
数
4,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
「鹿
児
島
市
教
育
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」の
結
果
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
50
%（
平
成
27
年
度
）
文
化
振
興
‐
市
民
文
化
祭
，
学
校
巡
回
芸
術
劇
場
な
ど
文
化
芸
術
活
動
に
参
加
し
た
人
数
市
民
文
化
祭
等
へ
の
参
加
者
数
40
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
生
涯
学
習
環
境
の
充
実
‐
市
の
人
口
に
対
す
る
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
と
地
域
公
民
館
の
年
間
利
用
状
況
市
民
１
人
当
た
り
の
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
と
地
域
公
民
館
の
利
用
状
況
2.
7回
（平
成
27
年
度
）
鹿
児
島
市
鹿
児
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
33
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
を
通
じ
て
自
ら
を
磨
き
，
生
活
や
職
業
に
必
要
な
知
識
等
を
継
続
的
に
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
社
会
全
体
の
教
育
力
の
向
上
我
が
国
と
郷
土
を
愛
し
，
公
共
の
精
神
を
尊
び
，
社
会
の
形
成
に
主
体
的
に
参
画
す
る
人
材
の
育
成
道
徳
心
や
社
会
性
を
養
い
，
心
身
と
も
に
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
成
す
る
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
を
高
め
，
社
会
全
体
で
人
づ
く
り
を
進
め
る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
振
興
に
図
る
と
と
も
に
，
だ
れ
も
が
，
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
‐
－139－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
今
日
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
生
を
豊
か
で
健
や
か
に
送
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
の
活
力
と
魅
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
今
日
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
誰
も
が
人
生
を
豊
か
で
健
や
か
に
送
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
の
活
力
と
魅
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
生
か
す
地
域
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
多
様
な
「学
び
」の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
充
実
し
ま
す
○
　
家
庭
教
育
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
○
　
各
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
ま
す
○
　
読
書
活
動
の
推
進
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
○
　
社
会
教
育
関
係
職
員
の
専
門
的
能
力
を
確
保
し
ま
す
○
　
幅
広
い
視
野
を
持
つ
指
導
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
‐
職
員
研
修
の
成
果
が
確
実
に
生
か
さ
れ
た
事
業
数
‐
「学
び
」の
成
果
を
適
切
に
活
用
す
る
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
○
　
「学
び
」の
成
果
を
地
域
に
還
元
で
き
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま
す
○
　
「学
び
」の
講
師
や
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
・活
用
に
努
め
ま
す
‐
「学
び
」の
新
た
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
事
例
数
‐
市
民
や
関
係
機
関
お
よ
び
行
政
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
○
　
市
民
や
関
係
機
関
・企
業
な
ど
と
連
携
し
，
「学
び
」の
機
会
の
提
供
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
○
　
高
等
教
育
機
関
と
連
携
し
，
専
門
的
な
「学
び
」の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
ま
す
○
　
地
域
の
社
会
教
育
と
学
校
教
育
の
融
合
を
図
り
ま
す ○
　
「学
び
」の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
視
聴
覚
教
材
を
整
備
し
ま
す
‐
共
催
で
行
う
事
業
数
‐
既
存
施
設
の
有
効
活
用
と
関
連
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
ま
す
○
　
指
定
管
理
導
入
施
設
に
お
け
る
円
滑
な
運
用
を
図
り
ま
す
○
　
施
設
整
備
を
充
実
し
て
有
効
活
用
を
図
り
ま
す
○
　
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
努
め
ま
す
‐
‐
‐
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
ま
す
○
　
施
設
間
で
事
業
を
効
率
的
に
実
施
し
ま
す
○
　
施
設
間
の
連
携
事
業
を
研
究
・企
画
し
ま
す
‐
施
設
間
で
の
事
業
分
担
等
の
調
整
事
例
数
‐
「学
び
」の
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
充
実
し
ま
す
○
　
行
政
や
民
間
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
「学
び
」の
情
報
提
供
や
情
報
収
集
，
学
習
相
談
，
情
報
交
換
の
各
機
能
を
有
す
る
情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
（「
学
び
」の
総
合
窓
口
）を
充
実
し
ま
す
‐
秋
田
市
Ｈ
Ｐ
の
社
会
教
育
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
‐
「学
び
」へ
の
意
識
づ
く
り
や
相
談
体
制
を
充
実
し
ま
す
○
　
「学
び
」へ
の
意
識
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
○
　
「学
び
」の
相
談
体
制
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
参
考
：旭
川
市
学
校
教
育
基
本
計
画
参
考
：旭
川
市
学
校
教
育
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
「秋
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」が
平
成
24
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
社
会
教
育
事
業
満
足
度
○
　
社
会
教
育
関
連
相
談
に
関
す
る
解
決
率
○
　
社
会
教
育
事
業
に
関
す
る
満
足
度
○
　
「学
び
」に
関
す
る
評
価
方
法
の
認
知
度
○
　
学
習
者
の
講
師
事
例
数
一
人
一
人
の
学
び
の
た
め
の
社
会
教
育
の
推
進
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
教
育
の
推
進
生
涯
学
習
社
会
を
担
う
人
が
育
つ
ま
ち
生
涯
学
習
社
会
を
担
う
地
域
が
広
が
る
ま
ち
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
社
会
教
育
計
画
「学
び
」の
支
援
体
制
を
充
実
し
ま
す
市
民
協
働
に
よ
る
「学
び
」の
推
進
体
制
を
整
備
充
実
し
ま
す
施
設
の
整
備
充
実
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
ま
す
「学
び
」の
機
会
の
選
択
を
支
援
し
ま
す
「学
び
」の
情
報
提
供
と
相
談
体
制
を
整
備
充
実
し
ま
す
旭
川
市
旭
川
市
社
会
教
育
基
本
計
画
平
成
21
年
度
～
平
成
27
年
度
社
会
教
育
計
画
生
涯
学
習
社
会
を
担
う
人
が
育
つ
ま
ち
・生
涯
学
習
社
会
を
担
う
地
域
が
広
が
る
ま
ち
秋
田
市
第
4次
秋
田
市
社
会
教
育
中
期
計
画旭
川
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
方
針
平
成
19
年
度
～
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
‐ ‐
－140－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
乳
幼
児
期
か
ら
高
齢
期
に
わ
た
る
「学
び
」の
機
会
を
充
実
し
ま
す
○
　
家
庭
教
育
に
関
す
る
「学
び
」の
機
会
を
充
実
し
ま
す ○
　
各
世
代
に
応
じ
た
「学
び
」の
機
会
を
提
供
し
ま
す
○
　
身
近
な
仲
間
づ
く
り
か
ら
「学
び
」へ
つ
な
げ
る
機
会
を
充
実
し
ま
す
○
　
体
験
型
の
「学
び
」の
機
会
を
充
実
し
ま
す
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
「学
び
」の
機
会
を
充
実
し
ま
す
○
　
現
代
的
課
題
や
地
域
課
題
に
応
じ
た
「学
び
」の
機
会
を
拡
充
し
ま
す
○
　
出
前
講
座
の
充
実
を
図
り
ま
す
‐
出
前
講
座
へ
の
参
加
者
数
‐
「学
び
」の
成
果
を
適
切
に
評
価
す
る
よ
う
努
め
ま
す
○
　
「学
び
」の
成
果
を
評
価
す
る
こ
と
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
地
域
に
「学
び
」の
成
果
を
還
元
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
○
　
「学
び
」の
成
果
を
生
か
す
機
会
を
提
供
し
ま
す
‐
‐
‐
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
支
援
し
ま
す
○
　
地
域
の
自
然
，
歴
史
，
文
化
，
生
活
な
ど
へ
の
関
心
を
高
め
，
理
解
を
深
め
ま
す
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
や
活
動
を
支
援
し
ま
す
‐
地
域
課
題
に
関
す
る
事
業
数
‐
家
族
・地
域
の
絆
づ
く
り
に
努
め
ま
す
○
　
世
代
間
交
流
の
充
実
に
努
め
ま
す
‐
世
代
間
交
流
事
業
参
加
者
数
‐
○
　
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
○
　
家
庭
教
育
に
関
す
る
情
報
の
提
供
○
　
親
子
の
ふ
れ
あ
い
体
験
活
動
等
の
充
実
○
　
相
互
学
習
や
交
流
の
場
の
創
出
○
　
地
域
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
体
制
の
充
実
○
　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
○
　
青
少
年
の
積
極
的
な
社
会
参
加
の
促
進
○
　
青
少
年
相
互
交
流
の
促
進
○
　
青
少
年
団
体
及
び
青
少
年
育
成
団
体
等
の
育
成
，
支
援
○
　
青
少
年
が
健
や
か
に
育
つ
地
域
づ
く
り
○
　
青
少
年
の
非
行
防
止
活
動
○
　
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・安
心
な
居
場
所
づ
く
り
○
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
機
会
の
提
供
○
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
や
活
動
の
場
の
提
供
○
　
社
会
教
育
団
体
や
指
導
者
の
育
成
○
　
地
域
活
動
の
支
援
教
育
振
興
基
本
計
画
「秋
田
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」が
平
成
24
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
の
社
会
教
育
事
業
満
足
度
○
　
社
会
教
育
関
連
相
談
に
関
す
る
解
決
率
○
　
社
会
教
育
事
業
に
関
す
る
満
足
度
○
　
「学
び
」に
関
す
る
評
価
方
法
の
認
知
度
○
　
学
習
者
の
講
師
事
例
数
公
民
館
で
主
催
す
る
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
等
家
庭
教
育
事
業
へ
の
参
加
者
数
公
民
館
に
お
け
る
家
庭
教
育
事
業
へ
の
参
加
者
数
5,
80
0人
（平
成
26
年
度
）
市
立
小
中
学
校
に
開
設
し
て
い
る
家
庭
教
育
学
級
へ
の
参
加
者
家
庭
教
育
学
級
へ
の
参
加
者
数
3,
80
0人
（平
成
26
年
度
）
青
少
年
の
健
全
育
成
青
少
年
活
動
の
支
援
少
年
団
体
初
級
，
中
級
指
導
者
研
修
会
及
び
リ
ー
ダ
ー
研
修
等
の
参
加
者
数
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
の
参
加
者
数
30
0人
（平
成
26
年
度
）
青
少
年
健
全
育
成
の
環
境
づ
く
り
１
　
少
年
セ
ン
タ
ー
補
導
員
に
よ
る
青
少
年
補
導
活
動
時
に
非
行
防
止
等
の
た
め
に
声
か
け
を
し
た
数
２
　
市
内
小
学
校
区
に
お
け
る
留
守
家
庭
児
童
会
，
放
課
後
地
域
子
ど
も
教
室
の
設
置
割
合
家
庭
・地
域
・学
校
等
の
連
携
１
　
愛
の
一
声
運
動
実
施
件
数
２
　
留
守
家
庭
児
童
会
等
の
設
置
割
合
１
　
2,
60
0件
（平
成
26
年
度
）
２
　
57
.0
%（
平
成
26
年
度
）
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
社
会
教
育
計
画
「学
び
」の
機
会
を
充
実
し
ま
す
個
人
の
要
望
と
社
会
の
要
請
に
応
じ
た
「学
び
」の
機
会
を
充
実
し
ま
す
「学
び
」の
成
果
を
生
か
す
機
会
を
充
実
し
ま
す
「学
び
」の
成
果
を
適
切
に
評
価
し
，
生
か
せ
る
よ
う
に
し
ま
す
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
「学
び
」を
通
し
た
社
会
参
加
や
絆
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
秋
田
市
第
4次
秋
田
市
社
会
教
育
中
期
計
画
郡
山
市
郡
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
一
人
ひ
と
り
の
学
ぶ
心
を
大
切
に
す
る
生
涯
学
習
の
推
進
家
庭
教
育
の
推
進
家
庭
教
育
の
充
実
生
涯
学
習
の
推
進
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
１
　
生
涯
学
習
き
ら
め
き
バ
ン
ク
に
講
師
と
し
て
登
録
し
た
人
数
２
　
公
民
館
主
催
の
学
級
，
講
座
へ
の
参
加
者
数
１
　
生
涯
学
習
き
ら
め
き
バ
ン
ク
の
登
録
者
数
２
　
公
民
館
主
催
事
業
へ
の
参
加
者
数
１
　
36
0人
（平
成
26
年
度
）
２
　
93
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
－141－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
生
涯
学
習
施
設
の
効
率
的
な
運
営
‐
‐
‐
○
　
施
設
・設
備
等
の
整
備
‐
‐
‐
○
　
読
書
活
動
の
推
進
○
　
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
○
　
図
書
館
を
活
用
し
た
市
民
へ
の
情
報
提
供
地
域
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
居
場
所
の
確
保
，
学
習
拠
点
・活
動
交
流
拠
点
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
親
し
め
る
場
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
新
た
な
学
習
や
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
学
習
情
報
提
供
・共
有
化
‐
‐
‐
‐
専
門
職
員
に
よ
る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
実
践
的
な
生
涯
学
習
の
人
材
・団
体
の
育
成
・活
用
‐
‐
‐
‐
ま
ち
づ
く
り
団
体
や
学
び
の
成
果
を
生
か
し
た
サ
ー
ク
ル
等
の
効
果
的
な
支
援
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
ぶ
に
あ
た
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
す
る
方
が
参
加
し
や
す
い
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
向
上
の
た
め
の
学
習
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
現
代
的
な
課
題
に
対
応
し
生
活
力
を
向
上
さ
せ
る
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
・芸
術
に
関
す
る
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
共
生
社
会
に
向
け
た
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ま
ち
づ
く
り
へ
の
関
心
を
高
め
，
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
促
す
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
の
た
め
の
環
境
整
備
‐
‐
‐
‐
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
職
業
観
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
む
学
び
の
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
地
域
社
会
に
参
画
す
る
こ
と
で
「出
番
」を
創
出
す
る
学
び
の
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
様
々
な
人
や
機
関
を
つ
な
ぐ
核
と
な
る
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
協
働
に
よ
る
学
習
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
「生
涯
学
習
」と
「ま
ち
づ
く
り
」の
循
環
の
仕
組
み
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
各
関
係
機
関
が
協
働
し
て
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
促
進
‐
‐
‐
‐
子
育
て
支
援
の
充
実
‐
公
民
館
機
能
の
充
実
‐
地
域
の
担
い
手
の
育
成
と
活
用
‐
史
跡
や
文
化
財
の
活
用
‐
図
書
館
の
充
実
‐
地
域
の
教
育
力
を
活
か
し
た
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
社
連
携
・融
合
に
よ
る
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
権
文
化
の
創
造
　
～
思
い
や
り
の
心
が
ゆ
き
わ
た
る
ま
ち
高
崎
の
実
現
～
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
振
興
　
～
21
世
紀
を
い
き
い
き
と
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
た
家
庭
教
育
の
充
実
～
‐
‐
‐
‐
学
習
支
援
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
１
　
市
民
一
人
あ
た
り
の
図
書
貸
出
冊
数
２
　
子
ど
も
一
人
あ
た
り
の
児
童
図
書
貸
出
冊
数
１
　
5.
0冊
（平
成
26
年
度
）
２
　
9.
2冊
（平
成
26
年
度
）
１
　
市
立
図
書
館
に
お
け
る
図
書
の
年
間
総
貸
出
冊
数
÷
人
口
２
　
市
立
図
書
館
に
お
け
る
児
童
図
書
の
年
間
総
貸
出
冊
数
÷
18
歳
以
下
人
口
学
習
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
向
上
１
　
市
民
が
地
域
の
歴
史
や
文
化
財
に
寄
せ
る
関
心
度
を
測
る
指
標
で
す
。
２
　
図
書
資
料
の
利
用
冊
数
か
ら
，
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
測
る
指
標
で
す
。
１
　
文
化
財
関
係
施
設
（資
料
館
等
）来
館
者
数
２
　
図
書
資
料
の
利
用
冊
数
（視
聴
覚
資
料
含
む
）
１
　
45
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
２
　
2,
64
4,
00
0冊
（平
成
29
年
度
）
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て
の
学
習
の
推
進
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
一
人
ひ
と
り
の
学
ぶ
心
を
大
切
に
す
る
生
涯
学
習
の
推
進
生
涯
学
習
の
推
進
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
さ
さ
え
る
「ひ
と
づ
く
り
」，
「ま
ち
づ
く
り
」を
支
え
る
学
び
の
場
の
整
備
と
活
用
学
習
情
報
の
共
有
と
相
談
体
制
の
整
備
生
涯
学
習
支
援
者
・支
援
団
体
の
育
成
・活
用
は
ぐ
く
む
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
環
境
の
整
備
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
学
習
機
会
の
充
実
い
か
す
ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
学
び
の
実
践
の
場
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
市
民
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
む
す
ぶ
郡
山
市
郡
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
い
わ
き
市
第
5期
い
わ
き
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
前
橋
市
前
橋
市
教
育
振
興
基
本
計
画
高
崎
市
高
崎
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
心
豊
か
な
地
域
づ
く
り
の
充
実
平
成
20
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
力
を
育
む
社
会
教
育
の
充
実
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
公
民
館
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
数
－142－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
平
和
な
社
会
生
活
の
創
造
‐
‐
‐
‐
１
小
学
校
区
１
公
民
館
の
特
性
の
活
用
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
の
学
習
環
境
の
整
備
　
～
快
適
な
学
習
環
境
の
整
備
・充
実
～
‐
‐
‐
‐
新
図
書
館
（中
央
館
）の
建
設
　
～
自
ら
学
ぶ
こ
と
へ
の
支
援
と
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
情
報
セ
ン
タ
ー
の
実
現
～
‐
‐
‐
‐
中
央
館
と
地
域
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
　
～
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
支
援
～
‐
‐
‐
‐
図
書
資
料
や
視
聴
覚
資
料
の
充
実
　
～
図
書
資
料
や
ビ
デ
オ
，
Ｃ
Ｄ
，
さ
ら
に
電
子
資
料
ま
で
の
幅
広
い
資
料
の
収
集
～
‐
‐
‐
‐
関
係
諸
機
関
と
の
連
携
　
～
公
民
館
図
書
室
な
ど
へ
の
支
援
と
各
機
関
と
の
事
業
連
携
～
‐
‐
‐
‐
近
隣
自
治
体
の
図
書
館
と
の
連
携
　
～
前
橋
市
立
図
書
館
や
高
崎
を
中
心
と
し
た
都
市
圏
の
図
書
館
と
の
連
携
～
‐
‐
‐
‐
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
推
進
　
～
「地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
育
て
る
」活
動
の
推
進
～
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動
へ
の
参
加
機
会
の
充
実
～
社
会
体
験
活
動
へ
の
参
加
促
進
と
情
報
の
提
供
～
‐
‐
‐
‐
地
域
に
根
ざ
し
た
青
少
年
活
動
の
探
求
‐
‐
‐
‐
観
音
山
キ
ャ
ン
プ
パ
ー
ク
の
利
用
促
進
‐
‐
‐
‐
青
年
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
と
利
用
促
進
　
～
地
域
に
溶
け
込
む
青
年
セ
ン
タ
ー
～
‐
‐
‐
‐
社
会
参
加
と
自
己
実
現
に
結
び
つ
く
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
現
代
的
課
題
の
解
決
と
地
域
力
の
再
創
造
‐
‐
‐
‐
自
立
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
市
民
活
動
の
支
援
と
促
進
‐
‐
‐
‐
多
様
で
豊
か
な
学
習
資
源
の
発
掘
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
地
域
特
性
を
活
か
し
た
学
習
の
実
現
‐
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
の
充
実
○
　
学
童
保
育
の
充
実
○
　
地
域
ぐ
る
み
教
育
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
○
　
学
び
を
支
え
る
シ
ス
テ
ム
の
整
備
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
へ
の
支
援
○
　
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
拠
点
施
設
設
置
○
　
社
会
教
育
職
員
研
修
の
充
実
○
　
学
習
情
報
の
提
供
シ
ス
テ
ム
整
備
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
活
力
あ
る
地
域
を
創
る
生
涯
学
習
の
推
進
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
家
庭
へ
の
支
援
地
域
の
教
育
力
の
向
上
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
推
進
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
確
立
多
様
な
学
習
機
会
の
創
設
平
成
20
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
力
を
育
む
社
会
教
育
の
充
実
心
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
図
書
館
の
創
造
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
生
涯
学
習
推
進
計
画
地
域
力
を
育
む
生
涯
学
習
社
会
の
創
造
学
ぶ
―
生
涯
に
わ
た
る
学
び
を
実
践
す
る
―
活
か
す
―
学
習
の
成
果
を
地
域
に
活
か
す
―
繋
ぐ
―
豊
か
な
学
習
資
源
を
見
出
し
繋
ぐ
―
創
る
―
市
民
の
参
加
と
自
治
に
よ
る
地
域
の
学
び
を
創
造
―
平
成
20
年
度
～
平
成
29
年
度
川
越
市
川
越
市
教
育
振
興
基
本
計
画
高
崎
市
高
崎
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
新
・高
崎
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
１
　
市
内
14
地
区
の
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ
の
参
加
者
数
２
　
市
内
14
地
区
の
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
が
市
内
小
・中
学
校
へ
学
校
応
援
団
と
し
て
活
動
す
る
数
３
　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
認
証
者
の
う
ち
，
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ス
ク
ラ
ブ
へ
登
録
し
た
児
童
の
割
合
１
　
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
事
業
へ
の
参
加
者
数
２
　
学
校
応
援
団
の
活
動
数
３
　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
登
録
者
の
割
合
１
　
15
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
２
　
21
6件
（平
成
27
年
度
）
３
　
85
.0
%（
平
成
27
年
度
）
１
　
生
涯
学
習
施
設
（セ
ン
タ
ー
）の
設
置
数
２
　
町
内
公
民
館
講
座
の
開
催
希
望
講
座
数
３
　
公
民
館
主
催
事
業
へ
の
参
加
者
数
４
　
公
民
館
主
催
の
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座
へ
の
参
加
者
数
１
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
２
　
町
内
公
民
館
講
座
の
開
設
数
３
　
生
涯
学
習
事
業
参
加
者
数
４
　
公
民
館
に
お
け
る
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座
参
加
者
数
１
　
1館
（平
成
27
年
度
）
２
　
70
講
座
（平
成
27
年
度
）
３
　
13
5,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
４
　
4,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
－143－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
意
識
調
査
の
実
施
○
　
町
内
公
民
館
講
座
の
開
設
支
援
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
課
題
の
学
習
○
　
現
代
的
課
題
の
学
習
○
　
地
域
の
教
育
活
動
を
支
援
○
　
学
校
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
推
進
事
業
○
　
人
権
啓
発
活
動
の
推
進
○
　
人
権
教
育
指
導
者
の
養
成
○
　
関
係
機
関
・団
体
等
と
の
連
携
○
　
公
民
館
の
設
置
○
　
既
存
公
民
館
の
整
備
・充
実
○
　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
網
の
充
実
○
　
図
書
館
資
料
・情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
充
実
○
　
図
書
館
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
推
進
○
　
展
示
機
能
の
充
実
○
　
郷
土
資
料
の
収
集
・保
存
○
　
教
育
普
及
事
業
の
充
実
と
学
校
教
育
と
の
連
携
強
化
○
　
博
物
館
・蔵
造
り
資
料
館
の
整
備
○
　
川
越
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
開
催
○
　
大
学
と
連
携
し
た
人
材
の
育
成
総
合
行
政
と
し
て
の
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
の
把
握
‐
‐
‐
‐
地
域
の
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
習
内
容
・学
習
方
法
と
学
習
シ
ス
テ
ム
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
提
供
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
情
報
提
供
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
体
制
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
に
や
さ
し
い
施
設
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
中
心
施
設
の
整
備
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
研
究
‐
‐
‐
‐
公
民
館
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
網
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
博
物
館
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
美
術
館
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
新
し
い
自
分
と
出
会
い
，
人
と
つ
な
が
り
あ
う
生
涯
学
習
の
推
進
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
体
制
の
充
実
学
習
情
報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
と
学
習
相
談
体
制
の
整
備
・充
実
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
の
整
備
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
活
力
あ
る
地
域
を
創
る
生
涯
学
習
の
推
進
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
推
進
多
様
な
学
習
機
会
の
創
設
社
会
の
変
化
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
人
権
教
育
の
充
実
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
・充
実
身
近
な
学
習
施
設
と
し
て
の
公
民
館
の
整
備
・充
実
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
網
の
整
備
・充
実
博
物
館
の
整
備
・充
実
高
等
教
育
機
関
等
と
の
連
携
・協
働
の
推
進
川
越
市
川
越
市
教
育
振
興
基
本
計
画
川
越
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
・基
本
計
画
１
　
生
涯
学
習
施
設
（セ
ン
タ
ー
）の
設
置
数
２
　
町
内
公
民
館
講
座
の
開
催
希
望
講
座
数
３
　
公
民
館
主
催
事
業
へ
の
参
加
者
数
４
　
公
民
館
主
催
の
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座
へ
の
参
加
者
数
１
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
２
　
町
内
公
民
館
講
座
の
開
設
数
３
　
生
涯
学
習
事
業
参
加
者
数
４
　
公
民
館
に
お
け
る
人
権
教
育
指
導
者
養
成
講
座
参
加
者
数
１
　
1館
（平
成
27
年
度
）
２
　
70
講
座
（平
成
27
年
度
）
３
　
13
5,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
４
　
4,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
１
　
川
越
市
立
図
書
館
の
所
蔵
資
料
数
（図
書
だ
け
で
な
く
視
聴
覚
資
料
な
ど
も
含
む
）
２
　
市
内
の
大
学
図
書
館
と
の
相
互
協
力
校
数
３
　
博
物
館
の
年
間
入
館
者
数
４
　
博
物
館
収
蔵
資
料
の
累
計
点
数
５
　
博
物
館
主
催
の
講
座
・教
室
へ
の
参
加
者
数
６
　
小
中
学
校
・高
校
・大
学
の
博
物
館
活
用
の
年
間
学
校
数
７
　
川
越
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
年
間
開
催
数
１
　
図
書
館
蔵
書
数
２
　
市
内
の
大
学
図
書
館
と
の
相
互
協
力
校
数
３
　
博
物
館
の
入
館
者
数
４
　
博
物
館
の
収
蔵
資
料
点
数
５
　
博
物
館
の
講
座
・教
室
の
参
加
者
数
６
　
教
育
課
程
に
位
置
付
け
た
博
物
館
活
用
の
学
校
数 ７
　
川
越
シ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
の
年
間
開
催
数
１
　
86
0,
00
0冊
（平
成
27
年
度
）
２
　
2校
（平
成
27
年
度
）
３
　
10
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
４
　
40
,0
00
点
（平
成
27
年
度
）
５
　
3,
40
0人
（平
成
27
年
度
）
６
　
30
0校
（平
成
27
年
度
）
７
　
6回
（平
成
27
年
度
）
－144－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
集
会
所
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
文
化
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
市
民
活
動
支
援
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
の
生
き
が
い
増
進
の
た
め
の
施
設
の
整
備
・
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
増
進
の
た
め
の
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
女
性
の
活
動
拠
点
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
公
園
等
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
施
設
・余
裕
教
室
の
活
用
‐
‐
‐
‐
民
間
施
設
の
活
用
‐
‐
‐
‐
利
用
方
法
と
運
営
の
体
系
化
‐
‐
‐
‐
子
育
て
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
児
童
・生
徒
期
の
学
校
外
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
青
年
期
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
成
人
期
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
高
齢
期
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
世
代
間
交
流
の
推
進
‐
‐
‐
‐
健
康
を
保
持
・増
進
す
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
を
保
持
・増
進
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
自
然
と
の
共
生
感
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
国
際
人
を
養
成
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
情
報
活
用
能
力
を
高
め
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
権
教
育
の
充
実
と
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
少
子
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
機
能
を
高
め
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
賢
い
消
費
者
と
し
て
の
資
質
を
身
に
付
け
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
歴
史
文
化
の
伝
承
‐
‐
‐
‐
芸
術
文
化
活
動
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ふ
る
さ
と
学
習
の
充
実
‐
‐
‐
‐
安
全
安
心
な
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
指
導
者
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
バ
ン
ク
の
設
置
‐
‐
‐
‐
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と
活
動
の
場
の
確
保
‐
‐
‐
‐
市
職
員
・教
育
職
員
の
派
遣
制
度
の
整
備
‐
‐
‐
‐
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
新
し
い
自
分
と
出
会
い
，
人
と
つ
な
が
り
あ
う
生
涯
学
習
の
推
進
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
の
整
備 ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
社
会
の
変
化
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実 多
様
な
人
材
の
養
成
と
活
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
川
越
市
川
越
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
・基
本
計
画
－145－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
社
会
教
育
施
設
の
職
員
研
修
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
，
学
校
，
地
域
社
会
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
教
育
機
関
に
お
け
る
地
域
人
材
の
活
用
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
資
源
の
活
用
‐
‐
‐
‐
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
へ
の
支
援
○
　
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り
○
　
青
少
年
教
育
の
推
進
○
　
人
権
教
育
の
推
進
○
　
公
民
館
機
能
の
充
実
○
　
学
習
機
会
の
提
供
○
　
学
習
活
動
の
支
援
○
　
学
習
環
境
の
整
備
○
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・充
実
○
　
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
充
実
○
　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
○
　
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
○
　
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
○
　
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
○
　
文
化
財
の
保
存
・活
用
○
　
ふ
る
さ
と
研
究
活
動
の
推
進
○
　
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
現
代
的
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
生
き
る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
力
を
身
に
つ
け
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
安
心
・安
全
な
暮
ら
し
を
支
援
す
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
地
域
意
識
の
向
上
や
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
産
・官
・学
・民
連
携
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
学
び
を
広
げ
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
講
座
事
業
後
の
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
‐
‐
‐
‐
１
　
⺠
俗
資
料
館
と
埋
蔵
⽂
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
へ
来
館
し
た
延
べ
人
数
。
２
　
古
文
書
や
写
真
等
の
ふ
る
さ
と
研
究
資
料
の
う
ち
，
展
⽰
，
閲
覧
，
特
別
利
⽤
（貸
出
）等
に
よ
り
市
⺠
に
公
開
・利
⽤
さ
れ
た
件
数
。
平
成
23
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
み
ん
な
が
持
っ
て
い
る
三
つ
の
“宝
”を
掘
り
起
こ
し
て
大
き
く
育
て
ま
す
一
　
心
身
の
た
く
ま
し
さ
二
　
未
来
を
拓
く
知
恵
三
　
ふ
る
さ
と
所
沢
を
愛
す
る
心
あ
ら
ゆ
る
世
代
が
生
き
生
き
と
輝
く
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
家
庭
・地
域
の
教
育
⼒
向
上
読
書
活
動
の
振
興
郷
土
の
伝
統
・文
化
の
継
承
平
成
23
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
～
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
生
き
活
き
と
人
生
を
送
る
た
め
に
～
学
習
機
会
の
提
供
学
習
・学
習
者
の
支
援
１
　
文
化
財
保
管
展
示
施
設
へ
の
来
館
者
数
２
　
ふ
る
さ
と
研
究
資
料
の
利
⽤
件
数
１
　
8,
70
0人
（平
成
30
年
度
）
２
　
6,
00
0件
（平
成
30
年
度
）
生
涯
学
習
の
振
興
図
書
館
本
館
と
分
館
を
合
わ
せ
た
貸
出
数
（A
V
 資
料
含
む
）。
蔵
書
数
の
倍
（回
転
率
倍
）に
目
標
設
定
。
図
書
館
の
年
間
貸
出
数
1,
77
0,
00
0点
（平
成
30
年
度
）
１
　
小
中
学
校
で
開
設
さ
れ
る
家
庭
教
育
学
級
に
年
間
を
通
し
て
参
加
す
る
保
護
者
（学
級
生
）の
人
数
。
２
　
放
課
後
の
小
学
校
を
児
童
の
遊
び
・学
び
の
場
と
し
て
開
放
す
る
放
課
後
支
援
事
業
に
お
け
る
[全
登
録
人
数
/実
施
校
の
児
童
数
]。
３
　
各
小
学
校
区
で
組
織
さ
れ
る
子
ど
も
会
育
成
会
の
（校
区
育
成
会
全
体
の
）年
間
活
動
回
数
。
４
　
人
権
教
育
研
修
・講
座
に
参
加
し
た
延
べ
人
数
。
５
　
市
民
等
と
協
働
で
準
備
会
を
開
催
し
た
り
実
行
委
員
会
を
組
織
す
る
な
ど
し
て
実
施
し
た
事
業
の
割
合
。
１
　
家
庭
教
育
学
級
の
参
加
者
数
２
　
放
課
後
支
援
事
業
に
お
け
る
児
童
の
登
録
率
３
　
子
ど
も
会
育
成
会
の
年
間
活
動
回
数
４
　
人
権
教
育
研
修
・講
座
の
参
加
者
数
５
　
公
民
館
事
業
の
う
ち
市
民
等
と
協
働
で
企
画
実
施
し
た
事
業
の
割
合
１
　
3,
00
0人
（平
成
30
年
度
）
２
　
70
%（
平
成
30
年
度
）
３
　
30
0回
（平
成
30
年
度
）
４
　
1,
80
0人
（平
成
30
年
度
）
５
　
55
%（
平
成
30
年
度
）
１
　
資
格
・経
験
を
活
か
し
た
い
人
を
登
録
し
，
学
び
た
い
人
に
紹
介
す
る
⼈
材
バ
ン
ク
の
利
⽤
（紹
介
）件
数
。
２
　
生
涯
学
習
活
動
の
拠
点
施
設
で
あ
る
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
を
利
⽤
し
た
延
べ
⼈
数
。
１
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
バ
ン
ク
の
利
用
件
数
２
　
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
施
設
利
用
者
数
１
　
80
件
（平
成
30
年
度
）
２
　
35
,0
00
人
（平
成
30
年
度
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
１
　
体
育
施
設
の
利
用
時
間
枠
の
う
ち
，
利
⽤
さ
れ
た
枠
の
割
合
。
２
　
市
内
全
人
口
の
う
ち
，
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
に
参
加
し
た
人
数
の
割
合
。
１
　
体
育
施
設
の
稼
働
率
２
　
ス
ポ
ー
ツ
教
室
・体
力
つ
く
り
大
会
へ
の
参
加
率
１
　
屋
内
68
％
，
屋
外
63
%
（平
成
30
年
度
）
２
　
4%
（平
成
30
年
度
）
川
越
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
・基
本
計
画
所
沢
市
所
沢
市
教
育
振
興
基
本
計
画
所
沢
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
川
越
市
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
新
し
い
自
分
と
出
会
い
，
人
と
つ
な
が
り
あ
う
生
涯
学
習
の
推
進
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
多
様
な
人
材
の
養
成
と
活
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
地
域
の
教
育
力
の
向
上
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
子
供
の
1か
月
あ
た
り
の
平
均
読
書
冊
数
○
　
芸
術
・文
化
に
触
れ
る
機
会
へ
の
満
⾜
度
－146－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
相
談
事
業
の
充
実
に
よ
る
学
習
者
支
援
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
社
会
や
地
域
へ
還
元
す
る
た
め
の
学
習
者
支
援
‐
‐
‐
‐
仕
事
や
育
児
を
抱
え
る
学
習
者
の
支
援
‐
‐
‐
‐
学
習
に
取
り
組
む
う
え
で
の
ハ
ン
デ
や
負
担
を
軽
減
す
る
学
習
者
支
援
‐
‐
‐
‐
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
拡
大
‐
‐
‐
‐
多
様
化
・高
度
化
す
る
学
習
要
求
に
応
じ
た
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
学
習
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
安
心
・安
全
な
学
習
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
は
や
く
・広
い
学
習
情
報
の
発
信
‐
‐
‐
‐
各
種
広
報
手
段
の
特
徴
を
活
か
し
た
学
習
情
報
の
発
信
‐
‐
‐
‐
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
た
め
の
情
報
収
集
‐
‐
‐
‐
市
民
の
関
心
を
引
き
付
け
る
た
め
の
周
知
方
法
の
工
夫
‐
‐
‐
‐
氾
濫
す
る
情
報
を
選
別
・取
捨
選
択
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
「ふ
る
さ
と
所
沢
」の
魅
力
の
保
存
と
周
知
‐
‐
‐
‐
地
域
課
題
に
関
す
る
研
究
成
果
の
保
存
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
保
存
・蓄
積
・活
用
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
の
育
成
・活
用
‐
‐
‐
‐
推
進
体
制
の
充
実
‐
学
習
活
動
の
充
実
と
学
習
成
果
の
活
用
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
の
推
進
‐
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進
‐
図
書
館
の
充
実
‐
科
学
技
術
体
験
セ
ン
タ
ー
の
充
実
‐
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
‐
特
色
あ
る
地
域
文
化
の
振
興
お
よ
び
普
及
‐
文
化
財
の
保
存
・活
用
‐
活
動
環
境
の
充
実
‐
活
動
機
会
の
充
実
‐
組
織
の
充
実
‐
指
導
者
の
養
成
・確
保
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充
実
を
図
る
施
設
の
整
備
・充
実
‐
子
ど
も
の
健
康
・体
力
づ
く
り
の
支
援
‐
成
人
の
健
康
・体
力
づ
く
り
の
支
援
‐
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
‐
障
が
い
者
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
‐
松
戸
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
毎
年
教
育
方
針
と
主
要
施
策
が
発
表
さ
れ
る
の
み
○
　
生
涯
学
習
推
進
事
業
○
　
各
種
学
級
・講
座
開
催
事
業
○
　
人
権
教
育
推
進
事
業
（社
会
教
育
）
○
　
青
少
年
健
全
育
成
推
進
事
業
○
　
（仮
称
）中
央
図
書
館
整
備
事
業
○
　
（仮
称
）第
2図
書
館
建
設
事
業
○
　
蔵
書
等
整
備
事
業
○
　
展
覧
会
開
催
事
業
○
　
伝
統
芸
術
文
化
振
興
事
業
１
　
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
数
，
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
・団
体
ガ
イ
ド
登
録
団
体
数
２
　
各
種
学
級
・講
座
の
参
加
者
数
３
　
講
座
の
参
加
者
数
４
　
健
全
育
成
研
修
会
等
の
参
加
者
数
５
　
図
書
室
（整
備
数
）
６
　
図
書
館
の
建
設
・整
備
（整
備
手
法
等
の
検
討
を
含
む
）数
７
　
市
民
1人
あ
た
り
の
図
書
貸
出
冊
数
８
　
市
展
会
期
中
の
入
場
者
数
９
　
伝
統
芸
術
文
化
振
興
事
業
入
場
者
数
１
　
90
0件
(平
成
27
年
度
）
２
　
38
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
３
　
3,
30
0人
（平
成
27
年
度
）
４
　
2,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
５
　
3室
（平
成
27
年
度
）
６
　
2館
（平
成
27
年
度
）
７
　
5.
3冊
（平
成
27
年
度
）
８
　
4,
05
0人
（平
成
27
年
度
）
9　
1,
50
0人
（平
成
27
年
度
）
芸
術
文
化
活
動
を
推
進
し
，
伝
統
文
化
を
継
承
す
る
生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
め
る
環
境
を
つ
く
る
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
を
図
る
○
　
各
種
教
室
・講
座
等
開
催
事
業
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
促
進
事
業
○
　
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
事
業
○
　
市
立
体
育
館
施
設
改
修
事
業
○
　
地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
健
康
・体
力
づ
く
り
事
業
○
　
高
齢
者
の
活
動
機
会
充
実
事
業
１
　
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
の
参
加
者
数 ２
　
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
３
　
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
数
４
　
体
育
施
設
年
間
利
用
者
数
５
　
出
前
講
座
事
業
数
６
　
健
康
体
操
教
室
の
参
加
者
数
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
支
援
す
る
体
制
の
充
実
を
図
る
健
康
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
づ
く
り
を
支
援
す
る
越
谷
市
越
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
所
沢
市
所
沢
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
１
　
84
2,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
２
　
50
人
（平
成
27
年
度
）
３
　
15
5人
（平
成
27
年
度
）
４
　
1,
12
6,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
５
　
14
事
業
（平
成
27
年
度
）
６
　
3,
12
0人
（平
成
27
年
度
）
学
習
資
源
の
蓄
積
・活
用
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
に
わ
た
る
学
び
を
充
実
し
，
地
域
の
文
化
を
創
造
す
る
生
涯
を
通
じ
た
学
習
活
動
を
推
進
す
る
平
成
23
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
～
市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か
に
生
き
活
き
と
人
生
を
送
る
た
め
に
～
学
習
・学
習
者
の
支
援
学
習
環
境
の
整
備
・充
実
学
習
情
報
の
収
集
・発
信
－147－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
‐
放
課
後
子
ど
も
教
室
実
施
小
学
校
区
23
小
学
校
区
（平
成
27
年
度
）
‐
学
校
支
援
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
る
市
立
小
中
学
校
数
53
校
（6
2校
中
）（
平
成
27
年
度
）
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
推
進
団
体
等
支
援
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
行
事
等
へ
の
参
加
者
数
2,
10
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
「み
ん
な
の
子
育
て
広
場
」支
援
事
業
実
施
学
校
数
12
校
（平
成
27
年
度
）
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
関
係
団
体
・指
導
者
の
育
成
，
支
援
‐
‐
‐
‐
大
学
等
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
活
用
，
 地
域
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
内
関
係
機
関
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
－
ツ
施
設
・公
園
・文
化
施
設
等
の
整
備
・機
能
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
施
設
の
活
用
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
・子
育
て
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
社
会
の
教
育
機
能
の
連
携
・融
合
‐
‐
‐
‐
幼
児
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
芸
術
・文
化
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
・福
祉
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
現
代
的
課
題
等
へ
の
対
応
‐
‐
‐
‐
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
，
子
供
の
成
長
を
支
え
る
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
地
域
活
動
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
‐
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
た
学
校
数
及
び
人
数
56
/5
6校
（平
成
30
年
度
）
70
人
（平
成
30
年
度
）
‐
‐
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
及
び
連
絡
調
整
会
議
な
ど
の
参
加
者
数
12
0人
（平
成
30
年
度
）
家
庭
・地
域
と
連
携
し
た
学
校
の
活
性
化
‐
‐
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
学
校
へ
派
遣
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
84
0人
（平
成
30
年
度
）
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
図
書
館
機
能
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
博
物
館
な
ど
の
活
用
を
通
し
た
学
習
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
公
民
館
を
活
用
し
た
地
域
の
学
習
拠
点
づ
く
り
‐
‐
学
校
及
び
地
域
と
の
連
携
事
業
数
11
2件
（平
成
30
年
度
）
文
化
財
の
保
護
と
活
用
‐
‐
文
化
財
資
料
の
延
べ
利
用
回
数
2,
15
0回
（平
成
30
年
度
）
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
自
ら
の
役
割
と
責
任
を
担
い
な
が
ら
，
た
が
い
に
連
携
し
て
教
育
の
向
上
に
取
り
組
む
家
庭
・学
校
・地
域
を
実
現
す
る
家
庭
・学
校
・地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
，
市
川
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
す
家
庭
・学
校
・地
域
の
連
携
を
図
る
取
り
組
み
の
推
進
教
育
環
境
の
整
備
を
図
り
，
質
の
高
い
市
川
の
教
育
を
推
進
す
る
生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
学
習
環
境
を
実
現
す
る
柏
市
柏
市
教
育
振
興
計
画
柏
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
市
川
市
第
2期
市
川
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
み
ん
な
で
つ
く
る
魅
力
あ
る
学
校
　
～
学
び
の
確
保
学
び
を
支
え
る
組
織
　
学
び
へ
の
支
援
～
家
庭
，
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
を
つ
く
る
学
校
，
家
庭
，
地
域
の
協
力
関
係
の
強
化
○
　
学
校
支
援
体
制
の
充
実
○
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
青
少
年
健
全
育
成
団
体
等
へ
の
支
援
○
　
青
少
年
の
非
行
防
止
と
相
談
体
制
の
充
実
家
庭
教
育
に
対
す
る
支
援
の
充
実
○
　
情
報
提
供
の
充
実
○
　
情
報
交
換
の
場
の
設
定
○
　
児
童
虐
待
へ
の
対
応
○
　
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
平
成
15
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
（生
涯
学
習
で
安
心
，
希
望
，
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
）
支
援
体
制
の
整
備
・連
携
強
化
学
習
施
設
等
の
整
備
・充
実
教
育
機
能
の
充
実
学
習
活
動
の
充
実
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
○
　
市
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
の
地
域
行
事
へ
の
参
加
割
合
（小
５
，
中
２
）
指
標
お
よ
び
事
業
多
数
に
つ
き
，
抜
粋
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「ヤ
ン
グ
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
を
受
講
し
て
，
成
長
し
た
」と
回
答
す
る
受
講
者
の
割
合
○
　
「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
委
員
会
は
，
地
域
住
民
が
地
域
の
活
動
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
」と
回
答
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
委
員
の
割
合
○
　
「Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
や
家
庭
教
育
学
級
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
」と
回
答
す
る
保
護
者
の
割
合
○
　
「生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制
は
十
分
だ
と
思
う
」と
回
答
す
る
人
の
割
合
○
　
「図
書
館
に
満
足
し
て
い
る
」と
回
答
す
る
人
の
割
合
○
　
「博
物
館
主
催
事
業
の
内
容
は
，
期
待
に
沿
っ
て
い
た
」と
回
答
す
る
参
加
者
の
割
合
○
　
「主
催
講
座
の
内
容
に
満
足
し
た
」
と
回
答
す
る
受
講
者
の
割
合
－148－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
全
庁
的
な
取
り
組
み
の
強
化
○
　
庁
内
の
生
涯
学
習
推
進
の
整
備
○
　
千
葉
県
及
び
近
隣
市
町
村
と
の
連
携
‐
葛
南
教
育
事
務
所
，
近
隣
五
市
と
の
情
報
交
換
数
年
3回
以
上
（平
成
26
年
度
）
高
等
教
育
機
関
・Ｎ
Ｐ
Ｏ
・民
間
と
の
連
携
○
　
高
校
・大
学
等
と
の
連
携
○
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・民
間
と
の
連
携
‐
１
　
い
ち
か
わ
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
受
講
者
数
２
　
鬼
高
さ
ん
し
ゃ
祭
り
動
員
数
３
　
い
ち
か
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・N
P
O
W
eb
登
録
団
体
数
１
　
15
0人
（平
成
26
年
度
）
２
　
7,
50
0人
（平
成
26
年
度
）
３
　
30
0団
体
（平
成
26
年
度
）
生
涯
学
習
情
報
と
相
談
体
制
の
充
実
学
習
情
報
提
供
・相
談
の
充
実
○
　
行
政
各
種
の
情
報
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
○
　
学
習
情
報
の
総
合
的
な
収
集
・整
理
○
　
生
涯
学
習
相
談
体
制
の
整
備
・充
実
‐
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
発
行
部
数
50
0部
（平
成
26
年
度
）
市
民
の
交
流
活
動
の
振
興
地
域
の
交
流
・団
体
活
動
等
の
支
援
○
　
地
域
交
流
活
動
の
推
進
○
　
各
種
団
体
・グ
ル
ー
プ
等
の
支
援
‐
１
　
学
校
施
設
開
放
利
用
者
数
２
　
市
民
祭
り
来
場
者
数
３
　
芸
術
祭
参
加
者
数
４
　
加
盟
ス
ポ
ー
ツ
団
体
競
技
者
数
１
　
1,
32
0,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
２
　
17
8,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
３
　
45
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
４
　
22
,5
00
人
（平
成
26
年
度
）
学
習
成
果
の
活
用
学
習
成
果
と
人
材
の
活
用
○
　
学
習
成
果
の
評
価
・活
用
○
　
指
導
者
の
育
成
と
確
保
○
　
地
域
の
人
材
活
用
の
推
進
‐
１
　
市
川
市
公
認
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
新
規
認
定
者
数
２
　
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
新
規
登
録
者
数
３
　
地
域
支
援
者
の
活
用
数
４
　
学
び
を
支
え
る
人
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
利
用
件
数
１
　
50
人
（平
成
26
年
度
）
２
　
50
%以
上
（平
成
26
年
度
）
３
　
22
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
４
　
20
0回
（平
成
26
年
度
）
家
庭
教
育
力
の
充
実
○
　
家
庭
教
育
の
充
実
○
　
親
子
対
象
の
学
習
機
会
の
充
実
○
　
母
子
保
健
事
業
の
充
実
‐
家
庭
教
育
学
級
全
体
の
参
加
述
べ
人
数
17
,5
00
人
（平
成
26
年
度
）
地
域
教
育
力
の
充
実
○
　
青
少
年
の
健
全
育
成
○
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
の
充
実
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ブ
参
加
者
数
40
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
家
庭
・学
校
・地
域
の
連
携
の
充
実
○
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
委
員
数
1,
30
0人
（平
成
26
年
度
）
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
○
　
図
書
館
事
業
の
充
実
‐
１
　
図
書
館
利
用
者
登
録
者
数
２
　
開
架
図
書
を
8年
で
更
新
す
る
た
め
の
購
入
冊
数
３
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
受
付
件
数
４
　
特
集
展
示
実
施
回
数
５
　
リ
サ
イ
ク
ル
ブ
ッ
ク
市
参
加
者
数
６
　
「市
川
市
の
図
書
館
」（
年
度
版
）の
発
行
数
７
　
民
間
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
導
入
件
数
８
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
端
末
利
用
回
数
１
　
14
4,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
２
　
55
,0
00
冊
（平
成
26
年
度
）
３
　
60
,0
00
件
（平
成
26
年
度
）
４
　
年
12
回
（平
成
26
年
度
）
５
　
1,
70
0人
（平
成
26
年
度
）
６
　
1回
発
行
（平
成
26
年
度
）
７
　
11
件
（平
成
26
年
度
）
８
　
6,
00
0回
（平
成
26
年
度
）
博
物
館
活
用
の
充
実
○
　
博
物
館
活
用
の
充
実
‐
１
　
博
物
館
来
館
者
数
２
　
教
育
普
及
事
業
参
加
者
数
３
　
事
業
の
広
報
紙
へ
の
掲
載
件
数
４
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
者
数
１
　
22
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
２
　
60
0人
（平
成
26
年
度
）
３
　
20
件
/年
（平
成
26
年
度
）
４
　
30
0人
（平
成
26
年
度
）
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
○
　
社
会
教
育
関
係
施
設
の
充
実
○
　
情
報
化
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
１
　
い
ち
か
わ
村
利
用
者
数
２
　
少
年
自
然
の
家
利
用
者
数
１
　
5,
50
0人
（平
成
26
年
度
）
２
　
13
,5
00
人
（平
成
26
年
度
）
公
民
館
を
利
用
し
た
地
域
の
学
習
拠
点
作
り
地
域
に
密
着
し
た
公
民
館
運
営
の
推
進
○
　
公
民
館
事
業
の
充
実
‐
主
催
講
座
数
30
0講
座
（平
成
26
年
度
）
‐
○
　
学
校
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
‐
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
数
13
,5
00
人
以
上
‐
○
　
学
校
評
価
の
推
進
‐
‐
‐
‐
○
　
若
年
層
へ
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
若
年
層
が
企
画
・運
営
に
携
わ
る
イ
ベ
ン
ト
，
講
座
な
ど
の
事
業
数
5事
業
‐
○
　
学
習
機
会
の
充
実
に
向
け
た
連
携
の
強
化
‐
‐
‐
市
川
市
市
川
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
を
通
し
て
学
び
続
け
ら
れ
る
学
習
環
境
の
実
現
生
涯
学
習
情
報
の
統
合
と
発
信
主
体
的
学
習
の
場
の
提
供
図
書
館
・博
物
館
な
ど
の
活
用
を
通
し
た
学
習
活
動
の
推
進
町
田
市
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
‐
家
庭
，
地
域
，
学
校
が
協
力
し
た
学
校
運
営
を
推
進
す
る
生
涯
学
習
を
広
め
る
－149－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
‐
○
　
生
涯
学
習
情
報
の
充
実
‐
‐
‐
‐
○
　
学
習
成
果
を
活
か
す
仕
組
み
の
充
実
‐
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
件
数
50
件
‐
○
　
地
域
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
○
　
IC
タ
グ
の
導
入
‐
‐
‐
‐
○
　
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点
の
整
備
‐
‐
‐
‐
○
　
地
域
資
料
の
活
用
の
推
進
‐
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
作
成
点
数
50
,0
00
点
学
習
情
報
の
収
集
及
び
発
信
○
　
学
習
情
報
の
収
集
，
学
習
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
○
　
学
習
情
報
の
発
信
○
　
学
習
成
果
の
発
表
機
会
の
支
援
○
　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
な
ど
に
よ
る
本
の
魅
力
の
発
信
○
　
各
イ
ベ
ン
ト
の
動
画
配
信
‐
情
報
媒
体
の
数
3媒
体
講
座
・講
演
会
等
の
充
実
○
　
学
習
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
機
会
の
提
供
○
　
社
会
的
課
題
や
社
会
状
況
に
対
応
し
た
講
座
・講
演
会
等
の
実
施
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た
講
座
・講
演
会
等
の
実
施
○
　
学
習
成
果
を
地
域
で
活
か
せ
る
講
座
・講
演
会
等
の
実
施
‐
募
集
人
数
に
対
す
る
応
募
者
の
割
合
が
8割
を
超
え
る
事
業
の
割
合
9
0
%
関
係
機
関
と
連
携
し
た
学
習
機
会
の
充
実
○
　
学
習
情
報
の
収
集
，
学
習
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
○
　
学
習
情
報
の
発
信
○
　
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
講
座
・講
演
会
，
企
画
展
示
の
実
施
○
　
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
読
書
普
及
活
動
の
実
施
○
　
市
役
所
各
部
局
と
の
連
携
事
業
の
実
施
○
　
連
絡
調
整
組
織
の
設
置
‐
事
業
実
施
に
お
け
る
連
携
機
関
数
50
団
体
学
習
相
談
の
充
実
○
　
学
習
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
し
た
学
習
相
談
の
実
施
○
　
図
書
案
内
，
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
，
図
書
館
の
連
携
に
よ
る
総
合
学
習
相
談
の
実
施
‐
学
習
相
談
に
お
い
て
，
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
事
例
の
割
合
10
%未
満
学
習
資
料
の
提
供
○
　
図
書
館
資
料
の
貸
出
・閲
覧
，
リ
ク
エ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
資
料
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
○
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
○
　
市
民
団
体
等
へ
の
資
料
・情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
○
　
他
市
の
図
書
館
と
の
相
互
利
用
協
定
‐
リ
ク
エ
ス
ト
実
現
率
9
5
%
学
習
の
場
の
提
供
○
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
，
文
学
館
の
学
習
室
な
ど
の
貸
出
○
　
小
・中
学
校
の
特
別
教
室
の
開
放
○
　
市
内
の
利
用
可
能
な
施
設
情
報
の
収
集
及
び
提
供
‐
貸
出
施
設
利
用
者
数
現
状
値
の
5%
増
学
習
成
果
を
活
か
す
機
会
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
充
実
○
　
市
民
団
体
等
と
の
共
催
事
業
の
実
施
○
　
学
習
成
果
の
発
表
機
会
の
支
援
‐
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク
の
利
用
件
数
50
件
学
習
施
設
等
の
充
実
○
　
学
習
施
設
の
設
備
の
修
繕
，
備
品
の
整
備
○
　
（仮
称
）忠
生
図
書
館
の
整
備
○
　
ＩＣ
タ
グ
の
導
入
，
予
約
資
料
受
け
渡
し
拠
点
の
拡
大 ○
　
図
書
・視
聴
覚
資
料
の
充
実
，
地
域
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
推
進
‐
図
書
資
料
の
受
け
渡
し
拠
点
の
整
備
数
12
施
設
（平
成
25
年
度
）
各
個
別
事
業
に
も
そ
れ
ぞ
れ
指
標
あ
り
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
，
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由
に
学
び
続
け
，
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。
学
習
機
会
の
提
供
自
主
的
な
学
習
の
支
援
学
習
環
境
の
整
備
町
田
市
町
田
市
教
育
プ
ラ
ン
町
田
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
‐
生
涯
学
習
を
広
め
る
図
書
館
の
利
便
性
を
高
め
る
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
－150－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
習
事
業
の
効
果
的
な
運
営
○
　
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
事
業
計
画
の
立
案
及
び
評
価
の
実
施
○
　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
○
　
司
書
，
社
会
教
育
主
事
相
当
の
知
識
を
も
つ
職
員
の
養
成
‐
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
事
業
評
価
実
施
率
1
0
0
%
生
涯
学
習
の
調
査
・研
究
○
　
新
た
な
生
活
課
題
，
社
会
的
課
題
の
調
査
・検
討
○
　
世
代
別
学
習
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
○
　
関
係
機
関
が
提
供
す
る
学
習
機
会
の
状
況
調
査
の
実
施
○
　
先
進
事
例
の
研
究
‐
調
査
・研
究
結
果
を
活
用
し
て
実
施
し
た
事
業
数
5事
業
文
化
資
源
の
維
持
管
理
○
　
遺
跡
の
整
備
，
古
民
家
の
復
元
移
築
，
修
理
○
　
自
由
民
権
資
料
館
の
史
料
の
収
集
及
び
整
理
・
保
管
○
　
文
学
資
料
の
脱
酸
・補
修
，
複
製
の
作
成
○
　
無
形
民
俗
文
化
財
の
保
護
，
担
い
手
の
活
動
支
援 ○
　
（仮
称
）登
録
文
化
財
制
度
の
制
定
‐
維
持
管
理
事
業
の
進
捗
度
文
化
財
整
備
事
業
の
完
了 維
持
管
理
事
業
の
継
続
文
化
資
源
の
魅
力
の
発
信
○
　
考
古
資
料
室
の
土
器
・石
器
等
の
文
化
財
の
公
開 ○
　
遺
跡
や
古
民
家
の
公
開
○
　
自
由
民
権
資
料
や
文
学
資
料
の
企
画
展
示
，
講
演
会
の
開
催
○
　
図
録
な
ど
の
刊
行
‐
文
化
資
源
に
関
す
る
情
報
の
提
供
先
数
20
14
年
度
比
10
%増
市
民
の
学
習
機
会
の
提
供
と
学
習
す
る
場
の
充
実
を
図
り
ま
す
多
様
な
学
習
の
機
会
の
提
供
○
　
市
民
大
学
事
業
○
　
生
涯
学
習
の
啓
発
事
業
○
　
学
習
機
会
の
提
供
○
　
高
齢
者
や
青
少
年
な
ど
各
世
代
に
対
応
し
た
事
業
の
提
供
○
　
学
習
サ
ー
ク
ル
支
援
事
業
‐
‐
‐
‐
「人
権
教
育
・啓
発
」の
推
進
○
　
人
権
教
育
啓
発
事
業
○
　
人
権
学
習
推
進
事
業
‐
‐
‐
‐
学
習
の
場
の
提
供
○
　
学
校
施
設
等
の
開
放
事
業
○
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
運
営
管
理
事
業
○
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
運
営
管
理
○
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
専
門
性
向
上
○
　
社
会
教
育
施
設
な
ど
の
相
互
連
携
１
　
学
校
の
和
室
・会
議
室
な
ど
の
開
放
施
設
の
利
用
人
数
で
，
地
域
活
動
の
活
性
状
況
を
測
り
ま
す
。
２
　
地
域
に
学
習
成
果
を
還
元
で
き
る
力
を
備
え
る
た
め
に
は
学
習
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
各
学
習
室
，
図
書
室
，
情
報
検
索
パ
ソ
コ
ン
の
利
用
人
数
か
ら
，
学
習
活
動
が
安
定
し
て
継
続
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
測
り
ま
す
。
１
　
学
校
施
設
開
放
の
利
用
人
数
(和
室
な
ど
)
２
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
１
　
20
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
２
　
13
8,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
学
習
情
報
・学
習
相
談
の
充
実
○
　
学
習
情
報
収
集
・提
供
事
業
○
　
広
報
活
動
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
に
係
る
学
習
相
談
事
業
○
　
「横
須
賀
市
生
涯
学
習
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」の
充
実
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
提
供
す
る
Y
ok
os
uk
a 
ま
な
び
情
報
（講
師
・サ
ー
ク
ル
），
講
座
，
施
設
な
ど
の
学
習
情
報
の
提
供
件
数
か
ら
，
市
民
の
学
習
活
動
に
対
す
る
情
報
提
供
支
援
の
状
況
を
測
り
ま
す
。
学
習
情
報
の
提
供
件
数
7,
00
0件
（平
成
29
年
度
）
学
び
の
成
果
が
生
か
せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
学
び
の
成
果
を
地
域
に
生
か
す
活
動
の
支
援
○
　
登
録
講
師
の
学
習
成
果
の
地
域
還
元
事
業
○
　
講
座
企
画
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
○
　
学
習
成
果
地
域
活
用
の
普
及
啓
発
事
業
‐
‐
‐
‐
学
び
の
成
果
を
評
価
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
○
　
学
習
成
果
の
地
域
還
元
を
評
価
す
る
仕
組
み
づ
く
り
の
検
討
‐
‐
‐
家
庭
や
地
域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
「学
社
連
携
・融
合
」事
業
の
推
進
○
　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
導
入
の
検
討
‐
‐
‐
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
だ
れ
で
も
学
べ
る
社
会
の
実
現
各
個
別
事
業
に
も
そ
れ
ぞ
れ
指
標
あ
り
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
，
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由
に
学
び
続
け
，
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
指
し
ま
す
。
学
習
環
境
の
整
備
文
化
資
源
の
保
全
・活
用
の
促
進
平
成
26
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
町
田
市
町
田
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
横
須
賀
市
横
須
賀
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
－151－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
強
化
に
よ
る
家
庭
教
育
力
の
向
上
○
　
家
庭
教
育
講
演
会
の
開
催
○
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
事
業
○
　
横
須
賀
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
と
の
事
業
連
携
の
見
直
し ○
　
家
庭
教
育
学
級
の
開
催
○
　
市
民
大
学
に
お
け
る
家
庭
教
育
支
援
講
座
の
開
催
‐
‐
‐
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用
を
推
進
し
ま
す
横
須
賀
ら
し
い
文
化
遺
産
の
保
存
，
活
用
・継
承
○
　
重
要
文
化
財
の
保
存
管
理
と
公
開
活
用
○
　
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
調
査
○
　
市
民
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
文
化
遺
産
の
活
用
○
　
学
校
教
育
と
の
連
携
の
強
化
○
　
よ
こ
す
か
の
文
化
財
な
ど
の
展
示
事
業
‐
‐
‐
‐
近
代
化
遺
産
の
調
査
と
保
護
・活
用
の
推
進
○
　
近
代
化
遺
産
の
調
査
と
保
存
・活
用
○
　
旧
横
須
賀
製
鉄
所
・東
京
湾
要
塞
跡
に
関
す
る
資
料
の
収
集
と
保
存
・公
開
‐
‐
‐
‐
伝
統
文
化
の
保
存
と
継
承
の
推
進
○
　
民
俗
芸
能
・伝
統
文
化
の
保
護
と
継
承
○
　
民
俗
芸
能
大
会
，
民
俗
芸
能
地
域
公
開
事
業
の
開
催
‐
‐
‐
図
書
館
・博
物
館
・美
術
館
の
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
す
図
書
館
活
動
の
充
実
○
　
図
書
館
資
料
の
収
集
，
整
理
，
保
存
○
　
図
書
館
情
報
サ
ー
ビ
ス
事
業
○
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
と
情
報
提
供
の
充
実
○
　
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
１
　
図
書
館
４
館
で
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数
か
ら
，
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
状
況
を
測
り
ま
す
。
２
　
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
の
指
標
と
し
て
，
図
書
館
４
館
，
サ
テ
ラ
イ
ト
館
館
お
よ
び
取
次
所
４
か
所
で
の
児
童
書
の
貸
出
合
計
冊
数
か
ら
，
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
状
況
を
測
り
ま
す
。
１
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
件
数
２
　
児
童
書
貸
出
冊
数
１
　
33
,0
00
件
（平
成
29
年
度
）
２
　
51
9,
00
0冊
（平
成
29
年
度
）
‐
博
物
館
活
動
の
充
実
○
　
展
示
の
充
実
お
よ
び
付
属
施
設
の
運
営
と
調
査
研
究
事
業
の
推
進
○
　
近
代
歴
史
資
料
の
調
査
と
保
存
・活
用
○
　
博
物
館
教
育
普
及
活
動
の
推
進
，
学
習
機
会
の
提
供
○
　
博
物
館
に
よ
る
学
習
機
会
の
支
援
事
業
○
　
子
ど
も
向
け
博
物
館
教
育
普
及
活
動
の
推
進
○
　
自
然
誌
資
料
歴
史
資
料
の
保
存
と
活
用
○
　
地
域
研
究
を
基
盤
と
し
た
博
物
館
の
専
門
性
の
向
上
○
　
博
物
館
の
広
報
活
動
の
充
実
博
物
館
本
館
・付
属
施
設
の
来
館
（来
園
）者
数
か
ら
，
横
須
賀
や
三
浦
半
島
の
自
然
や
歴
史
へ
の
関
心
度
を
測
り
ま
す
。
博
物
館
来
館
者
数
17
0,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
美
術
館
活
動
の
充
実
○
　
美
術
館
展
覧
会
の
充
実
○
　
美
術
館
教
育
普
及
活
動
の
推
進
○
　
美
術
品
の
収
集
，
保
存
，
活
用
○
　
「市
民
に
親
し
ま
れ
る
美
術
館
」を
目
指
し
た
活
動
の
推
進
○
　
美
術
館
維
持
整
備
事
業
○
　
美
術
館
１
０
周
年
記
念
事
業
美
術
館
で
開
催
す
る
展
覧
会
の
観
覧
者
数
と
美
術
館
へ
の
来
館
者
数
か
ら
，
ど
れ
だ
け
の
人
が
優
れ
た
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
か
を
測
り
ま
す
。
１
　
美
術
館
展
覧
会
観
覧
者
数
２
　
美
術
館
来
館
者
数
１
　
観
覧
者
数
 1
10
,0
00
人 ２
　
来
館
者
数
 2
45
,0
00
人 （平
成
29
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
推
進
事
業
‐
講
座
受
講
後
の
活
動
者
数
43
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
社
会
教
育
振
興
事
業
‐
‐
‐
○
　
地
球
温
暖
化
対
策
普
及
啓
発
事
業
‐
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
19
90
年
比
温
室
効
果
ガ
ス
30
%以
上
削
減
（平
成
27
年
度
）
○
　
総
合
市
民
図
書
館
運
営
管
理
事
業
‐
貸
出
件
数
4,
35
0,
00
0件
（平
成
27
年
度
）
○
　
総
合
市
民
図
書
館
市
民
運
営
事
業
‐
貸
出
件
数
4,
35
0,
00
0件
（平
成
27
年
度
）
○
　
総
合
市
民
図
書
館
整
備
事
業
‐
‐
‐
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
だ
れ
で
も
学
べ
る
社
会
の
実
現
平
成
26
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
‐
多
様
な
学
び
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
ま
す
横
須
賀
市
横
須
賀
市
教
育
振
興
基
本
計
画
藤
沢
市
藤
沢
市
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
の
推
進
多
様
な
学
び
を
支
援
す
る
図
書
館
活
動
の
推
進
－152－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
南
市
民
図
書
館
整
備
事
業
‐
入
館
者
数
5,
00
0人
/日
（平
成
27
年
度
）
○
　
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
‐
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予
約
件
数
50
0,
00
0件
/年
（平
成
27
年
度
）
○
　
障
が
い
者
・高
齢
者
へ
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
‐
宅
配
に
よ
る
貸
出
件
数
6,
70
0件
/年
（平
成
27
年
度
）
○
　
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
‐
子
ど
も
の
登
録
率
44
%（
平
成
27
年
度
）
○
　
点
字
図
書
館
事
業
‐
１
　
利
用
者
数
２
　
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
１
　
4,
22
0人
/年
（平
成
27
年
度
）
２
　
25
0人
/年
（平
成
27
年
度
）
○
　
次
世
代
図
書
館
構
築
事
業
‐
登
録
率
47
%（
平
成
27
年
度
）
○
　
社
会
教
育
関
係
事
業
‐
‐
‐
○
　
公
民
館
運
営
事
業
‐
‐
‐
○
　
藤
沢
公
民
館
改
築
事
業
‐
整
備
の
進
捗
状
況
10
0%
（平
成
27
年
度
）
○
　
村
岡
公
民
館
改
築
事
業
‐
整
備
の
進
捗
状
況
10
0%
（平
成
27
年
度
）
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
空
間
の
整
備
‐
‐
‐
‐
学
習
権
を
保
障
す
る
環
境
の
醸
成
‐
‐
‐
‐
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
‐
‐
‐
‐
施
設
・機
関
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
受
付
体
制
の
強
化
‐
‐
‐
‐
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
団
体
・サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
・行
政
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
多
文
化
間
の
相
互
理
解
の
促
進
‐
‐
‐
‐
世
代
間
交
流
の
推
進
‐
‐
‐
‐
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
普
及
‐
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
市
民
性
を
育
む
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
○
　
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
・ま
ち
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
学
習
成
果
の
還
元
‐
‐
‐
○
　
環
境
と
の
調
和
と
創
造
‐
‐
‐
○
　
文
化
資
源
の
保
存
・活
用
‐
‐
‐
○
　
芸
術
・文
化
の
創
造
・支
援
‐
‐
‐
学
習
環
境
の
整
備
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
学
習
相
談
体
制
の
充
実
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
‐
多
様
な
学
び
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
を
目
指
し
ま
す
藤
沢
市
藤
沢
市
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
ふ
じ
さ
わ
プ
ラ
ン
多
様
な
学
び
を
支
援
す
る
図
書
館
活
動
の
推
進
ま
ち
を
育
て
る
未
来
を
育
て
る
多
様
な
文
化
を
つ
な
げ
る
学
習
機
会
づ
く
り
の
推
進
平
成
23
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
「い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
だ
れ
で
も
学
び
た
い
こ
と
が
学
べ
る
」環
境
の
整
備
「つ
な
が
り
を
育
む
」生
涯
学
習
の
推
進
市
民
主
体
の
学
習
活
動
へ
の
支
援
多
様
な
文
化
を
つ
な
げ
る
学
習
機
会
づ
く
り
生
涯
学
習
に
よ
る
「藤
沢
づ
く
り
」
人
を
育
て
る
－153－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
親
子
サ
ー
ク
ル
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
「親
学
び
講
座
」の
普
及
・啓
発
30
年
度
末
ま
で
に
各
小
中
学
校
区
に
1名
，
35
年
度
末
ま
で
に
各
小
中
学
校
区
に
2名
の
配
置
を
目
指
す
「親
学
び
講
座
」運
行
役
の
人
数
91
人
（平
成
30
年
度
）
○
　
い
じ
め
，
不
登
校
対
策
い
じ
め
，
不
登
校
，
暴
力
行
為
，
児
童
虐
待
の
認
知
・
発
生
件
数
に
基
づ
い
て
目
標
を
設
定
す
る
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
人
数
・配
置
校
数
11
人
を
30
校
と
教
育
委
員
会
に
配
置
（平
成
30
年
度
）
○
　
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
就
学
援
助
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
30
年
度
末
に
，
全
小
中
学
校
の
1割
程
度
の
学
校
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
を
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
指
定
校
数
10
校
（平
成
30
年
度
）
○
　
家
庭
で
の
食
習
慣
確
立
へ
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
子
ど
も
か
が
や
き
教
室
の
充
実
30
年
度
末
に
は
6箇
所
増
，
35
年
度
末
に
は
11
箇
所
増
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
。
子
ど
も
か
が
や
き
教
室
の
実
施
箇
所
数
45
箇
所
（平
成
30
年
度
）
○
　
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
市
民
大
学
の
充
実
28
年
度
ま
で
に
90
%（
24
年
度
か
ら
プ
ラ
ス
2%
），
そ
の
後
も
充
足
率
の
維
持
・向
上
を
め
ざ
す
市
民
大
学
開
設
コ
ー
ス
に
お
け
る
充
足
率
92
.0
%（
平
成
30
年
度
）
○
　
公
民
館
の
充
実
耐
震
化
率
10
0%
を
目
指
す
市
立
公
民
館
の
耐
震
化
率
96
.5
%（
平
成
30
年
度
）
○
　
図
書
館
の
充
実
図
書
館
本
館
の
整
備
等
に
よ
り
，
利
用
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
市
民
一
人
当
た
り
図
書
年
間
貸
出
冊
数
6.
0冊
（平
成
30
年
度
）
○
　
人
文
系
博
物
館
の
展
示
・普
及
の
充
実
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
，
毎
年
2%
程
度
の
増
加
を
目
指
す
博
物
館
の
入
館
者
数
39
1,
00
0人
（平
成
30
年
度
）
○
　
人
文
系
博
物
館
の
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
科
学
博
物
館
の
常
設
展
展
示
替
‐
‐
‐
○
　
生
物
多
様
性
に
関
す
る
知
識
の
普
及
情
報
の
集
ま
り
に
く
い
地
域
が
あ
る
こ
と
か
ら
，
観
覧
者
や
観
覧
団
体
等
に
積
極
的
に
参
加
を
呼
び
か
け
，
50
%
程
度
の
増
加
を
目
指
す
市
民
自
然
調
査
の
参
加
者
数
20
0人
（平
成
30
年
度
）
○
　
天
文
台
改
修
・展
示
更
新
‐
‐
‐
○
　
文
化
遺
産
等
の
保
存
活
用
‐
‐
‐
○
　
文
化
財
調
査
の
実
施
‐
‐
‐
○
　
史
跡
整
備
の
実
施
平
成
27
年
度
末
ま
で
に
10
0%
を
目
指
す
史
跡
王
塚
・千
坊
山
遺
跡
群
の
公
有
化
率
10
0.
0%
（平
成
30
年
度
）
○
　
郷
土
資
料
等
の
電
子
化
の
推
進
5年
後
ま
で
に
，
現
在
，
電
子
化
・公
開
に
着
手
及
び
予
定
し
て
い
る
資
料
の
全
公
開
を
目
指
す
図
書
館
資
料
の
電
子
化
し
た
件
数
65
0件
（平
成
30
年
度
）
○
　
恐
竜
足
跡
化
石
の
保
存
‐
‐
‐
高
度
情
報
化
に
対
応
し
た
学
習
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
行
政
と
民
間
の
連
携
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
，
学
習
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
‐
‐
‐
‐
行
政
部
局
間
の
連
携
に
よ
る
事
業
の
効
率
化
の
促
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
拠
点
と
な
る
施
設
の
整
備
と
機
能
の
高
度
化
‐
‐
‐
‐
職
業
観
の
醸
成
に
資
す
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
（金
沢
市
民
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
推
進
）
‐
‐
‐
‐
健
康
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
資
格
取
得
講
座
等
の
開
設
支
援
‐
‐
‐
‐
す
べ
て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
わ
た
る
心
と
身
体
の
健
康
づ
く
り
の
支
援
‐
‐
‐
‐
地
区
公
民
館
の
事
業
内
容
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
ふ
る
さ
と
教
育
，
ふ
る
さ
と
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
権
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
自
立
と
公
共
の
精
神
を
重
ん
じ
て
教
育
の
高
揚
を
図
り
，
新
た
な
時
代
を
拓
く
心
豊
か
な
市
民
を
育
む
学
校
・家
庭
・地
域
で
取
り
組
む
子
ど
も
の
成
長
支
援
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
学
校
・家
庭
・地
域
と
の
連
携
市
民
に
よ
る
生
涯
を
通
じ
た
教
育
の
充
実
と
文
化
遺
産
等
の
保
全
・活
用
生
涯
学
習
活
動
の
充
実
生
涯
学
習
活
動
拠
点
の
充
実
文
化
遺
産
等
の
保
全
・活
用
富
山
市
富
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
金
沢
市
新
・金
沢
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
18
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
に
よ
る
生
き
が
い
と
く
ら
し
の
創
造
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
学
習
体
制
の
拡
充
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
く
ら
し
の
た
め
の
学
習
の
推
進
豊
か
な
心
を
育
む
学
習
の
場
の
充
実
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
1日
30
分
以
上
読
書
を
す
る
児
童
・
生
徒
の
割
合
○
　
朝
食
を
摂
る
子
ど
も
の
割
合
－154－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
校
と
地
域
社
会
の
連
携
促
進
に
よ
る
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
教
育
の
活
性
化
の
促
進
‐
‐
‐
‐
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
美
術
館
や
博
物
館
等
の
活
用
に
よ
る
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
喜
び
が
実
感
で
き
る
子
育
て
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
の
学
び
の
成
果
の
活
用
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
奨
励
‐
‐
‐
‐
市
民
の
主
体
的
な
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
N
P
O
や
市
民
団
体
と
の
協
力
・協
働
関
係
の
構
築
‐
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
・ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
の
充
実
・促
進
‐
‐
‐
‐
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
文
化
創
造
の
た
め
の
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
教
育
施
設
・文
化
施
設
が
集
積
し
た
金
沢
ら
し
い
輝
き
の
学
習
文
化
都
市
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
習
文
化
財
産
の
新
た
な
発
見
と
活
用
‐
‐
‐
‐
姉
妹
都
市
を
中
心
と
し
た
，
双
方
向
の
国
際
交
流
に
よ
る
「金
沢
」の
発
信
‐
‐
‐
‐
市
民
の
多
彩
な
芸
術
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
家
庭
・地
域
・学
校
の
連
携
と
協
働
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
県
立
生
涯
学
習
施
設
等
と
の
連
携
・協
力
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
活
用
と
地
域
づ
く
り
へ
の
参
加
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
や
障
害
者
の
豊
か
な
生
活
の
支
援
‐
‐
‐
‐
人
権
尊
重
・男
女
共
同
参
画
の
推
進
‐
‐
‐
‐
乳
幼
児
期
に
応
じ
た
学
び
‐
‐
青
少
年
期
に
応
じ
た
学
び
‐
‐
成
人
期
に
応
じ
た
学
び
‐
‐
高
齢
期
に
応
じ
た
学
び
‐
‐
高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
キ
ャ
リ
ア
・ア
ッ
プ
，
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
等
の
推
進
‐
‐
産
業
振
興
の
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援
と
文
化
の
創
造
‐
‐
歴
史
・文
化
遺
産
の
継
承
と
活
用
‐
‐
「文
化
力
」を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
健
康
づ
く
り
講
座
の
充
実
‐
‐
地
域
の
魅
力
と
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
地
域
の
魅
力
と
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
週
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
い
る
成
人
の
割
合
○
　
男
性
の
家
事
（炊
事
・掃
除
・洗
濯
・
買
い
物
な
ど
）へ
の
参
画
率
市
民
と
行
政
で
協
力
し
あ
う
地
域
づ
く
り
文
化
芸
術
の
振
興
，
文
化
財
・伝
統
行
事
の
保
護
と
伝
承
１
　
市
民
会
館
等
市
有
の
文
化
・芸
術
施
設
利
用
者
数
２
　
環
境
学
習
会
年
間
参
加
者
数
３
　
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
の
年
間
利
用
者
数
４
　
人
権
同
和
教
育
に
関
す
る
各
地
区
住
民
自
治
協
議
会
が
実
施
す
る
研
修
会
へ
の
年
間
参
加
者
数
５
　
市
立
公
民
館
に
お
け
る
地
域
の
魅
力
発
見
の
た
め
の
講
座
年
間
開
催
回
数
６
　
市
立
公
民
館
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
講
座
年
間
開
催
回
数
１
　
52
0,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
２
　
3,
10
0人
（平
成
28
年
度
）
３
　
14
,2
00
人
（平
成
28
年
度
）
４
　
21
,0
00
人
（平
成
28
年
度
）
５
　
20
0回
（平
成
28
年
度
）
６
　
29
回
（平
成
28
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
づ
く
り
の
推
進
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
に
支
え
ら
れ
，
親
と
子
が
共
に
学
び
育
ち
合
う
環
境
の
充
実
家
庭
・地
域
・学
校
の
役
割
の
明
確
化
生
き
が
い
を
求
め
，
社
会
に
参
画
す
る
力
を
高
め
る
学
び
の
機
会
の
拡
充
県
都
と
し
て
の
特
色
を
活
か
し
た
生
涯
学
習
の
充
実
豊
か
な
生
活
に
つ
な
が
る
生
涯
学
習
の
推
進
１
　
市
立
公
民
館
で
の
子
育
て
講
座
の
開
催
回
数
２
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
子
ど
も
広
場
の
利
用
者
数
３
　
「お
ひ
ざ
で
絵
本
」事
業
で
の
絵
本
配
付
率
４
　
市
立
公
民
館
で
の
家
庭
教
育
講
座
の
年
間
開
催
回
数
５
　
家
庭
教
育
支
援
事
業
へ
の
年
間
参
加
者
数
６
　
少
年
科
学
セ
ン
タ
ー
年
間
入
館
者
数
７
　
青
少
年
錬
成
セ
ン
タ
ー
年
間
利
用
者
数
１
　
35
0回
（平
成
28
年
度
）
２
　
15
0,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
３
　
95
.0
%（
平
成
28
年
度
）
４
　
37
0回
（平
成
28
年
度
）
５
　
20
,0
00
人
（平
成
28
年
度
）
６
　
93
,2
00
人
（平
成
28
年
度
）
７
　
15
,3
00
人
（平
成
28
年
度
）
現
代
社
会
に
対
応
し
た
学
び
平
成
18
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
に
よ
る
生
き
が
い
と
く
ら
し
の
創
造
豊
か
な
心
を
育
む
学
習
の
場
の
充
実
市
民
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
個
性
あ
る
学
習
文
化
都
市
金
沢
の
創
造
金
沢
市
新
・金
沢
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
長
野
市
長
野
市
教
育
振
興
基
本
計
画
長
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
市
民
が
自
ら
学
べ
る
環
境
づ
く
り
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
学
び
－155－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
男
女
共
同
参
画
の
推
進
‐
‐
人
権
同
和
教
育
の
推
進
‐
‐
国
際
交
流
の
推
進
‐
‐
多
文
化
共
生
の
推
進
‐
‐
環
境
学
習
の
推
進
‐
‐
防
災
学
習
・交
通
安
全
学
習
の
推
進
‐
‐
生
活
講
座
の
充
実
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
収
集
と
提
供
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
‐
‐
県
都
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
生
涯
学
習
推
進
体
制
県
都
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し
た
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
‐
‐
学
習
情
報
の
収
集
と
提
供
‐
‐
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
学
習
相
談
体
制
の
整
備
‐
‐
グ
ル
ー
プ
・サ
ー
ク
ル
，
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
‐
‐
学
習
成
果
の
発
表
の
場
の
充
実
‐
‐
学
習
指
導
者
の
養
成
‐
‐
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
充
実
‐
‐
市
立
公
民
館
の
充
実
‐
‐
図
書
館
の
充
実
‐
‐
博
物
館
そ
の
他
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
‐
‐
地
域
活
動
へ
の
支
援
地
域
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
家
庭
・地
域
・学
校
の
連
携
と
交
流
の
推
進
家
庭
・地
域
・学
校
の
連
携
と
交
流
の
推
進
‐
‐
家
庭
・学
校
・地
域
を
結
ぶ
「絆
」の
力
に
よ
る
家
庭
教
育
の
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
豊
か
な
育
ち
を
創
造
し
，
地
域
の
絆
を
つ
な
ぐ
学
校
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
意
欲
向
上
と
心
・体
相
伴
う
自
立
の
促
進
‐
‐
‐
‐
‐
質
の
高
い
文
化
，
本
物
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
‐
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
持
つ
た
め
の
伝
統
・文
化
の
継
承
と
活
用
‐
‐
‐
‐
‐
健
康
で
豊
か
な
生
活
を
営
む
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
・社
会
教
育
施
設
の
講
座
及
び
出
前
講
座
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
「長
良
川
大
学
」の
拡
充
‐
‐
‐
‐
現
代
的
課
題
を
中
心
に
し
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
情
報
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
相
談
の
充
実
‐
‐
‐
‐
「生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
支
援
と
そ
の
推
進
役
の
育
成
‐
‐
‐
‐
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
に
関
す
る
学
習
の
支
援
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
週
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
い
る
成
人
の
割
合
○
　
男
性
の
家
事
（炊
事
・掃
除
・洗
濯
・
買
い
物
な
ど
）へ
の
参
画
率
生
涯
学
習
推
進
計
画
市
民
主
体
の
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま
す
。
岐
阜
市
の
特
徴
を
生
か
し
て
推
進
し
ま
す
。
現
代
的
課
題
に
対
応
し
て
推
進
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
N
P
O
・市
民
活
動
を
支
援
・
促
進
し
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
推
進
し
ま
す
。
現
代
的
課
題
を
中
心
に
し
た
学
習
機
会
・学
習
情
報
の
充
実
生
涯
学
習
の
成
果
が
生
か
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
（仕
組
み
の
整
備
）
平
成
20
年
度
～
平
成
29
年
度
市
民
と
行
政
で
協
力
し
あ
う
地
域
づ
く
り
１
　
市
民
会
館
等
市
有
の
文
化
・芸
術
施
設
利
用
者
数
２
　
環
境
学
習
会
年
間
参
加
者
数
３
　
国
際
交
流
コ
ー
ナ
ー
の
年
間
利
用
者
数
４
　
人
権
同
和
教
育
に
関
す
る
各
地
区
住
民
自
治
協
議
会
が
実
施
す
る
研
修
会
へ
の
年
間
参
加
者
数
５
　
市
立
公
民
館
に
お
け
る
地
域
の
魅
力
発
見
の
た
め
の
講
座
年
間
開
催
回
数
６
　
市
立
公
民
館
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
の
講
座
年
間
開
催
回
数
１
　
52
0,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
２
　
3,
10
0人
（平
成
28
年
度
）
３
　
14
,2
00
人
（平
成
28
年
度
）
４
　
21
,0
00
人
（平
成
28
年
度
）
５
　
20
0回
（平
成
28
年
度
）
６
　
29
回
（平
成
28
年
度
）
男
女
共
同
参
画
の
推
進
，
人
権
意
識
の
高
揚
国
際
化
・多
文
化
共
生
の
推
進
環
境
・防
災
意
識
の
高
揚
，
消
費
生
活
の
安
全
確
保
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
長
野
市
長
野
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
岐
阜
市
岐
阜
市
教
育
振
興
基
本
計
画
岐
阜
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
「岐
阜
に
生
ま
れ
て
，
育
っ
て
，
住
ん
で
よ
か
っ
た
！
」
と
実
感
で
き
る
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
１
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
年
間
利
用
者
数
２
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
平
均
稼
働
率
３
　
放
送
大
学
長
野
ブ
ラ
ン
チ
（セ
ン
タ
ー
外
視
聴
施
設
）年
間
利
用
者
数
４
　
市
立
公
民
館
の
年
間
利
用
者
数
５
　
市
民
一
人
当
た
り
の
市
立
図
書
館
貸
出
冊
数
６
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
図
書
館
資
料
予
約
件
数
７
　
市
立
図
書
館
点
字
・録
音
図
書
貸
出
数
８
　
市
立
図
書
館
お
は
な
し
会
参
加
者
数
１
　
18
0,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
２
　
70
.0
%（
平
成
28
年
度
）
３
　
1,
50
0人
（平
成
28
年
度
）
４
　
1,
08
6,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
５
　
4.
7冊
（平
成
28
年
度
）
６
　
52
,0
00
件
（平
成
28
年
度
）
７
　
2,
50
0点
（平
成
28
年
度
）
８
　
2,
70
0人
（平
成
28
年
度
）
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
市
民
と
行
政
で
支
え
あ
う
生
涯
学
習
生
涯
学
習
支
援
の
充
実
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
も
つ
教
育
力
の
積
極
的
活
用
－156－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
生
涯
学
習
に
よ
る
自
ら
の
健
康
・生
き
が
い
づ
く
り
の
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
・ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
生
涯
学
習
・社
会
教
育
施
設
の
役
割
と
関
連
施
設
の
生
涯
学
習
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
，
公
民
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
‐
‐
‐
‐
各
年
代
に
応
じ
た
学
習
内
容
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
夜
間
や
休
日
の
講
座
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
向
け
の
講
座
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
る
学
習
機
会
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
指
導
者
を
発
掘
し
，
育
成
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
現
代
社
会
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
，
地
域
特
有
の
課
題
に
対
応
し
，
地
域
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
芸
術
や
文
化
に
触
れ
，
趣
味
や
創
作
活
動
に
生
か
せ
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
，
各
年
代
に
対
応
し
た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
の
研
究
，
教
育
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
の
交
流
活
動
を
推
進
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
グ
ル
ー
プ
，
サ
ー
ク
ル
の
交
流
を
図
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
発
表
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
区
・町
内
会
，
Ｐ
Ｔ
Ａ
，
子
ど
も
会
，
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
特
色
を
生
か
し
た
体
験
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
，
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
関
係
機
関
と
連
携
・協
力
し
，
安
全
・安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
を
通
じ
て
，
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
講
座
窓
口
を
一
元
化
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
新
た
な
情
報
誌
を
発
行
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
ＩＴ
な
ど
を
活
用
し
た
情
報
提
供
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
相
談
窓
口
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
施
設
利
用
予
約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
な
ど
の
整
備
・充
実
を
図
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
，
市
民
，
地
域
，
企
業
，
教
育
機
関
，
近
隣
市
町
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
関
係
部
署
，
関
係
機
関
が
連
携
，
協
力
し
て
積
極
的
に
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
計
画
市
民
主
体
の
生
涯
学
習
を
推
進
し
ま
す
。
岐
阜
市
の
特
徴
を
生
か
し
て
推
進
し
ま
す
。
現
代
的
課
題
に
対
応
し
て
推
進
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
N
P
O
・市
民
活
動
を
支
援
・
促
進
し
ま
す
。
地
域
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
推
進
し
ま
す
。
生
涯
学
習
の
成
果
が
生
か
さ
れ
る
環
境
づ
く
り
（仕
組
み
の
整
備
）
「生
涯
学
習
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
る
た
め
の
施
設
の
体
系
化
平
成
20
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
だ
れ
で
も
学
べ
る
生
涯
学
習
～
 春
日
井
の
底
力
 こ
こ
に
あ
り
！
 ～
と
も
に
学
び
，
と
も
に
は
ぐ
く
む
生
涯
学
習
～
 今
こ
そ
新
た
な
 連
帯
の
絆
を
！
～ 学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
生
か
せ
る
生
涯
学
習
～
 誇
り
を
も
て
る
 ま
ち
づ
く
り
！
～ 学
習
環
境
の
整
備
，
学
習
を
支
援
す
る
し
く
み
づ
く
り
平
成
20
年
度
～
平
成
29
年
度
岐
阜
市
岐
阜
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
春
日
井
市
春
日
井
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
－157－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
社
会
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
需
要
へ
の
積
極
的
な
対
応
‐
‐
‐
‐
地
域
文
化
の
発
展
・振
興
‐
‐
‐
‐
伝
統
文
化
の
保
存
・継
承
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
‐
‐
‐
‐
健
康
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
心
豊
か
な
福
祉
社
会
の
実
現
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
障
害
者
の
社
会
参
加
の
促
進
‐
‐
‐
‐
安
心
・安
全
な
市
民
生
活
の
実
現
‐
‐
‐
‐
環
境
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
‐
‐
‐
‐
国
際
理
解
・国
際
交
流
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
参
加
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・N
P
O
 活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
情
報
提
供
と
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
指
導
的
人
材
の
育
成
と
学
習
環
境
の
整
備
充
実
学
習
成
果
の
活
用
と
学
習
環
境
整
備
‐
‐
‐
‐
学
習
施
設
の
整
備
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
‐
○
　
交
流
館
の
整
備
‐
‐
‐
○
　
交
流
館
運
営
体
制
の
見
直
し
‐
‐
‐
○
　
市
民
企
画
講
座
の
開
催
‐
‐
‐
○
　
高
等
教
育
機
関
と
の
共
催
に
よ
る
成
人
講
座
の
開
催
‐
‐
‐
○
　
ＩＣ
タ
グ
（電
子
荷
札
）導
入
に
よ
る
貸
出
・返
却
・
予
約
の
自
動
化
‐
‐
‐
○
　
高
齢
者
向
け
コ
ー
ナ
ー
の
新
設
‐
‐
‐
○
　
交
流
館
等
（ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
館
）図
書
室
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
‐
‐
‐
○
　
障
が
い
者
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
促
進
‐
‐
‐
○
　
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ
ー
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
「テ
レ
ビ
を
消
し
て
本
を
語
ろ
う
」の
日
の
促
進
‐
‐
‐
○
　
調
べ
学
習
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
関
連
情
報
の
集
約
と
提
供
‐
‐
‐
○
　
啓
発
資
料
の
研
究
・開
発
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
を
行
っ
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
家
庭
の
教
育
力
に
満
足
し
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
地
域
の
教
育
力
に
満
足
し
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
児
童
生
徒
・市
民
の
割
合
○
　
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
図
書
館
の
入
館
者
数
・利
用
者
数
一
宮
市
い
ち
の
み
や
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
校
･家
庭
･地
域
の
連
携
を
重
視
し
，
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る
市
民
の
学
習
ニ
ー
ズ
や
今
日
的
課
題
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
少
子
・高
齢
社
会
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
の
充
実
を
め
ざ
す
個
性
と
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
地
域
活
動
の
推
進
に
努
め
る
市
民
が
生
涯
学
習
に
取
り
組
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
す
学
習
成
果
を
生
か
し
，
社
会
へ
還
元
で
き
る
こ
と
へ
の
支
援
に
努
め
る
生
涯
学
習
の
基
礎
づ
く
り
生
涯
を
通
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
健
康
で
生
き
が
い
の
持
て
る
人
生
を
お
く
る
た
め
の
学
習
生
活
課
題
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実 個
性
や
能
力
を
活
か
す
共
生
の
こ
こ
ろ
の
育
成
生
涯
学
習
活
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
生
涯
学
習
推
進
体
制
づ
く
り
豊
田
市
第
2次
豊
田
市
教
育
行
政
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
育
ち
合
う
環
境
づ
く
り
生
涯
学
習
の
推
進
・支
援
交
流
館
の
運
営
・整
備
地
域
人
材
の
育
成
と
地
域
参
画
の
促
進
中
央
図
書
館
の
多
機
能
化
と
地
域
の
情
報
拠
点
づ
く
り 子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
家
庭
教
育
支
援
情
報
の
集
約
・発
信
－158－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
（仮
称
）家
庭
教
育
手
帳
の
作
成
・活
用
‐
‐
‐
○
　
自
主
的
な
家
庭
教
育
講
座
の
開
催
支
援
‐
‐
‐
○
　
交
流
館
で
の
家
庭
教
育
講
座
の
開
催
‐
‐
‐
○
　
（仮
称
）親
育
ち
交
流
カ
フ
ェ
の
開
設
‐
‐
‐
○
　
青
少
年
育
成
団
体
等
に
よ
る
親
育
ち
の
た
め
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
施
設
の
ソ
フ
ト
機
能
の
見
直
し
を
含
め
た
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
再
整
備
‐
‐
‐
○
　
青
少
年
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
再
編
‐
‐
‐
○
　
（仮
称
）自
立
支
援
地
域
協
議
会
の
設
置
‐
‐
‐
○
　
（仮
称
）自
立
支
援
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
開
設
‐
‐
‐
学
校
に
お
け
る
も
の
づ
く
り
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
更
な
る
拡
充
○
　
学
校
で
の
も
の
づ
く
り
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
‐
‐
‐
○
　
豊
田
市
ら
し
い
も
の
づ
く
り
講
座
の
実
施
‐
‐
‐
○
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
で
の
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
も
の
づ
く
り
活
動
支
援
‐
‐
‐
も
の
づ
く
り
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
○
　
も
の
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
の
増
員
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
を
活
用
し
た
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
‐
○
　
あ
ら
ゆ
る
機
会
・方
法
を
活
用
し
た
学
習
情
報
の
提
供
‐
○
　
だ
れ
で
も
，
い
つ
で
も
，
何
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談
体
制
の
整
備
‐
○
　
市
民
活
動
団
体
・民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
活
動
へ
の
支
援
‐
○
　
学
習
成
果
を
地
域
社
会
へ
活
か
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
‐
○
　
家
庭
に
お
け
る
ふ
れ
あ
い
の
充
実
を
目
指
し
た
乳
幼
児
教
育
の
推
進
‐
○
　
家
庭
の
役
割
に
関
す
る
父
母
な
ど
へ
の
学
習
支
援
‐
○
　
地
域
の
人
材
の
発
掘
，
活
用
に
よ
る
地
域
の
資
源
や
財
産
を
活
か
し
た
学
習
の
推
進
‐
○
　
地
域
や
企
業
な
ど
に
よ
る
子
育
て
教
育
の
推
進
‐
○
　
地
域
活
動
や
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
へ
の
支
援
及
び
連
携
・協
力
の
推
進
‐
○
　
郷
土
の
自
然
や
文
化
財
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
学
習
活
動
の
充
実
‐
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
・充
実
‐
○
　
老
朽
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
未
対
応
施
設
の
整
備
・充
実
‐
○
　
南
地
域
図
書
館
（仮
称
）の
整
備
な
ど
広
範
な
市
域
の
利
用
者
に
対
す
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
‐
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
課
題
解
決
に
対
す
る
専
門
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
‐
○
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
情
報
の
発
信
‐
○
　
特
色
あ
る
郷
土
資
料
の
収
集
な
ど
図
書
資
料
の
充
実
と
活
用
‐
○
　
家
庭
・学
校
・地
域
等
と
の
連
携
・協
力
に
よ
る
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
‐
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
活
動
支
援
や
人
材
育
成
に
よ
る
市
民
協
働
の
推
進
‐
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
を
活
用
し
た
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
‐
○
　
あ
ら
ゆ
る
機
会
・方
法
を
活
用
し
た
学
習
情
報
の
提
供
‐
○
　
だ
れ
で
も
，
い
つ
で
も
，
何
で
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
相
談
体
制
の
整
備
‐
○
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
普
及
・啓
発
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
を
行
っ
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
家
庭
の
教
育
力
に
満
足
し
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
地
域
の
教
育
力
に
満
足
し
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
地
域
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
児
童
生
徒
・市
民
の
割
合
○
　
も
の
づ
く
り
に
興
味
が
あ
る
児
童
生
徒
の
割
合
○
　
図
書
館
の
入
館
者
数
・利
用
者
数
豊
田
市
第
2次
豊
田
市
教
育
行
政
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
市
民
が
生
涯
を
通
じ
て
育
ち
合
う
環
境
づ
く
り
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
親
育
ち
の
た
め
の
学
習
支
援
親
育
ち
の
た
め
の
交
流
の
促
進
青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
と
自
立
に
向
け
た
支
援
主
体
的
で
自
立
し
た
青
少
年
の
育
成
支
援
自
立
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
子
ど
も
・若
者
へ
の
支
援
も
の
づ
く
り
文
化
の
醸
成
系
統
的
な
も
の
づ
く
り
事
業
の
構
築
と
普
及
豊
橋
市
豊
橋
市
教
育
振
興
基
本
計
画
豊
橋
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
人
を
つ
な
ぎ
，
未
来
へ
つ
な
ぐ
，
豊
橋
の
教
育
生
涯
学
習
の
推
進
生
涯
学
習
活
動
の
促
進
１
　
社
会
教
育
施
設
利
用
者
数
２
　
生
涯
学
習
活
動
へ
の
延
べ
参
加
者
数
３
　
図
書
館
の
年
間
利
用
者
数
１
　
1,
02
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
２
　
増
加
（平
成
27
年
度
）
３
　
増
加
（平
成
27
年
度
）
家
庭
教
育
・地
域
教
育
の
推
進
生
涯
学
習
・社
会
教
育
施
設
の
充
実
図
書
館
の
充
実
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
だ
れ
で
も
，
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
何
で
も
，
自
発
的
意
思
に
よ
っ
て
学
習
で
き
，
そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
生
涯
学
習
活
動
の
促
進
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に
わ
た
る
主
体
的
な
学
習
へ
の
支
援
１
　
社
会
教
育
施
設
利
用
者
数
２
　
生
涯
学
習
活
動
へ
の
延
べ
参
加
者
数
１
　
1,
02
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
２
　
増
加
（平
成
27
年
度
）
－159－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
学
習
活
動
を
支
援
す
る
専
門
的
職
員
の
充
実
‐
○
　
市
民
活
動
団
体
・民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
活
動
へ
の
支
援
‐
○
　
学
習
成
果
を
地
域
社
会
へ
活
か
す
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
‐
○
　
市
民
活
動
へ
の
支
援
‐
○
　
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
，
社
会
参
加
の
促
進
‐
○
　
少
子
化
対
策
の
取
り
組
み
‐
○
　
環
境
学
習
推
進
の
た
め
の
施
策
‐
○
　
消
費
者
教
育
の
推
進
‐
○
　
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
取
り
組
み
‐
○
　
家
庭
に
お
け
る
ふ
れ
あ
い
の
充
実
を
目
指
し
た
乳
幼
児
教
育
の
推
進
‐
○
　
家
庭
の
役
割
に
関
す
る
父
母
な
ど
へ
の
学
習
支
援
‐
○
　
地
域
や
企
業
な
ど
に
よ
る
子
育
て
教
育
の
推
進
‐
○
　
父
親
参
加
型
事
業
の
推
進
‐
○
　
教
育
相
談
環
境
の
充
実
‐
○
　
地
域
の
人
材
の
発
掘
，
活
用
に
よ
る
地
域
の
資
源
や
財
産
を
活
か
し
た
学
習
の
推
進
‐
○
　
地
域
活
動
や
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど
へ
の
支
援
及
び
連
携
・協
力
の
推
進
‐
○
　
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
○
　
学
校
教
育
の
充
実
‐
○
　
郷
土
の
自
然
や
文
化
財
な
ど
を
活
用
し
た
地
域
学
習
活
動
の
充
実
‐
○
　
文
化
財
の
保
存
と
活
用
‐
○
　
豊
か
な
自
然
環
境
を
保
全
活
用
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
○
　
食
育
・食
農
教
育
の
推
進
‐
○
　
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
‐
○
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
‐
○
　
多
文
化
共
生
の
推
進
‐
○
　
子
ど
も
・若
者
の
育
成
活
動
の
促
進
‐
○
　
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
・充
実
‐
○
　
老
朽
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
未
対
応
施
設
の
整
備
・充
実
‐
○
　
生
涯
学
習
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
環
境
の
整
備
‐
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市
民
活
動
団
体
な
ど
へ
の
支
援
‐
○
　
人
材
の
発
掘
，
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
‐
○
　
南
地
域
図
書
館
（仮
称
）整
備
事
業
の
推
進
‐
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
充
実
‐
○
　
図
書
館
の
利
用
促
進
‐
学
習
支
援
内
容
の
検
討
‐
‐
‐
‐
‐
市
民
の
学
習
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
豊
橋
市
豊
橋
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
家
庭
教
育
・地
域
教
育
の
推
進
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
子
育
て
に
関
す
る
家
庭
教
育
事
業
へ
の
参
加
者
数
7,
50
0人
（平
成
27
年
度
）
学
校
，
家
庭
，
地
域
の
連
携
各
校
区
ご
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
っ
た
社
会
教
育
関
係
団
体
数
増
加
（平
成
27
年
度
）
地
域
の
資
源
や
財
産
を
活
か
し
た
学
習
の
推
進
郷
土
の
歴
史
や
文
化
，
自
然
な
ど
を
学
ぶ
講
座
や
事
業
の
数
地
域
活
動
や
団
体
へ
の
支
援
及
び
連
携
促
進
地
域
い
き
い
き
子
育
て
促
進
事
業
の
実
施
回
数
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
だ
れ
で
も
，
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
何
で
も
，
自
発
的
意
思
に
よ
っ
て
学
習
で
き
，
そ
の
成
果
を
適
切
に
生
か
す
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
を
図
り
ま
す
。
生
涯
学
習
活
動
の
促
進
一
人
ひ
と
り
の
生
涯
に
わ
た
る
主
体
的
な
学
習
へ
の
支
援
１
　
社
会
教
育
施
設
利
用
者
数
２
　
生
涯
学
習
活
動
へ
の
延
べ
参
加
者
数
１
　
1,
02
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
２
　
増
加
（平
成
27
年
度
）
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
の
推
進
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
生
ず
る
現
代
的
課
題
に
対
応
し
た
講
座
数
増
加
（平
成
27
年
度
）
増
加
（平
成
27
年
度
）
生
涯
学
習
・社
会
教
育
施
設
，
図
書
館
の
充
実
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
築
状
況
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
の
充
実
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
グ
ル
ー
プ
数
増
加
（平
成
27
年
度
）
図
書
館
の
充
実
図
書
館
の
年
間
利
用
者
数
増
加
（平
成
27
年
度
）
‐ ‐
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
力
の
向
上
支
援
岡
崎
市
岡
崎
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
－160－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
生
涯
学
習
講
座
の
提
供
‐
‐
‐
‐
‐
市
職
員
出
前
講
座
の
提
供
‐
‐
‐
‐
‐
交
流
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
活
用
の
場
の
提
供
‐
‐
‐
‐
‐
図
書
館
等
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
で
の
生
涯
学
習
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
広
報
手
段
の
機
能
整
理
‐
‐
‐
‐
‐
情
報
の
集
約
‐
‐
‐
‐
‐
情
報
の
分
類
‐
‐
‐
‐
‐
情
報
提
供
・広
報
活
動
の
多
様
化
・活
発
化
‐
‐
‐
‐
‐
総
合
的
な
学
習
相
談
窓
口
の
運
用
方
法
の
検
討
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
相
談
員
・生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
確
立
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
相
談
対
応
‐
‐
‐
‐
‐
四
日
市
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
参
考
：第
2次
四
日
市
市
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
体
験
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
学
校
協
力
者
会
議
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
を
見
通
し
た
保
・
幼
・小
・中
の
連
携
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
新
た
な
生
涯
学
習
体
系
の
構
築
‐
‐
‐
‐
‐
人
権
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
大
津
市
型
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
ま
ち
づ
く
り
健
歩
運
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
本
物
に
触
れ
る
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
‐
社
会
的
な
課
題
と
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
生
の
各
段
階
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
間
性
を
尊
重
し
た
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
親
の
学
び
の
推
進
‐
‐
‐
‐
親
同
士
の
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
体
験
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
へ
の
援
助
‐
‐
‐
‐
家
庭
，
地
域
，
学
校
の
連
携
‐
‐
‐
‐
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
更
な
る
社
会
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
充
実
，
拡
大
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
環
境
整
備
‐
‐
‐
‐
‐ ‐
大
津
市
大
津
市
教
育
振
興
基
本
計
画
大
津
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
・交
流
機
会
の
提
供
生
涯
学
習
情
報
に
関
わ
る
体
制
づ
く
り
学
習
相
談
の
総
合
窓
口
の
仕
組
み
づ
く
り
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
校
，
家
庭
，
地
域
が
連
携
し
た
教
育
を
目
指
し
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
学
ぶ
人
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
～
「む
す
ぶ
」か
ら
は
じ
ま
る
大
津
の
生
涯
学
習
社
会
～
岡
崎
市
岡
崎
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
家
庭
教
育
の
支
援
公
民
館
等
機
能
の
充
実
－161－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
習
・活
用
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
や
相
談
体
制
の
充
実
・強
化
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
関
す
る
啓
発
‐
‐
‐
‐
大
学
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
，
事
業
者
等
と
の
連
携
，
協
働
‐
‐
‐
‐
学
習
活
動
の
発
表
や
仲
間
づ
く
り
の
場
の
創
出
‐
‐
‐
‐
人
材
の
育
成
と
地
域
リ
ー
ダ
ー
へ
の
活
躍
の
場
の
提
供
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
評
価
す
る
制
度
の
創
出
と
活
用
の
促
進
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
支
え
る
学
習
支
援
‐
‐
‐
‐
全
庁
的
な
取
組
の
強
化
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
関
係
団
体
や
生
涯
学
習
推
進
団
体
と
の
連
携
強
化
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
支
援
と
青
少
年
育
成
‐
‐
‐
‐
青
少
年
指
導
者
等
の
養
成
と
青
少
年
団
体
の
育
成
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
青
少
年
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
各
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
‐
‐
‐
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
‐
‐
‐
‐
指
導
者
の
養
成
・確
保
‐
‐
‐
‐
指
導
者
の
人
材
活
用
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
ふ
れ
あ
い
と
自
己
実
現
の
場
の
提
供
‐
‐
‐
‐
市
民
体
育
・ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
‐
‐
‐
‐
学
校
体
育
施
設
等
の
利
用
・活
用
‐
‐
‐
‐
全
庁
的
な
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
参
加
に
よ
る
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
の
学
習
に
対
す
る
支
援
，
学
習
の
広
が
り
の
場
づ
く
り
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
公
民
館
を
中
心
と
し
た
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
機
能
強
化
，
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
策
に
関
し
て
中
核
的
な
役
割
を
果
た
す
セ
ク
シ
ョ
ン
((
仮
称
)生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
)の
設
置
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
の
集
積
・発
信
‐
‐
‐
‐
大
学
等
と
の
連
携
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
広
範
な
学
習
機
会
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
枚
方
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
計
画
（枚
方
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
）が
平
成
25
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
高
槻
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
検
討
中
‐ ‐ ‐
‐
生
涯
学
習
推
進
計
画
さ
ら
な
る
生
涯
学
習
の
推
進
緊
密
な
連
携
・協
働
に
よ
る
推
進
体
制
づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
の
基
盤
整
備
吹
田
市
わ
が
都
市
吹
田
の
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
吹
田
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
大
津
市
大
津
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
～
「む
す
ぶ
」か
ら
は
じ
ま
る
大
津
の
生
涯
学
習
社
会
～
情
報
収
集
･発
信
，
相
談
体
制
の
充
実
学
習
成
果
を
生
か
す
環
境
づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
強
化
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
支
え
合
い
，
地
域
と
と
も
に
歩
む
教
育
地
域
全
体
で
教
育
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
豊
か
な
学
び
を
支
援
す
る
教
育
環
境
時
代
の
要
請
，
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
生
涯
学
習
・生
涯
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
－162－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
子
育
て
や
家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
‐
‐
‐
‐
開
か
れ
た
学
校
園
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
学
校
園
と
，
地
域
の
多
様
な
人
材
を
結
ぶ
し
く
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
生
涯
を
と
お
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
提
供
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
に
関
わ
る
団
体
･グ
ル
ー
プ
や
人
材
の
育
成
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
生
涯
を
と
お
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推
進
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
歴
史
遺
産
（文
化
財
）の
保
護
・保
存
と
活
用
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
人
権
問
題
の
解
決
人
権
教
育
・啓
発
の
充
実
‐
‐
‐
‐
公
民
館
事
業
の
充
実
‐
‐
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
存
と
活
用
‐
‐
‐
‐
郷
土
資
料
館
等
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
野
外
活
動
指
導
者
の
育
成
‐
‐
‐
‐
青
少
年
関
係
団
体
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
青
少
年
健
全
育
成
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
○
　
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
と
情
報
発
信
に
よ
る
市
民
参
加
の
促
進
，
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
社
会
教
育
施
設
の
有
効
活
用
等
に
取
り
組
む
‐
○
　
市
民
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働
と
学
習
グ
ル
ー
プ
等
の
活
動
支
援
に
取
り
組
む
‐
○
　
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
機
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
る
機
会
の
充
実
，
学
習
の
成
果
を
地
域
づ
く
り
に
い
か
せ
る
よ
う
な
し
く
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
‐
○
　
学
習
と
交
流
を
通
じ
た
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
等
を
通
じ
，
市
民
主
体
の
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成
等
に
取
り
組
む
‐
健
康
の
保
持
・増
進
を
図
る
た
め
，
気
軽
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
○
　
個
々
の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
，
情
報
提
供
等
に
取
り
組
む
‐
○
　
歴
史
や
文
化
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
学
習
の
拡
充
に
取
り
組
む
‐
○
　
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
由
に
学
び
，
そ
れ
ぞ
れ
が
関
わ
り
あ
い
を
持
ち
な
が
ら
，
互
い
に
高
め
あ
う
こ
と
が
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
‐
「総
合
計
画
に
お
け
る
教
育
委
員
会
所
管
分
野
を
，
本
市
に
お
け
る
「教
育
振
興
基
本
計
画
」と
位
置
づ
け
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
」と
の
こ
と
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
健
康
を
意
識
し
た
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
心
が
け
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
地
域
活
動
の
中
で
，
生
涯
学
習
の
成
果
が
活
か
せ
て
い
る
と
感
じ
る
市
民
の
割
合
総
合
計
画
の
教
育
委
員
会
所
管
部
分
を
も
っ
て
，
教
育
振
興
基
本
計
画
と
す
る
。
公
民
館
の
１
年
間
の
利
用
者
数
か
ら
，
自
主
的
，
自
発
的
な
学
習
活
動
に
対
す
る
市
民
等
の
関
心
の
度
合
い
を
測
る
指
標
で
す
。
６
公
民
館
の
機
能
強
化
を
図
り
，
社
会
教
育
の
発
展
を
め
ざ
し
ま
す
。
公
民
館
の
利
用
者
数
生
涯
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
て
，
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
で
の
交
流
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
市
民
の
主
体
的
な
学
習
や
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
，
学
習
の
成
果
を
地
域
社
会
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
人
づ
く
り
・し
く
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
平
成
22
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
人
と
つ
な
が
り
，
未
来
を
拓
く
「学
び
の
循
環
都
市
」を
め
ざ
し
て
家
庭
・地
域
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
学
校
園
・家
庭
・地
域
の
連
携
を
促
進
し
ま
す
社
会
教
育
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
豊
中
市
豊
中
市
教
育
振
興
計
画
西
宮
市
西
宮
市
総
合
計
画
尼
崎
市
尼
崎
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
そ
の
他
い
き
が
い
　
つ
な
が
り
公
民
館
・図
書
館
機
能
の
充
実
芸
術
・文
化
の
振
興
す
こ
や
か
　
は
ぐ
く
み
家
庭
教
育
の
支
援
と
青
少
年
の
健
全
育
成
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
人
間
尊
重
の
精
神
に
徹
し
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
出
す
心
豊
か
な
た
く
ま
し
い
人
間
の
育
成
を
め
ざ
す
生
涯
を
通
し
て
学
び
，
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
ま
ち
－163－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
人
権
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
社
会
の
促
進
‐
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
教
育
力
に
関
す
る
学
習
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
男
女
共
同
参
画
社
会
に
お
け
る
社
会
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
‐
‐
‐
‐
‐
学
・社
の
連
携
か
ら
融
合
へ
の
促
進
‐
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
青
少
年
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
‐
‐
‐
文
化
財
保
護
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
・支
援
‐
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
の
整
備
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
と
の
連
携
・協
力
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
安
全
・安
心
な
環
境
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
和
歌
山
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
安
心
と
ゆ
と
り
を
も
っ
て
，
楽
し
く
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
家
庭
教
育
学
級
参
加
者
数
10
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
次
世
代
を
は
ぐ
く
む
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
（託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
，
子
育
て
広
場
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
数
）
55
0人
（平
成
32
年
度
）
効
果
的
な
学
校
支
援
活
動
に
よ
る
地
域
と
学
校
の
一
体
感
の
醸
成
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
施
策
の
推
進
‐
‐
‐
‐
自
然
体
験
活
動
の
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
自
然
と
ふ
れ
あ
う
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
意
欲
向
上
に
向
け
て
の
意
識
啓
発
と
情
報
提
供
‐
‐
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
意
欲
に
対
応
で
き
る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
拠
点
と
な
る
生
涯
学
習
施
設
の
機
能
充
実
‐
‐
喜
び
や
充
実
感
を
感
じ
る
生
涯
学
習
の
仕
組
み
の
構
築
‐
‐
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
成
果
を
地
域
で
活
か
せ
る
環
境
の
整
備
‐
‐
地
域
で
と
も
に
生
き
る
た
め
の
学
習
の
推
進
‐
‐
次
世
代
を
は
ぐ
く
む
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
楽
し
く
子
育
て
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
子
ど
も
の
学
校
で
の
教
育
に
つ
い
て
，
学
校
，
家
庭
，
地
域
の
連
携
が
で
き
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
た
事
業
に
参
加
し
た
子
ど
も
の
数
（人
／
年
度
）
○
　
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
人
た
ち
が
参
加
・連
携
し
て
，
地
域
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
自
然
に
ふ
れ
る
活
動
に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
の
数
（人
／
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
活
動
に
対
し
て
関
心
が
あ
る
人
の
割
合
○
　
自
分
が
参
加
し
た
い
と
思
う
講
座
や
活
動
が
あ
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
講
座
の
情
報
を
知
り
た
い
と
き
に
，
簡
単
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
の
割
合
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
し
て
行
う
学
習
を
支
援
す
る
と
と
も
に
，
生
涯
学
習
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
推
進
す
る
１
　
公
民
館
，
図
書
館
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
生
涯
学
習
講
座
へ
の
参
加
者
数
（人
／
年
度
）
２
　
市
民
一
人
当
た
り
の
市
立
図
書
館
の
貸
出
し
数
（点
/年
度
）
３
　
市
立
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
件
数
４
　
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
（市
立
図
書
館
で
の
登
録
者
）
１
　
54
,2
00
人
（平
成
32
年
度
）
２
　
6.
9点
（平
成
32
年
度
）
３
　
6,
50
0件
（平
成
32
年
度
）
４
　
21
0人
（平
成
32
年
度
）
‐
社
会
教
育
計
画
‐
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
る
体
制
づ
く
り
の
推
進
尼
崎
市
尼
崎
市
社
会
教
育
計
画
奈
良
市
奈
良
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
倉
敷
市
倉
敷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
校
，
家
庭
，
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
子
育
て
を
支
援
す
る
学
校
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
，
家
庭
が
連
携
し
，
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
推
進
す
る
子
ど
も
た
ち
が
緑
や
生
き
物
な
ど
の
自
然
に
ふ
れ
な
が
ら
，
学
べ
る
機
会
を
提
供
す
る
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
図
る
－164－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
学
び
へ
の
興
味
を
深
化
さ
せ
る
意
識
啓
発
の
推
進
‐
１
　
文
化
施
設
の
利
用
者
数
２
　
市
民
一
人
あ
た
り
の
市
立
図
書
館
の
貸
出
し
数
３
　
家
庭
教
育
学
級
参
加
者
数
４
　
子
育
て
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
‐
○
　
多
様
な
媒
体
に
よ
る
学
習
情
報
の
発
信
‐
‐
‐
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
の
提
案
‐
‐
‐
○
　
い
き
い
き
と
し
た
人
生
を
過
ご
す
た
め
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
豊
か
な
心
と
感
性
を
育
む
文
化
芸
術
の
振
興
‐
‐
‐
○
　
社
会
性
を
育
む
た
め
の
青
少
年
へ
の
学
習
支
援
‐
‐
‐
○
　
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
見
直
し
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
の
公
民
館
に
つ
い
て
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
の
図
書
館
に
つ
い
て
‐
‐
‐
○
　
活
動
を
支
援
す
る
職
員
の
資
質
向
上
‐
‐
‐
○
　
IC
T
 社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
学
習
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
○
　
学
習
成
果
を
発
表
・発
揮
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
○
　
学
習
を
支
援
す
る
相
談
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
○
　
地
域
と
人
材
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
に
よ
る
地
域
力
向
上
へ
の
意
識
啓
発
‐
‐
‐
○
　
学
習
成
果
を
地
域
で
活
用
す
る
た
め
の
情
報
提
供
‐
‐
‐
○
　
学
習
成
果
を
活
用
す
る
地
域
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
と
も
に
学
び
あ
い
地
域
を
育
て
る
環
境
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
郷
土
愛
を
育
む
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
支
援
‐
‐
‐
○
　
学
校
教
育
を
支
援
す
る
地
域
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
○
　
人
格
を
育
て
る
基
礎
と
な
る
家
庭
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
○
　
社
会
全
体
で
支
え
る
子
育
て
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
性
化
支
援
‐
‐
‐
○
　
大
学
等
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
‐
‐
‐
○
　
地
域
貢
献
を
進
め
る
企
業
と
の
連
携
‐
‐
‐
○
　
 N
P
O
 な
ど
市
民
公
益
活
動
団
体
の
活
動
環
境
整
備
と
連
携
‐
‐
‐
学
習
機
会
や
生
涯
学
習
情
報
の
充
実
‐
‐
図
書
館
の
充
実
‐
‐
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
材
育
成
の
推
進
‐
‐
‐
‐
次
世
代
を
担
う
人
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
活
動
に
対
し
て
関
心
が
あ
る
人
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
講
座
の
情
報
が
知
り
た
い
と
き
に
，
簡
単
に
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
自
分
が
参
加
し
た
い
と
思
う
講
座
や
活
動
が
あ
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
週
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
や
趣
味
を
行
っ
て
い
る
高
齢
者
の
割
合
○
　
1回
に
30
分
以
上
運
動
す
る
日
が
週
2回
以
上
あ
る
人
の
割
合
○
　
週
1回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
人
の
割
合
○
　
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
施
設
が
身
近
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
不
登
校
児
童
の
出
現
率
○
　
不
登
校
生
徒
の
出
現
率
○
　
公
共
施
設
を
利
用
し
た
い
時
に
利
用
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
地
域
に
課
題
が
あ
る
と
き
，
行
政
だ
け
で
は
な
く
，
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
解
決
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
の
割
合
○
　
日
々
の
生
活
の
中
で
，
身
の
回
り
の
人
権
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
地
域
の
自
然
保
護
・環
境
保
全
に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
子
供
と
一
緒
に
地
域
の
伝
統
行
事
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
割
合
○
　
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
の
人
た
ち
が
参
加
・連
携
し
て
，
地
域
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
保
育
所
の
待
機
児
童
数
○
　
こ
れ
ま
で
に
育
児
休
業
を
取
得
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
割
合
○
　
団
体
の
活
動
に
つ
い
て
企
業
に
支
援
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
割
合
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
に
参
加
し
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
余
暇
時
間
を
有
意
義
に
過
ご
せ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
地
域
の
歴
史
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
自
分
の
活
動
を
発
表
す
る
場
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
障
が
い
者
の
割
合
○
　
自
然
に
ふ
れ
る
活
動
に
参
加
し
て
い
る
子
供
の
数
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
楽
し
く
集
い
　
学
び
の
輪
を
広
げ
る
　
生
涯
学
習
の
推
進
生
涯
学
習
・社
会
教
育
活
動
の
推
進
１
　
公
民
館
主
催
事
業
講
座
数
２
　
図
書
の
貸
出
冊
数
１
　
6,
50
0講
座
（平
成
28
年
度
）
２
　
3,
70
0,
00
0点
（平
成
28
年
度
）
学
び
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
青
少
年
の
健
全
育
成
福
山
市
福
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
倉
敷
市
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
を
通
し
て
支
え
あ
う
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
一
人
一
人
が
生
涯
を
通
し
て
行
う
学
習
の
支
援
学
習
意
欲
向
上
に
向
け
て
の
意
識
啓
発
と
情
報
提
供
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
意
欲
に
対
応
で
き
る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
の
拠
点
と
な
る
生
涯
学
習
施
設
の
機
能
充
実
喜
び
や
充
実
感
を
感
じ
る
生
涯
学
習
の
仕
組
み
の
構
築
生
涯
学
習
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
推
進
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
成
果
を
地
域
で
活
か
せ
る
環
境
の
整
備
地
域
で
と
も
に
生
き
る
た
め
の
学
習
の
推
進
次
世
代
を
育
む
地
域
の
教
育
力
の
向
上
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
の
推
進
倉
敷
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
－165－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
家
庭
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
○
　
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
び
の
機
会
の
提
供
‐
○
　
基
本
的
人
権
・平
和
に
関
す
る
学
び
の
推
進
‐
○
　
文
化
・芸
術
の
振
興
‐
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
‐
○
　
家
庭
教
育
学
習
事
業
の
充
実
‐
○
　
家
庭
教
育
に
お
け
る
基
本
的
生
活
習
慣
習
得
の
支
援
‐
○
　
家
庭
教
育
相
談
の
充
実
‐
○
　
体
験
活
動
の
充
実
‐
○
　
人
権
教
育
の
推
進
‐
○
　
家
庭
・地
域
と
の
連
携
の
推
進
‐
○
　
地
域
へ
の
関
心
を
高
め
る
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
○
　
地
域
の
課
題
に
対
応
し
た
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
○
　
体
験
活
動
な
ど
青
少
年
の
学
び
の
機
会
の
充
実
‐
○
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
活
用
‐
○
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
活
用
‐
○
　
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
と
活
用
‐
○
　
学
び
の
成
果
を
活
か
し
た
地
域
活
動
支
援
‐
○
　
学
び
の
成
果
を
発
表
す
る
場
や
機
会
の
充
実
‐
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・市
民
活
動
支
援
‐
○
　
地
域
の
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
機
会
づ
く
り
‐
○
　
学
び
を
通
し
た
仲
間
づ
く
り
の
場
の
創
出
‐
○
　
市
民
活
動
団
体
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
‐
○
　
世
代
間
・地
域
間
交
流
の
促
進
‐
○
　
地
域
の
核
と
な
る
人
材
・団
体
の
育
成
‐
○
　
次
代
を
担
う
人
材
の
育
成
‐
○
　
学
習
資
源
の
整
備
・提
供
‐
○
　
歴
史
・芸
術
・文
化
等
の
伝
承
‐
○
　
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
‐
○
　
生
涯
学
習
情
報
の
連
携
・活
性
化
‐
○
　
学
習
相
談
の
充
実
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
を
し
て
い
る
人
の
割
合
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
人
の
割
合
○
　
環
境
学
習
実
施
N
P
O
団
体
等
の
数
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
楽
し
く
集
い
　
学
び
の
輪
を
広
げ
る
　
生
涯
学
習
の
推
進
青
少
年
の
健
全
育
成
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
と
も
に
学
び
・支
え
あ
う
，
地
域
力
を
育
む
生
涯
学
習
社
会
の
創
造
一
人
一
人
か
ら
み
ん
な
で
地
域
で
い
き
い
き
と
学
ぼ
う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
び
の
環
境
づ
く
り
１
　
市
政
出
前
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
実
施
回
数
２
　
放
課
後
こ
ど
も
教
室
実
施
校
区
数
３
　
保
育
所
・幼
稚
園
へ
の
出
前
食
育
事
業
実
施
施
設
数 ４
　
は
じ
め
て
の
パ
パ
マ
マ
教
室
参
加
者
数
５
　
乳
幼
児
相
談
・育
児
相
談
来
所
者
数
６
　
デ
リ
バ
リ
ー
ア
ー
ツ
鑑
賞
者
数
７
　
学
校
体
育
施
設
開
放
施
設
数
８
　
子
育
て
力
向
上
応
援
講
座
実
施
回
数
９
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
開
催
講
座
参
加
人
数
１
０
　
ふ
る
さ
と
探
訪
参
加
者
数
１
１
　
人
権
教
育
市
民
講
座
参
加
者
数
１
２
　
図
書
館
図
書
市
民
一
人
あ
た
り
貸
出
冊
数
１
　
29
0回
（平
成
29
年
度
）
２
　
46
校
区
（平
成
29
年
度
）
３
　
15
か
所
（平
成
29
年
度
）
４
　
85
0人
（平
成
29
年
度
）
５
　
8,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
６
　
5,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
７
　
19
校
（平
成
29
年
度
）
８
　
60
講
座
（平
成
29
年
度
）
９
　
11
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
１
０
　
1,
10
0人
（平
成
29
年
度
）
１
１
　
3,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
１
２
　
8冊
（平
成
29
年
度
）
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
学
校
に
お
け
る
多
様
な
学
び
の
機
会
の
充
実
地
域
の
教
育
力
の
向
上
学
び
の
場
の
充
実
と
活
用
学
び
の
成
果
や
経
験
を
人
・ま
ち
づ
く
り
に
活
か
そ
う
学
び
の
成
果
を
活
か
せ
る
環
境
づ
く
り
１
　
ゆ
め
づ
く
り
推
進
事
業
助
成
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
数 ２
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
３
　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
件
数
４
　
市
民
の
学
習
成
果
発
表
の
場
（講
座
）開
催
数
１
　
30
協
議
会
（平
成
29
年
度
）
２
　
3,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
３
　
2,
40
0件
（平
成
29
年
度
）
４
　
10
講
座
（平
成
29
年
度
）
社
会
参
加
と
自
己
実
現
に
つ
な
が
る
学
び
の
機
会
の
充
実
福
山
市
福
山
市
教
育
振
興
基
本
計
画
高
松
市
い
き
い
き
高
松
ま
な
び
プ
ラ
ン
１
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
人
材
養
成
研
修
会
参
加
者
数
２
　
市
民
活
動
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
事
業
交
流
会
参
加
者
数
３
　
環
境
学
習
・環
境
教
育
等
参
加
人
数
４
　
地
域
密
着
型
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
・ス
ポ
ー
ツ
教
室
参
加
者
数
５
　
子
ど
も
会
育
成
指
導
者
養
成
事
業
参
加
校
区
数
６
　
幼
年
・少
年
消
防
ク
ラ
ブ
結
成
数
１
　
40
0人
（平
成
29
年
度
）
２
　
20
0人
（平
成
29
年
度
）
３
　
2,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
４
　
21
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
５
　
49
校
区
（平
成
29
年
度
）
６
　
幼
年
52
・少
年
33
（平
成
29
年
度
）
地
域
を
担
う
人
材
・団
体
の
育
成
豊
か
な
学
習
資
源
の
充
実
役
立
つ
学
び
の
情
報
を
人
・地
域
・ま
ち
に
ひ
ろ
げ
よ
う
生
涯
学
習
情
報
の
拡
充
１
　
た
か
ま
つ
子
育
て
情
報
サ
イ
ト
「ら
っ
こ
ネ
ッ
ト
」ア
ク
セ
ス
件
数
２
　
公
共
施
設
利
用
総
合
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
数
３
　
子
ど
も
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「き
っ
ず
の
森
」ア
ク
セ
ス
件
数
４
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数 ５
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
人
材
情
報
の
登
録
者
数
６
　
ま
な
び
C
A
N
・E
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
登
録
者
数
７
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
開
催
回
数
８
　
収
蔵
品
シ
ス
テ
ム
ア
ク
セ
ス
件
数
９
　
図
書
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
件
数
１
　
3,
50
0,
00
0件
（平
成
29
年
度
）
２
　
54
施
設
（平
成
29
年
度
）
３
　
25
,0
00
件
（平
成
29
年
度
）
４
　
30
0,
00
0件
（平
成
29
年
度
）
５
　
1,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
６
　
30
0人
（平
成
29
年
度
）
７
　
60
講
座
（平
成
29
年
度
）
８
　
16
,8
00
件
（平
成
29
年
度
）
９
　
24
0,
00
0件
（平
成
29
年
度
）
学
び
を
通
し
て
人
・地
域
と
つ
な
が
ろ
う
学
び
で
つ
な
ぐ
人
や
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
－166－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
情
報
化
に
対
応
し
た
学
び
の
機
会
の
提
供
‐
○
　
情
報
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
に
貢
献
す
る
人
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
久
留
米
市
久
留
米
市
教
育
改
革
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
未
来
を
担
う
人
間
力
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
の
育
成
家
庭
・地
域
と
の
連
携
と
学
校
力
の
向
上
家
庭
・地
域
・就
学
前
教
育
と
の
協
働
‐
‐
‐
‐
‐
大
型
公
民
館
，
地
区
公
民
館
，
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
，
文
化
セ
ン
タ
ー
の
延
べ
利
用
者
数
。
利
用
者
数
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り
，
公
民
館
な
ど
の
身
近
な
施
設
の
有
効
活
用
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。
各
公
民
館
な
ど
の
延
べ
利
用
者
数
を
毎
年
集
計
し
把
握
す
る
。
直
近
値
か
ら
約
10
%増
を
目
標
と
す
る
。
公
民
館
な
ど
の
利
用
者
数
1,
30
9,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
市
立
小
中
学
校
の
地
域
学
校
交
流
セ
ン
タ
ー
や
会
議
室
な
ど
の
延
べ
利
用
者
数
。
利
用
者
数
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り
，
公
民
館
以
外
の
身
近
な
施
設
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。
各
学
校
の
地
域
関
係
者
で
組
織
す
る
学
習
開
放
運
営
協
議
会
の
延
べ
利
用
者
数
を
毎
年
集
計
し
把
握
す
る
。
直
近
値
か
ら
約
10
%増
を
目
標
と
す
る
。
学
校
開
放
事
業
の
利
用
者
数
45
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
公
民
館
，
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
講
座
な
ど
の
延
べ
参
加
者
数
。
参
加
者
数
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り
，
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
講
座
な
ど
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。
各
公
民
館
な
ど
の
延
べ
参
加
者
数
を
毎
年
集
計
し
把
握
す
る
。
直
近
値
か
ら
約
10
%増
を
目
標
と
す
る
。
公
民
館
講
座
な
ど
の
参
加
者
数
97
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
公
民
館
，
科
学
館
，
図
書
館
，
日
吉
青
年
の
家
，
中
央
青
年
の
家
な
ど
の
催
し
・行
事
の
延
べ
参
加
者
数
。
参
加
者
数
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り
，
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
催
し
・行
事
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。
各
公
民
館
な
ど
の
延
べ
参
加
者
数
を
毎
年
集
計
し
把
握
す
る
。
直
近
値
か
ら
約
10
%増
を
目
標
と
す
る
。
公
民
館
な
ど
の
催
し
・行
事
の
参
加
者
数
52
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
‐
能
力
や
経
験
を
社
会
に
活
か
す
た
め
に
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
人
の
数
。
登
録
者
数
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り
，
地
域
に
お
け
る
学
習
活
動
な
ど
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
が
増
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。
関
係
部
局
な
ど
が
人
材
と
し
て
登
録
し
た
者
の
数
を
毎
年
集
計
し
把
握
す
る
。
直
近
値
か
ら
11
0人
増
を
目
標
と
す
る
。
生
涯
学
習
に
関
す
る
人
材
バ
ン
ク
登
録
者
数
40
0人
（平
成
27
年
度
）
‐
講
座
や
研
修
会
の
講
師
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
た
人
の
延
べ
人
数
。
支
援
者
数
が
伸
び
る
こ
と
に
よ
り
，
地
域
の
学
習
活
動
な
ど
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
。
関
係
部
局
な
ど
の
延
べ
支
援
者
数
を
毎
年
集
計
し
把
握
す
る
。
直
近
値
か
ら
約
10
%増
を
目
標
と
す
る
。
地
域
の
学
習
活
動
な
ど
へ
の
支
援
者
数
3,
40
0人
（平
成
27
年
度
）
生
涯
学
習
支
援
体
制
の
充
実
○
　
読
書
活
動
支
援
の
取
組
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
活
動
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
多
様
な
学
習
情
報
の
提
供
‐
「ま
な
び
の
ガ
イ
ド
」へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
80
,0
00
件
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
「家
庭
教
育
学
級
」へ
の
ア
ク
セ
ス
数
90
学
級
（平
成
28
年
度
）
‐
地
区
公
民
館
で
開
催
す
る
集
会
「子
育
て
の
集
い
」へ
の
参
加
者
数
1,
40
0人
（平
成
28
年
度
）
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
を
し
て
い
る
人
の
割
合
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
人
の
割
合
○
　
環
境
学
習
実
施
N
P
O
団
体
等
の
数
家
庭
教
育
の
向
上
家
庭
・地
域
教
育
の
充
実
平
成
25
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
志
を
も
っ
て
社
会
を
生
き
る
人
づ
く
り
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
教
育
の
推
進
平
成
26
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
て
い
き
い
き
と
学
べ
る
社
会
を
つ
く
り
ま
す
学
習
に
取
組
め
る
場
の
充
実
を
図
り
ま
す 学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
能
力
や
経
験
が
社
会
に
活
か
さ
れ
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
と
も
に
学
び
・支
え
あ
う
，
地
域
力
を
育
む
生
涯
学
習
社
会
の
創
造
高
松
市
い
き
い
き
高
松
ま
な
び
プ
ラ
ン
高
松
市
教
育
振
興
基
本
計
画
高
知
市
高
知
市
教
育
振
興
基
本
計
画
長
崎
市
長
崎
市
教
育
振
興
基
本
計
画
大
分
市
大
分
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
役
立
つ
学
び
の
情
報
を
人
・地
域
・ま
ち
に
ひ
ろ
げ
よ
う
１
　
た
か
ま
つ
子
育
て
情
報
サ
イ
ト
「ら
っ
こ
ネ
ッ
ト
」ア
ク
セ
ス
件
数
２
　
公
共
施
設
利
用
総
合
シ
ス
テ
ム
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
数
３
　
子
ど
も
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「き
っ
ず
の
森
」ア
ク
セ
ス
件
数
４
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数 ５
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
人
材
情
報
の
登
録
者
数
６
　
ま
な
び
C
A
N
・E
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
登
録
者
数
７
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
開
催
回
数
８
　
収
蔵
品
シ
ス
テ
ム
ア
ク
セ
ス
件
数
９
　
図
書
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
件
数
１
　
3,
50
0,
00
0件
（平
成
29
年
度
）
２
　
54
施
設
（平
成
29
年
度
）
３
　
25
,0
00
件
（平
成
29
年
度
）
４
　
30
0,
00
0件
（平
成
29
年
度
）
５
　
1,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
６
　
30
0人
（平
成
29
年
度
）
７
　
60
講
座
（平
成
29
年
度
）
８
　
16
,8
00
件
（平
成
29
年
度
）
９
　
24
0,
00
0件
（平
成
29
年
度
）
生
涯
学
習
に
お
け
る
情
報
化
の
推
進
公
民
館
の
P
R
や
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
環
境
づ
く
り
学
習
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
や
設
備
の
充
実
自
治
会
集
会
所
，
学
校
，
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
・活
用
学
習
施
設
や
内
容
の
情
報
提
供
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
平
和
・人
権
・環
境
な
ど
の
現
代
的
課
題
，
長
崎
市
の
歴
史
・文
化
な
ど
の
長
崎
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
，
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
内
容
の
充
実
子
ど
も
の
様
々
な
発
達
段
階
に
つ
い
て
の
理
解
や
親
と
し
て
の
関
わ
り
方
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
家
庭
教
育
の
充
実
講
座
や
仕
事
な
ど
を
通
じ
て
習
得
し
た
経
験
や
能
力
を
基
に
活
動
し
て
い
る
人
材
な
ど
の
把
握
地
域
の
人
材
を
地
域
に
お
け
る
学
習
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
学
習
機
会
や
内
容
の
充
実
○
　
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
平
成
22
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
豊
か
な
人
間
性
の
創
造
社
会
教
育
の
推
進
と
生
涯
学
習
の
振
興
－167－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
‐
地
区
公
民
館
で
開
催
す
る
「乳
幼
児
家
庭
教
育
学
級
」
へ
の
参
加
組
数
40
0組
（平
成
28
年
度
）
‐
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者
が
学
ぶ
「子
育
て
講
演
会
」の
開
設
数
全
小
学
校
（平
成
28
年
度
）
‐
中
学
校
に
て
思
春
期
の
子
ど
も
の
心
理
や
保
護
者
の
あ
り
方
を
学
ぶ
「思
春
期
講
演
会
」の
開
催
校
数
10
0%
（平
成
28
年
度
）
○
　
地
域
の
子
ど
も
活
動
を
支
援
す
る
取
組
‐
「お
お
い
た
ふ
れ
あ
い
学
び
の
広
場
」実
施
校
区
数
60
校
区
（平
成
28
年
度
）
○
　
「生
涯
学
習
指
導
者
登
録
制
度
」の
拡
充
‐
「生
涯
学
習
指
導
者
登
録
制
度
」の
登
録
者
数
40
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
大
分
市
こ
ど
も
の
安
全
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
30
,0
00
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
少
年
自
然
の
家
主
催
事
業
‐
定
員
に
対
す
る
参
加
率
10
0%
（平
成
28
年
度
）
○
　
人
権
講
演
会
‐
人
権
講
演
会
(地
区
人
権
教
育
(尊
重
）推
進
協
議
会
主
催
等
）の
参
加
人
数
7,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
大
分
市
人
権
・同
和
教
育
推
進
連
絡
協
議
会
‐
加
入
団
体
数
10
5団
体
（平
成
28
年
度
）
○
　
地
区
人
権
教
育
（尊
重
）推
進
協
議
会
‐
地
区
懇
談
会
の
参
加
者
数
6,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
子
ど
も
の
身
近
な
場
所
で
の
体
験
活
動
等
の
実
施
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
の
教
室
・講
座
の
実
施
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
会
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
す
べ
て
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
家
庭
教
育
の
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
‐
‐
‐
‐
高
等
教
育
機
関
や
N
P
O
法
人
，
民
間
団
体
等
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
学
び
直
し
や
現
代
的
課
題
解
決
に
向
け
た
学
習
の
創
出
‐
‐
‐
‐
市
民
の
自
主
的
活
動
の
支
援
と
促
進
に
つ
な
が
る
教
室
・講
座
の
創
出
‐
‐
‐
‐
青
年
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
多
様
な
学
習
活
動
の
展
開
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
活
か
す
活
動
へ
の
参
加
促
進
‐
‐
‐
‐
青
年
や
女
性
を
対
象
と
し
た
教
室
・講
座
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
き
が
い
づ
く
り
や
学
び
直
し
等
の
学
習
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
経
験
や
知
識
，
優
れ
た
技
術
を
活
か
せ
る
場
の
提
供
‐
‐
‐
‐
新
し
い
情
報
機
器
活
用
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
‐
‐
‐
‐
情
報
誌
の
提
供
‐
‐
‐
‐
情
報
教
育
に
関
す
る
教
室
・講
座
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
指
導
者
制
度
の
充
実
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
体
験
活
動
等
の
支
援
‐
‐
‐
‐
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
の
活
用
‐
‐
‐
‐
地
域
内
の
関
係
機
関
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
‐
‐
‐
‐
豊
の
都
市
校
区
ひ
と
づ
く
り
推
進
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
拠
点
と
し
て
の
地
区
公
民
館
の
機
能
強
化
‐
‐
‐
‐
学
校
教
育
に
お
け
る
地
域
の
人
材
活
用
‐
‐
‐
‐
地
区
公
民
館
と
関
係
機
関
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
‐
‐
大
分
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
大
分
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（第
2次
）
学
習
機
会
や
内
容
の
充
実
○
　
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た
め
の
取
組
地
域
活
動
の
充
実
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
･社
会
環
境
整
備
な
ど
の
推
進
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
豊
か
な
人
間
性
の
創
造
社
会
教
育
の
推
進
と
生
涯
学
習
の
振
興
青
少
年
の
健
全
育
成
人
権
を
尊
重
す
る
社
会
づ
く
り
の
推
進
‐
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
・同
和
教
育
の
推
進
平
成
23
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
機
会
や
内
容
の
充
実
地
域
子
ど
も
教
育
の
推
進
家
庭
教
育
の
支
援
成
人
教
育
の
推
進
高
齢
者
教
育
の
推
進
生
涯
学
習
支
援
体
制
の
充
実
学
習
情
報
提
供
活
動
の
充
実
人
材
育
成
の
支
援
公
民
館
活
動
の
充
実
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
の
推
進
社
会
教
育
関
係
団
体
等
と
の
連
携
・支
援
－168－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
社
会
教
育
関
係
団
体
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
市
民
の
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
住
民
に
よ
る
人
権
尊
重
の
理
念
の
醸
成
‐
‐
‐
‐
地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
た
人
権
・同
和
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
住
民
の
参
加
交
流
の
促
進
‐
‐
‐
‐
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
学
校
か
ら
家
庭
・地
域
へ
の
情
報
発
信
の
推
進
学
校
関
係
者
評
価
委
員
制
度
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
「学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
学
校
支
援
に
参
加
し
た
実
人
数
に
よ
り
，
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
の
度
合
い
を
見
る
指
標
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
17
,2
00
人
（平
成
29
年
度
）
‐
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
小
学
生
10
0%
（平
成
29
年
度
）
‐
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
中
学
生
10
0%
（平
成
29
年
度
）
体
験
活
動
の
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
支
援
自
然
体
験
活
動
の
支
援
‐
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
自
然
体
験
活
動
に
参
加
し
た
人
数
に
よ
り
事
業
の
成
果
を
見
る
指
標
自
然
体
験
活
動
参
加
者
数
5,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
児
童
子
育
て
講
座
を
就
学
時
健
康
診
断
の
際
に
実
施
し
た
小
学
校
の
数
に
よ
り
，
保
護
者
の
研
修
機
会
の
充
実
の
度
合
い
を
見
る
指
標
児
童
子
育
て
講
座
実
施
数
48
校
（平
成
29
年
度
）
‐
家
庭
教
育
学
級
に
登
録
し
た
保
護
者
数
に
よ
り
，
保
護
者
の
研
修
機
会
の
充
実
の
度
合
い
を
見
る
指
標
家
庭
教
育
学
級
登
録
者
数
3,
05
0人
（平
成
29
年
度
）
公
立
公
民
館
等
の
充
実
公
立
公
民
館
等
の
魅
力
の
創
出
‐
「総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」に
お
い
て
，
公
立
公
民
館
等
の
使
用
者
数
に
よ
り
，
利
用
状
況
を
見
る
指
標
公
立
公
民
館
等
の
利
用
者
数
87
0,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
公
民
館
，
図
書
館
，
地
域
学
校
連
携
施
設
等
の
生
涯
学
習
活
動
拠
点
の
整
備
‐
‐
様
々
な
主
体
と
の
連
携
・協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
関
連
事
業
の
充
実
‐
‐
那
覇
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
や
那
覇
市
婦
人
連
合
会
な
ど
，
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
・支
援
‐
‐
学
校
と
地
域
の
連
携
，
学
校
教
育
と
社
会
教
育
の
連
携
・融
合
の
推
進
‐
‐
社
会
教
育
関
係
団
体
指
導
者
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
，
関
係
職
員
等
の
生
涯
学
習
を
支
え
る
人
材
の
育
成
‐
‐
快
適
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
充
実
‐
‐
児
童
生
徒
の
体
力
向
上
及
び
成
人
の
運
動
･ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
確
保
‐
‐
競
技
力
の
総
合
的
向
上
及
び
指
導
者
の
育
成
･確
保
‐
‐
行
政
，
学
校
，
地
域
社
会
，
ス
ポ
ー
ツ
団
体
，
企
業
等
の
連
携
推
進
‐
‐
○
　
地
域
生
活
の
課
題
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
の
充
実
生
涯
学
習
関
係
部
局
で
開
催
さ
れ
て
い
る
学
級
・講
座
等
に
お
い
て
，
地
域
生
活
の
課
題
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
充
実
及
び
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
提
供
数
を
ゆ
る
や
か
に
増
や
し
，
市
民
の
地
域
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
ま
す
。
地
域
生
活
の
課
題
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
（学
級
・講
座
等
）提
供
数
学
級
・講
座
等
　
17
0件
／
出
前
講
座
46
件
（平
成
29
年
度
）
社
会
教
育
・家
庭
教
育
の
充
実
地
域
と
学
校
の
連
携
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
の
促
進
学
校
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
の
促
進
次
世
代
の
育
成
保
護
者
へ
の
研
修
機
会
の
提
供
子
ど
も
の
社
会
性
を
育
成
す
る
気
合
の
提
供
‐ 実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
「学
校
の
情
報
を
保
護
者
や
地
域
に
伝
え
る
取
組
」に
つ
い
て
の
保
護
者
満
足
度
‐ 実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
乳
幼
児
学
級
・家
庭
教
育
学
級
・親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
の
参
加
者
の
満
足
度
（仮
称
）生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
計
画
の
推
進
公
民
館
・図
書
館
と
し
て
供
用
化
（平
成
27
年
度
）
ど
こ
で
も
誰
で
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
社
会
体
育
施
設
の
延
べ
利
用
者
人
数
35
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
平
成
26
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
「全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
」の
地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
小
中
学
校
の
割
合
に
よ
り
，
児
童
生
徒
の
地
域
へ
の
関
わ
り
の
度
合
い
を
見
る
指
標
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
の
推
進
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上
ど
こ
で
も
誰
で
も
生
涯
学
習
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
学
習
情
報
の
提
供
･相
談
の
充
実
地
域
生
活
の
課
題
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
の
充
実
那
覇
市
那
覇
市
教
育
振
興
基
本
計
画
那
覇
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
宮
崎
市
宮
崎
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（改
訂
版
）
大
分
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
（第
2次
）
平
成
23
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
支
援
体
制
の
充
実
社
会
教
育
関
係
団
体
等
と
の
連
携
・支
援
人
権
・同
和
教
育
の
推
進
‐
－169－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
環
境
学
習
（講
座
）等
の
開
催
の
充
実
地
球
温
暖
化
対
策
，
廃
棄
物
対
策
，
自
然
保
護
，
動
物
愛
護
等
，
環
境
問
題
が
多
様
化
す
る
中
で
，
市
民
に
対
し
環
境
学
習
等
の
機
会
の
拡
充
を
図
り
，
環
境
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
環
境
学
習
（講
座
）等
の
開
催
数
66
0回
（平
成
29
年
度
）
○
　
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
啓
発
事
業
の
充
実
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
へ
の
，
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
に
対
す
る
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
意
識
啓
発
に
関
す
る
指
標
で
す
。
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
の
半
数
以
上
の
方
が
「心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
実
践
す
る
（し
た
い
）」
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
の
意
識
啓
発
の
割
合
50
%（
平
成
29
年
度
）
学
習
情
報
の
提
供
･相
談
の
充
実
○
　
会
員
制
交
流
サ
イ
ト
（Ｓ
Ｎ
Ｓ
）の
活
用
当
該
シ
ス
テ
ム
に
市
民
と
双
方
向
で
の
情
報
交
換
が
で
き
る
仕
組
み
（S
N
S
）を
取
り
入
れ
，
市
内
の
生
涯
学
習
資
源
に
関
す
る
情
報
提
供
・相
談
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
，
そ
の
活
用
館
数
を
設
定
し
ま
す
。
那
覇
市
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
生
涯
学
習
資
源
の
活
用
館
数
4館
（平
成
29
年
度
）
○
　
本
市
職
員
研
修
の
充
実
新
任
・現
任
職
員
研
修
及
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
研
修
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
や
，
研
修
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
よ
り
，
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
生
涯
学
習
に
関
す
る
研
修
数
5回
（平
成
29
年
度
）
○
　
中
央
公
民
館
へ
の
社
会
教
育
主
事
有
資
格
者
の
配
置
20
10
（平
成
22
）年
度
か
ら
社
会
教
育
主
事
講
習
が
沖
縄
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の
会
場
で
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
，
生
涯
学
習
課
・公
民
館
職
員
を
対
象
に
受
講
者
を
年
次
的
に
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
社
会
教
育
主
事
講
習
受
講
者
数
3人
（平
成
29
年
度
）
生
涯
学
習
に
係
る
自
主
団
体
等
の
発
掘
･育
成
･支
援
○
　
生
涯
学
習
事
業
に
係
る
自
主
団
体
等
の
発
掘
・
育
成
・支
援
本
市
公
民
館
で
は
，
サ
ー
ク
ル
団
体
等
を
社
会
貢
献
活
動
に
つ
な
げ
る
支
援
を
行
い
，
生
涯
学
習
課
は
，
生
涯
学
習
事
業
に
係
る
自
主
団
体
（N
P
O
）等
の
団
体
数
を
増
や
す
こ
と
に
努
め
，
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
生
涯
学
習
事
業
に
係
る
自
主
団
体
等
の
発
掘
・育
成
・
支
援
の
数
公
民
館
　
45
件
／
生
涯
学
習
課
　
15
件
（平
成
29
年
度
）
○
　
那
覇
市
協
働
大
使
委
嘱
と
市
民
団
体
の
活
動
支
援
ま
ち
づ
く
り
で
活
躍
す
る
市
民
へ
の
支
援
を
通
し
て
，
活
動
の
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
へ
と
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
協
働
大
使
委
嘱
者
数
82
2人
（平
成
29
年
度
）
○
　
本
市
公
民
館
及
び
本
市
立
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
市
公
民
館
及
び
市
立
図
書
館
の
業
務
委
託
団
体
が
実
績
を
挙
げ
て
い
る
中
で
，
今
後
，
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
，
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。
本
市
公
民
館
及
び
本
市
立
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
館
数
3館
（平
成
29
年
度
）
○
　
中
心
市
街
地
の
商
店
街
・通
り
会
等
と
の
連
携
・
協
力
関
係
の
充
実
「商
店
街
事
務
連
絡
会
」の
構
成
員
へ
の
情
報
提
供
等
の
充
実
を
通
し
て
，
商
店
街
等
の
活
性
化
の
課
題
解
決
に
向
け
て
の
意
見
交
換
等
を
活
発
化
し
，
行
政
と
経
済
団
体
及
び
経
済
団
体
間
の
相
互
交
流
，
連
携
・
協
力
関
係
の
充
実
を
図
り
，
中
心
商
店
街
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。
商
店
街
事
務
連
絡
会
の
開
催
数
及
び
運
営
の
充
実
12
回
（平
成
29
年
度
）
○
　
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
利
用
の
充
実
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
数
を
増
や
す
こ
と
で
，
女
性
と
男
性
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
参
画
と
自
立
支
援
を
め
ざ
し
ま
す
。
な
は
女
性
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
16
,5
00
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
食
生
活
改
善
事
業
の
充
実
本
市
の
補
助
や
委
託
に
よ
り
那
覇
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
が
開
催
し
た
料
理
教
室
・展
示
会
等
の
数
を
増
や
す
こ
と
で
，
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
那
覇
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
が
開
催
し
た
教
室
等
の
数
30
教
室
（平
成
29
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
乳
幼
児
学
級
・家
庭
教
育
学
級
・親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
の
参
加
者
の
満
足
度
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
や
学
習
情
報
の
提
供
･相
談
の
充
実
地
域
生
活
の
課
題
に
関
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
の
充
実
人
材
育
成
の
充
実
本
市
職
員
研
修
等
の
充
実
N
P
O
，
高
等
教
育
機
関
，
企
業
と
の
連
携
N
P
O
，
高
等
教
育
機
関
，
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
那
覇
市
那
覇
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
－170－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
学
校
施
設
開
放
運
営
委
員
会
の
拡
充
本
市
立
小
中
学
校
の
地
域
学
校
連
携
施
設
の
開
放
を
円
滑
に
行
う
た
め
，
利
用
者
，
学
校
関
係
者
等
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
の
設
置
数
及
び
地
域
学
校
連
携
施
設
の
利
用
者
数
を
増
や
し
，
地
域
活
性
化
を
図
り
ま
す
学
校
施
設
開
放
運
営
委
員
会
設
置
数
及
び
地
域
学
校
連
携
施
設
利
用
者
数
10
施
設
／
26
0,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
○
　
学
校
体
育
施
設
開
放
利
用
の
推
進
魅
力
あ
る
広
報
活
動
に
取
り
組
み
，
学
校
体
育
施
設
利
用
者
数
を
増
や
し
，
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
推
進
し
ま
す
。
学
校
体
育
施
設
開
放
の
利
用
者
数
30
0,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
新
た
な
地
域
自
治
の
し
く
み
づ
く
り
○
　
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
の
充
実
モ
デ
ル
事
業
実
施
地
域
に
存
在
す
る
各
種
団
体
へ
の
自
立
支
援
の
充
実
を
図
り
，
行
政
主
導
か
ら
地
域
（市
民
）主
導
の
運
営
に
移
行
す
る
こ
と
で
，
新
た
な
地
域
自
治
の
し
く
み
づ
く
り
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
モ
デ
ル
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
の
充
実
‐
○
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
参
加
率
を
高
め
る
市
の
乳
児
検
診
（9
～
11
カ
月
）に
参
加
し
た
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
対
し
，
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
へ
の
参
加
率
を
高
め
る
こ
と
で
，
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
参
加
率
10
0%
（平
成
29
年
度
）
○
　
本
市
公
民
館
主
催
の
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
市
公
民
館
で
主
催
す
る
乳
幼
児
学
級
，
家
庭
教
育
学
級
，
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
の
参
加
者
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
で
，
家
庭
教
育
力
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
‐
95
.0
%（
平
成
29
年
度
）
○
　
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
の
拡
充
子
育
て
家
庭
に
対
し
，
交
流
の
場
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
・指
導
，
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
等
の
育
児
支
援
を
推
進
す
る
た
め
，
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
及
び
そ
の
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
で
，
家
庭
教
育
力
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
数
及
び
利
用
者
数
17
施
設
／
86
,9
26
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
那
覇
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
へ
の
支
援
の
充
実
市
内
各
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
対
象
に
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催
を
通
し
て
，
家
庭
教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
“那
覇
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
”の
開
催
数
1回
（平
成
29
年
度
）
○
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
拡
充
放
課
後
や
週
末
等
に
，
小
中
学
校
の
余
裕
教
室
や
自
治
公
民
館
等
を
活
用
し
て
，
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
活
動
，
地
域
と
の
交
流
活
動
な
ど
を
行
う
当
教
室
数
と
利
用
者
数
を
増
や
す
こ
と
で
，
子
ど
も
の
健
全
育
成
と
地
域
教
育
力
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
放
課
後
子
ど
も
教
室
実
施
校
区
数
・教
室
数
37
校
区
／
45
教
室
（平
成
29
年
度
）
○
　
“や
る
気
・元
気
旗
頭
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
な
は
”事
業
の
充
実
教
師
や
地
域
住
民
の
有
志
か
ら
児
童
生
徒
へ
旗
頭
活
動
の
指
導
・助
言
等
を
行
い
，
地
域
の
教
育
力
を
高
め
る
と
と
も
に
，
当
該
事
業
に
参
加
す
る
児
童
生
徒
数
を
増
や
し
て
い
き
ま
す
。
“や
る
気
・元
気
旗
頭
フ
ェ
ス
タ
ｉｎ
な
は
”の
参
加
児
童
生
徒
数
1,
30
0人
（平
成
29
年
度
）
○
　
那
覇
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援
の
充
実
課
題
検
討
会
議
を
開
催
し
，
子
ど
も
会
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
，
市
子
連
へ
の
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
市
子
連
と
の
「課
題
検
討
会
議
」数
3回
（平
成
29
年
度
）
○
　
若
者
自
立
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
育
成
「若
者
自
立
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座
」の
開
催
を
通
し
て
，
就
労
が
困
難
な
若
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
人
材
を
育
成
し
，
実
践
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。
「若
者
自
立
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座
」の
数
1回
（平
成
29
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
乳
幼
児
学
級
・家
庭
教
育
学
級
・親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
の
参
加
者
の
満
足
度
児
童
･生
徒
･若
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
事
業
の
充
実
児
童
･生
徒
･若
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
人
材
育
成
と
連
携
総
合
的
な
学
校
開
放
の
推
進
家
庭
教
育
力
･地
域
教
育
力
の
充
実
家
庭
教
育
力
の
充
実
地
域
教
育
力
の
充
実
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
「ま
な
び
と
実
践
」に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
～
主
と
し
て
学
校
区
域
を
拠
点
と
し
て
～
学
校
区
域
を
拠
点
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
那
覇
市
那
覇
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
－171－
（4
）3
0
万
人
以
上
～
5
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
若
者
自
立
支
援
事
業
の
充
実
「地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
は
」の
運
営
を
充
実
さ
せ
る
た
め
，
調
整
会
議
の
開
催
を
通
し
て
，
就
労
が
困
難
な
若
者
の
自
立
支
援
に
努
め
ま
す
。
｢地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
は
｣等
と
の
連
携
に
関
す
る
調
整
会
議
の
開
催
数
3回
（平
成
29
年
度
）
○
　
小
中
学
生
が
様
々
な
体
験
や
学
び
が
で
き
る
機
会
の
提
供
小
学
生
・中
学
生
が
様
々
な
学
び
を
体
験
で
き
る
よ
う
少
年
教
室
や
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座
等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
公
民
館
講
座
以
外
で
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
の
学
び
や
遊
び
の
機
会
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
小
中
学
生
が
参
加
で
き
る
講
座
等
の
件
数
55
件
（平
成
29
年
度
）
○
　
児
童
生
徒
県
外
交
流
事
業
の
充
実
市
内
の
児
童
生
徒
が
県
外
の
生
活
文
化
が
異
な
る
児
童
生
徒
と
の
交
流
等
を
通
し
て
，
視
野
を
広
げ
，
成
長
し
て
も
ら
う
た
め
，
企
画
内
容
の
充
実
と
参
加
者
を
増
や
す
こ
と
に
努
め
ま
す
。
那
覇
市
児
童
生
徒
県
外
交
流
事
業
参
加
者
数
38
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
展
示
会
・解
説
会
の
充
実
世
界
遺
産
解
説
会
及
び
埋
蔵
文
化
財
の
展
示
会
等
の
観
覧
者
を
増
や
し
て
，
市
民
の
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
文
化
財
展
示
会
・解
説
会
の
観
覧
者
数
1,
00
0人
（平
成
29
年
度
）
○
　
歴
史
・文
化
講
座
の
充
実
地
域
団
体
（首
里
振
興
会
）と
の
連
携
に
よ
る
那
覇
の
歴
史
・文
化
に
関
す
る
魅
力
あ
る
講
座
の
開
催
と
受
講
者
を
増
や
し
て
，
市
民
の
生
涯
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
歴
史
・文
化
講
座
（首
里
大
学
）の
受
講
者
数
49
0人
（平
成
29
年
度
）
○
　
出
前
こ
ど
も
博
物
館
講
座
の
充
実
沖
縄
の
伝
統
工
芸
「壺
屋
焼
」に
関
す
る
体
験
型
の
魅
力
あ
る
出
前
講
座
数
を
増
や
し
て
，
子
ど
も
の
伝
統
文
化
へ
の
理
解
を
促
進
し
ま
す
。
出
前
こ
ど
も
博
物
館
の
講
座
数
12
回
（平
成
29
年
度
）
○
　
文
化
財
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
強
化
地
域
の
歴
史
・伝
統
文
化
等
に
つ
い
て
，
多
く
の
市
民
や
観
光
客
に
啓
発
し
て
い
く
こ
と
は
，
生
涯
学
習
機
会
の
拡
充
に
つ
な
が
る
の
で
，
「案
内
親
方
」，
「識
名
里
主
」の
利
用
回
数
を
増
や
す
こ
と
に
努
め
ま
す
。
史
跡
め
ぐ
り
案
内
講
師
「案
内
親
方
」・
識
名
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「識
名
里
主
」の
利
用
回
数
30
0回
（平
成
29
年
度
）
○
　
地
域
団
体
や
博
物
館
友
の
会
と
の
連
携
強
化
地
域
団
体
や
那
覇
市
立
壺
屋
焼
物
博
物
館
友
の
会
と
の
共
催
事
業
数
を
増
や
す
こ
と
で
，
市
民
と
の
協
働
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
地
域
団
体
及
び
壺
屋
焼
物
博
物
館
友
の
会
と
の
共
催
事
業
数
10
件
（平
成
29
年
度
）
○
　
那
覇
ま
ち
ま
～
い
利
用
の
充
実
市
民
や
観
光
客
等
が
那
覇
の
ま
ち
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
で
，
ま
ち
へ
の
愛
着
が
深
ま
り
，
生
涯
学
習
の
機
会
充
実
に
つ
な
が
る
の
で
，
那
覇
ま
ち
ま
～
い
利
用
者
を
増
や
す
こ
と
を
め
ざ
し
ま
す
。
那
覇
ま
ち
ま
～
い
ガ
イ
ド
利
用
者
数
25
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
那
覇
市
青
年
団
体
連
絡
会
と
の
連
携
強
化
当
連
絡
会
と
調
整
会
議
の
開
催
数
を
増
や
し
，
連
携
協
力
の
強
化
を
通
し
て
，
活
動
の
充
実
を
図
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
那
覇
市
青
年
団
体
連
絡
会
と
の
調
整
会
議
の
開
催
数
13
回
（平
成
29
年
度
）
○
　
那
覇
市
婦
人
連
合
会
と
の
連
携
強
化
当
連
合
会
が
主
催
す
る
“芸
能
大
会
”へ
の
各
支
部
婦
人
会
の
参
加
数
を
増
や
す
た
め
，
広
報
活
動
等
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
，
伝
統
芸
能
の
保
存
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
“那
覇
市
婦
人
連
合
会
芸
能
大
会
”へ
の
参
加
婦
人
会
数
8団
体
（平
成
29
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
乳
幼
児
学
級
・家
庭
教
育
学
級
・親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
の
参
加
者
の
満
足
度
児
童
･生
徒
･若
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
事
業
の
充
実
児
童
･生
徒
･若
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
人
材
育
成
と
連
携
県
都
「な
は
」の
歴
史
･文
化
･地
域
特
性
を
生
か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
歴
史
・文
化
資
源
等
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
歴
史
･文
化
資
源
等
を
生
か
し
た
事
業
の
充
実
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
特
性
を
生
か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
歴
史
･文
化
資
源
等
を
生
か
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
「ま
な
び
と
実
践
」に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
～
主
と
し
て
学
校
区
域
を
拠
点
と
し
て
～
那
覇
市
那
覇
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
－172－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
函
館
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
参
考
：函
館
市
義
務
教
育
基
本
計
画
社
会
全
体
で
の
子
供
た
ち
の
学
び
の
支
援
○
　
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
体
制
の
構
築
○
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
と
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
○
　
学
校
支
援
活
動
へ
の
企
業
等
の
活
用
○
　
放
課
後
子
供
教
室
の
開
設
と
今
後
の
在
り
方
の
検
討
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
○
　
地
域
へ
の
学
校
開
放
の
実
施
○
　
学
校
評
議
員
か
ら
の
意
見
等
と
そ
の
対
応
状
況
に
関
す
る
各
学
校
へ
の
情
報
提
供
豊
か
な
つ
な
が
り
の
中
で
の
家
庭
教
育
支
援
○
　
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
域
の
取
組
の
支
援
○
　
魅
力
あ
る
学
習
機
会
の
提
供
市
民
の
現
代
的
・社
会
的
な
課
題
に
対
応
し
た
学
習
や
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
学
習
の
充
実
○
　
市
民
が
必
要
な
課
題
等
の
整
理
と
そ
れ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
提
供
○
　
学
習
機
会
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
周
知
○
　
講
座
体
系
の
見
直
し
の
検
討
市
民
の
現
代
的
・社
会
的
な
課
題
に
対
応
し
た
学
習
に
取
り
組
む
団
体
及
び
人
材
の
充
実
○
　
団
体
・サ
ー
ク
ル
及
び
指
導
者
の
育
成
・確
保
と
市
民
へ
の
周
知
○
　
団
体
・サ
ー
ク
ル
及
び
指
導
者
を
育
成
す
る
専
門
的
人
材
の
養
成
・配
置
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
に
対
す
る
支
援
市
民
の
現
代
的
・社
会
的
な
課
題
に
対
応
し
た
学
習
や
郷
土
へ
の
愛
着
を
深
め
る
図
書
資
料
の
充
実
○
　
市
民
図
書
館
に
お
け
る
調
査
研
究
資
料
及
び
郷
土
資
料
の
収
集
○
　
収
集
し
た
図
書
資
料
の
展
示
と
周
知
方
法
の
見
直
し
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
学
習
・サ
ー
ビ
ス
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
推
進
員
に
よ
る
生
涯
学
習
相
談
の
実
施 ○
　
学
習
成
果
の
発
表
の
場
の
提
供
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
学
習
講
座
の
充
実
○
　
多
様
化
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
提
供
○
　
学
習
機
会
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
周
知
○
　
講
座
体
系
の
見
直
し
の
検
討
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
○
　
有
効
活
用
さ
れ
る
図
書
資
料
の
収
集
○
　
収
集
し
た
図
書
資
料
の
展
示
と
周
知
方
法
の
見
直
し
○
　
読
書
活
動
を
推
進
す
る
講
座
等
の
実
施
○
　
移
動
図
書
館
に
よ
る
巡
回
方
法
の
見
直
し
等
青
少
年
に
対
す
る
様
々
な
体
験
活
動
の
充
実
○
　
国
際
的
な
交
流
の
実
施
○
　
科
学
体
験
講
座
等
の
開
催
○
　
青
森
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
に
対
す
る
支
援
○
　
子
供
の
文
化
・芸
術
活
動
へ
の
支
援
と
版
画
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
○
　
体
験
活
動
の
把
握
と
実
施
方
法
の
検
討
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
満
足
度
○
　
文
化
・芸
術
に
対
す
る
満
足
度
○
　
歴
史
・文
化
，
祭
り
な
ど
に
つ
い
て
誇
り
に
感
じ
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
文
化
財
の
保
存
・活
用
に
対
す
る
満
足
度
青
森
市
青
森
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
り
教
育
力
を
高
め
ま
す
市
内
小
中
学
校
で
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
保
護
者
・地
域
住
民
の
数
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
3,
04
6人
（平
成
27
年
度
）
一
人
一
人
の
社
会
参
加
と
生
涯
に
わ
た
る
学
習
を
促
進
す
る
社
会
教
育
・生
涯
学
習
市
民
の
暮
ら
し
や
仕
事
，
現
代
的
・社
会
的
課
題
の
解
決
に
向
け
た
学
習
を
支
え
ま
す
市
民
セ
ン
タ
ー
・公
民
館
で
開
催
す
る
現
代
的
・社
会
的
課
題
や
郷
土
に
対
す
る
講
座
等
に
参
加
し
た
者
の
数
現
代
的
・社
会
的
課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
等
へ
の
参
加
者
数
6,
63
9人
（平
成
27
年
度
）
市
民
の
生
涯
の
各
段
階
を
通
じ
た
自
主
的
な
学
習
を
支
え
ま
す
１
　
青
森
地
区
11
市
民
セ
ン
タ
ー
,浪
岡
地
区
6公
民
館
,
細
野
山
の
家
の
総
利
用
者
数
２
　
誰
も
が
興
味
や
必
要
に
応
じ
て
，
図
書
館
や
講
座
な
ど
で
学
ぶ
環
境
が
整
っ
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
１
　
市
民
セ
ン
タ
ー
等
の
総
利
用
者
数
２
　
社
会
教
育
・生
涯
学
習
に
対
す
る
満
足
度
１
　
91
6,
17
3人
２
　
41
.3
％
（平
成
27
年
度
）
青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
支
え
ま
す
１
　
青
少
年
が
犯
罪
や
非
行
に
走
る
こ
と
な
く
，
健
全
に
育
っ
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
２
　
自
立
と
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
講
座
に
参
加
し
た
20
・3
0代
の
実
人
数
青
少
年
の
自
立
と
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
講
座
等
に
参
加
し
た
実
人
数
77
人
（平
成
27
年
度
）
個
を
生
か
し
，
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対
応
で
き
る
「生
き
る
力
」を
育
む
学
校
教
育
－173－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
子
供
を
有
害
情
報
や
非
行
か
ら
守
る
取
組
の
充
実
○
　
ネ
ッ
ト
上
の
有
害
情
報
把
握
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
等
○
　
学
校
及
び
家
庭
に
お
け
る
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
の
支
援
○
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
と
ペ
ア
レ
ン
タ
ル
・コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
普
及
・啓
発
○
　
少
年
指
導
委
員
等
に
よ
る
巡
回
・街
頭
指
導
の
実
施 ○
　
有
害
図
書
等
の
見
回
り
活
動
の
実
施
青
少
年
の
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
支
援
の
充
実
○
　
自
立
と
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
成
人
式
の
開
催
○
　
地
域
活
動
や
社
会
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
に
よ
る
青
少
年
の
主
体
的
な
活
動
の
支
援
○
　
青
少
年
に
対
す
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
○
　
「青
森
市
子
ど
も
・若
者
支
援
地
域
協
議
会
」の
協
議
の
結
果
を
踏
ま
え
た
支
援
青
少
年
に
対
す
る
交
流
環
境
づ
く
り
の
推
進
○
　
青
少
年
の
出
会
い
・集
い
・学
び
の
交
流
環
境
づ
く
り
の
推
進
社
会
全
体
で
の
子
供
た
ち
の
学
び
の
支
援
○
　
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
体
制
の
構
築
○
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
と
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
掘
○
　
学
校
支
援
活
動
へ
の
企
業
等
の
活
用
○
　
放
課
後
子
供
教
室
の
開
設
と
今
後
の
在
り
方
の
検
討
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
○
　
地
域
へ
の
学
校
開
放
の
実
施
○
　
学
校
評
議
員
か
ら
の
意
見
等
と
そ
の
対
応
状
況
に
関
す
る
各
学
校
へ
の
情
報
提
供
豊
か
な
つ
な
が
り
の
中
で
の
家
庭
教
育
支
援
○
　
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
地
域
の
取
組
の
支
援
○
　
魅
力
あ
る
学
習
機
会
の
提
供
文
化
・芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
○
　
文
化
・芸
術
作
品
に
関
す
る
作
品
展
の
開
催
等
○
　
舞
台
芸
術
に
関
す
る
鑑
賞
機
会
の
提
供
文
化
・芸
術
活
動
の
活
性
化
に
向
け
た
支
援
○
　
文
化
・芸
術
活
動
の
拠
点
づ
く
り
の
推
進
○
　
文
化
・芸
術
団
体
に
対
す
る
支
援
○
　
文
化
・芸
術
活
動
の
周
知
伝
統
芸
能
の
鑑
賞
機
会
と
発
表
機
会
の
充
実
○
　
「津
軽
三
味
線
日
本
一
決
定
戦
」の
支
援
○
　
伝
統
芸
能
の
発
表
機
会
の
提
供
民
俗
芸
能
の
継
承
○
　
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
ね
ぶ
た
運
行
に
対
す
る
支
援
○
　
民
俗
芸
能
団
体
に
対
す
る
発
表
の
場
の
提
供
と
後
継
者
育
成
に
向
け
た
ア
ド
バ
イ
ス
の
実
施
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
満
足
度
○
　
文
化
・芸
術
に
対
す
る
満
足
度
○
　
歴
史
・文
化
，
祭
り
な
ど
に
つ
い
て
誇
り
に
感
じ
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
文
化
財
の
保
存
・活
用
に
対
す
る
満
足
度
青
森
市
青
森
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
み
，
ま
ち
の
魅
力
と
活
力
を
高
め
る
文
化
・芸
術
市
民
の
文
化
・芸
術
活
動
を
支
え
ま
す
１
　
市
所
有
の
文
化
施
設
の
年
間
利
用
者
数
２
　
音
楽
，
美
術
な
ど
の
様
々
な
芸
術
や
文
化
と
身
近
に
触
れ
合
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
市
民
の
割
合
３
　
市
主
催
の
鑑
賞
型
文
化
事
業
の
観
客
者
数
４
　
津
軽
三
味
線
・津
軽
民
謡
，
ね
ぶ
た
囃
子
な
ど
伝
統
芸
能
の
発
表
の
場
の
提
供
を
目
的
と
し
た
事
業
の
観
客
数
一
人
一
人
の
社
会
参
加
と
生
涯
に
わ
た
る
学
習
を
促
進
す
る
社
会
教
育
・生
涯
学
習
青
少
年
の
健
全
な
成
長
を
支
え
ま
す
１
　
青
少
年
が
犯
罪
や
非
行
に
走
る
こ
と
な
く
，
健
全
に
育
っ
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
２
　
自
立
と
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
講
座
に
参
加
し
た
20
・3
0代
の
実
人
数
青
少
年
の
自
立
と
社
会
参
加
に
つ
な
が
る
講
座
等
に
参
加
し
た
実
人
数
77
人
（平
成
27
年
度
）
１
　
文
化
施
設
利
用
者
数
２
　
文
化
芸
術
鑑
賞
型
事
業
観
客
者
数
３
　
伝
統
文
化
鑑
賞
事
業
観
客
者
数
１
　
74
5,
79
8人
２
　
61
,9
41
人
３
　
4,
68
8人
文
化
財
を
守
り
，
伝
え
ま
す
１
　
歴
史
・文
化
，
祭
り
な
ど
に
つ
い
て
誇
り
に
感
じ
て
い
る
市
民
の
割
合
２
　
文
化
財
を
活
用
し
た
事
業
の
参
加
者
数
３
　
埋
蔵
文
化
財
，
歴
史
民
族
資
料
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
が
適
正
に
保
存
さ
れ
，
活
用
さ
れ
て
い
る
市
民
の
割
合
文
化
財
を
活
用
し
た
事
業
の
参
加
者
数
41
,7
16
人
－174－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
歴
史
民
俗
資
料
・移
籍
出
土
品
の
継
承
○
　
歴
史
民
俗
資
料
及
び
遺
跡
出
土
品
の
保
存
管
理
と
展
示
会
等
の
開
催
○
　
身
近
な
学
校
や
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
出
前
展
示
の
活
用
促
進
埋
蔵
文
化
財
の
継
承
○
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
史
跡
の
価
値
の
向
上
○
　
史
跡
の
公
有
化
と
活
用
に
向
け
た
整
備
○
　
小
牧
野
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
史
跡
・名
勝
・天
然
記
念
物
な
ど
の
保
存
・活
用
○
　
是
川
縄
文
の
里
整
備
事
業
○
　
北
海
道
・北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
の
世
界
遺
産
登
録
の
推
進
○
　
史
跡
等
環
境
整
備
事
業
○
　
史
跡
根
城
の
広
場
の
活
用
事
業
○
　
名
称
種
差
海
岸
の
保
護
管
理
事
業
○
　
天
然
記
念
物
「蕪
島
ウ
ミ
ネ
コ
繁
殖
地
」保
護
事
業 ○
　
浜
小
屋
及
び
漁
撈
民
俗
資
料
の
保
存
・広
報
事
業
」
‐
是
川
縄
文
館
・博
物
館
・南
郷
歴
史
民
俗
資
料
館
・史
跡
根
城
の
広
場
の
入
館
者
数
‐
埋
蔵
文
化
財
の
記
録
保
存
○
　
八
戸
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
事
業
‐
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
・報
告
会
へ
の
参
加
者
数
‐
民
俗
文
化
財
の
保
存
・継
承
○
　
無
形
民
俗
文
化
財
後
継
者
養
成
事
業
○
　
「民
俗
芸
能
の
夕
べ
」開
催
事
業
○
　
郷
土
芸
能
ビ
デ
オ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業
‐
伝
統
芸
能
団
体
へ
の
児
童
生
徒
の
参
加
者
数
‐
有
形
文
化
財
の
保
存
・管
理
○
　
指
定
文
化
財
管
理
事
業
‐
国
・県
・市
の
指
定
文
化
財
数
‐
歴
史
記
録
の
保
存
・活
用
○
　
先
人
周
知
事
業
○
　
史
跡
等
標
示
事
業
○
　
古
文
書
の
整
理
・解
読
の
推
進
○
　
八
戸
市
史
編
さ
ん
事
業
○
　
研
究
紀
要
の
発
行
○
　
収
蔵
資
料
の
活
用
‐
古
文
書
の
閲
覧
件
数
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
の
推
進
○
　
地
域
密
着
型
教
育
推
進
事
業
○
　
さ
わ
や
か
八
戸
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
ウ
ィ
ー
ク
事
業
‐
‐
教
育
資
源
の
多
様
な
活
用
○
　
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
‐
‐
社
会
教
育
施
設
等
の
整
備
・充
実
○
　
公
民
館
の
施
設
整
備
○
　
地
区
公
民
館
を
核
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
促
進
○
　
図
書
館
施
設
の
整
備
‐
地
区
公
民
館
の
市
民
1人
当
た
り
の
利
用
回
数
‐
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
充
実
○
　
家
庭
の
教
育
力
充
実
事
業
‐
家
庭
教
育
に
係
る
研
修
会
等
の
参
加
者
数
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
の
推
進
○
　
少
年
相
談
セ
ン
タ
ー
活
動
‐
巡
回
し
た
少
年
指
導
員
の
延
べ
人
数
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
対
す
る
満
足
度
○
　
文
化
・芸
術
に
対
す
る
満
足
度
○
　
歴
史
・文
化
，
祭
り
な
ど
に
つ
い
て
誇
り
に
感
じ
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
文
化
財
の
保
存
・活
用
に
対
す
る
満
足
度
‐
青
森
市
青
森
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
27
年
度
八
戸
市
八
戸
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
振
興
基
本
計
画
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
育
み
，
ま
ち
の
魅
力
と
活
力
を
高
め
る
文
化
・芸
術
文
化
財
を
守
り
，
伝
え
ま
す
１
　
歴
史
・文
化
，
祭
り
な
ど
に
つ
い
て
誇
り
に
感
じ
て
い
る
市
民
の
割
合
２
　
文
化
財
を
活
用
し
た
事
業
の
参
加
者
数
３
　
埋
蔵
文
化
財
，
歴
史
民
族
資
料
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
が
適
正
に
保
存
さ
れ
，
活
用
さ
れ
て
い
る
市
民
の
割
合
文
化
財
を
活
用
し
た
事
業
の
参
加
者
数
41
,7
16
人
個
性
豊
か
な
文
化
と
恵
ま
れ
た
自
然
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を
は
ぐ
く
み
ま
す
文
化
財
の
保
存
と
活
用
地
域
・社
会
ぐ
る
み
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
参
加
と
連
携
の
推
進
学
校
教
育
に
係
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
件
数
社
会
教
育
・家
庭
教
育
の
充
実
青
少
年
の
健
全
育
成
－175－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
青
少
年
の
交
流
の
推
進
○
　
南
部
藩
ゆ
か
り
の
都
市
と
の
交
流
事
業
○
　
青
少
年
派
遣
交
流
事
業
‐
‐
‐
青
少
年
の
地
域
活
動
の
推
進
○
　
青
少
年
の
地
域
活
動
の
推
進
事
業
‐
青
少
年
の
地
域
活
動
実
績
人
数
‐
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
○
　
八
戸
市
民
大
学
講
座
○
　
放
送
大
学
支
援
事
業
○
　
公
民
館
講
座
の
開
催
○
　
ＩＣ
Ｔ
講
習
会
の
開
催
‐
社
会
教
育
関
連
講
座
受
講
者
数
‐
特
色
あ
る
社
会
教
育
施
設
活
動
の
充
実
○
　
学
校
出
前
講
座
の
開
催
○
　
児
童
科
学
館
各
種
体
験
活
動
○
　
「青
少
年
の
た
め
の
科
学
の
祭
典
」の
開
催
○
　
図
書
館
の
利
用
促
進
○
　
「調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
」の
開
催
○
　
「市
民
講
座
」の
開
催
○
　
是
川
縄
文
館
　
各
種
展
覧
会
・体
験
講
座
開
催
事
業 ○
　
博
物
館
・南
郷
歴
史
民
俗
資
料
館
　
各
種
展
覧
会
・体
験
講
座
等
開
催
事
業
○
　
博
物
館
資
料
の
収
集
・公
開
‐
１
　
図
書
館
入
館
者
数
２
　
児
童
科
学
館
入
館
者
数
３
　
是
川
縄
文
館
・博
物
館
・南
郷
歴
史
民
俗
資
料
館
・
史
跡
根
城
の
広
場
の
入
館
者
数
‐
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・充
実
等
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
協
議
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
と
充
実
‐
‐
‐
‐
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
と
奨
励
‐
‐
‐
‐
文
化
会
館
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
文
化
遺
産
の
保
護
と
活
用
‐
‐
‐
‐
文
化
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
豊
か
な
学
び
と
体
験
を
通
し
て
，
思
い
や
り
の
心
と
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
る
人
づ
く
り
連
携
に
よ
る
教
育
の
充
実
家
庭
・地
域
と
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
支
援
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
住
民
と
共
創
す
る
公
民
館
運
営
の
推
進
‐
‐
‐
‐
図
書
館
の
充
実
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
事
業
の
充
実
‐
‐
‐
‐
少
年
自
然
の
家
に
お
け
る
社
会
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
‐
‐
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
‐
‐
‐
‐
学
校
体
育
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
児
童
・生
徒
の
登
下
校
時
等
の
安
全
・安
心
確
保
‐
‐
‐
‐
‐ ‐ ‐
生
涯
学
習
の
推
進
山
形
市
山
形
市
教
育
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
不
明
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
び
，
人
や
地
域
と
か
か
わ
り
，
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
人
づ
く
り
生
涯
を
通
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
，
健
や
か
な
体
と
心
を
も
つ
人
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
家
庭
・学
校
・地
域
と
連
携
し
，
次
代
を
担
う
健
全
な
人
づ
く
り
八
戸
市
八
戸
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
盛
岡
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
17
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
社
会
教
育
の
充
実
生
涯
に
わ
た
り
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
フ
の
実
現
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
豊
か
な
心
を
育
む
芸
術
文
化
活
動
の
支
援
文
化
施
設
の
整
備
と
活
用
歴
史
を
受
け
継
ぐ
文
化
遺
産
の
保
護
・活
用
歴
史
的
文
化
遺
産
の
保
護
と
活
用
青
少
年
の
健
全
育
成
体
制
の
充
実
社
会
教
育
の
充
実
あ
ら
ゆ
る
世
代
に
多
様
な
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
生
涯
学
習
の
充
実
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
構
築
盛
岡
市
地
域
・社
会
ぐ
る
み
の
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
青
少
年
の
健
全
育
成
－176－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
青
少
年
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
環
境
の
改
善
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
非
行
防
止
‐
‐
‐
‐
文
化
遺
産
の
保
存
・継
承
‐
‐
‐
‐
文
化
遺
産
の
啓
発
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
を
進
め
る
市
民
会
議
‐
‐
‐
関
係
団
体
・地
域
と
の
連
携
○
　
社
会
教
育
団
体
に
対
す
る
活
動
支
援
‐
‐
‐
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
○
　
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
‐
‐
‐
生
涯
学
習
相
談
事
業
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
指
導
員
に
よ
る
相
談
事
業
‐
‐
‐
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
事
業
展
開
○
　
環
境
に
関
す
る
学
習
‐
‐
‐
市
民
の
社
会
参
加
に
関
す
る
学
習
支
援
の
充
実
○
　
市
民
文
化
祭
‐
‐
‐
シ
ニ
ア
世
代
の
人
材
活
用
の
推
進
○
　
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
「A
・O
・Z
」活
用
推
進
事
業
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
向
上
に
関
す
る
支
援
事
業
の
展
開
○
　
放
課
後
子
供
教
室
推
進
事
業
‐
‐
‐
社
会
教
育
事
業
の
推
進
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等
に
応
じ
た
社
会
教
育
事
業
の
充
実
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
等
に
応
じ
た
各
種
学
級
・講
座
○
　
市
民
の
読
書
意
欲
を
喚
起
す
る
事
業
○
　
子
供
た
ち
の
創
造
力
や
科
学
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
事
業
‐
‐
‐
社
会
教
育
・生
涯
学
習
施
設
の
整
備
充
実
社
会
教
育
・生
涯
学
習
施
設
の
整
備
充
実
○
　
学
習
セ
ン
タ
ー
等
整
備
事
業
‐
１
　
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設
利
用
者
数
２
　
図
書
貸
出
冊
数
３
　
こ
む
こ
む
館
学
習
利
用
者
数
１
　
1,
49
0,
00
0人
２
　
1,
20
0,
00
0冊
３
　
20
,0
00
人
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
の
充
実
○
　
古
関
裕
而
記
念
音
楽
祭
事
業
○
　
心
ふ
れ
あ
い
音
楽
鑑
賞
事
業
○
　
ふ
れ
あ
い
オ
パ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト
事
業
○
　
小
学
生
の
た
め
の
演
劇
鑑
賞
事
業
（キ
ッ
ズ
シ
ア
タ
ー
）
‐
‐
‐
芸
術
文
化
の
発
表
機
会
の
充
実
○
　
芸
術
文
化
祭
事
業
‐
‐
‐
芸
術
文
化
団
体
な
ど
の
育
成
・支
援
○
　
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
の
活
動
支
援
○
　
中
・高
校
生
の
た
め
の
音
楽
講
習
事
業
（き
ら
め
き
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
）
‐
‐
‐
人
材
の
育
成
○
　
合
唱
指
導
法
講
習
会
事
業
‐
‐
‐
文
化
施
設
の
整
備
・検
討
文
化
施
設
の
整
備
・検
討
○
　
音
楽
堂
活
用
事
業
○
　
古
関
裕
而
記
念
館
事
業
‐
音
楽
堂
利
用
者
数
13
3,
00
0人
文
化
財
の
調
査
・整
理
文
化
財
の
調
査
・整
理
○
　
文
化
財
調
査
報
告
書
○
　
資
料
叢
書
刊
行
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
護
・保
存
文
化
財
の
保
護
・保
存
○
　
文
化
財
指
定
・登
録
○
　
文
化
財
保
護
指
導
員
に
よ
る
巡
視
○
　
史
跡
和
台
遺
跡
保
存
管
理
計
画
策
定
‐
‐
‐
文
化
財
の
活
用
○
　
旧
広
瀬
座
事
業
○
　
ふ
る
さ
と
福
島
伝
承
文
化
再
発
見
事
業
○
　
民
家
園
年
中
行
事
・伝
承
事
業
‐
‐
‐
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
○
　
地
域
の
歴
史
文
化
交
流
事
業
○
　
宮
畑
遺
跡
活
用
事
業
○
　
じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
○
　
じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑
と
観
光
振
興
・都
市
間
交
流
と
の
連
携
事
業
○
　
和
台
遺
跡
活
用
事
業
‐
じ
ょ
ー
も
ぴ
あ
宮
畑
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
会
員
数
80
人
‐ ‐
山
形
市
山
形
市
教
育
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
不
明
教
育
振
興
基
本
計
画
家
庭
・学
校
・地
域
と
連
携
し
，
次
代
を
担
う
健
全
な
人
づ
く
り
芸
術
文
化
の
振
興
芸
術
文
化
活
動
の
支
援
青
少
年
の
健
全
育
成
体
制
の
充
実
文
化
財
を
正
し
く
理
解
し
，
郷
土
に
誇
り
を
も
つ
人
づ
く
り
文
化
遺
産
の
保
存
・継
承
と
啓
発
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
生
涯
学
習
推
進
事
業
の
充
実
市
民
文
化
の
振
興
福
島
市
福
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
の
充
実
文
化
財
の
活
用
－177－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
文
化
財
施
設
の
整
備
・検
討
文
化
財
施
設
の
整
備
・検
討
○
　
資
料
展
示
室
（ふ
れ
あ
い
歴
史
館
）事
業
○
　
民
家
園
事
業
○
　
宮
畑
遺
跡
環
境
整
備
事
業
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
○
　
地
区
に
お
け
る
体
育
活
動
へ
の
支
援
事
業
‐
‐
‐
小
・中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
○
　
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
育
成
事
業
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
普
及
・促
進
○
　
市
民
体
育
祭
○
　
ふ
く
し
ま
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
○
　
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
‐
市
民
体
育
祭
参
加
者
数
12
,0
00
人
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
○
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
育
成
支
援
事
業
‐
‐
‐
指
導
者
の
育
成
○
　
指
導
者
講
習
会
事
業
‐
‐
‐
各
種
大
会
の
開
催
○
　
市
民
体
育
祭
○
　
ふ
く
し
ま
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
○
　
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
と
効
率
的
な
管
理
運
営
○
　
体
育
施
設
整
備
事
業
○
　
体
育
施
設
オ
ン
ラ
イ
ン
運
用
事
業
‐
‐
‐
学
校
体
育
施
設
の
有
効
活
用
○
　
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
‐
体
育
施
設
利
用
者
数
（学
校
体
育
施
設
を
含
む
。
）
2,
90
0,
00
0人
学
習
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
み
と
好
文
カ
レ
ッ
ジ
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
権
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
図
書
館
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
健
全
育
成
の
た
め
の
事
業
充
実
‐
‐
‐
‐
問
題
行
動
の
早
期
発
見
と
非
行
防
止
‐
‐
‐
‐
学
校
，
家
庭
，
地
域
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
芸
術
・文
化
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
博
物
館
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
護
，
保
存
，
活
用
‐
‐
‐
‐
史
跡
等
整
備
活
用
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
等
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
伝
統
芸
能
の
継
承
と
発
展
‐
‐
‐
‐
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
，
充
実
‐
‐
‐
‐
幼
稚
園
，
学
校
等
に
お
け
る
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
み
と
好
文
カ
レ
ッ
ジ
等
に
お
け
る
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
‐
‐
‐
‐
保
育
施
設
の
整
備
，
充
実
‐
‐
‐
‐
多
様
な
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
放
課
後
対
策
事
業
の
充
実
‐
‐
‐
‐
水
戸
市
水
戸
市
教
育
行
政
方
針
平
成
26
年
度
そ
の
他
社
会
教
育
の
振
興
保
育
環
境
の
充
実
子
育
て
支
援
の
充
実
福
島
市
福
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
芸
術
・文
化
活
動
の
充
実
歴
史
的
資
源
の
保
全
と
活
用
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
と
効
率
的
活
用
の
促
進
学
習
機
会
の
充
実
青
少
年
の
健
全
育
成
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
競
技
力
の
向
上
市
民
文
化
の
振
興
子
ど
も
・子
育
て
支
援
の
充
実
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐ ‐
－178－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
「筑
波
研
究
学
園
都
市
」の
特
性
を
い
か
し
た
連
携
に
よ
る
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
放
課
後
の
子
供
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
と
地
域
教
育
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
を
図
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
施
設
改
善
の
た
め
に
‐
‐
‐
‐
関
連
施
設
の
充
実
と
連
携
の
た
め
に
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
関
す
る
指
導
者
を
養
成
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
市
民
の
学
習
成
果
を
生
か
す
支
援
を
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
市
民
が
必
要
と
す
る
学
習
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
市
民
の
学
習
要
求
に
応
え
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
市
民
の
自
主
学
習
を
支
援
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
学
校
外
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
多
く
の
市
民
に
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
提
供
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
図
書
館
事
業
の
拡
充
を
図
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
市
民
活
動
・自
主
サ
ー
ク
ル
活
動
の
育
成
と
推
進
を
図
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
学
生
や
外
国
人
住
民
と
の
融
和
に
よ
る
市
民
活
力
の
増
大
に
む
け
て
‐
‐
‐
‐
各
種
文
化
財
の
保
存
と
そ
の
利
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
全
庁
的
な
連
携
・協
力
体
制
を
整
備
・充
実
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
市
民
の
生
涯
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
事
業
を
開
発
す
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
市
民
と
の
連
携
・協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
推
進
を
図
る
た
め
に
‐
‐
‐
‐
市
民
が
主
役
の
学
習
活
動
の
創
造
‐
‐
‐
‐
い
つ
で
も
誰
も
が
学
べ
る
学
習
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
子
供
が
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
本
が
つ
な
ぐ
仲
間
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
本
と
の
出
会
い
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
本
を
媒
介
と
し
た
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
創
出
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
支
援
サ
ー
ビ
ス
‐
‐
‐
‐
親
子
読
書
の
推
奨
・推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
協
働
の
図
書
館
活
動
‐
‐
‐
‐
史
跡
の
保
存
管
理
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐ ‐ ‐
つ
く
ば
市
つ
く
ば
市
教
育
振
興
基
本
計
画
豊
か
な
学
び
と
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
に
人
と
文
化
が
ふ
れ
あ
い
，
お
互
い
に
助
け
あ
う
心
安
ら
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
図
る
た
め
に 生
涯
学
習
支
援
の
仕
組
み
の
整
備
を
図
る
た
め
に
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
創
る
学
校
・家
庭
・地
域
社
会
の
連
携
に
よ
る
教
育
の
推
進
つ
く
ば
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
計
画
平
成
18
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
‐
生
涯
学
習
の
基
礎
づ
く
り
を
図
る
た
め
に
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
・充
実
を
図
る
た
め
に
市
民
の
学
習
成
果
を
生
か
す
た
め
に
学
習
情
報
の
提
供
と
学
習
相
談
の
充
実
を
図
る
た
め
に
伊
勢
崎
市
伊
勢
崎
市
教
育
行
政
方
針
平
成
26
年
度
そ
の
他
‐
市
民
が
主
役
の
生
涯
学
習
の
充
実
読
書
の
街
づ
く
り
の
推
進
郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
伝
承
と
郷
土
愛
の
育
成
－179－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
文
化
財
の
保
存
と
新
規
指
定
の
推
進
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
普
及
と
地
域
の
歴
史
文
化
の
継
承
‐
‐
‐
‐
世
界
遺
産
の
管
理
と
普
及
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
資
源
の
活
用
‐
‐
‐
‐
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
パ
ー
ト
ナ
ー
の
も
つ
知
的
資
源
の
活
用
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
奉
仕
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
の
人
材
活
用
の
推
進
‐
‐
‐
‐
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
○
　
青
少
年
交
流
事
業
の
実
施
○
　
「太
田
市
サ
イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
」の
開
催
‐
‐
‐
青
少
年
の
社
会
参
加
活
動
及
び
青
少
年
団
体
活
動
の
促
進
○
　
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
活
動
事
業
の
開
催
○
　
青
少
年
団
体
等
に
対
す
る
活
動
支
援
○
　
成
人
式
の
実
施
‐
１
　
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施
回
数
２
　
青
少
年
の
つ
ど
い
参
加
者
数
３
　
成
人
式
出
席
率
１
　
4回
２
　
70
名
３
　
76
％
地
域
ぐ
る
み
健
全
育
成
運
動
の
推
進
〇
　
青
健
推
モ
デ
ル
支
部
指
定
事
業
の
推
進
〇
　
太
田
市
青
少
年
健
全
育
成
大
会
の
開
催
‐
１
　
「少
年
の
日
」「
家
庭
の
日
」啓
発
応
募
作
品
数
（標
語
）
２
　
「少
年
の
日
」「
家
庭
の
日
」啓
発
応
募
作
品
数
（絵
画
・ポ
ス
タ
ー
）
１
　
30
0 
点
２
　
70
 点
非
行
防
止
対
策
の
充
実
と
健
全
育
成
〇
　
街
頭
補
導
，
青
少
年
に
有
害
な
図
書
等
の
自
動
販
売
機
対
策
を
含
め
環
境
浄
化
活
動
の
実
施
〇
　
電
話
，
メ
ー
ル
，
面
接
に
よ
る
相
談
事
業
の
充
実
‐
街
頭
指
導
実
施
日
数
15
0 
日
青
少
年
教
育
施
設
の
整
備
と
利
用
促
進
○
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
お
け
る
各
種
講
座
の
開
設 ○
　
青
少
年
教
育
施
設
の
改
修
・整
備
事
業
の
実
施
‐
１
　
金
山
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
数
２
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
利
用
者
数
１
　
6,
50
0名
２
　
28
,0
00
名
文
化
財
の
保
護
・活
用
○
　
文
化
財
の
保
護
・活
用
‐
市
内
（国
・県
・市
）指
定
文
化
財
の
数
19
3件
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
と
調
査
の
充
実
○
　
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
○
　
新
田
郡
衙
跡
（天
良
七
堂
遺
跡
）の
発
掘
調
査
‐
埋
蔵
文
化
財
最
新
情
報
展
の
入
場
者
数
20
0人
史
跡
の
整
備
と
活
用
○
　
史
跡
金
山
城
跡
整
備
事
業
の
推
進
○
　
史
跡
新
田
荘
遺
跡
の
確
認
調
査
の
推
進
‐
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
講
座
・教
室
開
催
回
数
12
回
資
料
館
及
び
記
念
館
等
の
充
実
○
　
新
田
荘
歴
史
資
料
館
(歴
史
施
設
課
)
○
　
縁
切
寺
満
徳
寺
資
料
館
(歴
史
施
設
課
)
○
　
高
山
彦
九
郎
記
念
館
(歴
史
施
設
課
)
○
　
藪
塚
本
町
歴
史
民
俗
資
料
館
(歴
史
施
設
課
)
○
　
史
跡
金
山
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
・太
田
市
金
山
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
(文
化
財
課
)
○
　
太
田
市
中
島
知
久
平
邸
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（文
化
財
課
）
○
　
大
隅
俊
平
美
術
館
(歴
史
施
設
課
)
‐
資
料
館
及
び
記
念
館
等
の
入
館
者
数
64
,0
00
人
学
校
応
援
団
活
動
の
充
実
‐
‐
P
T
A
活
動
の
活
性
化
の
推
進
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
・関
係
機
関
の
連
携
推
進
‐
‐
家
庭
教
育
推
進
活
動
の
実
施
‐
‐
親
の
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
平
成
26
年
度
教
育
行
政
方
針
を
兼
ね
て
い
る
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
青
少
年
交
流
事
業
：事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
参
加
し
て
“良
か
っ
た
”以
上
の
回
答
率
○
　
サ
イ
エ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
：事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
参
加
し
て
“良
か
っ
た
”以
上
の
回
答
率
‐
伊
勢
崎
市
伊
勢
崎
市
教
育
行
政
方
針
平
成
26
年
度
そ
の
他
‐
郷
土
の
歴
史
や
文
化
の
伝
承
と
郷
土
愛
の
育
成
奉
仕
活
動
の
支
援
・充
実
と
活
用
太
田
市
太
田
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
？
教
育
振
興
基
本
計
画
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
文
化
財
行
政
の
推
進
上
尾
市
上
尾
市
教
育
基
本
振
興
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
と
教
育
力
の
向
上
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
た
教
育
活
動
の
推
進
学
校
支
援
活
動
件
数
6,
68
2件
家
庭
教
育
の
充
実
－180－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
生
涯
学
習
振
興
基
本
計
画
の
推
進
‐
‐
生
涯
学
習
・社
会
教
育
情
報
の
収
集
・提
供
‐
‐
学
習
グ
ル
ー
プ
の
支
援
‐
‐
社
会
教
育
団
体
活
動
の
支
援
‐
‐
公
民
館
の
整
備
と
管
理
運
営
‐
‐
学
校
施
設
開
放
事
業
の
充
実
‐
‐
公
民
館
活
動
の
充
実
‐
‐
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
人
権
教
育
・啓
発
活
動
の
推
進
‐
‐
人
権
教
育
集
会
活
動
の
推
進
‐
‐
人
権
教
育
集
会
所
の
整
備
と
管
理
運
営
‐
‐
図
書
館
資
料
の
整
備
・充
実
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
‐
‐
図
書
館
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
文
化
芸
術
活
動
の
支
援
‐
‐
新
し
い
文
化
芸
術
を
創
造
す
る
活
動
の
支
援
‐
‐
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
運
営
・充
実
‐
‐
文
化
財
の
指
定
・登
録
と
保
存
・管
理
‐
‐
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
‐
‐
無
形
文
化
財
の
継
承
支
援
‐
‐
文
化
財
の
保
存
・活
用
‐
‐
歴
史
資
料
の
収
集
・整
理
と
保
存
・活
用
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
管
理
運
営
‐
‐
学
校
体
育
施
設
の
開
放
と
整
備
の
充
実
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
充
実
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
の
充
実
‐
‐
体
育
指
導
委
員
活
動
の
充
実
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
・活
用
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
団
体
の
育
成
・支
援
‐
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
支
援
‐
‐
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
‐
組
織
力
を
生
か
し
た
学
校
経
営
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
教
育
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
‐ ‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・充
実
上
尾
市
上
尾
市
教
育
基
本
振
興
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
文
化
芸
術
の
創
造
と
文
化
財
の
保
護
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
学
び
の
サ
ポ
ー
ト
生
涯
学
習
体
制
の
充
実
１
　
上
尾
市
政
出
前
講
座
参
加
者
数
２
　
学
校
施
設
開
放
利
用
総
数
３
　
公
民
館
事
業
参
加
者
数
４
　
人
権
教
育
集
会
所
利
用
総
数
５
　
図
書
蔵
書
数
１
　
13
,0
00
人
２
　
45
0件
３
　
23
,0
00
人
４
　
2,
70
0件
５
　
58
1,
88
0冊
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
生
涯
学
習
機
会
の
提
供
人
権
教
育
の
推
進
図
書
館
運
営
の
充
実
１
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
利
用
率
２
　
指
定
登
録
文
化
財
の
数
１
　
10
0%
２
　
12
4件
文
化
財
の
保
護
健
康
で
活
力
に
満
ち
た
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
１
　
学
校
体
育
施
設
（校
庭
・体
育
館
）利
用
者
数
２
　
大
会
・教
室
の
開
催
日
数
３
　
上
尾
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
数
４
　
体
育
協
会
加
盟
団
体
人
数
１
　
40
万
人
２
　
35
日
３
　
10
,0
00
人
４
　
20
,5
00
人
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
充
実 ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
支
援
草
加
市
草
加
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
の
推
進
－181－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
生
涯
を
と
お
し
た
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進
‐
‐
文
化
遺
産
の
発
掘
・保
存
等
の
計
画
的
継
続
的
な
取
り
組
み
の
推
進
‐
‐
人
権
教
育
の
推
進
社
会
人
権
教
育
の
推
進
‐
○
　
人
権
教
育
の
推
進
‐
人
権
教
育
・啓
発
事
業
等
の
参
加
率
48
.0
%（
平
成
27
年
度
）
拠
点
と
な
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
機
能
を
整
備
す
る
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
を
活
性
化
す
る
‐
‐
‐
‐
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
生
涯
学
習
施
設
の
運
営
に
努
め
る
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
を
充
実
す
る
‐
‐
‐
‐
地
域
学
習
圏
づ
く
り
を
推
進
す
る
‐
‐
‐
‐
学
校
施
設
の
開
放
に
努
め
る
‐
‐
‐
‐
平
成
塾
を
充
実
す
る
‐
‐
‐
‐
地
域
の
学
習
資
源
を
活
用
す
る
‐
‐
‐
‐
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
統
合
化
・体
系
化
す
る
‐
‐
‐
‐
現
代
的
課
題
に
対
応
し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充
実
す
る
‐
‐
‐
‐
大
学
等
と
の
連
携
に
よ
り
学
び
の
機
会
を
拡
充
す
る
‐
‐
‐
‐
民
間
と
の
連
携
に
よ
り
学
び
の
機
会
を
拡
充
す
る
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
で
ふ
れ
あ
い
を
高
め
る
‐
‐
‐
‐
歴
史
・文
化
資
源
を
活
用
し
た
学
び
の
機
会
を
つ
く
る
‐
‐
‐
‐
学
び
に
関
わ
る
情
報
提
供
体
制
を
確
立
す
る
‐
‐
‐
‐
学
び
に
関
わ
る
相
談
体
制
を
整
備
す
る
‐
‐
‐
‐
指
導
者
を
発
掘
し
，
人
材
を
育
成
す
る
‐
‐
‐
‐
学
習
団
体
・サ
ー
ク
ル
の
活
動
を
活
性
化
す
る
‐
‐
‐
‐
県
・広
域
等
と
連
携
し
て
学
習
体
制
を
充
実
す
る
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
を
充
実
す
る
‐
‐
‐
‐
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
環
境
を
つ
く
る
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
学
ぶ
意
欲
を
引
き
出
す
教
育
を
推
進
す
る
‐
‐
‐
‐
体
験
活
動
や
世
代
間
交
流
を
推
進
す
る
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
環
境
を
つ
く
る
‐
‐
‐
‐
音
楽
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
‐
‐
‐
‐
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
促
進
す
る
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・市
民
活
動
を
支
援
す
る
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
活
か
し
た
活
躍
の
場
を
つ
く
る
‐
‐
‐
‐
市
民
と
協
働
に
よ
る
生
涯
学
習
推
進
体
制
を
つ
く
る
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
提
供
，
活
動
相
談
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
の
指
導
者
等
の
確
保
‐
‐
‐
‐
‐ ‐ ‐
１
　
80
.0
%（
平
成
27
年
度
）
２
　
58
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
３
　
1,
46
2,
00
0冊
（平
成
27
年
度
）
草
加
市
草
加
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
に
根
ざ
し
た
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
○
　
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
充
実
○
　
生
涯
学
習
活
動
の
充
実
１
　
生
涯
学
習
基
本
計
画
達
成
度
２
　
公
民
館
利
用
者
数
３
　
図
書
館
利
用
者
貸
出
数
草
加
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
・基
本
計
画
平
成
21
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
の
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
集
い
・学
び
・交
流
す
る
拠
点
を
整
備
す
る 地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠
点
を
整
備
す
る
学
び
の
活
発
化
を
推
進
す
る
一
人
ひ
と
り
の
学
び
を
豊
か
に
す
る
学
び
を
支
援
す
る
効
果
的
な
体
制
を
つ
く
る
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
環
境
を
つ
く
る
「ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
」を
実
践
す
る
春
日
部
市
春
日
部
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
19
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
成
果
を
生
か
す
機
会
の
提
供
と
地
域
の
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
地
域
の
指
導
者
等
の
確
保
・養
成
・活
用
－182－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
地
域
の
指
導
者
等
の
養
成
‐
‐
‐
‐
地
域
の
指
導
者
等
の
活
用
‐
‐
‐
‐
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
推
進
‐
‐
‐
‐
市
民
（個
人
）や
団
体
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
市
民
や
N
P
O
活
動
の
啓
発
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
活
動
の
啓
発
‐
‐
‐
‐
新
た
な
る
学
習
意
欲
の
喚
起
‐
‐
‐
‐
市
民
の
声
を
生
か
す
仕
組
み
の
充
実
‐
‐
‐
‐
市
民
，
N
P
O
と
の
協
働
の
推
進
‐
‐
‐
‐
情
報
の
収
集
・提
供
窓
口
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
提
供
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
活
動
の
啓
発
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
連
携
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
窓
口
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
関
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
義
務
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
成
人
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
の
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
‐
‐
‐
‐
環
境
‐
‐
‐
‐
人
権
‐
‐
‐
‐
平
和
，
国
際
化
，
情
報
化
‐
‐
‐
‐
地
域
福
祉
‐
‐
‐
‐
高
齢
化
‐
‐
‐
‐
安
全
な
生
活
‐
‐
‐
‐
生
活
向
上
・職
業
‐
‐
‐
‐
芸
術
文
化
に
親
し
む
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
郷
土
文
化
の
保
存
・継
承
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
確
認
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
発
表
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
還
元
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
体
制
の
充
実
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
学
習
や
活
動
の
評
価
生
涯
学
習
の
啓
発
市
民
参
画
の
促
進
春
日
部
市
春
日
部
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
19
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
成
果
を
生
か
す
機
会
の
提
供
と
地
域
の
活
性
化
地
域
の
指
導
者
等
の
確
保
・養
成
・活
用 市
民
活
動
に
対
す
る
支
援
の
充
実
生
涯
学
習
情
報
と
相
談
の
充
実
学
習
情
報
の
収
集
・提
供
体
制
の
拡
充
生
涯
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・充
実
市
民
の
学
習
要
求
に
対
応
し
た
多
彩
な
学
習
機
会
の
提
供
生
涯
各
期
の
学
習
活
動
の
振
興
学
習
課
題
に
対
応
し
た
事
業
の
展
開
－183－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
習
成
果
の
評
価
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
・社
会
体
育
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
等
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
施
設
の
開
放
‐
‐
‐
‐
教
育
機
能
の
開
放
‐
‐
‐
‐
管
理
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
施
設
情
報
の
相
互
提
供
‐
‐
‐
‐
事
業
の
連
携
と
人
材
の
相
互
活
用
‐
‐
‐
‐
施
設
・設
備
等
の
相
互
活
用
‐
‐
‐
‐
広
域
的
な
連
携
‐
‐
‐
‐
高
等
教
育
機
関
等
と
の
連
携
強
化
市
内
及
び
近
隣
の
高
等
教
育
機
関
等
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
企
業
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
民
間
の
諸
活
動
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
諮
問
機
関
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
の
推
進
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
市
民
参
画
に
よ
る
事
業
の
実
施
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
本
部
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
実
行
と
評
価
‐
‐
‐
‐
専
門
職
員
の
養
成
・確
保
‐
‐
‐
‐
職
員
研
修
の
充
実
‐
‐
‐
‐
公
民
館
等
を
充
実
す
る
‐
‐
１
　
公
民
館
で
開
設
す
る
講
座
，
教
室
の
開
設
数
２
　
公
民
館
で
開
設
す
る
講
座
，
教
室
へ
の
参
加
者
数
１
　
49
0件
２
　
42
,3
00
人
（平
成
29
年
度
）
図
書
館
を
充
実
す
る
‐
‐
貸
出
冊
数
1,
00
0,
00
0冊
（平
成
29
年
度
）
家
庭
教
育
・子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
○
　
親
子
共
育
支
援
事
業
（家
庭
教
育
学
級
・親
の
学
び
と
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
）
○
　
子
育
て
・家
庭
教
育
に
関
す
る
相
談
・講
座
（育
児
相
談
・パ
パ
マ
マ
学
級
な
ど
）
○
　
子
育
て
支
援
員
活
動
○
　
つ
ど
い
の
広
場
・児
童
館
（子
供
の
遊
び
の
場
や
子
育
て
に
関
す
る
交
流
の
場
を
提
供
）
学
校
・家
庭
・地
域
・行
政
の
連
携
○
　
子
ど
も
体
験
活
動
支
援
事
業
○
　
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
（放
課
後
子
ど
も
教
室
・放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
○
　
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
○
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
支
援
○
　
学
校
・家
庭
・地
域
を
結
ぶ
集
会
○
　
夢
プ
ラ
ン
２
１
（中
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
る
事
業
の
支
援
）
○
　
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
整
備
事
業
○
　
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
活
動
推
進
‐
「熊
谷
市
総
合
振
興
計
画
」に
示
し
た
指
標
を
再
掲
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
の
機
会
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合 ○
　
家
庭
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
子
育
て
が
楽
し
い
と
感
じ
る
人
の
割
合 ○
　
月
1～
2 
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
（ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
含
む
）を
し
て
い
る
人
の
割
合
○
　
学
習
成
果
の
発
表
・活
用
の
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
頼
り
に
な
る
知
り
合
い
が
近
所
に
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
近
所
の
人
と
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
や
近
所
付
き
合
い
に
対
す
る
満
足
度
○
　
過
去
一
年
間
に
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
た
人
の
割
合
○
　
文
化
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
歴
史
や
芸
術
な
ど
の
文
化
事
業
に
つ
い
て
の
満
足
度
○
　
市
か
ら
学
習
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
市
原
市
市
原
市
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
平
成
20
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
ぶ
　
学
び
の
環
境
づ
く
り
家
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
学
習
活
動
の
推
進
職
員
体
制
の
充
実
学
習
や
活
動
の
評
価
市
民
主
体
の
生
涯
学
習
推
進
組
織
の
充
実
地
域
の
学
習
施
設
で
あ
る
学
校
の
施
設
整
備
・活
用
施
設
間
の
連
携
強
化
熊
谷
市
熊
谷
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
・
文
化
の
ま
ち
魅
力
あ
る
生
涯
学
習
事
業
，
施
設
を
拡
充
・整
備
す
る
春
日
部
市
春
日
部
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
19
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
市
民
の
学
習
要
求
に
対
応
し
た
多
彩
な
学
習
機
会
の
提
供
学
習
環
境
の
充
実
と
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
と
活
性
化
‐
１
　
生
涯
学
習
出
前
講
座
「お
で
か
け
く
ん
」利
用
件
数
２
　
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
バ
ン
ク
「ま
ち
の
せ
ん
せ
い
」
の
利
用
件
数
３
　
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
４
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
数
５
　
市
生
涯
学
習
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
年
間
ア
ク
セ
ス
件
数
１
　
20
0件
（平
成
27
年
度
）
２
　
10
0件
（平
成
27
年
度
）
３
　
70
団
体
／
1,
70
0人
（平
成
27
年
度
）
４
　
22
0団
体
（平
成
27
年
度
）
５
　
10
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
民
間
機
関
と
の
連
携
強
化
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実
庁
内
推
進
組
織
の
充
実
－184－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
自
己
実
現
・生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
の
学
習
の
推
進
○
　
熟
年
教
室
・シ
ニ
ア
ふ
れ
あ
い
塾
な
ど
○
　
公
民
館
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
○
　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
事
業
（高
齢
者
健
康
体
操
普
及
員
に
よ
る
健
康
体
操
の
実
技
指
導
な
ど
）
○
　
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
支
援
○
　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・文
化
活
動
支
援
○
　
農
業
生
産
者
と
消
費
者
の
ふ
れ
あ
い
事
業
社
会
的
な
課
題
に
関
す
る
学
習
の
推
進
○
　
生
涯
学
習
出
前
講
座
「お
で
か
け
く
ん
」
○
　
人
権
意
識
を
高
め
る
学
習
○
　
男
女
共
同
参
画
意
識
を
高
め
る
学
習
○
　
多
文
化
共
生
へ
の
理
解
を
深
め
る
学
習
○
　
安
全
・防
災
に
関
す
る
学
習
（交
通
安
全
教
室
・防
犯
講
話
・救
命
講
習
会
な
ど
）
○
　
福
祉
に
関
す
る
学
習
（家
族
介
護
者
教
室
・認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
）
○
　
食
育
推
進
（あ
か
ち
ゃ
ん
か
ら
の
食
育
講
座
・農
作
業
体
験
な
ど
）
○
　
環
境
学
習
（こ
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
・ご
み
減
量
化
啓
発
な
ど
）
○
　
職
業
能
力
を
高
め
る
学
習
（勤
労
市
民
セ
ミ
ナ
ー
・
中
小
企
業
新
入
社
員
講
習
な
ど
）
 「
（仮
称
）い
ち
は
ら
市
民
大
学
」の
創
設
○
　
「（
仮
称
）い
ち
は
ら
市
民
大
学
」シ
ス
テ
ム
の
構
築
○
　
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
○
　
ま
ち
づ
く
り
塾
（生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
成
）
○
　
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ー
ス
（ダ
ン
ス
・パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
通
じ
た
創
造
者
と
な
る
た
め
の
学
習
）
○
　
市
民
環
境
大
学
い
ち
は
ら
大
学
・民
間
企
業
な
ど
と
連
携
し
た
学
習
の
推
進
○
　
大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
（公
開
講
座
な
ど
）
○
　
民
間
企
業
と
連
携
し
た
学
習
（製
造
業
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー
・産
学
官
交
流
な
ど
）
○
　
高
校
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
○
　
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
拡
充
○
　
J 
リ
ー
グ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
事
業
○
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
・支
援
生
涯
学
習
拠
点
の
機
能
の
充
実
○
　
公
民
館
管
理
運
営
方
法
の
検
討
○
　
（仮
称
）生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
○
　
公
共
予
約
シ
ス
テ
ム
の
充
実
○
　
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
○
　
配
本
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
○
　
地
域
を
支
え
る
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
（図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
視
点
で
の
子
育
て
，
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
）
○
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
○
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
改
修
，
展
示
・体
験
学
習
の
充
実
○
　
福
祉
関
連
施
設
（保
健
セ
ン
タ
ー
・保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
）の
学
習
事
業
の
充
実
○
　
青
少
年
会
館
事
業
の
充
実
学
習
成
果
の
活
用
○
　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
○
　
市
民
に
よ
る
参
加
企
画
型
の
講
座
○
　
特
別
非
常
勤
講
師
制
度
の
活
用
（学
校
の
授
業
・
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
の
機
会
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合 ○
　
家
庭
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
子
育
て
が
楽
し
い
と
感
じ
る
人
の
割
合 ○
　
月
1～
2 
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
（ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
含
む
）を
し
て
い
る
人
の
割
合
○
　
学
習
成
果
の
発
表
・活
用
の
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
頼
り
に
な
る
知
り
合
い
が
近
所
に
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
近
所
の
人
と
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
や
近
所
付
き
合
い
に
対
す
る
満
足
度
○
　
過
去
一
年
間
に
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
た
人
の
割
合
○
　
文
化
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
歴
史
や
芸
術
な
ど
の
文
化
事
業
に
つ
い
て
の
満
足
度
○
　
市
か
ら
学
習
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
市
原
市
市
原
市
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
平
成
20
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
ぶ
　
学
び
の
環
境
づ
く
り
‐
１
　
生
涯
学
習
出
前
講
座
「お
で
か
け
く
ん
」利
用
件
数
２
　
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
バ
ン
ク
「ま
ち
の
せ
ん
せ
い
」
の
利
用
件
数
３
　
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
４
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
数
５
　
市
生
涯
学
習
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
年
間
ア
ク
セ
ス
件
数
１
　
20
0件
（平
成
27
年
度
）
２
　
10
0件
（平
成
27
年
度
）
３
　
70
団
体
／
1,
70
0人
（平
成
27
年
度
）
４
　
22
0団
体
（平
成
27
年
度
）
５
　
10
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
学
習
機
会
の
拡
充
学
習
施
設
の
充
実
活
か
す
　
学
び
を
活
か
す
し
く
み
づ
く
り
学
び
の
循
環
－185－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
人
材
の
育
成
・発
掘
○
　
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
バ
ン
ク
「ま
ち
の
せ
ん
せ
い
」
○
　
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
○
　
観
光
ガ
イ
ド
育
成
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
○
　
市
民
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
支
援
○
　
町
会
集
会
施
設
や
町
会
広
場
整
備
助
成
○
　
自
主
防
犯
組
織
支
援
○
　
地
域
イ
ベ
ン
ト
支
援
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援
○
　
公
民
館
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
支
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
○
　
市
民
公
益
活
動
支
援
補
助
事
業
伝
統
文
化
の
継
承
○
　
文
化
遺
産
公
開
活
用
（上
総
ま
ほ
ろ
ば
祭
な
ど
）
○
　
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
と
保
存
・活
用
○
　
歴
史
学
習
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
○
　
文
化
祭
○
　
芸
術
・文
化
鑑
賞
○
　
美
術
資
料
収
集
管
理
活
用
情
報
収
集
・提
供
体
制
の
整
備
○
　
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
○
　
地
域
の
学
習
情
報
の
収
集
・整
理
・提
供
○
　
広
報
い
ち
は
ら
･公
民
館
だ
よ
り
･コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
広
報
紙
の
充
実
ＩＣ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
収
集
・提
供
シ
ス
テ
ム
○
　
学
習
情
報
検
索
シ
ス
テ
ム
の
開
発
○
　
生
涯
学
習
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
学
習
相
談
窓
口
の
設
置
○
　
（仮
称
）生
涯
学
習
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
検
討
○
　
公
民
館
な
ど
に
学
習
相
談
窓
口
の
設
置
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
・活
用
○
　
生
涯
学
習
相
談
員
の
養
成
○
　
社
会
教
育
主
事
・社
会
教
育
指
導
員
の
研
修
・活
用
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
‐
人
材
の
活
用
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
な
ど
の
推
進
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
の
機
会
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
学
習
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合 ○
　
家
庭
の
教
育
力
が
低
下
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
子
育
て
が
楽
し
い
と
感
じ
る
人
の
割
合 ○
　
月
1～
2 
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
（ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
含
む
）を
し
て
い
る
人
の
割
合
○
　
学
習
成
果
の
発
表
・活
用
の
場
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
頼
り
に
な
る
知
り
合
い
が
近
所
に
い
る
と
思
う
人
の
割
合
○
　
近
所
の
人
と
気
軽
に
集
ま
れ
る
場
や
近
所
付
き
合
い
に
対
す
る
満
足
度
○
　
過
去
一
年
間
に
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ
た
人
の
割
合
○
　
文
化
芸
術
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
の
割
合
○
　
歴
史
や
芸
術
な
ど
の
文
化
事
業
に
つ
い
て
の
満
足
度
○
　
市
か
ら
学
習
情
報
が
得
ら
れ
て
い
る
と
思
う
人
の
割
合
‐
市
原
市
市
原
市
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
平
成
20
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
‐
１
　
生
涯
学
習
出
前
講
座
「お
で
か
け
く
ん
」利
用
件
数
２
　
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
バ
ン
ク
「ま
ち
の
せ
ん
せ
い
」
の
利
用
件
数
３
　
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
４
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
登
録
数
５
　
市
生
涯
学
習
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
年
間
ア
ク
セ
ス
件
数
１
　
20
0件
（平
成
27
年
度
）
２
　
10
0件
（平
成
27
年
度
）
３
　
70
団
体
／
1,
70
0人
（平
成
27
年
度
）
４
　
22
0団
体
（平
成
27
年
度
）
５
　
10
,0
00
件
（平
成
27
年
度
）
活
か
す
　
学
び
を
活
か
す
し
く
み
づ
く
り
学
び
の
循
環
市
民
の
主
体
的
な
学
習
活
動
の
支
援
地
域
文
化
の
振
興
つ
な
ぐ
　
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
生
涯
学
習
情
報
の
収
集
と
提
供
学
習
相
談
体
制
の
整
備
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
生
か
す
―
「学
び
返
し
」の
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
人
材
の
育
成
と
活
用
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
府
中
市
第
２
次
府
中
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
地
域
の
自
主
活
動
の
促
進
－186－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
習
グ
ル
ー
プ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
学
校
開
放
の
促
進
‐
‐
‐
‐
青
少
年
地
域
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
と
場
の
支
援
‐
‐
‐
‐
在
宅
学
習
の
支
援
‐
‐
‐
‐
教
育
機
関
（大
学
・高
等
学
校
な
ど
）と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
民
間
教
育
機
関
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
設
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
‐
‐
‐
‐
技
術
革
新
・高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
芸
術
・文
化
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
高
齢
社
会
に
対
応
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
育
て
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
健
康
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
環
境
・リ
サ
イ
ク
ル
・ご
み
問
題
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
消
費
生
活
な
ど
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
自
立
し
て
生
き
て
い
く
た
め
の
訓
練
・学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
科
学
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
防
災
・安
全
な
ど
の
生
活
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
国
際
化
に
対
応
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
男
女
共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
権
・平
和
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
福
祉
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ふ
る
さ
と
意
識
の
高
揚
に
関
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
各
種
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
学
習
情
報
の
提
供
‐
‐
‐
‐
情
報
の
収
集
・蓄
積
・提
供
の
シ
ス
テ
ム
の
確
立
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
員
の
整
備
‐
‐
‐
‐
市
民
参
加
の
推
進
‐
‐
‐
‐
庁
内
の
推
進
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
職
員
の
意
識
の
啓
発
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
‐
‐
‐
‐
各
主
管
課
に
お
け
る
事
業
推
進
計
画
の
調
整
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
意
識
啓
発
や
活
動
支
援
に
向
け
た
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
や
学
習
成
果
の
発
表
の
機
会
や
場
，
学
習
情
報
の
提
供
に
向
け
た
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
‐ ‐
共
に
生
き
る
た
め
に
推
進
体
制
の
整
備
推
進
体
制
の
整
備
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
己
実
現
を
目
指
す
機
会
を
提
供
す
る
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
生
か
す
―
「学
び
返
し
」の
支
援
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
ジ
ュ
ニ
ア
・ミ
ド
ル
・シ
ニ
ア
世
代
を
相
互
に
つ
な
ぐ
学
習
機
会
と
居
場
所
づ
く
り
多
様
な
学
習
機
会
の
整
備
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
府
中
市
第
２
次
府
中
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
地
域
の
自
主
活
動
の
促
進
調
布
市
調
布
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
教
育
力
を
高
め
る
た
め
の
新
し
い
学
習
活
動
の
支
援
豊
か
に
生
き
る
た
め
に
健
や
か
に
生
き
る
た
め
に
「学
び
」・
「学
び
返
し
」を
迅
速
・適
切
に
つ
な
ぐ
情
報
提
供
・相
談
体
制
の
拡
充
情
報
提
供
・相
談
体
制
の
拡
充
－187－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
歴
史
や
地
域
ゆ
か
り
の
文
化
・芸
術
・伝
統
芸
能
の
保
存
や
継
承
及
び
活
用
へ
の
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
に
向
け
た
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
育
成
に
向
け
た
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
・保
護
者
に
開
か
れ
た
学
校
に
か
か
わ
る
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
・活
用
に
向
け
て
の
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
と
と
も
に
進
め
る
郷
土
愛
を
高
め
る
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
環
境
整
備
に
向
け
て
の
取
組
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
で
の
子
育
て
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
と
学
校
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
‐
‐
‐
‐
‐
障
害
の
あ
る
人
と
と
も
に
歩
む
学
び
‐
‐
‐
‐
‐
国
際
交
流
に
つ
な
が
る
学
び
‐
‐
‐
‐
‐
差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
学
び
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
で
と
も
に
学
ぶ
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
ゆ
か
り
の
歴
史
文
化
を
学
習
す
る
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
団
体
の
自
主
的
な
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
な
が
る
学
習
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
を
通
し
た
市
民
参
画
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
市
民
参
加
に
よ
る
社
会
教
育
施
設
の
運
営
‐
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
関
連
施
設
の
整
備
と
活
用
‐
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
関
連
施
設
の
資
料
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
発
表
す
る
場
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
人
材
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
乳
・幼
児
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
講
座
や
教
室
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
乳
・幼
児
期
に
対
応
す
る
講
座
や
教
室
な
ど
事
業
の
延
べ
参
加
者
数
市
主
催
　
16
,2
10
人
／
学
習
団
体
　
11
,2
10
人
（平
成
30
年
度
）
乳
・幼
児
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
保
育
室
開
放
事
業
や
相
談
事
業
，
交
流
事
業
な
ど
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
保
育
室
開
放
や
交
流
事
業
な
ど
の
延
べ
参
加
者
数
21
,0
70
人
（平
成
30
年
度
）
‐ ‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
把
握
す
る
参
加
者
の
満
足
度
生
涯
各
期
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
の
提
供
○
　
乳
・幼
児
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
平
成
25
年
度
～
平
成
34
年
度
社
会
教
育
計
画
子
供
を
地
域
で
育
て
る
多
様
な
人
々
の
社
会
参
加
を
図
る
学
び
学
び
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
学
び
合
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
己
実
現
を
目
指
す
機
会
を
提
供
す
る
学
校
・家
庭
・地
域
の
役
割
と
責
任
に
基
づ
い
た
連
携
を
進
め
る
大
和
市
大
和
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
に
よ
る
自
己
充
足
を
図
る
調
布
市
調
布
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
調
布
市
社
会
教
育
計
画
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（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
乳
・幼
児
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
，
図
書
館
や
保
育
園
等
で
の
お
話
し
会
を
開
催
し
た
結
果
，
多
く
の
参
加
者
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
図
書
館
や
保
育
園
な
ど
で
の
お
は
な
し
会
の
延
べ
参
加
者
数
2,
00
0人
（平
成
30
年
度
）
乳
・幼
児
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
4 
か
月
児
健
診
時
に
絵
本
を
配
布
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者
に
配
布
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
配
布
割
合
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
絵
本
を
配
布
し
た
４
か
月
児
健
診
受
診
者
の
割
合
97
.5
%（
平
成
30
年
度
）
青
少
年
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
講
座
や
教
室
な
ど
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
青
少
年
期
に
対
応
す
る
講
座
や
教
室
な
ど
事
業
の
延
べ
参
加
者
数
市
主
催
　
1,
44
0人
／
学
習
団
体
　
52
0人
（平
成
30
年
度
）
青
少
年
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
ユ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
た
結
果
，
活
動
日
数
が
よ
り
増
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
年
間
活
動
日
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ユ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
活
動
日
数
85
日
（平
成
30
年
度
）
青
少
年
期
に
対
応
す
る
体
験
機
会
と
し
て
洋
上
体
験
を
実
施
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
新
規
参
加
者
を
得
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
新
規
乗
船
者
数
を
指
標
と
し
て
選
定
し
ま
す
少
年
洋
上
体
験
の
参
加
者
数
30
人
（平
成
30
年
度
）
○
　
成
人
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
成
人
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
講
座
や
講
習
を
実
施
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
成
人
期
に
対
応
す
る
講
座
や
教
室
な
ど
の
事
業
の
延
べ
参
加
者
数
市
主
催
　
98
人
／
学
習
団
体
　
15
0人
（平
成
30
年
度
）
○
　
高
齢
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
高
齢
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
講
座
や
教
室
な
ど
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
高
齢
期
に
対
応
す
る
講
座
や
教
室
な
ど
の
事
業
の
延
べ
参
加
者
数
市
主
催
　
37
0人
／
学
習
団
体
　
73
0人
（平
成
30
年
度
）
○
　
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
‐
‐
‐
○
　
社
会
の
要
請
に
合
わ
せ
た
「現
代
的
課
題
」に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
現
代
的
課
題
に
対
応
す
る
学
習
機
会
と
し
て
講
座
や
教
室
な
ど
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
現
代
的
課
題
に
関
す
る
講
座
や
教
室
な
ど
の
事
業
の
延
べ
参
加
者
数
市
主
催
　
2,
51
0人
／
学
習
団
体
　
3,
44
0人
（平
成
30
年
度
）
○
　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
た
め
の
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
た
め
の
学
習
機
会
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
大
会
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
延
べ
参
加
者
数
教
室
　
49
0人
／
大
会
12
,1
00
人
（平
成
30
年
度
）
健
康
を
増
進
す
る
学
習
機
会
と
し
て
健
康
を
増
進
す
る
講
座
や
教
室
な
ど
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
健
康
を
増
進
す
る
講
座
や
教
室
な
ど
の
事
業
の
延
べ
参
加
者
数
市
主
催
　
15
0人
／
学
習
団
体
1,
20
0人
（平
成
30
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
把
握
す
る
参
加
者
の
満
足
度
生
涯
各
期
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
の
提
供
○
　
乳
・幼
児
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す ○
　
青
少
年
期
に
対
応
す
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
現
代
的
課
題
に
合
わ
せ
た
学
習
機
会
の
提
供
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
○
　
健
康
を
増
進
す
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
大
和
市
大
和
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
に
よ
る
自
己
充
足
を
図
る
－189－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
健
康
を
増
進
す
る
学
習
機
会
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
フ
ェ
ス
タ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
の
参
加
者
数
1,
28
0人
（平
成
30
年
度
）
芸
術
や
文
化
に
親
し
む
学
習
機
会
と
し
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
，
よ
り
多
く
の
芸
術
団
体
が
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
団
体
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
演
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
参
加
団
体
数
35
団
体
（平
成
30
年
度
）
芸
術
や
文
化
に
親
し
む
学
習
機
会
と
し
て
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会
が
，
よ
り
長
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
展
示
会
開
催
の
延
べ
日
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
展
示
会
開
催
延
べ
日
数
（つ
き
み
野
・桜
丘
・渋
谷
の
各
学
習
セ
ン
タ
ー
）
74
0日
（平
成
30
年
度
）
芸
術
や
文
化
に
関
す
る
学
習
機
会
と
し
て
，
学
習
団
体
が
自
主
的
に
企
画
す
る
芸
術
や
文
化
に
関
す
る
講
座
や
教
室
を
実
施
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
学
習
団
体
が
自
主
的
に
企
画
運
営
す
る
芸
術
や
文
化
に
関
す
る
事
業
1,
57
0人
（平
成
30
年
度
）
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
と
し
て
つ
る
舞
歴
史
資
料
館
で
講
座
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
つ
る
舞
の
里
歴
史
資
料
館
で
開
催
す
る
講
座
の
延
べ
参
加
者
数
14
0人
（平
成
30
年
度
）
地
域
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
学
習
機
会
と
し
て
つ
る
舞
歴
史
資
料
館
等
を
開
放
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
市
民
が
訪
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
入
館
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
各
文
化
施
設
の
延
べ
入
館
者
数
つ
る
舞
の
里
歴
史
資
料
館
6,
37
0人
／
郷
土
民
家
園
80
,0
00
人
／
下
鶴
間
ふ
る
さ
と
館
　
7,
60
0人
（平
成
30
年
度
）
市
民
の
学
習
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
学
習
情
報
収
集
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
，
そ
の
利
用
件
数
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
学
習
情
報
収
集
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
件
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
施
設
情
報
検
索
を
含
め
た
学
習
情
報
収
集
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
件
数
12
,5
00
件
（平
成
30
年
度
）
新
刊
本
な
ど
の
図
書
に
関
す
る
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
に
よ
り
，
図
書
の
貸
し
出
し
冊
数
が
増
え
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
市
民
一
人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
市
民
一
人
当
た
り
の
貸
出
冊
数
5.
87
冊
（平
成
30
年
度
）
市
民
の
学
習
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
，
よ
り
多
く
の
相
談
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
学
習
に
関
す
る
相
談
件
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
学
習
団
体
や
講
座
な
ど
学
習
に
関
す
る
相
談
件
数
6,
81
0件
（平
成
30
年
度
）
市
民
の
学
習
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
に
，
学
習
資
源
と
し
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
増
や
す
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
登
録
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
登
録
者
数
24
0人
（平
成
30
年
度
）
市
民
の
学
習
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
，
多
く
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
業
務
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
受
付
件
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
受
付
件
数
30
0件
（平
成
30
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
把
握
す
る
参
加
者
の
満
足
度
○
　
学
習
相
談
に
よ
っ
て
，
市
民
の
学
習
を
よ
り
活
発
に
し
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
○
　
健
康
を
増
進
す
る
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
芸
術
・文
化
・歴
史
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
○
　
芸
術
や
文
化
に
親
し
む
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
大
和
市
大
和
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
に
よ
る
自
己
充
足
を
図
る
○
　
歴
史
や
伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
く
た
め
の
学
習
機
会
を
提
供
し
ま
す
学
習
に
よ
り
人
と
人
と
を
つ
な
げ
，
地
域
に
学
習
活
動
を
広
げ
る
情
報
提
供
や
学
習
相
談
に
よ
る
支
援
○
　
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
提
供
の
充
実
に
よ
っ
て
，
市
民
の
学
習
を
よ
り
活
発
に
し
ま
す
－190－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
学
習
者
や
学
習
支
援
者
，
学
習
団
体
の
育
成
と
活
用
に
関
す
る
支
援
を
充
実
し
た
結
果
と
し
て
，
社
会
教
育
活
動
を
実
施
す
る
団
体
な
ど
の
登
録
数
が
増
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
学
習
団
体
の
登
録
数
1,
65
0団
体
（平
成
30
年
度
）
学
習
者
や
学
習
支
援
者
，
学
習
団
体
の
育
成
と
活
用
に
関
す
る
支
援
を
充
実
し
た
結
果
と
し
て
，
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
の
交
付
が
増
え
る
こ
と
は
，
市
民
の
意
識
高
揚
の
面
な
ど
か
ら
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
奨
励
金
の
交
付
件
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
金
を
交
付
し
た
件
数
74
件
（平
成
30
年
度
）
学
習
者
や
学
習
支
援
者
，
学
習
団
体
の
育
成
と
活
用
に
関
す
る
支
援
を
充
実
し
た
結
果
と
し
て
，
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
主
催
す
る
社
会
体
育
事
業
が
増
え
る
こ
と
は
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
事
業
開
催
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
団
体
主
催
の
事
業
開
催
数
54
件
（平
成
30
年
度
）
学
習
者
や
学
習
支
援
者
，
学
習
団
体
の
育
成
と
活
用
に
関
す
る
支
援
を
充
実
し
た
結
果
と
し
て
，
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
参
加
が
増
え
る
こ
と
は
，
子
ど
も
の
読
書
活
動
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
「読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」の
延
べ
参
加
者
数
28
5人
（平
成
30
年
度
）
○
　
市
民
相
互
が
交
流
し
，
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
学
習
活
動
や
学
習
成
果
の
発
表
を
支
援
し
ま
す
市
民
相
互
が
交
流
し
，
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
，
学
習
成
果
の
発
表
を
支
援
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
団
体
が
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
参
加
団
体
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
参
加
団
体
数
16
5団
体
（平
成
30
年
度
）
○
　
市
民
の
交
流
機
会
を
創
出
す
る
学
習
団
体
を
支
援
し
ま
す
学
習
団
体
の
活
動
を
支
援
し
た
結
果
と
し
て
，
市
民
の
学
習
や
交
流
の
機
会
が
増
え
る
こ
と
は
，
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
観
点
か
ら
も
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
地
域
学
習
交
流
事
業
の
支
援
件
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
地
域
学
習
交
流
事
業
の
支
援
件
数
生
涯
各
期
・現
代
的
課
題
・芸
術
文
化
に
関
す
る
事
業
　
88
件
／
そ
の
他
 交
流
事
業
　
45
件
（平
成
30
年
度
）
施
設
の
整
備
と
充
実
○
　
学
習
施
設
の
適
切
な
整
備
と
機
能
の
充
実
に
よ
り
，
快
適
な
学
習
環
境
を
実
現
し
ま
す
学
習
施
設
は
，
よ
り
多
く
の
市
民
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
利
用
件
数
，
利
用
者
数
，
お
よ
び
入
館
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
社
会
教
育
・ス
ポ
ー
ツ
・文
化
施
設
の
利
用
実
績
利
用
件
数
学
習
セ
ン
タ
ー
　
44
,8
20
件
泉
の
森
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
場
　
14
,1
50
件
延
べ
利
用
者
数
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
44
1,
90
0人
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
33
,1
00
人 延
べ
入
館
者
数
つ
る
舞
の
里
歴
史
資
料
館
6,
37
0人
郷
土
民
家
園
　
80
,0
00
人
下
鶴
間
ふ
る
さ
と
館
7,
60
0人
（平
成
30
年
度
）
○
　
行
政
各
課
と
連
携
し
た
生
涯
学
習
施
策
を
推
進
し
ま
す
行
政
各
課
と
連
携
し
た
ど
こ
で
も
講
座
を
開
催
し
た
結
果
，
よ
り
多
く
の
参
加
を
得
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
延
べ
参
加
者
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ど
こ
で
も
講
座
の
延
べ
参
加
者
数
52
0人
（平
成
30
年
度
）
○
　
学
識
経
験
者
と
と
も
に
，
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る
方
策
の
検
討
を
行
い
ま
す
学
識
経
験
者
と
と
も
に
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
は
，
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
審
議
会
等
で
審
議
さ
れ
た
案
件
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
審
議
し
た
案
件
数
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
会
議
　
5件
／
社
会
教
育
委
員
会
議
　
6件
（平
成
30
年
度
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
登
録
者
が
増
え
る
こ
と
は
，
よ
り
幅
広
い
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
，
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
登
録
者
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
登
録
者
数
24
0人
（平
成
30
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
把
握
す
る
参
加
者
の
満
足
度
大
和
市
大
和
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
に
よ
り
人
と
人
と
を
つ
な
げ
，
地
域
に
学
習
活
動
を
広
げ
る
人
材
や
団
体
の
育
成
と
活
用
に
関
す
る
支
援
○
　
学
習
者
や
学
習
支
援
者
，
学
習
団
体
の
育
成
と
活
用
に
関
す
る
支
援
を
充
実
し
ま
す
学
習
に
よ
る
市
民
相
互
の
交
流
へ
の
支
援
学
習
の
た
め
の
環
境
や
仕
組
み
を
整
え
る
支
援
・推
進
体
制
の
充
実
関
係
機
関
と
の
連
携
推
進
○
　
よ
り
幅
広
い
生
涯
学
習
施
策
を
推
進
す
る
た
め
，
学
校
や
市
民
の
学
習
団
体
，
民
間
教
育
機
関
，
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
－191－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
地
域
に
学
習
成
果
を
還
元
す
る
団
体
が
増
え
る
こ
と
は
，
よ
り
幅
広
い
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
，
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
実
施
団
体
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
地
域
学
習
交
流
事
業
を
実
施
す
る
学
習
団
体
数
92
団
体
（平
成
30
年
度
）
特
別
教
室
開
放
を
実
施
し
て
い
る
学
校
数
が
増
え
る
こ
と
は
，
よ
り
幅
広
い
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
実
施
し
て
い
る
学
校
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
特
別
教
室
開
放
を
実
施
し
て
い
る
学
校
数
28
校
（平
成
30
年
度
）
青
少
年
指
導
員
の
活
動
日
数
が
増
え
る
こ
と
は
，
よ
り
幅
広
い
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
年
間
の
活
動
日
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
青
少
年
指
導
員
の
活
動
延
べ
日
数
46
0日
（平
成
30
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
年
間
活
動
日
数
が
増
え
る
こ
と
は
，
よ
り
幅
広
い
生
涯
学
習
の
推
進
に
あ
た
り
望
ま
し
い
こ
と
か
ら
，
年
間
平
均
活
動
回
数
を
指
標
と
し
て
設
定
し
ま
す
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
年
間
平
均
活
動
回
数
42
.5
回
（平
成
30
年
度
）
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
活
動
支
援
の
た
め
，
各
種
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
参
加
者
数
26
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
来
館
し
に
く
い
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
移
動
図
書
館
利
用
者
数
や
返
却
ポ
ス
ト
設
置
数
を
増
や
し
ま
す
ポ
ス
ト
数
10
個
（平
成
26
年
度
）
○
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・サ
ー
ビ
ス
事
業
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
申
し
込
み
受
付
数
を
増
や
し
ま
す
受
付
数
27
,4
00
件
（平
成
26
年
度
）
○
　
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
市
内
で
活
動
す
る
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
を
増
や
し
ま
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
2,
11
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
出
生
数
に
対
す
る
参
加
者
数
を
増
や
し
ま
す
参
加
率
58
%（
平
成
26
年
度
）
○
　
資
料
の
収
集
・提
供
事
業
図
書
館
の
利
用
者
数
と
館
外
貸
出
者
数
を
増
や
し
ま
す
年
間
貸
出
65
0,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
サ
ン
・サ
ン
ス
タ
ッ
フ
派
遣
事
業
サ
ン
・サ
ン
ス
タ
ッ
フ
（学
校
司
書
）を
小
中
学
校
全
校
に
配
置
し
ま
す
配
置
校
数
43
/4
3校
（平
成
26
年
度
）
○
　
小
・中
学
校
学
校
図
書
館
図
書
充
実
事
業
学
校
図
書
館
図
書
標
準
に
基
づ
き
蔵
書
数
を
増
や
し
ま
す
標
準
に
対
す
る
割
合
88
%（
平
成
26
年
度
）
○
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
事
業
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
１
日
平
均
ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
し
ま
す
1日
平
均
ア
ク
セ
ス
数
2,
60
0件
（平
成
26
年
度
）
○
　
美
術
教
育
普
及
活
動
推
進
事
業
（展
覧
会
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
）
美
術
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
，
参
加
者
を
増
や
し
ま
す
参
加
者
数
60
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
美
術
教
育
普
及
活
動
推
進
事
業
（ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
）
美
術
体
験
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
，
参
加
者
を
増
や
し
ま
す
参
加
者
数
1,
20
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
博
物
館
教
育
普
及
事
業
博
物
館
行
事
に
参
加
す
る
人
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
を
図
り
ま
す
参
加
者
数
6,
50
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
投
影
事
業
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
一
般
投
影
を
観
覧
す
る
人
の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
を
図
り
ま
す
観
覧
者
数
7,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
事
業
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
業
に
お
け
る
登
録
会
員
数
を
増
や
し
ま
す
登
録
会
員
数
11
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
ふ
る
さ
と
歴
史
再
発
見
事
業
地
域
の
歴
史
再
発
見
事
業
活
動
委
員
会
の
行
っ
た
事
業
の
全
て
又
は
一
部
を
実
施
す
る
団
体
を
支
援
し
ま
す
団
体
数
4団
体
（平
成
26
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
把
握
す
る
参
加
者
の
満
足
度
‐
平
塚
市
平
塚
市
教
育
振
興
基
本
計
画
大
和
市
大
和
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
30
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
の
た
め
の
環
境
や
仕
組
み
を
整
え
る
関
係
機
関
と
の
連
携
推
進
○
　
よ
り
幅
広
い
生
涯
学
習
施
策
を
推
進
す
る
た
め
，
学
校
や
市
民
の
学
習
団
体
，
民
間
教
育
機
関
，
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
の
連
携
を
図
り
ま
す
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
拠
点
に
お
け
る
仕
組
み
づ
く
り
自
己
啓
発
に
よ
る
学
習
意
欲
の
向
上
～
学
び
の
機
会
～
　
魅
力
あ
る
学
び
の
機
会
の
提
供
を
通
し
て
，
知
的
向
上
心
を
高
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
支
援
～
　
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
学
び
の
意
欲
に
応
え
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
健
全
育
成
～
　
健
康
な
生
活
を
保
つ
た
め
の
活
動
の
場
づ
く
り
，
「生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
体
験
を
共
有
す
る
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
運
営
～
　
学
び
の
充
実
を
図
る
た
め
に
，
生
涯
学
習
施
設
の
組
織
的
で
円
滑
な
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
自
己
学
習
～
　
学
び
の
意
欲
を
高
め
，
自
己
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
を
行
い
ま
す
～
養
成
～
　
学
び
の
活
動
を
推
進
す
る
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
～
成
果
の
普
及
～
　
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
上
の
誯
題
に
取
り
組
み
，
実
践
成
果
を
広
め
て
い
き
ま
す
読
書
文
化
の
充
実
地
域
文
化
の
活
性
化
－192－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
魅
力
あ
る
展
覧
会
開
催
事
業
美
術
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
，
観
覧
者
数
を
増
や
し
ま
す
観
覧
者
数
85
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
○
　
文
化
財
普
及
・啓
発
事
業
民
俗
芸
能
ま
つ
り
に
来
場
す
る
市
民
を
増
や
し
ま
す
来
場
者
数
50
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
公
民
館
ま
つ
り
開
催
事
業
地
区
公
民
館
な
ど
の
会
場
に
来
場
す
る
市
民
を
増
や
し
ま
す
来
場
者
数
54
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
○
　
地
域
教
育
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業
こ
ど
も
サ
ポ
ー
ト
看
板
の
設
置
に
協
力
い
た
だ
け
る
世
帯
数
を
増
や
し
ま
す
設
置
世
帯
数
2,
27
0件
（平
成
26
年
度
）
○
　
人
材
発
掘
・活
用
事
業
地
域
の
人
材
活
用
の
登
録
者
数
を
増
や
し
ま
す
登
録
者
数
30
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
多
様
な
学
習
推
進
事
業
（家
庭
教
育
学
級
）
家
庭
教
育
学
級
に
参
加
す
る
人
を
増
や
し
ま
す
参
加
者
数
2,
76
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
多
様
な
学
習
推
進
事
業
（高
齢
者
学
級
）
高
齢
者
学
級
に
参
加
す
る
人
を
増
や
し
ま
す
参
加
者
数
6,
78
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
多
様
な
学
習
推
進
事
業
（中
央
公
民
館
事
業
）
中
央
公
民
館
事
業
に
参
加
す
る
人
を
増
や
し
ま
す
参
加
者
数
4,
35
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
平
塚
市
文
化
祭
の
開
催
公
募
展
(写
真
，
絵
画
・彫
刻
)に
応
募
さ
れ
る
作
品
数
を
増
や
し
ま
す
作
品
数
24
0点
（平
成
26
年
度
）
○
　
多
様
な
学
習
推
進
事
業
（地
区
公
民
館
自
主
事
業
・ブ
ロ
ッ
ク
事
業
）
各
事
業
に
参
加
す
る
人
を
増
や
し
ま
す
参
加
者
数
17
,6
00
人
（平
成
26
年
度
）
○
　
（仮
称
）湘
南
ひ
ら
つ
か
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
活
用
事
業
平
成
22
年
度
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
開
設
し
，
管
理
運
営
，
各
種
大
会
等
を
開
催
し
ま
す
利
用
者
数
80
,0
00
人
（平
成
26
年
度
）
○
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
学
習
投
影
事
業
学
習
投
影
は
小
・中
学
校
の
学
習
内
容
に
あ
わ
せ
，
学
校
が
希
望
す
る
時
期
に
実
施
し
ま
す
実
施
回
数
85
回
（平
成
26
年
度
）
○
　
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
開
放
事
業
常
設
展
示
・イ
ベ
ン
ト
等
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
を
図
り
ま
す
利
用
者
数
10
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
多
様
な
学
習
推
進
事
業
（団
塊
の
世
代
教
室
）
団
塊
の
世
代
教
室
に
参
加
す
る
人
を
増
や
し
ま
す
参
加
者
数
16
5人
（平
成
26
年
度
）
○
　
地
域
体
育
館
（公
民
館
附
属
）の
開
放
事
業
地
域
体
育
館
を
利
用
す
る
人
を
増
や
し
ま
す
利
用
者
数
14
1,
60
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
子
ど
も
が
ス
ポ
ー
ツ
・文
化
活
動
，
地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
等
の
取
組
を
体
験
す
る
た
め
放
誯
後
子
ど
も
教
室
を
開
催
し
ま
す
開
催
数
14
0回
（平
成
26
年
度
）
○
　
多
様
な
学
習
推
進
事
業
（児
童
・生
徒
地
域
参
加
事
業
）
児
童
・生
徒
地
域
参
加
事
業
に
参
加
す
る
人
を
増
や
し
ま
す
参
加
者
数
12
,9
00
人
（平
成
26
年
度
）
○
　
郷
土
資
料
館
活
動
推
進
事
業
‐
郷
土
資
料
館
来
館
者
数
（講
座
等
利
用
者
数
）
7,
45
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
郷
土
資
料
館
特
別
展
示
事
業
‐
郷
土
資
料
館
来
館
者
数
（講
座
等
利
用
者
数
）
1,
20
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
‐
参
加
す
る
赤
ち
ゃ
ん
の
人
数
1,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
学
級
‐
家
庭
教
育
学
級
開
設
団
体
53
団
体
（平
成
26
年
度
）
○
　
家
庭
教
育
情
報
提
供
事
業
‐
講
演
会
参
加
者
数
35
0人
（平
成
26
年
度
）
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
，
積
極
的
に
P
R
を
し
ま
す
○
　
「早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」啓
発
推
進
事
業
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
読
書
好
き
の
子
ど
も
の
割
合
平
塚
市
平
塚
市
教
育
振
興
基
本
計
画
厚
木
市
厚
木
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
拠
点
に
お
け
る
仕
組
み
づ
く
り
自
己
啓
発
に
よ
る
学
習
意
欲
の
向
上
～
学
び
の
機
会
～
　
魅
力
あ
る
学
び
の
機
会
の
提
供
を
通
し
て
，
知
的
向
上
心
を
高
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
支
援
～
　
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
学
び
の
意
欲
に
応
え
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
健
全
育
成
～
　
健
康
な
生
活
を
保
つ
た
め
の
活
動
の
場
づ
く
り
，
「生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
た
め
の
体
験
を
共
有
す
る
場
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
運
営
～
　
学
び
の
充
実
を
図
る
た
め
に
，
生
涯
学
習
施
設
の
組
織
的
で
円
滑
な
運
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
い
ま
す
～
自
己
学
習
～
　
学
び
の
意
欲
を
高
め
，
自
己
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組
を
行
い
ま
す
～
養
成
～
　
学
び
の
活
動
を
推
進
す
る
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
～
成
果
の
普
及
～
　
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
上
の
誯
題
に
取
り
組
み
，
実
践
成
果
を
広
め
て
い
き
ま
す
地
域
文
化
の
活
性
化
生
涯
学
習
施
設
の
総
合
的
な
活
用
子
ど
も
へ
の
支
援
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
た
め
，
郷
土
資
料
館
の
事
業
を
充
実
し
ま
す
読
書
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
教
育
の
原
点
で
あ
る
家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
家
庭
教
育
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
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0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
子
ど
も
が
育
つ
た
め
の
学
び
の
支
援
‐
‐
‐
‐
青
少
年
が
社
会
参
加
す
る
た
め
の
学
び
の
支
援
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
つ
く
る
学
び
の
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
活
動
に
向
け
た
学
び
の
支
援
‐
‐
‐
‐
学
習
機
会
と
場
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
び
や
す
い
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
及
び
施
設
の
整
備
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
評
価
と
活
用
‐
‐
‐
‐
少
子
・高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
教
育
機
関
・民
間
関
係
機
関
等
と
の
連
携
・協
働
‐
‐
‐
‐
地
域
活
動
の
創
造
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
等
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
の
内
容
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
体
制
の
強
化
‐
‐
‐
‐
学
習
ニ
ー
ズ
の
把
握
‐
‐
‐
‐
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
・学
習
評
価
シ
ス
テ
ム
の
研
究
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
主
催
事
業
・イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
者
数
47
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
公
民
館
の
年
間
利
用
者
数
32
0,
00
0人
（平
成
32
年
度
）
公
民
館
の
利
用
率
（総
利
用
時
間
／
開
館
時
間
×
10
0）
65
.0
%（
平
成
32
年
度
）
地
域
人
材
を
活
用
し
た
公
民
館
事
業
の
数
32
事
業
（平
成
32
年
度
）
図
書
館
資
料
の
市
民
平
均
貸
出
点
数
5.
0点
（平
成
32
年
度
）
図
書
館
の
市
民
登
録
率
70
.0
%（
平
成
32
年
度
）
小
学
校
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
設
置
校
数
及
び
利
用
者
数
設
置
校
数
　
19
校
／
利
用
者
数
　
32
,9
00
人
（平
成
32
年
度
）
青
少
年
育
成
推
進
協
議
会
主
催
「子
ど
も
大
会
」参
加
者
数
11
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
青
少
年
会
館
の
年
間
利
用
者
数
20
0,
00
0人
（平
成
32
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
満
足
度
○
　
地
域
が
子
供
た
ち
の
成
長
を
促
し
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
○
　
家
庭
が
子
供
た
ち
の
成
長
を
促
し
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
○
　
公
民
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
図
書
館
（分
館
，
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
含
む
）を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
中
で
自
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
る
市
民
の
割
合
‐
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
市
教
育
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
び
あ
い
響
き
あ
う
社
会
教
育
の
充
実
厚
木
市
Ａ
　
伸
ば
す
学
び
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。
学
び
続
け
る
意
欲
と
確
か
な
学
力
，
健
や
か
な
体
が
育
っ
て
い
る
か
。
自
ら
考
え
判
断
し
，
行
動
で
き
る
自
律
性
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
か
。
Ｂ
　
つ
な
ぐ
学
び
あ
い
響
き
あ
う
教
育
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
。
学
ん
だ
こ
と
が
将
来
の
自
分
や
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
と
感
じ
て
い
る
か
。
豊
か
な
人
間
性
（人
を
思
い
や
る
心
，
感
動
す
る
心
な
ど
）や
市
民
性
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
か
。
Ｃ
　
支
え
る
教
育
の
効
果
を
最
大
限
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
か
。
百
分
率
に
よ
る
目
標
値
は
，
次
の
と
お
り
設
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
１
　
現
状
値
が
70
％
以
上
の
場
合
：5
 ポ
イ
ン
ト
増
を
目
安
に
，
現
状
値
を
上
回
る
数
値
２
　
現
状
値
が
50
％
以
上
70
％
未
満
の
場
合
：現
状
値
＋
 1
0 
ポ
イ
ン
ト
程
度
３
　
現
状
値
が
25
％
以
上
50
％
未
満
の
場
合
：現
状
値
＋
 2
0 
ポ
イ
ン
ト
程
度
４
　
現
状
値
が
25
% 
未
満
の
場
合
：現
状
値
の
2 
倍
程
度
第
2次
厚
木
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
21
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
の
生
涯
化
〜
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
〜
学
習
の
社
会
化
〜
誰
で
も
，
何
で
も
〜
学
習
の
生
活
化
〜
暮
ら
し
の
全
て
が
学
び
の
場
〜
さ
ま
ざ
ま
な
学
び
を
支
援
学
習
の
機
会
と
場
の
充
実
地
域
と
の
協
働
・交
流
生
涯
学
習
情
報
提
供
の
充
実
調
査
研
究
の
推
進
大
人
と
子
ど
も
が
共
に
育
ち
あ
う
社
会
教
育
の
推
進
大
人
と
子
ど
も
の
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
家
庭
教
育
・幼
児
期
の
教
育
の
支
援
社
会
教
育
関
係
団
体
・学
習
グ
ル
ー
プ
の
育
成
・支
援
次
世
代
育
成
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
支
援
学
習
成
果
を
生
か
す
場
の
提
供
学
習
情
報
の
提
供
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・充
実
市
民
が
読
書
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
情
報
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
の
充
実
○
　
子
ど
も
事
業
○
　
家
庭
教
育
支
援
関
連
事
業
○
　
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
事
業
○
　
人
材
育
成
及
び
研
修
の
充
実
自
立
へ
の
意
欲
と
夢
を
は
ぐ
く
む
青
少
年
の
育
成
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
づ
く
り
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
多
様
な
体
験
活
動
と
交
流
の
促
進
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立
青
少
年
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
施
設
整
備
○
　
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
都
市
の
推
進
○
　
小
学
校
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
事
業
○
　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催
○
　
海
岸
青
少
年
会
館
・福
祉
会
館
複
合
施
設
再
整
備
事
業
（海
岸
青
少
年
会
館
整
備
）
－194－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
登
録
者
数
65
人
（平
成
32
年
度
）
文
化
資
料
館
を
利
用
し
た
延
べ
学
校
数
及
び
児
童
・
生
徒
数
（団
体
利
用
の
人
数
）
利
用
小
学
校
数
　
19
校
／
利
用
児
童
数
　
1,
90
0人
／
利
用
中
学
校
数
　
8校
／
利
用
生
徒
数
　
80
人
（平
成
32
年
度
）
文
化
資
料
館
年
間
来
館
者
数
25
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
文
化
財
に
関
す
る
講
演
会
，
展
示
・発
表
会
な
ど
の
公
開
事
業
の
参
加
者
1,
70
0人
（平
成
32
年
度
）
文
化
財
の
指
定
件
数
45
件
（平
成
32
年
度
）
文
化
芸
術
に
親
し
む
機
会
の
提
供
○
　
文
化
活
動
推
進
及
び
支
援
事
業
○
　
文
化
芸
術
の
鑑
賞
機
会
の
提
供
○
　
美
術
館
事
業
○
　
文
化
会
館
事
業
○
　
開
高
健
記
念
館
事
業
‐
事
業
へ
の
参
加
者
数
の
伸
び
率
平
成
21
年
度
比
10
％
増
（平
成
32
年
度
）
自
己
の
充
実
に
向
け
た
学
習
機
会
の
提
供
○
　
一
般
教
養
及
び
現
代
的
課
題
の
講
座
○
　
文
教
大
学
公
開
講
座
○
　
市
民
ま
な
び
講
座
（出
前
講
座
）
○
　
生
涯
学
習
交
流
サ
ロ
ン
○
　
そ
の
他
講
演
会
等
‐
講
座
・イ
ベ
ン
ト
の
定
員
に
対
す
る
受
講
希
望
割
合
10
0％
（平
成
32
年
度
）
鑑
賞
か
ら
創
造
へ
と
発
展
し
て
い
く
機
会
の
提
供
○
　
市
民
文
化
の
創
造
及
び
育
成
‐
鑑
賞
か
ら
創
造
へ
と
発
展
し
て
い
く
機
会
の
提
供
件
数
年
間
10
件
以
上
（平
成
32
年
度
）
支
援
者
対
象
の
講
座
や
研
修
会
の
開
催
に
よ
る
育
成
○
　
生
涯
学
習
支
援
者
養
成
講
座
○
　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
‐
１
　
講
座
及
び
研
修
会
の
提
供
件
数
２
　
文
化
生
涯
学
習
の
支
援
者
と
し
て
育
成
さ
れ
た
市
民
数
１
　
年
間
5回
以
上
２
　
10
0人
以
上
（平
成
32
年
度
）
発
表
の
場
の
充
実
○
　
湘
南
文
化
交
流
会
の
開
催
○
　
市
民
文
化
祭
の
開
催
○
　
ま
な
び
の
市
民
講
師
自
主
企
画
講
座
○
　
ま
な
び
の
市
民
講
師
展
示
会
及
び
合
同
発
表
会
の
開
催
○
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
運
営
管
理
‐
発
表
の
場
の
提
供
件
数
年
間
10
日
以
上
（平
成
32
年
度
）
文
化
に
携
わ
る
人
材
育
成
な
ど
を
支
援
す
る
環
境
の
整
備
○
　
文
化
活
動
推
進
及
び
支
援
事
業
○
　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
バ
ン
ク
の
開
設
○
　
市
民
文
化
の
創
造
及
び
育
成
‐
‐
‐
情
報
収
集
・交
流
・相
談
の
場
と
な
る
中
心
拠
点
機
能
の
整
備
○
　
文
化
情
報
の
収
集
及
び
提
供
○
　
「生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
編
集
・発
行
○
　
「エ
コ
ー
・ち
が
さ
き
」の
編
集
・発
行
○
　
生
涯
学
習
相
談
体
制
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
‐
‐
‐
市
内
公
共
施
設
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
に
よ
る
拠
点
機
能
の
整
備
○
　
ち
が
さ
き
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
（仮
称
）の
蓄
積
○
　
生
涯
学
習
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
構
築
‐
‐
‐
文
化
資
源
の
調
査
・研
究
，
保
存
，
維
持
・継
承
○
　
歴
史
資
料
の
整
理
・保
存
○
　
刊
行
物
の
作
成
○
　
文
化
振
興
に
関
す
る
調
査
・研
究
‐
文
化
資
源
の
調
査
・研
究
，
保
存
，
維
持
・継
承
に
関
す
る
事
業
へ
の
市
民
の
参
加
人
数
10
0人
以
上
（平
成
32
年
度
）
文
化
資
源
を
活
用
し
た
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
○
　
ゆ
か
り
の
人
物
紹
介
事
業
○
　
市
史
講
座
○
　
「ち
が
さ
き
学
」（
地
域
学
）の
創
設
○
　
ち
が
さ
き
文
化
ア
ー
カ
イ
ブ
（仮
称
）の
蓄
積
‐
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
件
数
年
間
50
件
以
上
（平
成
32
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
満
足
度
○
　
地
域
が
子
供
た
ち
の
成
長
を
促
し
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
○
　
家
庭
が
子
供
た
ち
の
成
長
を
促
し
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
○
　
公
民
館
を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
図
書
館
（分
館
，
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
含
む
）を
利
用
し
た
こ
と
の
あ
る
児
童
・生
徒
の
割
合
○
　
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
の
中
で
自
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
る
市
民
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
中
心
拠
点
機
能
に
つ
い
て
の
市
民
の
認
知
度
○
　
中
心
拠
点
機
能
を
利
用
し
た
市
民
の
満
足
度
○
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
市
民
の
認
知
度
○
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
市
民
の
満
足
度
茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
市
教
育
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
び
あ
い
響
き
あ
う
社
会
教
育
の
充
実
Ａ
　
伸
ば
す
学
び
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
。
学
び
続
け
る
意
欲
と
確
か
な
学
力
，
健
や
か
な
体
が
育
っ
て
い
る
か
。
自
ら
考
え
判
断
し
，
行
動
で
き
る
自
律
性
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
か
。
Ｂ
　
つ
な
ぐ
学
び
あ
い
響
き
あ
う
教
育
が
具
体
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
か
。
学
ん
だ
こ
と
が
将
来
の
自
分
や
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
と
感
じ
て
い
る
か
。
豊
か
な
人
間
性
（人
を
思
い
や
る
心
，
感
動
す
る
心
な
ど
）や
市
民
性
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
る
か
。
Ｃ
　
支
え
る
教
育
の
効
果
を
最
大
限
に
す
る
た
め
の
環
境
整
備
が
進
ん
で
い
る
か
。
百
分
率
に
よ
る
目
標
値
は
，
次
の
と
お
り
設
定
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
１
　
現
状
値
が
70
％
以
上
の
場
合
：5
 ポ
イ
ン
ト
増
を
目
安
に
，
現
状
値
を
上
回
る
数
値
２
　
現
状
値
が
50
％
以
上
70
％
未
満
の
場
合
：現
状
値
＋
 1
0 
ポ
イ
ン
ト
程
度
３
　
現
状
値
が
25
％
以
上
50
％
未
満
の
場
合
：現
状
値
＋
 2
0 
ポ
イ
ン
ト
程
度
４
　
現
状
値
が
25
% 
未
満
の
場
合
：現
状
値
の
2 
倍
程
度
自
立
へ
の
意
欲
と
夢
を
は
ぐ
く
む
青
少
年
の
育
成
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
づ
く
り
青
少
年
の
居
場
所
づ
く
り
多
様
な
体
験
活
動
と
交
流
の
促
進
青
少
年
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
立
青
少
年
の
活
動
拠
点
と
し
て
の
施
設
整
備
○
　
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
都
市
の
推
進
○
　
小
学
校
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
事
業
○
　
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
開
催
○
　
海
岸
青
少
年
会
館
・福
祉
会
館
複
合
施
設
再
整
備
事
業
（海
岸
青
少
年
会
館
整
備
）
郷
土
に
学
び
未
来
を
拓
く
学
習
環
境
の
整
備
郷
土
の
歴
史
や
自
然
等
に
学
ぶ
学
習
機
会
の
提
供
と
教
育
活
動
の
展
開
文
化
財
の
調
査
・収
集
と
保
護
文
化
財
保
護
意
識
の
啓
発
郷
土
の
魅
力
の
発
見
・再
発
見
と
地
域
社
会
の
賑
わ
い
の
創
出
史
跡
の
保
存
整
備
と
活
用
郷
土
を
語
る
文
化
資
料
館
の
整
備
○
　
文
化
財
保
護
思
想
の
普
及
啓
発
○
　
下
寺
尾
遺
跡
群
（七
堂
伽
藍
跡
・高
座
郡
衙
）保
存
整
備
事
業
○
　
ち
が
さ
き
丸
ご
と
ふ
る
さ
と
発
見
博
物
館
事
業
○
　
文
化
資
料
館
移
転
・整
備
及
び
周
辺
地
整
備
事
業
茅
ヶ
崎
市
文
化
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
平
成
24
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
「ち
が
さ
き
学
」を
中
心
と
し
た
新
た
な
ち
が
さ
き
市
民
大
学
（仮
称
）の
構
築
及
び
体
系
化
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
茅
ヶ
崎
市
文
化
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
実
現 幅
広
い
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
文
化
生
涯
学
習
へ
の
連
携
協
力
体
制
機
会
の
提
供
人
材
の
育
成
と
活
用
及
び
支
援
拠
点
機
能
の
整
備
文
化
資
源
の
有
効
活
用
－195－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
個
人
，
団
体
，
学
校
，
企
業
等
に
よ
る
枠
組
み
を
超
え
た
し
く
み
づ
く
り
○
　
教
育
機
関
と
の
連
携
講
座
○
　
企
業
と
の
連
携
講
座
○
　
次
世
代
を
対
象
と
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
等
○
　
新
た
な
ち
が
さ
き
市
民
大
学
（仮
称
）の
構
築
○
　
生
涯
学
習
交
流
サ
ロ
ン
‐
個
人
，
団
体
，
学
校
，
企
業
等
に
よ
る
枠
組
み
を
超
え
た
事
業
数
年
間
10
件
以
上
（平
成
32
年
度
）
行
政
間
及
び
庁
内
関
係
部
局
の
横
断
的
な
取
り
組
み
に
向
け
た
し
く
み
づ
く
り
○
　
藤
沢
市
・茅
ヶ
崎
市
・寒
川
町
美
術
展
事
業
○
　
湘
南
文
化
交
流
会
の
開
催
○
　
シ
ニ
ア
パ
ワ
ー
の
活
用
に
向
け
た
事
業
○
　
子
育
て
世
代
対
象
講
座
‐
行
政
間
等
で
連
携
し
た
事
業
数
年
間
庁
内
10
件
以
上
，
他
市
町
村
5件
以
上
（平
成
32
年
度
）
長
岡
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
青
少
年
育
成
会
議
等
で
実
施
す
る
活
動
に
参
加
す
る
地
域
住
民
の
人
数
73
,0
00
人
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
公
民
館
講
座
で
子
育
て
中
の
保
護
者
を
対
象
と
す
る
，
家
庭
教
育
支
援
の
講
座
へ
の
参
加
者
数
2,
50
0人
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
上
越
市
学
校
教
育
実
践
上
の
重
点
の
評
価
に
お
い
て
，
全
て
の
学
校
で
，
望
ま
し
い
生
活
習
慣
が
定
着
す
る
よ
う
近
隣
の
学
校
間
，
家
庭
，
地
域
な
ど
と
連
携
し
た
取
組
を
実
施
し
た
と
肯
定
的
に
回
答
す
る
学
校
の
割
合
小
中
学
校
と
も
95
%以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
上
越
市
学
校
教
育
実
践
上
の
重
点
の
評
価
に
お
い
て
，
よ
り
良
い
食
習
慣
が
身
に
付
く
よ
う
家
庭
と
の
連
携
を
深
め
た
り
，
地
域
や
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
食
育
を
推
進
し
た
り
し
た
と
肯
定
的
に
回
答
す
る
学
校
の
割
合
小
中
学
校
と
も
95
%以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
モ
デ
ル
地
区
数
前
年
度
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会
や
運
営
に
関
す
る
情
報
交
換
の
場
の
数
研
修
会
　
4 
回
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
各
地
区
公
民
館
で
学
び
の
情
報
提
供
の
た
め
「公
民
館
た
よ
り
」を
発
行
す
る
地
区
館
数
全
地
区
館
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
各
種
広
報
媒
体
を
活
用
し
た
教
育
委
員
会
の
取
組
の
発
信
に
対
す
る
ア
ク
セ
ス
数
前
年
度
よ
り
も
増
や
す
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
上
越
市
美
術
展
覧
会
出
品
者
数
30
0 
人
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
上
越
市
美
術
展
覧
会
入
場
者
数
8,
30
0人
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
新
潟
県
美
術
展
覧
会
入
場
者
数
1,
60
0人
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
上
越
市
民
芸
能
祭
入
場
者
数
入
場
者
数
　
4,
15
0 
人
以
上
／
参
加
団
体
数
11
1 
団
体
以
上
（平
成
28
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
中
心
拠
点
機
能
に
つ
い
て
の
市
民
の
認
知
度
○
　
中
心
拠
点
機
能
を
利
用
し
た
市
民
の
満
足
度
○
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
の
市
民
の
認
知
度
○
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
市
民
の
満
足
度
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
謙
信
Ｋ
ＩＤ
Ｓ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
楽
校
内
容
の
充
実
に
よ
る
，
定
員
に
対
す
る
決
定
率
と
満
足
度
○
　
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
の
満
足
度
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「毎
日
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に
寝
て
い
る
」と
回
答
す
る
子
ど
も
の
割
合
○
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会
や
運
営
に
関
す
る
情
報
交
換
の
満
足
度
上
越
市
上
越
市
総
合
教
育
プ
ラ
ン
第
3期
実
施
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
家
庭
と
子
ど
も
の
育
成
環
境
の
整
備
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
子
ど
も
を
支
え
る
連
携
体
制
の
構
築
茅
ヶ
崎
市
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
の
た
め
の
支
援
連
携
・協
働
の
し
く
み
づ
く
り
○
　
青
少
年
健
全
育
成
活
動
事
業
支
援
○
　
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
へ
の
支
援
茅
ヶ
崎
市
文
化
生
涯
学
習
プ
ラ
ン
平
成
24
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
「ち
が
さ
き
学
」を
中
心
と
し
た
新
た
な
ち
が
さ
き
市
民
大
学
（仮
称
）の
構
築
及
び
体
系
化
情
報
通
信
技
術
を
用
い
た
茅
ヶ
崎
市
文
化
資
源
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
実
現 幅
広
い
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
文
化
生
涯
学
習
へ
の
連
携
協
力
体
制
○
　
放
課
後
の
子
ど
も
の
居
場
所
設
置
事
業
○
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員
の
資
質
向
上
に
向
け
た
事
業
生
き
が
い
が
も
て
る
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
学
習
機
会
の
充
実
と
情
報
提
供
に
よ
る
自
ら
学
べ
る
仕
組
の
整
備
○
　
生
涯
学
習
推
進
事
業
○
　
学
習
機
会
の
情
報
提
供
や
相
談
事
業
文
化
・芸
術
活
動
の
学
習
成
果
の
発
表
の
場
の
提
供
○
　
美
術
展
覧
会
事
業
○
　
生
涯
学
習
推
進
事
業
基
本
的
生
活
習
慣
の
形
成
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
啓
発
○
　
教
育
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
作
成
事
業
○
　
血
液
検
査
採
血
事
業
○
　
生
活
習
慣
予
防
教
育
の
推
進
○
　
歯
科
衛
生
士
派
遣
事
業
○
　
学
校
給
食
事
業
－196－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
‐
‐
公
民
館
・直
江
津
学
び
の
流
館
・教
育
プ
ラ
ザ
・生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
の
利
用
者
数
82
0,
00
0人
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
水
族
博
物
館
の
有
料
入
館
者
数
17
8,
00
0 
人
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
魅
力
の
あ
る
「み
ん
な
の
本
だ
な
」に
す
る
た
め
，
設
置
者
が
行
う
本
の
補
充
年
１
回
以
上
の
割
合
対
前
年
度
の
割
合
を
上
回
る
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
高
田
図
書
館
，
直
江
津
図
書
館
，
分
館
及
び
分
室
に
お
け
る
本
の
貸
出
利
用
者
数
と
貸
出
冊
数
貸
出
利
用
者
数
　
20
2,
00
0
人
以
上
／
貸
出
冊
数
80
0,
00
0 
冊
以
上
（平
成
28
年
度
）
青
少
年
の
体
験
活
動
の
充
実
‐
○
　
世
代
間
交
流
事
業
○
　
謙
信
Ｋ
ＩＤ
Ｓ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
‐
公
民
館
事
業
に
お
い
て
青
少
年
を
対
象
に
，
世
代
間
交
流
な
ど
を
通
し
た
様
々
な
体
験
活
動
を
企
画
・実
施
す
る
講
座
へ
の
参
加
者
数
6,
70
0人
以
上
（平
成
28
年
度
）
人
づ
く
り
・地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
○
　
青
少
年
教
育
事
業
○
　
成
人
教
育
事
業
○
　
ま
ち
づ
く
り
・自
治
に
関
す
る
事
業
‐
公
民
館
活
動
の
水
準
統
一
と
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
，
年
間
を
と
お
し
て
，
週
1 
回
程
度
の
講
座
を
開
催
す
る
地
区
公
民
館
数
全
て
の
地
区
公
民
館
で
週
に
1回
程
度
の
講
座
を
開
催
（平
成
26
年
度
）
県
内
最
多
を
誇
る
文
化
財
の
保
存
と
継
承
‐
○
　
文
化
財
保
存
整
備
費
○
　
春
日
山
城
跡
保
存
管
理
事
業
○
　
市
内
遺
跡
等
発
掘
調
査
事
業
○
　
春
日
山
城
跡
５
か
年
整
備
事
業
○
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
○
　
「弥
生
の
ム
ラ
」コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
事
業
‐
県
内
最
多
で
あ
る
指
定
文
化
財
の
う
ち
，
市
指
定
文
化
財
の
件
数
件
数
の
増
加
（平
成
28
年
度
）
文
化
財
の
活
用
の
充
実
‐
○
　
増
村
朴
斎
記
念
館
管
理
運
営
費
○
　
文
化
財
保
存
整
備
費
○
　
春
日
山
城
跡
保
存
管
理
事
業
○
　
春
日
山
城
跡
５
か
年
整
備
事
業
○
　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
費
○
　
「弥
生
の
ム
ラ
」コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
事
業
‐
文
化
財
の
公
開
・活
用
を
図
る
出
前
講
座
や
体
験
学
習
事
業
へ
の
参
加
者
数
前
年
度
の
参
加
者
数
を
上
回
る
（平
成
28
年
度
）
魅
力
と
個
性
あ
ふ
れ
る
博
物
館
・美
術
館
づ
く
り
‐
○
　
総
合
博
物
館
管
理
運
営
事
業
○
　
民
俗
資
料
整
理
事
業
○
　
小
林
古
径
記
念
美
術
館
管
理
運
営
事
業
○
　
小
林
古
径
邸
管
理
運
営
事
業
‐
特
色
あ
る
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
よ
る
総
合
博
物
館
，
小
林
古
径
記
念
美
術
館
，
小
林
古
径
邸
の
入
館
者
数
30
,0
00
人
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
率
30
％
以
上
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
市
内
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
，
体
育
協
会
に
所
属
す
る
会
員
数
26
,0
00
 人
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
中
高
校
生
の
北
信
越
大
会
の
出
場
者
数
95
 人
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
小
中
高
校
生
の
全
国
大
会
出
場
者
お
よ
び
国
体
出
場
者
の
数
15
0 
人
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
体
育
課
が
所
管
す
る
体
育
施
設
と
学
校
体
育
施
設
開
放
の
人
口
1人
当
た
り
の
年
間
利
用
回
数
7.
05
 回
/人
（平
成
28
年
度
）
‐
‐
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
，
出
前
講
座
，
体
力
測
定
会
の
参
加
者
数
15
,0
00
 人
以
上
（平
成
28
年
度
）
学
習
ニ
ー
ズ
と
地
域
課
題
に
対
応
し
た
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
人
と
人
，
人
と
地
域
を
結
ぶ
公
民
館
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
謙
信
Ｋ
ＩＤ
Ｓ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
楽
校
内
容
の
充
実
に
よ
る
，
定
員
に
対
す
る
決
定
率
と
満
足
度
○
　
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
参
加
者
の
満
足
度
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
い
て
，
「毎
日
同
じ
く
ら
い
の
時
刻
に
寝
て
い
る
」と
回
答
す
る
子
ど
も
の
割
合
○
　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
指
導
力
向
上
の
た
め
の
研
修
会
や
運
営
に
関
す
る
情
報
交
換
の
満
足
度
‐
教
育
振
興
基
本
計
画
上
越
市
上
越
市
総
合
教
育
プ
ラ
ン
第
3期
実
施
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
○
　
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
○
　
ジ
ュ
ニ
ア
期
に
お
い
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
目
指
す
支
援
の
強
化
○
　
ジ
ュ
ニ
ア
指
導
を
中
心
と
し
た
指
導
者
養
成
の
支
援
の
強
化
公
民
館
を
中
心
と
し
た
社
会
教
育
の
推
進
豊
か
な
地
域
文
化
の
振
興
へ
の
支
援
地
域
が
主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
○
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
○
　
住
民
が
主
体
的
に
参
画
す
る
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
○
　
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
発
信
生
き
が
い
が
も
て
る
生
涯
学
習
環
境
の
整
備
身
近
な
施
設
の
有
効
活
用
○
　
公
民
館
事
業
○
　
公
民
館
等
の
施
設
管
理
○
　
特
別
展
示
事
業
○
　
教
育
普
及
活
動
事
業
○
　
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
事
業
図
書
を
身
近
に
利
用
で
き
る
図
書
館
，
読
書
活
動
の
推
進
○
　
読
書
普
及
・自
主
活
動
事
業
○
　
図
書
充
実
事
業
○
　
「み
ん
な
の
本
だ
な
」
福
井
市
福
井
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
市
民
が
自
主
的
に
楽
し
む
生
涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
－197－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
生
涯
学
習
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
‐
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
‐
‐
‐
‐
効
果
的
・効
率
的
な
図
書
館
運
営
と
施
設
整
備
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
学
び
の
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
自
然
に
親
し
む
場
の
創
出
‐
‐
‐
‐
歴
史
・文
化
に
関
す
る
資
料
の
収
集
・保
存
・調
査
‐
‐
‐
‐
担
い
手
の
育
成
‐
‐
‐
‐
歴
史
の
継
承
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
活
動
拠
点
の
整
備
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
活
動
の
交
流
促
進
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
情
報
の
発
信
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
護
‐
‐
‐
‐
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
の
整
備
‐
‐
‐
‐
○
　
ま
つ
も
と
市
民
生
き
い
き
活
動
‐
‐
‐
○
　
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
各
種
講
座
‐
１
　
延
べ
開
催
日
数
２
　
参
加
人
数
１
　
10
0日
２
　
1,
50
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
わ
ら
細
工
と
昔
の
遊
び
道
具
作
り
講
座
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
8回
２
　
18
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
「学
び
の
森
い
ん
ふ
ぉ
め
ー
し
ょ
ん
」発
行
‐
発
行
部
数
14
,5
00
部
（平
成
28
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
支
援
登
録
制
度
‐
１
　
指
導
者
数
２
　
団
体
数
１
　
22
0人
２
　
47
0団
体
（平
成
28
年
度
）
○
　
平
和
学
習
の
推
進
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
20
回
２
　
45
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
歴
史
学
習
の
推
進
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
50
回
２
　
1,
20
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
世
界
の
飢
饉
や
貧
困
問
題
の
学
習
の
推
進
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
3回
２
　
90
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
人
権
啓
発
推
進
講
座
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
50
回
２
　
1,
40
0人
（平
成
28
年
度
）
‐ 実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
あ
い
さ
つ
す
る
割
合
○
　
生
涯
学
習
し
て
い
る
人
の
割
合
教
育
振
興
基
本
計
画
魅
力
あ
る
文
化
芸
術
の
振
興
と
歴
史
や
文
化
財
の
保
存
・継
承
生
涯
学
習
の
推
進
市
民
の
誇
り
と
な
る
文
化
を
振
興
す
る
文
化
芸
術
活
動
の
担
い
手
の
育
成
を
支
援
す
る
文
化
芸
術
活
動
の
交
流
と
発
信
を
促
進
す
る
歴
史
や
文
化
遺
産
を
保
存
継
承
す
る
松
本
市
松
本
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
の
推
進
福
井
市
福
井
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
市
民
が
自
主
的
に
楽
し
む
生
涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
市
民
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
市
民
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
支
援
す
る
－198－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
人
権
学
習
会
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
40
回
２
　
2,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
事
業
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
50
回
２
　
1,
20
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
環
境
問
題
問
題
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
14
0回
２
　
3,
80
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
福
祉
関
係
問
題
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
35
回
２
　
50
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
50
回
２
　
1,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
青
年
祭
事
業
‐
１
　
参
加
チ
ー
ム
数
２
　
参
加
人
数
１
　
30
２
　
30
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
職
業
能
力
開
発
講
座
‐
１
　
実
施
公
民
館
２
　
開
催
回
数
１
　
8館
２
　
11
8回
（平
成
28
年
度
）
○
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
事
業
‐
１
　
ヤ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
，
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
人
数
２
　
ヤ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
塾
参
加
人
数
１
　
2,
50
0人
２
　
30
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
地
域
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
30
回
２
　
1,
50
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
防
災
に
関
す
る
講
座
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
35
回
２
　
3,
50
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
女
性
セ
ン
タ
ー
講
座
‐
講
座
数
26
講
座
（平
成
28
年
度
）
○
　
ト
ラ
イ
あ
い
・松
本
講
座
‐
講
座
数
17
講
座
（平
成
28
年
度
）
○
　
企
業
人
権
啓
発
推
進
事
業
‐
参
加
者
数
19
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
松
本
市
自
主
防
災
組
織
活
性
化
支
援
事
業
（防
災
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
）
‐
１
　
講
座
開
催
数
２
　
参
加
者
数
(平
成
24
年
度
終
了
予
定
)
○
　
U
D
ア
イ
デ
ィ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
（U
D
啓
発
）
‐
‐
‐
○
　
国
際
姉
妹
・友
好
都
市
交
流
事
業
‐
１
　
４
都
市
累
計
来
松
者
数
２
　
４
都
市
累
計
渡
航
者
数
１
　
1,
50
0人
２
　
3,
20
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
運
営
‐
１
　
累
計
登
録
団
体
数
２
　
講
座
数
３
　
参
加
人
数
１
　
26
0団
体
２
　
6講
座
（平
成
28
年
度
）
○
　
市
民
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
‐
参
加
人
数
‐
○
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
‐
延
べ
利
用
者
数
45
,0
00
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
南
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業
‐
１
　
延
べ
利
用
者
数
２
　
老
人
大
学
入
学
者
数
１
　
23
,9
00
人
２
　
13
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
エ
イ
ズ
・性
感
染
症
予
防
普
及
啓
発
事
業
‐
講
座
等
実
施
回
数
70
回
（平
成
28
年
度
）
○
　
食
生
活
改
善
栄
養
指
導
教
室
‐
参
加
人
数
1,
80
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
教
室
‐
参
加
人
数
33
0人
（平
成
28
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
あ
い
さ
つ
す
る
割
合
○
　
生
涯
学
習
し
て
い
る
人
の
割
合
生
涯
学
習
の
推
進
松
本
市
松
本
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
の
推
進
－199－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
働
き
盛
り
世
代
の
生
活
習
慣
病
予
防
事
業
‐
参
加
人
数
6,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
適
職
発
見
探
索
ル
ー
ム
‐
相
談
件
数
‐
○
　
松
本
熟
年
農
業
大
学
‐
参
加
人
数
30
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
農
畜
産
物
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
事
業
‐
参
加
人
数
22
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
観
光
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ
事
業
‐
参
加
人
数
‐
○
　
松
本
検
定
事
業
‐
参
加
人
数
35
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
交
通
安
全
教
室
‐
開
催
回
数
‐
○
　
社
会
人
教
養
学
級
・講
座
等
‐
実
施
館
‐
○
　
高
齢
者
学
習
の
推
進
‐
実
施
館
‐
○
　
公
民
館
サ
ー
ク
ル
事
業
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
12
0回
２
　
2,
50
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
地
域
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
90
回
２
　
3,
50
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
公
民
館
報
の
発
行
‐
発
行
状
況
‐
○
　
公
民
館
だ
よ
り
の
発
行
‐
実
施
回
数
‐
○
　
公
民
館
運
営
審
議
会
の
運
営
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
延
べ
参
加
人
数
‐
○
　
公
民
館
委
員
会
活
動
の
充
実
‐
実
施
館
‐
○
　
公
民
館
研
究
集
会
の
開
催
‐
参
加
人
数
40
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
町
内
公
民
館
業
務
の
振
興
‐
委
託
料
‐
○
　
（仮
称
）市
民
活
動
研
究
集
会
の
開
催
‐
開
催
回
数
‐
○
　
地
域
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業
‐
実
施
内
容
‐
○
　
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
‐
参
加
人
数
28
5,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
地
域
福
祉
計
画
推
進
事
業
‐
実
施
地
区
数
35
地
区
（平
成
28
年
度
）
○
　
災
害
時
要
援
護
者
支
援
プ
ラ
ン
推
進
事
業
‐
講
座
実
施
地
区
数
‐
○
　
児
童
館
管
理
運
営
事
業
‐
年
間
延
べ
利
用
者
数
43
5,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
図
書
館
資
料
整
備
事
業
‐
市
民
一
人
当
り
蔵
書
数
5.
0冊
（平
成
28
年
度
）
○
　
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（調
査
相
談
）対
応
‐
相
談
件
数
‐
○
　
図
書
館
資
料
の
貸
出
‐
１
　
図
書
貸
出
利
用
者
数
２
　
貸
出
冊
数
１
　
40
0,
00
0人
２
　
1,
65
0,
00
0冊
（平
成
28
年
度
）
○
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
サ
ー
ビ
ス
‐
１
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
予
約
件
数
２
　
市
公
式
H
P
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
へ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
１
　
12
0,
00
0件
２
　
45
,0
00
件
（平
成
28
年
度
）
○
　
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
提
供
サ
ー
ビ
ス
‐
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
数
5種
類
（平
成
28
年
度
）
○
　
大
学
図
書
館
と
の
連
携
‐
‐
‐
○
　
公
民
館
図
書
室
と
の
連
携
‐
連
携
す
る
公
民
館
数
4館
（平
成
26
年
度
）
○
　
団
体
貸
出
‐
貸
出
団
体
数
70
団
体
（平
成
28
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
あ
い
さ
つ
す
る
割
合
○
　
生
涯
学
習
し
て
い
る
人
の
割
合
生
涯
学
習
の
推
進
公
民
館
の
学
び
を
通
し
た
地
域
づ
く
り
図
書
館
運
営
の
充
実
松
本
市
松
本
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
の
推
進
－200－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
‐
宅
配
利
用
者
数
50
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
‐
配
本
数
‐
○
　
お
は
な
し
会
の
開
催
‐
‐
‐
○
　
講
演
会
・講
座
等
の
開
催
‐
‐
‐
○
　
貴
重
資
料
保
存
活
用
事
業
‐
貴
重
資
料
の
保
存
活
用
‐
○
　
地
域
資
料
の
充
実
‐
地
域
資
料
数
43
,0
00
冊
（平
成
28
年
度
）
○
　
図
書
館
施
設
の
維
持
管
理
‐
‐
‐
○
　
地
区
公
民
館
大
規
模
改
修
事
業
‐
H
22
 ～
 2
8整
備
館
数
8館
（平
成
28
年
度
）
○
　
地
区
公
民
館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
事
業
‐
設
置
公
民
館
数
31
/3
2館
（平
成
28
年
度
）
○
　
町
内
公
民
館
施
設
整
備
事
業
‐
新
築
／
増
・改
築
／
改
修
‐
○
　
中
央
図
書
館
整
備
改
修
事
業
‐
施
設
，
設
備
の
更
新
改
修
‐
○
　
公
園
整
備
事
業
‐
１
人
当
り
公
園
面
積
14
.8
9㎡
（平
成
28
年
度
）
○
　
健
康
づ
く
り
学
習
の
推
進
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
35
回
２
　
1,
40
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
健
康
増
進
事
業
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
10
0回
２
　
3,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
24
5回
２
　
42
,0
00
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
17
0回
２
　
3,
50
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
学
校
体
育
施
設
開
放
‐
登
録
団
体
数
44
0団
体
（平
成
28
年
度
）
○
　
熟
年
体
育
大
学
‐
１
　
総
合
体
育
館
コ
ー
ス
参
加
人
数
２
　
い
き
い
き
健
康
ひ
ろ
ば
事
業
参
加
人
数
１
　
1学
年
　
12
0／
2学
年
9
6 ２
　
60
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
‐
受
講
者
数
90
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
姉
妹
都
市
親
善
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
大
会
‐
本
市
参
加
人
数
‐
○
　
市
民
歩
こ
う
運
動
‐
参
加
人
数
5,
10
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康
教
育
‐
参
加
人
数
20
,0
00
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
特
定
保
健
指
導
‐
評
価
実
施
率
45
%（
平
成
28
年
度
）
○
　
保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発
行
‐
発
行
回
数
‐
○
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
‐
委
員
数
86
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
団
体
補
助
‐
交
付
団
体
数
‐
○
　
競
技
大
会
実
行
委
員
会
へ
の
支
援
‐
１
　
支
援
団
体
数
２
　
大
会
参
加
人
数
‐
○
　
競
技
会
・大
会
開
催
補
助
‐
大
会
数
10
件
（平
成
28
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
あ
い
さ
つ
す
る
割
合
○
　
生
涯
学
習
し
て
い
る
人
の
割
合
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・リ
ー
ダ
ー
の
育
成
図
書
館
運
営
の
充
実
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・充
実
市
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
松
本
市
松
本
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
の
推
進
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
－201－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
大
会
出
場
祝
金
の
交
付
‐
交
付
件
数
‐
○
　
体
育
施
設
整
備
改
修
事
業
‐
‐
‐
○
　
保
健
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
‐
年
間
利
用
者
数
‐
○
　
美
術
資
料
の
収
集
事
業
‐
１
　
作
品
購
入
数
２
　
寄
贈
数
‐
○
　
展
覧
会
開
催
事
業
‐
企
画
展
数
‐
○
　
美
術
館
開
館
10
周
年
事
業
‐
記
念
事
業
の
開
催
‐
○
　
美
術
館
施
設
維
持
保
全
事
業
‐
‐
‐
○
　
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館
の
自
主
事
業
‐
事
業
数
50
事
業
（平
成
28
年
度
）
○
　
音
楽
文
化
ホ
ー
ル
の
自
主
事
業
‐
事
業
数
‐
○
　
波
田
文
化
セ
ン
タ
ー
自
主
事
業
‐
事
業
数
‐
○
　
ま
つ
も
と
演
劇
祭
‐
公
演
数
27
公
演
（平
成
28
年
度
）
○
　
国
際
音
楽
祭
事
業
‐
観
賞
者
数
‐
○
　
市
芸
術
文
化
祭
‐
１
　
出
品
数
２
　
上
演
者
数
３
　
入
場
者
数
‐
○
　
教
育
普
及
事
業
‐
１
　
講
座
数
２
　
利
用
人
数
‐
○
　
美
術
館
開
館
10
周
年
事
業
‐
出
前
講
座
の
開
催
‐
○
　
美
術
館
施
設
維
持
保
全
事
業
‐
‐
‐
○
　
地
域
文
化
事
業
の
振
興
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
10
0回
２
　
3,
50
0人
（平
成
26
年
度
）
○
　
地
区
文
化
祭
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
‐
○
　
芸
術
・文
化
に
親
し
む
講
座
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
１
　
35
回
２
　
1,
30
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
文
化
財
保
存
活
用
推
進
事
業
‐
１
　
講
演
回
数
２
　
整
備
地
区
１
　
3回
２
　
4地
区
（平
成
28
年
度
）
○
　
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
保
存
活
用
事
業
‐
補
助
金
交
付
団
体
数
6団
体
（平
成
28
年
度
）
○
　
史
跡
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
‐
整
備
地
区
毎
年
１
地
区
整
備
（平
成
28
年
度
）
○
　
文
化
財
記
録
保
存
事
業
‐
‐
‐
○
　
文
化
財
修
理
事
業
補
助
‐
補
助
金
交
付
件
数
‐
○
　
指
定
文
化
財
保
存
等
活
動
団
体
補
助
事
業
‐
補
助
金
交
付
件
数
‐
○
　
市
内
遺
跡
発
掘
報
告
会
‐
参
加
人
数
13
0人
（平
成
28
年
度
）
○
　
市
所
有
文
化
財
保
存
整
備
事
業
‐
‐
‐
○
　
殿
村
遺
跡
史
跡
整
備
事
業
‐
‐
‐
○
　
波
多
腰
家
住
宅
保
存
整
備
事
業
‐
‐
‐
○
　
歴
史
文
化
基
本
構
想
策
定
事
業
‐
‐
‐
○
　
博
物
館
パ
ス
ポ
ー
ト
の
配
付
‐
利
用
者
数
‐
○
　
特
別
展
の
開
催
‐
展
覧
会
数
‐
○
　
学
都
松
本
・博
物
館
関
連
事
業
‐
開
催
回
数
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
あ
い
さ
つ
す
る
割
合
○
　
生
涯
学
習
し
て
い
る
人
の
割
合
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・リ
ー
ダ
ー
の
育
成
社
会
体
育
施
設
の
整
備
・充
実
鑑
賞
の
場
の
充
実
表
現
・学
習
・交
流
の
場
の
充
実
松
本
ま
る
ご
と
博
物
館
構
想
の
推
進
博
物
館
事
業
の
推
進
松
本
市
松
本
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
健
康
づ
く
り
芸
術
を
通
し
た
教
育
の
推
進
歴
史
・文
化
資
産
の
保
護
と
活
用
－202－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
市
民
学
芸
員
養
成
講
座
の
開
催
‐
参
加
人
数
10
人
（平
成
28
年
度
）
○
　
七
夕
人
形
を
活
用
し
た
施
設
間
・地
域
間
連
携
事
業
‐
展
示
施
設
数
‐
○
　
子
ど
も
ま
る
博
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
刊
行
事
業
‐
刊
行
冊
数
7冊
（平
成
28
年
度
）
○
　
学
芸
員
実
習
の
受
入
れ
‐
受
入
人
数
‐
○
　
博
物
館
施
設
全
体
事
業
の
広
報
‐
配
付
部
数
‐
○
　
（仮
称
）基
幹
博
物
館
整
備
事
業
‐
現
市
立
博
物
館
の
老
朽
化
‐
○
　
山
辺
学
校
歴
史
民
俗
資
料
館
特
別
展
‐
観
覧
者
数
‐
○
　
南
・西
外
堀
復
元
事
業
‐
‐
‐
○
　
松
本
城
石
垣
改
修
事
業
‐
実
施
カ
所
‐
○
　
松
本
城
歴
史
資
料
保
存
事
業
‐
実
施
点
数
‐
○
　
松
本
城
保
存
管
理
事
業
‐
‐
‐
○
　
松
本
城
各
種
行
事
運
営
事
業
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
人
数
‐
○
　
世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
‐
‐
‐
○
　
松
本
城
の
教
育
普
及
・研
究
推
進
事
業
‐
参
加
人
数
‐
家
庭
に
対
す
る
学
習
の
充
実
と
こ
こ
ろ
の
手
助
け
を
‐
‐
‐
‐
す
べ
て
の
子
供
が
の
び
の
び
と
育
つ
環
境
と
社
会
づ
く
り
を
‐
‐
‐
‐
学
校
教
育
が
世
の
中
と
結
び
つ
く
よ
う
に
‐
‐
‐
‐
専
門
教
育
と
高
度
な
学
習
の
場
の
充
実
を
‐
‐
‐
‐
社
会
人
教
育
の
充
実
と
発
展
を
‐
‐
‐
‐
高
齢
者
の
学
習
参
加
の
促
進
と
世
代
間
交
流
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
‐
‐
‐
‐
地
域
で
若
者
を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
を
‐
‐
‐
‐
職
業
教
育
等
の
充
実
を
‐
‐
‐
‐
人
材
を
育
て
る
企
業
教
育
力
の
向
上
を
‐
‐
‐
‐
市
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
の
支
援
を
‐
‐
‐
‐
‐
健
康
に
つ
い
て
の
学
習
の
拡
充
を
‐
‐
‐
‐
健
康
づ
く
り
に
関
連
す
る
基
礎
学
習
を
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
と
生
涯
に
わ
た
り
健
康
な
体
と
心
を
‐
‐
‐
‐
芸
術
・文
化
遺
産
を
う
け
継
ぎ
，
守
り
，
生
か
す
努
力
を
‐
‐
‐
‐
芸
術
・文
化
活
動
の
底
辺
の
拡
大
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
‐
‐
‐
‐
平
和
な
社
会
を
守
り
伝
え
て
ゆ
く
努
力
を
‐
‐
‐
‐
人
権
を
尊
重
し
明
る
い
暮
ら
し
の
確
立
を
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
確
立
と
位
置
づ
け
を
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
充
実
を
‐
‐
‐
‐
身
の
回
り
の
機
能
と
活
力
の
充
実
を
‐
‐
‐
‐
望
ま
し
い
環
境
と
景
観
づ
く
り
を
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
あ
い
さ
つ
す
る
割
合
○
　
生
涯
学
習
し
て
い
る
人
の
割
合
‐
博
物
館
事
業
の
推
進
松
本
市
松
本
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
歴
史
・文
化
資
産
の
保
護
と
活
用
市
民
の
自
立
と
貢
献
を
松
本
城
の
保
存
・整
備
と
活
用
第
2次
松
本
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
す
べ
て
の
場
面
で
自
由
な
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
家
庭
に
お
け
る
教
育
・学
習
を
高
め
る
た
め
に
学
校
を
｢地
域
の
学
校
｣｢
お
ら
が
学
校
｣
に 生
涯
学
習
と
社
会
づ
く
り
夢
が
も
て
る
職
業
人
を
育
て
る
た
め
に
暮
ら
し
と
時
代
に
根
ざ
す
学
習
の
展
開
み
ん
な
の
健
康
を
守
る
学
習
を
す
す
め
る
た
め
に
多
様
で
香
り
高
い
芸
術
・文
化
活
動
の
振
興
の
た
め
に
平
和
と
人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
に
人
づ
く
り
・地
域
づ
く
り
の
た
め
に
－203－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
を
‐
‐
‐
‐
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し
の
確
保
を
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
の
多
様
化
と
一
元
化
を
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
‐
‐
‐
‐
指
導
者
の
充
実
を
‐
‐
‐
‐
指
導
者
の
多
様
化
と
活
用
を
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
の
充
実
を
‐
‐
‐
‐
体
系
的
な
学
習
機
会
の
提
供
を
‐
‐
‐
‐
市
民
の
手
に
よ
る
学
習
機
会
の
拡
充
を
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
発
表
の
場
を
‐
‐
‐
‐
学
習
結
果
に
適
正
な
評
価
を
‐
‐
‐
‐
施
設
の
整
備
と
活
用
の
多
様
化
を
‐
‐
‐
‐
学
習
者
の
立
場
に
立
つ
施
設
運
営
を
‐
‐
‐
‐
沼
津
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
学
び
の
創
造
○
　
地
域
行
動
学
科
（人
材
育
成
講
座
）の
開
設
‐
地
域
行
動
学
科
の
講
座
数
及
び
受
講
者
数
講
座
数
　
10
講
座
／
受
講
者
数
　
20
0人
（平
成
27
年
度
）
人
材
バ
ン
ク
の
充
実
と
教
養
講
座
の
充
実
○
　
趣
味
・教
養
講
座
の
充
実
‐
社
会
教
育
講
座
受
講
者
数
13
,3
00
人
（平
成
27
年
度
）
○
　
図
書
館
資
料
貸
出
事
業
‐
一
人
当
た
り
の
図
書
貸
出
数
8.
1冊
（平
成
27
年
度
）
○
　
図
書
館
資
料
収
集
・管
理
事
業
‐
年
間
購
入
冊
数
60
,0
00
冊
（平
成
27
年
度
）
読
書
活
動
を
支
援
す
る
人
材
育
成
○
　
図
書
関
連
団
体
支
援
事
業
‐
音
訳
・点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
50
人
（平
成
27
年
度
）
「ふ
じ
の
子
育
て
」を
基
盤
に
し
た
家
庭
教
育
○
　
子
育
て
講
演
会
‐
‐
‐
青
少
年
の
体
験
交
流
事
業
○
　
青
少
年
体
験
交
流
活
動
の
実
施
‐
‐
‐
自
然
体
験
活
動
○
　
し
し
ど
て
学
級
・星
座
教
室
‐
‐
‐
青
少
年
健
全
育
成
の
環
境
づ
く
り
○
　
青
少
年
声
掛
け
運
動
‐
‐
‐
青
少
年
育
成
団
体
の
活
動
支
援
○
　
青
少
年
育
成
団
体
の
活
動
支
援
及
び
指
導
者
の
育
成
‐
‐
‐
芸
術
文
化
活
動
へ
の
支
援
○
　
市
民
の
芸
術
文
化
活
動
の
活
発
化
‐
助
成
団
体
が
実
施
し
た
文
化
事
業
へ
の
参
加
者
数
10
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
多
様
な
芸
術
に
親
し
む
機
会
と
場
の
提
供
の
充
実
○
　
多
様
な
芸
術
文
化
に
親
し
む
機
会
の
提
供
‐
文
化
会
館
（ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
）利
用
者
数
49
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
文
化
財
の
保
護
・顕
彰
活
動
の
推
進
‐
指
定
文
化
財
等
件
数
77
件
（平
成
27
年
度
）
○
　
エ
コ
・ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
提
唱
と
推
進
‐
文
化
財
看
板
や
標
柱
の
設
置
数
19
1箇
所
（平
成
27
年
度
）
○
　
民
俗
芸
能
の
継
承
の
推
進
‐
富
士
市
民
俗
芸
能
連
絡
協
議
会
加
盟
団
体
数
13
団
体
（平
成
27
年
度
）
○
　
伝
統
文
化
の
継
承
と
保
存
の
推
進
‐
伝
統
文
化
・祭
礼
等
調
査
報
告
数
3冊
（平
成
27
年
度
）
○
　
広
見
公
園
内
ふ
る
さ
と
村
歴
史
ゾ
ー
ン
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
○
　
博
物
館
施
設
・展
示
・講
座
の
充
実
‐
博
物
館
施
設
利
用
者
数
53
,0
00
人
（平
成
27
年
度
）
○
　
博
物
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
博
物
館
収
蔵
品
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
備
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
促
進
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・振
興
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
子
育
て
講
演
会
参
加
者
の
満
足
度
○
　
体
験
交
流
活
動
参
加
者
の
満
足
度
○
　
自
然
体
験
研
修
参
加
者
満
足
度
○
　
声
掛
け
運
動
賛
同
者
累
計
○
　
青
少
年
指
導
者
中
級
認
定
者
数
○
　
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
（世
論
調
査
）
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
松
本
市
学
習
成
果
を
市
民
み
ん
な
の
も
の
と
す
る
た
め
に
学
習
施
設
の
整
備
と
活
用
の
た
め
に
学
習
指
導
者
と
学
習
相
談
の
充
実
の
た
め
に
学
習
機
会
の
拡
充
の
た
め
に
第
2次
松
本
市
生
涯
学
習
基
本
構
想
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
暮
ら
し
と
時
代
に
根
ざ
す
学
習
の
展
開
人
づ
く
り
・地
域
づ
く
り
の
た
め
に
生
涯
学
習
事
業
の
推
進
体
制
づ
く
り
学
習
情
報
の
提
供
の
た
め
に
富
士
市
富
士
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
市
民
の
学
び
と
青
少
年
健
全
育
成
新
し
い
公
共
を
志
向
し
た
社
会
教
育
読
書
環
境
の
充
実
市
民
の
読
書
活
動
の
充
実
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進
こ
こ
ろ
豊
か
な
市
民
文
化
の
創
造
文
化
財
保
護
の
推
進
文
化
財
の
保
護
と
活
用
伝
統
芸
能
，
祭
礼
等
の
保
存
と
継
承
の
推
進
文
化
財
施
設
の
整
備
文
化
財
関
連
資
産
や
施
設
の
整
備
充
実
情
報
発
信
の
充
実
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
－204－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
魅
力
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
開
催
‐
ス
ポ
ー
ツ
行
事
参
加
者
数
4,
60
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
協
議
会
の
開
催
‐
競
技
会
へ
の
参
加
者
数
1,
35
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
‐
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
登
録
指
導
者
数
13
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
‐
指
導
者
講
習
会
へ
の
参
加
者
数
13
0人
（平
成
27
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
と
支
援
○
　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
育
成
・支
援
‐
市
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
通
し
て
平
成
23
年
度
以
降
自
主
活
動
を
始
め
た
グ
ル
ー
プ
数
5グ
ル
ー
プ
（平
成
27
年
度
）
○
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
管
理
‐
公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
者
数
78
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
○
　
学
校
体
育
施
設
開
放
‐
学
校
体
育
館
及
び
運
動
場
の
利
用
者
数
59
0,
00
0人
（平
成
27
年
度
）
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
活
動
支
援
○
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
と
活
動
支
援
‐
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
数
3団
体
（平
成
27
年
度
）
○
　
公
民
館
講
座
事
業
‐
地
域
力
創
造
セ
ミ
ナ
ー
講
座
数
22
0講
座
（平
成
29
年
度
）
○
　
地
域
に
根
ざ
し
た
生
涯
学
習
‐
‐
‐
○
　
世
代
間
交
流
‐
‐
‐
○
　
学
校
と
の
連
携
‐
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
た
人
95
0人
（平
成
29
年
度
）
○
　
地
域
に
お
け
る
人
権
教
育
‐
人
権
出
前
講
座
等
の
研
修
会
の
開
催
回
数
70
回
（平
成
29
年
度
）
‐
‐
‐
‐
科
目
等
履
修
制
度
利
用
者
数
（前
・後
期
延
数
）
35
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
専
門
講
座
の
開
催
‐
‐
‐
○
　
文
化
財
の
保
存
と
活
用
‐
‐
‐
○
　
三
重
県
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
お
は
な
し
会
の
実
施
回
数
，
参
加
者
数
46
0回
／
6,
50
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
各
種
講
座
の
講
座
数
，
参
加
者
数
20
講
座
／
60
0人
／
（平
成
29
年
度
）
○
　
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
手
づ
く
り
絵
本
教
室
参
加
者
数
18
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
数
　
一
般
の
部
50
点
（平
成
29
年
度
）
‐
手
づ
く
り
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
出
品
数
　
こ
ど
も
の
部
○
　
生
涯
学
習
情
報
誌
の
発
行
‐
‐
‐
○
　
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
情
報
バ
ン
ク
個
人
登
録
数
15
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
生
涯
学
習
情
報
バ
ン
ク
団
体
登
録
数
30
0団
体
（平
成
29
年
度
）
‐
指
導
者
研
修
会
参
加
者
数
12
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
公
民
館
職
員
研
修
会
参
加
者
数
15
0人
（平
成
29
年
度
）
○
　
公
民
館
文
化
祭
事
業
‐
‐
‐
○
　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
‐
地
域
連
携
の
組
織
的
な
仕
組
み
づ
く
り
の
構
築
し
た
学
校
の
割
合
10
0%
（平
成
29
年
度
）
○
　
地
域
間
交
流
‐
‐
‐
○
　
社
会
教
育
関
係
団
体
の
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
の
支
援
‐
講
座
修
了
生
延
べ
人
数
25
0人
（平
成
29
年
度
）
○
　
伝
統
文
化
の
継
承
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
子
育
て
講
演
会
参
加
者
の
満
足
度
○
　
体
験
交
流
活
動
参
加
者
の
満
足
度
○
　
自
然
体
験
研
修
参
加
者
満
足
度
○
　
声
掛
け
運
動
賛
同
者
累
計
○
　
青
少
年
指
導
者
中
級
認
定
者
数
○
　
成
人
の
週
1回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
（世
論
調
査
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
参
加
者
の
満
足
度
富
士
市
富
士
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
養
成
と
確
保
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
運
営
管
理
津
市
津
市
生
涯
学
習
振
興
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
習
環
境
の
充
実
学
習
機
会
の
拡
充
各
世
代
の
学
習
支
援
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
地
域
の
人
材
育
成
学
習
活
動
の
支
援
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
○
　
三
重
短
期
大
学
事
業
読
書
活
動
の
推
進
○
　
図
書
館
事
業
○
　
手
づ
く
り
絵
本
事
業
学
習
情
報
の
収
集
・提
供
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
支
援
制
度
の
充
実
○
　
生
涯
学
習
情
報
バ
ン
ク
制
度
の
活
用
○
　
リ
ー
ダ
ー
研
修
の
実
施
学
習
成
果
を
生
か
す
場
の
提
供
－205－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
顕
彰
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
公
民
館
講
座
修
了
生
の
育
成
・支
援
‐
‐
‐
○
　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受
講
者
数
90
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
青
少
年
育
成
関
係
団
体
へ
の
支
援
‐
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
延
べ
参
加
数
1,
40
0人
（平
成
29
年
度
）
安
全
で
快
適
な
公
民
館
○
　
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
親
し
ま
れ
る
図
書
館
○
　
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
‐
‐
‐
‐
香
良
洲
歴
史
資
料
館
来
館
者
数
4,
50
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
美
杉
ふ
る
さ
と
資
料
館
来
館
者
数
1,
50
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
一
身
田
寺
内
町
の
館
来
館
者
数
12
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
○
　
魅
力
あ
る
展
示
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
考
古
資
料
な
ど
の
活
用
‐
‐
‐
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
○
　
安
全
・安
心
な
施
設
‐
‐
‐
‐
学
校
体
育
施
設
利
用
団
体
63
0団
体
（平
成
29
年
度
）
‐
学
校
体
育
施
設
延
べ
利
用
回
数
21
,0
00
回
（平
成
29
年
度
）
‐
附
属
図
書
館
一
般
登
録
者
数
（年
間
登
録
者
数
）
10
0人
（平
成
29
年
度
）
‐
体
育
施
設
利
用
登
録
団
体
数
15
団
体
（平
成
29
年
度
）
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
の
活
用
○
　
事
業
の
充
実
と
施
設
整
備
の
促
進
‐
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数
30
,0
00
人
（平
成
29
年
度
）
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
学
校
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
開
か
れ
た
学
校
（園
）づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
茨
木
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
貴
重
な
歴
史
資
産
の
保
全
と
積
極
的
な
活
用
‐
‐
‐
‐
各
種
講
座
や
生
涯
学
習
情
報
の
提
供
‐
‐
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
‐
‐
‐
‐
市
民
参
加
型
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
‐
‐
‐
‐
識
字
・日
本
語
学
習
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
サ
ポ
ー
ト
の
充
実
（高
齢
者
・障
が
い
者
な
ど
）
‐
‐
‐
‐
情
報
化
社
会
へ
の
対
応
‐
‐
‐
‐
歴
史
遺
産
，
地
域
文
化
，
芸
術
文
化
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
産
業
資
源
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
高
齢
社
会
に
向
け
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
 ‐ ‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
参
加
者
の
満
足
度
○
　
テ
ー
マ
性
に
基
づ
い
た
資
料
館
の
整
備
○
　
小
中
学
校
の
学
校
施
設
開
放
津
市
津
市
生
涯
学
習
振
興
計
画
平
成
25
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
地
域
の
人
材
育
成
学
習
活
動
の
支
援
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
自
主
活
動
の
育
成
学
習
施
設
の
整
備
・充
実
社
会
教
育
施
設
等
の
整
備
・充
実
歴
史
資
料
館
等
学
校
施
設
の
活
用
○
　
三
重
短
期
大
学
の
施
設
開
放
鈴
鹿
市
鈴
鹿
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
未
来
を
拓
く
　
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も
を
育
む
鈴
鹿
の
教
育
家
庭
・学
校
(園
）・
地
域
の
連
携
を
促
進
し
ま
す
八
尾
市
八
尾
市
教
育
振
興
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
人
権
と
共
生
の
２
世
紀
を
担
う
人
間
の
育
成
生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎
を
培
い
ま
す
八
尾
市
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
の
基
礎
づ
く
り
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
必
要
な
「生
き
る
力
」の
育
成
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
機
会
の
保
障
多
様
な
生
涯
学
習
の
機
会
の
充
実
豊
か
な
生
活
の
た
め
の
学
習
機
会
の
充
実
－206－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
福
祉
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
職
業
能
力
の
開
発
や
向
上
‐
‐
‐
‐
生
活
や
環
境
を
守
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
権
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
活
か
す
人
材
育
成
‐
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
情
報
提
供
の
充
実
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
の
推
進
‐
‐
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
，
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
身
近
な
学
習
施
設
の
有
効
活
用
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
有
効
活
用
‐
‐
‐
‐
寝
屋
川
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
課
題
‐
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
と
市
民
活
動
の
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
と
人
材
育
成
‐
‐
‐
‐
学
校
施
設
を
地
域
の
学
習
施
設
に
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
な
ど
と
学
校
‐
‐
‐
‐
学
習
施
設
の
整
備
・活
用
‐
‐
‐
‐
学
習
の
機
会
と
課
題
の
提
供
‐
‐
‐
‐
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
‐
‐
‐
‐
学
習
の
た
め
の
情
報
提
供
・相
談
‐
‐
‐
‐
社
会
へ
の
参
画
に
つ
な
が
る
学
び
‐
‐
‐
‐
地
域
を
知
り
，
文
化
を
創
造
す
る
学
び
‐
‐
‐
‐
子
供
や
若
者
を
育
む
学
び
‐
‐
‐
‐
働
く
こ
と
と
結
び
つ
い
た
学
び
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
の
充
実
‐
‐
‐
‐
だ
れ
も
が
学
べ
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
関
連
す
る
行
政
活
動
‐
‐
‐
‐
行
政
に
お
け
る
学
習
支
援
体
制
‐
‐
‐
‐
市
全
体
の
学
習
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
‐
‐
‐
‐
学
校
園
・家
庭
・地
域
の
連
携
・協
力
を
強
化
し
，
社
会
全
体
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
機
会
の
提
供
と
学
習
成
果
を
社
会
で
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
を
つ
く
る
‐
‐
‐
‐
地
域
と
大
学
等
の
連
携
を
通
し
た
教
育
環
境
を
整
備
す
る
‐
‐
‐
‐
‐ ‐ ‐
参
考
：加
古
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
現
代
的
課
題
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実 学
習
環
境
の
整
備
明
石
市
明
石
市
生
涯
学
習
ビ
ジ
ョ
ン
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
人
生
の
充
実
と
社
会
へ
の
参
画
地
域
を
知
り
，
文
化
を
創
造
す
る
子
ど
も
や
若
者
の
成
長
働
く
こ
と
へ
の
支
援
「多
様
な
学
び
」の
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
学
習
支
援
生
涯
学
習
支
援
体
制
の
整
備
加
古
川
市
加
古
川
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
22
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
と
も
に
生
き
る
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
地
域
総
が
か
り
の
教
育
「学
び
」が
生
か
せ
る
ま
ち
づ
く
り
八
尾
市
八
尾
市
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
多
様
な
生
涯
学
習
の
機
会
の
充
実
学
習
施
設
の
充
実
と
有
効
活
用
岸
和
田
市
第
2次
岸
和
田
市
生
涯
学
習
計
画
不
明
生
涯
学
習
推
進
計
画
と
も
に
育
ち
あ
う
生
涯
学
習
の
人
づ
く
り
学
社
連
携
で
豊
か
な
地
域
教
育
力
づ
く
り 地
域
が
輝
く
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
‐
生
涯
学
習
の
成
果
の
地
域
・社
会
へ
の
還
元
生
涯
学
習
を
支
え
る
基
盤
の
整
備
・充
実
生
涯
学
習
の
総
合
的
な
情
報
提
供
の
充
実
－207－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
発
達
段
階
に
応
じ
た
体
験
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立
を
め
ざ
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
伝
統
・文
化
等
に
関
す
る
教
育
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
誰
も
が
学
べ
る
場
と
機
会
を
整
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
の
学
習
資
源
を
集
め
役
立
て
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
築
き
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
学
び
あ
い
を
通
じ
て
地
域
を
考
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
家
庭
と
地
域
の
連
携
を
強
め
て
学
校
を
支
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
魅
力
あ
る
図
書
館
づ
く
り
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
と
更
新
に
努
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
文
化
遺
産
の
保
全
継
承
と
活
用
に
努
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
郷
土
資
料
の
収
集
と
情
報
の
発
信
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
意
識
の
啓
発
を
図
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
充
実
を
図
り
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
市
民
の
主
体
的
な
学
習
や
活
動
の
支
援
○
　
学
習
・活
動
情
報
の
収
集
と
提
供
‐
学
習
や
活
動
の
成
果
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
○
　
学
習
成
果
・経
験
・技
能
を
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
‐
社
会
教
育
施
設
等
の
効
果
的
な
活
用
○
　
社
会
教
育
施
設
等
の
効
果
的
活
用
○
　
社
会
教
育
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
調
査
・研
究
‐
文
化
財
保
護
強
調
月
間
事
業
の
実
施
○
　
歴
史
・文
化
が
醸
し
出
す
伊
丹
ロ
マ
ン
事
業
‐
地
域
の
文
化
財
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
○
　
歴
史
ロ
マ
ン
体
験
学
習
‐
文
化
財
を
保
存
・継
承
す
る
団
体
の
支
援
○
　
文
化
財
を
保
存
・継
承
す
る
団
体
の
支
援
と
活
用
‐
社
会
教
育
施
設
や
史
跡
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
○
　
「こ
と
ば
蔵
」の
歴
史
・文
化
の
情
報
発
信
機
能
の
充
実
○
　
い
た
み
官
兵
衛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
‐
文
化
財
の
保
存
・整
備
計
画
○
　
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
と
活
用
‐
だ
れ
も
が
・い
つ
で
も
・ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
と
ふ
れ
あ
え
る
環
境
づ
く
り
○
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
支
援
○
　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
編
成
と
環
境
整
備
○
　
サ
タ
デ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
‐
健
康
の
維
持
増
進
を
図
る
体
力
づ
く
り
○
　
指
導
者
に
関
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
と
派
遣
体
制
の
整
備
○
　
指
導
者
の
資
質
向
上
を
目
指
し
た
講
習
会
・研
修
会
の
開
催
○
　
子
ど
も
の
体
力
向
上
‐
競
技
レ
ベ
ル
の
向
上
○
　
施
設
整
備
の
充
実
・確
保
○
　
一
貫
し
た
指
導
体
制
の
整
備
と
講
習
会
・研
修
会
の
開
催
‐
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
○
　
「全
国
高
等
学
校
な
ぎ
な
た
選
抜
大
会
」の
開
催
○
　
「い
た
っ
ボ
ー
ル
」の
振
興
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
発
生
件
数
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
け
る
地
域
行
事
に
関
す
る
回
答
率
○
　
差
別
を
許
さ
な
い
都
市
宣
言
制
定
記
念
市
民
集
会
及
び
人
権
啓
発
講
座
（ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
）参
加
者
の
満
足
度
平
成
19
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
宝
塚
市
宝
塚
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
家
庭
・地
域
と
連
携
し
，
子
ど
も
の
発
達
を
支
援
し
ま
す 学
び
の
成
果
で
地
域
を
変
え
て
い
き
ま
す
新
鮮
な
学
習
情
報
を
常
に
発
信
し
ま
す
歴
史
と
文
化
が
息
づ
く
ふ
る
さ
と
を
守
り
ま
す
市
民
個
々
の
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
支
援
し
ま
す
伊
丹
市
伊
丹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（実
施
計
画
）
自
発
的
な
学
習
を
支
援
す
る
社
会
教
育
環
境
の
整
備
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
2,
39
0人
（平
成
28
年
度
）
文
化
財
の
保
存
・継
承
と
活
用
歴
史
・文
化
財
が
醸
し
出
す
伊
丹
ロ
マ
ン
事
業
参
加
者
数
14
,9
00
人
（平
成
28
年
度
）
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
１
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
会
員
数
２
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
等
参
加
者
数
３
　
体
育
施
設
利
用
者
数
１
　
6,
40
0人
（平
成
28
年
度
）
２
　
17
,0
00
人
（平
成
28
年
度
）
３
　
42
0,
00
0人
（平
成
28
年
度
）
－208－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
家
庭
教
育
の
推
進
○
　
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
○
　
草
の
根
家
庭
教
育
推
進
事
業
○
　
家
庭
教
育
出
前
講
座
事
業
○
　
だ
ん
ら
ん
ホ
リ
デ
ー
事
業
○
　
早
寝
・早
起
き
・朝
ご
は
ん
推
進
事
業
○
　
家
庭
・子
ど
も
支
援
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
（す
こ
や
か
ネ
ッ
ト
事
業
）
‐
‐
‐
心
豊
か
な
青
少
年
の
育
成
の
推
進
○
　
街
頭
補
導
活
動
の
推
進
○
　
健
全
育
成
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
P
T
C
A
（家
庭
・学
校
園
・地
域
）の
協
働
○
　
P
T
C
A
の
協
働
に
よ
る
地
域
教
育
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
市
民
力
の
活
用
○
　
地
域
活
動
の
活
発
化
に
向
け
た
支
援
策
の
推
進
‐
自
然
・歴
史
・文
化
・人
材
等
の
地
域
資
源
の
活
用
○
　
土
曜
日
の
教
育
支
援
体
制
等
構
築
事
業
の
推
進
○
　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
推
進
○
　
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
‐
家
庭
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進
○
　
人
権
啓
発
講
座
○
　
人
権
作
文
・ポ
ス
タ
ー
募
集
事
務
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進
○
　
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
○
　
人
権
教
育
指
導
員
派
遣
事
業
○
　
人
権
啓
発
標
語
募
集
事
務
‐
‐
‐
職
場
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進
○
　
人
権
学
習
指
導
者
養
成
講
座
事
業
○
　
視
聴
覚
教
材
貸
出
事
務
‐
‐
‐
松
江
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
呉
市
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
家
庭
へ
の
学
習
支
援
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
を
支
え
る
組
織
の
育
成
‐
‐
‐
‐
青
少
年
健
全
育
成
の
体
制
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
交
流
活
動
の
場
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
地
域
活
動
を
支
え
る
指
導
者
の
育
成
‐
‐
‐
‐
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
は
ぐ
く
む
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
図
書
館
の
整
備
充
実
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
公
民
館
な
ど
生
涯
学
習
拠
点
施
設
の
整
備
と
活
用
の
促
進
‐
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
涯
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
博
物
館
な
ど
学
術
文
化
拠
点
施
設
の
整
備
‐
‐
‐
‐
博
物
館
活
動
の
連
携
と
分
担
‐
‐
‐
‐
学
芸
員
の
資
質
向
上
‐
‐
‐
‐
有
形
の
文
化
財
の
保
存
と
活
用
‐
‐
‐
‐
埋
蔵
文
化
財
の
保
存
と
活
用
‐
‐
‐
‐
無
形
の
文
化
財
の
保
存
と
伝
承
‐
‐
‐
‐
世
界
文
化
遺
産
の
登
録
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
人
権
教
育
・啓
発
の
推
進
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
児
童
生
徒
の
問
題
行
動
発
生
件
数
○
　
全
国
学
力
・学
習
状
況
調
査
に
お
け
る
地
域
行
事
に
関
す
る
回
答
率
○
　
差
別
を
許
さ
な
い
都
市
宣
言
制
定
記
念
市
民
集
会
及
び
人
権
啓
発
講
座
（ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
）参
加
者
の
満
足
度
‐ ‐
家
庭
・地
域
・社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
の
推
進
創
造
す
る
喜
び
を
拡
げ
る
生
涯
学
習
の
推
進
平
成
19
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
今
日
的
課
題
に
対
応
し
た
家
庭
・地
域
・
社
会
教
育
の
推
進
１
　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数 ２
　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
回
数
１
　
57
0人
（平
成
28
年
度
）
２
　
1,
70
0回
（平
成
28
年
度
）
下
関
市
下
関
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
社
会
全
体
の
教
育
力
を
高
め
ま
す
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
地
域
の
教
育
力
の
向
上
生
涯
を
通
じ
て
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
図
書
館
活
動
の
推
進
生
涯
学
習
活
動
の
推
進
学
術
文
化
活
動
の
推
進
文
化
財
保
護
活
動
の
推
進
伊
丹
市
伊
丹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（実
施
計
画
）
徳
島
市
徳
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
か
が
や
き
の
人
づ
く
り
　
～
文
化
を
育
み
，
未
来
へ
飛
翔
す
る
人
づ
く
り
～
家
庭
・学
校
園
・地
域
等
の
協
働
に
よ
る
教
育
の
推
進
－209－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
家
庭
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
青
少
年
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
全
育
成
体
制
の
充
実
と
環
境
整
備
‐
‐
‐
‐
市
民
主
体
の
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
親
し
む
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
調
査
，
保
存
管
理
，
史
跡
整
備
の
推
進
‐
‐
‐
‐
文
化
財
に
親
し
む
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
推
進
体
制
の
確
立
‐
‐
‐
学
習
活
動
の
支
援
と
活
用
‐
‐
‐
公
民
館
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
図
書
館
の
充
実
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
と
活
用
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
存
整
備
と
活
用
○
　
築
き
上
げ
よ
う
！
自
己
実
現
と
社
会
参
画
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
‐
‐
‐
伝
統
文
化
の
継
承
‐
‐
‐
‐
市
民
文
化
活
動
の
創
造
‐
‐
‐
‐
文
化
施
設
の
整
備
と
活
用
‐
‐
‐
‐
青
少
年
健
全
育
成
活
動
の
推
進
○
　
や
る
ぞ
！
市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
○
　
安
心
！
家
庭
を
支
え
る
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
‐
大
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
（7
1名
以
上
）の
数
0箇
所
（平
成
22
年
度
）
地
域
ぐ
る
み
で
の
教
育
活
動
の
推
進
○
　
や
る
ぞ
！
市
民
総
参
加
子
ど
も
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
‐
１
　
「子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
」運
動
参
加
企
業
等
の
数
２
　
子
ど
も
た
ち
が
参
加
・参
画
す
る
地
域
行
事
（公
民
館
が
関
わ
る
行
事
）の
数
３
　
学
校
と
地
域
と
の
連
携
が
以
前
よ
り
深
ま
っ
た
と
回
答
す
る
学
校
の
割
合
１
　
60
0社
（平
成
22
年
度
）
２
　
15
0（
平
成
22
年
度
）
３
　
80
%（
平
成
22
年
度
）
企
業
等
・大
学
等
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
の
た
め
の
支
援
‐
子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減
‐
子
育
て
環
境
の
整
備
‐
○
　
啓
発
事
業
の
推
進
‐
○
　
学
習
情
報
提
供
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
○
　
学
習
活
動
を
支
援
す
る
体
制
整
備
‐
‐
‐
○
　
郷
土
の
資
源
を
活
か
し
た
学
習
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
○
　
施
設
の
充
実
と
効
率
的
運
用
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
現
在
，
生
涯
学
習
（自
分
の
生
活
や
能
力
を
高
め
る
た
め
に
，
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
，
文
化
活
動
（趣
味
・教
養
含
む
），
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
）を
行
っ
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
を
行
っ
て
い
る
市
民
の
う
ち
，
学
習
の
成
果
を
活
か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
週
1回
以
上
運
動
・ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
地
域
に
誇
れ
る
歴
史
・文
化
活
動
が
あ
る
と
感
じ
る
市
民
の
割
合
○
　
佐
賀
市
は
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
だ
と
感
じ
る
市
民
の
割
合
○
　
今
後
，
家
庭
に
お
い
て
，
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
や
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
す
る
こ
と
を
取
り
組
ん
で
み
よ
う
と
思
っ
た
受
講
者
の
割
合
○
　
「子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
」運
動
の
市
民
の
認
知
度
○
　
「子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
運
動
」を
意
識
し
て
，
子
ど
も
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
回
答
す
る
大
人
の
割
合
‐
教
育
振
興
基
本
計
画
委
は
終
了
。
第
2
期
計
画
の
素
案
が
ウ
ェ
ブ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
，
策
定
さ
れ
た
全
文
フ
ァ
イ
ル
は
見
当
た
ら
ず
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
市
民
の
割
合 ○
　
生
涯
学
習
振
興
施
策
に
対
す
る
市
民
満
足
度
佐
世
保
市
佐
世
保
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
を
高
め
　
学
び
を
活
か
し
　
学
び
を
通
し
て
つ
な
が
り
あ
う
ま
ち
学
習
機
会
の
充
実
生
涯
学
習
の
普
及
・啓
発
と
学
習
情
報
の
提
供
生
涯
に
わ
た
る
学
習
機
会
の
提
供
と
学
習
活
動
の
支
援
拠
点
施
設
に
よ
る
生
涯
学
習
の
推
進
公
立
公
民
館
佐
賀
市
佐
賀
市
教
育
基
本
計
画
不
明
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
・学
習
の
縦
軸
を
つ
な
ぐ
【学
ぶ
意
欲
を
支
え
る
】
社
会
教
育
の
推
進
徳
島
市
徳
島
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
か
が
や
き
の
人
づ
く
り
　
～
文
化
を
育
み
，
未
来
へ
飛
翔
す
る
人
づ
く
り
～
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
青
少
年
の
育
成
生
涯
に
わ
た
り
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
郷
土
の
遺
産
で
あ
る
文
化
財
の
保
存
と
活
用
0箇
所
（平
成
22
年
度
）
○
　
築
き
上
げ
よ
う
！
自
己
実
現
と
社
会
参
画
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
魅
力
あ
る
文
化
の
醸
成
文
化
芸
術
活
動
の
振
興
教
育
・学
習
の
横
軸
を
つ
な
ぐ
家
庭
・地
域
・企
業
等
の
教
育
力
の
向
上 子
育
て
支
援
の
充
実
○
　
安
心
！
家
庭
を
支
え
る
子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
大
規
模
児
童
ク
ラ
ブ
（7
1名
以
上
）の
数
－210－
（5
）2
0
万
人
以
上
～
3
0
万
人
未
満
の
自
治
体
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
○
　
生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
○
　
施
設
の
充
実
と
効
率
的
運
用
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
○
　
施
設
の
充
実
と
効
率
的
運
用
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
高
め
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
○
　
施
設
の
充
実
と
効
率
的
運
用
‐
‐
‐
○
　
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
○
　
施
設
の
開
放
と
活
用
促
進
‐
‐
‐
○
　
学
習
活
動
を
支
援
す
る
人
材
の
育
成
‐
‐
‐
○
　
学
び
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
○
　
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
○
　
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
を
支
援
す
る
体
制
整
備
‐
‐
‐
教
育
振
興
基
本
計
画
委
は
終
了
。
第
2
期
計
画
の
素
案
が
ウ
ェ
ブ
に
公
開
さ
れ
て
い
る
が
，
策
定
さ
れ
た
全
文
フ
ァ
イ
ル
は
見
当
た
ら
ず
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
生
涯
学
習
に
取
り
組
む
市
民
の
割
合 ○
　
生
涯
学
習
振
興
施
策
に
対
す
る
市
民
満
足
度
佐
世
保
市
佐
世
保
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
を
高
め
　
学
び
を
活
か
し
　
学
び
を
通
し
て
つ
な
が
り
あ
う
ま
ち
拠
点
施
設
に
よ
る
生
涯
学
習
の
推
進
公
立
公
民
館
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
市
立
図
書
館
そ
の
他
の
施
設
学
習
成
果
を
活
か
す
仕
組
づ
く
り
人
材
育
成
と
そ
の
活
用
学
習
成
果
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
地
域
ぐ
る
み
で
学
校
を
支
援
し
子
ど
も
を
育
む
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
・地
域
と
一
体
に
な
っ
た
学
校
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
放
課
後
の
子
ど
も
の
体
験
・交
流
活
動
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
子
育
て
に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
な
ど
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
に
向
け
た
総
合
的
な
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
幼
稚
園
・保
育
園
・子
ど
も
園
・児
童
館
等
を
活
用
し
た
子
育
て
の
支
援
の
推
進
‐
‐
‐
‐
乳
児
家
庭
訪
問
指
導
の
実
施
‐
‐
‐
‐
子
育
て
広
場
事
業
の
実
施
‐
‐
‐
‐
親
子
学
級
の
開
催
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
学
級
の
開
催
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
と
家
庭
に
関
わ
る
相
談
事
業
の
実
施
‐
‐
‐
‐
チ
ャ
イ
ル
ド
・ケ
ア
・プ
ラ
ン
ナ
ー
事
業
の
実
施
‐
‐
‐
‐
人
材
育
成
に
関
す
る
社
会
の
要
請
に
応
え
る
地
域
の
人
材
や
民
間
の
力
も
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど
実
践
的
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
図
書
館
等
の
活
用
を
通
じ
た
区
民
の
学
習
活
動
や
個
人
と
地
域
の
自
立
支
援
の
推
進
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
施
設
等
の
活
用
を
通
じ
た
地
域
の
学
習
拠
点
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
人
権
教
育
の
推
進
，
社
会
的
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
学
習
機
会
の
提
供
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
策
定
奨
励
金
の
支
給
‐
‐
‐
‐
子
育
て
支
援
へ
の
取
組
を
企
業
に
対
す
る
区
の
契
約
制
度
で
の
優
遇
措
置
の
設
置
‐
‐
‐
‐
中
小
企
業
従
業
員
仕
事
と
育
児
支
援
助
成
事
業
の
実
施
‐
‐
‐
‐
育
児
・介
護
休
業
者
職
場
復
帰
支
援
事
業
の
実
施
‐
‐
‐
‐
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
検
討
し
，
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
担
保
す
る
サ
ー
ビ
ス
評
価
制
度
の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
育
て
応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
‐
‐
‐
‐
教
育
広
報
紙
の
発
行
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
に
関
わ
る
職
員
の
対
応
能
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
千
代
田
区
子
育
て
施
策
の
財
源
の
確
保
に
関
す
る
条
例
の
制
定
‐
‐
‐
‐
地
域
の
人
材
や
学
習
資
源
を
活
用
し
た
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
交
流
の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
関
係
機
関
等
と
連
携
し
た
安
全
・安
心
な
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
力
の
向
上
子
ど
も
を
は
ぐ
く
む
「親
力
」の
育
成
と
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
の
学
習
拠
点
・情
報
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
施
設
を
活
用
し
た
生
涯
学
習
支
援
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
区
民
の
学
び
の
場
を
充
実
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
区
民
が
誇
り
に
思
え
る
郷
土
意
識
を
育
成
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
た
ち
や
若
い
世
代
の
学
ぶ
力
を
応
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
港
区
港
区
教
育
振
興
プ
ラ
ン
平
成
24
年
度
～
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
の
推
進
教
育
振
興
基
本
計
画
社
会
全
体
で
子
育
て
や
教
育
の
向
上
に
取
り
組
む
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
・協
力
を
強
化
し
，
社
会
全
体
の
教
育
力
を
向
上
さ
せ
る
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
を
図
る
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
学
べ
る
環
境
を
つ
く
る 働
き
方
や
固
定
的
な
男
女
の
役
割
分
担
を
変
え
る
取
組
を
行
う
教
育
振
興
基
本
計
画
「社
会
全
体
」で
支
え
る
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
子
ど
も
の
健
全
育
成
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
生
涯
学
習
活
動
へ
の
支
援
情
報
を
届
け
，
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
充
実
す
る
区
民
と
行
政
の
協
働
，
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
体
制
の
整
備
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
平
成
22
年
度
～
平
成
26
年
度
千
代
田
区
共
育
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
千
代
田
区
中
央
区
中
央
区
教
育
振
興
基
本
計
画
生
涯
学
習
計
画
（第
二
次
千
代
田
区
生
涯
学
習
計
画
）は
平
成
24
年
度
を
も
っ
て
終
了
。
参
考
：次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計
画 19
92
年
に
中
央
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
，
ウ
ェ
ブ
で
は
確
認
で
き
ず
。
港
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定
準
備
中
。
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
地
域
が
参
画
す
る
学
校
運
営
の
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
新
宿
の
多
様
な
資
源
を
活
か
し
た
教
育
活
動
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
支
援
‐
‐
‐
‐
学
校
と
家
庭
が
と
も
に
す
す
め
る
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
読
書
が
は
ぐ
く
む
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
安
全
の
確
保
子
ど
も
の
安
全
と
子
ど
も
を
守
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
校
を
支
え
る
地
域
の
力
‐
‐
‐
‐
情
報
発
信
‐
‐
‐
‐
組
織
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
‐
多
様
な
講
座
や
学
習
機
会
の
提
供
・充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
や
活
動
が
で
き
る
環
境
の
提
供
‐
‐
‐
‐
だ
れ
も
が
学
習
・活
動
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
活
動
を
支
援
す
る
区
立
図
書
館
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
の
収
集
・整
理
‐
‐
‐
‐
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
‐
‐
‐
‐
相
談
体
制
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
に
お
け
る
情
報
拠
点
と
な
る
区
立
図
書
館
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
主
体
的
な
活
動
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
活
動
成
果
披
露
の
場
の
充
実
‐
‐
‐
‐
人
材
育
成
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
材
活
用
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情
報
の
発
信
と
相
談
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加
す
る
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
既
存
施
設
等
の
利
活
用
‐
‐
‐
‐
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
交
流
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
等
団
体
と
の
連
携
・協
力
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
の
育
成
と
確
保
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
技
術
等
の
強
化
‐
‐
‐
‐
鑑
賞
の
機
会
と
場
所
の
提
供
・充
実
‐
‐
‐
‐
参
加
・創
造
・成
果
披
露
の
機
会
と
場
所
の
提
供
・充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
の
伝
統
や
歴
史
に
親
し
む
機
会
と
場
所
の
提
供
・
充
実
‐
‐
‐
‐
‐ ‐
新
宿
区
文
化
芸
術
区
民
・団
体
の
主
体
的
な
活
動
の
支
援
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
の
推
進
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
と
活
動
支
援
地
域
の
知
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
の
充
実
い
つ
で
も
，
ど
こ
で
も
，
だ
れ
で
も
学
習
や
活
動
が
で
き
る
機
会
の
提
供
・充
実
一
人
ひ
と
り
の
学
習
や
活
動
を
支
え
る
た
め
の
情
報
提
供
，
相
談
体
制
の
整
備
・充
実
ス
ポ
ー
ツ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
環
境
づ
く
り
家
庭
・地
域
と
連
携
し
た
学
校
・園
づ
く
り
新
宿
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
21
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
新
宿
の
ま
ち
に
学
び
，
家
庭
や
地
域
と
と
も
に
す
す
め
る
教
育
の
実
現
文
京
区
文
京
区
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
の
魅
力
向
上
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
だ
れ
も
が
文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
機
会
の
充
実
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
の
教
育
に
取
り
組
む
た
め
の
連
携
・協
働
文
京
区
ア
カ
デ
ミ
ー
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
－213－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
だ
れ
も
が
鑑
賞
・参
加
し
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
文
化
芸
術
関
連
の
情
報
収
集
・整
理
‐
‐
‐
‐
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
と
幅
広
い
情
報
発
信
‐
‐
‐
‐
相
談
体
制
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
“楽
し
む
人
”づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
“活
動
す
る
人
・団
体
”へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
“伝
え
る
人
”の
育
成
と
発
掘
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
材
活
用
の
推
進
‐
‐
‐
‐
文
化
的
な
資
源
の
発
掘
と
保
存
の
推
進
‐
‐
‐
‐
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
全
体
で
子
育
て
す
る
意
識
の
醸
成
‐
‐
‐
‐
社
会
の
場
の
多
様
な
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
社
会
を
つ
く
る
一
員
と
し
て
の
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
交
流
の
場
と
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
・学
校
・地
域
の
連
携
家
庭
・学
校
・地
域
の
連
携
・協
力
に
よ
る
教
育
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
親
子
共
同
体
験
の
充
実
‐
‐
‐
‐
乳
幼
児
期
の
生
活
機
会
体
験
の
充
実
‐
‐
‐
‐
乳
幼
児
が
利
用
で
き
る
場
の
提
供
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
社
会
参
画
に
よ
る
社
会
性
の
育
成
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
世
代
間
交
流
の
促
進
‐
‐
‐
‐
青
少
年
育
成
団
体
等
へ
の
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
習
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
大
人
の
「学
び
直
し
」や
基
礎
的
学
習
の
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
障
害
の
あ
る
成
人
に
対
す
る
学
習
環
境
の
支
援
‐
‐
‐
‐
シ
ニ
ア
世
代
の
地
域
参
加
支
援
‐
‐
‐
‐
シ
ニ
ア
世
代
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
促
進
‐
‐
‐
‐
多
世
代
交
流
の
促
進
‐
‐
‐
‐
シ
ニ
ア
世
代
が
利
用
で
き
る
施
設
の
運
営
‐
‐
‐
‐
区
民
に
よ
る
新
し
い
学
習
機
会
の
創
出
‐
‐
‐
‐
学
習
機
会
の
整
備
‐
‐
‐
‐
多
様
な
媒
体
を
用
い
た
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
芸
術
文
化
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
文
化
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
‐
‐
‐
‐
‐
「台
東
区
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
教
育
振
興
基
本
計
画
（学
校
教
育
分
野
）と
す
る
。
青
少
年
の
活
動
へ
の
支
援
高
齢
期
の
社
会
活
動
促
進
多
様
化
す
る
区
民
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
文
化
芸
術
「文
の
京
」の
文
化
や
歴
史
を
未
来
に
伝
え
る
仕
組
み
づ
く
り
文
京
区
台
東
区
台
東
区
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
文
化
芸
術
活
動
を
豊
か
に
す
る
た
め
の
情
報
提
供
，
相
談
体
制
の
整
備
・充
実
だ
れ
も
が
文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る
機
会
の
充
実
生
涯
学
習
の
基
礎
を
養
う
家
庭
教
育
の
充
実
社
会
教
育
の
充
実
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
多
様
な
学
習
を
振
興
す
る
乳
幼
児
の
学
習
の
場
の
充
実
成
人
の
学
習
支
援
伝
統
文
化
を
継
承
・発
展
さ
せ
る
芸
術
文
化
の
振
興
文
京
区
ア
カ
デ
ミ
ー
推
進
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
推
進
計
画
－214－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
文
化
の
創
造
‐
‐
‐
‐
伝
統
工
芸
と
職
人
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
と
も
の
づ
く
り
の
育
成
‐
‐
‐
‐
多
様
な
主
体
の
連
携
に
よ
る
文
化
活
動
の
活
性
化
‐
‐
‐
‐
台
東
区
固
有
の
文
化
の
継
承
‐
‐
‐
‐
皆
が
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
台
東
区
の
文
化
を
身
近
に
学
ぶ
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
づ
く
り
の
学
習
推
進
‐
‐
‐
‐
健
康
に
対
す
る
諸
問
題
に
対
応
す
る
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
健
康
に
対
す
る
共
助
促
進
‐
‐
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
支
援
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
運
営
‐
‐
‐
‐
施
設
の
運
営
・有
効
活
用
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
場
の
開
発
と
拡
張
‐
‐
‐
‐
学
習
相
談
機
能
の
質
的
向
上
と
拡
張
‐
‐
‐
‐
多
様
な
媒
体
に
よ
る
学
習
情
報
の
提
供
と
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
総
合
的
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
関
す
る
意
識
調
査
等
の
実
施
‐
‐
‐
‐
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
区
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
‐
‐
‐
‐
地
域
課
題
の
啓
発
‐
‐
‐
‐
地
域
課
題
解
決
の
場
の
設
置
‐
‐
‐
‐
地
域
社
会
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
資
源
の
発
掘
‐
‐
‐
‐
地
域
資
源
の
活
用
と
運
用
支
援
‐
‐
‐
‐
団
体
活
動
加
入
の
「き
っ
か
け
づ
く
り
」と
そ
の
組
織
化
と
育
成
‐
‐
‐
‐
自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
相
互
の
交
流
促
進
‐
‐
‐
‐
地
域
活
動
希
望
者
と
活
動
機
会
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
‐
‐
‐
‐
横
断
的
課
題
に
対
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
養
成
‐
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
講
座
等
の
実
施
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
啓
発
冊
子
の
発
行
‐
‐
‐
○
　
両
親
大
学
‐
１
　
両
親
大
学
補
助
実
績
２
　
子
育
て
通
信
配
布
枚
数
３
　
そ
の
他
講
座
，
講
演
会
の
実
施
回
数
‐
教
育
相
談
体
制
の
充
実
○
　
教
育
相
談
‐
‐
‐
○
　
S
S
T
養
成
講
座
の
実
施
‐
S
S
T
登
録
者
の
増
加
10
0人
○
　
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
‐
参
加
者
数
12
8人
（サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
受
講
生
）
70
人
（ジ
ュ
ニ
ア
・リ
ー
ダ
ー
研
修
生
）
「台
東
区
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」を
教
育
振
興
基
本
計
画
（学
校
教
育
分
野
）と
す
る
。
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
相
談
終
結
割
合
平
成
19
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
温
か
い
家
庭
づ
く
り
・学
び
合
え
る
地
域
づ
く
り
へ
の
支
援
家
庭
の
教
育
力
向
上
と
活
用
へ
の
支
援
区
民
文
化
財
の
保
存
・活
用
健
康
的
な
生
活
の
促
進
健
康
的
な
生
活
の
実
現
と
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
を
実
践
す
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実
台
東
区
台
東
区
生
涯
学
習
推
進
プ
ラ
ン
平
成
24
年
度
～
平
成
28
年
度
生
涯
学
習
の
場
の
整
備
学
習
情
報
提
供
・相
談
シ
ス
テ
ム
の
充
実 生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
地
域
力
を
高
め
る
市
民
性
の
涵
養
地
域
課
題
へ
の
取
り
組
み
の
推
進
地
域
資
源
の
見
直
し
伝
統
文
化
を
継
承
・発
展
さ
せ
る
芸
術
文
化
の
振
興
伝
統
工
芸
・技
芸
の
継
承
自
主
グ
ル
ー
プ
の
育
成
地
域
活
動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
充
実
生
涯
学
習
推
進
計
画
家
庭
の
教
育
力
向
上
へ
の
支
援
地
域
の
教
育
力
向
上
と
活
用
へ
の
支
援
地
域
の
教
育
力
向
上
へ
の
支
援
生
涯
学
習
推
進
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
墨
田
区
す
み
だ
教
育
指
針
－215－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
放
課
後
学
習
ク
ラ
ブ
の
実
施
‐
学
習
状
況
調
査
（意
識
調
査
）
60
％
（「
普
段
か
ら
こ
つ
こ
つ
勉
強
し
て
い
る
」と
答
え
た
児
童
・生
徒
の
割
合
：小
学
校
６
学
年
）
○
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
‐
実
施
校
数
全
25
校
で
の
実
施
○
　
地
域
体
験
活
動
‐
参
加
者
数
5,
00
0人
○
　
学
校
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
‐
１
　
実
施
校
の
拡
大
２
　
実
施
数
の
増
加
２
　
18
6回
N
P
O
等
と
の
連
携
○
　
N
P
O
法
人
す
み
だ
学
習
ガ
ー
デ
ン
と
の
連
携
‐
さ
く
ら
カ
レ
ッ
ジ
（N
P
O
自
主
事
業
）
11
0講
座
15
,0
00
人
○
　
す
み
だ
地
域
学
セ
ミ
ナ
ー
‐
年
間
延
受
講
者
数
22
,5
00
人
○
　
す
み
だ
文
化
郷
土
資
料
館
の
運
営
‐
入
館
者
数
16
,3
00
人
○
　
文
化
財
の
保
存
・普
及
‐
区
登
録
文
化
財
件
数
年
3件
登
録
○
　
墨
田
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
の
策
定
‐
‐
‐
○
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
業
‐
設
立
支
援
各
中
学
校
区
に
設
立
○
　
陸
上
競
技
場
等
整
備
事
業
‐
陸
上
競
技
場
整
備
の
進
捗
平
成
27
年
度
供
用
開
始
○
　
総
合
体
育
館
管
理
運
営
（P
FI
）事
業
‐
利
用
者
数
37
6,
00
0人
大
学
等
教
育
機
関
と
の
連
携
○
　
大
学
連
携
の
充
実
‐
‐
‐
学
生
人
材
等
の
活
用
○
　
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
‐
活
動
終
了
時
の
調
査
75
％
（学
校
・学
生
の
満
足
度
）
大
学
等
教
育
機
関
・企
業
の
教
育
力
の
活
用
○
　
す
み
だ
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
‐
す
み
だ
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
講
座
の
開
設
数
5講
座
生
涯
学
習
の
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
の
充
実
○
　
総
合
新
図
書
館
の
設
置
‐
‐
‐
総
合
教
育
施
設
の
整
備
○
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
運
営
‐
貸
施
設
の
稼
働
率
6
6
%
○
　
す
み
だ
ガ
バ
ナ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の
実
施
‐
受
講
者
数
15
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
産
学
官
連
携
講
座
の
実
施
‐
延
受
講
者
数
70
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
生
涯
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
‐
講
座
数
10
講
座
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
‐
参
加
団
体
数
50
団
体
（平
成
32
年
度
）
○
　
N
P
O
法
人
す
み
だ
学
習
ガ
ー
デ
ン
と
の
連
携
事
業
の
実
施
‐
さ
く
ら
カ
レ
ッ
ジ
講
座
数
11
0講
座
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
地
域
応
援
サ
イ
ト
「い
っ
し
ょ
に
ネ
ッ
と
」
（マ
マ
）の
実
施
‐
１
　
登
録
団
体
数
２
　
ア
ク
セ
ス
数
１
　
32
0団
体
（平
成
32
年
度
）
２
　
25
0,
00
0件
（平
成
32
年
度
）
○
　
地
域
団
体
活
動
情
報
「ネ
ッ
と
＆
メ
イ
ト
」の
発
行
‐
発
行
部
数
年
1回
（平
成
32
年
度
）
○
　
生
涯
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
‐
発
行
部
数
年
2回
各
3,
50
0部
（平
成
32
年
度
）
○
　
学
習
事
業
情
報
の
配
信
と
発
行
‐
１
　
学
習
情
報
紙
発
行
部
数
２
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
利
用
者
数
３
　
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス
発
行
部
数
４
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
更
新
回
数
５
　
ア
ク
セ
ス
回
数
１
　
年
12
回
81
,5
00
部
（平
成
32
年
度
）
２
　
延
4,
70
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
多
様
な
情
報
媒
体
を
活
用
し
た
学
習
情
報
の
提
供
‐
事
業
数
5事
業
（平
成
32
年
度
）
○
　
学
習
相
談
（情
報
コ
ー
ナ
ー
）の
運
営
‐
１
　
事
業
情
報
登
録
件
数
２
　
相
談
件
数
１
　
3,
80
0件
（平
成
32
年
度
）
２
　
2,
50
0件
（平
成
32
年
度
）
○
　
学
校
施
設
開
放
の
実
施
‐
１
　
一
般
開
放
の
実
施
校
数
２
　
貸
出
延
日
数
３
　
貸
出
延
人
数
１
　
全
校
実
施
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
見
直
し
‐
貸
施
設
の
稼
働
率
70
%（
平
成
32
年
度
）
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
相
談
終
結
割
合
指
標
が
多
い
た
め
，
一
部
省
略
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
（相
談
）終
結
割
合
平
成
19
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
温
か
い
家
庭
づ
く
り
・学
び
合
え
る
地
域
づ
く
り
へ
の
支
援
教
育
機
関
等
と
の
連
携
に
よ
る
学
習
・指
導
支
援
の
推
進
区
立
施
設
等
の
連
携
・活
用
に
よ
る
学
び
の
推
進
墨
田
区
ま
な
び
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
を
「支
え
る
」
学
習
環
境
の
整
備
文
化
・芸
術
活
動
と
歴
史
・文
化
理
解
の
推
進
活
動
の
場
を
充
実
す
る
郷
土
の
歴
史
・文
化
理
解
振
興
へ
の
支
援
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
へ
の
支
援
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・体
制
の
整
備
地
域
の
教
育
力
向
上
と
活
用
へ
の
支
援
地
域
の
教
育
力
活
用
を
支
援
す
る
仕
組
み
づ
く
り
墨
田
区
す
み
だ
教
育
指
針
区
民
・教
育
機
関
・民
間
事
業
者
等
と
協
働
す
る
学
習
情
報
の
提
供
・学
習
相
談
を
拡
充
す
る
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
の
育
成
事
業
の
実
施
‐
１
　
登
録
団
体
代
表
者
会
回
数
２
　
利
用
者
懇
談
会
回
数
１
　
1回
（平
成
32
年
度
）
２
　
2回
（平
成
32
年
度
）
○
　
リ
ク
エ
ス
ト
講
座
の
実
施
‐
１
　
派
遣
団
体
数
２
　
延
参
加
者
数
１
　
10
団
体
（平
成
32
年
度
）
○
　
指
導
者
・団
体
登
録
制
度
の
実
施
‐
１
　
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
団
体
数
２
　
指
導
者
・団
体
登
録
制
度
登
録
数
１
　
90
0団
体
（平
成
32
年
度
）
２
　
50
0件
（平
成
32
年
度
）
○
　
子
育
て
グ
ル
ー
プ
の
育
成
事
業
の
実
施
‐
１
　
事
業
数
２
　
参
加
者
数
１
　
3事
業
２
　
2,
55
0人
（施
設
別
）（
平
成
32
年
度
）
○
　
子
育
て
講
座
の
実
施
‐
１
　
事
業
数
２
　
参
加
者
数
１
　
各
2回
（平
成
32
年
度
）
○
　
家
庭
教
育
講
座
の
実
施
‐
延
参
加
者
数
50
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
両
親
大
学
の
実
施
‐
１
　
講
座
数
２
　
受
講
者
数
３
　
年
間
ア
ク
セ
ス
件
数
１
　
20
講
座
（平
成
32
年
度
）
２
　
1,
00
0人
（平
成
32
年
度
）
３
　
2,
70
0件
（平
成
32
年
度
）
○
　
教
育
相
談
室
事
業
の
実
施
‐
相
談
件
数
20
0件
（平
成
32
年
度
）
○
　
わ
ん
ぱ
く
天
国
の
運
営
‐
１
　
入
園
者
数
２
　
事
業
参
加
者
数
１
　
27
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
２
　
6,
60
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
少
年
少
女
合
唱
団
の
実
施
‐
団
員
数
10
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
農
山
村
生
活
体
験
事
業
の
実
施
‐
参
加
者
数
30
人
（季
節
・地
域
別
）（
平
成
32
年
度
）
○
　
自
然
体
験
教
室
の
実
施
‐
参
加
者
数
30
人
（平
成
32
年
度
）
○
　
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業
の
実
施
‐
１
　
受
講
者
数
２
　
修
了
者
数
１
　
70
人
（平
成
32
年
度
）
２
　
5人
（平
成
32
年
度
）
○
　
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施
‐
実
施
校
数
25
校
（平
成
32
年
度
）
○
　
お
や
じ
の
会
の
活
動
支
援
‐
団
体
数
15
団
体
（平
成
32
年
度
）
○
　
青
少
年
育
成
団
体
の
支
援
‐
青
少
年
の
検
挙
・補
導
数
検
挙
10
0人
（平
成
32
年
度
）
補
導
1,
60
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
青
少
年
委
員
の
活
動
の
支
援
‐
委
員
会
開
催
数
11
回
（平
成
32
年
度
）
○
　
地
域
体
験
活
動
支
援
事
業
の
実
施
‐
１
　
実
施
事
業
数
２
　
参
加
者
数
１
　
82
回
（平
成
32
年
度
）
２
　
5,
40
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
小
・中
学
生
の
民
具
体
験
活
動
の
実
施
‐
１
　
学
校
数
２
　
生
徒
数
１
　
20
校
（平
成
32
年
度
）
２
　
1,
50
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
読
み
聞
か
せ
講
演
会
の
実
施
‐
１
　
実
施
回
数
２
　
参
加
者
数
１
　
2回
（平
成
32
年
度
）
２
　
20
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
図
書
館
行
事
の
実
施
‐
１
　
実
施
回
数
２
　
参
加
者
数
毎
月
曜
日
を
決
め
て
実
施
（平
成
32
年
度
）
○
　
学
校
図
書
館
の
支
援
‐
シ
ス
テ
ム
新
規
導
入
校
数
全
校
導
入
（平
成
32
年
度
）
成
人
期
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
○
　
す
み
だ
教
室
の
実
施
‐
受
講
者
数
10
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
高
齢
者
向
け
生
き
が
い
講
座
の
実
施
‐
延
参
加
者
数
2,
00
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
生
き
が
い
趣
味
の
教
室
の
実
施
‐
１
　
実
施
回
数
２
　
参
加
者
数
２
　
3,
90
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
明
治
青
年
大
学
の
実
施
‐
１
　
実
施
回
数
２
　
参
加
者
数
２
　
1,
15
0人
（平
成
32
年
度
）
指
標
が
多
い
た
め
，
一
部
省
略
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
（相
談
）終
結
割
合
墨
田
区
ま
な
び
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
を
「支
え
る
」
学
習
環
境
の
整
備
学
習
ニ
ー
ズ
に
「応
え
る
」
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
青
少
年
期
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
高
齢
期
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
墨
田
区
グ
ル
ー
プ
や
個
人
で
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る
乳
幼
児
期
の
学
習
機
会
を
充
実
す
る
－217－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
○
　
元
気
高
齢
者
施
設
「い
き
い
き
プ
ラ
ザ
」の
運
営
‐
１
　
新
規
登
録
者
数
２
　
延
利
用
者
数
１
　
40
0人
（平
成
32
年
度
）
２
　
60
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
○
　
さ
く
ら
カ
レ
ッ
ジ
の
実
施
‐
１
　
講
座
数
２
　
受
講
者
数
１
　
11
0講
座
（平
成
32
年
度
）
２
　
15
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
○
　
学
校
公
開
講
座
の
実
施
‐
１
　
実
施
回
数
２
　
延
受
講
者
数
１
　
12
回
（平
成
32
年
度
）
２
　
20
0人
（平
成
32
年
度
）
生
活
課
題
に
対
応
す
る
学
習
機
会
を
拡
充
す
る
○
　
人
権
を
考
え
る
講
演
と
映
画
の
会
の
実
施
‐
１
　
実
施
回
数
２
　
受
講
者
数
１
　
1回
（平
成
32
年
度
）
２
　
10
0人
（平
成
32
年
度
）
各
種
教
室
・講
習
会
・イ
ベ
ン
ト
を
充
実
す
る
○
　
各
種
健
康
づ
く
り
教
室
・講
演
会
の
実
施
‐
延
参
加
者
数
1,
20
0人
（平
成
32
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
○
　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・活
用
‐
総
合
体
育
館
利
用
者
数
個
人
26
0,
00
0人
（平
成
32
年
度
）
団
体
14
0,
00
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
体
育
協
会
，
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
支
援
‐
体
育
大
会
参
加
者
数
14
,5
00
人
（平
成
32
年
度
）
○
　
体
育
指
導
委
員
活
動
の
充
実
‐
１
　
体
育
指
導
委
員
数
２
　
役
員
会
・定
例
会
開
催
数
１
　
35
人
（平
成
32
年
度
）
２
　
15
回
（平
成
32
年
度
）
○
　
指
導
者
・リ
ー
ダ
ー
の
養
成
‐
１
　
講
座
開
催
回
数
２
　
開
催
時
間
数
３
　
参
加
者
数
１
　
30
回
（平
成
32
年
度
）
２
　
60
時
間
（平
成
32
年
度
）
３
　
60
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
史
跡
め
ぐ
り
の
実
施
‐
１
　
実
施
回
数
２
　
参
加
者
数
１
　
8回
（平
成
32
年
度
）
２
　
16
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
地
域
学
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
‐
１
　
講
座
数
２
　
延
受
講
者
数
３
　
講
師
派
遣
数
１
　
14
講
座
（平
成
32
年
度
）
２
　
36
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
３
　
5回
（平
成
32
年
度
）
○
　
地
域
情
報
紙
の
発
行
‐
発
行
部
数
4回
各
19
,0
00
部
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
郷
土
か
る
た
の
普
及
事
業
の
実
施
‐
イ
ベ
ン
ト
回
数
7回
（平
成
32
年
度
）
○
　
文
化
財
情
報
の
活
用
‐
事
業
数
3事
業
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
郷
土
文
化
資
料
館
の
充
実
‐
１
　
展
示
回
数
２
　
見
学
者
数
３
　
講
座
開
催
数
４
　
講
座
参
加
者
数
１
　
12
回
（平
成
32
年
度
）
２
　
17
,0
00
人
（平
成
32
年
度
）
３
　
40
回
（平
成
32
年
度
）
４
　
2,
60
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
郷
土
文
化
講
座
・講
演
会
の
実
施
‐
１
　
開
催
回
数
２
　
参
加
者
数
１
　
12
回
（平
成
32
年
度
）
２
　
50
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
区
内
文
化
財
の
保
存
・普
及
事
業
の
実
施
‐
延
登
録
件
数
16
1件
（平
成
32
年
度
）
○
　
史
跡
説
明
板
の
実
施
‐
延
設
置
数
14
5件
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
ゆ
か
り
の
展
示
の
実
施
‐
実
施
回
数
2回
40
日
間
（平
成
32
年
度
）
○
　
文
化
財
等
調
査
報
告
書
の
発
行
‐
発
行
部
数
年
1回
1,
00
0部
（平
成
32
年
度
）
文
化
・芸
術
の
学
習
機
会
を
充
実
す
る
○
　
文
化
祭
の
実
施
‐
１
　
出
展
数
２
　
出
演
者
数
３
　
来
場
者
数
１
　
1,
00
0点
（平
成
32
年
度
）
２
　
2,
90
0人
（平
成
32
年
度
）
３
　
8,
20
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
区
内
N
P
O
団
体
の
育
成
・支
援
‐
協
議
会
加
入
団
体
数
40
団
体
（平
成
32
年
度
）
○
　
す
み
だ
創
生
塾
の
実
施
‐
１
　
認
定
講
座
数
２
　
一
定
単
位
取
得
者
数
１
　
60
講
座
（平
成
32
年
度
）
２
　
90
人
（3
0単
位
）（
平
成
32
年
度
）
○
　
郷
土
文
化
資
料
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
事
業
の
実
施
‐
１
　
協
力
回
数
２
　
延
参
加
者
数
１
　
70
回
（平
成
32
年
度
）
２
　
38
0人
（平
成
32
年
度
）
○
　
区
民
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
‐
登
録
人
数
30
0人
（平
成
32
年
度
）
指
標
が
多
い
た
め
，
一
部
省
略
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
（相
談
）終
結
割
合
墨
田
区
ま
な
び
プ
ラ
ン
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
地
域
力
を
「培
う
」
す
み
だ
の
地
域
力
の
継
承
と
創
造
学
習
ニ
ー
ズ
に
「応
え
る
」
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
充
実
高
齢
期
の
学
習
機
会
を
提
供
す
る
世
代
を
超
え
て
取
り
組
む
学
習
機
会
の
充
実
趣
味
・教
養
の
学
習
機
会
を
拡
充
す
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
「す
み
だ
」に
関
わ
る
学
習
を
拡
充
す
る
文
化
財
の
保
護
・活
用
を
充
実
す
る
学
習
成
果
を
活
か
す
取
組
を
推
進
す
る
墨
田
区
－218－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
地
域
や
家
庭
な
ど
と
連
携
し
学
校
を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
‐
‐
‐
‐
地
域
の
人
材
や
環
境
を
生
か
し
た
教
育
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
公
開
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
工
夫
な
ど
に
よ
る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
評
価
の
公
開
や
学
校
評
議
員
制
度
の
充
実
に
よ
る
学
校
運
営
の
透
明
性
の
確
保
‐
‐
‐
‐
教
育
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
の
構
築
大
学
・研
究
施
設
な
ど
と
連
携
し
た
豊
か
な
学
び
の
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
放
課
後
の
取
り
組
み
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
人
材
・団
体
を
生
か
し
た
安
全
で
安
心
な
居
場
所
・生
活
の
場
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
の
人
材
を
活
用
し
た
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
び
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
住
民
や
団
体
が
実
施
す
る
家
庭
教
育
活
動
へ
の
積
極
的
な
支
援
‐
‐
‐
‐
就
学
に
関
す
る
積
極
的
な
経
済
支
援
‐
‐
‐
‐
地
域
の
情
報
拠
点
と
し
て
の
図
書
館
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
こ
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
就
学
前
教
育
の
充
実
２
0歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
こ
ど
も
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
品
川
区
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
目
黒
区
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
推
進
計
画
（目
黒
区
生
涯
学
習
実
施
推
進
計
画
）は
平
成
24
年
度
で
終
了
し
て
い
る
。
参
考
：目
黒
区
学
校
教
育
プ
ラ
ン
‐
○
　
家
庭
・地
域
教
育
力
向
上
支
援
事
業
の
実
施
‐
‐
‐
‐
○
　
家
庭
教
育
学
習
会
（学
校
デ
ビ
ュ
ー
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
）の
実
施
‐
‐
‐
‐
○
　
学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
の
研
修
の
実
施
‐
‐
‐
‐
○
　
学
校
支
援
地
域
本
部
間
の
連
携
・情
報
の
共
有
化
‐
‐
‐
‐
○
　
放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
○
　
学
校
施
設
開
放
事
業
の
再
構
築
‐
‐
‐
‐
○
　
青
少
年
対
策
地
区
委
員
会
と
の
連
携
の
推
進
‐
‐
‐
‐
○
　
子
ど
も
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催
‐
‐
‐
‐
○
　
各
種
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
の
実
施
‐
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
‐
‐
‐
‐
○
　
区
民
大
学
の
実
施
‐
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
整
備
‐
‐
‐
‐
○
　
生
涯
学
習
相
談
会
の
開
催
‐
‐
‐
‐
○
　
区
民
に
よ
る
自
主
講
座
の
実
施
‐
‐
‐
‐
○
　
図
書
館
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
○
　
図
書
館
資
料
の
利
用
促
進
‐
‐
‐
‐
○
　
六
郷
図
書
館
の
改
築
‐
‐
‐
‐
○
　
老
朽
化
館
の
改
築
・改
修
‐
‐
‐
‐
○
　
地
域
の
歴
史
・文
化
に
関
す
る
調
査
研
究
と
資
料
収
集
‐
‐
‐
‐
○
　
区
民
活
動
団
体
等
と
連
携
し
た
，
歴
史
・文
化
資
源
の
活
用
‐
‐
‐
江
東
ま
な
び
プ
ラ
ン
(江
東
区
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
推
進
基
本
計
画
）が
あ
っ
た
が
，
平
成
21
年
度
で
終
了
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
校
の
教
育
活
動
に
地
域
の
力
が
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
保
護
者
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
の
活
動
を
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
，
生
涯
学
習
の
成
果
を
生
か
し
て
地
域
活
動
を
行
う
区
民
の
割
合
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
大
田
区
お
お
た
教
育
振
興
プ
ラ
ン
2
0
1
4
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
や
教
育
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
教
育
力
の
向
上
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
の
推
進
開
か
れ
た
学
校
（園
）づ
く
り
教
育
を
支
え
る
健
全
で
安
全
な
社
会
環
境
づ
く
り
こ
ど
も
が
安
全
で
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
の
確
保
地
域
・家
庭
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
と
就
学
支
援
図
書
館
機
能
の
充
実
地
域
力
育
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
【生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
】
「知
」，
「徳
」，
「体
」の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「生
き
る
力
」を
育
成
す
る
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
び
の
場
や
学
び
の
機
会
を
つ
く
る
未
来
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
地
域
力
を
育
み
，
地
域
と
連
携
・協
働
す
る
家
庭
・地
域
の
教
育
力
向
上
ア
ク
シ
ョ
ン
・プ
ラ
ン
【家
庭
・地
域
】
江
東
区
教
育
推
進
プ
ラ
ン
・江
東
－219－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
‐
○
　
鳳
凰
閣
の
修
復
及
び
勝
海
舟
に
関
す
る
資
料
な
ど
の
収
集
・展
示
‐
‐
‐
‐
○
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立
・運
営
支
援
‐
‐
‐
‐
○
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
協
力
し
た
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
開
催
‐
‐
‐
‐
○
　
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
指
導
者
養
成
講
習
会
‐
‐
‐
‐
○
　
大
田
区
総
合
体
育
館
を
活
用
し
た
国
際
試
合
の
開
催
‐
‐
‐
地
域
と
の
連
携
・協
働
に
よ
る
教
育
‐
‐
‐
‐
家
庭
に
お
け
る
教
育
力
向
上
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
「世
田
谷
9年
教
育
」で
実
現
す
る
質
の
高
い
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
信
頼
と
誇
り
の
も
て
る
学
校
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
安
全
安
心
と
学
び
を
充
実
す
る
教
育
環
境
の
整
備
‐
‐
‐
‐
生
涯
を
通
じ
た
学
び
の
充
実
生
涯
を
通
じ
て
学
び
あ
う
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
渋
谷
区
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
区
民
の
生
涯
学
習
活
動
の
支
援
‐
‐
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備
‐
‐
魅
力
あ
る
図
書
館
の
整
備
‐
‐
図
書
館
の
新
た
な
管
理
運
営
体
制
の
構
築
‐
‐
文
化
芸
術
活
動
の
支
援
‐
‐
区
の
歴
史
文
化
・伝
統
文
化
の
継
承
と
発
展
‐
‐
区
立
小
中
学
校
の
改
築
‐
‐
学
校
教
育
諸
施
設
の
設
備
・充
実
‐
‐
効
果
的
な
教
材
利
用
に
向
け
た
情
報
機
器
の
活
用
促
進
‐
‐
災
害
時
子
ど
も
安
全
連
絡
網
の
整
備
‐
‐
教
育
機
関
等
の
連
携
に
よ
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
‐
‐
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
を
核
に
し
た
成
人
学
習
の
支
援
‐
‐
科
学
館
の
生
涯
学
習
事
業
の
充
実
‐
‐
参
加
と
協
働
に
よ
る
郷
土
博
物
館
事
業
の
推
進
‐
‐
区
民
参
加
に
よ
る
文
化
財
保
護
活
動
の
推
進
‐
‐
（仮
称
）ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
‐
‐
体
育
施
設
の
整
備
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・健
康
増
進
活
動
の
促
進
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
の
実
施
‐
‐
各
教
科
等
に
お
け
る
知
識
・技
能
の
習
得
・活
用
‐
‐
‐
‐
課
題
解
決
的
な
学
習
・探
究
的
な
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
学
校
の
教
育
活
動
に
地
域
の
力
が
役
立
っ
て
い
る
と
思
う
保
護
者
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
の
活
動
を
し
て
い
る
も
の
の
う
ち
，
生
涯
学
習
の
成
果
を
生
か
し
て
地
域
活
動
を
行
う
区
民
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
な
か
の
生
涯
学
習
大
学
卒
業
後
1
年
以
内
に
地
域
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
の
割
合
○
　
1回
30
分
以
上
の
連
続
し
た
運
動
を
週
1～
2回
以
上
行
っ
て
い
る
人
の
割
合
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
地
域
の
協
力
を
得
た
授
業
等
が
有
効
と
感
じ
る
子
ど
も
の
割
合
○
　
学
習
を
通
し
て
地
域
で
の
つ
な
が
り
が
向
上
し
た
青
年
層
の
割
合
○
　
成
人
の
週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
社
会
教
育
に
関
す
る
指
標
が
な
い
（転
記
し
て
い
な
い
が
，
学
校
教
育
に
関
す
る
も
の
は
あ
る
）
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
気
軽
に
運
動
を
楽
し
み
，
生
涯
に
わ
た
る
仲
間
づ
く
り
・健
康
づ
く
り
を
進
め
ま
す
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
を
育
て
る
教
育
の
推
進
大
田
区
お
お
た
教
育
振
興
プ
ラ
ン
2
0
1
4
豊
島
区
豊
島
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
内
容
の
充
実
「確
か
な
学
力
」の
育
成
教
育
振
興
基
本
計
画
区
民
一
人
当
た
り
の
年
間
資
料
貸
出
冊
数
7.
3冊
（平
成
31
年
度
）
地
域
力
育
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
【生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
】
世
田
谷
区
第
２
次
世
田
谷
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
・第
１
期
行
動
計
画
平
成
26
年
度
～
平
成
35
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
個
性
・能
力
を
伸
ば
し
，
社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
力
を
，
学
校
・家
庭
・地
域
が
連
携
し
て
は
ぐ
く
む
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成
「知
」，
「徳
」，
「体
」の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
「生
き
る
力
」を
育
成
す
る
意
欲
あ
ふ
れ
る
学
び
の
場
や
学
び
の
機
会
を
つ
く
る
未
来
の
可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
け
る
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
地
域
力
を
育
み
，
地
域
と
連
携
・協
働
す
る
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
区
民
が
文
化
や
芸
術
に
親
し
み
，
生
活
の
質
を
高
め
て
い
る
１
　
区
民
が
文
化
芸
術
に
親
し
み
，
活
動
を
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
２
　
区
の
歴
史
民
俗
や
文
化
財
が
区
民
に
認
識
さ
れ
，
親
し
ま
れ
る
た
め
の
取
組
の
成
果
を
示
す
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
る
た
め
１
　
文
化
施
設
の
利
用
者
数
２
　
歴
史
民
俗
資
料
館
年
間
入
館
者
数
１
　
1,
33
0,
00
0人
（平
成
31
年
度
）
２
　
40
,0
00
人
（平
成
31
年
度
）
杉
並
区
杉
並
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
20
12
推
進
計
画
平
成
24
年
度
～
26
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
子
ど
も
の
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
，
よ
り
質
の
高
い
学
校
づ
く
り
を
進
め
ま
す
家
庭
・地
域
・学
校
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
，
共
に
支
え
る
教
育
を
進
め
ま
す
地
域
と
共
に
歩
む
「新
た
な
公
共
空
間
」と
し
て
の
教
育
基
盤
を
整
え
ま
す
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
学
び
や
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
を
通
じ
，
誰
も
が
輝
く
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
家
庭
・地
域
・学
校
が
協
働
し
，
共
に
支
え
る
教
育
を
進
め
ま
す
１
　
地
域
運
営
学
校
の
指
定
数
２
　
地
域
教
育
推
進
協
議
会
設
置
数
１
　
小
中
全
校
（平
成
33
年
度
）
２
　
4所
（平
成
33
年
度
）
中
野
区
中
野
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（第
２
次
）
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
に
お
け
る
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
が
活
発
に
行
わ
れ
，
活
動
を
と
お
し
て
の
社
会
参
加
が
進
ん
で
い
る
区
民
の
図
書
館
活
用
状
況
を
示
す
指
標
と
な
る
た
め
誰
も
が
学
び
続
け
，
そ
の
成
果
を
活
か
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
す
１
　
社
会
参
加
活
動
者
の
割
合
２
　
図
書
館
利
用
者
数
１
　
70
%（
平
成
33
年
度
）
２
　
33
0万
人
（平
成
33
年
度
）
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
地
域
活
動
取
組
数
20
か
所
（平
成
33
年
度
）
－220－
自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
言
語
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
理
科
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
外
国
語
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
意
欲
の
向
上
・学
習
習
慣
の
確
立
‐
‐
‐
‐
心
の
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
体
験
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
伝
統
・文
化
を
尊
重
す
る
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
体
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
体
育
・健
康
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
幼
児
教
育
の
充
実
と
幼
・保
・小
・中
一
貫
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
‐
‐
‐
‐
都
市
型
環
境
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
IC
T
活
用
能
力
の
育
成
‐
‐
‐
‐
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
特
別
支
援
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
小
学
校
英
語
活
動
の
充
実
‐
‐
‐
‐
「教
育
都
市
と
し
ま
」を
担
う
若
手
教
員
の
育
成
‐
‐
‐
‐
授
業
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
と
向
き
合
う
た
め
の
教
員
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
人
材
等
の
活
用
の
推
進
‐
‐
‐
‐
特
別
支
援
教
育
・教
育
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
‐
‐
‐
‐
安
全
・安
心
な
学
校
づ
く
り
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
図
書
館
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
情
報
環
境
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
小
規
模
校
の
支
援
策
の
充
実
‐
‐
‐
‐
教
育
セ
ン
タ
ー
の
学
校
支
援
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
校
改
築
計
画
の
推
進
‐
‐
‐
‐
活
動
拠
点
の
整
備
‐
‐
‐
‐
多
様
な
学
習
資
料
の
提
供
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
に
関
す
る
相
談
機
能
の
強
化
‐
‐
‐
‐
学
習
活
動
の
組
織
化
・社
会
化
・支
援
‐
‐
‐
‐
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
運
営
へ
の
参
加
‐
‐
‐
‐
多
様
な
活
動
間
の
連
携
・協
働
‐
‐
‐
‐
社
会
教
育
に
関
す
る
指
標
が
な
い
（転
記
し
て
い
な
い
が
，
学
校
教
育
に
関
す
る
も
の
は
あ
る
）
‐
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
運
営
学
習
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進
豊
島
区
豊
島
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
教
育
振
興
基
本
計
画
教
育
内
容
の
充
実
「確
か
な
学
力
」の
育
成
「豊
か
な
人
間
性
」の
育
成
未
来
を
切
り
拓
く
と
し
ま
の
子
の
育
成
教
育
施
策
推
進
体
制
の
充
実
教
師
力
の
向
上
「健
や
か
な
心
と
体
」の
育
成
質
の
高
い
教
育
環
境
の
整
備
・充
実
豊
島
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
2
0
1
0
-
2
0
1
9
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
区
民
が
主
体
の
「ま
な
び
の
循
環
（わ
）」
を
つ
く
る
生
涯
学
習
の
環
境
整
備
情
報
提
供
・コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
強
化 個
の
学
び
か
ら
社
会
的
な
学
習
活
動
へ
の
転
換
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
充
実
　
ほ
か
‐
‐
‐
‐
教
育
広
報
紙
「く
お
ん
」の
発
行
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
に
関
す
る
講
座
等
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
就
学
前
の
教
育
機
能
の
向
上
を
図
る
き
ら
き
ら
0年
生
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（就
学
前
教
育
・保
育
の
充
実
）
‐
‐
‐
‐
学
校
と
地
域
の
連
携
‐
‐
‐
‐
人
材
の
育
成
・活
用
‐
‐
‐
‐
区
民
と
の
協
働
に
よ
る
図
書
館
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
習
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
身
近
な
学
習
の
場
の
整
備
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
提
供
，
相
談
体
制
の
充
実
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
‐
‐
‐
‐
文
化
財
の
保
護
・活
用
と
保
存
・継
承
‐
‐
‐
‐
魅
力
的
な
文
化
・歴
史
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
大
学
連
携
に
よ
る
特
色
あ
る
施
策
の
展
開
‐
‐
‐
‐
区
立
小
学
校
の
適
正
配
置
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
改
築
・校
舎
大
規
模
改
造
‐
‐
‐
‐
環
境
に
配
慮
し
た
学
校
施
設
整
備
‐
‐
‐
‐
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
（仮
称
）教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置
‐
‐
‐
‐
情
報
提
供
手
段
の
整
備
‐
‐
‐
‐
相
談
体
制
の
確
立
‐
‐
‐
‐
情
報
内
容
の
充
実
‐
‐
‐
‐
区
民
が
求
め
る
学
習
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
様
々
な
課
題
に
向
け
て
の
学
習
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
学
習
機
会
を
拡
大
す
る
た
め
の
環
境
整
備
‐
‐
‐
‐
身
近
な
場
の
整
備
・活
用
‐
‐
‐
‐
新
た
な
生
涯
学
習
施
設
の
整
備
‐
‐
‐
‐
新
た
な
人
材
の
発
掘
・リ
ー
ダ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
養
成
の
促
進
‐
‐
‐
‐
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
機
能
の
充
実
‐
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
‐
‐
多
様
な
実
施
体
制
と
の
連
携
‐
‐
‐
‐
行
政
内
の
推
進
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
地
域
教
育
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
遊
び
場
と
し
て
の
地
域
の
ひ
ろ
ば
の
整
備
‐
‐
‐
‐
地
域
の
多
様
な
教
育
関
連
主
体
と
の
連
携
の
促
進
‐
‐
‐
‐
‐ 参
考
：荒
川
区
学
校
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
北
区
北
区
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
20
10
教
育
振
興
基
本
計
画
家
庭
・地
域
の
教
育
力
向
上
を
支
援
す
る
地
域
と
と
も
に
子
ど
も
，
学
校
を
支
援
す
る
生
涯
を
通
じ
た
学
び
を
応
援
す
る
学
習
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
促
進
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
豊
島
区
豊
島
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
2
0
1
0
-
2
0
1
9
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
区
民
が
主
体
の
「ま
な
び
の
循
環
（わ
）」
を
つ
く
る
学
習
，
文
化
・芸
術
，
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
振
興
す
る
安
全
・安
心
な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
荒
川
区
荒
川
区
生
涯
学
習
推
進
計
画
平
成
20
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
区
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
学
習
情
報
の
発
信
と
相
談
体
制
の
確
立
多
様
な
学
習
機
会
の
充
実
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
整
備
・拡
充
学
習
成
果
を
地
域
で
活
か
す
取
組
推
進
す
る
た
め
の
し
く
み
づ
く
り
平
成
22
年
度
～
平
成
31
年
度
板
橋
区
い
た
ば
し
学
び
支
援
プ
ラ
ン
不
明
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
は
，
「地
域
の
子
ど
も
は
地
域
が
育
て
る
」と
の
意
識
で
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
ま
す
放
課
後
や
休
日
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
と
し
て
守
り
育
て
ま
す
地
域
の
教
育
力
向
上
を
図
り
，
家
庭
や
学
校
教
育
を
支
援
し
ま
す
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
地
域
の
教
育
関
連
人
材
の
発
掘
・育
成
支
援
‐
‐
‐
‐
部
活
動
の
継
続
性
を
確
保
す
る
環
境
整
備
‐
‐
‐
‐
区
民
の
学
び
合
い
，
教
え
合
う
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
運
営
へ
の
地
域
参
画
の
促
進
‐
‐
‐
‐
地
域
に
よ
る
安
心
・安
全
の
確
保
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
伝
統
・文
化
行
事
へ
の
参
加
・体
験
の
推
進
支
援
‐
‐
‐
‐
小
・中
学
生
の
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
‐
‐
‐
‐
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
と
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
地
域
活
動
の
充
実
‐
‐
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
‐
‐
子
ど
も
の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
‐
‐
子
ど
も
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
‐
家
庭
と
学
校
と
地
域
の
連
携
協
力
‐
‐
学
習
環
境
の
整
備
‐
‐
就
労
に
向
け
た
学
習
支
援
‐
‐
相
談
体
制
の
整
備
‐
‐
教
育
・福
祉
・保
健
医
療
・就
労
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
‐
‐
若
者
の
居
場
所
の
確
保
‐
‐
健
康
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
・レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
食
育
の
推
進
‐
‐
‐
‐
教
養
を
高
め
る
学
習
の
推
進
‐
‐
情
報
社
会
に
対
応
し
た
学
習
の
推
進
‐
‐
環
境
学
習
・環
境
教
育
の
推
進
‐
‐
消
費
生
活
学
習
の
推
進
‐
‐
安
全
の
た
め
の
学
習
推
進
‐
‐
職
業
能
力
を
開
発
す
る
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
・活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
図
書
館
機
能
の
充
実
‐
‐
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
そ
の
他
の
学
習
・文
化
施
設
の
整
備
・充
実
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
週
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
成
人
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
年
間
の
育
成
・活
動
者
数
企
画
・運
営
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
青
少
年
が
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
会
事
業
の
割
合
板
橋
区
い
た
ば
し
学
び
支
援
プ
ラ
ン
不
明
教
育
振
興
基
本
計
画
地
域
は
，
「地
域
の
子
ど
も
は
地
域
が
育
て
る
」と
の
意
識
で
子
ど
も
の
育
ち
を
支
え
ま
す
地
域
の
教
育
力
向
上
を
図
り
，
家
庭
や
学
校
教
育
を
支
援
し
ま
す
地
域
の
人
材
を
活
か
し
て
学
校
の
運
営
を
支
援
・参
画
し
ま
す
板
橋
の
伝
統
・文
化
行
事
や
防
災
活
動
を
通
し
て
子
ど
も
が
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
自
覚
を
持
て
る
よ
う
に
促
し
ま
す
練
馬
区
練
馬
区
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
24
年
度
～
平
成
33
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
「生
き
る
力
」を
育
む
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
学
校
・家
庭
・地
域
が
協
働
し
，
社
会
全
体
で
教
育
に
取
り
組
み
ま
す
。
練
馬
区
ら
し
さ
を
活
か
し
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
家
庭
や
地
域
と
連
携
し
た
教
育
の
実
現
ま
な
び
の
ま
ち
　
ね
り
ま
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
の
基
礎
づ
く
り
子
ど
も
の
学
校
外
活
動
の
充
実
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
づ
く
り
10
0%
（平
成
26
年
度
）
若
者
へ
の
自
立
支
援
青
少
年
館
全
館
利
用
者
に
占
め
る
青
少
年
団
体
・館
主
催
事
業
の
割
合
60
%（
平
成
26
年
度
）
多
様
な
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
と
場
の
提
供
健
康
づ
く
り
暮
ら
し
や
す
い
生
活
環
境
づ
く
り
文
化
芸
術
・生
涯
学
習
施
設
利
用
者
数
お
よ
び
同
事
業
参
加
者
数
1,
93
3,
00
0人
（平
成
26
年
度
）
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・充
実
区
立
図
書
館
の
区
民
人
当
た
り
の
蔵
書
数
2.
35
冊
（平
成
26
年
度
）
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
（指
導
者
）の
育
成
・確
保
‐
‐
学
習
成
果
を
活
用
す
る
た
め
の
認
証
制
度
の
整
備
‐
‐
地
域
活
動
支
援
人
材
育
成
・活
用
講
座
の
実
施
‐
‐
人
材
情
報
バ
ン
ク
の
整
備
‐
‐
（仮
称
）ね
り
ま
区
民
大
学
の
設
置
‐
‐
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援
‐
‐
相
互
交
流
の
促
進
‐
‐
区
民
参
加
の
推
進
組
織
の
設
置
‐
‐
区
の
推
進
体
制
の
整
備
と
職
員
の
育
成
‐
‐
区
民
と
の
協
働
事
業
の
推
進
‐
‐
生
涯
学
習
情
報
の
収
集
・提
供
‐
‐
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
相
談
機
能
の
充
実
‐
‐
人
権
を
尊
び
，
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
教
育
を
推
進
す
る
人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
啓
発
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
確
か
な
学
力
の
定
着
と
向
上
を
図
る
教
育
環
境
を
整
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
心
身
の
健
全
な
発
達
を
支
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
す
べ
て
の
子
ど
も
の
就
学
を
支
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
学
校
の
自
律
的
な
運
営
を
支
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
安
全
で
環
境
に
配
慮
し
た
学
校
施
設
を
整
備
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
を
支
え
，
学
び
の
成
果
を
地
域
に
活
か
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
図
書
館
を
区
民
の
人
間
力
と
文
化
力
を
育
む
情
報
の
拠
点
と
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
や
家
庭
と
連
携
し
，
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
青
少
年
の
健
全
育
成
と
自
主
的
な
社
会
参
画
を
支
え
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
文
化
・芸
術
活
動
の
普
及
と
団
体
の
活
動
を
盛
ん
に
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
郷
土
の
歴
史
・文
化
の
学
習
と
普
及
を
進
め
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
区
民
誰
も
が
い
つ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
を
実
現
し
ま
す
‐
‐
‐
‐
‐
家
庭
の
教
育
力
の
向
上
‐
‐
‐
‐
地
域
の
力
に
よ
る
子
ど
も
の
育
ち
支
援
‐
‐
‐
‐
家
庭
・地
域
と
の
協
働
に
よ
る
学
校
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
区
民
の
学
び
が
地
域
に
活
き
る
し
く
み
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
だ
れ
も
が
，
学
習
・文
化
，
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
機
会
の
充
実
‐
‐
‐
‐
身
近
な
所
で
学
び
，
集
い
，
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
持
続
可
能
な
地
域
発
展
の
た
め
の
「学
び
の
サ
イ
ク
ル
」の
実
現
‐
‐
‐
‐
シ
ニ
ア
・団
塊
の
世
代
の
社
会
・地
域
活
動
へ
の
参
画
の
推
進
‐
‐
‐
‐
区
民
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
学
習
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
権
尊
重
の
理
念
を
基
礎
と
し
た
学
び
の
推
進
‐
‐
‐
‐
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
週
１
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
成
人
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
年
間
の
育
成
・活
動
者
数
‐ ‐
葛
飾
区
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
向
け
て
，
家
庭
・
地
域
・学
校
が
協
働
し
て
取
り
組
み
ま
す
練
馬
区
ま
な
び
の
ま
ち
　
ね
り
ま
平
成
23
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
地
域
支
援
人
材
等
の
育
成
・活
用
，
団
体
支
援
地
域
活
動
を
担
う
人
材
の
育
成
・活
用
（仮
称
）ね
り
ま
区
民
大
学
の
設
置
開
講
・運
営
（平
成
26
年
度
）
団
体
・サ
ー
ク
ル
の
育
成
，
自
主
活
動
の
奨
励
生
涯
学
習
団
体
の
登
録
数
（文
化
・ス
ポ
ー
ツ
）
2,
00
0団
体
（平
成
26
年
度
）
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
推
進
体
制
づ
く
り
子
ど
も
家
庭
教
育
推
進
事
業
に
お
け
る
委
託
講
座
の
企
画
数
60
0企
画
（平
成
26
年
度
）
学
習
者
支
援
の
充
実
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ね
り
ま
の
生
涯
学
習
）へ
の
ア
ク
セ
ス
数
50
0,
00
0件
（平
成
26
年
度
）
足
立
区
足
立
区
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
22
年
度
～
平
成
28
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
個
性
と
創
造
力
を
伸
ば
す
学
校
教
育
を
推
進
す
る
区
民
と
の
協
働
に
よ
る
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
を
推
進
す
る
家
庭
・地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
図
り
，
青
少
年
の
成
長
を
支
え
育
む
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
生
涯
に
わ
た
る
豊
か
な
学
び
を
支
援
し
ま
す
葛
飾
区
生
涯
学
習
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
21
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
と
交
流
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
・ま
ち
づ
く
り
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
「元
気
な
か
つ
し
か
」を
つ
く
る
区
民
の
多
様
な
「学
び
」を
通
し
て
元
気
な
葛
飾
を
め
ざ
し
ま
す
か
つ
し
か
教
育
プ
ラ
ン
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
み
ん
な
で
育
ち
あ
う
「か
つ
し
か
」で
，
自
信
と
誇
り
あ
ふ
れ
る
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す
（「
か
つ
し
か
っ
子
」宣
言
）
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
各
世
代
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
応
援
‐
‐
‐
‐
だ
れ
も
が
学
べ
る
き
め
細
や
か
な
学
習
支
援
‐
‐
‐
‐
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
博
物
館
事
業
の
推
進
‐
‐
‐
‐
区
民
の
身
近
な
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
放
課
後
子
ど
も
事
業
の
充
実
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
取
組
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
・学
校
・地
域
を
結
ぶ
P
T
A
活
動
へ
の
推
進
‐
‐
‐
‐
青
少
年
委
員
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
の
拡
充
‐
‐
‐
‐
子
ど
も
の
体
験
活
動
の
推
進
‐
‐
‐
‐
す
べ
て
の
保
護
者
に
対
す
る
家
庭
教
育
情
報
の
発
信
‐
‐
‐
‐
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援
と
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
支
援
‐
‐
‐
‐
子
育
て
・家
庭
教
育
相
談
事
業
の
推
進
と
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
養
成
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
関
連
施
策
の
総
合
的
推
進
‐
‐
‐
‐
区
民
の
学
び
の
成
果
を
活
か
し
た
学
習
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
‐
‐
‐
‐
学
び
の
成
果
を
活
か
し
た
区
民
参
加
の
相
談
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
施
設
の
活
用
と
整
備
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
社
会
に
対
応
し
た
職
員
の
養
成
と
関
連
事
業
課
支
援
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
‐
‐
‐
‐
江
戸
川
区
‐
‐
該
当
計
画
な
し
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
風
：郷
土
を
知
り
，
郷
土
を
愛
す
る
「ま
な
び
」
‐
‐
‐
‐
‐
林
：家
庭
教
育
を
充
実
し
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
つ
ち
か
う
「ま
な
び
」
‐
‐
‐
‐
‐
火
：地
域
の
活
性
化
と
教
養
を
高
め
る
「ま
な
び
」
‐
‐
‐
‐
‐
山
：心
身
と
も
に
健
や
か
で
生
き
が
い
の
持
て
る
「ま
な
び
」
‐
‐
‐
‐
‐
確
か
な
学
力
の
保
障
と
学
習
意
欲
の
向
上
‐
‐
‐
‐
‐
社
会
性
，
公
共
性
を
身
に
つ
け
た
子
ど
も
の
育
成
‐
‐
‐
‐
‐
心
身
の
健
全
な
育
成
と
給
食
・食
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
学
校
不
適
応
へ
の
対
応
，
特
別
支
援
教
育
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
‐
将
来
の
夢
を
描
き
，
志
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
‐
‐
‐
‐
‐
ふ
る
さ
と
に
学
び
，
良
さ
を
見
直
す
教
育
‐
‐
‐
‐
‐
地
域
全
体
で
支
え
る
教
育
体
制
の
確
立
‐
‐
‐
‐
‐
放
課
後
の
児
童
健
全
育
成
施
策
の
推
進
‐
‐
‐
‐
‐
学
校
施
設
の
整
備
，
学
習
環
境
の
充
実
‐
‐
‐
‐
‐
校
区
再
編
と
通
学
環
境
の
維
持
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
葛
飾
区
葛
飾
区
生
涯
学
習
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
21
年
度
～
平
成
26
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
学
び
と
交
流
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
・ま
ち
づ
く
り
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
「元
気
な
か
つ
し
か
」を
つ
く
る
区
民
の
多
様
な
「学
び
」を
通
し
て
元
気
な
葛
飾
を
め
ざ
し
ま
す
学
校
と
地
域
が
連
携
・協
働
し
，
子
ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
ま
す
地
域
全
体
で
子
育
て
・家
庭
教
育
へ
の
支
援
を
進
め
ま
す
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
を
進
め
ま
す
甲
府
市
甲
府
市
生
涯
学
習
ビ
ジ
ョ
ン
平
成
25
年
度
～
？
生
涯
学
習
推
進
計
画
地
域
が
つ
な
が
り
，
未
来
（あ
し
た
）に
つ
な
ぐ
「ま
な
び
」の
推
進
鳥
取
市
鳥
取
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が
輝
く
計
画
の
実
現
ふ
る
さ
と
に
学
び
，
夢
に
向
か
っ
て
は
ば
た
く
，
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
と
教
育
環
境
の
充
実
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自
治
体
名
計
画
名
計
画
期
間
計
画
の
種
類
基
本
施
策
・基
本
目
標
施
策
・事
業
施
策
の
柱
・項
目
個
別
事
業
評
価
の
観
点
（視
点
）
活
動
実
績
活
動
実
績
目
標
値
備
考
(6
)2
0
万
人
未
満
の
県
庁
所
在
地
お
よ
び
特
別
区
に
お
け
る
計
画
に
見
ら
れ
る
評
価
指
標
教
育
委
員
会
の
改
革
と
学
校
運
営
に
か
か
わ
る
取
り
組
み
‐
‐
‐
‐
‐
だ
れ
も
が
学
べ
る
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
‐
学
ん
だ
成
果
を
活
か
す
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
‐
社
会
参
加
と
地
域
社
会
の
連
携
を
深
め
る
生
涯
学
習
‐
‐
‐
‐
‐
生
涯
学
習
の
普
及
・啓
発
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
‐
‐
‐
‐
市
民
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
生
涯
学
習
の
場
・環
境
づ
く
り
‐
‐
‐
‐
学
習
情
報
の
収
集
・整
理
と
各
種
情
報
媒
体
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実
‐
‐
‐
‐
学
習
活
動
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
定
期
的
な
把
握
‐
‐
‐
‐
市
が
主
催
す
る
講
座
・教
室
等
の
再
構
築
‐
‐
‐
‐
学
習
活
動
を
支
援
す
る
体
制
の
整
備
‐
‐
‐
‐
人
材
育
成
に
向
け
た
長
期
的
な
取
り
組
み
の
推
進
‐
‐
‐
‐
人
材
バ
ン
ク
の
整
備
・充
実
‐
‐
‐
‐
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
や
専
門
機
関
と
の
連
携
強
化
‐
学
習
機
会
の
提
供
の
主
体
と
し
て
，
高
度
化
，
専
門
化
し
た
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
高
等
教
育
機
関
，
市
民
活
動
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
る
講
座
・教
室
等
の
実
施
件
数
増
加
（平
成
29
年
度
）
地
域
資
源
を
活
か
し
た
学
習
の
推
進
‐
‐
‐
‐
学
習
資
源
の
共
有
化
‐
‐
‐
‐
意
識
啓
発
の
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進
‐
‐
‐
‐
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
学
習
機
会
・交
流
機
会
の
提
供
‐
‐
‐
‐
学
習
成
果
の
活
用
に
資
す
る
支
援
体
制
の
確
立
‐
‐
‐
‐
公
民
館
，
図
書
館
の
計
画
的
な
施
設
整
備
‐
‐
‐
‐
職
員
の
専
門
性
を
は
じ
め
と
す
る
資
質
の
向
上
‐
‐
‐
‐
全
市
的
な
取
り
組
み
と
地
域
の
独
自
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
の
推
進
‐
‐
‐
‐
全
市
的
な
生
涯
学
習
推
進
拠
点
の
整
備
‐
グ
ル
ー
プ
等
の
学
習
の
場
に
市
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
く
こ
と
で
，
市
政
に
関
す
る
理
解
が
深
ま
る
と
と
も
に
，
生
涯
学
習
推
進
の
全
庁
的
な
体
制
が
確
立
で
き
お
気
軽
講
座
（出
前
講
座
）の
実
施
回
数
70
回
（平
成
29
年
度
）
市
関
係
部
署
・施
設
間
の
連
携
強
化
‐
‐
‐
‐
関
係
機
関
・団
体
，
民
間
等
と
の
連
携
・協
力
体
制
の
確
立
‐
‐
‐
‐
教
育
振
興
基
本
計
画
（山
口
市
教
育
振
興
基
本
計
画
）は
平
成
26
年
度
9月
（本
調
査
の
範
囲
外
）に
策
定
実
施
効
果
に
関
す
る
指
標
と
し
て
，
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
○
　
今
後
，
生
涯
学
習
活
動
を
し
て
み
た
い
と
思
う
市
民
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
の
機
会
（講
座
，
メ
ニ
ュ
ー
）が
充
足
し
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
人
材
バ
ン
ク
の
利
用
件
数 ○
　
学
習
活
動
を
し
て
い
る
人
の
う
ち
，
学
習
成
果
を
家
庭
・地
域
に
活
か
し
て
い
る
市
民
の
割
合
○
　
生
涯
学
習
施
設
の
数
や
設
備
が
充
足
し
て
い
る
と
思
う
市
民
の
割
合
‐ ‐
市
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
学
習
機
会
の
充
実
社
会
的
課
題
に
関
す
る
学
習
機
会
の
充
実 だ
れ
で
も
学
べ
る
多
様
な
学
習
形
態
や
情
報
提
供
の
充
実
学
習
し
た
成
果
を
活
か
す
仕
組
み
づ
く
り
と
人
材
育
成
地
域
，
家
庭
，
学
校
，
行
政
等
の
連
携
に
よ
る
地
域
社
会
の
教
育
力
向
上
と
家
庭
教
育
の
強
化
伝
統
文
化
・芸
能
の
継
承
及
び
活
用
と
文
化
芸
術
の
振
興
生
涯
学
習
活
動
拠
点
施
設
の
充
実
鳥
取
市
鳥
取
市
教
育
振
興
基
本
計
画
平
成
23
年
度
～
平
成
32
年
度
教
育
振
興
基
本
計
画
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
と
教
育
環
境
の
充
実
鳥
取
市
生
涯
学
習
推
進
基
本
方
針
平
成
24
年
度
～
平
成
27
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
山
口
市
山
口
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
平
成
20
年
度
～
平
成
29
年
度
生
涯
学
習
推
進
計
画
生
涯
学
習
の
普
及
・促
進
生
涯
学
習
に
よ
る
地
域
づ
く
り
学
習
環
境
の
整
備
・充
実
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整
備
・充
実
生
涯
学
習
の
普
及
・啓
発
と
学
習
情
報
の
提
供
生
涯
に
わ
た
る
学
習
機
会
の
提
供
と
学
習
活
動
の
支
援
人
材
の
育
成
と
そ
の
活
用
学
習
資
源
を
活
か
し
た
生
涯
学
習
の
展
開 学
習
成
果
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
の
推
進 社
会
教
育
施
設
の
整
備
と
機
能
の
充
実
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